
んだが，その中で民主主義社会注１の構築に，このモラル

ジレンマ授業は極めて有効な方法であることを知った．

認知的不均衡（モラルジレンマ）の解消に向けた話し合

い（討論）を通して道徳性が発達するという心理学的原

理が有効に働くためには，教室の中，学校の中が自己主

張しながらも，お互いの存在を認め，尊重し合える人間

関係の社会的風土にならなければならない，つまり，ク

ラスが民主主義に裏打ちされた状態にあることが極めて

重要である．また，民主主義的な環境はモラルディスカッ

ション（集団討議）によっても培われるものでもある．

　私たちは，このモラルジレンマ授業研究を始めるに当

たって，次のように考え，実践的に研究を進めた．

　１）現行の学習指導要領の示す道徳教育の目的を損な

うことなく，「道徳の時間」が価値の押しつけにならざ

るを得ないという誤解を打ち破りたい（徳目主義の回避），

　２）発達という視点を軸に一人ひとりのものの見方，

考え方を大切に生かしたい（道徳性の発達），

　３）そのために結論よりそこに至る理由づけの中に，

自身の体験をひっさげて討論に参加できるような場（民

主主義に立脚した討論過程）を作り出す．

１．はじめに

　Ｌ．コールバーグがシカゴ大学で道徳性の発達研究を

行ない，哲学博士を取得されたのが1958年である．博士

の打ち立てた道徳性認知発達理論は1970年代～1980年代

にかけ一大潮流となって世界の道徳教育界に大きな影響

を与えた．わが国においては1976年に山岸明子氏がコー

ルバーグ理論の検証を行ない，1977年に内藤俊史氏と山

岸氏がコールバーグ理論の展望を行なった．当時，私は

宮崎大学で教育心理学を担当していたが，コールバーグ

博士開発のモラルジレンマ技法に学問的ショックを受け，

お二人の研究に大いに啓発された．この経験が一連のモ

ラルジレンマ授業に係わるきっかけとなった．私は，開

学２年目の大学院大学，兵庫教育大学に赴任した翌年

（1982）から現職院生の吉田重郎氏，附属小学校教員の

徳永悦郎氏，生徒指導助教授の前田和利氏達とともにモ

ラルジレンマ授業の研究を始めた．当時の研究会の様子

やその後の展開については荒木（2020a）に詳しい．

　机上の空論でなく心理学原理を教育実践に具体的に適

用したいという強い思いから「コールバーグ理論」を学

わが国におけるモラルジレンマ授業に関わる理論，実践，

及び教材についての文献総覧（1968～2020）

Catalog on Theory, Practice, and Teaching Materials Related to 

Moral Dilemma Class in Japan (1968～2020)

荒　木　紀　幸＊

Noriyuki Araki

　表題に関連する研究や資料（1968～2020）を主にインターネット検索（道徳教育，モラルジレンマ授業，コー

ルバーグ，学習指導要領，討論，道徳性，発達段階，道徳の指導法，道徳の評価等のキーワード）により集め

た683個の文献を，研究者や現場教員が利用し易いように，「著者名，発表年度，論文名・タイトル，発表先・

出版社，頁」を明記し，「キーワード（３語）」枠と「論文の要旨，あるいは概要」枠を付け，発表年度順に表

したのが別表１である．コールバーグ理論に関するわが国最初の論文は1968年の沢田慶輔・大西文行・橋口英

俊氏と若井邦夫氏の２点である．文献の年間発表数の過多で見ると，コールバーグ博士の来日前後（1985年）

で発表数の急激な上昇が見られ，その後発表数が着実に増加し，特に『特別な教科　道徳』が誕生し，副読本

の「心情」理解道徳から「考え，議論する道徳」へ質的変換が求められた2014年頃から発表数は急速に増えた．

こうして文献数は2016・17年をピークとする対数的増加曲線（図１）を表わし，モラルジレンマ授業の日本に

おける広がりと普及の実態が示された．ちなみに，発表数は1985年が２件，86年８件，98年14件，2002年９件，

12年と13年33件，14年46件，15年45件，16年56件と17年57件，18年53件，19年30件，20年19件，等であった．

キーワード：モラルジレンマ授業，道徳教育関連理論，コールバーグ，実践研究，学習指導要領，道徳性

＊兵庫教育大学名誉教授

研究ノート
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道徳的価値分析表や学習指導案の作成，啓蒙書の出版（荒

木，1988，1997，2017，等）を行ない，研究会を母体に

2002年に日本道徳性発達実践学会が発足し，モラルジレ

ンマ授業の道徳性の発達に及ぼす効果の検証を行い，「一

主題２時間授業」の有効性や開発したモラルジレンマ教

材や道徳的価値の分析等を通して，その成果が実証され

ていった（荒木，1996，2015，2017，2019，2020b；堀田，

1993；畑・荒木，2019；鈴木・荒木，2019）．

　モラルジレンマ授業が日本に導入され，40年近くが経

過した中で，モラルジレンマ授業が日本の中でどのよう

に受け入れられ，どのように評価され，実践，普及して

きたかを明らかにし，またこのオープンエンド型の授業

に対してどのような問題点や批判があり，また排除があっ

たか等を知ることは，今後のわが国の道徳教育の方向を

探る上でも，道徳科として本格的にその展開が始まった

重要な時期でもあり，分析する価値はすこぶる大きいも

のと考えた．そこでこれまで集めた日本におけるモラル

ジレンマ授業関連の文献や資料を今後の研究のために公

表することとした（別表１）．特に，特設道徳（1958）

が「特別の教科 道徳（2017）」となり，学習指導要領が

改訂され，新生の検定道徳教科書の元で，「心情」理解

の道徳から「考え，議論する」道徳に質的変換が行なわ

れた現在，この文献資料集が，研究の手がかりや道具と

して幅広く活用されることを願うものである．今後多く

の研究者が学習指導要領の変遷や社会の動きなどと対応

させて様々な視点からこれらの資料に基づいて道徳教育

や道徳授業，特にモラルジレンマ授業についてこれまで

とこれからを検証することの意義は大きいものと考える．

２．インターネット検索による文献の収集

　筆者がモラルジレンマ授業研究を中心に文献収集を本

格的に始めたのは，インターネット検索によってであり，

　つまり，どうすれば「道徳の時間」を「子どもの主体

が生かされた楽しい実のある時間」とすることができる

か，という問題意識に立って，コールバーグの道徳性発

達理論に基づくモラルジレンマ授業を組み立て，モラル

ジレンマ教材や各種発達検査を開発し，実践研究を行っ

た（荒木，1988）．なお1980年代当時の私たちの研究会

の活動の一端について表１にまとめたが，この表から私

たちの研究が多肢に渡って精力的に推し進められていた

ことを窺い知ることができるだろう．

　かくして私たちは，この後約40年の間に渡りコールバー

グ理論に基づくモラルジレンマ授業の日本における普及

と啓蒙のために様々な活動を行なってきた．例えば，モ

ラルジレンマ教材の開発（荒木，1984；荒木・野口裕展，

1987；道徳性発達研究会・荒木，2010；荒木，2020等），

道徳性に係わる各種発達検査の開発（荒木・八重柏新治・

前田，1986；武川彰・鈴木憲，1988；荒木・松尾廣文，

1992等），ビデオによるモラルジレンマ授業レッスン（荒

木・畑・徳永・鈴木，1995，等），モラルジレンマ授業

の評価（植田和也・荒木，2019；荒木・西田，2000，等），

図１　モラルジレンマ授業に係わる683論文の３年区切り毎

の発表頻度（1868～2020）

①コールバーグ来日，②４つの視点，③心の教育，④心のノｰト，

⑤私たちの道徳，⑥特別の教科道徳，⑦考え議論する道徳

表１　1980年代の道徳研究会の主な活動

吉田重郎氏が研究会を代表し、授業実践研究会（大阪大学水越敏行教授・

京都教育大学西園晴彦教授主宰、大阪大学助教授梶田叡一参加）の定例

会で研究発表をした．

　研究テーマ：Kohlberg 理論に基づく道徳授業実践の研究

道徳研究会（前田和利，荒木紀幸，八重柏新治，徳永悦郎，畑耕二）

兵教式モデル（１主題 2 時間のモラルジレンマ授業過程）を提示

モラル・デｨスカッションのための「モラルジレンマ」教材の開発

文部省特定研究 荒木紀幸，前田和利（兵庫教育大学），徳永悦郎，

畑耕二（附属小），吉田重郎，八重柏新治（荒木ゼミ院生）との共同

研究で，一連の授業は徳永氏によって行われた．

雑誌｢道徳教育，明治図書｣の誌上で，私たちのめざす道徳教育を公表．

３月号｢討論の広場｣で，井上次郎（筑波大学）教授へ疑問点を投稿した．

私たちの学習の考え方について，10 月号で，「なぜ コールバーグ理論

なのか」示した．

「討論の広場｣ 7 月号，「モラル・デｲスカションを通した子どもの容変」，

「討論の広場」11 月号，「ジレンマ資料づくり」を示した．

渡辺弥生（筑波大院）氏より資料提供を受け，役割取得検査マニュア

ルを作成，荒木・武川彰 兵庫教育大学道徳教育研究会資料

スライド教材「魔法使いのプレゼント」，「魔法使いのメガネ」（コール

バーグ他作） 荒木・須之内千秋 荒木研究室資料

コールバーグ博士・ヒギンズ博士，10 月 13 日の広池学園創立 50 周年

記念文化講演会で来日． モラロジー研究所で 3 回，7，9，12 日，研

究会を行なった．講演会では「普遍的道徳を求めて」が話された．

研究会からは，荒木・前田・吉田・野口の 4 名が参加した．

改定役割取得能力発達段階評定マニュアルの作成

荒木・鈴木憲・野口裕展 兵庫教育大学道徳教育研究会資料

公平性発達段階評定検査マニュアルの作成

荒木・武川彰 兵庫教育大学道徳教育研究会資料

「規範－基本判断」評定法を用いた道徳性の測定

荒木・八重柏新治・前田和利 兵庫教育大学研究紀要 第 6 巻 97-137.
中学生を対象としたモラルジレンマ教材と道徳の授業モデル

荒木・野口 兵庫教育大学研究紀要 第 7 巻 55-86.
道徳教育国際会議，モラロジー研究所，に参加，8/21-27. ［荒木，佐野

（同志社大），加賀（同志社女子大），隈元（同志社院），鈴木，徳永，

松本朗，岡田達也，日野正行］ ワークショップ；道徳性の発達段階評

定法（ヒギンズ），モラルジレンマを用いた討論授業の進め方（ゴンバ

ーク），価値明確化の新しい試み（ハーミン）に参加した．

スライド教材「キャットピープル」コールバーグ他作．第 1 部、第 2 部

完成． 荒木・岡田 荒木研究室資料

「道徳教育はこうすればおもしろい．荒木編」北大路書房から出版．

執筆者；大西文行，荒木，徳永，八重柏，武川，鈴木，奥村典保，宮田

和恵，西村由利恵，三木美弥子，松本，山本逸郎，畑，吉田，野口，岡

田，日野．

「モラルジレンマ資料を用いた小・中学校における道徳の授業実践－ジレ

ンマ資料とその構造，及び授業のための資料集－」集，荒木，徳永，山

本，新垣，岡田，加藤健志，永田彰寿，日野，野口，畑，松本，吉田，

学校教育学研究 第１巻，105-133，に公表．

「道徳性の発達に関わる研究年報 1989 年度版」第 1 号の発行（1990.3
月，全 140 頁），2003 年（第 15 号），日本道徳性発達実践学会の発足ま

で毎年発行．

1983 年

1984 年

1985 年

1986 年

1987 年

1988 年

1989 年
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ンマ教材の研究（３）―小学校と中学校におけるモラルジ

レンマの型と扱われた道徳的価値（内容項目）―　道徳性

発達研究　第14巻　第１号　51-63．

道徳性発達研究会・荒木紀幸　2010　「道徳性発達研究会が

開発したモラルジレンマ資料」　道徳性発達研究　第５巻 

第１号　1-19．

堀田泰永　1993　モラルジレンマ授業の累積効果　荒木編　

道徳性の測定と評価を生かした新道徳教育　96-102．明治

図書

畑耕二・荒木紀幸　2019　道徳性発達研究会が開発した「モ

福山大学を退職して２年ほどした2016年頃からである．

このとき，キーワードとして，「道徳教育，モラルジレ

ンマ，学習指導要領，コールバーグ，討論，道徳性，発

達段階，道徳の指導法，道徳の評価」等の単語，３語を

ランダムに組み合わせて，インターネットでヒットした

683文献を収集し，全てプリントアウトして保存した．

３．結果と考察

　収集した資料を研究者や現場教員が利用し易いように，

「著者，発表年度，論文・タイトル，発表先・出版社，頁」，

「キーワード，内容を端的に示す概念，または用語を３

語，うち１つはモラルジレンマ教材（作者）名」，「論文

の要旨，あるいは概要」の三枠を設け，発表年度順に番

号を付け，論文の末尾に別表１として示した．この表か

ら，わが国最初の論文は1968年，コールバーグが博士論

文（1958）を提出して10年後，沢田慶輔・大西文行・橋

口英俊氏（展望１　道徳性の心理学的研究の動向）と若

井邦夫氏（道徳的判断に関する研究の現状と問題点）の

２論文である．その後関連する論文発表は1975年までな

かったが，８年目の1976年に３論文（新保・岩佐，大西，

山岸）の発表があり，その後は徐々にコールバーグ理論

に関連する研究論文が増えていった．

　コールバーグ理論への関心の高まりや研究発表の推移

を明らかにするために，最初の論文が発表された1968年

から2020年までの52年間を３年間毎に18区間に区切って

発表頻度の推移の様子を現わしたのが図１である．

　図１で見ると，コールバーグ博士の来日（1985）前後

でモラルジレンマ授業関連の最初の発表数の山を迎え，

それ以降は徐々に増え，特に2015年『特別の教科 道徳』

となり，副読本の「心情」理解道徳から，『考え，議論

する』道徳へ変換するのに伴って，発表数は急激に増え，

2016～2017年に発表数がピークに達した．こうして

2016・17年が最大となる対数的増加曲線（図１）が見ら

れ，モラルジレンマ授業の日本における広がりと普及の

実態が明らかにされた．1976年以降の発表数を年度別 

（３年毎に／で区切る）に示すと次の通りである．３，３，

０／３，２，０／０，１，５／２，８，６／７，４，９

／５，９，９／10，10，11／５，14，６／11，13，９／

15，12，13／17，18，13／14，22，20／33，33，46／45，

56，57／53，30，19．

　かくして，モラルジレンマ授業，コールバーグ理論に

基づく，オープンエンドのモラルディスカッション（討

論型授業）が1985年以降の日本の道徳教育や授業の在り

方に大きな影響を与えたことやわが国の「心情」理解の

道徳授業が「考え，議論する」道徳授業へと大きく舵を

切ったことからもその影響力の大きさが窺い知れる．
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武川彰，鈴木憲　1988　第５章Ⅱ 公平性発達検査，Ⅲ 役割

取得検査　荒木編「道徳教育はこうすればおもしろい― 

コールバーグ理論とその実践」　54-62．62-69．北大路書

房

註

注１　中学生時代社会科担当の西瀬英夫先生からこれからは

民主主義社会にならなければならないと教わったが，

私にとって「民主主義」への強い思いとなった．

ラルジレンマ教材」を用いた授業はどのような成果をもた

らしたか？　研究１．畑耕二原案，モラルジレンマ教材 

「ぜったいひみつ」を用いた授業について　道徳性発達研

究　第13巻　第１号　67-77．

植田和也・荒木紀幸　2019　道徳教育のための評価法（２）

―連想法を用いた教育評価について―　道徳性発達研究　

第13巻　第１号　35-41．

鈴木憲・荒木紀幸　2019　道徳性発達研究会が開発した「モ

ラルジレンマ教材」を用いた授業はどのような成果をもた

らしたか？　研究２．鈴木憲による「ぜったいひみつ」の

授業について　道徳性発達研究　第13巻　第１号　78-88．
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【補足】資料　　別表１の文献番号（219）は，「門番のマルコ（堀田泰永作）」のモラルジレンマ授業を扱っている（「特捜　道徳教育

再生プロジェクト③“答え探す”道徳授業，『道徳教育の切り札―モラルジレンマ』，フジテレビ系，2006年11月10日放映」）が，紹介

文のみでは授業展開の様子が分かりにくい．そこで実際の授業に迫るために【補足】資料を用意した．それは，VTR の中から授業場

面を取り出し，ナレーションと映像テロップの両面から授業の様子を約４分間の授業逐語録，“竹田玲子先生によるモラルジレンマ授

業「門番のマルコ（堀田泰永作）」”，「コミュニケーションの流れ」として，時間の経過と共にまとめたものである．

　このモラルジレンマ授業『門番のマルコ』は，視聴者の大きな反響を呼び，話題となった．この文献総覧では，219，220，244，255，

271，312，320，344，368，393番の文献がこの「門番のマルコ」の授業に対する研究者，識者，視聴者等による感想や意見である．な

お244，255，271，320，344番は Weblog による報告，「成長する道徳くん（静岡大学藤井基貴教授）」であり，「道徳教育の研究」の

授業（2008～2013）の中で「モラルジレンマ，門番のマルコ」を視聴した学生が，課題「モラルジレンマ授業について考えたことを自

由に論じてください」に対してレポートした年度毎の回答集である．

「門番のマルコ」 コミュニケーションの流れ

分ンョシーレナ : 秒 映像でのテロップ
第1日目 『 』 子どもの発言

０：００ この日モラルジレンマの授業を受けたのは3 年2 組の子どもたち。

黒板を使って、『門番のマルコ』の物語りが丁寧に紹介された。

１６ 物語りを聞いた直後の子どもたちは、

２０ 開ける 開けない

開ける、

開けない、

どちらかに決めかねる子どもたち。

３５ しかしゆっくり考えることはできない。物語を聞いたら必ずどちら

かに自分の立場を決めるのがこのクラスのルールである。

４７ 物語りを聞いた直後の子どもたちは、

開ける派 18 人 ５０ 開ける派 18人 開けない派 17人

開けない派 17 人

ほぼ半々

５７ この後。開ける派、開けない派に分かれて話し合いが始まった。

２０：１２０：１ 開ける派

『王様はすごい熱で死ぬかも知れない』

６０：１６０：１ 開けない派

『王様が戦いに行くとき以外に開けてはならないという

王様が作った決まりだから、開けるべきでない。』

４１：１４１：１ 開ける派

『門を開けなかったら、王様が死んでしまうかも知れな

いし、それがマルコのせいになってマルコが殺されて

１：２５ 』。いなれ知もかうまし。たきて出も題問なた新、見意う交び飛、に々次

５３：１５３：１ 開けない派

『マルコだったら、 また敵がだましにきたと思うから、

門を開けません』

１：３９ なんと王様が偽物かも知れないという疑いまでも飛び出した。

大きな問題にぶつかった子どもたち、しかし今日の授業はここまで !

この続きは、あした！ (竹田先生)

４９ この学校では2 日にわたって授業をしている

第2日目
０：００ 一晩じっくり考えた子どもたち、議論にも進展が見られた。

０：１０ 開ける派

『王様の命と門とどっちの方が大事なのですか？』

１６ 『そら王様や』

『そら王様やけど』
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９１：０９１：０ 開ける派

『王様が死ぬと町の人は困るし、町がまとまらなくなる』

３２：３２ 開ける派
『王様が死ぬと町の人がばらばらになってしまう』

２９ 門を開ける派の子どもたちは、門を開ける、開けないから、

町の平和にまで考えを広げていく。

４３ この頃立場を変えたいという子がちらほら、

４８ そこで二度目の席替えを実施すると、結果は 23 対 12 で『開ける

派』がやや多い。

３０：１３０：１ 開けない派

『王様やって言う確認の方法も見つかってないのに門を開

けられない』

１：１７ 『じゃー確認したらええやん！』
２０ 『じゃーその方法言ってよ！』

２４ 『本当に王様ですか？って』

２８ 『兵隊の顔をみせればいい』

３２ 『兵隊の顔が違ったら、おまえは違う国のやつだなって』

１：３８ 開けない派

『家来が敵の人に脅されているかも知れないし、似てる人は世の

中に何人もおるし、同じ色の馬車だってあるから、敵が乗って

いる可能性もあると思います。』

１：５６ 『あー確かにそれもありやな』

２：０１ 自分と異なる意見に耳を傾ける子どもたちも現れ始めた。

０７ 授業が終盤にさしかかった頃、先生が、ちょっと聞いてくださいと

いって、ものがたりを読み始めた。

これまでの授業の流れが映像で流れた後、

２：２９ 門を開く、開かないで議論を進めてきた子どもたちに、再び、

先生は、 門番のマルコのものがたりを読んだ ２：４５ マルコが門番になったときお父さんが言いました。

いいかいマルコ、王様がいるからこの国は平和に暮らせるん

だよ。王様の言うことをよく聞いて、立派に働いておくれ 。

３：００ すると子どもたちの中から

３：０６ 『それはこっちとこっちが一緒に重なってる』

：１２ 『言葉が何か重なってる』

：１５ 『王様がいるから平和に暮らしている』

：１９ 『よく話を聞かなきゃ、だから重なってる』

：２３ 『王様も守らないとアカンし、門も守らないとアカン』

：２６ 『どっちもせなアヤン』

『どっちもせなアヤン』

３：３０ 『王様がいるから平和に暮らせるんだって言とったから、王様を

守るとこっち（開ける派）になるし、言うことをよく聞いて立

派になっておくれって言ったから、こっち（開ける派）とこっち

（開けない派）が重なった。』

３：５２ 一つの問題に絡まり合うたくさんの道徳的葛藤、子どもたちは議論

の末、どちらの立場にも理由があることを自ら発見した。

竹田先生の発言； モラルジレンマ授業から相手の言いたいことをし

っかり聞こうとする姿勢が育っていきます。道徳というのは、本当に

いいことをすることではなっくって、相手の立場を理解するというこ

とからまず出発じゃやないかと思っています。

正解のない授業（オープンエンドの授業）から学ぶ、他人を尊重する
心は、今の子どもたちにとって最も重要なことかも知れない。

38 道徳性発達研究　第15巻　第１号



別表１　道徳教育研究，主にモラルジレンマ授業実践に係わる683個の文献集録（1968～2020）

番号 著者・発表年・論文名・発表先・頁・出版社 キーワード・ジレンマ教材 要旨　 、　概要

1

沢田慶輔 , 大西文行 , 橋口英俊　1968　「展望 1
道徳性の心理学的研究の動向」　教育心理学年報
7(0), 77-98.

道徳性の心理学研究・４つの側面（①良
心の発達、②道徳判断､③品性教育、④
道徳的行動）に分けて展望・コールバー
グとチュリエルの研究

道徳性を、単に外的な規準の内面化として考えるのでなく、人格の一部として人格の評価された側面として考える。このように道徳性を定義して道徳性の心理
学的研究をみると、4つの根源を求めることができる。①. 精神分析学,Freud,S. の人格発達理論の中の、自我,超自我論にみられる同一視(Identification)によ
る良心の発達研究.　②. Piaget,J.による, 児童における道徳判断(moral judgment)の研究.　③.　Hartshorne,May et alやHavighurst,Peck  et al,による,品性
(moral character)の研究.　④. Sears,Maccoby et al.らの,Freudの人格発達理論、Hullの新行動主義的学習理論や、Bandura,　Walters et alの社会、行動主義
的学習理論にもとづく道徳的行動研究。　①は、道徳性の情緒的側面を、　②は、認知的側面を、　③と④は、行動的、情緒的側面を主に研究し、現在に指針
を与えたといえる。この論文では、道徳性の研究を４つの側面にわけ、展望を試みている。なおピアジェの道徳的判断の研究の発展として、コールバーグや
チュリエルの研究をあげ、その内容について言及する。

2

若井邦夫　1968　「道徳的判断に関する研究の現状
と問題点」　北海道大学教育学部紀要 (16), 1-9.

道徳的判断・ピアジェの他律から自律・
コールバーグの発達段階

最近，社会的事情と研究の内発的要求に基づいて，道徳性に関する心理学的研究の数が増している。この問題を取り上げる場合，問題の性格から，特に慎
重な態度を取る必要があろうが，道徳性に関しては，確かに，心理学的検討を要する問題を数多く含んでいる。道徳的判断の研究は従来，道徳性研究の中
でも中心的位置を占めるものとされてきた。しかし，最近の傾向としては，単に判断だけを切り離してとらえるのではなく，道徳的心情と道徳的行為との関連
で，実際的場面に即して追求しようとするものが多くなっている。この論文では，道徳的判断の研究を中心に取り上げ，これまでにどのような結果が得られて
いるかをいくつかの研究に即して概観し、次に，これらの研究を通じて指摘できる基本的問題点についての考察を試みた。その中で，これからの道徳的判断
研究は，①.まず道徳的判断とは何かを検討することを迫られており 、②.道徳的心情，道徳的実践行為との関連で，特に後者のレベルで検討する必要がある
こと，および 、③. 単なる－時点に限っての質問、面接に留まらず，周囲の人々の評価や実際的場面での行動観察など，多角的方法で，しかも，縦断的に追
求することが大切であることを示した。なお道徳判断の発達過程として、コールバーグ（1964）の3水準6タイプを紹介した。

3

新保信一・岩佐信道　1976　「コールバーグの道徳
性の発達に関する六段階説と道徳教育との関連に
ついて」　明治学院論叢、243号.  1-26.

道徳教育・コールバーグ理論・六段階の
道徳性発達、ハインツのジレンマ（コール
バーグ作）

コールバーグの認知発達(3水準6段階）論とその特質、及び道徳判断を発達させる機序、同化の原理を用いた道徳性を発達させる方法についてを紹介した。
また、テュリエル（1966）とレスト・テュリエル・コールバーグ（1969）が行なった実証実験研究についても詳しく紹介している。  →  Turiel,E.  1966   An
experimental test of the sequentiality of developmentel stages In the child's moral judgement   Jurnal of Personality and Social Psychology. 3(6), 611-618. ；
Rest,J.,Tueiel.E.,& Kohlberg,L.   1969   Level of moral development as a determinant of preference and comprehenshion of moral judgements  made by
others. Journal of Personality. 37(3)   225-252.

4

大西文行　1976　「道徳性の発達と教育」  永野重
史・依田明（編）　教育心理学入門　新曜社　154-
155.

精神分析理論・社会的学習理論・認知的
発達理論、ジレンマ物語り（ジョーのキャ
ンプと父親､コールバーグ作）

道徳性の発達を説明する内外の理論的見解を分類し、一覧表にまとめている。それによると、道徳性の発達は一般に外的な統制から内面的自律的な統制
への移行としてまとめられると述べる。一覧表には、精神分析理論としてフロイト、エリクソン、フロムなどの理論が取り上げられ、社会的学習理論として、アイ
ゼンク、バンジュラの理論が取り上げられた。また、認知的発達理論として、ピアジェ、コールバーグ､ホフマン、ハヴィガーストたちの理論が、日本の研究者と
して、武政太郎、鈴木清、牛島義友、大平勝馬の理論が紹介された。なお、コールバーグによる3水準6段階の道徳性の発達がモラルジレンマ物語りへの判
断に基づいて解説されている。

5

山岸明子　1976　「道徳判断の発達」　教育心理学
研究 　24(2),　97-106.

道徳教育・道徳判断・コールバーグ理論、
ハインツのジレンマ

ここではKohlbergの発達段階論に基づき,又その方法を使って,日本の児童，青年の道徳判断の仕方を見る。そして，Kohlbergの方法で発達の差が明らかに見
られるか，発達段階に分類することが可能かということ，及び「結果と考察」に述べるようにアメリカとは文化的に異なる日本においても発達段階の順序性は
妥当性をもっているのかを明らかにする。Kohlbergが『Chicago郊外に住む中産階級の少年72名（10，13，16才）に対して行った研究』（1958）の結果と本実験
の結果を比較すると，Flg．2のようである。年齢と共にステージが高くなっていく傾向は共通しており，ステージの順序性は文化的に普遍的だといえよう。本実
験の結果の特徴として，1）児童期でもステージ1や．2が少なく，既にステージ3の志向が多い（10才で，アメリカの13才の型に近い）。2）高校生ではまだステー
ジ5がほとんど見られず，レベルⅡ（ステージ3，4）が優勢である（アメリカの16才の型に似ているのは，大学生である）。3）全体的にステージ3が非常に多い,
の3点があげられる。1）2）は3）と関連させれば，日本では早い時期にステージ3に移行するが，そこにとどまる期間も長いことを示しているといえよう。ステー
ジ3が日本の文化の特徴とされるものと内容的に似ていることを考えると，興味深い結果である。つまりステージ3は「よい対人関係の維持を正義とし，他者か
らの是認を求め，他者を助け喜ばせることや大多数の者がもつステレオタイプの“よい”イメージに志向する」段階だが，それは，日本の文化の特徴とされる，
世間の目を気にかける「恥の文化」，個人的対人関係を重視する「タテ社会」，「義理と人情の文化」等と，内容的に重なる部分が多いと思われるのである。本
実験の結果．は，日本の社会がステージ3への移行を促す要因を多くもつことを示すものといえよう。

6

藤田昌士　1977　「戦後教育と道徳教育」　教育学研
究、44，４，18－28．

現行道徳教育論・修身教育批判・人間像
の探究

道徳とは何か、心理学的な見地からするならば,一般に行為は,ピアジェがいうように,行為にエネルギーを与える感情的側面と,その行為に構造を付与する認
識的側面と,この二側面を有するものと考えられる. かくして脇田守一も「道徳を知的能力に解消する主知主義も,感情の質に還元する主情主義もともに誤って
いる. 行動に、高い水準における均衝をもった構造をつくりあげる知的能力とその行動に高い目標をめざして方向づけを与える動力となる感情との二つの面
が, 道徳的な高さを保障するのである. 」と述べたのであった. そして道徳的行為がこのようなものであるならば, われわれは, 道徳性の発達を認識の発達との
関連で考察するにとどまらず, その感清的側面にかかわるさらに複雑な過程についての相対的に独自な考慮を必要とするだろう. 1958年, 勝田によって「対立
する価値の比較や選択が自主的に行なわれるというところに, 道徳が成立する」という把握が示されている。すなわち, 教育科学研究会「道徳と教育部会の討
論にもとづくその報告論文において, 勝田は道徳的行為が成立する基本的な要件を問い ‘ それを価値選択の自主性に求めたのであった. 自発性(内面的必
然的欲求)と知的統制とを結んで成立するその自主性には,「人権を尊重する｣「平和を求める」など, 一定の方向性との内的な関連がみこまれている. 教化とし
ての「道徳教育｣との対決においていわれるその自主性は, 大人がその教育的な働きかけにおいて前提とする価値が, 子どもにとってはおしつけであり得ず,
子どもの発達の過程で再発見・再創造さるべきものであることを強調するものであったが, このような意味で道徳教育において子どもの自主性の発達を基本と
する立場が, 道徳と道徳教育の探究における教育学に固有な視点を意味するものとして重要であろう.

7

内藤俊史　1977　「Kohlbergの道徳性発達理論(展
望)」　教育心理学研究 25(1), 60-67.

道徳教育・コールバーグ理論・実証的妥
当性

本稿では，その実証的妥当性を検討することを主な目的として，Kohlberg の理論に関わる諸研究を展望した。まず，一般的な問題点は次の様に要約されよ
う。Kohlbergの設定した段階が彼自身の主張する様に道徳性における認知構造の形式的変化のみを扱っているのかという問題がある。道徳という領域で，形
式と内容の区別をすること自体困難なことであり，例えば，Wallace 他（1970）は ，道徳の形式的定義についてその難かしさを指摘している。Kohlbergのいう段
階の内的論理的順序性は必ずしも朋確ではないという指摘がBeck 他（1971）においてなされている。道徳教育に適用する場合，教育すべき道徳性の全てを
尽しているのかという問題がある。これらの問題を解決することは容易ではないが，次の研究方向が求められていると言えよう。即ち，段階のより精密なモデ
ル化，道徳的認知構造が環境との相互作用のうちに変容し，実際にどの様に機能するかを説明する機能主義的な発達理論との総合的な理論化，例えば，自
我発達との関連を示す諸研究（Haan et aL ，1973；Sullivan et aL ，1970）を総合する理論化，その様な統合的理論に基づく道徳教育カリキュラムの構成 ，発
展しつつある社会における道徳性発達の位置づけ，等である。
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山岸明子　1977　「道徳判断に関するKohlbergの理
論とその発展」　心理学評論、Vol.20、No.4、348-
368.

道徳判断の発達・コールバーグ理論・認
知発達理論

最近、道徳性を論ずる際、Kohlberg.L.は中心的な存在になっており、アメリカではKohlberg理論に基づく研究が盛んに行なわれている。この理論は、Piajet,J.
の理論を社会的認知にまで広げたものであり、認知的要因と社会的相互作用の役割が強調されている。その視点は道徳教育に対し、また発達の他の領域
にも示唆するところが大きいと思われるので、関連した研究についても簡単な概観を行なう。

9
岩佐信道　1979　「コールバーグの認知発達論と行
為選択について」　明治学院論叢、279号.115-130.

コールバーグ理論・認知発達理論・判断
と行為

本論文ではコールバーグの最近の論文に見られる理論的展開に触れた後、認知的発達論から見た，道徳判断と行為選択との関係についてのRothmanの研
究を手がかりとして、道徳性の発達における認知的なものと行為的なものとの関連についても考察する。１．コールバーグ理論の最近の変化、２．道徳性の認
知的側面と行動との関連に関する実験的研究、①　TurielとRothmanの研究、②Rothmanの研究、３．道徳判断と行為の関係について

10
内藤俊史　1979　「道徳教育と倫理相対主義」　教育
学研究 46(1), 42-52.　 日本教育学会

道徳教育・倫理相対主義・コールバーグ
理論

本稿においては,　2 倫理的相対主義の台頭が道徳教育に及ぼす問題を明らかにし,　次に 3以降で、幾つかの新しい道徳教育案がこの問題に対処する方法
を紹介し,更にこの方法についての若干の批判的考察を行ないたい。　　2　倫理的相対主義、　3　メタ倫理的相対主義と道徳教育の目標、　4　メタ倫理的相
対主義への対処、　5　合理主義的道徳教育案及びコールバーグの道徳教育案の限界
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山岸明子 , 無藤隆　1979　「道徳判断の発達に影響
を及ぼす社会的相互作用の検討 Role-Taking
Opportunityの観点からの分析」　心理学研究 50(4),
219-226.

道徳教育・道徳判断の発達・役割取得の
機会

本研究の目的は, Kohlbergの言う役割取得の概念を明確化し,そのような役割取得の機会(RTO)がどのくらい含まれているかという観点から,広範囲な社会的
相互作用と道徳判断の発達レベルとの関連を見ることである。つまり,各ステージにある者の社会的相互作用,RTOがどのようであるのか,ステージ3, 4, 5のグ
ループの判別がそれらの変数でどのくらい可能かを検討する。そして,道徳的発達を促進する社会的経験についての示唆を得,更にRTOの概念の有効性を検
討することを目的とする。
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村上敏治　1980　新道徳教育事典、「ⅱ道徳指導の
資料の活用」　青木孝頼、金井肇、佐藤俊夫、村上
敏治（編）　第一法規出版

道徳指導の資料・読み物資料・教材（実
践、葛藤、知見、感動）

資料と児童の反応に関する事例－読み物資料「星野くんの二るい打」　全国的に普及して資料「星野くんの二るい打」も利用の仕方によっては、児童の反応と
異なった価値観が出て指導上興味深いものがある。監督のバントの指示に従わず星野くんは強打に出て二塁打を打ち、チームに勝利をもたらした。資料の
終末で、監督の別府さんは星野くんの今大会での出場禁止を述べ、そのために、ぼくらは大会で負けるかも知れない。しかしそれはやむをえないことと、あき
らめてもらうより仕方がないと続けた。星野くんは涙をこらえ『異存ありません』とはっきりと答えた。本資料の利用のねらいは規則尊重である。他の学校で実
験的にあえて次のような発問、「次の大会の時に別府さんは、星野君を出場させると思いますか。やはり出場させないと思いますか」のもとでこの授業を行
なった。すると多くの児童は『出場させない』と応答した。しかし、予想を超えて、例外的な反応『何らかの形で出場させる』がかなり出てきた。これは、規則や決
まりの感じ方、見方の相違が素直に出てきたもので、どちらが正答でどちらが誤答かというべきものではない。むしろ児童の実践指導の上からは、そのような
異質の考え方が出る方が健康であろう。資料解釈は結局自己についての解釈である。一人ひとりの児童が､資料の主人公は結局自己自身に他ならないとみ
るようになったとき、資料は真に解釈されたことになるであろう。
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山岸明子　1980　「青年期における道徳判断の発達
測定のための質問紙の作成とその検討」　心理学研
究　 Vol. 51, No. 2, 92-95.

道徳教育・道徳性の発達段階・ＤＩＴ尺度、
レスト

本研究では, DITを参考にして, 日本の青年の道徳判断の発達の測定のための質問紙を作成し, 発達差, Kohlberg 本来の方法である面接法や自由記述法と
の比較などからその妥当性を検討した。社会的相互作用への参加という社会的経験と, 道徳判断の発達レベルとの関連を, 様々な角度から分析したところ,
はじめの仮説通り, 全体的に発達レベルが高い者ほど参加が多いことが示され, しかも,ステージにより役割取得の機会の特定のものが特に関連することが示
された。したがって役割取得の機会をステージに対応して分けることの有効性が示されたと言える。さらに一方的に社会的視点を提示されるマスコミとの接触
といったものより, 具体的人間に関連し, 葛藤する様々な視点を含むと思われる社会的相互作用が, 特に道徳判断の発達と関連することが見いだされた。ま
た, 集団活動など, ある段階には関連するが, それを越えるとかえって妨げになるかもしれない活動があり得ることが示唆された。
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吉田重郎（発表者）/前田和利・荒木紀幸・吉田重
郎・八重柏新治・徳永悦郎・畑耕二　1983
「Kohlberg理論にもとづく道徳授業実践の研究」　授
業実践研究会資料、大阪大学

コールバーグ理論に基づく道徳授業・モラ
ルジレンマ授業・モラルジレンマ教材；どう
する班長、みち子の人形、われた花びん
（徳永悦郎原案）

本研究では、児童の主体性を損なわず、道徳性を高める方法として、コールバーグの提唱する認知発達理論に基づき，モラルジレンマ物語を示し， オープン
エンドの集団討論をさせる兵教大方式モデルを用いた授業についてその実践記録を報告した。兵庫教育大学道徳性発達研究会では小学５年生対象の授業
で，「同化と調節の原理」や「役割取得の機会」を利用する方法として，１主題 ２時間の授業モデル（前半１時間はジレン マの共通理解のもとで第１次の判断
をさ せ，後半１時間は集団討議に当てる）を構築し、一連の授業を実践して検討した。この結果、モラルジレンマ授業の有用性が認められた。研究会を代表し
て吉田重郎が発表。
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吉田重郎　1984　「コールバーグ理論を用いた道徳
教育の研究－モラル・ディスカッションの教室への適
用－」　　兵庫教育大学大学院　修士論文

道徳の指導法・コールバーグ理論にもと
づく、モラル-ディスカッション・モラルジレ
ンマ資料（どうする班長、みち子の人形、
われた花びん－道徳性発達研究会作)

モラルジレンマはいずれも数回の研究会で合議・検討を得て創作した。Ｈ方式の授業過程（２時間授業モデル）の設定、Ｈ小５年生（28名）ⅰクラス、『ハインツ
のジレンマ』を改作した『山田さんのジレンマ』検査を用いて事前調査した。創作の３ジレンマ物語を用いて実践的に検討、全体として明らかになったこと、①資
料によって、判断に性差が認められたが、道徳性発達段階との関連性はなかった。②児童は授業を重ねて行くにつれ、内容に焦点できるようになった。③モ
ラルディスカッションの発言レベルは段階２と３を中心に行なわれた。段階３から４に上昇した児童の発言を分析すると、一名は教師の発言の影響でなく、段
階２の児童の発言に影響して変化していた。このことから、レベルの上昇は必ずしも一段階上位の発言によるとは限らないことが明らかになった。④ディス
カッション効果として、第２次判断理由づけで違いが見られた。第２次判断が１次より質が高まった。段階１→段階２への上昇6.1％、段階2→段階3への
18.3％、段階3→段階4への7.3％､⑤ディスカッションの効果は１時的変化と見るか、永続的変化と見るか。現在のところ、個々のモラルジレンマにおける効果
は１時的変化とみている。これらの１次的な変化の積み重ねによってディスカッション効果が定着して道徳性発達となると考えている。この点については、この
後、59年３月に実施する予定の第２回調査で明らかにされると考える。
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新保信一　1984　「講座・道徳性の評価と道徳授業
（1）　現在の問題点と今後の課題」　道徳教育、280
巻、112-119.　明治図書

道徳教育・道徳性研究・コールバーグの
道徳性発達理論

いうまでもないが、子どもの道徳性の評価が適切なら、授業がよく展開するものでない。授業の工夫や努力はこれまた大きな課題である。また一方で方法論
や理論も重要であり、その結び合わせが一層重要である。その手がかりとして、①内藤俊史氏の研究展望、②大西文行氏の研究展望をあげている。しかし更
によりよい指導を発展させるためにも、児童生徒理解の根本の一つでもある道徳性の評価の問題は，色々検討に値するとして、コールバーグの道徳判断の
発達レベル・段階(３水準六段階)説や自身（新保、岩佐、1976）の人間の生命の道徳的価値(人間尊重の精神)のとらえ方の六段階をあげている。この連載講
座では､子どもの道徳性の評価を行ない、それに基づいて適切な授業を計画して実践し、再び授業による子どもの深まり(道徳性の評価)を明らかにする工夫
を、いろいろ展開してみたいと考えている。
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荒木紀幸　1984　「モラルディスカッションのための
『モラルジレンマ』教材の開発」　教育工学技法によ
る教科領域の教材開発と指導展開に関する研究
（文部省･特定研究）　兵庫教育大学

道徳の指導法・モラルジレンマ授業（モラ
ルディスカッション）・モラルジレンマ教材
（①どうする班長、②みち子の人形、③わ
れた花びん、④シンボルを作ろう､⑤マラ
ソン大会、⑥お楽しみ会－道徳性発達研
究会・徳永悦郎原案）

コールバーグ（1969）は道徳性の発達に関する認知論的発達段階説の立場から、道徳教育の目的と方法を明確に規定している。彼は教師による道徳的な価
値の注入を排し、児童生徒の自主性、主体性を尊重する。そして児童生徒に道徳的な葛藤や矛盾を意図的に経験させ、道徳判断させるなかで、道徳性が高
められていくと主張する。また道徳の授業の中で教師の役割についても明確に位置づけている。われわれは現行の道徳教育の目的を損なうことなく、コール
バーグ理論を具体的な授業の中へ適用していこうとする立場を取っている。そしてこの数年プロジェクトチームを組織して､高学年を対象にモラルディスカッ
ションを中心に据えた授業モデル(１主題２時間授業)を模索してきた。今回は『モラル・ジレンマ』の教材を中心にこれまでの研究の一部を報告する。　1．｢モラ
ル・ジレンマ」の意味、2.「モラル・ジレンマ」教材、モラルディスカッション資料　1.「どうする　班長」5学年、学習指導案（第1次・第2次、徳永作成）；2.「みち子の
人形」、学習指導案（第1次・第2次）.3.「われた花びん」、学習指導案（第1次・第2次）、4.「シンボルを作ろう」､学習指導案（第1次・第2次）、5.「マラソン大会」、
学習指導案（第1次・第2次）、6.「お楽しみ会」、学習指導案（第1次・第2次）
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吉田重郎･荒木紀幸　1984　「モラル・ディスカッショ
ンの道徳授業への適用－コールバーグ理論にもと
づくベイヤー方式の改善－」　日教心第26回論文集
798-799．

道徳の指導法・モラル・ディスカッションの
道徳授業・ベイヤー方式の改善

コールバーグ理論に基づく授業モデルの１つ、ベイヤー方式の問題点を指摘し、私たちの提案する１主題二時間の授業方式による授業、兵教大方式の授業
が、モラルディスカッションを効果的に運用でき、授業効果が見られることを実証データでもって示した。
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大西文行、内藤俊史、二宮克美、山岸明子、氏家達
夫　1984　「道徳性心理学とその課題」　日本教育心
理学会第 26 回総会、自主シンポジウムⅥ、 教育心
理学年報　第24集　96-99.　日本教育心理学会

道徳性心理学・認知的発達理論・道徳的
行動の形成

自主シンポジウム Ⅵ 「道徳性心理学とその課題」 ；1984 年 9 月、日本教育心理学会第 26 回総会、  企画・司会者の大西文行は、道徳的な価値実現を指
向する人間の心理的なメカニズムやプロセスを主に研究する心理学の一分野として道徳性心理学を規定し、このシンポジウムを企画する。話題提供者には、
「我国の道徳性の心理学的研究の動向」－大西文行、 「認知発達理論と道徳性研究」－内藤俊史、 「幼児・児童期の道徳性の発達研究について」－二宮克
美、「青年期・成人期の道徳性発達について」－山岸明子、「道徳的行動の形成について」－氏家達夫が登壇した。討論参加者には、上田吉一(兵庫教育大
学)、原岡一馬(佐賀大学)、黒田正典(東北福祉大学)、坂田一（近畿大学)、森重敏(創価大学)、荒木紀幸（兵庫教育大学)等がおり、岩佐信道(モラロジー研究
所)からはコールバーグの研究の現状の紹介があった。
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荒木紀幸　1985　「コールバーグ理論と道徳の授業
過程」　授業と評価ジャーナル　６集、145-153.　明
治図書

道徳の指導法・コールバーグ理論に依拠
する兵教式指導過程モデル・モラルジレ
ンマ教材；どうする班長、みち子の人形、
われた花びん（徳永悦郎原案）

コールバーグの提唱する認知発達理論に基づき，子どもにモラルジレンマ物語を示し，オープンエンドで討論を展開させる6段階指導過程（兵教大方式モデ
ル）の有用性を論じた。先ず討論授業の先行研究２つを紹介し，問題点を指摘し､それに代わる１主題 ２時間の兵教大方式授業モデルを提案した。それは
「同化と調節の原理」や「役割取得の機会」を生かした１主題 ２時間授業である。前半１時間はジレンマの共通理解のもとで第１次の判断をさせ，それにもとづ
いて、後半１時間では集団討議を行なわせた。小学５年生対象にモラルディスカッションさせるために、協同で「モラル・ジレンマ」教材が開発され、次の授業
が行われた。　1.「どうする班長」（第1次、第2次）判断の児童のステージ構成；2.｢みち子の人形｣（第1次・第2次）判断のステージ構成；3「われた花びん」（第1
次・第2次）判断のステージ構成、と結果を図示したところ、第一次から２次にかけ発達段階の上昇が見られた。この結果に基づいて授業が評価できるとして
いるが、より詳しい分析は共同研究者（吉田重郎や八重柏新治）により今後報告されることが言及された。

39荒木：わが国におけるモラルジレンマ授業に関わる理論，実践，及び 教材についての文献総覧（1968～2020）



番号 著者・発表年・論文名・発表先・頁・出版社 キーワード・ジレンマ教材 要旨　 、　概要
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八重柏新治　1985　「認知発達的アプローチによる
児童の道徳性の発達に関する実証的研究」　兵庫
教育大学大学院　修士論文

道徳の指導法・モラル・ディスカッション・
モラルジレンマ教材（お楽しみ会、マラソ
ン大会、がんばれリーダー、徳永悦郎作）

道徳性発達研究会と兵庫教育大学附属小学校道徳部会との共同研究の基で実践された附属小学校でのモラルジレンマ授業（授業者、徳永悦郎）３本につ
いて、特にベールズ（1951）の問題解決型授業分析法である『相互作用過程分析法－3位相推移仮説』を援用して授業効果を測定した。なお3位相とは、オリ
エンテーション（方向付け・共通理解）、エバリュエーション（評価・意見交換）、コントロール（示唆・コントロール－個人の自律性を損なわないように示唆をし､
行動を意思決定する）の3位相を表し、授業が進展し、問題が解決するするにしたがってこの位相が質的に変化する、つまりオリエンテーションからコントロー
ルに位相が変化する様子を図式的に表すことができる。この結果、取り上げられたモラルジレンマ授業についてモラルディスカッションの有効性が実証され
た。

22

間瀬正次・藤田昌士・木原孝博・伊藤啓一・永野重
史・行安茂・斉藤勉　1986　「特集 コールバーグ理論
と道徳授業」　道徳教育、86年1月号、No.301.  5－
60.　明治図書

コールバーグ理論・道徳教育・道徳授業 ①間瀬正次-コールバーグの道徳理論、5-12頁、②藤田昌士-コールバーグ理論の検討、13-20頁、③木原孝博-コールバーグの道徳教育理論-その史的位
置と実践的課題、21-28頁、④価値の明確化からコールバーグ理論へ-伊藤啓一、29-36頁、⑤永野重史-コールバーグの道徳発達論と道徳教育、37-44頁、
⑥行安茂-コールバーグの道徳的発達段階とその問題点-道徳授業への応用上の問題、45-53頁. ⑦斉藤勉、道徳学習で討論を組織する、53－60頁

23

立石義男　1986　「コールバーグ理論にもとづく道徳
授業の試み」　道徳教育、86年1月号、61-70.　明治
図書

道徳の指導法・コールバーグ理論に基づ
く道徳授業・モラルジレンマ教材(キリコの
ジレンマ、ハインツのジレンマ日本版、
引っ越しのお手伝い、楽しかった？ピク
ニック）

一.　いま、なぜ、コールバーグなのか、二．正義の共同体（ジャスト・コミュニティ）を求めて、　(1)かくれたカリキュラム、(２)予備的構え、(３)子どもの認識能力を
発達させる試み、資料Ａ(キリエのジレンマ)、資料Ｂ(Ａさんのジレンマ)、４．正義の原則と公正・公平、資料C（引っ越しの手伝い）、(5)視点論の導入、資料D(楽
しかった？ピクニック) 、三．子どもはどう変わるか
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荒木紀幸・八重柏新治・前田和利　1986　「『規範－
基本判断』判定法を用いた道徳性の測定」　兵庫教
育大学研究紀要 第６巻 第１分冊. 97-137.

道徳性尺度、測定・コールバーグ理論・規
範－基本判断測定法

コールバーグとその協力者の開発になる「Standard Form Scoring Manual」に準拠し，小中学生用の道徳性発達検査（規範－基本判断判定法）を作成した。
次に，これに基づき調査を行い，得られた資料とコールバーグのマニアルにある資料を併せて，道徳性発達の判定事例集を作成した。「規範－基本判断」そ
れぞれが道徳性発達段階と強く関連しており，判断の理由づけに発達の順序性が認められた。また性差がよい子志向（段階3）で認められた。以上から提出
した判定資料集の妥当性が支持された。
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武川彰　1986　「幼児・児童版道徳性検査作性の試
み」　兵庫教育大学大学院　修士論文

公平性発達検査・信頼性、妥当性・モラル
ジレンマ課題「チョコレート」（デーモン作）

デーモン開発の公平観(分配）検査の日本版の標準化を行なった。公平性課題として『チョコレート」物語り－仲良しの４人がおじいさんの求めの従って、荷物
運びを手伝った。お礼にチョコレートをくれました。４人はどのように分ければよいでしょうか？（チョコレートは5枚、等分割できない）を用意した。個人面接法を
用いて、350人(男176，女174）、4，5歳(保育所)；6歳～11歳(広島県、鳥取県内小学校)について、図版5つを使って、順次､どちらの分け方がよいか、その理由
を調査。その後公平性発達段階評定マニュアル（荒木、武田、1986）に従って発達段階を評定。年齢によって出現する段階の違いが明確な発達的特徴となっ
て表示された。また役割取得検査（セルマン、木の上のネコ課題）との相関関係の大きさから検討し、全体（0.78）、4歳児（0.54）､5歳（0.58）、6歳（0.50）、7歳
（0.63）、8歳（0.63）、9歳（0.66）、10歳（0.67）と尺度の妥当性が認められた。

26

荒木紀幸・鈴木憲・野口裕展　1986　「改訂　役割取
得能力発達段階評定マニュアル」　兵庫教育大学道
徳性発達研究会資料

役割取得検査・信頼性、妥当性・木の上
のネコ（セルマン作）

役割取得とは他者の視点に立って､他者の感情や思考を推測することを意味している。セルマンは役割取得能力を社会的視点取得能力と定義し、コール
バーグの道徳性発達段階と対応する段階を提示しており、この発達が自己の視点と他者の視点が分化し､視点間の調整がなされていく構造的変化の過程と
してとらえられると考えている。セルマンは子どもにジレンマの加わった社会的な対人場面を示し、その中で登場人物の気持や行動を尋ねることにより、視点
の分化がどの程度できるかを面接法で調べている。ここでは4つのジレンマの内1つ、木の上のネコを取り上げ､標準化した。なおセルマンは対人的な意味で
の役割取得に留まらず､広く国家を見通した役割取得能力を想定している。発達段階；自己中心的段階（段階0A)  、（段階0B)、主観的役割段階（段階1）、自
己内省的役割段階（段階２）、相互的役割段階（段階3）

27

滝田修　1986　「道徳性心理学と道徳教育－コール
バーグ理論による道徳教育の試み」　日本教育心理
学会28回大会　Ｓ28－Ｓ29.

コールバーグ理論による道徳教育の試
み・モラルジレンマ授業・自主シンポジウ
ム

大西文行企画、司会による「道徳性心理学と道徳教育」が行われ、小松成巳、滝田修、荒木、岩佐が話題提供した。滝田は次のように話題提供した。道徳の
時間は､「退屈だ」「楽しくない」等の声が児童に多くある。また、教師は「盛り上がらないさめた時間になりやすい」「むなしい」と授業後の反省をしている。原因
として、1）一方的な教授になりやすいこと､2)教師が指導後の即効性を求め効果が見え難いので、教えなくてもいいのでないかという気持ちが心の片隅にある
事などが挙げられる。われわれは知･徳･体の調和のとれた児童の育成をめざしながら、道徳教育の遅れが問題になっている現状を検討し、学校教育での徳
育での中核として機能を持つ道徳の時間の指導の充実が急務であることを確認し、昭和59年度から道徳性発達理論に基づく指導方法の研究に取り組んだ。
指導のねらいを明確化し､発達実態をふまえ、ジレンマ資料をもちこみ、話し合いを通して価値の主体的自覚を促し、道徳性の発達をはかり、そして、より広い
観点から､一貫して道徳性を導く原則をもつことができるように個々の児童を発達させる指導展開に心掛けてきた。実践の結果として、児童が道徳の時間は
「楽しい」時間として学習に意欲的に取り組むようになった。これは兵庫教育大学により開発されたモラルジレンマ教材の導入と発達段階を重視した指導展開
により、従来の一方的な教授が改善されたことに起因することが大である。1年間の実践で児童は自分の考えをもつようになった。4年生では、学年始めに教
師の発言で自分の考えを変えていた児童が、学年末になると多くの児童は自分の考えをもち、教師の発言により直ぐに意見を変えることなく自己主張できる
ようになった。6年生では､自分の考えをもち、他の発言により建設的に考えを変容する児童も見られた。それにより児童の見方、考え方も次第に高次なもの
になってきた。教師も発達段階を研究し、実践していく中で、1）児童の発言を謙虚に聴こうとする姿勢、2）児童の実態把握のためにより的確な資料を得たこと
により、実態についての細心の注意を払うようになり、3）価値の主体的自覚につながる資料の選択、発問、役割取得などを吟味して指導するようになり、4）指
導展開の中での対応など意欲的に取り組み、指導が充実したことなどで変容してきた。コールバーグ理論の適用と限界について色々と議論されているが､児
童を変え、教師を変え、多大な成果をもたらしていることは事実である(滝田修、1986)。荒木は滝田の話題提供に続いて、協同研究者として滝田の発表を補
強する意味も含めて、「コールバーグ理論をどう道徳の授業に適用するか」の表題で、①モラルジレンマ教材、②授業展開モデル、③授業評価について、話題
提供した。
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渡辺弥生　1986　「分配における公正観の発達」　教
育心理学研究　第34巻　第1号　84-90.

公正観の発達・分配・デーモン 本研究では,Damonの公正観の発達段階が文化の異なる日本の幼児や児童に対して妥当なものであるかを検討することを目的とする。換言すれば,Damonの
提唱した分配における公正観の発達段階がその普遍性や順序性において妥当な発達段階を示しているかどうかを検討するとともに,日本における公正観に
ついて考察することを目的とする。4才児32名,　5才児43名,　6才児54名,　7才児39名,　8才児47名,　9才児12名。計227名。男女約同数。被験校は茨城県内の
幼稚園と小学校,及び大阪府内の幼稚園。本研究から,Damonの公正観の発達段階が日本においてもその順序性において妥当なものであることが明らかにさ
れた。 また,低年齢児から対象にできる1つの方法の試みとして,及び,道徳という広すぎる概念のひとつに絞ったことは意義があると思われる。

29
荒木紀幸　1986　「兵庫教育大学道徳教育研究会
主催による第三回夏期宿泊研究会研究報告」　日本
道徳性心理学研究　1号、6-12.

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・ワー
クショップ（道徳性発達検査、小学校、中
学校）

1986.8.26-27.の期間に、兵庫教育大学学校教育センターを会場で行なった研修会では、第1日、①小中学校における道徳の授業の問題点について、フリー
トーク､②ワークショップ（道徳性発達検査の施行の実際と採点法、③モラルジレンマ教材を用いた道徳の授業の実践報告（附属小学校の実践から）、第2日
④発達差の見える授業実践から（鳥取県大江小）､⑤発達差の見える授業実践から（熊本県桟敷中学校の実践から）について、討論や活動が行なわれた。

30

荒木紀幸・野口裕展　1986　「中学生を対象としたモ
ラルジレンマ教材と道徳の授業モデル」　兵庫教育
大学研究紀要　7巻　55-86.

道徳の教材開発・ブラットとコールバー
グ・モラルジレンマ教材開発（野口裕展作
による13のジレンマ物語）

モラルジレンマによる集団討議法について概説し，その実証研究の１つブラットとコールバーグの検証授業を取り上げ，ベールスの集団討議の３位相推移仮
説に依拠しながら，授業の逐語録に基づき授業分析した。その結果，討議の有効性が支持された。このベールスの位相仮説と筆者たちの提唱する授業モデ
ルを参考に中学生用授業モデルを提示した。また，中学生用に作成したモラルジレンマ資料13編を，葛藤させる価値や規範の内容と共に示した。本論文は教
育学論説資料集，第７号に転載された（1992年，論説資料保存会）。野口裕展作のジレンマ物語－①手術中止、②尊厳死、③ママ、酸素切って、④だれの責
任ですか、⑤ぼくには言えない、⑥二つの誕生会、⑦どうして認められないの、⑧優子のジレンマ、⑨修学旅行の思い出、⑩この子のために（コールバーグ
作、荒木訳）、⑪ぜったいひみつ！、⑫最後のチケット、⑬真実を知るものものとして

31

Blatt,M.M & Kohlberg,.L. 　1986　「4.ブラットとコール
バーグによる道徳授業に関する研究（Blatt,M.M &
Kohlberg,.L. 1973  The effects of classroom moral
discussion upon dilemmma's level of moral
judgment. In Kohlberg.L., Collected papers on moral
development and moral education. Mineograph. 1-
52.)、（荒木紀幸訳）」

ブラット効果・道徳性の1/3段階上昇・モラ
ルジレンマ教材－これでよかったか（コー
ルバーグ作）

この研究では、チュリエル（1966）と レスト、チュリエル、コールバーグ（1969）の仮説（1段階上位の道徳的な考えは同化の原理によって理解され、道徳性の
発達をもたらす効果がある）の検証として2つの実践研究が行なわれた。実験1では､11～14歳の30名を用い、週1時間を12週、12回のモラルディスカッション
授業（聖書からモラルジレンマを4場面と聖書以外からの2つを用いた）を行った。実験群1では1段階上の考えで助言、2では２段階上位、3では１段階下で助
言し、一年後に事後テストを行ない、事前検査と比較し、38％にモラルディスカッション効果を認めた。実験2では、132名を用いて、実験１群は同化の原理を
利用したモラルディスカッション授業を、２群は同じジレンマを用いるが教師は討論に介入しない授業を、第３群ではジレンマに関する討論なしの普通のカリィ
キュラムで授業を、自作のモラルジレンマ、「これでよかったか」を用いて実施した。これらの授業がどのように展開されたかについて、荒木が「これでよかった
か」を「この子のために」と若干文言と内容を修正した中で、逐語録訳（15歳の黒人クラスと11歳白人クラス）を行い、授業について､教師と生徒の発言回数か
ら受容型で広い問答型の授業、あるいは対話型授業といえるとした。次に集団討議が位相推移から見て効果的に機能していたかを、ベールスの３位相過程
分析から検討し、白人クラス、黒人クラスの授業について､効果的に討論がなされていることを明らかにしている。なお、結果は実験１のみ１／３段階上昇を認
めたが、これ以外については変化がなく、仮説は検証された。その後この1/3上昇効果はブラッド効果と言われた。

32

内藤俊史　1987　「道徳教育と道徳性の発達心理学
－道徳教育を学びつつ考えたこと－」 　人間発達研
究　第12号　29-31.　お茶の水女子大学心理・教育
研究会

道徳教育・道徳性の発達段階・道徳の時
間と学級集団

①道徳教育における1つの研究課題、②集団の研究のために、；発達心理学の観点から見た場合、道徳教育が如何にあるべきかという点とともに、それが如
何になされているか、そして、人々によってどうあるべきと考えられていると言う事実そのものが、興味深い対象である。

33

荒木紀幸　1987　" Practice and Effects of Moral
Education in Elementary  and Junior High Schools
Based on Kohlberg's Theory"  International
Conference on Moral Education (道徳教育国際会
議)、モラロジー研究所

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・小学
校、中学校での実践

私たち道徳研究会が行って来たコールバーグ理論の実証研究に限定してその効果を報告した。研究１では授業実践のための授業モデルと自作のモラルジレ
ンマ資料を示し，それぞれの利用上の留意点を示した。研究２では授業効果の分析を行った。授業評価の分析として児童と教師の活動のＳＴ時系列分析と
ベールスの位相仮説に基づく相互作用分析を12授業について行い，また１年間にわたる授業実践が道徳性の発達に及ぼした効果を役割取得の型や道徳性
の発達検査から検討し，分析し、モラルジレンマ授業の道徳性に及ぼす効果を実証した。（英文と併記）P. NA, 1～10.  P. 荒木, 1～6.
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道徳教育国際会議　1987　「東と西の道徳教育、伝
統と革新」　モラロジー研究所

東と西の道徳教育・伝統と革新・道徳教
育国際会議

道徳教育国際会議では、基調講演（勝部真長）、コールバーグ追悼講演（ヒギンズ・パワー）の後、招待発表者として、間瀬正次、リサ・クーマーカー、リコ
ナー、レスト、ファウラー、ハーミン、ゴンバーグ、藤田昌士、の発表に続いて、山岸明子（発表題目－日本の文化と道徳性）、岩佐信道（正義と慈悲につい
て）、鈴木憲・荒木紀幸（役割取得の訓練《多角的思考経験》が道徳性の学習に及ぼす効果の研究）、二宮克美（児童の道徳的判断の発達過程について）、
大西文行（学校環境と道徳性）、徳永悦郎・道徳性発達研究会（兵庫教育大学附属小学校における道徳性の発達を考慮した道徳授業の実践）等の発表が行
なわれた。

35

荒木紀幸　1987　「規範－基本判断」判定法に基づ
く道徳性の発達に関する研究　日本道徳性心理学
研究　第1巻  2号　 20-23.

道徳性の発達・「規範－基本判断」判定
法・自由記述法

荒木、八重柏。前田（1986）が小学４年 ～６年生について共同開発した規範－基本判断判定法（コールバーグたちが開発した " Standard Issue Scoring
Method 、1978 "  の日本版）を用いて、妥当性の検証として小学５年生316名（兵庫県、鳥取県、茨木県）を対象に、道徳性の発達を 調査したところ，段階1が
27％、段階2が47％，段階3が23％段階4が3％であった。この結果を荒木ら（1986）の６年生と比較すると段階２の出現率が67％から47％に大幅に減少しその
分段階3と4の増加、8％から26％であった。またこの結果を諸外国の５年生のものと比較すると、やはり今回の結果も段階２への比重が高いものの、段階３と
４の出現率がアメリカ、メキシコ、と大差ないことが分った。しかし山岸（1976）の5年生と比べると、全体に低い結果であったが、この理由については特定でき
ない。なお山岸の小5と中2の段階4を除く道徳性の発達分布を比較すると、山岸の中２が発達的に低いという結果を考慮すると、山岸の５年生は特異かも知
れない。そこで、データの差し替えをして年齢別に発達の相対比を求めて再構成すると、小学生では段階２の比重が高く、中学生では段階３と特徴付けられ、
高校生では段階３と４が大勢を占めたのに対して、大学生では、段階4と５という特徴が見られた。なお、性差を比較すると。女子は男子に比べて上位レベル
が多く（段階３と４）、下位レベル（段階１）が少ないという結果であり、妥当性が認められたと言える。
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荒木紀幸編著   　1988　「道徳教育はこうすればお
もしろい－コールバーグ理論とその実践－」　北大路
書房

コールバーグ理論・授業展開事例と価値
分析表、判断理由づけカード、板書計画
等の提示・モラルジレンマ教材開発（小学
校低学年用-3話、中学年用5話、高学年
用7話、中学校用3話、計18話）

コールバーグ理論がどの様な理論か，それは道徳性をどの様に捉えているか，道徳性はどの様な発達を示すか，現代の道徳教育に対する示唆について詳
述し，コールバーグの理論を依りどころとした道徳の授業方法，授業モデルを示し，Ｓ－Ｔ分析による授業評価法を紹介し,われわれのコールバーグ理論に基
づく研究の足跡を示した。執筆者は  大西文行，徳永悦郎，八重柏新治，武川彰，鈴木憲，奥村典保，宮田和栄，西村由利恵，三木美弥子，松本朗，山本逸
郎，畑耕二，吉田重郎，野口裕展，岡田達也，日野正行。モラルジレンマ教材は以下のようである。小学校低学年用-3話（まほうつかいのプレゼント、まほう
つかいのめがね、だれのをさきにしようかな）中学年用5話（だれのラジコン、どっちにしようか、もっとやろうよ、ぜったいひみつ、ロンとわかれたくない）、高学
年用7話（どうする班長、われた花びん－けい子のまよい、みち子の人形、シンボルを作ろう！！、マラソン大会、お楽しみ会、サッカー大会）、中学校用3話
（尊厳死、これでよかったか-改名・この子のために､最後のチケット）、計18話.
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佐野安仁，荒木紀幸編著 　1988　「道徳教育の視
点」　晃洋書房

道徳教育論・道徳教育哲学・認知発達論
による道徳授業

現代の道徳的状況を分析し道徳教育の在り方を多様な視点から問い直し複雑な道徳問題の解明を試みる。前半は「道徳的不一致」がいかにして生起するか
を考察、道徳教育の取り組むべき課題を設定する。後半は現代の道徳性に関する諸見解を比較検討しつつ、そこにまた、実存主義、現象学、分析哲学、認
知的発達論の視点から道徳教育の問題点を解明する。執筆者；佐野安仁、荒木紀幸、加賀裕郎，山根耕平，徳永悦郎，鈴木憲，吉田重郎，藤井千春，堤正
史，渡辺英之，林泰成，隈元泰弘.　なお、モラルジレンマ授業について、荒木が解説し、小学校対象のモラルジレンマ授業実践は徳永による3年生対象のモ
ラルジレンマ「ほんとうのおくりもの《徳永作》」授業、鈴木による5年生対象の「ぜったいひみつ《畑耕二作》」､中学校対象の授業は吉田による｢正しいのはお
れたちだ｣が､学習指導案、価値分析表などとともに授業者により紹介された。

38
山岸明子　1988　「幼児期の自我の発達一 遊びに
おける対物的主体感を中心に一」　教育学研究
55(4), 　329-337.

幼児期の自我の発達・遊びにおける主体
感・エリクソン

本稿においては､前稿に引き続き､従来自我発達を説明する理論において問題にされてこなかった重要な問題を対物的主体感という形で取り上げて､その観
点からエリクソンの漸成的発達説の第三段階(遊戯期)の自我発達を再考した。幼児期という発達レベルにおける主体感がどのようなものであり､どのような状
況で経験されるかについて理論的考察を行った。

39

浅沼茂　1988　「価値観発達と教育－コールバーグ
からハーバーマスへ－」　聖路加看護大学紀要　第
14巻　35-44.

道徳教育論・コールバーグ・ハバーマス コールバーグの認知的発達段階に対する倫理相対主義者からの批判は、それが文化や状況規定的な文脈を考慮するものである場合、コールバーグ理論の
見直しが必要であった。そこでこの課題に向けてハバーマスの描くコミュニケーションの行為のもつ普遍的な人間理解の機能に注目し、そこから生活世界の
レベルで考慮されるべき諸要素に関わる価値判断の問題について検討した。この検討から価値教育に向けての自己反省と対話という目的と方法の重要性を
確認した。

40

鈴木憲　1988　「道徳性の発達に影響を及ぼす役割
取得に関する研究」 　兵庫教育大学大学院修士論
文

道徳の指導法・モラルジレンマ授業、役割
取得・モラルジレンマ教材（みち子の人
形、けい子のまよい、お楽しみ会－徳永
悦郎作、ぜったいひみつ－畑耕二作）

小学５年生対象に役割取得能力の発達を促進するために、「多角的思考トレーニング」とモラルジレンマによる「道徳授業」の実践を計画した。実践を通して、
①多角的思考トレーニングによる訓練は､児童の役割種億能力の発達を促進させることができるかどうか。②コールバーグ理論に基づく授業は、認知的葛
藤、役割取得の機会を通して、児童の道徳性を、また役割取得能力を発達させることができるか。これら２つ研究目的に基づいて、実践計画を立て検証した。
「多角的思考トレーニング」は認識の細分化を促すことが「役割取得能力段階１から段階２への発達に影響する」という仮説に基づいて実施（小学４年生25
人、段階1と2；2ヶ月間）したが、その効果は訓練を行なわなかった統制群と比較して統計的に有意であった。道徳授業では、4主題8時間が2ヶ月にわたり行
なわれ、役割取得能力の段階2から段階3への発達効果を得た。またモラルディスカッションの前後で「他者へ役割取得できない」から「他者へ役割取得でき
る」へ変容、更により高次の段階への有意な変容が見られた。

41

荒木紀幸・岩本崇　1988　「社会認識に及ぼす役割
取得効果の研究－放送利用による環境・資源学習
を通して－」　視聴覚教育研究　第18号　1-25.

環境教育・役割取得の機会・多様な視点
取得の可能性

ＴＶ視聴を通した環境教育に及ぼす役割取得の効果を検討するために，３つの授業モデルを設計し，小学５年生を対象に２時間構成の授業実践を行った。使
用した放送番組はNHKの学校放送番組『みどりの地球』､熱帯雨林（S59年7月３日の放送を録画－熱帯雨林が食糧増産、木材生産のため急激に伐採され、
砂漠化の拡大、異常気象の原因とされている。熱帯雨林の大切さを検証し、地球環境の将来を考えさせる）を取り上げた、第１次は共通のＴＶ視聴であり，第
２次はＡモデルは環境保護を意図した役割取得の機会が導入され，Ｂモデルは自然保護と伐採との葛藤が与えられ，Ｃモデルは役割取得の具体的な機会と
保護と伐採の葛藤が与えられた。積極的な役割取得の機会が与えられたＣモデルが最も効果的と結論された。なお役割取得の対象として、具体的な他者が
最も多く用いられ、次いで一般的他者、国家・社会への役割取得が最も少なかった。役割取得の機会が多いほど具体的他者への役割取得が促された。ま
た、社会的視点取得能力が高くなるほど、複数の視点をとることができたが、その効果が現れるのはレベル２以上であった。例えば、色々な立場を考慮した見
通しのよい対策は『計画伐採』に当たる。レベル１では０人であるが、レベル２で３人に１人、レベル３で２人で１人が該当した。なお役割取得の機会が導入され
ると､レベル１の子どもでも複数の視点取得が可能となり、役割取得の機会の導入は提示の子どもの視点取得を向上させる効果があることが確かめられた。

40 道徳性発達研究　第15巻　第１号
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鈴木孝・福崎淳子　1988　「幼児の道徳性の形成に
関する一考察；L.Kohlberg理論を通じて」　 東京家政
大学研究紀要　第28集，9-14.

幼児の道徳性の形成・コールバーグ理
論・セルマンの役割取得能力

本論では，幼児期の道徳性の形成にかかわる環境的な問題点を，Kohlbergの道徳論を通じ，幼児の道徳性の形成にかかわる環境的問題を，複雑な社会の
中に存するわれわれおとなへの問いかけとして，その姿勢から考察した．

43

藤井千春　1989　「道徳教育における心情主義批判
-心情主義の危険性の指摘と「判断力」を育成するこ
との必要性の強調,「経験主義」学習論の立場から」
人間科学、21巻　51-68.　 大阪府立大学人間科学
研究会

道徳教育における心情主義批判・経験主
義学習論・判断力

道徳教育における心情主義は，社会科教育における「言語主義」，特に用語の覚え込み学習と相まって，現実の社会生活における問題についての子どもの
思考力を鈍らせるものである。質の高い適切な「判断力」を持つ自律的で責任ある意思決定の主体を育成することとは，反対の方向に子どもたちをとどめるも
のである。心情主義における「『思い込め』式の授業」で用いられる方法は，かつての修身科で用いられた方法と同様の授業方法である。戦後教育は，修身
科に対する反省の上に，質の高い適切な「判断力」を持つ自律的で責任ある意思決定の主体を育成することをめざして出発したのである。改訂された『小学
校学習指導要領』の「社会」では，第6学年の歴史単元で，取り上げて指導されるべき42人の人物名が示された。もしこの人物を取り上げての学習が，その入
物の「心情」についての「『思い込め』式の授業」でなされたならば，第6学年の社会科は，顔を洗い直した修身科が復活した時間となってしまう。　質の高い適
切な「判断力」を持つ自律的で責任ある意思決定の主体を育成することは，「経験主義」にもとづいた授業によって可能となる。

44

荒木紀幸・徳永悦郎・山本逸郎・新垣千鶴子・岡田
達也・加藤健志・永田彰寿・日野正行・野口裕展・畑
耕二・松本朗・吉田重郎　1989　「モラルジレンマ資
料を用いた小・中学校における道徳の授業実践－ジ
レンマ資料とその構造、および授業のための指導案
－」  学校教育学研究　第1巻、105-133.  兵庫教育
大学学校教育研究センター

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材；二ひきのライオン（原案・
畑耕二）；ほんとうのおくりもの（原案－徳
永悦郎）；決勝戦（原案－畑耕二）

1.道徳性認知発達理論の特徴、2.ジレンマ資料の意義、3.道徳性発達と役割取得、4.道徳授業の展開、4-1.小学校低学年の授業、授業事例－二ひきのライ
オン（原案・畑耕二、低学年、価値分析表、２年生指導案、畑）；ほんとうのおくりもの（原案－徳永、3学年、価値分析表、指導案）；決勝戦（原案－畑耕二,価値
分析表、４学年指導案）；キャットピープル（コールバーグ-訳岡田、高学年、価値分析表、指導案）；ぼくには言えない（シャロンのジレンマ改作野口、指導案、
価値分析表）；銀の燭台（永田改案、中学生、指導案）；優子のジレンマ（野口、指導案）；正しいのはおれたちなのだ（NHK録音教材、中学生、吉田、指導案）
「1.道徳性認知発達理論の特徴」の中で、ヒギンズとコールバーグたちはケンブリッジの高校での実践で仮説的ジレンマでなく、｢盗み｣｢カンニング｣｢飲酒｣｢麻
薬使用」等の現実のジレンマを取り上げ､実践する必要性を主張し、実践の方向を正義共同体へと大きく変えてている（ヒギンズ-1985、内藤、1985、大西-
1988）。ひるがえって、わが国で試みられてきたコールバーグ理論に依拠する研究を見るとおおむね仮説的モラルジレンマに基づく討論方式の授業の有効性
が指摘されている（兵庫教育大学道徳性発達研究会が取り組んだ実践は概ね肯定的である。1986年以降これまでに発表してきた実践の詳細については研
究の歩み（荒木、1988、194－198頁）を参照されたい。この他藤田（1986）、立石（1986）杉本（1987）がある）。
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渡辺弥生　1989　「児童期における公正観の発達と
権威概念の発達との関係につ いて」　教育心理学
研究 第37巻 第2号、163-172.　日本教育心理学会

公正観の発達・権威概念の発達・デーモ
ン

本研究では,これまで大きく道徳性として捉えられていたものの中でも特に, 児童期の社会化において重要であると考えられる「公正」と「権威」両概念の発達
段階間の関係を明らかにすることを目的とする。その際,公正については,すでに発達段階の順序性が妥当であることが認められているため, まず「権威」の発
達段階の順序性を確かめ, その後「権威」と「公正」両概念との関係を検討する。権威の発達段階は,先行研究どおり学年とともに発達段階の向上と発達段階
の順序性が明らかになった。また, おとなの権威と仲間の権威についても, 発達段階の向上が見られたが,　2つの発達に相違する点が見られた。また本研究
では, 権威と公正の認知発達に正の連関関係のあること、公正の発達が権威の発達よりもより高い場合が多いことを明らかにした。
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新垣千鶴子･荒木紀幸･岡田達也　1989　「コール
バーグ理論に基づくモラルジレンマ授業の検討－児
童の感想から見た授業効果の検討」　日本教育心
理学第31回大会、発表論文集、343.

道徳授業の評価・モラルジレンマ授業・授
業についての感想

新垣（1989）が1月に行なったモラルジレンマ（けい子のまよい）授業（6年生1クラス、沖縄）の結果を感想を中心に分析した。飛び込み授業であリ、外見上、発
表も少なく活発でなかったが、二回にわたった初めての授業における道徳判断の変容の内容、授業に関する児童の感想の分析から、殆どの児童が道徳的な
問題を自己の問題と捉え、深く考え、授業に充実感を感じており､授業効果が見られた。質問1 - 今回の授業は今までの授業と比べて、授業は楽しかった
（88％）、質問2 - 1次間扱いの授業と比べ、､2時間の授業は良かった（85％）、質問3 - 今回の資料のように､答えのない資料をどう思うか、良かった（76％）、
難しい（9％）、悪い（3％）、つまらない（6％）、無回答（6％）であった。子どもの具体的な感想がそれぞれで述べられたいた。この内容から、児童の88％は本
授業に積極的で､消極的な児童4名の内2名は段階1で資料を読み取れず、また道徳的発達段階の高い児童との話し合いがかみ合わず、授業に積極的に参
加できなかったと思われた。今後の課題として発達段階の低い児童が積極的に参加できるための授業での工夫がある。
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荒木紀幸　1990　「道徳性の発達に関する研究年報
1989年度版」　兵庫教育大学学校教育学部　教育
方法講座荒木研究室

道徳性の発達・研究会活動・研究成果 教育理論は、実践に結実して､初めてその価値が明らかにされるのであって、机上の空論であってはならない。そのためには、実践研究の積み重ねが何と
いっても不可欠であるし、批判的に検討していかなければならない。研究の成果をきちんと整理し、それらをいつでも活用できるようにしておくことも大切に
なってくる。実践研究の発表会などで重大な指摘や示唆があるにも拘わらず、まとめないままなおざりにさせないためには、また今後の研究に生かしていける
ためには、記録として残すべきである。そこで本年度より、道徳性の発達に関わる1年間の研究成果を年度末に研究年報としてまとめることとした。この第1号
では20篇（全140ページ）が取り上げられた。畑耕二（コールバーグの道徳性の発達理論に基づく実践 ～ 第6学年・主題「ぜったいひみつ」の実践から～、岡
田達也（コールバーグの道徳性の発達理論に基づく実践～第3学年・主題「降り出した雨』の実践～）、荒木紀幸（コールバーグ理論に基づく道徳の授業の基
本的な考え方）、新垣千鶴子（コールバーグ理論に基づく道徳の授業は子どもたちにどのように映ったか）、藤井千春（道徳教育と経験主義～道徳的判断を
育成するために～）、徳永悦郎（コールバーグ理論に基づく授業の展開）、藤井健志（新学習指導要領の要点と運用の問題点）、加賀裕郎（新学習指導要領
の可能性を探る～コールバーグ理論をどう生かすか～）、石場利彦（新学習指導要領にもとづく道徳の授業を､現場ではどのように実践しようとしているか　～
小学校の場合～）、野口裕展（新学習指導要領にもとづく道徳の授業を､現場ではどのように実践しようとしているか　～中学校の場合～）、加藤健志・荒木紀
幸・岡田達也（社会認識に及ぼす役割取得の機会の効果）、新垣千鶴子・荒木紀幸（コールバーグ理論に基づくモラルジレンマ授業の検討）、原寿・荒木紀
幸・丸山屋敏（コールバーグ理論に基づく道徳授業の効果～判断・理由づけの変容を手がかりにして～）、道徳教育関連雑誌の掲載論文；荒木紀幸（道徳性
の発達を促す発問の工夫を、中学校学級経営 7月号）、野口裕展（自作資料を生かす「道徳」の発問とは、中学校学級経営 7月号）、畑耕二（小学校低学年
主人公の迷いを自分のこととして捉える､道徳教育9月号）、徳永悦郎（中心発問が生きた私の道徳授業－主題マラソン大会の実践から－道徳教育1月号）、
加藤健志・荒木紀幸（社会か授業に「役割取得」の考えを入れよう－社会認識が育つ新しい社会科の授業）；修士論文・新垣千鶴子（コールバーグ理論に基
づく道徳授業の実証的研究）、卒業論文・木原綾美（道徳性発達の縦断的研究）。なおこの研究誌は2004年の最終号、第15号まで続き、その後は学会誌、
「道徳性発達研究」に引き継がれた。
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荒木紀幸編著　1990　「モラルジレンマ資料と授業展
開､小学校編」　明治図書

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材開発（低学年10話､中学
年12話、高学年18話）、授業展開例、価
値分析表

モラルジレンマ資料を使うに当たっての留意したいことをⅠで詳述し、Ⅱでは取り上げた資料とその出典について述べた。取り上げたモラルジレンマ資料；（低
学年） １．だれにたくさんあげようかな、２．ぼくのチョコレート、３．スケートに行きたいな、４．「まほうつかいのプレゼント」（紙芝居）、5.「まほうつかいのめが
ね」（紙芝居）、６．木ノ実とり、７．たりなかった５円、８．お父さんのたんじょう日、９．二ひきのライオン、 10．さあこまった.《中学年》1．やさいなんて大きらい、2.
もっとやろうよ、3.わすれもの、なくしたかぎ、5.どうする！あきら、6.当番、7.決勝戦、8.だれのラジコン、10.ほんとうのおくりもの、11.ロンとわかれたくない！、12.
ぜったいひみつ、《高学年》1.どうする！班長、2.シンボルを作ろう！、3．マラソン大会、4. ゆきこさんの誕生日、5. 家族旅行、6. 委員会活動、7. 引っ越し、8. み
ち子の人形、9. けい子のまよい、10. お楽しみ会、11. サッカー大会、12. キャットピープル、13. 時計係、14. 村長の決断、15. がんばれリーダー、16. 母の手伝
い、17. ぼくの父さん、18. まぼろしのちょう、共著者　徳永悦郎，畑耕二，山本逸郎，新垣千鶴子，岡田達也，鈴木憲，波平剛司，高木智明，蓮仏裕子，辻本
直子，矢野幸彦，加藤健志，原壽，伊藤裕康，松本朗，黒田好晴.
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内藤俊史　1990　「８章　道徳性の発達の過程」  教
職課程講座・第５巻、道徳教育－新しい人間の生き
方を求めて－　西村 晧・鈴木慎一（編）」　129-140.
ぎょうせい

道徳性理論・コールバーグ理論・発達の
再統合期

道徳性はどのようなものから構成されるのだろうか、それはどのように発達するのだろうか、そして、発達の過程でどのような問題が子どもや青年に生ずるの
だろうか。これらのテーマを扱いを扱いつつ、発達という観点から道徳性を見る。①道徳性の定義とそれを構成するもの、②道徳性の発達段階、③道徳性の
発達の過程、④さらなる問題
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荒木紀幸　1990　「ジレンマ資料による道徳授業改
革－コールバーグ理論からの提案」　明治図書

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材－けい子のまよい（徳永
悦郎作）、おみやげに頂いたケーキ（荒木
作）

モラルジレンマを用いた１ 主題２時間構想の道徳授業の実践的な成果を踏まえながら，その拠ってたつ発達理論 即ち道徳性認知発達理論について述べた
ものである。具体的にはコールバーグ理論をピアジェ理論とからめて説明し，この理論の道徳の授業論，道徳評価論，道徳性発達論を詳しく述べ，今後の授
業の進め方，授業のあるべき姿，授業分析，授業評価等について，多くの示唆を行った《全238頁》。なおモラルジレンマ授業は6年生を対象に行なわれた新
垣千鶴子によるモラルジレンマ｢けい子のまよい｣を用いた１主題2時間授業（1989）である。
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今井重孝　1990　「新しい道徳教育の可能性 : ニク
ラス・ルーマンのシステム論的アプローチ」 　 東京
工芸大学工学部紀要. 人文・社会編 13(2), 　47-39,
12-25.

道徳教育論・ニクラス・ルーマンのシステ
ム理論・アイデンティティ

「アイデンティティ」の形成を中核に置く道徳教育の構想は、新しい道徳教育の可能性を与えてくれる。ルーマンは、自身のシステム理論の観点から見れば、
システムそのものが複雑性を縮減することにより成立するわけだから、自己と自己の一致すなわち自己の単純化であるアイデンティティは、システム論の自
己準拠システムへの応用として理解できる。ここから、新しい教育学的な研究課題が立ち現れてくる。すなわち（1）自己のアイデンティティから抜け落ちている
部分、アイデンティティとして顕在化していない部分の研究、（2）継続的なアイデンティティを支えるアイデンティティの選別基準の問題、（3）アイデンティティの
向上過程の研究。とりわけ道徳教育にとっては（3）が重要と見られるので、（3）の観点を中心として新しい道教育の可能性について考察した。
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荒木紀幸編　1990　「モラルジレンマ資料と授業展
開､中学校編」　明治図書

モラルジレンマ教材開発・モラルジレンマ
授業・道徳学習指導案

モラルジレンマ資料を使うに当たっての留意したいこととして、学習環境、小学校低学年の授業、小学校中学年以降中学校の授業、授業の一般的なモデル等
についてⅠで詳述し、Ⅱでは取り上げた資料とその出典について述べた。中学1年生、11話のモラルジレンマ資料；①ぼくには言えない、②二つの誕生会、③
ぜったい、ひ・み・つ、④この子のために、⑤最後のチケット、⑥アルメニア大地震「奇跡の生還」、⑦勇気ある大学生、⑧テレビゲームはダメ！、⑨｢観光｣か
「規則」か、⑩いいじゃない、それくらい、⑪あなたならどうする？、中学2年生、11話、①手術中止、②だれの責任ですか、③どうして認められないの、④優子
のジレンマ、⑤修学旅行の思い出、⑥銀の燭台、⑦ヘルガの葛藤、⑧本当の優しさとは、⑨最終決定、⑩班を作ろう、⑪文通、中学3年生、①尊厳死、②マ
マ、酸素切って、③正しいのは俺たちだ、④出場辞退！、⑤真実を知るものとして、⑥｢あゆみの会｣存続問題、⑦正男さんの悩み、⑧困ってしまった王様、⑨
ドラフト制度、⑩消えたハーモニー；共著者　野口裕展，永田彰寿，松尾廣文，丸山屋敏，吉田重郎，山田弘子.
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新垣千鶴子　1990　「児童の道徳的感受性に及ぼす
モラルジレンマ授業の効果－感動教材を用いた道
徳の授業場面を通して」　日本道徳性心理学研究
第4巻　8-15.

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・感動
教材-母チンパンジーの悲しみ－動物愛
護

モラルジレンマ授業が児童の道徳的感受性を高めるかどうかを問題とし検討している。道徳的感受性をヘボウ（1987）に従って、「道徳的問題を確認する能
力」と捉え、レスト博士の道徳行動四構成要素理論の考え（1983）を1主題2時間授業に適用し、第一次の授業から積極的に子どもたちの道徳的感受性の昂
揚に努めている。具体的には、『母チンパンジーの悲しみ－動物愛護』を用いて、第一次の立ち止まり読みの段階から道徳的感受性を養うために、単に資料
について子どもたちが客観的な事実を正確に認識できるように方向づけただけでなく、「役割取得の機会」を積極的に導入し、登場人物等の立場に立たせて
彼らの心情に共感的理解をさせ、何が問題で、どのような行為が関係者の幸福に寄与するかを考えさせ、その結果を予想させる、といった道徳判断や道徳的
行為のために必要な思考過程をたどらせている。第2次では、①児童及び父兄の感想を読む、②母チンパンジーの気持ちを考える、③子チンパンジーの気持
ちを考える、④飼育係のおじさんの気持ちを考える、⑤動物に対しての関わり方を考える、⑥学習のまとめを聞く。通常授業では、「母チンパンジーの悲しみ」
の話に道徳的な問題を見い出すことなく、「動物は大切にすべきだ」という動物への思いやりの価値に収束し、授業を終了している。一方、ジレンマ授業では、
三つの道徳的な問題（動物は自然に返すべきである、動物園で暮らすことが幸せである、動物園に動物がいることは人間にとっても価値がある）が提示され、
それに基づいて討論が展開し、問題の解決は各人の考えにまかされ、オープンエンドで終わっている。道徳ノートよりジレンマ授業では、動物に対する思いや
りの価値と人間にとっての動物園の存在価値の間の葛藤を相互的な役割取得を用いることで、それらの価値の統合を図った解決がみられた。しかし通常授
業では、相互的な役割取得はみられず、感動が資料の場面だけに終わって、現実社会を見通して考えるまでに至らなかった。
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野口裕展　1990　「『ジレンマ』くだきの授業」　中学
校学級経営　9月号　No.54, 62-66.　明治図書

道徳の指導法・ジレンマくだきの授業・押
しつけ､教え込みの授業

生徒たちが『道徳』の授業で本気になるときは、彼らの利害や主張の間に『ズレ』が生じたときである。意図的に『ズレ』を組織しやすい教材にジレンマストー
リーがある。我々の住む世界は『ジレンマ』だらけといえる。宇佐美氏の主張や指摘から、このジレンマの克服を図る、『ジレンマくだく』、ためには、①生徒の
認識の発達を促進し、②彼らの直接・間接的経験から導かれた生活の知恵を総動員して、生徒の認識の発達（道徳性の発達）を促す取り組み（授業）が行な
わなければならない。そこで､①公平な態度について考えさせ､②道徳的問題状況を客観的に理解、批判する力を育てる授業、ちり焼場で中間テスト問題をひ
ろった3人、この後どうするかを課した。3つの意見、「持って帰る」「内容を見て先生に渡す」「もやす」について話合わせた。生徒の中では一部のものがテスト
について事前に知ることに対して不公平感が大変強かった。この後、『白紙の答案（日本標準）－ふとしたことで試験問題を手にしたグループの一人、主人公
は良心の叫びに答えて白紙の答案を出した』の授業を行なった。主人公の行為に対して､数人の生徒は賛同したが、殆どの生徒は否定的であった。もし、教
材となった『白紙の答案』を1つのモデルとして生徒に提示し、白紙で答案を提出した生徒の心情を理解させ、教師が「白紙で提出した彼の行為はすばらしい」
と言い切る授業をした場合、生徒たちにとっては、「押しつけ、教え込み」の授業以外の何物でもなくなる。つまり『白ける』本気になれない授業になるのであ
る。
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松尾廣文　1990　「研究授業を成功させるために・心
に残る終末を設定する」　道徳教育　9月号　No.368,
30-32.　明治図書

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・オー
プンエンドの終末

新しい終末の試み、モラルジレンマによるオープンエンドの終末は､生徒の心に､主体的に価値をとらえたという強いう印象を残す効果がある。生徒の授業の
終末での判断・理由づけは、価値選択が各個人の意思や責任に任され、従来に見られない開かれた終末（オープンエンド）となることにこの授業の大きな特
徴がある。これは現時点での生徒の道徳的な見方を最大限に引き出しているとともに、将来成熟した理由づけに変容する個々人のもつ可能性を大切にした
指導方法としても理解できるのである。このように、モラルジレンマによるオープンエンドの終末には、生徒の心に、主体的に価値を捉えたという強い印象を残
す効果がある。またその道徳性の変容を発達段階的に測定できるという利点も併せ持っているのである。
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菊池龍三郎、本田和夫　1991　「道徳教育実践にお
けるコールバーグ理論適用上の諸問題」　教育研究
所紀要 (23), 17-24.　 茨城大学

道徳教育実践・コールバーグ理論・適用
上の問題

わが国の小中学校における「道徳の時間」を中心とする道徳教育は，道徳的諸価値の内面化を促す過程としてみる立場に立っているといえる。そして，その
方法から「徳目主義」ともいわれている。また，教育を「顕在的教育（機能）」と「潜在的機能（機能）」に分ける周知の分類の仕方を用いれば，道徳教育つまり
道徳的諸価値の内面化についても顕在的な道徳教育と潜在的な道徳教育とに分けることができる。そして，潜在的な道徳教育についても，最近「隠れたカリ
キュラム」（多くの教師が漠然と仮定している集団生活の規律が道徳的品性を直接向上させるという考え方）という観点から注目されるようになっている。この
「隠れたカリキュラム」への関心の高まりも．ほとんどの公立学校において共通にみられている現象である。ところで．道徳教育への期待や関心が益々高まっ
ているにもかかわらず，多くの教師たちは道徳教育に自信を持っておらず，「道徳の時間」は実際には行事や教科指導の補充にあてる重宝な時間とみなされ
ていることも事実である。その原因は，一つには道徳教育のいわば方法主義，技術主義に求めることができる。そのことを例えば，高久清吉氏の、「『何か』の
問いと切り離され，もっぱら『いかに』の問いだけが提起されるところに，いわゆる『実践的研究』とよばれているものが持っている大きな弱点がある」という指
摘がそのままあてはまる。つまり，日本の道徳教育においては，「何か」という問いがあまりに軽く扱われすぎており，「道徳とは何か」「道徳は教えられるの
か」という本質を問うことをなおざりにして，方法や技術だけを求める教師たちの乱心にも．現在の道徳教育の不振の一因があると考えられる。　道徳教育と
は何かという問いは，道徳性とは何かという問いに帰着する。そして，道徳性とは何かという答えに応じて相異る道徳教育観が構成される。そこで本稿では特
に米国の道徳教育の潮流についてスペルカ，D。Pに基づきながら藤田昌士氏の用いた分類によって整理した後，現在日本で実施されている道徳教育の持
つ問題点（本稿では，「徳目主義」と「隠れたカリキュラム」の2つ）について論及したい。
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荒木紀幸　1991　『特集「道徳」資料批判とネタ開
発；提言、「道徳」資料批判はなぜ必要か』　道徳の
授業をおもしろくさせるために・ジレンマ資料を用い
ることの意義　『道徳』授業研究　3－4月号（隔月号）
No.1　10-11.　明治図書

道徳の指導法・モラルジレンマ資料対従
来型《共感》資料・マラソン大会（徳永悦
郎作）、あの音が出るまで《東京書籍》

編集後記には、『道徳』授業研究　隔月刊誌を創刊しました。『道徳』を授業場面に絞って実践研究を進める雑誌の創刊は初めてのことだだろうと思われる。
特に文部省『道徳』といわれる学習指導要領を軸にした『道徳』授業は､低迷していると言われています。法則化運動の改革会議（1989）で､「ひどい状態」とい
われている「道徳」の授業をどう改革していくかが議論され、改革会議における提案を具体化するために創刊されたものです。本誌は「道徳」授業も知的教育
であるべきだ、との主張を強く推しだしていく考えです、とある。この『道徳』授業研究の各号（1995年、のNo.25最終号まで）で、兵庫教育大学道徳性発達研究
会のメンバーの提案する様々なモラルジレンマ授業やモラルジレンマ資料・教材、コールバーグの道徳教育論が取り上げられた。最終号は荒木紀幸の連載
「モラルジレンマ資料で道徳授業の活性化」最終回、「モラルジレンマ授業で教育評価、授業評価に取り組もう（68-71）」が掲載された。なお「道徳の授業をお
もしろくさせるために、1991」では、荒木は、私たち研究会では「道徳の時間」が「子どもの主体が生かされた学ぶ値打ちのある楽しい時間である」ことを願って
おり、「授業のねらいは子どもたちの道徳的な見方を発達させることにある。道徳的な発達、それは道徳的な価値について生じる不均衡を均衡化する働きの
中で､より次元の高い認知構造を調整できることによって促進される。高めるべき道徳的価値に関して子どもたちを不均衡の状態に置く方法はモラルジレンマ
の物語りを子どもたちに示すことである。この理論では道徳的な葛藤の経験が発達の「かなめ」として重視されている。そこで、ここでは認知的な葛藤をもたら
すジレンマ資料の意義について考える」として、2つの資料（従来型資料－「あの音が出るまで（東京書籍・楽しい生活・五年生用）；ジレンマ資料－がんばれよ
しえ、（徳永悦郎作）」を用いて、現職の大学院生、教職課程学部生、教職受講生、307名から得られたれた調査資料を踏まえて､モラルジレンマ授業の意義、
面白さを紹介している。

41荒木：わが国におけるモラルジレンマ授業に関わる理論，実践，及び 教材についての文献総覧（1968～2020）



番号 著者・発表年・論文名・発表先・頁・出版社 キーワード・ジレンマ教材 要旨　 、　概要
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原壽　1991　「実践・役割演技を取り入れた私の道
徳授業；小学第6学年－モラルジレンマ資料の活用」
道徳教育　1月号　No.372, 　55-58.　明治図書

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ資料－家族旅行（原壽作）

本実践では「主人公の心のてんびん」を学習ノート（心の表現図）や板書に位置づけ、主人公たかしに役割取得する中で、おじいさんやお兄さんの考えや気持
を受け入れ、子どもたちが道徳的により高い考えを取入れることが大切であると考えた。１主題2時間の授業後に、『「主人公の心のてんびん」をもとに､登場
人物の考えや気持をしっかりと考えることができましたか』の質問に、「はい」と答えた児童は32人中27人で､その理由には、「主人公の気持を考えるのにわか
りやすかった」、「二つの立場が考えやすかった』などがあった。
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道上小学校教育研究会・藤田松太郎　1991　「豊か
な心を育てる教育－人間尊重の精神を日常生活の
中に生かす子どもの育成－『内面性』と『実践性』を
軸に」　第13回道上小学校教育研究会、広島県深安
郡神辺町立道上小学校

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ資料－だれのをさきにしようか
な（文渓一部改作）、けい子のまよい、み
ち子の人形（徳永悦郎作）

道徳教育は人間社会が成立していくための基盤づくり（道徳性の育成）としての役割を担っている。学習指導要領がめざすところは、個性豊かな子どもを育て
る教育、生涯教育の一貫としての自己教育の育成、国際化社会に対応できる人間の育成であるが、こうした課題を見通し、個性的思考を発展さす教育活動
の工夫、問題解決学習の一層の定着にも務めているが、本年度は､特に、「内面性」と「実践性」を軸に、「豊かな心を育てる教育の創造」に取り組んだ。この
研究紀要では、研究授業の対象となった5年生対象の「けい子のまよい」、6年生対象の「みち子の人形」のモラルジレンマ授業が取り上げられ、各クラスとも
授業の実際､逐語録に基づいた考察が行なわれた（44-52.　52-57.）。なお、モラルジレンマ授業は時期を違えて、2年生対象に「だれのをさきにしようかな－
文啓」、5年生対象に「お楽しみ会－徳永作」､6年生対象に「時計係－加藤健志作」のモラルジレンマ資料を用いて実践された。
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大西文行・徳永悦郎・杉本交生・荒木紀幸・内藤俊
史　1991　「コールバーグの道徳性発達理論とわが
国の道徳教育」　自主シンポジウム1　日教心第33
回論文集　Ｓ31-Ｓ32．

道徳の指導法・コールバーグの道徳性発
達理論・わが国の道徳教育

徳永は、小学校におけるコールバーグ理論の実践上の問題点として、①授業者にとって指導目標やねらいが明確にならない、②教師、児童がオープンエンド
の終末に不安である、③ジレンマ資料が未整理である､と話題提供した。杉本は中学校における新潟県内の取組み問題点として、①2時間というコールバー
グ理論にもとづく討論プログラム授業過程では興味関心の低下が起こり、その方策を中心にした研究（月湯中学校）､②生徒の実態に沿った資料開発の取り
組む（岩室中・黒崎中､③資料と似たジレンマ経験と生徒の発言量が道徳性の発達に影響するかを研究（新飯田中）を話題提供した。荒木はコールバーグ理
論のわが国の道徳教育への適用として、コールバーグ理論に基づく１主題2時間授業を提案し、内藤は、コールバーグらによる道徳教育の方法はわが国の
道徳教育において適切かについて、理論の文化的普遍性や諸文化への適応における文化的意義を論じた。大西は、２０年間の教育への応用でコールバー
グ理論の教育実践での変容について、①道徳的判断での慣習の役割、②内容と形式、③認知的次元と情意的次元、④行為と判断の関係、を問題提示した。
なお企画と司会は大西である。
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荒木紀幸・松尾廣文　1992　「中学生版社会的視点
取得検査の開発」　兵庫教育大学研究紀要　第12
巻、63-86.

社会的視点取得検査（中学生版）の開
発・尺度の妥当性・アルメニア課題（モラ
ルジレンマ、永田彰寿作）

アルメニア（大地震）課題を用いて測定された社会的視点取得能力に関して、山田さんのジレンマ（道徳性発達検査検査課題）を用いて測定された２つの測
度、社会的視点取得能力と道徳性の発達を関係づけ、中学生１年～３年生688名を対象に分析し、社会的視点取得検査の妥当性を検討した。①中学1年か
ら3年にかけ「アルメニア課題」、「山田さんのジレンマ」ともに社会的視点取得能力の発達が認められ、発達の順序性を示す結果が得られた。②「アルメニア
課題」と「山田さんのジレンマ」の両者の相関は0.745であり、一致率は83％であった。全体の17％に不一致が見られたが､1段階の範囲内であった。③「アルメ
ニア課題」を用いて測定された社会的視点取得発達段階と道徳性発達段階との相関は0.618であり、それらの間の一致率は55.2％であった。社会的視点取
得能力は道徳性発達の先行要因と考えられており、この点を裏付ける結果であった。なお不一致率のケースの98％は社会的視点取得能力が道徳性の発達
段階よりも上であった。④3年生を除く学年で、社会的視点取得能力について、女子の方が男子よりも早い発達が示され（女子が早く段階3に達している）、そ
の傾向は『アルメニア課題』で著しかった。このような性差は道徳性についても得られた。これは女子における思いやりや向社会性の早い発達のためであると
考えられた。以上の結果から、役割取得能力の測定に関して妥当性が高い検査と結論できる。
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林康廣　1992　「デューイの道徳理論と道徳教育」
教育科学研究１１．25-34.　首都大学

デューイの道徳理論・社会学的側面・心
理学的側面.

デューイにおける道徳の基礎理論の本質と性格、その表れである道徳教育の意味と方法との問題を考える。デューイの道徳教育論は社会学的側面と心理学
的側面から考えられ、学級経営、教授方法、カリキュラムの３領域の改革によって、現代という新しい時代に合致した、子どもの道徳力を育成しようとしたもの
と言ってよいだろう。
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大西文行・畠山直人・沓沢均・原壽・櫻井育夫　1992
「自主シンポジウム、道徳養育へのアプローチ」　日
教心第34回論文集、　J.9-J10.

道徳教育への心理的アプローチ・多様な
道徳教育方法・モラルジレンマ授業

大西文行の企画と司会のもと、話題提供の畠山は、「心の中の経験としての道徳教育｣として、心の種まきの時間と捉えた実践における留意点を述べた．沓
沢は「人格的感動を深める道徳教育」として、道徳の時間は児童の心の中に｢道徳的感動体験｣を定着させ、それに基づいて道徳的実践意欲を奮い立たせる
時間と考え、資料の選択、提示方法が重要な鍵をもつとして、それらの具体的な方法の提案を行なった。原は、たくましく生きる人間形成をめざす新学習指導
要の実現には、副読本をそのまま利用するのでなく、モラルジレンマ授業をカリキュラムに位置づけ、発達段階に配慮し、多資料・多時間の道徳授業のカリ
キュラムの編成をすることを提案した。櫻井は、コールバーグ理論やアイゼンバーグの向社会性発達理論から発達可能性を解き､道徳判断・思考の構造に着
目し、教師には生徒の秘められた特性（個別に道徳判断の発達段階）の把握ができ、オープンエンドの授業から道徳性の発達効果が期待できるとした。
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森岡卓也　1992　「日本におけるコールバーグ派道
徳授業の検討 : モラル・ジレンマと役割取得 」　大阪
教育大学紀要. IV, 教育科学 40(2), 187-198.

日本におけるコールバーグ派道徳授業・
コールバーグ理論・役割取得

L.コールバーグの理論に基づく道徳授業は,日本でも兵庫教育大学の先生方を中心に行われるようになった。これは画一的であった日本の道徳授業に刺激
を与えた。かれらの功績は評価しなければならない。しかしかれらは同時に,コールバーグ理論についての誤解を日本の教師に与えるようになった。誤解の代
表的なものは「モラル・ジレンマ」と「役割取得」に関するものである。かれらは「モラル・ジレンマ」を倫理的葛藤としてではなく,心理的葛藤としてとらえた。また
かれらは「役割取得」を道徳的思考の手段としてではなく,目的としてとらえ,授業の「ねらい」とした。
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小淵朝男　1992　「道徳授業づくりの新しい動き」
特集　いま、道徳の授業を創る　「教育」9　第552巻
教科科学研究会編集　79-84.　国士社

道徳の指導法・マル道・モラルジレンマ授
業

道徳授業の新しい動きとして、深澤久を中心とした道徳授業改善運動の展開とするマル道とコールバーグ理論を背景にモラルジレンマの資料を使い、討論を
主にした授業づくりがある。両者に共通の特徴には、①考えさせたいテーマ(単元)中心の授業づくり、②には、具体的に行動を問うこと、及び判断の根拠を討
論すること、③子どもが本気になるという観点の重視、この他、一つのテーマに必要なだけ時間を使う、価値観を誘導するような発問(教授行動)はしないことな
どがある。また授業づくりの可能性として、①授業で取り上げられるテーマが他の緒教科で扱われることがあまりないもの、②授業で扱われるテーマがかって
の問題解決学習と共通した一面がある。これらの｢道徳」授業つくりの運動が発展していくと、他の教科の授業の質をもの問い直し、授業が秘めている人間形
成力の回復につながっていくのでないだろうか。
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日本道徳性心理学研究会 編，共著者　大西文行，
山岸明子，吉岡昌紀，内藤俊史，岩佐信道，Power
C.F.， Higgins.A ，大西頼子，岡田義則，首藤敏元，
渡辺弥生，荒木紀幸，氏家達夫，明田芳久，二宮克
巳，宗方比佐子，高橋丈司　1992　「道徳性心理学
－ 道徳教育のための心理学」　北大路書房

精神分析学的理論・認知発達理論・社会
的学習理論、社会心理学理論などその他
の道徳関連理論

１部　精神分析学的理論（精神分析理論―フロイト；漸成的自我発達理論―エリクソン）；２部　認知的発達理論（認知的発達理論―ピアジェ；認知的発達理
論―コールバーグ；四構成要素理論―レスト；領域特殊理論―チュリエル；責任性理論ギリガン；公正発達理論―デーモン；役割取得理論―セルマン；自我発
達理論―レヴィンガー；自己調整理論―ケーガン）３部　社会的学習理論（社会的認知理論―バンデューラ；認知的社会的学習理論―ミッシェル；向社会性理
論―アイゼンバーグ）；４部　社会心理学理論（公正理論―コーエン；共構成理論―カテーネス；社会的相互作用理論―ハーン；共感性発達理論―ホフマン）；
５部　人格理論（生成理論―オールポート；自己実現理論―マズロー；社会分析理論―ホーガン）.　1985年発足の「日本道徳性心理学研究会」の研究活動の
集大成であり，過去，現在の道徳性およびその発達理論を紹介することにより，道徳性の特性を明確にすることを意図したものである。道徳性心理学研究会
のメンバーを含む23名の心理学者による理論紹介と道徳教育への適用書。
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東敦子, 野辺地正之　1992　「幼児の社会的問題解
決能力に関する発達的研究－けんか及び援助状況
の解決と社会的コンピテンス－ 」　教育心理学研究
40 巻 1 号   64-72.

社会的問題解決能力・社会的コンピテン
ス・幼児

本研究では,社会的コンピテンス尺度として幼児の仲間集団内での行動を日常的に観察評価することによって得られる教師評定尺度を取りあげ,　因子分析に
よる下位尺度の抽出を行 い,　その下位尺度とSPS能力との関連について多側面からそれぞれ検討を加えることとする。幼児のSPS能力の認知的側面 は3歳
から4歳にかけて数多くの解決方法を考え出せるようになるという量的発達を示すことが明らかにされた。一方,質的発達については,自己の危機状況では自
己の立場を主張したり,第三者の介入を求めたり,いざこざを回避するという方法が,他者の危機状況では傷ついた他者を慰めたり,具体的な援助を行うなどの
方法が多く選択されるようになるという結果が示された。特に自己の危機状況は様々なSPS方法を誘発すると考えられるが,年長幼児は相手を傷つけるような
反社会的解決や,一方的に相手に合わせるような向社会的解決のように,極端に自己を主張したり抑制したりする方法ではなく,主張的解決や第三者介入的解
決や消極的解決のような"相手を傷つけずに"自己の要求を満たす方法を模索していると言えよう。しかしながら,仮設一応答テストのような実験場面において
示された反応が,日常的に生じるSPS行動をそのまま反映しているとは限らない。幼児のSPS行動を自然観察法によって分析したKrasnor & Rubin(1983)は,幼
児がテスト状況に対し敏感に反応し,実際の行動よりも社会適応的な反応を選択する可能性について指摘しているが,本研究においても,被験児は検査者であ
る大人からかなり強い社会的圧力を受けたと考えられる。また,実験によって得らたSPS尺度と実際のクラスルームでの行動を評価した社会的コンピテンス尺
度との関連があまり強く認められなかったことからも,幼児のSPS能力の認知的側面と実際の行動との間に存在するずれが示唆される。
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個性教育研究会編　1992　「道徳的価値を自覚する
能力－道徳学習における基礎・基本－」　小学校授
業づくりアイデア全書（第10巻）、豊かな発想を育て
る道徳　13-17.　ぎょうせい

道徳的価値の自覚・役割取得能力・道徳
性の発達段階

子どもたちのもつ道徳的な枠組（道徳的なものの見方）の主な内容とそれを十分に発揮される条件について述べる。
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堀田泰永・荒木紀幸　1992　「コールバーグ理論に
基づく兵教式道徳授業における相互作用の効果」
日教心第34回大会　344.

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・役割
取得

兵教式道徳授業においてどのような相互作用が道徳性の発達に効果的であるかを検証する。4主題8時間の授業を実施（平成4年1月13日〜3月6日）し、その
前後にそれぞれ道徳性検査と役割取得検査を行った。更に児童の道徳的思考の質的変換を細かく分析するため、ブリテストに基づき抽出された道徳性の発
達段階・役割取得能力の異なる6名について、各実践の第2時終了後、インタビュー調査を行った。①プリテスト､ポストテストに見る相互作用の効果を見たが、
道徳性の発達（段階1→2へ6名、段階2→3へ1名）、役割取得能力（段階1→2へ3名、段階2→3へ4名）が見られた。②抽出児童による道徳的思考の縦断的分
析では、相互作用において「結果を類推させる」こと、役割取得を促すことが児童の道徳的思考の質的返還に直接結びつくと結論づけることができる。
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植田和也・荒木紀幸　1992　「道徳の読み物資料の
研究－共感型資料とジレンマ資料の比較」　日教心
第34回大会　345.

道徳の指導法・モラルジレンマ資料・共感
型資料

本研究では、使用頻度の多い共感型資料（主人公の心の揺れを共感的に描いた資料）とモラルジレンマ資料（主入公が直面する道徳的価値葛藤を解決する
よう求めている資料）について、授業を想定した時の選択意図に違いがみられるかどうかを調査し、それぞれの資料のもつ潜在的な教育意図を明らかにす
る。調査1では「向上心」を、調査2では「思いやり」を取り上げ、授業をするならどちらの資料を選択するか？　両調査から、次のような資料選択意図の違いが
認められた。共感型資料では、「主人公の心の揺れに従って、お話に共感させることで、一つの道徳的な価値に気づかせることができ、教えやすい、説明しや
すい」との判断から資料が選択されている。一方、ジレンマ資料では、「オープンエンドのため、子ども達が自由に、一つの価値を他の価値とからめたりして、
様々な視点から考えることができる」と判断して選択されている。つまり、主入公の当為をめぐっての自由な考え方や主体的な価値選択に配慮した自由性、発
展性を資料が内在している、といえよう。
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植田和也　1993　「モラルジレンマ授業による道徳性
の育成に関する研究－コールバーグ理論の実践的
検討－」　兵庫教育大学大学院、修士論文

道徳教育評価法（連想マップ）・モラルジ
レンマ授業、1主題2時間、オープン、同
意、クローズ・ジレンマ教材－なくしたかぎ
（矢野幸彦作）、ロンと別れたくない（山本
逸郎作）、決勝戦（畑耕二作）、キャット
ピープル（コールバーグ作）

本論文で、モラルジレンマ授業は道徳性の発達にとって効果的かどうかを４年生を対象に、以下の条件で比較､検討し、検証している。１主題１時間、または１
主題２時間授業で何れも終末がオープンエンドの場合と１主題２時間授業では第一次の多数が賛同する判断を生かし、第二次の話し合いでクラスとしてその
判断にまとまるような学習（合意）計画とした３つのタイプのモラルジレンマ授業を計画し、４本のモラルジレンマ教材を用いて２ヶ月間にわたって授業実践を
行った。またその前後(３ヶ月)で道徳性発達検査や連想調査などを行ってモラルジレンマ授業の効果を検討している。その結果、①事前の道徳性発達検査で
は３つのモラルジレンマ授業条件間で道徳性の発達について差異はなかった（平均段階1.3前後）。②しかし事後の発達検査では３条件間で差異的効果が見
られ、1主題２時間授業のみ道徳性の有意な段階的上昇が認められ（オープンエンド条件で0.45段階上昇、特定判断への合意条件、0.40段階的上昇）、③１
主題１時間では有意な段階的な上昇は見られなかった、④第１実践の第１次から第４実践の第２次にかけた道徳性発達段階における伸び（変化）は３条件と
も有意であり（短期間の実践なので発達という用語は使えない）、継続的な実践によって道徳性の段階的な上昇、ないし変化が認められた。
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堀田泰永　1993　「コールバーグ理論に基づく兵教
式道徳授業における相互作用－モラルジレンマの
共通理解と道徳性の発達への影響」　兵庫教育大
学大学院、修士論文

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・サッ
カー大会（徳永悦郎作）

役割取得の機会を入れることで思いやりに焦点化された話し合いが進んでいく様子をＫ児の発言から検証。5年生の授業（1主題2時間）の一部である。親友
勇次の足の調子が悪いことを気遣いながらキャプテンの健一は試合に望んだが、ハーフタイムで監督から補欠の和雄と勇次の交代をほのめかされた。健一
は勇次への友情（信頼友情）とキャプテンとしての責任（自由責任）の狭間で、本当のことをいうべきかどうかで悩んでいる（サッカー大会、徳永悦郎作）。Ｋ児
は第一次で次のような判断を行っている。「勇次も最後の試合だし、和雄を出すのはかわいそうだけど、無理をして足が悪くなって、もうサッカーができなくなっ
たら、勇次自身が悲しい思いをすることになると思うから、和雄を出すべきだ。」二次の授業では勇次に対する思いやりと集団の勇次への思いやりが扱われて
いる。第二次《24分過ぎ》「C24－ 和雄を出して優勝すれば勇次も優勝したことになると思います。…C28－ 自分が試合に出て優勝した方が優勝した気分にな
るんじゃないですか。…C33－ 勇次を出して足が悪くなったらどうするんですか。Ｋ児（勇次は出なくても優勝したことになるし、勇次もきっとそう思うだろうけ
ど、勇次が出た方が優勝した気持ちになれるというのもわかる）《32分過ぎ》　T35 －じゃあ勇次がそのまま試合に出て負けたらチームのみんなはどう思うで
しょうね。…Ｋ児（あの時、和雄を出していれば勝てたかもしれないのにと心の中で思うかもしれないけど、勇次の頑張りを考えるとそんなことは言えない）《41
分過ぎ》　判断理由づけカードには、次のように書かれていた。「健一は本当は勇次をこのまま出してあげたいと思うけど、６年生最後の試合で優勝するのが
６年生の夢でもあるから、今は和雄を出せばいい。その方が勇次が出て負けたときの勇次の気持ちを考えるといいと思う。」このように、話し合いと役割取得
の機会を介し、勇次を思いやるＫ児の視点が広がっている様子を理解できる。
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岩佐信道　1993～1994　連載「コールバーグの道徳
性発達論と道徳教育」１～18.　雑誌・道徳教育　’93
4月号　No.403　～’94　9月号、No.421、18回シリー
ズ、各号、113-118、明治図書

道徳教育論・コールバーグ理論・ジュスト
コミュニティー

第１回.　4月号-403、コールバーグの思い出；第２回．５月号-404、ハーツホーンらの｢品性教育研究」がもたらしたもの；第３回.　６月号-405、コールバーグの
道徳観；第４回、７月号-406.　道徳判断の発達段階；第５回、８月号－407.　道徳判断と道徳行為の関係；第６回、９月号-408.　正義の道徳と思いやりの道
徳；第７回、10月号-410.　従来の道徳教育の問題点；第８回、11月号-411.道徳性の発達を促す道徳教育；第９回、１２月号-412.　ディレンマ・ディスカッション
による道徳教育の進め方.その一；第10回、1994.１月号-413.ディレンマ・ディスカッションによる道徳教育の進め方.その二；第11回、2月号-414.　ディレンマ・
ディスカッションによる道徳教育の進め方.その三；第12回　3月号-415.　コールバーグの反省、第13回、4月号-416.　ジャストコミュニティーの実現を目指す道
徳教育の模写；第14回、5月号-417.　ジャスト・コミュニティーの学校でのある経験；第15回、6月号-418.　問題への対応－日米での違い－；第16回、7月号-
419.　高校生活を主な対象としていることについて；第17回、8月号-420.　盗難事件への対応；第18回、9月号-421.　方法より考え方の変革を（最終回）
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中井孝章　1993　「「学校道徳」批判研究序説　Ⅰ
一モラルジレンマへの思考実験的アプローチ一」
大阪市立大学生活科学部紀要・第41巻　145-167.

学校道徳論・マル道の道徳授業・モラル
ジレンマ

Ⅰ.「ゴルディオスの結び目」 一問題の在処一　II. 「学校道徳」という"推量ゲーム"　一徳自主義の陥穿一　（1）　徳目主義の思想的背景　（2）『学校道徳』の
チュ－リング・テスト　　Ⅲ. 「学校道徳」改革の現在と新しい道徳授業の認識論　一モラルジレンマという視座一　(1) マル道の道徳授業とその認識論　（2）環
境プロジェクトの授業とその認識論　　Ⅳ. 功利性原理と最低限の倫理学　一稀少性の制約と道徳問題一　Ⅴ. 功利性原理の効用と道徳教育の革新　一社会
的ジレンマという思考実験一

75

中井孝章　1993　「「学校道徳」批判研究序説　Ⅱ
一モラルジレンマへの思考実験的アプローチ一」
大阪市立大学生活科学部紀要・第41巻　169-190.

道徳教育論・コールバーグ理論・モラルジ
レンマ授業

この論稿を通して、懐疑論としての道徳授業の新たなモデルが探求されてきたのであるが、現段階ではモラルジレンマという視座を核として、そのモデルが構
築され得る可能性が開示されたと言える。また， この論稿は，従来，道徳教育・論の立場から公然と無視されてきた功利主義原理の効用を見出し，その名誉
を回復していくこと 一ー と同時に，その限界を見定めること 一ー をもうひとつの目的としており，それは環境問題と生命問題を主題化していくプロセスにおい
て概ね果たされたものと考えられる(環境問題に対しては，社会的 ジレンマを通してその効用が，生命問題に対しては，サパイバル ・ロッタリーを通してその
限界が， それぞれ示された)。さらに，この論稿では，紙数の関係等で充分論述することのできなかったもののひとつに， コールバーグの道徳授業論がある。
「正義的共同社会」[大西文行，1988; 2-11/佐野安仁，吉田謙二，1993］による道徳教育と称されるコールバーグの理論は， J.ロールズの正義論 [Rawls，
1971=1979] や J.ハーパーマスの 「ディスクルス倫理学」 [Habermas，1983 = 1991] と共に，鼻祖とする正義論の系譜に位置するが，管見によると，それは，
道徳教育(道徳授業)の モデルを繕築するに当たって，公正の原理(正義論の立場)から功利性の原理(例えば， V章で述べた 「利他的利己主義」) を“低次元
の道徳”一 コールバーグでは「前慣習的」水準，「道具的互恵主義」段階程度のー とみなし，軽視すると共に排除してきたのである。今後，道徳教育にみられ
る正義論への偏りを是正することも含めて，道徳教育において功利性の原理が有効性を持ち得るということ，精確には功利性の原理をまったく無視して，公
正の原理だけで道徳教育を行うことが不可能(非現実的)であるということを今後，「学校道徳」批判研究のさらなる研究課題としていくことにしたい(功利性の
原理をま ったく 無視し排除した道徳教育のモデルもまた，特設道徳、と何ら変わりがないという意味で，広く「学校道徳」とみなすことができる)。最後に， I～
VII章を通じて論述し検討してきた道徳授業のモデルを表にまとめ，結論に代えることにする。
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渡部玲二郎　1993　「児童における対人交渉方略の
発達 : 社会的情報処理と対人交渉方略の関連性」
教育心理学研究 41(4),  452-461.

社会性の発達・対人交渉方略・セルマン 本研究では，日本の児童においても情報処理ステップがINSを規定していることが証明でき，モデルが日本でも適用可能な指標になると考えられる。また，同
時に，INSと対人志向スタイルについて、学年差， 性差 ，対人交渉の文脈差やそれらの交互作用について検討し，日本の児童の対人交渉について考察する
ことも目的とする 。
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荒木紀幸編　1993　「資料を生かしたジレンマ授業
の方法」  明治図書

モラルジレンマ授業・教材開発・ジレンマ
資料（小・中）36編、価値分析表（27編）、
授業展開（15事例）

モラルジレンマ授業を具体的に実践していくために必要な手順や理論的な背景，授業モデル，発問計画，授業評価の方法､モラルジレンマ資料の具体的な活
用法、資料の内訳などを詳説した。その後、取り上げた資料と出典、を示し、最後に展開事例を「判断・理由づけの道徳性発達段階」、［授業の展開］別に示し
た。執筆者；荒木紀幸，三森貴子，西前弘幸，森川智之，日野正行，堀田泰永，植田和也，松本朗，山田勝則，伊藤裕康，原壽，岸本達三，中川進，徳永悦
郎，畑耕二，藤本恵美子，新垣千鶴子，松尾廣文，野口裕展，門脇岳彦，内田有一，森永進，丸山屋敏，魚住和代，秋吉博之，原田敏隆
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荒木紀幸編　1993　「道徳性の測定と評価を生かし
た新道徳教育」　明治図書

道徳教育・各種の道徳性発達検査・授業
過程分析と評価

道徳性の発達に関する基本原理をコールバーグ理論に基づいて説明し，加えて道徳教育における測定（道徳性発達検査、公平性検査、役割取得検査、社
会的視点取得検査）と評価の在り方や方法（「ぜったいひみつ」における発達段階の同定、役割取得と発問、モラルディスカッション効果、メタ分析による授業
の累積効果）をコールバーグ理論から示し，道徳授業における評価の留意点を述べた。共著者；  岡田達也，武川彰，鈴木憲，松尾廣文，徳永悦郎，新垣千
鶴子，吉田重郎，野口裕展，堀田泰永
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村末勇介　1993　５・６年複式道徳学習指導案　「ゆ
きこさんの誕生日」 　「天までとどけ」の屋根裏部屋
～村末勇介の教職実践ノート～、野下小学校

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材ーゆきこさんの誕生日（加
藤健志作）

本主題では，信頼・友情と家族愛との間で起こる葛藤場面を中心に児童に道徳的問題場面として考えさせる。信頼・友情および家族愛に関する，本学級の児
童の見方・感じ方・考え方の実態を事前調査した（1）ここでは，児童の主体的な学習活動を成立させるために，２つの価値を内包するモラルジレンマ資料を用
いて，討論を中心に展開する。また，どちらか一方の価値へ導くのではなく，最終的な判断は児童に行わせるオープンエンドの形式を取る。（2）討論を活発な
ものにするために，児童が資料のあら筋をしっかりと捉えられるようにしたり，それぞれの児童の判断や理由が明確になるようにする。また，座席を固定せず
意見のまとまりや違いに応じて，自由に移動できるようにする。（3）討論においては，異なる段階の意見相互の交流を促すように配慮し，教師の介入をできる
だけ行わないようにするが，思考活動が止まったり，意見が出なくなった時には，的確な方向づけを行う。（4）自分の考えを明確に発表したり，考えの深まりを
自分自身で把握させるために，学習カード等を利用する。（93年11月22日実施）。

80
荒木紀幸・森川智之　1994　「小学校における異文
化間教育のための基礎的研究－（１）」　兵庫教育大
学研究紀要 第14巻　83-95.

異文化間教育・異文化に対する態度調
査・役割取得能力

異文化間教育の第１報告である。ここでは異文化に対する態度検査を作成し，役割取得検査と合わせて実施した結果から，異文化接触の外国人に対する態
度形成に及ぼす影響や役割取得能力の発達との関わりを明らかにできた。
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荒木紀幸・森川智之　1994　「小学校における異文
化間教育のための基礎的研究－（2）認知発達理論
に基づく異文化間教育モデル－」　実技教育研究
第８号　兵庫教育大学学校附属実技教育研究指導
センター、13-27.

異文化間教育・国際理解教育・異文化教
育モデル

第１報告をふまえ，学校教育で具体的に異文化間教育に取り組むための提案を行うために，１.　現行の国際理解教育の傾向と問題点を異文化に対する態
度との関わりにおいて分析する，２.　問題点を補完するために，われわれの意図する「異文化間教育」 の基本的な立場を明らかにし，具体的なモデルを提示
した。
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取材・文（松田洋子・小森茶月）・話題提供（荒木紀
幸）　1994　「小学校・中学校/いまどきの道徳教育
は、どうなっている？　EQ,MI,そして、モラルジレンマ
……!!」　DENIM  1994  7月号、128-133.　小学館

道徳の指導法・ＥＱ（倫理的態度指数）・
モラルジレンマ物語（アルメニア大地震、
奇跡の生還ー永田彰寿作）による社会的
視点取得検査

これからは「ＥＱ」ではなく「ＥＱ」の時代!？　　世界に誇れる日本のドートク。だが、実社会でのモラルは低下は!？　諸外国では宗教が道徳教育の代わりをす
る!!　　いま”道徳教育”を真剣に必要としているのは大人たちのほうだ　ガポールの提唱するＥＱ指数（倫理的態度）基準表（成熟社会より）、EQ,MI,そして、モ
ラルジレンマ……!!　　モラルジレンマ授業について、荒木は次のように述べた。［モラルジレンマ授業の出現は衝撃的でした。物語がオープンエンドなので、い
ろいろな考え方が子どもから出される。その中で､人間の権利や自由がどこまで尊重されるか､正しさ《正義》とは何かを一緒に考えるわけです。ここで道徳性
発達の個人差や､各自の考え方の違いがわかり、それを伸ばす指導もできる。そういう意味でモラルジレンマ授業は、個性教育とも言えるでしょう。　」　さっそ
く次ページに進んで､モラルジレンマ物語りに挑戦してみたい。次ページには、登場人物の心の葛藤を表現したモラルジレンマ物語によるアルメニヤ大地震の
課題とチェックリストー「社会的視点取得検査]の質問用紙と多肢選択肢による回答用紙。　本誌は、「道徳教育はあくまで基礎の場。一生かけての自己学習
こそが重要」と締めくくっている。
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井原孝夫､荒木紀幸 　1994　「道徳授業に対する意
識の実態－大学生を対象とした意識調査より－」
日本道徳性心理学研究会　第10回研究発表会

道徳の指導法・意識調査・道徳教材 教員養成系O大学生を対象に、研究１(65名)では道徳に対する意識について、研究2（52名）ではクローズエンド(車椅子の少年－生活資料、知見資料、思い
やり、公正公平(副読本)；最後の贈り物－物語り資料、感動資料(文部省、私たちの道徳）、思いやり、信頼友情）とオープンエンド(困ってしまった王様－物語
り資料、葛藤資料（伊藤裕康作、丸山屋敏改作）、思いやり、遵法）教材を用いた授業について調査した。大学生の約6割が道徳の授業の意味を肯定的に捉
えていた（思いやり、優しさといった人として大切なことを学ぶことができた．授業を通して積極性、仲間意識が育った。意味がなかったの理由には授業が上滑
り、生活に生きない、価値の押しつけなど）。印象に残った授業には、生活を扱ったものや同和教育。資料に対して求めることは、主体的に授業に向かわせ
る、話合いを深めるもの、考えるべきもの、身近な生活に係わるもの。調査2では、感動的なものよりも認知的ズレが知的好奇心を刺激する資料、オープエン
ドの資料を使いたい､等が多かった。回答は道徳授業に対する期待や要望の現れ（心を育てる授業、学習者が主体的に取り組める授業）であった。
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荒木紀幸　1994　「新しい学力観に立つ道徳の授業
をどう創造するか－高価値社会で主体的に生きてい
くための道徳授業のポイント」　教材開発　1月号，第
72号、42-45.　明治図書

道徳の指導法・新しい学力観・モラルジレ
ンマ授業

１．新しい学力観と道徳教育､2.認知発達論からみた授業づくり､について述べた。1では、道徳性を発達させる基本的な条件として、ピアジェ、コールバーグの
考える認知的発達を支える条件の特徴を示し、指導原理には①子ども自身がよく考えて判断を下す、②できるだけ多くの多様な考えに触れる機会を用意す
る。2では、均衡化理論を示し、水平的発達と垂直的発達に言及し、指導原理③として、どの考えが一番すばらしいか、なぜそうなのかがきちんと説明できる、
をあげた。その後授業のあれこれとして、通常型の授業を２つ（座右の銘、詩などの資料を使ったもの、小説や随筆を用いた授業）を紹介し、3として、ジレンマ
授業からみた授業づくりを述べた。学習指導要領とジレンマ授業の共通点10点を示し、それに基づいてモラルジレンマ授業の意義を「学習意欲の喚起ー道徳
的問題解決への内発的動機付け」「問題解決のための認知方略（役割取得の積極的な利用）の学習」の他、「授業の継続が道徳的な問題に対する感受性を
高める」等と示した。
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Naito Taksi ；内藤俊史　1994　「A Survey of
Research on Moral development in Japan」Cross-
Cultural Resarch,Vol.28 No.1, 40-57. Sage
Pablications,Inc.

文化交差的研究・日本における道徳性の
発達研究・コールバーグ，デーモン、ゴー
ドン

わが国の道徳性の発達に関わる研究をクロス・カルチャーな視点でレビューしたものである。大西、山岸、岩佐、二宮、渡辺、首籐、荒木などの研究や菊池，
東等が取り上げられた。
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荒木紀幸　1994　「連載-モラルジレンマ資料で道徳
授業の活性化　1～３」　｢道徳｣授業研究」4-5月号
No.20～｢道徳｣授業研究」8-9月号　No.22、68-71.
明治図書

道徳の指導法・コールバーグ理論・兵教
大方式モラルジレンマ授業

連載1．「学ぶ値打ちのある､実のある、楽しい道徳授業をめざして」では、1.モラルジレンマ授業研究の出発、２．モラルジレンマ授業を発展させてきた数々の
基礎的な研究を示し、３．授業の成果はあったかでは、２点、「授業は道徳性を発達させたか」、「授業で子どもは楽しめたか」について、ブラット効果と酷似の
成果や高い学習意欲を表わした多くの結果を示し、モラルジレンマ授業は新しい学力観に基づく自ら意欲的に考える学習の成立と道徳性の発達に有効であ
ることを明らかにした。連載2.「学習指導要領がめざす道徳授業とモラルジレンマ授業の関連」では、1.学習指導要領がめざす道徳授業、を述べ、2.モラルジレ
ンマ授業の基本的な考えを示し、３道徳性を発達させる学習メカニズムを述べ、4.モラルジレンマ資料の動機づけ効果に触れ、5.道徳教育の全体主義、につ
いて言及し、道徳的自律を促す指導法としてモラルジレンマ授業が多くの示唆や手がかりのあることを示した。連載３　ジレンマ資料はなぜ子どもたちに価値
ある思考をもたらすことができるか、では、ジレンマ資料の２つのタイプを示し、その具体例を挙げ説明し、２．ジレンマの解決過程について、日常での解決
策、授業でのジレンマ解決を示し、最後に、3.ジレンマの解決と道徳性の発達について、まとめた。
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荒木紀幸　1994　「連載-モラルジレンマ資料で道徳
授業の活性化　4～6」　｢道徳｣授業研究」10-11月号
No.23～｢道徳｣授業研究」2-3月号　No.25、68-71.
明治図書

道徳の指導法・コールバーグ理論・兵教
大方式モラルジレンマ授業

連載４.「ジレンマ授業の展開と教師の発問」では、１モラルディスカッションの歌、を授業の初めでみんなと歌う上月学級を紹介し、2.では、道徳性を発達させる
基本的な条件を、Ａ.認知構造の質的変換には不均衡状態が必要で、Ｂ.自己と他者の交互作用《話し合い、登場人物の身になって考える）を通してより高次の
均衡化が生じ、Ｃその解決には認知能力と役割取得能力が必要であることを説明した。３.基本的な授業の流れと教師の役割では、授業の展開に合わせた発
問を示し、4.１主題２時間授業の実際をモラルジレンマ［キャットピープル］を使って、授業展開過程と共に示した。連載５.「道徳的判断力の育成は道徳的心情
の陶冶と連動している」では、その理論的背景を示し、ジレンマ授業で道徳的心情がどう高められたかを、新垣千鶴子（1990）による道徳的感受性が高められ
た「母チンパンジーの悲しみ」の実践や魚住知代（1994）の道徳性の発達と社会的スキルとの相関関係から､コールバーグとリコーナのループ説（役割取得の
向上が向社会的行為をもたらす）が支持されたことを紹介した。連載６では、「モラルジレンマ授業で教育評価、授業評価に取り組もう」を取り上げた。1.で道徳
教育における評価を取り上げ、２.ジレンマ授業でどんな評価ができるかについて述べ、3.評価における留意点を示した。最後に、上田仁紀と荒木の共同開発
になる新しい道徳性発達検査「ＭＩＮＤー1」､小学生版を紹介し、尺度として信頼性、妥当性が高いことを示した。
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徳永悦郎・有田和正・押谷由夫・吉永潤・七條正典・
荒木紀幸　1994　「特集；モラルジレンマ学習は判断
力を育てる；誌上シンポジウム」　｢道徳｣授業研究
10-11月号　No.23．5-23．

モラルジレンマ授業・道徳的判断力を育
てる・ジレンマ学習

誌上シンポジウム－提案；モラルジレンマ学習は判断力を育てる（徳永悦郎、5-11）；提案に対する意見、資料の質と提示の仕方がちがうだけでないか（有田
和正》､ジレンマ学習の道徳学習全体での位置づけを明確に（押谷由夫）、＜モラルジレンマ＞はジレンマは見つからなかった《吉永潤）、「判断力を育てる」モ
ラルジレンマ学習の意義と今後の課題（七條正典）、子どもにとって実のあるモラルジレンマ授業とは（荒木）、12-22.；意見を読んで、ジレンマ学習の意義と課
題を明らかに＊道徳の時間のカリキュラムづくりをめざして（徳永）22.
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大島貴子・畑耕二・原壽・長谷川重和・植田和也・堀
田泰永・松尾廣文・野口裕展・岡田達也　1994　「モ
ラルジレンマ学習の実践」｢道徳｣授業研究　10-11
月号　No.23　24-47.

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材開発（8編のモラルジレン
マ資料）

モラルジレンマ資料による実践、低学年；大島貴子（｢たろうのまよい-けいこのまよい改作」小学1年生、24-26頁.；畑耕二（二ひきのライオン､小学2年、27-29
頁）：中学年；原壽（家族旅行、30-32.頁）、長谷川重和（ぜったいひみつー話の最後をオープンでなく、本当のことを綾子さんに言った、小3年、33-35頁）、高
学年；植田和也（［村の幸せって何ですか？、36ー38頁）、堀田泰永（「伝統の獅子舞」39ー41頁）、中学校；松尾廣文《この子のために、42ー44頁》、野口裕展
（「アルメニア大地震『奇跡の生還』」、45ー47頁）
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上田仁紀　1995　「ジレンマ課題を用いた児童版道
徳性発達検査の開発とその検討」　兵庫教育大学大
学院修士論文

児童版道徳性発達検査・モラルジレンマ
課題・信頼性・妥当性

本論文は２部から構成されている。第１部ではコールバーグ理論に基づく道徳性の発達を測定する客観的な発達検査の開発に充て、第２部では文部省が学
習指導要領で示す学年別の道徳的な行動傾向の充足度を査定する客観検査の開発に充てた道徳行動の発達的な同定に関する総合的な研究である。851
名の小学生を用いた第１部の研究では、提示されたモラルジレンマへの回答傾向から個人の道徳性の発達段階を評定するのである。それによると、期待した
方向で道徳性の学年進行による上昇が認められ、他の客観検査、規範－基本判断判定法や公平性検査との相関も高く、知能とも適度な相関を得ている。ま
た第２部の研究で得られた行動傾向得点は概ね妥当な発達曲線を示し、再検査法（２ヵ月）でも0.8以上の相関であった。また、第１部の研究を検査の妥当性
に関わって更に発展させ、子どもの実態にあった道徳性発達段階が得られるような修正得点版を開発している。
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荒木紀幸・亀井綾美　1995　「道徳性の発達に関す
る５年間の縦断的研究－道徳性発達検査，山田さ
んのジレンマを用いて」　学校教育学研究 第７巻
73-80.　兵庫教育大学学校教育研究センター

道徳性の発達・5年の縦断的調査・山田さ
んのジレンマ（道徳性発達検査）

本研究はコールバーグ理論に依拠する道徳性の発達に関する縦断的研究である。小学校５年生から５年間の追跡調査の結果、小学５年生では段階１と２，
小学６年生で段階２，中学２年生で段階２と３，中学３年生で段階３と特徴づけられた。女子が男子より３段階への移行が早いという結果を得た。それは、思い
やりや人間関係を重視したよい子である女子への期待から説明された。小学生でのモラルジレンマ授業の経験の有無とその後の道徳性の発達を関係づけ
て分析したところ、道徳授業の効果が持続し、段階3への移行に効果があった。
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畑耕二　1995　「荒木紀幸解説、ビデオで授業レッス
ン　①モラルジレンマの授業－まほう使いのプレゼ
ント・小学2年－授業者、畑耕二」　明治図書

道徳の指導法・VTRによる授業事例・①
モラルジレンマ教材、まほう使いのプレゼ
ント－コールバーグ作

本書は本文と付録の圧縮版ＶＴＲ 授業記録（授業者：畑耕二、ジレンマ資料－魔法使いのプレゼント，１主題１時間，を取り上げ映像化したもの）より構成され
ている。本文ではこの授業の理論的な背景（コールバーグの認知発達論）や授業の解説や分析を行い、また授業実践のための具体的な授業過程モデルに
ついて言及した。この制作は道徳性発達研究会（堀、植田、山田勝則、森川、魚住知代、荒木）により進められた。

93
畑耕二　1995　「荒木紀幸解説、ビデオで授業レッス
ン　②モラルジレンマの授業－ぜったいひみつ・小学
４年－授業者、畑耕二」　明治図書

道徳の指導法・VTRによる授業事例・モラ
ルジレンマ教材、ぜったいひみつー畑耕
二作

本書は本文と付録の圧縮版ＶＴＲ授業記録（授業者：畑耕二ジレンマ資料－ぜったいひみつ，１主題１時間，を取り上げ映像化したもの）より構成されている。
本文ではこの授業の理論的な背景（コールバーグの認知発達論）や授業の解説や分析を行い，また授業実践のための具体的な授業過程モデルについて言
及した。この制作は道徳性発達研究会により進められた。

94
徳永悦郎　1995　「荒木紀幸解説、ビデオで授業レッ
スン　③モラルジレンマの授業－サッカー大会・小学
６年-授業者、徳永悦郎」　明治図書

道徳の指導法・VTRによる授業事例・モラ
ルジレンマ教材、サッカー大会－徳永悦
郎作

本書は本文と付録の圧縮版ＶＴＲ授業記録（授業者：徳永悦郎，ジレンマ資料－サッカー大会，１主題２時間，を取り上げ映像化したもの）より構成されてい
る。本文ではこの授業の理論的な背景（コールバーグの認知発達論）や授業の解説や分析を行い，また授業実践のための具体的な授業過程モデルについ
て言及した。この制作は道徳性発達研究会により進められた。

95
鈴木憲　1995　「荒木紀幸解説、ビデオで授業レッス
ン　④－この子のために・中学１年－授業者、鈴木
憲」　明治図書

道徳の指導法・VTRによる授業事例・モラ
ルジレンマ教材、この子のためにーコー
ルバーグ作

本書は本文と付録の圧縮版ＶＴＲ授業記録（授業者：鈴木憲；ジレンマ資料－この子のために，１主題２時間，を取り上げ映像化したもの）より構成されてい
る。本文ではこの授業の理論的な背景（コールバーグの認知発達論）や授業の解説や分析を行い，また授業実践のための具体的な授業過程モデルや同じ
ジレンマを用いたブラットとコールバーグの授業についても言及した。この制作は道徳性発達研究会により進められた。
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澤田忠幸　1995　「幼児期における他者の見かけの
感情理解の発達(3)他者視点取得能力及び誤った信
念理解との関係」　日本教育心理学会第37回総会
論文集　S29.資料

他者の感情理解・他者視点取得能力・心
の理論

幼児期における他者の見かけの感情と本当の感情の理解は、4歳から6歳にかけて発達することが追認されたが、その認知的発達を支える下位の認知能力
として､『誤った信念』の理解に代表される同一対象に対して異なる表象を同時に帰属することができるだけでなく、他者の立場から二重表象を理解する他者
視点取得能力の発達が重要な役割を担っていることが明らかになった。

97

諸富祥彦　1995　「「価値の明確化」の理論と実践に
関する研究 」　千葉大学教育実践研究 2, 　1-34.

価値の明確化・カウンセリング、ガイダン
ス・「過程志向」の概念

本稿では、わが国における道徳授業の現状をふまえた上で、価値の明確化の理論と実践に関する検討を行なった。その結果、①アメリカでのこの方法の実
践を日本でそのまま行なうことは有効でないが、カウンセリングやガイダンスに親近性を持つこの方法は、児童生徒が自らの生き方を吟味するのを援助する
上で具体的な手がかりを与えてくれる、②より重要なのはこの方法の基底にある「過程志向」概念を「道徳授業」の実践原理として採択することである。それ
は、道徳授業モデルのラディカルな変革を要請する。

98

渡部玲二郎　1995　「仮想的対人葛藤場面における
児童の対人交渉方略に関する研究 年齢, 性, 他者と
の相互作用, 及び人気の効果」　教育心理学研究.
43巻3号 248-255.

社会的適応・対人交渉方略・セルマン 本研究では,　ある仮想的な対人葛藤場面を用意し,被験者がその場面でどのような社会的情報処理を行い,どのようなINSを選択するのか,次に,そのINSに対し
て相手が不満を示す状況を設定し,それらがどのように変わるのかを調べることを目的とする.

99
鈴木敦子　1995　「幼児の道徳的規範, 社会的ルー
ルの発達 : 文脈依存的表現の調整という視点から」
東京大学大学院教育学研究科紀要 36, 361-367.

道徳的規範の発達・エスノメソロジーと文
脈依存的表現・コミュニケーションスキル

本稿では、子どもの社会性、道徳性が発達するとはいったいどのようなことなのかに関して論じた。コミュニケーションの在り方、コミュニケーションのスキルに
対して子どもは未熟なのである。この未熟さが子どもの調整がうまくいかない原因であると思われる。

100

井原孝夫　1996　「環境に関わる問題を素材とした
モラルジレンマ授業の実証的研究」　 兵庫教育大学
大学院修士論文

環境教育・道徳性の発達・モラルジレンマ
授業（モラルジレンマ教材開発、「鹿退治
（井原孝夫作）」、「ゴミ処理場がやってく
る（井原孝夫作）」

本論文はモラルジレンマ授業の環境教育への適用を扱っている。3つの視点、視点1では１主題２時間のモラルジレンマ授業（Ａ型授業）で環境に関わる問題
を素材とした題材を中心に授業を行い、視点２では問題解決のため「調べ学習」を取り入れた１主題３時間のジレンマ授業（Ｂ型授業）を行い、研究３では共感
資料の中にあるジレンマを掘り起こすことによって従来型資料による道徳性の発達を目指す１主題３時間ジレンマ誘導型授業（Ｃ型授業）を行う、という授業
設計をした。なおこのために開発されたモラルジレンマ教材は、「鹿退治－動物の保護と開発を考える」と「ゴミ処理場がやってくる－自然保護と開発を考え
る」である。①視点１について、Ａ型授業とＢ型授業における１主題ごとの分析､④主題の授業継続の前後における道徳性の測定により発達が認められた。②
調べ学習を取り入れたＢ型授業はＡ型授業と比べて判断・理由づけの平均意見数､意見のカテゴリー数において有意な差が認められた。調べ学習を通して道
徳性の段階的上昇も見られた。線結び法による児童の授業評価で、調べ学習を好意的に受け止めていて、Ａ型授業が感情の面で評価が高かったのに比べ
て、Ｂ型授業は認知的な面で評価が高かった。これは調べ学習導入による効果と役割取得の機会の多かったことと考察した。③Ｃ型授業においては、Ａ型と
Ｂ型の授業に比べ十分な道徳性の発達が促せなかった。しかし、事例のよっては判断・理由づけについて道徳性の発達が見られた。１主題授業では水平的
な発達が生じていたことが窺え、従来型資料における認知的発達論に基づく道徳授業展開の可能性が残されたといえる。

101
荒木紀幸　1996　「モラルジレンマの手法を工夫す
る」　教職研修  4月号　146－147.　教育開発研究所

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマー消えたハーモニー（松尾廣
文作）

ここでは、モラルジレンマ授業とは、その定義を明らかにした。理論的な背景を丁寧に示した。次に、モラルジレンマ授業の実際として、松尾廣文の行なった自
作の「消えたハーモニー」を用いたモラルジレンマ授業を具体的に説明し、またモラルジレンマ資料、「消えたハーモニー」の概要を示した。

102
荒木紀幸　1996　「第６章　道徳教育」　日本児童研
究所（編）「児童心理学の進歩、1996年度版」　129
－167.　金子書房

道徳教育全般・モラルジレンマ授業・心理
学関係道徳教育文献研究

道徳教育の基礎理論に関する心理学研究と授業実践に関わる心理学的研究の両面に分けて，1987年～1995年にかけて発表された児童期の心理学的研究
を中心に概観したものである。なかでも特にこの間もっとも多く関心を集め研究されていたコールバーグ理論とその実践的研究が中心的に扱われ，今後の研
究への期待が述べられた。

103
星野真由美　1996　「いじめ問題への道徳性発達理
論によるアプローチの方法について」　教育科学研
究15．17-27.　首都大学

いじめ問題・コールバーグ理論・ジュスト
コミュニティー

本稿の課題は道徳性発達理論研究に於いて、『いじめ』問題がどのように捉えられているかを明らかにする。そのことを通して『いじめ』問題に対して、教育学
研究、及び心理学研究が何をなしえるかを考えた。①宗方の、「アイゼンバーグのプロソーシャルアプローチ、『いじめ』例話の道徳判断」を検証、②東による
いじめとの関連で道徳性発達（感情面）を日米で比較研究。③コールバーグのジュストコミュティーをいじめ問題解決のカギになるかを考察。
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104

荒木紀幸　1996　「モラルジレンマ授業の教材開発」
明治図書

教材開発・モラルジレンマ・教育評価、授
業評価

Ⅰ平野武夫博士に見る価値葛藤　1.はじめに　2.平野武夫に見る価値葛藤の場と道徳教育　3.価値葛藤の解決方法　4.価値葛藤の場の構成方法　Ⅱ　ロー
レンス・コールバーグ博士に見るモラルジレンマ　1.ブルーバッハにおける価値葛藤の解釈　2.コールバーグにおけるモラルジレンマ（価値葛藤）　3.コール
バーグのモラルジレンマ資料解釈とディスカッションの意味　4.シェフ、マッコイ、ロスたちが開発したモラルジレンマ資料　5.ゴンバーク教授による高校でのモラ
ルジレンマ授業　Ⅲ　われわれのモラルジレンマ解釈と資料開発　1.モラルジレンマ資料のとらえ方　2.われわれが開発したモラルジレンマ資料　3.資料の改
作　Ⅳ　モラルジレンマ資料で道徳授業の活性化　Ⅰ．学ぶ値打ちにある､実のある､楽しい道徳授業をめざして　２．学習指導要領がめざす道徳授業とモラル
ジレンマ授業の関連　３.ジレンマ資料はなぜ子どもたちに価値ある思考をもたらすことができるか　4.ジレンマ授業の展開と教師の発問　5.道徳的判断力の育
成は道徳的心情の陶冶と連動している　6.モラルジレンマ授業で教育評価、授業評価に取り組もう

105

荒木紀幸　1996　「研究会の歩み」　第3回日本道徳
性発達実践学会シンポジウム資料；2005「研究会の
歩み」　道徳性発達研究 第1巻 第１号 37-43. 日本
道徳性発達実践学会

道徳教育の改善・道徳性の発達・道徳性
発達研究会

1982年に兵庫教育大学の片隅に誕生した小さな集まりの道徳教育研究会は時を得て道徳性発達研究会となり、20年後の2001年7月8日に新たな名称を定
め、日本道徳性発達実践学会として発足した。この後、学会誌「道徳性発達研究」の第1巻第1号発行（2005年10月）に合わせ、これまでの研究会の研究の歩
みに関する資料を「道徳性の発達に関する研究年報（1989年度版（第1号）～2003年度版（第15号－われわれの研究の歩み－文献・研究会活動一覧）」に基
づいて作成し、まとめたものである。

106

内藤俊史（企画） , 話題提供－田沼茂紀 , 栗加均 ,
荒木紀幸 , 大西文行（指定討論者）　1996　「教育の
国際化による道徳性研究の課題　　話題提供；認知
発達論に基づく異文化モデル」　日本教育心理学会
総会発表論文集 自主シンポジウム14、38(0), S92-
S93.

異文化教育モデル・道徳性発達論、コー
ルバーグ理論（モラルジレンマ資料、かさ
をもたずに、愛犬と暮らすーどちらが正し
いか、森川作》・カルチャー・アシミュレー
ター

荒木は「認知発達論に基づく異文化間教育モデル」と題して次の提案を行なった。我々は小学生の異文化に対する態度について因子分析した結果、外国人
に対するあこがれ．外国人に対する主体的関与、外国人に対する漠然とした不安、外国人に対する違和感の4つの因子を抽出した（1994）。この4つの因子が
国際理解教育の文部省指定校（90校、1990〜92）の研究主題、研究計画の中でどのような扱いであるかを、価値の伝達多次元モデル（Beianger，W．A.、
1993）に基づいて分析した。この結果．第3・4因子の区別が不明瞭な上、潜在的な扱いで偶発的な効果を期待しているに過ぎないことが分った。こうした国際
理解教育の問題点を補完するために、役割取得能力の発達を中核とする「異文化問教育亅の仮想モデルを提案する。その要件に、1）役割取得能力の発達
を援助する道徳授業、2）異文化に対するポジティブな態度を形成するための指導、3）異文化に対するネガティブな態度を低減するための指導、4）コミュニ
ケーション能力の向上、5）道徳的雰囲気の構築、6）役割取得能力の発達を基礎とする知識形成を想定。これらの６要件は異文化間教育において、対話と社
会的認知の発達を重視する立場（Boyd，D，1992）に基づいている道徳授業、それは、コールバーグの道徳性の認知発達理論を取り入れたモラルジレンマに
よる授業で、「道徳的認知葛藤の経験」と「役割取得の機会」を取り入れた討論授業を介したオーブンエンドの道徳的問題解決学習を特徴とする。不安低減の
ために認知論的アプローチーアメリカで開発された異文化トレーニングの1手法であるカルチヤー・アシミレーターを導入。これはトレーニングを受けるものに
他の文化に内在する基木的な考え方や態度、役割期待などを提示し．文化によって規定された視点に気づかせ，相手の視点から理由づけができるようにす
るものである。道徳の時間（国際理解と親善）の実践例（小学5・6年）： 共同研究者の森川（愛知県米田小）は異文化問題を扱った自作のモラルジレンマ資料
「かさをもたずに（1994）」、「愛犬と暮らす一どちらが正しいか（1995）亅の実践を行い、役割取得能力への影響や不安低減の可能性を検討している。

107

中村清　1996　「コールバーグの道徳教育論につい
て 」　宇都宮大学教育学部教育実践研究指導セン
ター紀要 19, 102-112.

道徳教育論・コールバーグ理論・道徳判
断の内容と形式

コールバーグは、道徳判断の内容は文化によって左右されるけれども、その内容に至る推論の式には普遍的な発達段階があると考えた。その上で彼は、こ
の発達段階を促進することが道徳教育の目的だと主張した。しかし、道徳判断を内容と形式に分けて、もっぱら形式に関心を集中するならば、判断内容の当
否に無関心になる。また形式に発達段階を認めるならば、発達段階の異なる人間の間で真の相互理解ができなくなる。これらの点で、彼の道徳教育論には
根本的な難点がある。

108
荒木紀幸　1996　「 主体的に生きる子とをめざした
モラルジレンマ授業を実践しよう」　学校運営研究
第427号　5、明治図書

道徳の指導法・実のある楽しい道徳の時
間・モラルジレンマ授業

子どもにも、教える教師にも「実のある楽しい道徳の時間」を創造するために、子どもの中にある知的好奇心を生かし、他者への役割取得力を育てながら自
律の道徳へ子どもを発達させる方法、認知発達論に基づくモラルジレンマ授業の実践を提案する。

109

森岡卓也　1996　「コ-ルバ-グにおける道徳性と道
徳的発達－「自然主義的誤り」論との関連」　大阪教
育大学紀要 第Ⅳ部門　45(1) 　73～84.

コールバーグ理論・相対主義・自然主義
的誤り

コールバーグは道徳的発達の心理学的研究を進めるにあたって、道徳性の哲学的概念を前提にした。そして心理学的研究の成果は「最も適切な道徳性とは
何か？」という哲学の難問解決に貢献できるとした。この点に彼の「自然主義的誤り」を見出して、彼の理論は「道徳教育の理論として不的確だ」と非難する人
たちがいる。しかし、「自然主義的誤り」論は簡単には処理できない。彼自身はその誤りを自覚した上で、あえて犯したのだ。その後彼は数多くの批判を検討し
た結果、第6段階に関する主張を弱めた。一歩後退したとはいえ、彼の非相対主義の主張は我が国の道徳教育に大きな示唆を与える。

110

藤村智子　1996　「甲子園でプレーがしたい」　平成8
年度学習指導案襲データベース、岩手県立総合教
育センター

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ資料－甲子園でプレーがした
い（堀田泰永作）

指導構想本時は、内容把握の後に主人公の雄一が義男との約束と野球有名校への誘いとの間で悩む場面をとらえさせる。さらに「雄一はどうすればいいと
思いますか？」の発問により自分の考えをつくり、どのような判断をするべきかを中心に話し合いを展開する。話し合いの中で他の意見に耳を傾けさせ、反応
に応じてゆさぶりをかけながら、さらにもう一度二回目の判断を求め、時間の中での自己の高まりや変化を感じ取らせたい。「甲子園でプレーがしたい」・義男
との友情と、甲子園への夢との間で迷い悩む主人公の姿を通して、複数の価値をあわせた中での友情のあり方について考える。　・ちがう意見にも耳をかた
むける中で、より高い価値に気づき、よりよい人間関係を築いていく判断力を育てる。

111

荒木紀幸（編著）；執筆者、岡田達也、植田和也、上
田仁紀、堀田泰永、井原孝夫、村上博夫、松尾廣
文、鈴木憲、野口裕展、林泰成、大西文行、岩佐信
道、山岸明子、内藤俊文、吉岡昌紀　1997　「続　道
徳教育はこうすればおもしろい－コールバーグ理論
の発展とモラルジレンマ授業－」　北大路書房

道徳指導法、コールバーグ理論・モラル
ジレンマ授業（モラルジレンマ教材ーター
ザンロープ、 ぽんたとりんりん、なくしたか
ぎ、門番のマルコ、ぽん太と章ちゃん、ぼ
くの父さん、消えたハーモニー、本当の優
しさとは、どっちが悪い？）

序章、２１世紀に期待される人間像とモラルジレンマ授業（荒木紀幸）、実践編（小学校）1章１年生（岡田達也.ターザンロープ）２章２年生（植田和也、ぽんたと
りんりん）３章３年生（上田仁紀、なくしたかぎ）４章４年生（堀田泰永、門番のマルコ）、５章５年生（井原孝夫、章ちゃんと子だぬき）、６章６年生（村上博夫、ぼ
くの父さん）（中学校）７章１年生（松尾廣文、消えたハーモニー）、８章２年生（鈴木憲、本当の優しさとは）、９章３年生（野口裕展、どっちが悪い？）、10章.道
徳性とは（荒木紀幸）、11章.発達段階の特徴と教育への示唆（荒木紀幸）､12章.内発的動機づけ論とモラルジレンマ授業（荒木紀幸）、13章.モラルジレンマに
よる討論授業（荒木紀幸）、14章.ディベイトとモラルディスカッション（林　泰成）、15章.モラルジレンマ授業がめざす教育目標（学力）（荒木紀幸）、16章.環境教
育、異文化間教育と生き方教育（荒木紀幸）、17章.コールバーグと私 （大西文行・岩佐信道・山岸明子・内藤俊文・荒木紀幸）、コールバーグ博士の横顔（荒
木紀幸）．18章.コールバーグ理論の魅力－前提として置かれている人間観（吉岡昌紀）、19章.道徳性発達検査、フェアネスマインドについて（荒木紀幸）、資
料編、実践で使用したジレンマ資料（挿絵を含んだ完成度の高いもの）９遍を掲載、資料を拡大コピーを利用すると授業に直接利用できる
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広瀬信　1997　「モラルジレンマ資料は道徳授業に
有効か」　富山大学教育学部紀要　49巻　51-64.

道徳の指導法・コールバーグ理論・モラル
ジレンマ資料

はたしてモラルジレンマ資料は道徳授業に有効であるのか, もしそうだとするとそれはどのような場合であろうか,本稿が最初に設定したこの検討課題への私
の回答を示しておこう。「モラルジレンマ資料」は道徳授業に有効であり得るが,それが有効であるためには,以下の ような二つの条件を満たす必要がある。モ
ラルジレンマ資料そのものがリアリティを持っていること,逆に言えば,荒木らの主張するような「状況」をあいまいにした , 従って、責任ある判断がくだしようがな
いという意味で「AもBも成り立つ」ような曖昧な設定の資料ではないこと。「モラルジレンマ資料」を使った討論が初期コールバーグ理論に基づいた二者択一
の閉じられた枠組みの討論としてではなく,何が最善の解決方法かをめぐって,具体的状況と突き合せながら,それに最もふさわしい判断形式、判断内容を集団
的に探究する,開かれた討論として行われること。
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Araki.N.,Horita,Y.   1997 An Application of
Kohlberg's Theory of Moral Dilemma to the
Japanese Classroom and its  Effect on Moral
Development of  the Japanese Stuents. 　兵庫教育
大学研究紀要 (17), 59-67.

道徳の指導法・コールバーグ理論・道徳
性の発達

英文；日本におけるコールバーグ理論に基づくモラルジレンマ授業と道徳性の発達に及ぼす効果：コールバーグ理論の我が国の道徳教育への適用に向けて
授業実践し検証し，提出された８修士論文《著者の堀田泰永の論文を含め兵庫教育大学大学院に提出された修士論文》を手がかりにその効果をメタ分析法
で検討した。 その結果モラルジレンマ授業法の有効性が統計的に示された。
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荒木紀幸　1997　「道徳の時間」の問題点と今後の
課題　　兵庫教育大学教科教育学会紀要 (10), 1-
10.

道徳の指導法・道徳の時間・モラルジレン
マ授業

この小論では「道徳の時間」の実態や「道徳の授業実践」に関して文部省が行った「道徳教育推進状況調査」を手がかりに、現状の道徳教育の抱える問題点
と今後の道徳教育のあり方を探る。道徳の時間の実態を分析し，その改善には教師の意識改革と共に，魅力的な教材開発や新しい授業法の開発，モラルジ
レンマ授業の有効性などのいくつかの提案を行った。研究1から研究4を通して結果を眺めると、共感型資料の場合、「主人公の心の揺れに従ってお話に共感
させることができ、ねらいに即した道徳的な価値に気づかせることができ、教えやすい。」との判断から資料が選択されていた。 一方、ジレンマ資料は「オープ
ンエンドのため、子どもたちが自由に一つの価値を他の価値とからめたりして、様々な視点から考えることができる発展性をもっている。」との判断から選択さ
れていた。 なおいずれの資料も子どもにとって「身近な話」であることが共通して望まれた条件となっていた。最後に、道徳の授業や指導の改善について、中
央教育審議会(1996)が指摘するように、たくましい「生きる力」をもった主体的な人間を育てなければならない。主体的に事の善悪や正邪を価値判断し、自分
にとっても他者にとっても正しい行為を選択できることが大切である。 このような時代には価値葛藤、価値選択の授業は最も重視されなければならない。 以
上の諸点から、子どもたちを認知的な道徳的ズレや価値選択の岐路に立たせ、行動の善し悪しを判断させ、行為を選択させることの意義は極めて高い(魚
住・荒木、1992)。このような授業実践をこれからの課題として提案する。
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前里朱美　1997　「内面に根ざした道徳性の育成を
目指して～モラルジレンマの授業を実践して～」　沖
縄県島尻郡島尻教育研究所　平成9年度　第7号、
73-82.

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材ー時計係（加藤健志作）

授業展開でモラルジレンマを経験させ、内面に根ざした道徳性の育成へと近づけ、将来自分の生き方をよりよく選び取ることのできる力へとつなげたいと考え
本テーマとした。モラルジレンマ「時計係」を用いて検討した。成果として、①よりモラルジレンマさせるための手立てを自分なりに捉えることができた。②道徳
の時間においては、モラルジレンマを経験させ､発表やディスカッションさせることで、より高い道徳性を知る機会になる。これにより、自分の判断を振り返った
り、他の児童と比較、吟味でき、より高い道徳性に導くことができる。内面に根ざした道徳性に導くには効果的であることが確認できた．③内面に根ざした道徳
性の育成のために、他の教科、体験活動などと関連づけた指導計画を作成することで実践への手立てができた。今後の課題として、家庭との連携、学級経営
における雰囲気作り、一人ひとりの内面に迫る資料選択と始動の継続を述べた。
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竹田敏彦　1998　「ドラマによる道徳教育の創造」
広島県立教育センター研究報告、第25号、13-16.

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・ドラ
マの展開

｢ドラマ｣を取入れたモラルジレンマ授業の基本過程；導入－モラルジレンマ資料の提示、展開前半－道徳的価値の類型化（道徳的論点の焦点化、第1次判
断）展開後半－道徳的葛藤討議（第2次判断）、終末前半－価値の内面的自覚（役割表現－主人公の取るべき態度についての役割取得）、道徳的実践意欲
と態度の喚起、終末後半－最終の解決案と理由づけ（第3次価値判断）、オープンエンド
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荒木紀幸・奥村光太郎　1998　「児童の『生命観』に
関する基礎的研究　（１）生死を扱った「絵ばなし」へ
の感想を手がかりに」　学校教育学研究　第10巻、
81-87、兵庫教育大学学校教育研究センター

生命倫理・死生観の発達・生死を扱った
『絵ばなし』、クモの巣とチョウ（奥村光太
郎、作）

子どもの「いじめ・自殺」が社会問題となって久しい。こういった問題を解決するためには，自分の命，他人の命，あらゆる生き物の命を大切にする教育，すな
わち、「命の教育」，「生命観教育」に真剣に取り組む必要があろう。そのためには、対象となる子ども達がどのような生命観を持っているのかを十分に把握し
ておく必要がある。そこで本研究では、現代の子どものもつ生命観を，動物の「生死」に関わる話題に対する感想にもとづいて発達的に調べた。その結果，低
学年では，「蝶々さんがかわいそう」といったように蝶の生命の危機に対してだけ反応する子どもが多いが，学年が進むにつれ，蝶にとっても蜘蛛にとっても，
命は同じように大切だとする公平感が増加するなど，生死の捉え方に発達上質的な差異を認められ，発達による教育方法の工夫が必要であることを指摘し
た。
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研究代表荒木紀幸・研究分担；奥村光太郎・榊原貴
文・佐藤孝弘・宮瀬弘吉・佐々木寿洋・倉戸ツギオ・
淀沢勝治・北井良・鈴木憲　1998　「心の教育、命を
大切にする教育に関する研究」　平成9年度兵庫教
育大学教育改善経費　研究成果報告書

心の教育、命の教育・感性を育てる体験
学習・モラルジレンマ教材；クモの巣とチョ
ウ（奥村光太郎作）、動物好きのジュリー
（シェルフ・マッコイ・ロス作、荒木紀幸訳、
この子のために（コールバーグ作・荒木紀
幸訳）

この研究プロジェクトでは3つの方向から研究を行なう。研究1では生命観の発達に関する基礎的な研究である。ここではプロジェクティブ法を用いて、子ども
がどのような生命観をもち、それがどのように発達していくかを道徳性の発達という観点から明らかにする。研究2では『生や死』に対する感性を育てる教育の
ための1つの方法を小・中学生向けに開発された教材《蜘蛛の巣とチョウ､奥村光太郎作》、それらを用いた体験や実践的な利用を中心に提示することであ
る。研究3では、『生命倫理教育』と「死の準備教育」の方法を小学4年生（動物好きのジュリー）と中学2年生（この子のために、コールバーグ作、荒木訳）にお
ける道徳授業の中で具体的に検討することである。この場合の授業の拠り所は、われわれが開発した１主題2時間のモラルジレンマ授業である。動物好きの
ジュリーは次から引用ーシェルフ・マッコイ・ロス作、荒木紀幸訳、モラルジレンマ授業の教材開発、1996，明治図書した。A4版全133頁
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荒木紀幸　1998　「教育課程基礎講座4～子供のよ
さを生かす教育方法の改善～教材の活用と工夫
(2)道徳の授業はやっぱりおもしろい」　初等教育資
料　2月号　No.681 、64-71.　文部科学省

道徳指導法・モラルジレンマ授業・モラル
ジレンマ教材ー門番のマルコ（堀田泰永
作）

一.　子どものよさをひらくジレンマ資料では、1．堀田作の門番のマルコ、2.この資料で何が問題とされているか、3　タイプⅠ（まほうつかいのメガネ）とタイプⅡ
(門番のマルコ）の二つのタイプのモラルジレンマ資料についてを取り上げ、　二．では、「考える、議論させる」ためのモラルジレンマ授業の展開と教師の発問
について、話し合いでの子どもたちの道徳的思考の広がりを示した。三.　モラルジレンマ授業がめざす学力として、①学習スキルを改善する、②自尊感情を
高める、③学校生活を生き生きと充実させる、④道徳的思考に必要な概念や知識を獲得、⑤道徳性発達段階の移行を促す、⑥「生きる」力を育てる､とまとめ
た。
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喜納裕子, 前原武子　1998　「道徳の授業における
発表行動に関する研究 ―ジレンマ教材を取り入れ
たディベート的授業の有効性― 」　琉球大学教育学
部教育実践研究指導センター紀要 (6), 119-138.

道徳指導法・ディベート・モラルジレンマ
教材；決勝戦（畑耕二作)、だれのラジコン
(山本逸郎作）、けいこのまよい（徳永悦郎
作）

本研究は道徳の授業において賛成・反対意見を堂々と発表でき，授業を活性化する手段としてディベート的授業が有効であるかをバンデュラーの自己効力
理論に基づく4つの規定要因：発表効力，発表利益，発表コスト，発表価値で検証した。その結果，3年生ではディベート的授業の有意な効果は認められな
かったが，5年生では，賛成．反対場面における発表効力認知，賛成場面における発表コスト認知でディベート的授業の有意な効果が認められた。また，ディ
ベート的授業の効果認知と自己効力理論以外の規定要因：学級雰囲気，意欲、学力との関連を検証した。その結果，それぞれの要因は学年により異なった
特徴を示した。このように本研究では，ジレンマ教材を取り入れたディベート的授業が5年生にとって有効であることが示唆された。また，ジレンマ教材を取り
入れたディベート的授業の効果認知を規定する要因についてもある程度明らかになった。
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塚本尚子, 石川ふみよ, 下枝恵子, 岡部聰子　1998
「看護ジレンマ場面における道徳判断の発達と社会
的相互作用の関連性の検討」　東京保健科学学会
誌　1 巻 1 号 　7-10.

看護教育・道徳判断の発達・看護ジレン
マ

本研究は、道徳判断を発達させる要因としてすでに一般の道徳ジレンマ場面を対象とした発達的研究において明らかにされている社会的相互作用(RTO)が、
看護場面の道徳判断の発達においても有効であるか否かを検討することを目的とする。本学2年生81名を対象に、5つの看護ジレンマ場面への質問、および
RTO尺度を含む質問紙を実施した。それぞれのジレンマ場面で行動判断を行うにあたって「最も重要」「2番目に重要」に選択された項目に該当する道徳段階
を得点として加算し、道徳発達の指標として用いた。この得点は、RTOの「他者との交流」の項目ともっとも多くの有意な相関関係を示し、これまでの一般的ジ
レンマ場面で得られた研究結果と一致した。このことから、これらの先行研究の知見は、看護婦の道徳判断能力の育成にむけても応用が可能であることが示
唆された。
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荒木紀幸　1998　「特集　心の教育「心を育てる道徳
教育」　教育と医学　4月号、第46巻4号、35-43.　慶
應義塾大学出版会

指導法の工夫・モラルジレンマ授業・心の
教育、命の教育

一．はじめに、二．道徳教育の目標と心の教育、三.  ２１世紀に求められる道徳教育、心の教育、四．道徳の時間の実際と授業の改善に向けて、
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荒木紀幸　1998　兵庫教育大学教育方法講座にお
ける研究の現状と問題点　研究委員会企画シンポジ
ウム　1ー「実践型の教育心理学研究をどのように進
めるか－」　岩田純一（司会）･佐藤公治・三宮真知
子（話題提供）・玉瀬耕治（指定討論）　教育心理学
年報、37集、9-12.

実践型の教育・認知発達段階理論に基
づくモラルジレンマ授業・兵教大方式モラ
ルジレンマ授業

荒木は、「兵庫教育大学教育方法講座における研究の現状と問題点」について、まず教育方法講座における研究と課題で、「教育実践に根ざした研究の現
状と問題点,課題」を考える手掛かりとして、我々が取り組んできた研究や教育の一端を話題提供する。始めに教育方法講座としての取り組みを,次に私の研
究室で取り組んできた実践研究を紹介する。次に、第2として、「認知発達段階理論に基づくモラルジレンマ授業への取り組み」について.我々は1983年以降理
論と実践の両面から具体的に検討を行っている。それは,理論に基づいて授業を計画し,兵庫教育大学附属小学校で授業を実践し,その結果について筆者達
による授業分析,授業評価を行い,それを受けて,次時の授業過程や望ましいジレンマ資料を検討するという,継続的なアクションリサーチのもとで理論の有効性
や子どもの道徳学習への意欲の高まりを我々自身確認出来たことに始まる。筆者の研究室に属する院生と学部生が次々とコールバーグ理論を取り上げ,ジ
レンマ資料,発問,道徳性発達検査の開発等多方面に研究を継続させる一方で,卒業生や現場教師がモラルジレンマ授業を実践することで,研究も多方面(小中
学校以外に看護学校や矯正界)に渡っている。附属学校教官,大学院学生,学部学生,卒業生で研究会を組織し,研究活動や研究授業公開を行う一方で,研究成
果として1主題2時間《兵教大方式》の授業過程,授業分析や道徳性の測定に関わる著述(1988,1990),ジレンマ資料集,研究年報(1989以降)を発行している。「道
徳の時間」を「子どもの主体が生かされた学ぶ値打ちのある楽しい時間にしたい」と願って,コールバーグ理論に立ったモラルジレンマ授業を推進している。授
業のねらいは「モラルジレンマを集団討議によって解決に導く過程を通して,児童生徒1人ひとりの道徳的判断力を成し,道徳性をより高い発達段階に高める」こ
とである｡つまり道徳的な問題解決を通して,人間の尊重を基本としながら人間としての在り方や生き方をめざす主体的な人間の育成をめざしているのである。
コールバーグ理論と道徳性の発達についてこの理論は,道徳性の発達を基本的には一般的な知的発達となんら変わるところがない,と仮定する。コールバー
グは「道徳性」を「公正に関する普遍的原理」「役割取得の原理」「人間尊重への原理」への志向と捉え,この道徳性のありようを,道徳判断の質の違いとなって
発達的に変化して表われるという認知構造の質的変化(分化と統合の増大)から説明している。なお道徳性の発達を促進する要因としてコールバーグが特に
強調していることは「道徳的な認知葛藤の経験」と「役割取得の機会」,それに「公正な道徳的環境の整備」の3つである。
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池上弘三　1998　「道徳的判断力を高める学習過程
の工夫ー「ドラマ」を取り入れたジレンマ学習を通し
てー」　広島県立教育センター教育研究シリーズ45
（平成10年）79-89.

コールバーグ理論・ドラマを取り入れたモ
ラルジレンマ授業・ジレンマ資料ーわれた
花びん（徳永悦郎作）

道徳的判断力を高めるモラルジレンマ授業において、「ドラマ」を有効に展開し、モラルディスカッションや役割取得を促進させることによって、これまでの道徳
授業の改善を図ろうとした。この結果、ドラマを取入れることで、学習意欲が喚起され、役割取得を強化させ、道徳的判断力において重要な役割を果たすこ
と、モラルディスカッションへと展開に当たり、論点を明確にでき、当為判断への道を歩ませる重要なポイントになることなど、明らかになった。
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山岸明子　 1998　「小・中学生における対人交渉方
略の発達及び適応感との関連－性差を中心に」　教
育心理学研究　 46(2), 163-172.

セルマン理論・対人交渉方略・適応感、性
差

本研究の目的はセルマン理論に基づいて対人交渉方略(INS)の質問紙を作成し, その発達的変化, 及びINSと学校での適応感との関連を, 性差からの観点を
中心に検討することである。172名の少学4年生, 273名の6年生, 117名の中学3年生, 67名の大学生に対し質問紙調査が行われ, 対人的葛藤を解決するのに
9種類のINSをどの位使うか, また学校での生活についてどう感じているかについて回答を求めた。主な結果は次の通り。1)INSのレベルに関しては, 女子の方
が男子より進んでいた。2)低レベルにおいては, 男子は他者変化志向, 女子は自己変化志向の得点が高かった。3)男子ではINSレベルと学校での適応感との
間に正の相関が見られ, セルマン理論に合致していた。その傾向は特に6年生で顕著だった。4)女子では小6から中3にかけて, 他者変化志向の減少と自己変
化志向の上昇が見られた。またINSレベルと適応感との関連は, 小6では男子と同様な関連が見られたのに対し, 中3では全く異なっていた。

126

松下行則 , 安田茂　1998　「こどもの価値形成を支
援する道徳授業過程 : 「取りうる行為」から「取りた
い行為」への連続的な価値吟味」 　福島大学教育実
践研究紀要 (34), 11-20.

価値明確化・とりうる行為・とりたい行為 本稿は，「価値の明確化」の理論と実践に学びつつ，「価値の明確化」実践として，「取るべき行為」（道徳的な行為の判断）や「とりたい行為」（主観的行為の
判断を単独に検討するのではなく，「取りうる行為」（客観的行為の認識）から「取りたい行為」までを連続的に構成することを通して，子どもの価値形成を支援
する授業過程を実践分新した。この結果，「取りうる行為」の検討という認識形成過程を経ることによって行為が多様に表出され（10人で8通り），また，「取りう
る行為」の吟味を通してその判断基準の揺れや修正が施され（第2時授業の最終段階では，10人のうち8人が判断を修正するなど），新たな判断基準に基づく
行為の選択を行い，小学校2年生段階でも，連続的に価値判断・修正を行いうる可能性が示唆された。

127
渡辺敏　1998　「道徳の授業改革」　研究紀要　99-
122.　お茶の水女子大学附属小学校

道徳指導法・ディベート的話し合い道徳・
モラルジレンマ資料－早くしなければ（松
本朗作）

4つの実践報告とその考察　II．年中行事を取り入れた道徳の授業　Ⅲ・モラルジレンマ資料とディベート的な話し合い活動を取り入れた道徳の授業　Ⅳ・福祉
に関係する体験活動を取り入れた道徳の授業　V．自分の将来像をイメージさせる道徳の授業；

128

播磨寬宗　1998　「道徳的な見方・考え方を自ら高め
る道徳学習の創造ージレンマ学習による自発的・主
体的な活動を通してー」　広島県立教育センター教
育研究シリーズ45（平成10年）、90－101．

道徳指導法・モラルジレンマ授業・モラル
ディスカッション

ジレンマ資料による判断重視のモラルディスカッションへ生徒を積極的な参加を促す役割演技導入型のジレンマ授業が生徒の自発性、主体的な活動のばを
補償し、道徳的なものの見方を高める上で効果的であることを､3タイプの授業の比較から明らかにした。

129

松下良平　1998　「批判的選択の倫理の基本構造
－ポスト近代的倫理の教育（Ⅰ）、（Ⅱ）」　金沢大学
教育学部紀要.教育科学編　第47巻　47-64.、 65-
86.

ポスト近代的倫理・批判的選択の倫理・
道徳的推論

論文(Ⅰ)では、諸々の伝統的な倫理学、倫理思想の中の継承すべき成果を踏まえながら批判的選択の倫理の基本構造を明らかにし、その上で論文（Ⅱ）に
おいて、近代の認識論や道徳論に抜き差しがたくまとわりついていた『啓蒙主義』や「客観主義』を批判する観点からその倫理を改めて再構成することにす
る。論文(Ⅰ)では、最初に批判的選択の倫理が要請される背景やその原初的な様式を確認した上で、この批判的様式を四つの局面に分類し、それぞれの内
実を明らかにする。論文（Ⅱ）では、前稿の最後の違法で論じた「道徳的推論の規則」をめぐるいくつかの問題に焦点を当てることによって、この課題に挑むこ
とにする。先ず（1）道徳的推論の規則の運用の方法をめぐる原題の論議が、ヘアの説に典型的に現れるように『私的経験をめぐる近代の神話」というべきも
のにとらわれれいるため、さまざまな問題を抱えていることを指摘する。さらに、それを踏まえ、『他者の立場に立つこと』の意味を再構成する。最後に道徳的
推論の規則に従えば人々は合意できるとする主張を、ヘアとコールバーグの説を素材にしてそれぞれ検討し、その合意説が支持しがたいものであることを明
らかにする。

130

石川ふみよ , 塚本尚子 , 下枝恵子 , 岡部聰子
1999　「看護ジレンマ場面における道徳判断と社会
的相互作用 : 短期大学2年生と3年生の比較から」
東京保健科学学会誌　2 巻 1 号　　5-12.

看護科教育・道徳判断の発達・看護ジレ
ンマ

看護基礎教育における看護倫理の教育方法を検討するために, 看護短期大学の2年生と3年生を対象に道徳判断の発達と社会的相互作用を把握するため
の質問紙を用いて調査を行った。その結果以下のことが明らかとなった。(1) 5つのジレンマ場面における道徳判断の発達レベルを示す数値の平均値は, 3年
生に比べ2年生の方がわずかに高かった。(2) 社会的相互作用では対人との交流に関して学年による差がみられた。2年生は兄弟・友人, 3年生は教員との接
触が多かった。(3) 2学年全体の道徳判断の発達には対人との交流, 中でも親友との接触が関与していた。看護学生の看護ジレンマ場面における道徳判断
は, ジレンマ内容が自己にとって現実的でない段階では, 模範的であることが推察される。看護ジレンマ場面における道徳判断を発達させるためには, 早期か
ら学生が葛藤を経験できるような教材を用いる必要性がある。

131

トーマス・リコーナー、訳、水野修二郎　1999　「キャ
ラクターエデュケーション：その現状と将来」　日本道
徳教育学会年次大会、講演資料

アメリカ道徳教育・品性教育・リコーナ－ キャラクターエデュケーション：（品性教育）は徳を意図的に教える努力をいう。この論文では、品性教育が本来の可能性を発揮するために触れられなければ
ならない7つの核となる問題を考査する。①品性とは何であるか？　②品性教育の効果的なアプローチは何か？、③品性教育は性教育をどのように取り扱う
か、④品性教育における宗教の役割とは？、⑤品性教育はマスメディアとどのように戦うことができるか、⑥品性教育に係わる教師の育成方法は？、⑦品性
教育によって何が変わるか？

132

中川大　1999　「モラル・ジレンマは解消しうるか」
北海道大学哲学会『哲学』35号、97-112.

義務と道徳・モラルジレンマ・論理学 「ジレンマ」とは、論理学の用語としては、すべての場合を尽くす二つの選択肢のいずれに依拠しても同じ結論が得られることから、その結論を命題とするよう
な推論のことを指す。たとえば、「ＰvＱ」と「 P ᑐ R」と「Ｑ ᑐ R」とから、「R」を得るような推論がそれである。しかし、日常的な言葉遣いとしては、選択肢が二つ
しかなく、しかもその二つのいずれを選んでも窮地に陥るという場合に、この言葉が用いられるように思われる。「前門の虎、後門の狼」といった場合である。｢
モラル・ジレンマ」と言ったときの｢ジレンマ｣も、この後者の意味合いでの「ジレンマ｣に他ならない。即ち、義務としてなされるべきこととして、AということとBとい
うことが与えられながら、AをなすことがBをなすことを不可能にし、BをなすことがAをなすことを不可能にするような場合、その当事者は、Aをなすことを選択す
れば、Bをなすという義務に逆らうことになり、また、Bをなすことを選択すれば、Aをなすという義務に背くことになるから、彼はいずれの選択においても義務に
違反することになるのであり、彼はモラル・ジレンマに陥っていると言われる。しかし、こうしたモラル・ジレンマに思えるものは本当にジレンマなのだろうかと問
題提示した上で、筆者は高山宏司の『モラルディレンマ論の陥穽と新しい義務論理学」における議論を吟味することを通して、モラル・ジレンマ論と義務倫理と
の関係について考察する。
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伴恒信　1999　「アメリカの道徳教育の理論と実践の
最新動向」　子ども社会研究、5号、131-136.

アメリカ道徳教育・コールバーグ理論・品
性教育

ここでは、1．でコールバーグの道徳教育論とその批判、を行い、2．では品性教育(CharacterEducation)の興隆を述べ、1998年10月に第5回品性教育パート
ナーシップフォーラムに参加し、品性教育が如何にアメリカの国と企業から支持されていたかを知り、3．ではその具体像を示した；1997年5月、カリフォルニア
州教育委員会は10月を「品性教育月間」とし、「全ての教育者は、青少年に対し人格の基礎的強さを培う道徳的倫理的価値に目覚めさせねばならない」との
決議文を採択している。10月は1994年に品性教育を強調した「アメリカ学校改革法」が成立した月であり、アメリカの学校の新しい年度が始まって1ヶ月が経
ち、教育活動が軌道に乗り始める時でもあり、品性教育を広く人々に認識させるには絶好の時期である。そして1995年にスタートした4年計画の「カリフォルニ
ア品性教育パートナーシップ」プロジエクトも3年目に入り、97年度からは5つのミドル・スクールも加わって一応の成果と盛り上がりを見せた。プロジェクトに参
加している5つの小学校は、それぞれ特性を異にする違った地域社会から選ばれているが、次の3つの共通点がある。第一に、全ての学校の計画が親や地
域社会との連携協力、学校風土、カリキュラム、評価の事項を含む、第二に、6つの品性、配盧、市民道徳と市民性、正義と公正、尊重、責任、信頼性があり、
第三に、品性教育が既存の学校文化とカリキュラムに統合、－体化している。

134

倉盛美穂子　1999　「児童の話し合い過程の分析--
児童の主張性・認知的共感性が話し合いの内容・結
果に与える影響 」　教育心理学研究 　47(2), 　121-
130.

話し合い過程・道徳性の発達・道徳判断
（モラルジレンマ）課題－委員会活動（原
壽作）、ゆきこさんの誕生日（加藤健志
作）、引っ越し（新垣千鶴子作）、時計係
（加藤健志作）、家族旅行（原壽作）

本研究は,異なるレベルのペアが共同で課題に取り組む場合,被験児の話し合いへの取り組みによって,成績の伸びや話し合い中の内容に違いがみられるの
かについて検討を行った。その際に,下位のレベルの被験児の話し合いへの取り組み(主張性・認知的共感性)が,成績の伸びや話し合い中の内容に及ぼす影
響を検討した。本研究では,共同で話し合う課題として道徳判断課題を使用した。また,道徳レベルが下位の被験児を,主張性,認知的共感性の高低によって4つ
のグループに分けた後に,上位レベルの被験児とのペアリングを行った。被験児は3回の話し合いセッションに参加した後,再び道徳レベルを測定された。この
話し合いセッション後の被験児の道徳レベルの変化と話し合いセッション中の発話内容について分析を行った。その結果,下位レベルの被験児の発話は,主張
性が高いと課題に記述された内容をそのまま述べる発話が多く,認知的共感性が高いと記述内容だけでなく記述内容を発展した内容の発話が多かった。ま
た,下位レベルの被験児の主張性と認知的共感性は,上位レベルの被験児の発話数にも影響していた。このような主張性・認知的共感性の違いが発話に及ぼ
した影響は下位レベルの被験児の課題成績の伸びに反映されることが明らかになった。

135

荒木紀幸　1999「道徳教育の新しい展開～正義と思
いやりを育てるモラルジレンマ授業～提言」　日本教
材学会会報 No.41 　280.

モラルジレンマ授業・正義・思いやり 道徳教育の新しい展開、モラルジレンマ授業とは？　その新しさは授業の三要素、学習者、授業者、教材の３側面から教育心理学的に説明できる。第1点は、
教材の側面、オープンエンドというユニーク性である。第2点は、学習者の側面、つまり児童生徒の道徳性の発達を促すことである。第3点は、教師の側面、授
業をデザインし、討論を活性化する触媒的な役割である。こうしてモラルジレンマ授業を教育心理学から分析し、この授業が時代の要請に見合った特徴を持
つ授業として、その活用が期待できるとした提言をした。

136

荒木紀幸・西田智貴　2000　「異文化理解のための
モラルジレンマ授業の研究－モラルジレンマ資料を
用いた授業でどのような知識（イメージ）が学習され
たか－」　実技教育研究　第14号　105-112.　兵庫
教育大学学校教育学部附属実技教育研究指導セン
ター

異文化教育・モラルジレンマ授業・自由連
想、イメージ

コールバーグの認知発達段階論に基づく異文化理解教育のために４つのモラルジレンマ教材（カミソギの選択、韓国から来た転校生、アメリカからの転校生、
ヤッカの決意－いずれも西田智貴作）を開発し、実践授業研究を行った。この論文では、児童が授業を通して異文化に関してどのような知識（連想語からKJ
法で構想されたイメージ）を獲得したかを授業前後に行った自由連想反応（量と質）から分析、検討し、モラルジレンマ授業の有効性を実証した。事前連想調
査で連想されたことばのうちモラルジレンマ資料（カミソギの選択）で使われている言葉と同じ語彙は、アフリカ、ナイロビ、山、動物、暑いの5語（10回出現）で
あったが、この授業後の連想調査で同じ語彙には、暑い（7回）、マウマウ族、山（6）、涼しい（4）、ケニヤ山（4）、ホワイトハイランド、砂漠（2）、部族、日本人、
アフリカ大陸、ナイロビ、うし（1）があり、全体で12語、35人が連想していた。このようにモラルジレンマ授業「カミゾギの選択」を通して得た知識によって､事後
調査の連想が大きく影響されていたことが分る。
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廣井学　2000　「インターネットを利用した道徳教育
に関する研究－道徳性の発達を促す魅力ある授業
づくりをめざして」　倉敷市立郷内中学校　松下視聴
覚教育研究財団第26回実践研究助成報告

道徳指導法・モラルジレンマ授業・イメー
ジ－連想比較

本研究では、『道徳の時間』」が『生徒の主体が生かされた学ぶ値打ちのある楽しい時間』になることを願い、新学習指導要領で示されている道徳教育改善の
基本方針に沿って、インターネットや通信ネットワークを道徳の時間に活用するといった新しい試みを通して、生徒の道徳性の発達を促す魅力ある授業づくり
をめざして実践研究に取組むことにした。具体的には、（1）インターネットや通信ネットワークを活用して、様々な道徳的価値観にふれさせ、心に響く道徳授業
の実践を行う。（2）インターネットや通信ネットワークの活用を通して、家庭や地域の人々の協力による開かれた道徳教育の充実を図る。（3）インターネットや
通信ネットワークを活用して様々な人々とモラルディスカッションを行うことにより、直面する課題や悩みに主体的に取組み、未来に向けて人生や社会を切り
拓く実践的な力を育む。
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久保好寬　2000　「心豊かで主体的に生きる力をは
ぐくむ道徳授業の工夫ー体験との関連を図ったモラ
ルジレンマ資料の開発を通してー」　広島県立教育
センター教育研究シリーズ47（平成12年）73-84.

道徳指導法・モラルジレンマ授業・モラル
ジレンマ資料ーマラソン大会（徳永悦郎
作）、ハインツのジレンマ（コールバーグ
作）、決勝戦（畑耕二作）

体験との関連を図りながら､道徳的価値から見た『善』と『悪』の構造をもつモラルジレンマ資料を開発し、それに基づくモラルジレンマ授業を試みた。資料の開
発に当たっては、生徒指導上の問題を関連させる事に特色を持たせた。このようなモラルジレンマ資料の開発や､モラルジレンマ授業の展開によって、コール
バーグのいう『倫理的葛藤』に迫れることや心豊かで主体的に生きる力をはぐくむことができることが分った。
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吹田市教育委員会編集、指導案－道徳性発達研究
会　2000　「吹田市中学校道徳教育副読本、いきい
き－心を開こう､未来を拓こう」　吹田市教育委員会

道徳指導法・モラルジレンマ授業・モラル
ジレンマ資料（僕には言えない、本当のや
さしさとは、最終決定）

「続　道徳教育はこうすればおもしろい」、「モラルジレンマ資料と授業展開」より転載　　吹田市教育委員会　2001　「吹田市中学校『道徳教育副読本』ガイド
ブック」では、利用者の便を考慮して、指導案、価値分析表などを詳述して示した。モラルジレンマ資料・僕には言えない（野口裕展作）、本当のやさしさとは
（丸山屋敏作、授業実践－鈴木憲）、最終決定（野口裕展作）
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吉田俊和、小川一美、出口拓彦、斎藤和志、坂本
剛、廣岡秀一、石田靖彦、元吉忠寛　2000　「社会志
向性」と「社会的コンピテンス」を教育する--中学1年
生を対象とした授業実践　名古屋大学大学院教育
発達科学研究科紀要. 心理発達科学　巻 47　301-
315.

社会的コンピテンス教育・社会志向性・モ
ラルジレンマ教材ーぜったいひみつ（畑耕
二作）

本研究は，家庭や地域社会での教育力が低下している中、それを補うため，学校教育において社会的スキルや社会的コンピテンスを系統的に高めようとする
もので、関連する研究、相川（1999）のソーシャルスキル教育や荒木のモラルジレンマ教育と部分的に類似する。ここでは、多様な体験的学習を試みるとこと
によって、自分と級友・クラス・学校・社会との繋がりに気づかせ、自分の行為が周りの人間にどのような影響を及ぼすのかを理解させ、社会志向性を高める
ような授業プログラムの開発を目指している。
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藤永芳純　2000　「大学の教員養成における『道徳
の指導法』の現状と課題」　道徳教育学論集　第10
号.  61-76.  大阪教育大学

道徳指導法・道徳の指導法・アンケート調
査

大学の教員養成で道徳教育を担当する教員を質・量ともに充実していくことが不可欠である。一般大学はもとより教員養成系大学でも､道徳教育の専任を置く
大学は大阪教育大学以外は寡聞にして聞かない。こうした状況では、道徳教育の充実は単なるかけ声に終るだろう。具体的な対策方策を実施せずには、事
態は変わらない。
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荒木紀幸　2000　「モラルジレンマ」による道徳教育
プログラム　大西文行《企画･司会》「道徳教育プログ
ラムの心理学的考察」　　話題提供；(荒木紀幸,･橋
本康男・渡辺弥生･戸田有一)　日教心大会、自主シ
ンポジウム14、S　58-59.

道徳指導法・道徳教育プログラムの心理
学的考察・モラルジレンマ授業

我々が1983年から取り組んできたモラルジレンマ授業では、「分化」と「統合」の増大が「規範性と普遍性」の向上をもたらすというコールバーグの認知発達論
に基づいて学習指導要領を眼下に入れた授業論を展開している。その意味でモラルジレンマ授業はコールバーグ理論の純粋な適用とは言えない。日本の教
育風土で見当し直したコールバーグ理論の具体的な発展と言える。なお「分化」の増大は他律的な道徳「である」から自律的な道徳「べきである」に分化して
いくことにより、「規範性」が増大していくことを言う。「統合」の増大とはいついかなる場合にも、いかなる人に対しても「べきである」を規定するような「普遍性」
が増大することを言う。
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高浦康有　2000　「管理者の道徳的コンピタンスとパ
フォーマンスの比較 : 日本における企業倫理の解明
に向けて」　一橋論叢 124(5), 617-631．一橋大学

企業倫理・道徳的コンピタンス・コール
バーグ理論

管理者個人間ないし設問間における認知的な差異を定量的に把握し分析するために，コールバーグ（Koh1berg，1969，81，84）の道徳性に関する認知発達
理論」のアプローチに注目する．このアプローチにおいては道徳性は個人のもつ道徳的バースペクティブの構造的特質として把握される．米国の経営倫理研
究の分野においては，コールバーグの理論を用いて管理者の道徳的な推論レベルを測定する実証研究が，既に数多くなされてきた.（Snell．1993，96；
Trevino，1986，92；Weber，1990，91，96）．しかしわが国においては，コールバーグの理論と手法に基づく経営倫理の実証研究は十分に行われているとは言
い難い状況にある．本稿では，コールバーグの道徳性発達理論を用いて，わが国の管理者が道徳的ジレンマに対してどのような認知的な解決過程を示すか
について，とくに道徳的コンピタンスと道徳的バフォーマンスの比較という視点から分析してみたい．
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岡武志、メーサーダリル　2000　「高等学校における
生命倫理教育に関する教材開発」　日本における高
校での生命倫理教育、メイサーダリル（編）、.92-97.
ユウバイオス倫理研究会

生命倫理教材開発・モラルジレンマ教材
開発・コールバーグ理論

遺伝子組み換えなどに代表されるバイオテクノロジーの目まぐるしい発展は、医療技術、農業、製薬など様々な分野で大きな進歩をもたらし、社会に多大の
影響を与えつつある。このような現状を踏まえて、生命科学技術と社会や一般市民の理解とが遊離しないような新たな生命倫理を理科（生物）の授業で扱う
必要があると考える。本研究では、多角的な視野から生命倫理問題について考えることのできる能力を生徒たちに身につけさせるような生命倫理問題に重点
をおいた教材の開発を目的とする。このために、生命倫理的問題やそこから生じるモラルジレンマを教材に取入れることで、第15期中央教育審議会が答申し
た「生きる力」を受け、生命尊重の育成に対応できると考えた。動物工場とクローン技術のジレンマを扱った教材を開発し、実践検討した。この結果、①試行授
業後に否定的な意見が増加する傾向が見られ、②動物工場とクローン技術について科学的に説明できるようになり、③生命尊重につながる意見が見られる
ようになり、④動物工場とクローン技術について多面的に捉えた意見が見られるようになった。
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輿幸雄 , 下田好行　2000　「体験により価値を明確
化する道徳授業の構想 : 総合的な学習の体験活動
から「生き方」を学び合う  教育実践研究」　信州大
学教育学部附属教育実践総合センター紀要 1, 49-
58.

道徳の指導法・価値の明確化・モラルジ
レンマ授業

1958年（昭和33年）に「道徳」の時間が特設されて以来，道徳の授業というと読み物資料による「教え込み」の授業が中心であった．これに対する批判や反発
から，モラル・ジレンマ授業や価値の明確化の授業など，子どもの自発性・主体性を尊重する道徳の授業理論が提唱されてきた．しかし，それらは擬似体験
によるものが多く，教室の枠から超えるものは少ない．　本稿は，（1）1958年に道徳の時間が特設されて以来の道徳授業の現状と課題を素描し，（2）総合的
な学習の時間と道徳の時間の関連を考え，（3）総合的な学習の時間の体験活動から価値を明確化する道徳授業の構想を提案し，（4）その意義を明らかにす
ることを目的としている，
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竹田敏彦編著　2000　「モラルジレンマ授業の展開
のための自作資料集－道徳的判断力を高める道徳
学習資料の内容分析と道徳的論点の整理－小学
校・中学校編)」　広島県立教育センター

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材開発

広島県立教育センターの研修講座、道徳教育『モラルジレンマ授業」講座(1999年度)受講者によって作成された自作資料を、担当者の竹田が内容分析と道
徳的論点を整理した上で、モラルジレンマ資料として編集したものである。理論編では、モラルジレンマ授業の創造、モラルジレンマ教材の作成方法を述べ、
資料編には31名の現職教員が教材つくりに参加し、モラルジレンマ資料として、小学校29編、中学校、11編が創られた.
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中田光彦　2001　「小学校における情報倫理に関わ
る道徳授業の研究－コールバーグ理論に基づくモラ
ルジレンマ授業を通して－」　兵庫教育大学大学院
修士論文

情報倫理教育・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材開発（「プライバシー」、
「ダンス」、「ぼくの詩どう？」、いずれも中
田光彦作）

コンピュータを用いた情報教育が本格化する２００２年度の新教育課程では総合的な学習が新設される。その中で小学校段階ではインターネットなどの利用
教育が中心となる。しかし情報の陰の部分、情報の倫理教育については何ら触れられていない。道徳教育の中でこの問題を積極的に扱おうとした意欲的な
論文がこの修士論文である。この研究では、コールバーグの道徳性認知発達段階説を基に授業を構成し、オープンエンドのモラルジレンマ資料を３編（「プラ
イバシー」個人情報の保護、「ダンス」知的財産（著作）権、「ぼくの詩どう？」ネチケット）を自作し、道徳性を発達させ、主体的に情報倫理に対する考えの確立
をねらった３主題６時間のモラルジレンマ授業実践が行われた。①第１次から第２次にかけて道徳性（理由づけ）の質的上昇、②フェアネスマインド検査による
授業前後の道徳性発達段階得点の有意な上昇、が見られた。③授業終了後の感想では、情報倫理に関心を持って、守っていこうとする生活態度についての
記述が多く認められた。

45荒木：わが国におけるモラルジレンマ授業に関わる理論，実践，及び 教材についての文献総覧（1968～2020）



番号 著者・発表年・論文名・発表先・頁・出版社 キーワード・ジレンマ教材 要旨　 、　概要
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荒木寿友　2001　「小学校学習指導要領「道徳」にお
ける目標･内容に関する一考察」　教育方法の探究、
４，16-33.　京都大学

小学校学習指導要領（道徳）・道徳におけ
る目標･内容・教育評価

本稿の目的は、新学習指導要領の道徳教育における目標と内容を分析し、その問題点を明らかにすることであった。この結果、目標の分析では、「豊かな人
間性」の育成と「道徳的実践力」との間には乖離があること、ならびに道徳的心情が全面に押し出され、その結果として道徳的判断力が看過される恐れがあ
ることを指摘した。また内容の分析では、子どもの発達段階に応じて内容項目が構成されていないことを指摘した。このような問題点の背景には、学習指導要
領が一貫した教育課程の構成原理によって成り立っていないことが一つの原因としてあげられる。「心の教育」、「生きる力」といった新しい教育の必要性を前
提としながら、一方で、前回までの学習指導要領を基本的に踏襲する形式をとるという政策上の不一致が、以上指摘してきたような問題点となって表れてしま
うのであろう。今回は指導の方法と評価について取り上げることができなかったが、とりわけ評価については、教育目標と関連した明確な評価方法が確立さ
れているとは言い難い。子どもが自らの道徳教育の目標を確認できる一つの手段として、ポートフォリオ評価法が有効になると考えられる。この評価法では子
どもの自己評価を作文や日記などを用いて行うことを主とするため、子どもが自分自身を捉える契機を与えることができるとともに、教師や友だちとの「検討
会」を通じて自己に対する他者の視点を確認しやすい。またコールバーグなどの道徳性発達段階を用いることで、教育目標と評価をより明確に位置づけるこ
とも可能になると考えられる。
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高浦康有　2001　「管理者の道徳的判断の再構成モ
デルについて一コールバーグ・モデルからハバーマ
ス・モデルヘー」 　日本経営倫理学会誌　第8号、
151-158.

管理者の道徳判断・コールバーグモデ
ル・ハバーマスモデル

本稿では、コールバーグの道徳性発達理論のメタ倫理学的前提である構成主義について、ハーバマスのコミュニケーション的行為コンピタンスの段階理論を
参照しながらその不完全さを指摘し、ハーバマスの第7段階の図式を用いて理論改訂をはかった。そしてこの図式に基づく道徳的判断の再構成モデルによっ
て、経営管理者の道徳的推論の妥当性がどのように評価できるかを具体的事例をあげながら考察した。もっとも企業の倫理的意思決定を考察する場合、個
人の道徳的推論の妥当性のみに注目するのは分析単位として適切であるかどうかという問題がある。企業内の集団的な意思決定状況においては組織の文
化風土や集団的圧力といったものが個人の判断に作用すると考えられるからである。第7段階が志向する理想的なコミュニケーション状況の確立は、単に管
理者個人がそのような志向性を身につけるだけではなく、組織体としての企業が責任意識をもってその実現に取り組むことで（たとえば異議申立てを行なう消
費者との対話の場を設けるなど）成し遂げられる。
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村本勝彦　2001　「生徒の実態や体験を生かした心
に響くモラルジレンマ学習の創造－保護者や地域の
人々とのチームチーチングを通して－」　広島県立
教育センター教育研究シリーズ48（平成13年）、73-
84．

道徳指導法・モラルジレンマ授業・体験、
ティーム・ティーチング

本研究は心に響く道徳教育を創造するための効果的手段として、道徳の授業と体験活動の有機的関連を図ることとした。その要素、魅力的な教材の開発、
生徒が生き生きと活動しながら役割取得していくことが可能となるドラマを取入れたモラルジレンマ授業、保護者や地域の人が参加のパネルディスカッション
などである。これらの一連の学習、モラルジレンマ学習の展開は、生徒の心に響き、内面に根ざした道徳性を育成するのに効果的であった。
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鈴木憲　2001　「特集  新しい道徳教育   コールバー
グ理論をもとにしたジレンマ教材の授業」　指導と評
価　9月号　Vol.47-9 No.560  21-25.　図書文化

道徳指導法・モラルジレンマ授業・モラル
ジレンマ資料（この子のために、コール
バーグ作、荒木紀幸訳）

コールバーグ理論に基づく道徳授業については、兵庫教育大学の研究グループが中心となって一主題二時間の授業過程モデルが作られ、多くの実践が報
告されるようになってきた。しかし、多くの授業者がコールバーグの認知発達理論について十分に理解して授業に臨んでいるとはいえない。したがって、いか
にして理論と整合する授業を設計するか、それをどのように実践するか、また結果についてどのように評価していくか、といった一連の授業づくりの作業につ
いて批判検討を加えることは、コールバーグ理論の発展や授業実践研究の質を高める上からも必要である。今回は、モラルジレンマ資料「この子のために」
（コールバーグ作）を用いた中学校における討議型道徳授業を紹介し、モラルジレンマ授業のあり方について考えたい。
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石川隆行 , 内山伊知郎　2001　「児童期中期の罪悪
感と共感性および役割取得能力の関連」　行動科学
40(1), 　1-8.　日本行動科学学会

罪悪感・共感性・役割取得能力 児童期で増加する反社会的行動を抑制するには罪悪感の検討が重要であると考え、その規定因として共感性と役割取得能力を取り上げ、児童が罪悪感を
感じる場面として対人場面（友だちとけんかするなど）と規則場面（信号を無視することなど）を設定した。調査の結果、共感性は対人場面の罪悪感と役割取
得能力は規則場面の罪悪感と関係することを明らかにした。
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張汝秀  2001　 「人道主義カリキュラム期における
道徳教育の研究－1970年代以降のアメリカを中心
にして－」　東北大学院教育学研究科研究年報、49,
207-228.

1969年以降のアメリカ道徳教育・コール
バーグ理論・価値明確化

1950年代から続々と提唱された「価値の明確化」「道徳性の発達」「道徳的自立」などの道徳教育理論はヒューマンカリキュラムにおける人間性教育の内容構
造と極めて関連している。本研究はこうしたヒューマンカリキュラムにおける道徳教育の理念構造を明らかにしようと試みるものである。
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荒木紀幸　2001　「生きる力を育むモラルジレンマ授
業のすすめ」　第18回レインボーセミナー、広島県教
育委員会、三原市中央公民館

道徳指導法・モラルジレンマ授業・自尊感
情の育成

2001，レインボーセミナー、Webで配信；講演記録；…山岸（明子）さんという，女性なんですけども，その山岸さん，あるいは，内藤（俊史）さん，山岸さんが一
番最初に教育心理学でコールバーグ理論を実験的に紹介してくれて，それを読んで非常にショックを受け，また非常におもしろいと思ったんですね。その考え
方はピァジェを受け継いでいるし，ピァジェの不十分なというか未完なところを補正しながら，発達理論をつくっているのですね。これなら心理学が正面切って
たち向かえるし，それがひいては我々の学問の実践というか，そこら辺が現場とかみ合っていくのじゃないかなと思って研究にとりかかったんですけども。た
だ，最初のうちは，オープンエンドのモラルジレンマという言葉の意味が分かり難く，モラルジレンマは価値葛藤という風に訳されたりしますけども，その結論が
非常に分らない。そこでは，オープンエンドの開いた質問があって，それに対して答え方はいろいろあり、それぞれの答え方は正しいんですよという中で考えさ
せるという，その手法がなかなか分かってもらえなくて，宮崎時代はそれで，コールバーグの論文をいろいろ集めるということで終わったんです。その後，兵庫
に移りまして，行った先で，附属の徳永（悦郎）先生がこれに似た授業をやられたので，それならきちっとした形でコールバーグ理論に依拠した研究を展開しよ
うじゃないかということで共同研究が始まったんです。そして，最初のゼミ生が，それこそすぐ授業分析して，次の授業のための色んなデータを整理，必要な
データを出したり，あるいは問題点を出したりということで，ジレンマづくり，授業づくりから発問や評価など，いろいろ取り上げ、アクションリサーチというやつを
やりながら，だんだん固めていって今日になったわけです。そういう中で，コールバーグに依拠するモラルジレンマ授業について，いろんなことが分かってきま
した。また，コールバーグの考え方をそのまま日本の学校現場に持ち込むのではなく，学習指導要領そのものと矛盾しない形で，文部科学省が言っている道
徳性，すなわち人間としてのよさというのが，コールバーグが言う道徳性とそうずれてないことを明らかにし，まぁ，現行の学習指導要領，それと大きく矛盾しな
い形で，いわゆる本来の生きる力を育むということでこの授業が大きな力を持っているのじゃないかなということがいろんな形で分ってきました。理論に基づい
て，資料を作ったり，あるいは，道徳性を測る物差しをつくったりしました。授業の型ですか，我々は１主題２時間の授業ということを考えてました。大体，一般
的には１時間で授業は終わるんですけど，１主題２時間，２週にわたって授業をやりましょうということ，それで子どもの道徳的な物の見方が，その１つのお話
の中で十分練られて完結するんじゃないかということで，１主題２時間の授業というようなことをつくっていったわけですね。…
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田村俊輔　2001　「道徳性心理学とリベラリズム:発
生的認識論」　清泉女学院短大研究紀要、20,　133-
152.

道徳性心理学・コールバーグ理論・発生
的認識論

20世紀を通して試みられてきた道徳性の解明を目的とした心理学研究プロジェクトの主流は､道徳性を人間の自律的な理性の働きのなかに見いだそうとする
発達心理学の枠組を基礎とした一連の研究に見られる｡この試みは､道徳性のうちに理性がどのように介入するかを明らかにすることによって､それまでの教
条主義的な道徳観から脱却することを可能にしようとするリベラルな試みと言ってもよい｡このプロジェクトの結果が指し示す人間が持つ道徳性に対する理解
が現実の道徳諸現象を説明する能力があるか否かを早急に判断することは難 しいが､少なくとも､私たちが､個人の内にある自律的道徳判断に依存すること
を許容する道徳環境とはほど遠い他律的な道徳環境の中で日常を生きていることに気づくのは容易なことではないだろうか｡本稿は､コールバーグの道徳性
発達理論が持つインパクトと彼が自らの道徳性研究の理論的基盤としたピアジェの発生的認識論の発達観を検討しながら､理論が指し示す自律的な道徳性
と現実の他律的な道徳環境の間にある溝を理解するために書かれたものである｡
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中村恵子　2001　「教育における構成主義」　現代社
会文化研究、21,  283-297．　新潟大学大学院現代
社会文化研究科

道徳教育・構成主義・認知的不均衡 この論文の目的は、認識論としての構成主義の見解を特徴づけ、主要なタイプの構成主義的な学びの理論と教育学としての構成主義の見解を考察すること
である。それら様々な構成主義の見解にははっきりとした違いを含みながら、一方で多くの類似点も有している。構成主義の学びの理論において、学ぶこと
は､不均衡によって促進され、『道具』と『共同体』を媒介としてなされる。教えることは､そのような学びの状況を作り出すことである。
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石川隆行、内山伊知郎　2001　「5歳児の罪悪感に
共感性と役割取得能力が及ぼす影響について」　教
育心理学研究　49,　60-68.

罪悪感・共感性・役割取得能力 本研究は, 5歳児の罪悪感に共感性と役割取得能力が及ぼす影響を検討した。その際,罪悪感を感じる場面として対人場面と規則場面を設定した。幼稚園5歳
児100名を対象として,罪悪感,共感性および役割取得能力について面接法で測定した。罪悪感については, どれくらいあやまりたい気持ちになるかを測度とし
た。また, 共感性は AST (Affective  Situation  Test ), 役割取得能力はSelman課題で測定された。その結果, 共感性 は対人場面での罪悪感に影響し, 役割
取得能力は規則場面での罪悪感に影響することが明らかになった。したがって, 5歳児では対人場面と規則場面では罪悪感の規定因が異なることが示唆され
た。
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吉田俊和、小川一美、坂本剛、出口拓彦、斎藤和
志、廣岡秀一、石田靖彦、小池はるか　2001　「社会
志向性」と「社会的コンピテンス」を教育する (2)」　心
理発達科学　巻 48　233 - 255.　名古屋大学大学院
教育発達科学研究科紀要

社会的コンピテンス教育・社会志向性・モ
ラルジレンマ教材ーこの子のために（コー
ルバーグ作)；エディと昼食の行列（シェ
フ、他作）

この授業は教える側が特定の価値を押しつけるのではなく、事実を提示し、それを元に児童生徒が自分たちで理解を深めていくことを目的としている。授業自
体が，彼らの「考える能力」を刺激することであり、結果として，社会的コンピテンスや社会志向性を高めることにある。今回の報告は，2000年度4月から7月ま
での授業案（吉田・小川・出口・斉藤・坂元・廣岡・意思だ・本吉、2000）に続く、第二報（9月から3月までの指導案）である。なお､モラルジレンマ教材（この子の
ために、エディと昼食の行列）は荒木紀幸（モラルジレンマ授業の教材開発、1996，明治図書》の引用である。
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川畑秀明　2002　「道徳性の認知科学:その視座と教
育的展開 」　鹿児島大学教育学部教育実践研究紀
要 12,   69-77.

道徳性の認知（脳）科学・道徳的判断の
認知メカニズム・道徳的判断の脳内メカニ
ズム

道徳性に関する認知科学的問題を認知心理学や脳科学の観点から周辺領域の知見を含め、展望しつつ、さらに教育への可能性について述べる。特に、社
会的情報処理としての認知モデル、脳内システムとの関係、道徳性が生み出される過程について、道徳的判断、道徳感情、道徳場面判断という３つの側面に
ついて議論を進めたい。
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斎藤和志、小川一美、坂本剛、出口拓彦、小池はる
か、廣岡秀一、石田靖彦、吉田俊和　2002　「社会志
向性」と「社会的コンピテンス」を教育する (3) 中学2
年生を対象とした授業実践」　名古屋大学大学院教
育発達科学研究科紀要. 心理発達科学　49巻
227-245.

社会的コンピテンス教育・社会志向性・授
業科目｢ソーシャルライフ｣

今回の報告は 2001年度4月から実施してきた中学校 2年生を対象とした授業《指導案）である。中学一年生までの授業と同様、重要な点は、教える側が特定
の価値を押しつけるのではなく、事実を提示し、それを元に児童生徒が自分たちで理解を深めていくことを目的としている。授業自体が，彼らの「考える能力」
を刺激することであり、結果として，社会的コンピテンスや社会志向性を高めることを目的としている。授業は年間30時間、全15回行なわれた。
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石川隆行・内山伊知郎　2002　「青年期の罪悪感と
共感性および役割取得能力の関連」　発達心理学
研究　13 巻 1 号 12-19．

罪悪感・共感性・役割取得能力 本研究は，青年期の罪悪感と共感性および役割取得能力の関連を検討した。その際，罪悪感を感じる場面として対人場面と規則場面を設定した。そして，
444名の中学，高校，大学生を対象として，罪悪感，共感性，役割取得能力（社会的視点取得能力）を質問紙によって測定した。その結果，罪悪感の学年によ
る発達的変化がみられ，対人場面の罪悪感は大学生で，規則場面の罪悪感は中学生で最も強いことが明らかになった。また，罪悪感と共感性，役割取得能
力との関係を検証するため，男女別に相関分析を行ったところ，男子では共感性が対人場面の罪悪感と，役割取得能力が規則場面の罪悪感と正の相関を
それぞれ示した。一方，女子では，共感性は対人，規則両場面の罪悪感と，役割取得能力は規則場面の罪悪感と正の相関が認められた。したがって，罪悪
感には共感性と役割取得能力が重要な役割を果たすことが支持され，また，その関係は対人場面の罪悪感では男女同様であるが，規則場面の罪悪感では
性別によって異なることが示唆された。
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坂本哲彦　2002　「ジレンマ学習とジレンマくずし」ー
道徳の時間、ひびき合いの授業へのワンポイント；
実践カリキュラム 3 年　坂本哲彦、総合の授業；
sakamoto.cside.com

道徳指導法・モラルジレンマ授業・モラル
ジレンマ資料ーなくしたかぎ（矢野幸彦
作）

【ひびき合いの授業へのワンポイント】　・同じような経験を出し合う場面をもつ。　・自分の立場を明確にして話し合う。1.ジレンマ学習の方法について知る。 2.
資料を聞いて、自分の立場を決め、理由をプリントに書く。3.それぞれの選択と理由を話し合う。4.もう一度選択をするとともに、両方を満足する方法（ジレンマ
くずし）を出し合う。ポイント１：一緒にかずおの家に帰ってから親に事情を話すなどの方法を考えるように促す。そしてそのよさを説明させる。ポイント２：そもそ
もどちらか一方を単純に選択することに問題があることに気付かせる。授業の展開に合わせた授業の様子の写真を添付
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小川聡  2002　「「基本的な倫理観」を育てる道徳教
育の在り方－「自己責任」の自覚を深めるモラルジ
レンマ授業を通してー」　広島県立教育センター教育
研究シリーズ49（平成14年）、57-68．

道徳指導法・責任の倫理・モラルジレンマ
教材－健二の迷い（小川聡による自作）

子どもたちを取り巻く道徳的環境は悪化している。この状況の中で、子どもたちが集団秩序を保ってより善く生きようとする道徳観、とりわけ「基本的な倫理観」
を育成することが重要な課題となっている。この課題を解決するには、子どもたちに、自己と集団や社会とのよりよい関係を考えさせ、規範意識を高めさせる
ことが不可欠である。そこで、本研究によって、生徒に｢責任の倫理｣を追求させるためのモラルジレンマ授業《カンニングを先生に言うか、否か）を通して、学
校や社会などの集団の一員としての｢自己責任｣の自覚を深めさせる授業を展開した。その結果、｢責任の倫理｣の発達段階を高めていくことが、規範意識を
高め、「基本的な倫理観」を育成することにおいて重要であることが分った。なおモラルジレンマ教材－健二の迷いは小川聡による自作である。なおフェアネス
マインド、小学生版、中学生版（1997，正進社）のジレンマ課題 には、もう少し単純化された形の「カンニング」を扱ったモラルジレンマがある。
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荒木紀幸　2002　モラルジレンマの道徳教育を「主
体的な自己の確立と他者との共存・共生｣軸に　教
育新聞（第2342号）、2002.12.16の記事

道徳指導法・モラルジレンマ授業・主体的
な自己の確立と他者との共存・共生

コールバーグが説く道徳性の認知発達理論を基に、荒木は「自尊感情を中心に、自己と他者が関わる中で高まり合う道徳教育」の必要性を説いて、広くモラ
ルジレンマ授業の実践を進めている。それは、「主体的に学び、自ら問題解決をする生きる力」の育成に合致し、教室はもとより、インターネットによる交流や
テレビ会議などで取入れられている。学習指導要領は道徳性の評価は人格の全体に係わるもので、不用意な評定はしてはならないと道徳の評価に消極的で
ある。教育現場には体系的な道徳評価法の不備もあって、道徳評価自体をタブー視する風潮が大きい。しかし評価のない教育は想定できない。そのような現
場の課題を踏まえた荒木たちは、モラルジレンマ課題を使った内面的な「道徳性発達」評価と「道徳的行動傾向」評価の両面を視野に入れた新しい評定法を
確立し、小学生版・中学生版｢フェアネスマインド検査」を開発《正進社発行》し、それらを使った効果的な道徳評価を行なっている。
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荒木紀幸編　2002　「モラルジレンマによる討論の授
業　小学校編」　 明治図書

道徳指導法・モラルジレンマ授業・モラル
ジレンマ教材、授業展開例、価値分析
表、判断理由づけカード、さし絵、等例示

本書はコールバーグの道徳性認知発達段階説によるモラルジレンマ授業の基礎理論、授業構成法、道徳性の発達診断・評価からなる基礎編と小学校学年
別、総合学習関連の授業実践の提供した実践編、授業のための自作モラルジレンマ資料集、の３部からなっている。荒木は（はじめに、第１部、Ⅰ認知発達
論）を担当し、堀田泰永が授業構成法、松尾廣文が教材作成法、上田仁紀が道徳性の評価を担当し、実践編、資料編を含め堀田泰永・松尾廣文・上田仁紀・
岡田達也・野口裕展・松本 朗・植田和也・大島貴子・依藤佐代子・井原孝夫・新垣千鶴子・佐々木寿洋・三浦昌道・中田光彦・佐藤孝弘の15名が執筆。
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荒木紀幸編　2002　「モラルジレンマによる討論の授
業　中学校編」　明治図書

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材、授業展開例、価値分析
表、判断理由づけカード、さし絵、等例示

本書はコールバーグの道徳性認知発達段階説によるモラルジレンマ授業の基礎理論、授業構成法、道徳性の発達診断・評価からなる基礎編と中学校学年
別、総合学習関連の授業実践の提供した実践編、授業のための自作モラルジレンマ資料集、の３部からなっている。荒木は（はじめに、第１部、Ⅰ認知発達
論）を担当し、堀田泰永が授業構成法、松尾廣文が教材作成法、上田仁紀が道徳性の評価を担当し、実践編、資料編を含め、堀田泰永・松尾廣文・楜澤 実・
田村浩司・箕浦昭彦・森川智之・奥村光太郎・鈴木 憲・荊木 聡・伊藤裕康・永田成文・宮本史郎・門脇岳彦の13名が執筆。
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水野里恵　2002　「公正」の道徳性の発達過程に関
する一考察 　愛知江南短期大学 紀要 (31), 115-
126.

公正の道徳性の発達過程・ハインツのジ
レンマ課題・盗みに関連して、大西部の女
医クイーンのドラマ、安楽死問題への回
答

市民が裁判官になる時代が到来しようとしている。本稿では、一般市民（「公正」の道徳性について特別の訓練を受けない者）がどのように「公正」の道徳性を
発達させていくのかについて、事例を交えながら考察を加える。今回調査対象となった青年の反応から見る限り、脱慣習的水準の道徳性が獲得されていると
はいえない状況であった。我々は常に一定の状況下にありその時々の様々な要因が作用する場に生きている。脱慣習的水準の道徳性は、そうした場を一旦
離れてそれらの要因をより客観的抽象的観点から見られるようになることを要求する。こうした思考法は、自己と他者が置かれた状況をいつも考慮するよう要
求されて育ってきた現在の東洋文化圏の一般市民にはなかなか馴染みのないものなのかもしれない。それゆえに、同じ慣習的水準の道徳性で課題を考える
者同士の討論から、脱慣習的水準の道徳性の思考法へと議論の展開を望むのには無理があったのかもしれない。だが一方で、課題の構造をより見えやすく
したビデオドラマの導入によって数名の者に脱慣習的水準の道徳性の思考法が見られたことを考えると、法律や社会制度に対する知識が不充分であるがゆ
えに課題の問題構造が見えないだけであって、道徳性の思考法は脱慣習的水準に達している者もいるという可能性もある。同じことは、自己と他者の捉え方
や社会制度が違った文化圏で議論されている問題を伝えていた安楽死を扱ったビデオ視聴のレポートで、尊厳ある生き方についての視点から安楽死の問題
は考える必要性があることに思い至ったとの記述から端的に読み取れるのではないだろうか。もっとも、自らの道徳判断の思考法として脱慣習的水準の道徳
性が定着したものとなっているかについてはより詳細な検討が必要である。
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黒川博史　2003　「小学校道徳における生命尊重を
図るモラルジレンマ授業の研究」　兵庫教育大学大
学院修士論文

道徳の指導法・生命尊重・モラルジレンマ
授業（モラルジレンマ教材・黒川博史開発
-「動物好きのあすか－生命尊重と法律
遵守」、「エリック生きて－生命尊重と思い
やり」、「ゲンとダイ－生命尊重と家族
愛」）

「命の教育」の重要性が指摘される中、学習指導要領の改訂に伴って、「生命に対する畏敬の念」が総則の中に明示された。本論文では、この生命を尊重す
る心の教育を「道徳教育」において具体化するために、コールバーグ理論に基づいて、オープンエンドの葛藤教材を作成し、モラルディスカッションを組み込ん
だ１主題２時間の授業実践を３主題行い、検証している。小学校５年生の１クラスを対象に自作した「動物好きのあすか－生命尊重と法律遵守」、「エリック生
きて－生命尊重と思いやり」、「ゲンとダイ－生命尊重と家族愛」の３つのモラルジレンマ資料を用いた討論授業で検討している。特に第３実践では、二人のゲ
ストティーチャーを招いて、自然保護と動物愛護という互いに対立する立場から考え方を子どもたちの前で述べ、より深い葛藤状況の中で子どもたちに道徳
的判断を求めるという手法を開発している。 横断的にみた結果は道徳性の発達段階について緩やかな向上を示すと共に役割取得能力においても向上が認
められた。また児童の生命に関する意識調査では､生命に対して大切との意識をもっており、死別経験を通して家庭でも行なわれているという結果を得た。更
にこの時期の生命観は先行研究と同様に1つの視点でなく、「自然の摂理や掟」という多様な生命観が育っていることが明らかとなった。

46 道徳性発達研究　第15巻　第１号
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松田義久　2003　「小学校における健康に関わるモ
ラルジレンマ授業の研究」　兵庫教育大学大学院修
士論文

道徳の指導法・健康教育・モラルジレンマ
授業（モラルジレンマ教材・松田義久開発
「さち子さんの誕生会」、「歯医者の予
約」、「仲良し遠足」、「お父さんのビー
ル」、「残ったおかず-佐々木寿洋作の改
作」）

本研究は道徳教育の中で、健康問題を扱った研究である。健康は「生きる力」の基礎として位置づけられる。ここでは健康の価値を内面的に自覚させるため
に、健康に関係するモラルジレンマ教材を５主題開発して、小学校４年生を対象に実践している。実践では、週１時間の１０時間に渡る授業が展開された。道
徳性はどの実践でも第１次から第２次にかけて質的に変化し、あるいは段階的な上昇を示した。事前と事後におけるフェアネスマインド検査、役割取得検査で
いずれも有意な上昇傾向が認められた。このようにモラルジレンマ授業は道徳性の発達に有効であることが明らかになった。授業の事前と事後で「健康」に
対してイメージを連想させたが、１６０語から３３０語に連想が増えると共に、授業で学んだことを中心にイメージが多面的にふくらんでいた。また感想文による
分析から健康についてじっくり考えることができたとの評価がみられた。

170

池永知宏　2003　「モラルジレンマ授業を核とした高
齢者福祉教育の研究～小学校3・4年複式学級での
取り組みから～」　兵庫教育大学大学院修士論文

道徳の指導法・高齢者福祉教育・モラル
ジレンマ授業（モラルジレンマ教材池永智
宏開発－「がんばれおじいちゃん（家族
愛・思いやり）」、「げんぞうじいさん（尊
敬・感謝）」、「病院の待合室で（規則尊
重・思いやり）」）

本研究は総合的な学習の中核に価値教育を位置づけ、モラルジレンマ授業をそれを代表する道徳教育との考えに立って授業が計画された新しい試みのも
のである。ここでは、高齢者福祉を扱った総合的な学習を総合単元的な学習として一連の授業が計画され、その中の導入部、展開部、終末部にそれぞれ高
齢者が関係するモラルジレンマ授業を配して、生きる力の中で道徳的にどのような成長がみられたかを、第１次と第２次における理由づけの変容、事前と事
後のアンケート調査、フェアネスマインド検査、社会的視点取得検査などの実施から検討している。 この結果、一連の福祉を扱った学習過程の分析から、児
童の認知能力、対人交渉能力が高まったと共に、基本的な道徳性の発達が促されたことが明らかとなった。また、その発達には多くの要因が支援となったこ
とを明らかにした。

171

松下行則　2003　「 「価値の明確化」型道徳授業を
教育現場で試みる（1） : 学習指導過程の実際及び
教材論」　福島大学教育実践研究紀要 45巻    1-8.

道徳の指導法・価値の明確化・教材教具 小・中の教育現場で試みた「価値の明確化」型道徳授業を通して以下のことが示唆された。道徳教材には，第一に文書教材としては「事実」および「フィクショ
ン」があるが，その形態によって資料のよし悪しが決まるのではなく，そこに描かれている事態の緊張感（緊迫感〉が児童生徒に共有されるかどうかで決まる。
つまり児童生徒が共有できる緊張感が存在しているかどうかという点が大切である．第二に教具…教材が中心となる授業では，例えば．抽象度の高い入生
を「おりがみ」で表す場合と「人生体験マシン」で表す場合では，前者は観念性が高く．具体的イメージづくりを生徒に提示できにくいが，後者は，その奇抜なア
イデアのおかげか，入生を夢見る機械として具体化できた感があるというように，抽象度の高い道徳観念を児童生徒と共有するためにはこの具体的イメージ
を教具＝教材が持ち得るかどうかにかかっていると思われる。
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田村留美　2003　学習指導案、「なくしたかぎ」　道徳
の時間学習指導案　広島県公式ホームページ

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ資料ーなくしたかぎ（矢野幸彦
作）

本資料の基礎基本は，かぎをなくして困っている友達と一緒に捜すか，捜さないかを考え，話し合うことを通して，「相手のことを思いやり，友として互いに理解
し，信頼し，助け合う」心情と実践力を養うことである。したがって指導にあたっては，あきらがどんな気持ちをもって両親と約束をしたかを明らかにしておく。そ
うすることによって，資料後半の，かぎを捜すべきか，帰るべきかと迷う場面の考え方に幅が出てくるし，簡単な決心ではないことがよく分かる。板書は，両親
との約束，友達への手助けが対比して考えられるように行い，考える視点が明確に捉えられるようにしたい。また，授業したことが生かされるように，また，意
識できるように，毎日の終わりの会等を使って，友達への思いやりのある行為を認め合うようにしていきたい。 資料出典ーきみがいちばんひかるとき（光村図
書）、モラルジレンマ資料と授業展開、なくしたかぎ、荒木紀幸編

173

松下凡栄　2003　「道徳の時間 学習指導案」　道徳
の時間、学習指導案、広島県正式ホームページ

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材ー委員会活動（原寿作）

本資料の基礎基本は，発表会直前で貸しだし禁止の本を借りたいというさとしに対する思いやりと，委員長として決まりを守り，全校のために責任を果たそう
とする責任感との葛藤場面での話し合いを通して，「自分の役割を自覚し，責任を果たそうとする」ためにはどうすればよいかをめぐっての道徳的判断力を高
めることである。そこで，ふだんならだれかに頼ってしまう判断を自分一人で行わなければならない状況の中で，十分に理由付けの時間を取り，自信を持って
意見交流させたい。

174
楜澤実、荒木紀幸　2003　「討論授業を活発にする
モラルジレンマ資料の開発に関する研究」　第15回
日本教材学会研究発表会

モラルジレンマ教材開発・討論プログラ
ム・モラルジレンマ教材ーどうする健？
（楜澤実作）

モラルジレンマ授業；「どうする健？」の討論授業（6年生対象、１主題2時間）を実践した授業効果として、討論を重視したモラルジレンマ授業は、①児童の理
由づけに見られる道徳性発達段階の分布に有意な効果を及ぼした。②道徳の時間に対する興味・関心を高めると共に、道徳的な見方や考え方を練り上げる
場として機能していた。③表現力との関わりで見たとき、児童の主体的で活発な発言を保証した。
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田中良明　2003　「情報通信ネットワークを活用した
道徳教育の充実　副題～道徳的実践力の育成を促
す魅力ある授業づくりをめざして～岡山情報教育を
考える会　倉敷市立郷内中学校」　松下視聴覚教育
研究財団第28回実践研究助成

道徳の指導法・情報通信ネットワーク・モ
ラルジレンマ授業

本研究会では，平成11年度より道徳の時間が，生徒にとっても教師にとっても楽しく魅力ある時間になることを願い，これからの方向性を示すという視点で，
情報通信ネットワークと道徳の時間とを融合させるという新しい試みで道徳の領域に関する研究に取組んでいる。 今回の研究では，これまでの実践を踏ま
え，「体験活動」を「道徳の時間」の内容に関連づけ，さらに情報通信ネットワークの有効活用を通して生徒の『道徳的実践力』の育成を図った。モラルジレン
マ資料についての先行研究，モラルジレンマ資料を位置づけた年間計画の作成とモラルジレンマ資料を取り入れた授業実践。

176

三戸真丈　2003　「ほんとうの優しさについて考えよ
う」　平成15年度わかる授業創造プラン、岩手県立
総合教育センター

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材ー本当の優しさ（丸山屋
敏作）

ねらい、「生命の尊重・思いやりの心・家族愛」について道徳的思考を深める。主人公の葛藤状態を把握し、主人公の取るべき態度について意志決定をする。
判断の違いに基づいて、温かい雰囲気で話し合いができる。(ここでは、生徒一人一人が主体的に意志決定することを求めているのであり、到達すべき価値
内容を求めない。)　授業計画　1) 資料に関する第1次読みとりおよび意志決定(0,5時間)、2) 癌に関する学習、(0,5時間)、3) 資料に関する第2次読みとり、デイ
スカッション、および意志決定 (1時間)。
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江口昌己　2003　「困ってしまった殿様」　新潟県総
合教育センターセン、専門員実践集、中学校

指導と評価の一体化・モラルジレンマ授
業・モラルジレンマ教材ー困ってしまった
王様（伊藤裕康作）

「 指導と評価の一体化を目指した授業の在り方」を、道徳的判断力の育成を主にねらった授業において、生徒の道徳性の現状を評価したうえで、話合い活動
の構成（指導 ）していくひとつの事例」と考えた。この資料は、価値的な葛藤場面（御触れを守ること←→娘の命を救うこと）を含む資料で、そこで生徒が選択
する価値とその理由から、道徳的判断力を含む道徳性を評価し指導につなげた。

178

井上佳和, 宮本謙三, 宅間豊, 宮本祥子, 竹林秀晃,
岡部孝生　2003　「実習経験が学生の道徳判断に及
ぼす影響」　土佐リハビリテーションジャーナル  (2):
39-45  、土佐リハビリテーションカレッジ理学療法学
科

道徳判断・道徳性発達・介護のジレンマ
ストーリー

ジレンマストーリーの判断過程には道徳性発達が影響していると考えられるが，今回，臨床評価実習経験をもつ3年生と，もたない2年生の間での差異につい
て検討したので報告する。【方法】本校理学療法学科2年生（32名）と3年生（24名）に対し「中庭の散歩」と題したジレンマストーリーを読ませ「散歩に行くべき」
「行くべきではない」「わからない」の中からとるべき態度を判断させた。その上で判断に影響すると思われる6要因について重要度を答えさせ更に判断理由に
ついて自由記載させた。「中庭の散歩」はPTSが担当となった頚損患者の訓練意欲を高めるために中庭の散歩を始めたが，看護部門や同室患者からの注意
を受け，明日からの散歩を続けるか迷う内容であり，患者からの約束を守るという信頼関係と，他の患者との公平性の間に葛藤場面を設定したものである。
判断に影響する要因はコールバーグの道徳性発達理論を参考に，罰と権威への服従，報酬や感謝，信頼関係，秩序維持，公平性，個の最良の6項目を設定
し，それぞれについて「非常に重要5点」から「全く重要でない1点」の5件法より1つを選択させた。6要因の学年間比較をおこなうにあたり要因別の中央値と平
均値の算出をおこない，中央値の差の検定としてマンホイットニー検定（有意水準5%）をおこなった。また自由記載内容の解析もおこなった。

179

荒木紀幸・堀田泰永・植田和也・大島貴子・岡田達
也・佐々木寿洋・田村浩司・鈴木憲　2003　「特集
討論の授業で「道徳」を活性化させる、提言；なぜ討
論の授業が「道徳」を活性化させるか」　心を育てる
学級経営　11月号　No.226 16-39頁

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材；ぜったいひみつ、だれの
をさきにしようかな、山田さんのジレンマ、
ふるさと防衛隊、ぼくの父さん、ヤマメの
古里

荒木（決め手は認知的う不均衡を引き出す道徳的な問題場面にある､9頁）；「道徳」を活性化させる討論授業の組み立て型③堀田泰永（目的の明確化と適切
な方向付けを－ぜったいひみつ､16-17頁；植田和也低学年-（なぜ、どうして｣の心をはぐくみたい」､－だれのをさきにしようかな、モラルジレンマによる討論の
授業の展開－大島貴子（伝え合うことで学ぶ－山田さんのジレンマ、30-31）；岡田達也（モラルディスカッションと学級づくり、ふるさと防衛隊－自作、32-33.）；
佐々木寿洋（モラルジレンマ授業を学び直して－ぼくの父さん、34-35.）；田村浩司（活性化する道徳授業を、ヤマメの古里、36-37）；鈴木憲（心を育てるモラ
ルジレンマによる討論の授業-新ちゃんが泣いた､38－39．しんちゃんが泣いた､を改作
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名越早苗、朝倉淳、貞盛倫子、古山礼子、村本勝
彦、山田祥之　2003　「道徳的実践力を高め､道徳実
践を促す道徳教育の展開－対話による道徳の時間
の指導の工夫を通して－」　広島県立教育センター
教育研究シリーズ50（平成15年）

指導法の工夫・自己内対話・他者との対
話

本研究は、対話をキーワードに道徳教育の在り方を探り、対話による道徳の時間の指導の工夫について1つの方向性を示すことを目的とした。文献から理論
面を分析し､これに基づき、研究協力校4校、小・中核2校で実践した。この結果、道徳的実践力を育てるためには、自己内対話を深める新たな問いを引き出
すように働きかけ、指導法を工夫し、話し合いを組織化する方策、内なる自己と向き合う学習活動の工夫が必要であることが明らかになった。

181

菅野有紀子・鈴木庸裕　2003　「構成的グループ・エ
ンカウンターを活用した道徳授業の実践－子どもの
自己肯定感を育む過程を核とする授業プログラムの
提案一」　福島大学教育実践研究紀要　 44号　73-
80.

道徳の指導法・構成的グループエンカウ
ンター・自己肯定感

「心の教育」が言われ始めて久しいが，学校では道徳の授業が活発に行われているとは言い難い状況にある。本授業プログラムは，道徳授業のねらいを達
成するため継続的・計画的に構成的・グループエンカウンター（SGE）を活用した授業実践である。道徳的な価値を観念的にならないよう心と体を通してリアル
に実感できるようにSGEのエクササイズを選択・アレンジして実施した。その際，子どもの自己肯定感を育むことを基盤とするエクササイズの配置を工夫し，内
容項目を自分自身に関すること，他者との関わりに関すること，集団や社会に関することという順次牲のもとに授業プログラムを組み立てた。子どもの変容に
ついては，既成の実態調査項目と筆者作成の自己肯定感に関する指標を合わせて分析・考察を加えた。

182
荒木紀幸　2003　「道徳性の発達をどう見るか」　＜
きょういく＞のエポケー第3集、道徳はおしえられる
のか？、土戸敏彦編、138-149.　教育開発研究所

道徳性の発達・指導原理・道徳性発達段
階

道徳性の発達をどのように理解し、捉えることが道徳教育（道徳の時間での教育、あるいは学習）を適切に行うことになるのか､について論述した。①学習とい
うこと、発達ということ、②教科の学習､③道徳の学習、④我が国の道徳教育、⑤道徳教育の背景にある指導原理、⑥道徳の指導のどこが問題か、⑦再び道
徳性の発達をどう見るか？⑧道徳性の「発達段階」
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堀口雅美、大日向輝美、木口幸子、田野英里香、福
良薫、稲葉佳江　2004　「本学看護学科1・2年次学
生の道徳的推論」　札幌医科大学保健医療学部紀
要　第7号、97-104.

看護倫理教育・道徳性・道徳性発達段階
（DIT- Defining Issues Test,日本版山岸
DIT)

初学時における看護学生の道徳性を知ることは教育方法を検討する上での資料となる。そこで看護学生52名を看護学生52名を対象に1年次と2年次での道
徳性の実態について調査を行った。回収数は1年次43部、2年次52部でいずれも有効回答率は100.0％で以下の結果が得られた。1) 社会的規範の遵守に関
する道徳性を知るため自動販売機の使用方法についてたずねたところ、「正規の方法で購入する」と回答したのは1年次19名(44.2％)、2年次23名(44.2％)で
あった。2) DIT(Defining Issues Test)日本版のうち、3つの例話をもとに道徳的発達段階の分布を検討した結果、例話2では1年次30名(69.8％)、2年次40名
(76.9％)が第4段階であった。例話1, 3においても1年次と2年次は同様の分布であった。以上より初学時の学習者は、他者との相互行為の有無により道徳的
判断が変化する可能性を有していること、さらにその道徳的発達段階は1, 2年次ともに「法と秩序」志向の段階にあることが示唆された。
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佐藤公代・酒井千尋　2004　「道徳性の発達に関す
る研究（10）－大学生のカンニング意識について－」
愛媛大学教育学部紀要. 第I部, 教育科学. vol.50,
no.2, 　45-52.

道徳性の発達・カンニング・意識、感受性 大学生１，２，３回生１４４名（男性６２名，女性８２名）、仮説、（１）カンニングについて悪いことはわかっているし，やる人は少ないだろう。（２）勉強不足の場
合，カンニングをしてみたいという気持ちは，少人数ながらわき起こる場合があるだろう。（３）女性は男性より感受性が高いので，差が見られるであろう、様々
なデータからが支持された（統計処理はしていない）。
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村本勝彦、大野町立東中学校　2004　「信頼友情を
育てる道徳教育～漫画を使ったモラルジレンマ授業
の取組み～」　平成16年度道徳教育実践研究指定
事業　第3回定例報告会-実践事例、広島県教育委
員会

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・マン
ガを使った自作資料

指導過程及び発問の工夫　①修学旅行を想起させるために生徒達の実際の修学旅行での様子を導入でＶＴＲとして流した。②道徳資料は，生徒が興味をも
ちやすいよう漫画にした。③道徳授業の学習過程に，それぞれの立場での心情を深めるために，役割演技を取り入れることにした。④担任と道徳教育担当者
のティーム・ティーチングによる学習の展開を行った。特に今回は事前に担任と担当者がどちらの立場に立って授業を展開していくのか，反対の立場の生徒
達にどのような反論をしていくのか，揺さぶりをかけていくのかといった細かい打ち合わせをして授業に臨んだ。⑤価値葛藤をしっかり深めていくために小グ
ループでの話し合いを行った。⑥主人公はどうすべきかを家庭でも保護者と話し合うように指示した。生徒の最終判断と第１次での判断を丁寧に比較すると，
全体的に道徳性の発達段階が上昇していることがわかる。いろいろな立場の人に役割取得した上での判断・理由づけが表のように増加していることがわかっ
た。
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小柳正司　2004　「ポスト・コールバーグの道徳性発
達理論と道徳教育--イリノイ大学シカゴ校における
道徳教育プログラムの開発」　鹿児島大学教育学部
教育実践研究紀要 14, 57-68.

道徳教育法・社会的認知領域理論・イリノ
イ大学シカゴ校道徳教育プログラム

本稿では、イリノイ大学シカゴ校が進める道徳教育プログラムの開発、社会的認知領域理論について、概観し、具体的な実践例を通してこのプログラムが目
指す道徳教育の特色と意義を考察する。
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小田原新司（尾道市立長江中学校）　2004　「豊かな
人間性を育む道徳の時間の研究－道徳的価値の自
覚を深める指導方法の改善－、誠実１ｰ(3)「柔道会
場にて」　平成16年度道徳教育実践研究指定事業
第3回定例報告会、広島県教育委員会

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材ｰどうする健？（楜澤実原
案）、なくしたかぎ（矢野幸彦作）

柔道大会の決勝戦。なかなか勝てなかった相手の選手が足を負傷しています。それを見た僕は戸惑うのですが……。資料を読んで考えたあと、実際にロサ
ンジェルス・オリンピックでの山下選手とラシュワン選手の試合、ＮＨＫ放送『オリンピック（柔道競技）』を見て考えました。実話の持つ力で、考えが深まりまし
た。なお実践報告（1）では大野東中学、漫画を使ったモラルジレンマ授業の取組みの紹介があった（どっちが大切、村本勝彦自作ジレンマ)。
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梶田なおみ、小川記代　2004　「なくしたかぎ（きみが
いちばんひかるとき　光村図書）」　平成16年度道徳
教育実践研究指定事業　第5回定例報告会、研究授
業及び研究協議、広島県教育委員会

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・なく
したかぎ（矢野幸彦作）をクローズエンド
の形に改作

・導入・・・「楽しいと感じるときはどんなときか」というアンケート結果を発表し，リラックスした雰囲気で授業に臨む。・展開前段・・・資料「なくしたかぎ」を通して
主人公「あきら君」の気持ちを考える。(1)お父さん，お母さんと約束した時のあきら君の気持ちを考える。(2)４時半になっても，友だちのかずおのかぎが見つか
らないときのあきら君の気持ちを考える。(3)かぎを一緒にさがすか迷うあきら君の行動を考える。・展開後段・・・自分の生活を振り返り，友だちに助けてもらっ
てうれしかったことや，友だちを助けて良かったことを発表する。・終末・・・教師の説話を聞く。
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藤原恭子 , 高野里美 , 小野寺杜紀　2004　「看護大
学生の倫理的思考に関する検討－ 1年生と4年生の
比較－ 」　埼玉県立大学紀要 6, 39-46.

看護倫理教育・倫理的課題・道徳性の発
達段階

大学看護学科1年生及び4年生に在籍中の学生各83名を対象に質問紙調査を行った。有効回答数は両学年とも49名(回収率59.0%)であった。調査内容は、倫
理的課題 2事例「病名告知」「ケア方針の違い」に対する思考と、それに影響すると思われる要因として、学生自身もしくは親しい人の死や入院に遭遇した経
験、看護職へのアイデンティティ、看護職業意識、看護倫理に関する用語の知識を問うた。その結果、1年生は看護倫理の知識や経験も少なく、倫理的課題
について十分な思考ができない状態であること、それに対し4年生は、倫理的課題を考えるのに必要な基礎的な知識はあるものの、実際にどのような行動を
とるべきか判断できない状態にあることが明らかとなった。そこで、1年生には倫理的課題を考える上で必要な基礎的な知識が、また、4年生には論理的な思
考に基づいた判断力が身につくような教育が必要である。
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鈴木由美子･松田芳明･中尾香子・今永泰生　2004
「道徳的価値葛藤を含む教材を用いた道徳授業の
開発」　学校教育実践学研究。１０，119-135.　広島
大学教育学部

教材と指導法の開発・モラルジレンマ授
業・役割取得能力

本稿では、自律的に道徳的思考できる子どもたちを育てるために道徳授業の葛藤教材開発と授業方法の開発をおこなう。この目的のために、道徳的葛藤
（モラルジレンマ）を含む授業教材を用いて授業（星野くんの二塁打、貫戸明子さんの葛藤）を行い、道徳的価値についての議論を通して自律的に思考できる
子どもを育成することを課題とした。この結果、①道徳的価値を含む教材は効果的であった、②道徳的論点を明確にする議論は効果があった、特に役割取得
が効果的であった、③教師が子どもたちに論点について具体的に考えられるようにしなければならないことが分った。なおモラルジレンマ教材「貫戸明子さん
の葛藤」はＮＨＫを参考に今永泰生が作成した。
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遠藤信一　2004　「工業高校における“技術者モラ
ル”教育実践のための教育システムの開発 」　松下
教育財団第30回 実践研究助成―高等学校

教育システム開発・“技術者モラル”教
育・モラルジレンマ教材

本研究では、技術者モラル教育の定着を図るため、就業経験のない工業高校生徒にも企業内技術者が体験するモラルジレンマをよりリアルに体験できるよ
うなアニメーション教材などを開発し、実践することを目的とする。また、生徒が事件・事故に対して持っている予備知識や道徳的傾向などを測定して類型化を
図り、個々に応じたモラルジレンマ教材のあり方を検討し、技術者モラル教育の授業改善を行う。本実践により、技術者モラル教育にモラルジレンマ教材、特
に擬似体験を伴う導入教材の効果が認められた。さらに、本来は低い段階でありながら消費者の立場に立つゆえに高い評価を得ていた[擬似４]段階の存在
が明らかとなり、本来の段階が示される結果となった。しかし、その反面[擬似４]段階とされた生徒のケアが十分であったとは言い難い。今後、技術者モラル
用教材による判断演習の改善が必要である。
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三戸真丈　2004　「本当の優しさとは」　岩手県立総
合教育センター、平成15年度学習指導案集　データ
ベース

モラルジレンマ授業・学習指導案・モラル
ジレンマ教材ｰ本当の優しさとは（丸山屋
敏作）

ねらい、「生命の尊重・思いやりの心・家族愛」について道徳的思考を深める。主人公の葛藤状態を把握 し、主人公の取るべき態度について意志決定をす
る。判断の違いに基づいて、温かい雰囲気で話 し合いができる。(ここでは、生徒一人一人が主体的に意志決定することを求めているのであり、到達すべき価
値内容を求めない。)
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丸野俊一　2004　「授業の効果を上げる」　高垣マユ
ミ（編）「授業デザインの最前線-理論と実践をつなぐ
知のコラボレーション」　北大路書房、123-157.

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材ｰサッカー大会（徳永悦郎
作）

モラルジレンマ教材を用い話し合いを採り入れた対話型授業を行った。聞き取る能力の違いが話し合い過程をどの程度モニタリングし、理解しているかにどう
影響するかを調べたところ、聞き取る能力が高レベルの子どもの聞く力は平均3.71に対し低レベルでは2.54であった。
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荒木紀幸監訳　2004　「道徳性を発達させる授業の
コツ－ピアジェとコールバーグの到達点」
Promoting moral growth / from Piaget to
Kohlberg/Joseph.eimer，Diana ritchard.　Paolitto
Richard H.Hersh.　北大路書房

コールバーグ理論・モラルジレンマ授業・
ピアジェ理論

ピアジェの認知発達理論を発展し、道徳性の発達段階理論を打ち立てたコールバーグによる道徳教育の具体的な実践のための教育実践書である。第１部の
理論編と第２部の実践編に分かれており、実践編では、道徳教育の方法、教師の役割、カリキュラムの構成、正義の共同社会の試みを扱っている。全242
頁。訳者；荒木紀幸、新垣千鶴子、内山伊知郎、本間優子、戸田有一、石川隆行、野本玲子、林康成、荒木寿友

47荒木：わが国におけるモラルジレンマ授業に関わる理論，実践，及び 教材についての文献総覧（1968～2020）



番号 著者・発表年・論文名・発表先・頁・出版社 キーワード・ジレンマ教材 要旨　 、　概要
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村上正樹・荒木紀幸　2005　「小学校における人権
教育に関する研究－社会科における「モラルジレン
マ資料』を用いた人権教育の検討－」　教材学研究
第16巻　75-82.

人権教育・自尊感情・モラルジレンマ授業
（ジレンマ教材－キャンプの中の診療所-
村上正樹作）

本研究では、参加・体験型学習を取入れた『人権教育』の教材プログラムを開発し、実践することによって､その後の児童の人権感覚､人権意識の変容を検討
することが目的である。今治市Ｓ小学校59名を対象にした。社会科単元３「世界の中の日本､東京書籍､日本の役割７時間」で、ワークショップ1で、『フォトラン
ゲージ、子どもがボールを抱いたまま寝てしまった写真、世界子ども白書1997ユニセフ』のポスターを見た直後と授業後に感じた子とを書かせた。ワークショッ
プ2で、『モラルジレンマ、キャンプの中の診療所（村上正樹作）役割と責任の自覚・生命尊重』を用いたモラルジレンマ授業を実施。ワークショップ3で、自尊感
情の向上と国際理解を促すために『100人の地球村』を用い実践。この結果、①参加・体験型のワークショップは､多様な視点の経験を促し、『人間観』『社会
観』の変容に大きく変容させた。②人権問題に関する意識、行動について、実践後では問題解決への積極的な対応する児童の割合が増え、回避、同調行
動、無関心の割合が減リ、その関係は有意であった。③モラルジレンマ授業は有意な道徳性の発達をもたらし、人権感覚の意識付けに有効であった。④人権
意識と自尊感情調査では妥当な結果が得られなかったが、小学生ウエルライフ検査（荒木、2003）の自尊感情と人権意識にはｒ＝0.48,p<.05が得られ、自尊感
情の育成が人権意識、人権感覚を向上させることに有効なことが示唆された。
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荒木紀幸、鈴木憲　2005　アプローチ5　「モラルジレ
ンマ授業』の理論、『モラルジレンマ授業』の実践、諸
富祥彦（編）「道徳授業の新しいアプローチ10」、81-
100.　明治図書

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材ｰこの子のために（コール
バーグ作）

モラルジレンマの理論（荒木）と実践（鈴木）について執筆。このテーマ以外には、価値明確化、エンカウンター、モラルジレンマスキルトレーニング、VIF「思い
やり育成プログラム」、総合単元的道徳学習など、9つの授業理論と方法について、その理論解説と実践が取り上げられ、14名が執筆した。
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荒木紀幸編集　2005　「モラルジレンマ資料と授業展
開　小学校編　第2集」　明治図書

教材開発・モラルジレンマ授業・価値分析
表、学習指導案、挿絵や判断理由づけ
カード

モラルジレンマ授業実践のために、コールバーグとピアジェの道徳性の発達に関する認知発達段階理論を解説し、ジレンマ資料作成と授業構成論を展開、道
徳性の発達と指導について、小学生を対象の授業実践のための導入を行った(100－148頁）。；執筆者、竹田レイ子、植田和也、池永智宏,黒川博史、松田義
久、楜澤　実、西田智貴、村上正樹、高木智明、中田光彦
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荒木紀幸編集　2005　「モラルジレンマ資料と授業展
開　中学校編　第2集」　明治図書

教材開発・モラルジレンマ授業・価値分析
表、授業展開

コールバーグとピアジェの道徳性の発達に関する認知発達段階理論を解説し、ジレンマ資料作成と授業構成論を展開し、道徳性の発達について標準化手続
きに従って信頼性と妥当性を検定、検査間の発達的な関連を分析した。中学生を対象とした授業を想定し、授業実践への導入とした。；執筆著、長谷川珠里、
鈴木　憲、荊木　聡、竹田敏彦、松尾廣文、西田智貴、村上正樹、宮本史郎、木下裕一、伊藤裕康
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林泰子　2005　「道徳性を高める「情報モラルＷｅｂ
教材」の開発(ネット社会に生きる子どもへの学級の
役割)」　学習情報研究、5. 31-35.

教材開発、授業展開例・モラルジレンマ授
業・Web教材5本（自作）

従来の情報教育は対蹠的なルールや知識の習得が先行している。情報モラルに関しては，学習した知識を自分自身の道徳性として内的規範に反映させて
実践する態度が重要であると考える。本教材は大学生を対象としているが、コールバーグの道徳性認知発達段階理論を基に開発した「情報モラルＷｅｂ教
材」を紹介する。
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櫻井正　2005　「 中学校の道徳の時間・学級活動に
役立つ情報モラルの指導資料集の作成」　群馬県教
育センター、平成17年度報告集　230.

情報教育・情報モラル指導資料集・Web
形式

本研究では、中学校における情報モラル教育の充実を目指して、道徳の時間・学級活動で役立つ情報モラルの指導資料集を作成した。道徳の時間・学級活
動に情報モラルの指導を位置づけ、生徒にとって身近な場面での具体例を取り入れた指導計画や展開例、提示資料、ワークシートで構成した。作成した資料
集を授業実践において活用することにより、教師の教材研究や指導に役立て、生徒の情報モラルを高める授業に役立てていった。
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鈴木由美子 , 宮里智恵 , 中尾香子 , 江玉睦美
2005　「小学校高学年以降の道徳授業用教材と授
業スタイルの開発研究--討議による道徳性の発達
支援」　広島大学附属学校共同研究紀要 (33)、405-
144.

授業スタイルの開発・討論による道徳性
の発達支援・教材開発

研究1，モラルジレンマ授業の検討-①貫戸明子さんの葛藤、②その後、今永泰生作；自動車のある生活（自作資料）；研究2、国語（レイチェル・カーソン）と社
会（自動車がもたらす公害や交通事故）を融合した道徳授業の試み
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太刀川隆　2005　「中学校1年4組道徳授業案（町長
の悩み）」　一宮市立大和中学校

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材ｰ町長の悩み（伊藤裕康
作）

大和中学校は毎年6小学校から新入生を迎える。約半数が小規模校で1学級の児童数は少ない。入学後初めて顔を合せる子どもの方が多く、クラスの人間
関係作りがうまくいかない生徒が出てくることが心配される。そこで、モラルジレンマ授業を行なうことで､他者を認めたり、互いに尊重しながら活動を進めたり
できと考えた。「他者を認め、尊重し合う人間関係づくり」の訓練としても適当であり、お互いの立場を理解し、よりよく判断する力を高めたい。
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石川隆行 , 内山伊知郎　2005　「小学校3，4年生の
罪悪感と共感性および役割取得能力の関連 」　道
徳性発達研究　1(1), 23-26,　日本道徳性発達実践
学会

罪悪感・共感性・役割取得能力 本調査では、反社会的行動を抑制するには子どもの罪悪感に着目することが重要であると考え、社会性の発達には不可欠な共感性と役割取得能力の関連
を検討した。その際、児童期中期の小学校、3，4年生を対象とし、児童が罪悪感を感じる場面として対人場面と規則場面を設定した。調査の結果、小学4年生
において対人場面の罪悪感は共感性と、規則場面の罪悪感は役割取得能力と関係することが明らかになった。また、3年生では罪悪感が対人と規則という
場面に分化していないことが示された。
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荒木紀幸・村上正樹　2005　「児童の人権意識に関
する研究」　神戸親和女子大学教育研究センター紀
要　創刊号　1-11.　神戸親和女子大学教育研究所

人権教育・人権意識・自尊感情 人権教育・啓発に関する基本計画（平成14年３月閣議決定）で指摘されているように，生命・身体の安全にかかわる事象や不当な差別など，日本の今日にお
いても様々な人権問題が生じている。そこで本研究では，児童の「人権意識」についてその実態を明らかにしようとした。外川正明（1999）の「子ども達の人権
意識と自尊感情についての調査」と岡山元行（1998）の「児童生徒の人権に関する意識の研究」に基づき調査。愛媛県今治市立S小学校（４年 72名　５年65
名  ６年 58名，数年前から人権教育に取り組む）を対象の調査から、①自尊感情は学年が進むにつれて低下傾向にあった。②人間観と社会観について学年
進行に伴う特徴は見られなかった。③人権に対する認識はどの学年も十分ではなかった。差別を受ける側にも責任があると考える児童も相当多くいて，認識
に確信が持てていないことが伺えた。④人権侵害や人権問題に出会ったときに積極的に解決しようと行動する児童は学年の進行に伴い減少し，逆に回避し
たり無関心であったりする割合が増加する傾向にあった。⑤自尊感情，人間観，社会観と人権に対する認識に関連が見られた。自尊感情が高く人間観や社
会観を肯定的に捉える児童は，人権に対する認識が高い傾向にあり，逆に低いと人権に対する認識も低いという特徴が明らかとなった。⑥それら人権意識
の基盤となる認識の要素と人権侵害や人権問題に出会ったときの行動選択との間にも関連が見えた。積極的な解決行動を起こすと回答した児童は，それぞ
れの認識を高く持っている傾向がある。しかし，自尊感情については検討の余地がある。
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中村和夫　2005　道徳学習計画案　「だれのため
に？；思いやり・親切＆　規則遵守・公徳心」　倶知
安町立北陽小学校

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ資料、「おにいちゃん、とって」
（江森浩作）

モラルジレンマ資料；「ヒロシにいちゃん、とって！」　2時間目が終わり、休み時間になりました。3年生のヒロシ君は、グランドでドッチボールを始めました。夢
中になって遊んでいると、たけし君が、「3・4時間目はバスで工場見学に行くから、そろそろ教室にもどろう。｣と言いました。　みんながドッチボールをやめ、教
室に行こうとした時、｢ヒロシにいちゃん！」とよぶ声がしました。ふり向くと、となりの家の1年生、さゆりちゃんでした。「ボールが上に上がっちゃったの、おにい
ちゃんとって。」上を見ると、木の枝にボールが引っかかっています。棒があればとどきそうです。さがしに行こうとした時、3時間目のチャイムがなりました。
「ボールをもどさないと。もうボールで遊べなくなっちゃうの。おねがいだから、ぜったいとって！」と言うさゆりちゃんは、今にも泣き出しそうです。でも3時間目
は、3年生みんなで、バスに乗り、工場見学に行くことになっています。さあ、ヒロシ君は、どうしたらいいでしょうか。
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藤本嘉江　2005　「かがやき，ひびきあい，共に生き
る子どもを育てる～道徳教育を通して～」　平成16
年度広島市学校教育研究グループ活動研究成果報
告書（日浦小学校道徳研究会報告）

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材ｰルールを変えろって（植
田和也作）、どっちにしようか（日本書籍
改作）、ロンと別れたくない(山本逸郎作）

この研究は児童自らが道徳性を高め，自信（自己肯定感）をもち，学習や生活に取り組んでいくことができるように，道徳の時間を改善の方向を探るものであ
る。１学期・主体的に学習に向かうために（全学年）、２学期は，主体的に学習に向かわせる指導方法として話し合い活動を主軸にした。モラルジレンマ資料を
中心に２時間扱いの授業を仕組み，十分話し合いができるように工夫した。主体的学習になるために① 自分の立場（発表ボードにネームプレートで）を明ら
かにする。② 判断理由をプリントに書く。③ 考えの似ている人・違う人を見つける聞き方を指示する。④ 「○○さんと同じ」で「○○さんと違っていて」という関
わりのある発言をうながす。⑤ 考えが変わることは悪いことではないという安心感をもたせる。 研究の成果（1）学習態度における児童の変容、道徳の授業を
重ねていくごとに，児童が道徳の時間を心待ちにしている言葉を口にしたり，道徳になると発言の回数が多くなったりしてきたという教師の声を聞くようになっ
た。実際に７月に調査した「道徳の時間に対するイメージ」では，どの学年の児童も「とても楽しい」と感じている割合が高くなっている。一方で，発言率もどの
学年も伸びている。（2）意識の変化における児童の変容、授業に臨む態度の変容と共に，学校生活に対する意識も改善してきた。
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髙橋充　2005　「生徒の規範意識をはぐくむ「道徳プ
ログラム」の開発－「社会的領域理論」を取り入れた
「道徳の時間」を通して－」　平成17年度長期研修員
研究報告書20　群馬県総合教育センター

社会的領域理論・規範意識 ・子どもの発
達、道徳性調査

本研究は、中学校の道徳教育において、生徒の規範意識をはぐくむために発達心理学の研究理論である ｢社会的領域理論｣を取り入れた初めての実践研
究である。「社会的領域理論 ｣に基づく道徳性調査を作成・実施し、 ｢領域調整｣を活用した「道徳の時間 ｣の授業を構想し、中学２年生を対象に実践した。さ
らに、実践授業を検証し、修正することにより、｢道徳｣ ｢慣習 ｣｢個人｣の三つの領域から規範意識を育む｢道徳プログラム｣を開発した ｡
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水田聖一　2006　「アメリカ道徳教育の新しい潮流」
富山国際大学、国際教養学部紀要.VoL.2,  179-
186.

アメリカ道徳教育・コールバーグ理論・品
性教育

ここでは、1．アメリカ道徳教育の歴史、（1）善悪を明示しない「非指示的」方法の出現、（2）道徳教育の衰退と価値中立主義の台頭、（3）価値の明確化、2.  非
指示的教育方法の適切性、3. 道徳的推論による取り組み（コールバーグ理論）、4. 個性重視から人格重視へ、を採り上げ論じた。
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長谷川真理　2006　「2章　道徳的判断と推論」　日
本児童研究所（編）児童心理学の進歩 vol.45 　2006
年版 ,　29-55. 　金子書房

発達心理学的研究・道徳的判断・道徳的
推論の心理学

本稿の目的は、荒木（1996）を引き継ぎ、1996年から2005年秋までの間に日本で発表された道徳的判断と推論についての発達心理学的研究を概観し、展望
を述べることである。その際、コンピタンスモデルからパフォーマンスモデルへ、さらにはプロセスモデルへ」と理論の拡大に伴い研究の流れをまとめた。しか
し、進化心理学や心の理論ととの関連から判断を探る試みや社会心理学的研究について触れることができていなかったことを付け加えておく。
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深谷和子　2006　「子どもの「いじめ」問題　－児童
臨床の立場から事例をもとに－」　研究情報　子ども
社会研究　12号, 106-123.　日本子ども社会学会

いじめ問題・不登校・対応の困難さ 「いじめ」行為の解決のカギは学校側が握っているが、この事例で状況が一向に改善しないのはなぜだろうか。①具体的な戦略に欠ける学校側としてとりあ
えず何ができるか、何から始めなければならないか等の、具体的な方法が案出されていない。あらゆる状況を見すえて学校ができる策を練る必要があるが、
会議を開いているだけの感じを受ける。また、学校側のしようとしていることを、本人と親、生徒などにその都度伝えていく努力がされていない。②相手の心に
思いが及ばない当事者たちの心への手当てができていない。子どもはむろん、親やまた加害者の心理を把握していない。結果として子どもも親も学校側から
の「見捨てられ感」を抱き、親は「自分たちが守らなければ」と、行動をエスカレートさせ、学校にはできない要求を突きつける。また加害者側の行為の継続を
弱めるための手当ての視点も欠いている。③対応の遅さ危機対応は速やかでなければならないが、学校側の動きが遅い。学校に流れる時間は、社会的な時
間の流れと大きなズレがあることを感じる。子どもを教育する際の「学校時間」と、危機対応の際に必要な速度は違うはずである。④形作りに終始している　ア
ンケートをとる、緊急保護者会を開く、親に書類を出すなどは、マニュアルに従った外部に向けての形作りに過ぎない印象を受ける。｢いじめ」に限らず危機は
その都度種類と内容が違い、マニュアルに頼ることのできない解決方法がその都度必要なのに、そうした多様な脅威に慣れていない学校の対応は、あまりに
も不器用である。
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竹原幸太　2006　「修復的実践と道徳性の発達」
早稲田大学大学院文学研究科紀要. 第1分冊 52,
131-140.

修復的実践・コールバーグ理論・役割取
得理論

本稿では､修復的実践に埋め込まれた心理社会的機能を､プレイスウェイトの再統合的恥づけ理論とコールバーグ理論を手がかりに整理し､修復的実践の対
話構造が道徳性の発達を促し得る点において､他者に配慮する視点が欠如した特色をもっ現代の子どもの問題行動への対応に有益であることを明らかにし
た｡そして､学校教育において修復的実践を位置づける際の方途を､コールバーグのJCを概観した上で､修復的実践の教育プログラムも考察しながら､役割取
得に基づく道徳性の発達の観点から明らかにした｡
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中田泉　2006　「4年生対象の『ぜったいひみつ』授
業」　2006.6.28． 5限教室　ネットで収集

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材ｰぜったいひみつ(畑耕二
作）

授業終了時と思われる板書の写真が掲載されており、授業前段と後段の授業の様子が垣間見れる。それには、板書の表し方に仕掛けがあって、黒板の左
端には縦書きのフラッシュカード「話す」､右端に縦書きのフラッシュカード「話さない」があり、その間の直線上に判断の程度に応じて自分カードを貼るように
なっている。直線の上側が授業前段と下側が授業後段の内容となっている。この板書は授業の様子がよく分る工夫が施されている。授業者も子どもたちも直
感的に､授業の様子や判断の様子、今何が問題とされているか、心の揺れ等を知ることができ、面白い工夫がされていた。
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五十嵐智朗　2006　「情報モラル教育の射程と方
法ｰ 高等学校普通教科「情報」を中心にー」現代社
会文化研究　36巻  233 - 250.　 新潟大学大学院現
代社会文化研究科

情報倫理教育読み物教材開発・モラルジ
レンマ授業・自作モラルジレンマ教材（僕
が守って生きた著作権法、五十嵐智朗
作）

本稿では、高校生に対する情報モラルについての学習領域を検討し、日本の倫理・道徳を踏まえて、現状で早急に必要と考えられる情報モラルの新たな射
程を提案する。これに際し､特に小・中学校の道徳の学習方法、なかでもモラルジレンマ授業に注目して、高校生の情報モラル教育の新たな学習方法を提案
する。自作モラルジレンマ教材；「僕が守ってきた著作権法」
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臼井東 , 茂呂雄二 　2006　「社会文化的アプローチ
による道徳性研究の可能性 」　筑波大学心理学研
究 (32), 1-9.

社会文化的アプローチによる道徳性研
究・道徳性の発達・ピアジェ、ヴィゴッキー

本研究は現在，行き詰まり感のある道徳性研究に関して，ひとつの新しい可能性として社会文化的アプローチの見地から，道徳性研究をデザインする目的で
行われ，まず現在我々が自明とみなす道徳観をあえて疑い，道徳というものを社会文化の中で人々がその意味を構築していくものととらえた。そしてその前
提から，従来の道徳性研究が自明としていた「人間」や「相互行為」という諸概念を再検討した。そして社会文化的アプローチによる道徳性研究が，道徳性研
究はもちろん，道徳教育の実践にとっても，非常に豊かなインプリケーションを持っていることが示唆された。しかし，まだ社会文化的アプローチから実証的に
行われた道徳性研究はまだ少なく（Buzzelli，1993；Tappan，1998），今後実証的な研究成果により，さらに補強していく必要がある。まさに道徳性の「実践の
エスノグラフイー」（茂呂，2001）が待たれているのである。
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有田川町立吉備中学校　2006　「討論を核にした道
徳授業づくり－話し合いの工夫と支援の言葉かけや
発問の工夫－（第1学年）」　和歌山県道徳教育推進
協議会、「楽しい道徳・わかる道徳の授業」実践編
17-18．和歌山県教育局

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材ｰ校内水泳大会（丸山屋
敏作）

モラルジレンマ授業（資料ー校内水泳大会）の実践報告。授業展開の概要、児童の工夫として、発問の工夫（1.自分の立場をもつための発問、2.書きにくい生
徒への助言、3.注目させたい部分についてもう一度発言を促す発問、4.立ち止まり、考えさせるための発問、5.考えを明確にするための問い返し、6.対話をす
るための指示、についての発問を取り上げ、具体的な説明が行なわれている。また、指導の工夫についても具体的に述べている。
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岡山県教育センター　2006　「小学校高学年・中学
校－道徳の時間における教育相談の手法の活用に
関する考察　（4）道徳の時間の指導過程の②モラ
ル・ジレンマ型授業」　岡山県教育センター研究紀要
第272号、6頁

道徳の指導法・教育相談の技法の適用・
モラルジレンマ型授業

読み物を中心資料とした価値伝達型授業の短所は基本的に道徳的価値の教え込みという面が強く，指導が形式的になりやすい，また児童生徒にとっては受
動的な授業になりやすいということが挙げられる。その課題に対して，一つの解答となったものが，Ｌ．コールバーグの提唱したモラル・ジレンマ型授業であ
る。このモラル・ジレンマ型授業で重視されているのは，モラル・ディスカッションと呼ばれる討論である。この討論において人間性への理解を深めたり役割取
得能力を育てたりすることが道徳性を培うことにつながっている。ここにも，小学校高学年・中学校の道徳の時間を改善する視点が示唆されている。つまり，
道徳的価値についての話し合い・聴き合いの重視である。これもまた「共に考え」道徳の時間を実現させるための工夫である。

48 道徳性発達研究　第15巻　第１号
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姫野完治、細川和仁　2006　「道徳の時間」の実際と
教員養成に求められること－現職教師への質問紙
調査を通して－　日本教育方法学会第42回大会発
表要旨.　95

教員養成における道徳の指導法・指導法
の教育内容・道徳に関する理論

国立の教員養成系大学でWeb上で公開している20のシラバスを基に「道徳の指導法」で扱われている教育内容を整理したの表1である。

218

廣岡秀一・横矢祥代　2006　「小学生・中学生・高校
生の規範意識と関連する要因の分析」　三重大学教
育学部研究紀要 第 57巻 教育科学　 111-120.

規範意識の実態調査・規範意識・小・中・
高校生

本研究は、子どもの規範意識の実態を把握することと、日常生活に関する意識から規範意識が影響を受けている関係を探ることを目的とした。三重県内の小
学生・中学生・高校生を対象に、日常生活で経験する可能性のあることがらについての社会的ルールや規則に対する認知を調査した結果、学年が上がるに
つれて規範意識が低下すること、違法・暴力行動や迷惑行動に対する規範意識は、男子は学年が上がるほど低下するが、女子は中1～中2以降は低下しな
いということ、遊びや快楽を追求する行動に対する規範意識は女子の方が低いことを見出した。さらに、日常生活に関する意識と規範意識の関連を検討した
ところ、小学生は、一般的な大人にポジティブなイメージを抱いているほど規範意識が高いこと、中・高生は、大人から自分の行動を正当に評価してほしいと
思っているほど規範意識が高いことが明らかになった。次に、学校で適応できていることが高い規範意識につながること、中・高生は、友人関係が良好なこと
が規範意識にネガティブな影響を与える可能性があること、さらに、友人関係が良好で学校に適応できていると感じていると規範意識が高いことが明らかに
なった。また、将来に見通しを持ち、自分の学習や社会的な活動に意味を見出していることが規範意識にポジティブな影響を与えることが明らかになった。
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小倉キャスター、松尾アナウンサー、竹田玲子、荒
木紀幸　2006　「特捜　道徳教育再生プロジェクト
③”答え探す”道徳授業、『道徳教育の切り札－モラ
ルジレンマ 』、フジテレビ系  11月10日放映」、15分
（コマーシャル省く）

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材ー門番のマルコ（堀田泰
永作）

朝のテレビで「モラルジレンマ」という話題を放送していました。聞いた事があるような、ないような言葉でした。モラルって道徳だろう、ジレンマはジレンマ、板
挟みということになるのでしょうか。その話題を聞いていたら、ある物語が始まりました。確か、門番が、王様が決めた「戦い以外には門を開けてはならない」と
の約束に対して、その門を開けるべきか、約束を守るべきかの取捨選択のジレンマに陥ったお話でした。そのお話を紙芝居形式にして、小学校三年生の子ど
も達に見てもらい、門番の立場にたって、自分はどうすべきかを考えて、結論を導き出す、そんな授業風景が次の場面に登場してきました。昔は、道徳の授業
というのがありました。現在は、今ご紹介したような授業が行われており、その授業がどうも「モラルジレンマ」というようです。基本的な設定の他に、さらなるジ
レンマを産む二、三の状況がありました。一つは、門の外から、王様が狩に出かけたが、熱を出したため、門を開けて欲しいという状況。一つは、まず、どうす
るかを決めさせ、次の日まで、さらに考える時間を与える。最後に、門番は、お父さんから、王様がいるから国の秩序がたもてるんですよ（だったと思うのです
けど？）という教えを受けていた（このことは、次の日の一番最後に先生からお話される）。このような、状況を勘案して、小学校三年生は、いろいろ悩み、どう
すれば一番よいのかを、考えていきます。ジレンマにおちいるわけです。家族に相談する子どもさんもいました。結局、答えが問題なのではなく、そういう道徳
のジレンマを考えるプロセスがとても重要で、道徳心を育てたり、自分だけではなく、いろいろな意見を尊重するなど、心を育てる教育、というのが目的だった
ようです。なおこの映像は２日間に渡ってテレビ局が授業を収録、編集したものです。研究会としては、児童の家庭での父親との会話は想定外である。編集さ
れた3年生の子どもたちと竹田先生の4分間の詳しい授業逐語録(補足)はVTRと共に荒木研究室でコミュニケーション過程記録として保管。
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ichico　2006　「言葉が重なる－門番のマルコ」
5515.jp/blog/2006/11/post_464.html

視聴感想・モラルジレンマ教材・門番のマ
ルコ（堀田泰永作）

朝のテレビで「道徳教育」についての特集が組まれていた。わたしが学校で習った道徳は、「これが正しい行いです」という押しつけであったけれど、いまはそ
うではないらしい。モラルジレンマ（価値葛藤）という授業では、先生は「結果」を出さない。とても面白い話だったので、ちょっと長くなるけれども、書いてみよう
と思う。●門番のマルコ　 …　●言葉が重なっとるんや　翌日。ふたたび、授業。子どもたちの様子が、きのうとはちがう。規則と人命尊重の狭間で、ゆらゆら
と揺れているのがよくわかる。自分のいってることは間違いないとは思うけれど、なんだかあっち側の言い分もわかるような気がするぞ。迷う子どもたち。そこ
で、先生は、もう一度「門番のマルコ」を読む。ゆっくりと。「この国は王様がいるから平和に暮らして行けるのだ。王様の言うことをよく聞いてお仕えするように」
のところで、ある子が叫ぶ。　「言葉が重なっとるんや」　ごくふつうの、小学三年生の男の子。こぼんず。「重なっとるんや」ともう一度いってから、早口でまくし
たてる。頭のなかの言いたいことに言葉が追いつかない。「だってさ、王様も守らなくちゃならんし、門も守らなくちゃならんし、ほら、重なっとるやろ」とてもいい
顔をしていた。いま、たったいま、頭のなかで何かがはじけて、つながったぞ、わかったぞ、とこの子は全世界に向けて叫びたいような気持ちだろうな。小学三
年生は、「矛盾」と矛盾してんだよ、といってしまえば、それですんでしまう話。この子は、とっさに「言葉が重なっている」と叫んだ。すごいぞ、小学三年生。
●おとなの対応　学校から、画面はスタジオに戻る。司会の小倉智昭は、「マルコは死んじゃうよ」とコメントする。「結果はどっちなんだよ、はっきりしろよ、じゃ
ないと門の前でマルコは死んじゃうよな（笑）」。ばか。ついでに、「このまま政府に入っちゃうと、特措法で逃げるんだよね、どっちつかずの逃げ道のさ」というよ
うなこともいった。ほかのパネラーも、結果が出ないことにしらけた雰囲気で、コメントをする気もないといった様子。唯一、まっとうに立ち向かおうとしていたの
は高木美保だけか。せっかくの授業が、台無し。
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佐藤喜仁　2006　「モラルジレンマとブレインジレン
マ」みなみの香草屋　Ｂｌｏｇ、2006.11.09

モラルジレンマ・ブレインジレンマ・門番の
マルコ（堀田泰永作）

テレビで「モラルジレンマ」という話題を放送していた。この子どもたちの葛藤や悩み、そのプロセスを、大脳辺縁系との関連で説明を試みました。人間の脳（中
枢神経）を、とても簡単に図式にすると下記の通りになるかと思います。（くわしくは、「2006.07.21 脳内神経伝達物質 DA」をどうぞ）。脳を機能という観点から
分類すると・生命維持にとても関係がある「脳幹」（上部から間脳（視床、視床下部）、中脳、橋、延髄）・本能や感情などが作り出される「大脳辺縁系」・知性や
理性などが作り出されている「大脳新皮質」という区分が一般的となっているようです。これらの脳は、別々に機能しているわけではなく、常に一体化して機能
するようになっています。脳の機能という観点で具体的な例をみてみると、本能や感情が作り出される「大脳辺縁系」の要求が、知性や理性を作り出す「大脳
新皮質」の要求を上回ってしまうと、本能むき出しの感情が表出されることになります。逆の場合は、クールで理性的な感情が表出されることになります。これ
は、最初にご紹介したモラルジレンマというのは、実際の脳であるブレインが本能や理性の脳との狭間で、ジレンマを起こしているような状態としてとらえる事
ができるのではないでしょうか。王様が熱出しているから「かわいそう」、早く門を開けて助けてあげないと「死んでしまう」、でも、王様を偽った「敵かもしれな
い」、やはり、決まりを貫いて「門を開けてはいけない」などなど。かわいそうとか、死んでしまうなどと感じるのは、本能の脳、敵かも知れないとか、決まりを
破ってはいけないというのは、理性の脳の働きなのかもしれません。このような、せめぎ合いをすることで、脳の働きやこころをはぐくむ刺激として、未熟な脳
が、いろいろな自体に対して判断する能力や情動を作り出す大人の脳へと発達していくことができるのだと思います。
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水田聖一　2006　「アメリカ道徳教育の新しい潮流」
富山国際大学、国際教養学部紀要.VoL.2,　179-
186.

アメリカ道徳教育・コールバーグ理論・品
性教育

1．アメリカ道徳教育の歴史、（1）善悪を明示しない「非指示的」方法の出現、（2）道徳教育の衰退と価値中立主義の台頭、（3）価値の明確化、2.非指示的教
育方法の適切性、3.道徳的推論による取り組み（コールバーグ理論）、4.個性重視から人格重視へ、を採り上げ論じた。
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荒木紀幸　20006　「道徳的自律を目指す道徳教育
から、教育勅語を考える」　教育勅語、今、学校で生
かせる点はどこか？－学校マネジメント７月号、21
頁.　明治図書

教育勅語・道徳的自律・第Ⅱ水準までの
道徳段階

「教育勅語」の徳目は現代に通じるものがあり、徳目を文字通りに読めば何れも今の時代にも当てはまる。しかし、コールバーグ博士の三水準六段階の道徳
性発達論から見ると「教育勅語」の徳目は、第二（慣習的）水準までの道徳に対応している。特に権威者による強制の道徳、段階一の他律的な道徳性と関係
が深い。正しいことは罰や制裁を回避し、権威に自己中心的に、無条件に服従することである（罰回避従順志向）。徳目にあげられたことを素直に実行できる
子どもがよい子であり、教師の力でよい子に育てようとの意図が強い。また第二水準、段階四の「法と社会秩序志向」では、公民としての資質、社会の一員と
して義務を果たし、国や社会に積極的に貢献し、社会のために自分の役割を果たす人物を想定している。しかし人は第三水準に達して初めて道徳的に自律
する。それまで法律や規則の正しさは相対的である。いつも憲法を大事にし、法律を守るといっても、憲法が全ての人の人間としての権利や価値を平等に尊
重しているかを正しく判断できるのは段階五に達してからである。そのような教育は「教育勅語」からは望めない。
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山岸明子　2006　「 現代小学生の約束概念の発達
－22年前との比較」　教育心理学研究,  54, 　141-
151.

約束概念の発達・ 規範意識・他者への配
慮

本研究では約束概念の発達を,「どの位守られるか」の問題ではなく, どのような状況では約束を守り, どのような状況では約束ではない他の状況を優先して約
束を破棄するのかの観点から, 現代の小学生の発達について1981年のデータと比較しがら検討することが目的である。小2, 4, 6年生を対象に, 拘束性が異な
る4つの約束場面を設定し, 約束を守ることと相反する7つの状況が生じた時にどうするかを3件法で選ぶ質問紙法の調査を行った。各項目への回答, 及びそ
れらの得点から構成された5種類9コの合成変量に関して分析を行った。現代の小学生も22年前と同様, 学年と共に拘束性のある約束を守るようになり, また
大人志向が減るという発達的傾向があることが示された。22年前と異なる点は,1)大人からの圧力で約束破棄することの減少, 2)「他者の気持」が関与する状
況では約束を破棄する傾向, 3)6年生で「集団内の義務」を果たすために約束破棄することの減少が見られた。近年指摘されている「規範意識の稀薄化」と関
連させて考察した。
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山岸明子　 2007　「現代小学生の約束概念の発達:
状況の考慮をめぐ って」　社会心理学研究 第22巻
第3号,　 285-294.

約束概念の発達・ 規範意識・他者への配
慮

本研究では現代の小学生の規範意識をどのような約東をどのような状況で守るか一破棄するかの観点から検討し、彼らが他者の気持を配慮して約束を破棄
することが多いこと、また義務を考慮しない判断に見えても、相反する状況を調整して両方成立させようとしている場合もあり 、規範意識の稀薄化と見られる
現象が必ずしも発達的に問題ではないことを、2003年の調査に引き続きさらに明確に示 したことに意義があるといえる。規範意識の稀薄化がさらに進んでい
るとされる中・高校生にも実施し、約束概念の発達を通して、現代青少年の規範意識の稀薄化の実態や、それが意味することについて、さらに検討していくこ
とが必要であろう。また「頑なに約束や義務を守るのではなく、調整して両方成立させようとする」6年生に見られる考え方は、「普遍的な正しさ」よりも、その状
況においてよりよい方法、現実的にみて最良の方法を考えようとする状況倫理 (小原, 1971) やMurphy & Gilligan (1980) の「文脈的相対主義 (contextual
relativism)」 の考え方に近いとも考えられる。「文脈的相対主義」は状況を越えた普遍的な正しさがあるわけではなく、 正しさは状況や文脈によって異なると
する考え方であり、客観的・普遍的な正しさがあると考える Kohlbergの原則的水準に対する批判として提唱されたものである。
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谷本里都子　2007　「自分の成長に気付く生徒を育
てる道徳教育の在り方－「心のノ－ト」と道徳の時間
との響き合いを通して－」　平成18年度　香川県教
育センター長期研修生研究報告書

道徳教育の在り方・心のノート・道徳性に
関わる実態

本研究では、より充実した道徳の時間とするために、心のノートの活用の効果を探る。実態調査を行ない、道徳を余り好きでないと訴える子どものために、再
現構成法、モラルジレンマ、価値の明確化方式などを含めて、授業を行い、大きな効果を得た。道徳の時間に「心のノート」を活用することの有効性が見られ
た。
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寺嶋浩介・藤木卓・森俊雄　2007　「モラルジレンマ
の視点を活かした情報モラル教育の可能性」 『日本
教育工学会研究会報告集』　第23回全国大会

情報モラル教育教材開発・モラルジレン
マ資料・自作の情報ジレンマで実践調査

情報モラルのカリキュラムについて考察を加えながら，モラルジレンマ教材の可能性を提案する。自作情報モラルジレンマ教材①緊急メール、②最後の希望
を用い、長崎県内高校生対象に調査検証。大学『メディア論』でも実践的に調査。
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鈴木由美子、江玉陸美、栃木エリカ、中尾香子、松
田芳明、宮里智恵、森川敦子　2007　「子どもの道
徳的価値判断における対人関係認識の発達的変
容ー 道徳授業におけるワークシートの分析を通し
てー」　学習開発学研究　第1号　89-97. 　広島大学
院教育学研究科学習開発学講座

道徳の指導法・道徳的発達・自作のジレ
ンマ教材（どっちにすればよいか、森川敦
子作；バスケットボール大会と保健委員
会、松田芳明作）

小学生の対人関係認識については、先ず、小学校低学年では自己中心的であり、中学年までは社会認識の拡大に従って広がるということである。高学年に
なると社会認識の拡がりよりも、他者への感情的理解や他者との関係性構築の方が重要なインパクトをもつようになるということである。対人関係認識は量か
ら質に転換すると考えられる。それとともに、『道徳』概念が生じると推測される。つまり、子どもの逸脱許容による「対人関係」重視は『道徳』概念の形成と推
測されるのである。このメカニズムの解明は今後の課題である。
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堀本高志　2007　「社会的な役割取得によるイン
ターネット活用モラル向上のための学習プログラム
開発」　平成19年度　大学・大学院等留学生高知県
教育公務員長期研修生　研究報告　高知県教育セ
ンター

「情報モラル」教育・役割取得・ソーシャル
スキルトレーニング

本研究の目的は、教師の指導力の差で学習効果に差が生じる不安感を比較的抱きにくい手法であろうと考えられる、行動理論をベースとしたトレーニング
（訓練）的活動が中心の、ソーシャルスキルトレーニングに注目し、中学生を対象とした「情報モラル」育成の学習活動に取り入れ、教師が状況に応じて応用し
ながら使える教材を開発し、それを用いた家庭への働きかけを含め、インターネット活用モラル向上に向けての学習プログラムとして具現化することとした。
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荒木紀幸　2007　「２１世紀型授業づくり　124　モラ
ルジレンマで道徳授業を変える」　明治図書

道徳の指導法・モラルジレンマ授業のす
すめ・教材開発－さし絵、判断理由づけ
書き込みカード

４半世紀にわたって筆者たちは、コールバーグ理論にもとづくモラルジレンマ授業を設計し、資料、授業過程、道徳性の測定と評価、道徳の時間の新しい提
案、について検討を加えてきた。これまでの理論的研究と実践成果を踏まえて新しい学習指導要領（道徳）と絡めて小中学校の先生方を対象に論述した。本
書は13章で構成(全176頁)。(共同執筆者；竹田玲子ー第2章、楜澤実ー第12章、1，2，3）

49荒木：わが国におけるモラルジレンマ授業に関わる理論，実践，及び 教材についての文献総覧（1968～2020）



番号 著者・発表年・論文名・発表先・頁・出版社 キーワード・ジレンマ教材 要旨　 、　概要
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渡邊沙織、安形美樹、柏麻美、小酒井理恵、小宮山
美月、塚田沙也香　2007　「道徳教育を輝かせる♪”
モラルジレンマ－納得いく徳育－」　総合教育演習
レポート　名古屋女子大学

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材－愛犬ピット（ロンと別れ
たくない－山本逸郎原案）、けい子のまよ
い－徳永逸郎原案）、楽園を求めて-高木
智明原案）

教育総合演習　学習指導案に従ってテーマについて発表、レポートの内容は以下である。第１部　ねらい；モラルジレンマを用いた道徳教育を知るきっかけと
する。ディスカッションを通して､道徳的価値葛藤を経験する。従来の道徳教育の在り方を考える。『個』『他者』『地域』の取扱いについて；モラルディスカッショ
ンによって、他人の意見を聞き、自分の考えをもつことができる。また、ロールテｲク（役割取得）することによって相手の立場を考えるようになる。立場が変わ
ると理由の根拠も変わってくるため、これまで自分がもっていた見方とは違う見方ができ、より高い段階で理由をいわざるを得なくなる。それにより､道徳性が
高まる。これは､学校の中だけに留めるべきでものではない。これを実践していくのは学校を含めた地域、社会全体である。対象；小学校の教員を目指す大学
生　第２部　モラルジレンマについての資料；モラルジレンマ授業について/モラルジレンマの教材/子どもの心を揺さぶる発問の仕方/モラルジレンマ授業がも
たらす学力について/山田さんのジレンマ（指導案）/山田さんのジレンマ（教材）/理由づけワークシート/モラルジレンマ授業と学習指導要領との関連/モラル
ジレンマ授業に対する批判/実話！！こんな電話があったんです　第３部　コールバーグについての資料/コールバーグの三水準六段階/コールバーグの道
徳性発達理論　第４部　道徳教育についての資料；道徳教育の始まり/道徳教育推進状況調査/道徳教育教科化/他国の道徳教育/アメリカの主要な道徳教
育について　第５部　ご協力頂いた先生方　荒木紀幸/伊藤博美/日野正行の紹介　第６部　参考文献

232

堀田竜次, 假屋園昭彦, 丸野俊一　2007　「道徳の
授業における対話活動が道徳性の変容に及ぼす効
果」　鹿児島大学教育学部教育実践研究紀要、
Vol.17.　195-211.

道徳指導法・対話型授業・道徳性 本研究では，道徳の授業における対話活動が道徳性の変容に及ぼす効果について，対話型授業と教師主導型授業の比較を通して検討した．また，対話型
授業が道徳性の変容に及ぼす効果をより明確にするために，対話型授業で使用した児童のワークシートの書き込みをもとにした検討も行った．その結果明ら
かになった対話型授業の効果は，今後の道徳の授業に大きな示唆を与えるものになったのではないかと考える．
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北山愛　2007　「主体的に考え、道徳的な価値判断
ができる力を育む道徳の授業の工夫－葛藤を引き
起こすための「ゆさぶり」の方法を通して－」　島尻教
育研究所研究員報告、平成１９年度後期、76-92.

道徳指導法・モラルジレンマ授業・モラル
ジレンマ教材ｰぜったいひみつ(畑耕二
作）、この子のために（コールバーグ作）、
マラソン大会（徳永悦郎作）

生徒が主体的に考え、自分のこととして目の前の問題を捉え、判断できる力を育むために、視点1(ジレンマ資料による揺さぶり)と視点2(発問による揺さぶり)
を核にした道徳の授業を構想した。①ジレンマ教材で授業展開すると、葛藤が引き起され（Ⅵ-7）、深く考える状況を作り出すことができた。②発問の揺さぶり
を通して、更に考える状況を作り出し、根拠を重視した道徳的判断へとつなげることができた（Ⅵ-7）。③全授業を通して様々な考えを聞き、自分と違う意見と
その理由に触れることにより、お互いの意見を言い合える場が持てるようになった。

234

綾井桜子　2007　「小学校道徳教育における指導法
に関する問題ー 道徳的反省の観点からー 」　日本
女子大学大学院人間社会研究科紀要 13,　 49-63.

道徳の指導法・道徳的反省・内容と方法
（知）の統合

今日の我が国の小学校道徳の指導法を検討し、道徳的反省の持ちうる意義を見直すものである。その目的は、実践において前提とされている枠組（内容と
方法、教え込みと主体的判断をめぐる二項対立的な位置づけ）を対象化することである。指導法については、かねてより支配的な心情主義的方法とこれを克
服する試み、（価値明確化、構成的エンカウンター、モラルジレンマ、コミュニケーション的行為の理論に基づく道徳授業）という流れの中に、位置づけることが
可能である。本論ではこれらを批判的に検討したうえで、反省知の必要性について、規範の伝達と自己形成という、道徳授業が担う二重の課題に照らして述
べる。指導法において、道徳的反省は、これまでの二者択一的に捉えられきた内容と方法に関する知の統合を図るものと結論づけることが可能である。

235

三谷純子　2007　「教育の基礎理論に関する研究
―社会的葛藤場面における協同的問題解決能力の
育成―」　高知県教育センターWeb、平成19年度　大
学・大学院等留学生研究報告

社会性の発達・社会的葛藤場面・協同的
問題解決能力

渡部(1993)は Selman(1986）らが作成した社会認知的モデルであるＩＮＳモデル（社会的葛藤場面における問題を解決するために必要な対人交渉方略：
Interpersonal Negotiation Strategy）を用いて児童期の対人関係方略の発達的特徴を調べ、その発達が不十分な児童期において円滑な人間関係を形成して
いくためにはＩＮＳモデルに沿った対人関係能力の育成が重要であることを示唆している。そこで、本研究では、研究１として渡部の研究を参考にして、在籍校
の児童の社会的葛藤場面における問題解決能力の発達特徴を明らかにすることを目的とする。研究２は、教師の援助を得ながら児童が協同的に問題解決
を図る場面を設定することによって、より高次の対人交渉方略を獲得することが可能かどうかを検証することを目的とする。

236
山口匡　2007　道徳教育と道徳性の理念－道徳原
理を｢知ること｣をめぐって- 　愛知教育大学研究報
告（教育科学）, (56)　115-123.

道徳教育・心情主義批判・カントの道徳
性、自律

0.はじめに、1.道徳教育の基本構造、2.「心情主義的道徳教育論｣批判、3.道徳性と自律、カント倫理学の緒概念・理念の「抽象化的錯誤｣は｢心情主義的道徳
教育｣のみならず、道徳教育論全般について指摘されなければならない事実であろう。かくして、｢道徳性｣｢自律」を道徳教育との関連で捉え直す際の特殊な
困難さが確認された。

237

高橋充・峯岸哲夫・松永あけみ　2007　「社会的領域
理論」を取り入れた生徒の規範意識を育む「道徳の
時間」の試み　群馬大学教育実践研究　第24号
341-358.

道徳の指導法・社会的認知領域理論・
テュリエル

社会的領域理論に基づいて、中学２年生を対象に道徳の時間の授業を試みた。

238

松永あけみ・高橋充・峯岸哲夫　2007　「小・中学生
における社会的規範理解の発達」　群馬大学教育学
部紀要 人文・社会科学編 第 56巻　 313-332.

道徳の指導法・社会的認知領域理論・
テュリエル

本研究は、本調査に基づく「道徳の時間」の授業を試みることを前提に、社会的領域理論に基づいて、道徳領域および慣習領域における社会的規範の理解
が、児童期から青年前期を通してどのように発達していくのかを明らかにする。全体的傾向として、全ての学年の子どもたちが、道徳領域および校則領域の
違反行為を一般慣習領域の違反行為よりも、より重大であると捉えている。道徳領域のみならず、校則への違反行為も子どもたちにとって強く意識されている
と考えられる。しかし、一般慣習領域に対しては、どの学年においても重大性の認識が低い。これは、子どもたちは、明白に決められた規則はきちんと意識し
ているが、暗黙に存在する社会的規範に対してはその違反行為に対する意識が弱いのではないかと考えられる。本研究は、児童期から青年前期における社
会的規範の理解の発達を明らかにしたが、場面や設問方法（転校生や先生という存在）、またその相互作用により、規則随伴性判断や権威依存性判断が影
響されていた。現実場面では、社会的規範の認知的な判断だけでなく、状況と行為者との関係性などが複雑に影響し、実際の行動が決定されていくものと考
えられる。

239

佐藤伸彦　2007　「法的判断枠組みと法教育の目指
すべき到達点─道徳判断発達理論を参考に─」　立
命館法政論集 第５号　1-38.

法教育・道徳判断の発達理論、コール
バーグ理論・法的判断

道徳的ないし法的判断の発達理論を参考に，現在の法教育の目指すべき法的判断の方向性を検討してきた。結論として，単に「公正・公平なルール」に基づ
く機械的な法的判断では，本来の意味で高次の道徳的・法的な発達段階を獲得したことにならない。重要なのは，「公正」と「配慮」ないし「他者との対話によ
る合意形成」が統合された道徳的・法的な発達段階こそが高次の段階であることである。道徳性判断の発達を参考とする場合，「発達段階」理論の合理性や
道徳判断の第６段階とはどのようなものなのかについて，考察していく必要性が感じられた。なお，本稿では，タップの見解を前提に，法的判断と道徳判断を
同義のものとして扱って検討したが，実証的研究を参考にする際に，「法的」判断と「道徳」判断の相違があるのではないかと感じられた部分もある。「法的」判
断において，結果の妥当性や絶対的な法的価値，実定法上の解釈の限界のといった観点は重要な要素の一つであるし，「道徳」とは異なり知識的なものが
寄与する側面もあるので，「法的判断の発達」と「道徳判断の発達」の具体的な相違は，法教育における「発達段階」の問題として今後の課題の一つである。
そのような意味でも，「道徳」による判断要素とは異なる部分もあり，道徳的に高次の段階にあれば「法的」にも高次の段階にあるのかは疑問がある。

240
遠藤信一　2007　「『技術者モラル』授業のあらまし
（パワーポイント）」　東京工業大学附属科学技術高
校

工学倫理・道徳性の発達・コンセプトマッ
プ

工業高校で行なう技術者倫理教育の2つの考え方にもとづく教育を『技術者モラル』教育とよぶ。生徒が客観的な立場から公平に判断できる（消費者の立場
を考慮できる）ことを目標にして、道徳傾向調査を行ない、モラルジレンマ教材（スペースシャトル・チャレンジャー号爆発事故、フォード・ビント事件、原発コンク
リート大量加水事故、日航ジャンボ機墜落事故）を用いた判断演習（技術者モラルゲーム）を行い、事後調査を実施、コンセプトマップによる演習を実行する。

241

森川敦子　2007　「子どもの「社会的慣習」概念の発
達に関する研究--「状況依存性」に着目して 」　広
島大学大学院教育学研究科紀要 第一部 学習開発
関連領域 (56), 49-58.

社会的慣習概念・規範意識・状況依存性 本論文の目的は、「社会的慣習」概念に関するこれまでの研究を検討し、子どもの規範意識を育成するため道徳教育の課題を明らかにすることである。わが
国の「いじめ」など逸脱許容率「逸脱率」は小学校高学年が最も高いが、法規や社会ルールについては中高で高いことから、規範意識で学年といともにと共に
増加と低下の2種類があると考えられ、認知発達理論を拠り所に、規範意識の種類と発達過程を検討した。①l規範意識の低下には「社会的慣習」の発達が
関係している②規範意識の育成には年齢に応じた指導が必要③「状況依存性」判断を内省させる指導が必要、が明らかされた。

242

菅原裕美　2007　「ぼくは伴奏者」　岩手県立総合教
育センター、平成19年度学習指導案集データベース

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材ｰぼくは伴奏者（藤本恵美
子作）

今回は『モラルジレンマ』の手法をとることによって、勝敗を決めるのではなく、自分の意見を主張し、仲間の意見を聞きながら生徒個々の道徳性発達段階を
上げることをねらいとした。授業は二時間扱いとする。第一次では、状況を把握させ、ひとりで判断理由付けを考えさせる。第二次では　………… 。 意見交流
をさせながら ひとつ上の判断・理由付けに触れさせることにより 判断理由付けをさせたい。社会の変化に伴って、物事の考え方が多様化しており、自己責任
が問われる世の中だからこそ、「モラルジレンマ」に取り組むことにより、普段の生活での諸問題に対しての道徳的判断力や、道徳的実践力を高めていきたい
と考えている。

243

江玉睦美　2008　「道徳的価値判断における対人関
係認識の発達的変容-大学生を対象とした調査から
-」　筑紫女学園大学・筑紫女学園大学短期大学部
紀要(3).139～150.

大学生の価値判断（発達の様相）・対人
認識・葛藤解決

本研究の結果，大学生における発達の様相は。第１に，「対人理解」の領域では物質的事実に注目するという自己中心的な視点を残しつつ上位段階への移
行をみせ、第２に，自他の利益にかかわる「葛藤解決」の領域においては葛藤状態にとどまる傾向を示す。第３に，しつけや慣習にかかわる課題内容では上
位の段階を示しやすい。第４に，小学生に比べて上位の段階を示すのは「対人理解」と「葛藤解決」のみである。大学生における発達の様相は，おおむね小
学生の様相と類似したが、小学生とで差のみられた「対人理解」は注目すべきである。日本の大学生の仲間関係の発達そのものが下位段階の様相を呈して
いる可能性がある。近年の学生には，話し合いの場面で意見を述べることで相手を傷つけてしまうことを気にするあまり，自分の意見を述べなかったり，集団
で活動しているときに注意できないといった姿がみられる。その結果，友人との関係に深まりがみられず，浅く表面的な関係にとどまってしまう。このことが第
３の道を探る経験を奪い，葛藤を乗り越えることができずに，葛藤状態にとどまる傾向を示すことになると考えられる。小学生の対人関係認識の発達的特徴
からも，仲間関係の発達に即して役割取得能力の発達がすすむ（Edama，2000）が，道徳判断の基準を対人関係の認識におく日本の子どもにおいては，仲間
関係の発達にもとづく対人関係認識の発達の過程で，社会的視点が取得されることによって道徳性が発達すると考えられる。この点から青少年にみられる道
徳性の発達上の問題には，仲間関係の発達の変化によるといえないだろうか。
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谷口綾子　2008　「交通をテーマにした小学生のモラ
ルジレンマ授業」土木学会第63回年次学術講演会

交通環境教育・モラルジレンマ授業・社会
的なジレンマ

交通をテーマとした小学生への授業支援として、秦野市とひたちなか市で実施された授業内容を、モラルジレンマという観点で子どもたの葛藤場面を中心に
紹介。①秦野市TDM授業実施におけるモラルジレンマ（自動車利用と環境保全）、②ひたちなか市交通すごろくの授業実践におけるモラルジレンマ（通常のす
ごろくと違って、進めるコマ数が「クルマ」を選んだ人数で進めるコマ数が変わるルールの中で、どちらを使って早くゴールするか）を通常版、公共交通不便地
域版、高齢者版、で競う。高齢者役になった2名の児童は殆どの場合、他の条件の児童よりも遅くゴールした。この理不尽さを児童が発表し、授業は終る。い
わゆる「モラルジレンマ授業」の形式と異なる社会的ジレンマにおいても、モラルジレンマ授業と同様の授業を構築可能であるか、授業効果をどのようにすべ
きか今後の課題である。
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藤井基貴　2008　「成長する道徳くん2008；道徳教育
の授業での課題５（モラルジレンマ）に対して、モラル
ジレンマ授業について考えたことを自由に論じて下さ
い。目的、資料、方法論、VTRの感想、コールバーグ
理論の検討、日本への適用可能性、自分が授業者
なら。などなど」課題；モラルジレンマ、Weblog

モラルジレンマ授業・モラルジレンマＶＴＲ
（門番のマルコ、授業者－竹田玲子、堀
田泰永作）・資料論、方法論   ＊参考－
レポートの中に宇佐美氏のモラルジレン
マ(この子のために)批判に対する反論
（回答）が受講生の佐藤巨崇氏から寄せ
られている。

2008.11.11-2009.-2010.11.9、2013.12－17.まで収集した記録あり。　　（一例）；　児童同士が「互いの意見を聞くこと」を通して考えを深めていく様子は、学習
科学における協調学習やSTS教育にあるような方法論と重なって見えました。児童の中で、倫理に関する知識の再構成が促されていることは間違いなく、
コールバーグの認知的道徳性発達理論という理論もうなずけ、とても効果的な教材であると思います。ただ、これだけで道徳の授業が成立するのかというとそ
うではないように思います。「価値観を押し付ける道徳」から「考える道徳」へという反省は学習指導要領の履歴に重なり、結局のところ系統主義的な学習と経
験主義的な学習のともに大切であるということなのだということだと思います。つまり、私たちの社会・歴史が育んできた道徳観というものは子どもたちに教え
る必要があり、その知識をもとに、子どもたちが自信の考えを作り上げていくことが大切だと考えます。（その教材としてモラルジレンマは非常に有効であると
おもいます。）VTR(2006年11月10日に「とくだね！　教育再生プロジェクト・モラルジレンマ」として民間テレビ局で放映された堀田泰永作の「門番のマルコ」で、
2時間授業を12分に圧縮したもの、想定外の家庭での子どもと父親との会話が入っていた）に登場した父親が「王様とか関係なく、怪我をした人だったら助け
なきゃと思うよ「」（という内容の）自らの考えを述べ、子どもに働きかけた姿や、子どもたちがジレンマに気付いていく姿がとても印象に残りました。
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坂元大輔　2008　第5学年　道徳学習指導略案　「な
くしたかぎ」　鹿児島県総合教育センター　学習指導
案のページ

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材ｰなくしたかぎ（日本文教
出版、矢野幸彦作）

友情，信頼とは，相互の信頼の下，真の友情を育てるとともに，互いの人格を尊重し合う人間関係を築いていくことである。家族愛，家庭生活の充実とは，家
族が相互に深い信頼関係で結ばれていることについて考えを深めることである。本主題では，二つの道徳的価値の間で生じる問題場面において，自分だっ
たらどうするかを考える。その際，「学び合い」によって友達の判断理由や根拠を知り，理解することを通して，自分の道徳的な判断力を高める。そうすること
により，実生活において主体的に考え，問題を解決することができるようにする。振り返りにおいて期待される子供の発言や記述・ 自分や家族のことだけを考
えて行動すると，もっと困っている友達のことを放ってしまうことになり，大変なことが起こるかもしれないので，今後は何を優先するべきなのかをしっかりと考
えて行動していきたい。・ これからは，そのときの状況や周りの人の気持ちなどをよく考えて判断し，よりよいと思う方法を選ぶことが大切だと気付いた。・ 複
数の問題に同時に出合ったときには，どちらか一方を選んで解決しようとするのではなく，幅広く考えることで，どちらも解決できることがあるかもしれないと
思った。今後はいろいろな面から物事を考えていきたいと思った。
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荒木紀幸　2008　「Ⅲ章　各教育内容と教材　⑬道
徳の教材について、日本教材学会（編）日本教材学
会設立20周年記念論文集「教材学」現状と展望（下
巻）」　372-385.　共同出版

道徳資料、道徳教材・認知的発達理論・
モラルジレンマ教材（魔法使いの眼鏡、ハ
インツのジレンマーコールバーグ作、ぽん
たとリンリンー西前弘幸作、門番のマルコ
-堀田泰永作、花鉢プレゼントー上田仁紀
作、南洋のキラー松尾廣文、本当の優し
さー丸山屋敏、どっちが悪いーコール
バーグ、荒木紀幸訳）

モラルジレンマ資料について、１．はじめに、２．価値葛藤資料、 　３．モラルジレンマ資料 、（１）ブルーバッハーの岐路に立つ道徳、（２）コールバーグのモラ

ルジレンマ資料、  モラルジレンマ資料タイプⅠとタイプⅡ、タイプⅠの例：【魔法使いの眼鏡（あらすじ）、コールバーグ監修、1972】 、タイプⅡの例：　【ハインツ

のジレンマ、コールバーグ、1969】 、４．なぜモラルジレンマ資料なのか？ ５．モラルジレンマ資料づくりの原則、 ①お話はできるだけ単純とする、　②オープン

エンドである、  ③道徳的な意味について２つ以上の論点が含まれている 、④表面的な葛藤とならないためにも、対立する中心価値の判断・理由づけは低次
から高次まで幅広く表れること、⑤現実の特定個人を傷つけたり、攻撃する場面や状況を設定しない。特に、登場人物の姓名や人物像について、細心の注意
を払うこと、 ⑥学級の実態を押さえ、児童生徒個々の必要感に見合ったジレンマにする、 ⑦「主人公は何をすべきか」というように、すべき（当為）を用いて、

主人公のとるべき行為を意志決定させる ６．モラルジレンマ資料の例 １．ぽんたとリンリン（低学年－公正・公平）、２．門番のマルコ（中学年－規則・人命尊
重）、３．花鉢プレゼント（高学年－思いやり・社会奉仕）４．南洋のキラ（中学１年－郷土の発展・自然愛護・個性の伸長・集団生活の一員５．本当のやさしさと
は（中学２年－生命の尊重） ６．どっちが悪い（中学３年－順法精神・公正公平）、７．モラルジレンマ資料に関する文献集.
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藤本太郎　2008　「協力的行動を取らせる態度を育
てる道徳授業の開発 : 社会的ジレンマを扱った授
業」　授業実践開発研究　1巻  81- 89.　千葉大学教
育学部授業実践開発研究室

道徳の指導法・社会的ジレンマ・協力的
行動

学習指導要領では、思いやり、公徳心を身につけることを道徳の目標のひとつとして挙げており、その中に「協力」に関する内容が含まれている。現在、小学
校で行われている「協力」を題材とした道徳授業では、協力することに重点を置いたものが多い。しかし、自分が協力するだけでなく、日常生活では非協力的
な人に協力を求めることもある。さまざまな場面で存在する社会的ジレンマに対して自分が取るべき行動の訓練をしておけば、実際に直面した時に授業内容
を生かすことができる。本研究では、社会的ジレンマを用いて自分が協力するだけでなく相手に協力させることまで考える授業を開発し、その効果を明らかに
した。授業実践後の調査で、授業内容を生かせた児童がいたことが確認できた。ただし、すべての児童にこのような態度を身につけさせられたわけではなく、
生活はあまり変わっていないと答えた児童もいた。より多くの児童にこの態度を身につけさせるには改善の余地がある。なお、本文は筆者の修士論文を再構
成したものである。
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若林紀乃　2008　「幼児の向社会的行動における協
同学習の可能性と事前学習のあり方」　幼年教育研
究年報 第30巻 61ｰ68 　広島大学大学院教育学研
究科附属幼年教育研究施設

向社会的学習・協同学習・ディスカッショ
ン

協同学習前に行なわれた向社会的場面に関する面接でのやりとりから、幼児の協同学習に必要な事前学習の在り方について探索的に検討する。

250

遠藤信一, 松田稔樹　2008　「工業高校生を対象とし
た技術者モラル指導法の開発」　科学教育研究　第
32巻、3号、174ｰ185.　日本科学教育学会

技術者モラルジレンマ教育・モラル指導
法・モラルジレンマ教材、コンセプトマップ

本研究では，工業高校生を対象とした技術者モラル教育の指導法の確立を目指して，図1のモデルに基づき，教材を開発し，教育効果に着目してモデルの検
証を行った．その結果，以下の点が明らかとなった．①就業経験のない工業高校生徒には，判断演習を行う以前に企業内部の人間関係を理解させることが
不可欠である．この「状況知識」の理解を深めることに留意しなければ，図1の自己中心的な段階を脱却できない生徒を放置する結果となり，技術者モラルの
授業としては意味のないものになってしまう．なぜなら彼らはジレンマを起こさないからである．本研究では，導入教材によって，「状況知識」の理解を深めら
れ，企業内技術者が体験するモラルジレンマを追体験させられた，②開発した教材内でモラルジレンマを体験した時，生徒の下す判断は個人によって異な
り，到達している道徳的発達段階も一様ではない．生徒の判断によって設問を変えたり，適切なフィードバックを返すためには，個に応じた教材での学習が最
低1つは必要である．この教材を核として，応用力を養う意昧で，質問紙による判断演習を行えば，効果を得ることができた．③コンセプトマップによる学習は，
一斉授業による指導だけでば十分な成果を上げることが出来なかった．本研究では，コンセプトマップによって「状況知識」の理解の程度を計るための評価方
法を開発した．その結果，判断演習後には，コンセプトマップの内容も充実，実施前には考えが及ぼなかった企業内の人間関係にも着目できるようになり，教
材によって「状況知識一を深めるという目的は果たされていることが確認できた.ただし，実践によって多くの生徒に成果が得られたものの，低い段階に留まる
牛徒がいたことも否めない．これは道徳性が未発達であることが原因として予想されるが，教師側としても教材への没入感を深めさせることやフィードバックの
与え方にも工夫が必要だと考えている．そのためには従来の説諭型フィードバックに変わる新しいタイプのフィードバックが必要であろう．
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宮内寿子　2008　「ケアの倫理の可能性」　筑波学
院大学紀要第３集　 101ｰ113.

ケアの倫理・正義の倫理・倫理的成熟 キャロル・ギリガンがケアの倫理をローレンス・コールバーグの正義の倫理に対置して以来、倫理の二つのタイプが論じられるようになった。ケアリングで倫理
は構成できるのだろうか。そのときの問題は何か。本稿では、まず、ギリガンのケアの倫理の発達段階論的展開を考察する。次に、ケアの倫理の持つ問題性
を考察し、ケアリングで倫理が構成できるのかどうかを検討する。以上の考察は、倫理的成熟への方向性を探る試みでもある。
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熊谷泰成　2008　「勝負とは何か」第6学年　道徳学
習指導案、平成20年7月7日（月）

道徳の指導法・モラルジレンマ授業（2時
間）・　モラルジレンマ－どうする健？（加
藤健志作）

向上心・強い意志、思いやり、誠実の3つ道徳的価値を想定。個に応じた指導体制(道徳的思考や判断力を高める）、指導方法の工夫(第1次で判断理由づけ
を分類整理し、2次では、それを黒板に示し、活用する）第１次では右足を攻める(16人)、右足を笑めない(16人)と拮抗。

253

三山緑　2008　「教職に関する科目「道徳教育の研
究」における実践的指導力育成のための一考察 : S
市立K小学校の「心に響く道徳教育」実践事例を通し
て」　東亜大学紀要　第8号　1-10.

実践的指導力の育成・教職科目、道徳教
育の研究・道徳の時間

教職科目、『道徳教育の研究』の講義において学生の実践的指導力を高めたかを、実践事例から検討した。道徳教育の実践的指導力を高めるには、道徳の
時間と各教科や特別活動、総合学習等の他の学習領域における指導とが、時間軸に沿って並行する形で進行することを、図や表を用いてイメージさせるこ
と、また1つの教材や読み物資料をめぐって、それを扱う時間や児童生徒の実態について、いくつか異なる状況を提示し、それに応じてアプローチの仕方を変
化させる訓練をすることが重要であると言える。
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平成20年度 教育相談研究グループ、川田尚、後藤
善史、庄司渉、菅野準、木村裕一、樽野幸義　2008
「児童生徒の規範意識を高めるための一考察　－
「規範意識発達段階表」を活用した指導モデルの提
言を通して －」　宮城県総合教育センター

規範意識を高める・規範意識発達段階
表、セルマン・社会領域理論、チュリエル

現在，情報化や少子高齢化など社会の急激な変化に伴って，価値観が多様化し，社会規範も大きく揺らいでいる。そのような状況の中で児童生徒がよりよく
生きるためには，規範意識を高めることが大切になる。このことから本研究では，規範意識の高まりの構造や規範意識を高めるための要素の理論的考察を
行った。また，各校で児童生徒の規範意識を客観的にとらえるための規準についても考察した。それに基づいて，児童生徒の実態を把握するための「規範意
識発達段階表」を作成するとともに，児童生徒の実態に応じて活用できる「規範意識を高める指導モデル」を提言するものである。
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國平剛司　2008　「児童の道徳的実践力を育成する
ための指導の在り方を探る」　平成１９年度長期研
修報告書、佐賀県教育センター

道徳授業の指導の在り方・モラルジレン
マ授業・モラルジレンマ教材ｰしか退治
（井原孝夫作）

道徳の時間の目標である道徳的実践力の育成のためには，児童が自分の考えをもち，少人数での話し合いを通してその考えを深めていくことが重要だと考
えた。そこで本研究では，２つの価値葛藤を通した授業の中で，道徳的価値に対する児童の考えを深めさせるため，児童の道徳的価値判断や理由の違いを
基にペアの組み方を工夫して，話し合い活動に取り組ませた。その結果，道徳的価値に対する考えが深まった記述をしたり，話し合いの中で得た友達の考え
を取り入れた記述をしたりする児童が多く見られるようになった。
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藤井基貴　2009　「成長する道徳くん2009；道徳教育
の授業での課題、モラルジレンマ授業について考え
たことを自由に論じて下さい。目的、資料、方法論、
VTRの感想、コールバーグ理論の検討、日本への適
用可能性、自分が授業者なら、などなど」　成長する
道徳くん2009、Weblog

モラルジレンマ授業・門番のマルコのVTR
の感想・ハインツのジレンマについての感
想

｢私が授業者なら｣、2009.11.12.　10日の授業では、特効薬の場面、門番の話、盗むか盗まないかの話が出てきたが、そのどれもが子どもにとっては現実味が
感じられない場面や話だと考えた。そのため、もし私が授業者なら、より現実味がある場面を提示し、モラルジレンマの授業を行っていきたい。とある本で知っ
た話（ぜったいひみつ）だが、例えば、ある子どもが友達を喜ばせるためにウソをついていたが、そのウソが原因で友達がつらい思いをしていて、ウソについ
て友達から問われた。ウソがバレたら喜ばせる計画はダメになる。この時、あなたなら、本当のことを言うか、言わないか？というように、友人関係などの場面
を扱う。現実味を感じながら授業を行うことで、日常生活とも関連できると考えられる。また授業の途中あるいは最後に教師としてどう考えるか、個人的な考え
を述べたい。違う考えを持った子どもはあまり納得できないかもしれないが、子どもが他の人の考えをしっかり聞き、理解することも重要である。自分の考え、
他者の考えを大切にできる授業を行いたいと考える。
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 山口匡　2009　「道徳教育と発達論--問題としての
道徳性 」　愛知教育大学教育実践総合センタ-紀要
(12),　 279-286.

道徳教育・道徳性・発達論 「道徳教育とは道徳性の発達をうながす教育であり，道徳性とは道徳を担う能力である」。こうした道徳教育に関する一般的理解にたいして批判的な検討を試
みる。道徳性をひとつの能力として理解するとはどのようなことか。能力としての道徳性について，発達段階論を展開する道徳教育観にはどのような問題性が
あるのか。本稿の目的はしかしながら，さまざまな道徳発達論を個別に検証したり相互に比較したりすることにあるのではない。道徳性が人間の発達する能
力として想定され，その発達への援助・助成的介入として道徳教育が理解されるそのこと自体の問題性を検討することにある。道徳性にかぎらず，人間の発
達を解明するためには，あらかじめ人間発達のイメージが先行しなければならない。つまり，「何が発達であるのか」の解明は，発達論・発達研究の先にある
のではなく，その出発点にこそ求められなければならないのである。道徳性の育成をめざす道徳教育と発達論も，道徳性を子どもにそなわる成長する能力と
して素朴に想定するのではなく，大人がそのなかにあらかじめ（無意識のうちに）持ちこんでいる（期待している）価値方向性をたえず意識化しなければならな
いのである。
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松下行則　2009　「道徳的に考えるとはどういくこと
か（1）－資料「手品師」における「最善の解」－」　人
間発達文化学類論集 第 10号、51-64.　福島大学

道徳の指導法・最善の解・道徳教材、手
品師

第 1章では，宇佐美の資料批判を傾聴しつつも，フィクション教材としての資料「手品師」の教材的価値を考える。第 2章では，「手品師」が「めざすべき道徳」
について，「最適の解」ではなく，「最善の解」を考える。第 3章では，「道徳的に考える」とは何か，その本質的視点をいくつか検討した上で，「手品師」が「取る
べき行為」（道徳的行為）について考える。
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川崎惣一　2009　「道徳的行動の主たる要因として
の共感について」　北海道教育大学紀要、人文科
学・社会科学編、60.(1); 15-27.

道徳教育方法・共感と道徳行為・役割取
得能力

道徳教育は、子どもたちが思いやりのある行動を取ることができるようになる、ということをその主たる目的としている。これを達成するためには、子どもたちの
共感する力を伸ばすことが重要である。共感は、人間を道徳的な行動をとるように促す要因として、道徳的な判断力よりも根本的であると思われる。哲学・倫
理学の伝統においても、共感は人間を行動に促すものとして重視されてきた。しかし共感は、身近な他者より強く向かう傾向があるなど、一定のバイアスのも
とにある。これを克服するためには、子どもが想像力を発揮することで「相手の立場に立つ」ことができるようになる必要がある。そこで、子どもに共感する力を
伸ばすための方法として、役割取得の力に注目するのがふさわしいと考えられる。
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羽島剛史・黑岩武志・藤井聡・竹村和久　2009　「道
徳性発達理論に基づく土木技術者倫理に関する実
証的研究」　土木学会論文集、65，262－279．

土木技術者倫理・コールバーグ理論・ＤＩＴ
レスト、山岸明子

本研究では，コールバーグの道徳性発達理論に基づいて，土木技術者の倫理規定が土木技術者の倫理性にどのような影響を及ぼすかについて実証的に
検討することを目的とした．この目的の下，倫理規定の「解釈可能性」に着目し，倫理規定における解釈可能性が土木技術者の倫理性に及ぼす影響につい
ての仮説を措定した．つぎに，土木技術者396名を対象として，実証実験を実施し，その仮説を実証的に検証した．その結果，本研究の仮説が支持され，解釈
可能性の高い倫理規定を読んだ土木技術者において，解釈可能性の低い倫理規定を読んだ土木技術者よりも，その倫理水準が向上する可能性が示され
た．さらに，そうした倫理規定の解釈可能性による効果に影響する要因を探索的に検討したところ，現行の倫理規定の通読経験と倫理的問題の経験度が抽
出された．
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大須賀巴、藤原葉月　2009　「生きる力を育む指導
の充実を目指して、浜中町道徳部会」　平成21年度
北海道浜中町教育委員会研究指定公開研究会、浜
中町立散布中学校

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材、本当のやさしさ（丸山屋
敏作）、正男さんの悩み（丸山屋敏作）

「本当の優しさ」を用いた事前研で、中1全員（8人）が｢告知する｣意見に偏り、討論できず、補充発問｢実際にどのように告知するか｣の作業を取入れた結果、
ある程度自分事として考えることができ、資料をより自分事として捉えさせる工夫が必要と感じた。この結果、どちらが正当ということでなく、考えることが大切
だと意識させることができた。この経験を基に、｢正男さんの悩み｣について7月に町内3校による事前検討した。そこで、｢共感｣を生む授業の流れを作るため
に、資料分析を行ない、町内2校（茶内中、浜中中）で授業検討した。授業のねらいを、働くことの役割と責任について、正男さんの立場に立って考える。
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加藤裕子　2009　「氷河上の決断」　岩手県立総合
教育センター、平成21年度学習指導案集データベー
ス

モラルジレンマ授業・道徳学習指導案・モ
ラルジレンマ教材、氷河上の決断（奥村
光太郎作）

 本主題は、一主題二時間構成で行う。第一次では、「クレバスに転落している白水隊員」という差し迫った状況を、現地の自然条件や登山隊のもつ危険性と
ともに認識させる。生徒は、このようなことについての知識が不足しているので、転落の状況や救助の状況などの把握をしっかりと深くさせることが重要であ
る。その上で救助を「継続すべきか、すべきではないか」と悩み苦しんでいる隊長や隊員たちの葛藤状況をつかませる。 第二次では、救助を「継続すべきか」
「継続すべきではないか」という論点について、生徒それぞれの理由づけをもとにしたディスカッションを展開する。二時間扱いにすること、状況の把握をしっか
りさせ、より深く考えられるようにするとともに、様々な考えを交流する時間を確保し、生命の尊重の深い価値について理解させた。４ 研究とのかかわり 「道徳
の時間における表現できる力」をつける、1.「自分の考えを持つこと」ができるように、2.「自分の考えを自分の言葉で話すこと」ができるように　3. 「他の人に質
問すること」ができるように指導する。

263

岡田圭代・古橋啓介 　2009　「小学生の対人交渉方
略に及ぼすソーシャルスキルトレーニングの効果」
福岡県立大学人間社会学部紀要　Vol. 17, No. 2, 33
－46.

社会性の発達・対人交渉方略・ソーシャ
ルスキルトレーニング

対人関係における葛藤状況を解決する能力の発達段階として対人交渉方略 (Interpersonal　Negotiation　Strategy ; INS)モデルが提案されている。本研究は
対人交渉方略を訓練によって向上させることが出来るかどうかを、ソーシャルスキルトレーニングの手法を使って検討した。小学校５年生に対して３回の訓練
を実施した。一部に訓練の効果がみられ、実験群の子ども達は、訓練前より上位の対人交渉方略を用いることが出来た。しかし、社会的スキル、学校適応
感、友人関係の尺度では訓練の効果は見られなかった。効果は限定的であるが対人交渉方略の発達を訓練により促進させることが出来ることが示された。
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姫野完治、細川和仁　2009　「小中学校教員から見
た「道徳の時間」の実際と教員養成の役割」　日本
教育大学協会研究年報　 27  67-79.

教員養成における道徳の指導法・道徳の
時間・カリキュラム

教員養成における｢道徳の指導法｣、「道徳の時間」の実際について、秋田県内小学校69校、中学校61校対象に調査し、回収率90％、小学校521人、中学校
428人の結果を分析。「道徳の時間」の実際について、小学校｢副読本-96.0％、心のノート-77.7，読み物資料-59.5，グループエンカウンタｰ50.4，体験活動-
55.8，討論（ディベート）-40.7」，中学校「88.4，49.7，81.5，63.1，40.9，51.6％」、これ以下には「自作資料、インターネット、学校放送番組、市販ビデオ、新聞、ゲ
ストティーチャー」が続いた。
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ラリーヌッチ　中植正剛訳　2009　「道徳性発達と道
徳教育についての伝統的な考えに対する挑戦」　道
徳性発達研究、第4巻1号、11-20.

社会的認知領域理論・道徳的内省・個人
の領域

我々の推進する社会的認知領域理論における道徳教育へのアプローチでは、先生が道徳的に正しい答えを教え込む伝統的な教育方法をとらない。我々は、
子どもたちを小学校の段階から、道徳的内省のプロセスに関わらせる。このような内省を通して、道徳的判断力のある生徒を育てるとともに、そのような判断
力を用いて、複雑な大人の生活において自分の行動に道徳的な理由づけができるようにな若者を育てることを道徳教育の目標としている。

266

ラリーヌッチ　渡邊ひとみ訳　 2009　「青年期におけ
る道徳性のU字型発達」　道徳性発達研究、第4巻
第1号、48-54．日本道徳性発達実践学会

社会的認知領域理論・社会的領域・個人
的領域

典型的な社会的認知発達は、児童期から青年期前期・中期にかけてＵ字パターンを辿るという研究結果を紹介する。この研究では、社会的価値についての
社会的認知を3つの領域に分けている。①道徳性は、公平性や福祉、害悪などについての概念である。社会的領域は、社会的相互作用を円滑にする働きを
持つ「合意の上で決められた規則」や「挨拶やマナーなどの社会基準」についての概念であり道徳性と区別される。3つめの領域はプライバシーや権利といっ
たような「個人」領域であり、言いかえれば、自己を自律的及び個性的なものとして定義する際に重要となる事柄についての選択のことである。社会的慣習の
領域は、慣習の肯定段階と否定段階が変動する発達パターンが見られる。児童期中期は肯定段階、青年期初期では慣習否定の段階に移行する。危害や福
祉について道徳的概念はＵ字型パターンを示す。
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Noriyuki Araki, Masataka Nakaue,  Kohei Yamane
2009　「Practices in Japan of Moral Dilemma
Education Based on Kohlberg's Theories.：the
development and practice of moral dilemma
educational materials、日本におけるコールバーグ理
論に基づくモラルジレンマ授業実践－モラルジレン
マ資料開発を中心に－」　神戸親和女子大学大学院
紀要、５，1－14.

モラルジレンマ教材・コールバーグ理論・
道徳判断

本論文はUniversity of Notre Dame（ノートルダム大学）で開催された34th Annual Conference of Association for Moral Education（第３４回北米道徳教育学会
－ＡＭＥ－2008.11.13-16.）で発表した内容に基づいて作成された。We have been conducting educational research in moral education based on Kohlberg's
stages of moral development, following the philosophy of John Dewey who stated the goal of education as to have children develop.  We started the
research as "The Society for the Study of Moral Education" in 1982.  We changed our name to "The Society for the study of Moral Development" in 1984
and to "The Japan Society for Studies of Educational Practices on Moral Development" in 2001.  This year is the 25th anniversary of our founding.  In this
poster session, we would like to introduce the books about the development and practice of moral dilemma educational materials, which are the outcome of
moral dilemma educational research over the past 25 years.（荒木紀幸、中植正剛、山根耕平）
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ヌッチ（Larry Nucci)、桜井みどり通訳、高原哲司訳
2009　「アメリカの道徳教育; Moral Education in the
United States」　神戸親和女子大学大学院紀要、
５，63-73．

アメリカの道徳教育・道徳と慣習・道徳的
な共同体

現在のアメリカの道徳教育には4つの動きがある。それらには、①道徳性を定義づけること、②道徳的な共同体を作ること、③モラルディスカッションを活用す
ること、④道徳教育の一環として奉仕活動を行なうことの4つの動向である。
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松浦睦美　2009　「児童の自尊感情をはぐくむ道徳
の時間を目指して－「心のアンケート」を活用した道
徳の授業づくりの工夫－」　福井県教育研究所研究
紀要　111号、61-74.

道徳の授業法・自尊感情の育成・心のア
ンケート

本研究では､児童の自尊感情を調査するために「心のアンケート」を考案した。「心のアンケート」の結果を基にした授業づくりについて考察し、授業実践した
後、再度［心のアンケート］を実施し、児童の自尊感情の変容を分析した。この結果、児童の自尊感情を高める上で効果があったこと、また、児童の変容を捉
える上でも役に立ったことが分かった。
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西村正登　2010　「アメリカ道徳教育三大潮流の比
較研究」　東アジア研究紀要､　山口大学,(8).　149-
164.

アメリカの道徳教育・価値明確化・コール
バーグ理論

戦後のアメリカの道徳教育は、次の三大潮流に集約される。第一は、「価値の明確化」による道徳教育である。これは1960年代～70年代にかけてアメリカ西
海岸を中心に主知主義的な教育への反省の上に立って、「学校の人間化」をスローガンにして推し進められたものである。第二は、1970年代～80年代にかけ
てコールバーグを中心にして発展したモラルジレンマによる道徳教育である。コールバーグは道徳的判断に関する3水準6段階の発達段階を提示し、アメリカ
のみならず広く世界に道徳教育の理論的枠組みを提供した。第三は、1990年代以降に発展したキャラクター・エデュケーションである。これは学校の危機的な
状況を救うためには、まず基本的な道徳的内容を直接子どもに教えることが必要であり、民主主義社会に必要な普遍的道徳的価値を教えることが必要であ
ると説いた。本稿では、この3つの道徳教育の理論と実践を比較しながら考察することにより、「道徳教育で普遍的価値を教えるべきか否か？」という問題を教
育の原点に立ち返って吟味し、日本の道徳教育の現状も合わせて考察しながら、今日の道徳授業に必要とされるエキスを洗い出していくことを目的にしてい
る。
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山岸明子　2010　「〈総説〉道徳性発達とジェンダー
の問題 ―Kohlberg & Gilligan 理論再考― 」　順天
堂スポーツ健康科学研究 第 1 巻第 4 号（通巻16
号），449-456.

道徳性の発達・コールバーグ理論・ギリガ
ン理論

本稿では Kohlberg 理論と Gilligan 理論をめぐる論争について，20数年の間に蓄積されてきた実証的研究の成果や，論争と関連すると思われる文学作品を
示しながら考察を行い，また 2 つの道徳性が異なった対人関係に由来するとする仮説について論じ，最後に Gilligan 理論の意義と限界について論じる. 2 つ
の道徳性発達に共通する基盤となる発達の検討，及び異なる対人関係の何がどう働いて 2 つの異なる発達をもたらすのか，性と関連する部分があれば何が
関与してそうなるのかの検討を進めていくことが必要と思われる．
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藤井基貴　2010　「成長する道徳くん2010；11月9日
授業の課題4　モラルジレンマ；モラルジレンマ授業
について考えたことを自由に論じてください。」　成長
する道徳くん2010、課題；モラルジレンマ、Weblog

モラルジレンマ授業・門番のマルコのVTR
の感想・ハインツのジレンマについての感
想

モラルジレンマ授業（目的、資料、方法論、ＶＴＲの感想、　コールバーグ理論の検討、　日本への適応可能性、自分が授業者なら等）について考えたことを自
由に論じてください。36 (36)  2010-11-09 15:19:49　教師が決めた結論に向かって生徒や児童を誘導していく授業よりは、モラルジレンマを用いた授業のほう
が、生徒それぞれが自分なりの考えるを持つことができ、自分で判断するという力が身につくのでいいと感じた。またVTRでも言っていたように、自分と違った
意見を持っている人の話も真剣に聞く事が出来るようになると思った。将来似たような状況に直面した時に、自ら解決出来るようになると思う。結論を強制した
道徳では、子供は納得せず、反発してしまうと思う。また1日おくというのはとてもいいやりかただと感じた。…
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藤井基貴・加藤弘通　2010　「道徳教の授業開発に
関する基礎的研究（1）　－モラルジレンマに関する
実態調査から」　静岡大学教育学部研究報告、第60
号、237-244.

新たな指導法・道徳教育実態調査・モラ
ルジレンマ授業

本研究ではモラルジレンマがどの程度使用されているのか、また誰が使用しているのか、さらにはどのような効果を期待して利用しているか、といった実態を
明らかにする。モラルジレンマ授業は、兵庫教育大学での研究プロジェクトにはじまり導入から約20年がたっている。この間、モラルジレンマは教育学者の間
で道徳教育の新たな指導法として大きな注目と期待を集めた。しかしながら、本調査によれば、現状ではまだ４割程度の導入に留まっており、依然として大学
院での長期研修が教育現場への導入に際して重要な役割を果たしているということが明らかになった。これに基づいてモラルジレンマ授業がこれから現場に
根ざしていくためには、改善、越えるべき課題について、①モラルジレンマと他の道徳教育の実践との関係である。具体的には教師が他の道徳実践と比較し
て､どのような効果をモラルジレンマに期待しているかを明らかにすることである。というのも、モラルジレンマはコールバーグ理論に基づく1つの指導方法であ
り、教師が利用する際にはその効果を十分理解し、状況や指導計画に応じた使い分ける技量が求められるためである。②モラルジレンマを現場に根ざした実
践にするために必要な条件とは何かを明らかにすることも重要な課題となる。実践を改善するためには教育現場でいかなる工夫や検証が必要なのか、また
教員に対しては、どのような研修を実施していくことが効果的かを明らかにする必要があろう、と提案した。
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永田繁雄・藤澤文　2010　「大学・短大における教職
科目（道徳の指導法）に関する調査」「大学・短大に
おける教職科目に関する調査」　報告書　東京学芸
大学「総合的道徳教育プログラム」推進本部、第一
プロジェクト

道徳の指導法・全国大学調査・発達論関
係のキーワーズ

S; ●心理や道徳性の発達等の重視 ◆道徳性心理やその発達等に関する内容が半数を超えるもの・解説書の道徳性の概説と考えられるものはＫに含む、Ａ
●多彩なテーマの細分化 ◆上記の内容が毎時または１～３時間程度ごとにアレンジされているもの K. ●学習指導要領に即した内容の重視　学習指導要領
の「解説書」的な内容が網羅され８回程度を超えるもの、368名中記入不備の175を除く193名の74人が、コールバーグ､モラルジレンマ授業を取り上げている
（38.3％）。発達論関係のキーワーズ；道徳性の発達（3）/コールバーグ、ジレンマ、モラルジレンマ（2）/自由と平等のジレンマ､道徳性の発達段階、道徳的発
達理論、ピアジェ、役割取得、自然主義的誤謬、道徳的判断（1）/
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椋木香子　2010　「道徳性の発達における均衡化の
過程に関する一考察」　宮崎学園短期大学紀要 (3),
163-169.

道徳性の発達・コールバーグ理論・ピア
ジェ、の均衡化理論

均衡化の過程は、主体の認知構造内の問題と考えられるが、均衡の2側面の相互関係を考慮すれば 、外界との均衡化が主体内の均衡化に影響を与えるこ
とは十分推測できる。コールバーグの道徳性発達段階で説明するならば、各段階の一段上の段階の思考例が外界であり、それに触れることで主体の認知構
造との均衡化が起こるということである。それは同時に主体の認知構造内部の均衡化をも意味する。コールバーグの認知発達段階理論に基づくモラル・ジレ
ンマ授業とは、このような主体の認知構造と外界との均衡化を目指したものであろう。

51荒木：わが国におけるモラルジレンマ授業に関わる理論，実践，及び 教材についての文献総覧（1968～2020）



番号 著者・発表年・論文名・発表先・頁・出版社 キーワード・ジレンマ教材 要旨　 、　概要
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遠藤信一, 松田稔樹　2010　「時間的制約を考慮し
た技術者モラル教育用「企業内相互作用体験ゲー
ム」」　日本教育工学会　第26回全国大会　報告集
365-366.

「技術者モラル」教育・道徳性発達段階調
査・体験ゲーム

筆者らは、高校生を対象とした技術者モラルジレンマ教育の実践を続けているが、就業経験が無いため、企業内の人間関係といった状況知識が欠如し、十
分な成果が得られていない。そこで、企業内の人物をロールプレイングゲームのように体験する「企業内相互作用体験ゲーム」を考案・実践した。このゲーム
は、企業役と消費者役を交代して再度ゲームをすることが前提だが、時間的制約により、一度しか行えなかった。ここで本研究では、「企業内相互作用体験
ゲーム」をＩＴＣ教材化することによって、実践時間を確保し、状況知識の獲得を重視した授業計画に基づく実践を行なった。日常生活場面では8割が段階3以
上にあるが、事前調査の企業場面では6割程度に留まったが、教材実施後は8割になった。事前／事後でχ²＝4.27，5％を得、有意差が認められた。
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宮田美恵子　2010　「犯罪からの子どもの安全に関
する考察－小学生に対する聞き遭遇体験調査を元
に－」　チャイルド・サイエンス : 子ども学 6, 　47-51.
日本子ども学会

子どもの安全教育・危機遭遇体験調査・
危機への対応力

子どもたちの安全な子ども時代が脅かされている。2005 年、栃木県、広島県などで相次いだ子どもをめぐる犯罪被害事件を受け、全国で子どもの見守りパト
ロール隊が編成されるなど様々な対策が講じられてきた。しかし、子どもの周囲を守る大人の対策に囲まれながらも、子どもは見守りの目が消失した隙間、死
角で被害に遭遇することがある。危機の“その時”子ども自身が自らを守る機知や身体的な力によって危機から離脱できたケースがある一方で、為す術なく被
害に巻き込まれていった子どももいる。犯罪被害からの子どもの安全確保は家庭が中心となり、地域の大人が学校などと連携して子どもたちの暮らす環境の
点検整備などを行うことにより確保されるものであることは言うまでもない。しかし、こうした大人による見守りにとどまらず、子ども自身にも危機離脱のための
力の体得が必要だと考えられることから、本論では子どもの危機への対応力を中心に考察した。実際、小学生を対象とした犯罪の前兆行為等体験調査か
ら、児童が通学路で一人の時に危機に遭遇し、かつ自らを守るための行動を起こすことができなかった児童はおよそ 3 割存在することが判明した。したがっ
て、大人による見守り活動や言葉による注意喚起、知識注入に加え、子どもの発達にしたがって、実際に子どもがどう行動すればよいのかを学ぶ安全教育の
必要性が言えよう。
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道徳性発達研究会・荒木紀幸　2010　「道徳性発達
研究会が開発したモラルジレンマ資料」　道徳性発
達研究,第5巻、第1号、1-19.　日本道徳性発達実践
学会

道徳の指導法・教材開発・モラルジレンマ
教材（小学校、中学校、高校）

道徳性発達研究会では「教育の目的は子どもたちを発達させることにある」というデューイ教育哲学の下 に、認知的発達段階説を提示したコールバーグ理論
に基づいて道徳教育の実践研究を進めてきた。コールバーグ理論に基づく授業のねらいは、道徳的葛藤（モラルジレンマ）を集団討議によって解決に導く過
程を通して、児童・生徒一人ひとりの道徳的判断力を育成し、道徳性をより高い発達段階に高めることである。研究は1982年から始まった。当初は研究会の
名称を道徳教育研究会としていた。1984年に道徳性発達研究会と名称を変え、現在までこの活動は続けられている。周知のようにこの研究会が母体となって
2001年に日本道徳性発達実践学会が設立された。今年の学会（11月13・14日に予定）は10年目を迎えた記念の学会開催年に当たる。さてこれまで道徳性発
達研究会が中心となってモラルジレンマ授業に関する実践的研究を進めて30年近くが経つ。そこでこれまで実践で使われてきたモラルジレンマ資料、182編
を、文部科学省の示す４つの視点に基づく内容項目（いわゆる徳目、道徳的価値）でもって対象学年毎に分類、整理し、合わせて原作者、掲載書籍等を示し
た。このジレンマ資料の分類整理表は、モラルジレンマ授業を実践する上で大いに役立つものと期待している。作成されたモラルジレンマ資料（教材）は182
遍、内訳→小学校117本、中学校、63本、高校、2本
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永里智広・假屋園昭彦　2010　「道徳授業の対話学
習における自己内対話の推移分析－対話プロセス
の実相と完全応答型対話形式－」　鹿児島大学教
育学部教育実践研究紀要　 20巻　121-140.

道徳の指導法・価値観変容・完全応答型
対話形式

本研究は，現場における小学校道徳授業の対話学習が形骸化した現状であることを踏まえ，その主たる原因である児童の自己内対話力の未熟さを問題に
し，その育成をねらいとした学習モデルの開発を目指すものであり，そのために教師の指導方略と効果的な学習方途を検討するものである。対話プロセスの
実相として，他者の呼びかけに応答する営みの中で，自説または他説の精緻化が進展していくことが明らかになった。本研究のもう一つの目的は，自己内対
話力を育てるための学習モデルの開発に向けた学習形態の提案を行うことであった。試行した一対一の完全応答型筆談形式の学習形態対話は，自他の応
答を強制的に求めるシステムである点が特徴である。対話対象が明確で，呼びかけと応答が確実に期待できること，両者が応答責任を負うことを前提として
学習が展開されることから，相互作用の展開力を促進する形態であると言える。対話プロセスをモニターし，相互作用の展開を促進するという点で大きな効果
をもたらす方途であることが明らかになった。
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荒木紀幸　2010　「対話を核にした子どもの「心」の
育て方；民主的な学級経営に心がける」　心を育てる
学級経営　3月号　302号　9-10.

道徳教育の場の環境整備・民主的な学
級風土・対話

ここでは、1.学校・社会での規範意識の低下が深刻、2.正義と思いやりの学級経営に努める.クラスで大切にしたい6つの規範の例、①誠実、②尊重、③責任、
④思いやり、⑤勇気、⑥正義、について述べた。
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鏑木良夫　2010　「主題　親切；モラルジレンマの共
感」　橘小学校公開授業研究会道徳の部

道徳の指導法・モラルジレンマ・道徳学習
指導案9／16，5校時

橘小公開授業研究会道徳授業の部　草野学級　3年2組；おじいさんの顔（文溪堂22年版－3年のどうとく）､コールバーグ理論（コールバーグ理論の基底、55、
世界思想社）を参考に、資料の葛藤場面を抽出して、体験させ､道徳的価値の自覚を深めることで道徳性を高める。
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三浦摩利　2010　「話し合い活動をいかした道徳の
時間－ 中学校における道徳の時間を活性化するた
めに －」　平成22年度　大学院派遣研修 研修成果
報告書、東京都教職員研修センター

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・社会
的視点取得検査、アルメニア課題(モラル
ジレンマ）

本論文の目的は、中学校における道徳の時間を活性化させることである。そのために話し合い活動をいかした道徳の時間を研究する。新学習指導要領の改
正ポイントである「言語活動の充実」という観点から考えると、書く活動は中学校では活発に行われている現状があるので、小学校で活発に行われているよう
な話し合い活動も合わせて行うことによって、自らの道徳的な成長を実感できるような道徳の時間を提案したいと考える。ア 活発な話し合い活動ができるよ
う、モラルジレンマ資料を用いる。 イ 小グループでの話し合いを効果的に進めるために、＜班用ワークシート＞＜意見を記入する付箋紙＞を用意する。付箋
紙に自分の意見を書いて、貼りながら発表させる活動を取り入れる。立場に(2)道徳アンケートの実施によって貼る位置を変え、話し合いの様子が目に見える
形で進められるようにする ① 対象：都内公立中学校１学年４学級、計156名（社会的視点取得能力検査「アルメニア課題」実施、全クラス、各生徒の段階の平
均点の比較を行ったところ、全クラス上昇が見られた。「話し合い活動をいかした道徳の時間」を実践してきたクラスは、特に段階の上昇が著しかった。文科省
調査と異なり中学生になって道徳の時間がむしろ「好き」になったという生徒が増えた。このことが一番の成果であり、話し合い活動をいかした道徳の時間を
実践したことや、道徳の時間を活性化する試みという研究の方向性が間違っていなかったといえる。
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安中美香　2010　「1徳目1時間構成によるモラルジ
レンマ授業の可能性に関する研究」　上越教育大
学､教育実践研究、第20集、193-198.

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・１主
題1時間

２時間構成のモラルジレンマ授業と1徳目1時間構成のモラルジレンマ授業の効果を比較し、１時間構成の授業効果を検証することで、指導要領の趣旨に沿っ
た授業スタイルを確立することを目的に研究を進めている。このために自作のモラルジレンマ資料と『理由づけ表』を作り、1徳目1時間の授業と２時間構成の
モラルジレンマ授業で比較したところ、『道徳性の発達段階の上昇』において１時間構成がより効果的であったことを実証でき､仮説が支持された。
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佐々木弘記　2010　「研究課題； 道徳の時間に活用
する情報モラル育成のためのモラルジレンマ教材の
開発と評価」 科学研究費助成事業;奨励研究

情報モラル教育・モラルジレンマ授業、読
み物教材「緊急メール｣｢電子掲示板への
書き込み｣「不正アクセス」・読み物資料の
評価

1.情報モラルに関する先行研究や開発されている教材を調査して,情報モラル教材の動向を探った。その結果,主にネットワークや情報安全についての知識を
伝達する教材と,道徳的な心情や態度を培う教材とに大別されており,特に後者の教材が不足していることが分かった。2.モラルジレンマの理論的背景となる
コールバーグの道徳性認知発達理論に基づき,中学生の道徳性の発達段階を考慮しながら,道徳の時間に活用する読み物教材を3本(「緊急メール」「電子掲
示板への書き込み」「不正アクセス」)を開発した。そして,開発した読み物教材を用いて,中学校において授業を実践した。3.読み物教材の一つである「緊急メー
ル」は,友達から緊急メールを受信し,転送するよう依頼されるというストーリーである。緊急の情報を伝達して人の危険回避に役立てたいという気持ちと,信頼
性の低い情報を伝達して災厄を引き起こしてはいけないという気持ちの間で価値葛藤することを通して,社会への影響や自分の役割を自覚して判断する高次
の段階へと道徳性を高めることにねらいがある。授業実践の結果,道徳性の向上はあまり多くは達成できなかった。これは,転送メールの影響や対処の仕方に
ついては,技術科の時間に学習していたため,第一次理由付けの際に,約3分の2の学習者が既に高次の段階に達していたからである。したがって,理由付けに
影響する知識を学習する前に,授業を実践する必要があることを指摘できる。一方,学習者が記述した理由付けの内容の内,価値分析表を用いて判断できな
かった記述が約4分の1あった。これらは,学習者が判断の理由を,読み物資料の文脈に求めていたからである。したがって,読み物資料には,詳細に状況を記述
するのを避け,おおまかに文脈を記述することで,学習者の判断が内面の道徳性に基づくように工夫をする必要があることを指摘できる。
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石川隆行　2010　「児童の罪悪感と学校適応感の関
連」　発達心理学研究　2010 年 21 巻 2 号  200-
208.

罪悪感・学校適応感・対人場面，規則場
面

本調査は，小学校4年生，5年生および6年生計367名を対象として，罪悪感と学校適応感の関連を検討した。その際，罪悪感を感じる場面として対人，規則場
面を設定し，またそれらの罪悪感場面における子どもの対応として同調と傍観を設定した。調査の結果．対人と規則の両場面において，小学生は同調による
罪悪感を傍観による罪悪感よりも強く感じること，また小学校4年生の同調と傍観による罪悪感が小学校6年生よりも強いことが見いだされた。性差について
は，女子小学生が男子小学生よりも同調と傍観による罪悪感を経験しやすいことが明らかになった。一方，罪悪感と学校適応感の関連を検討するため，学
年，男女別に相関分析を行ったところ，すべての学年，性別において罪悪感と学校適応感の関連が認められた。また，その関連においては，小学校6年生に
のみ罪悪感と級友関係（正）の関連が低いながら認められ，他学年とは異なる発達的様相が示された。このことから，問題場面において強く罪悪感を感じる児
童は学校で上手く生活を送ることができ，また小学校6年生の罪悪感には良好な友達関係が関連する可能性が明らかになった。以上より，学校教育の中で子
どもの適切な罪悪感の喚起を促すことができ，そのことが問題行動において傍観する子どもを減少させることに繋がると示唆された。
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佐藤清文　2010　「モラル・ジレンマとマイケル・サン
デン」　Seibun Satow  Blog  2010/8.20

モラルジレンマ授業・ハインツのジレンマ・
道徳性の発達

サンデン教授の試み「ハーバード白熱教室」は自署「正義論」に基づいたジレンマ（実際の事件や出来事、架空の話しなど）討論で、ロールズ教授への批判が
込められている。この方法による道徳教育がモラルジレンマ授業で、日本でも中学校等で行なわれている。提唱者は1960年代から70年代に道徳教育の第一
人者、ハーバード大学故コールバーグ博士である。道徳教育論の展開のため、「ハインツのジレンマ」への回答（理由づけ）から3レベル6ステージを分類した。
モラルジレンマ授業とはこの道徳性の発達理論に基づき、段階を1つ1つ高めていく方法をいう。他人の意見を聞くことで、自分の考えを相対化し、道徳的に向
上させようとする。サンデル教授はモラルジレンマから発達段階の側面を抜いて政治哲学に拡張したと言える。モラルジレンマには道徳的な価値葛藤とともに
心理的葛藤が伴う。けれども、後者に焦点を当てるような資料選択は避けなければならない。というのも、心理的ジレンマが道徳的モラルジレンマになるとは
限らないからである。人間の心の弱さを気づかせることが目的でない。心理葛藤に傾いていると、モラルジレンマ授業としては失敗する。「どうしたらいいか」で
はなく、「どうすべきか」を葛藤するのがモラルジレンマだからである。モラルジレンマは真理に到達することを目指す哲学の問答や対話と違う。授業では、次
の4点に留意する必要がある。①どちらがよいか分らない資料を選ぶ、②あくまでも道徳的な価値葛藤であること。③解答を示さないオープンエンドであるこ
と。④議論が白熱する面白さを持っていること。イマヌエル・カントは「純粋理性批判」において理性は納得のいく解答を見つけるまで働き続けると言っている。
モラル・ジレンマが「理性の道徳心理学」と呼ばれるのも、そのためである。面白いくなければ学ぶ気がしないということもあるから、道徳教育においてモラル・
ジレンマ授業はその点で非常に効果的である。若者が本音と建て前を使い分けることなく、道徳的葛藤の中、答えのないジレンマを悩み、判断力を向上させ
るというのは教育的である。モラル・ジレンマ授業は道徳的判断力の育成には非常に効果的である。選択肢というものは、ある時点で一つの道を踏み出さな
ければならない。その場合も、もう一つの道を知っていた方がよい。その道を選んでいるときも、他の道の存在を意識していた方がよく進める。どちらの道が正
しくて、他の未知を考えなくても良い、というのは知的怠惰でしかない。そして、どちらの道に進もうと、うまく進むことが大切なのだ。（森毅、まよったら「どちら
か正しいか」より「なぜ自分はそれを選ぶのか」を考えよ。）
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高原健爾，中野美香，梶原寿了　2010　「私が社会
に送り出す技術者 －教育に込める思い－」　平成22
年電気学会全国大会、資料集H1(13)

企業の技術者倫理教育・公衆の安全・正
直、誠実、公平

①コミュニケーション能力と倫理観の育成　a.その背景、b. コミュニケーション導入の基本的な考え、c.技術者倫理への道、②技術者教育に込める思い、a.技
術者倫理の概要、①公衆の安全、健康、福祉②正直、誠実、公平③人類社会の持続的発展、c.正直、誠実、公平

288

河野良一  　2010　「道徳的実践力を育む指導方法
の在り方－道徳の時間における言語活動の充実を
通して－ 」　平成 22 年度 山梨県総合教育センター
研究報告

道徳の指導法・小集団討議・モラルジレン
マ教材ｰまだ幕は上がらない（松尾廣文
作)

本研究は，中学校の道徳の時間において言語活動の充実，特に小集団討議を効果的に行うことにより道徳的実践力の育成を目指すものである。小集団討
議を行う中で，自分の考えをめぐらせたり，自分とは異なる意見に接し自分の考えを深めたりすることができ，そのことが道徳的価値の自覚につながるもので
あることを検証する。Y さん 最初の意見(理由)芝居に行く(将来を考えると野球の選考会だが，お世話になった先輩のためにも出なきゃいけない) →(討議後)
野球の選考会に行く(将来のことを考えると，野球のほうが大事だから)、K さん 最初の意見(理由) 芝居優先(野球にしたら芝居ができなくなってしまい，お年寄
りが悲しむから) →(討議後) 芝居優先(野球の志望校は，自分で受験して入ればよいから)
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千葉県教育委員会　2010　「 実践モデルプログラム
を取り入れた指導事例(中学校３学 道徳）」　千葉県
教育委員会

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材ｰ勇気ある大学生（野口
裕展作）

・生命の尊さを理解し，かけがえのない自他の生命を尊重することの大切さを理解する。・自分で正しく判断し，勇気と正義感をもって行動することの大切さを
理解する。・前向きな自己開示や，他者の意見を傾聴する活動を通じて，多様な個性を理解し，お互いを大切にする姿勢を養う。
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平岡清志, 竹田レイ子, 荒木紀幸, 高原哲史, 藤田裕
一　2010　「モラルジレンマ授業が自尊感情の発達
に及ぼす効果　(1)  小学校5、6年生全体の結果、
（2）道徳授業を通しての各結果」　日本教育心理学
会第52回総会発表論文集　745ｰ746.

モラルジレンマ授業・自尊感情の育成・モ
ラルジレンマ教材（ぼくの父さん－松本朗
作）

モラルジレンマ授業が目指す教育目標は、①道徳性、役割取得能力の発達：②学習スキル、コミュニケーション能力の向上：③自尊感情の育成である。モラ
ルジレンマ授業を通して、小学5，6年生にモラルジレンマを起こし、児童がどのように考え、積極的に発言して自己を表出し、また他者の異なる意見を聞き、共
感し、自分だけでなく他者の立場を理解し、自律的な道徳観を培っていくのか、このことを明確にしていく。研究目的は以下の（1）〜（3）の通りである。（1）モラ
ルジレンマ授業は楽しいか否か。（2）授業前と後では自尊感情が高まるか否か、（3）授業前と後では自己効力感が上がるのかどうか、神戸市内にある1小学
校5年生2クラスと6年生2クラスを対象に実践し検証した。小学生版学校生活充実検査（荒木、2003）に含まれる自尊感情尺度（29項目、4因子構造一自己肯
定感、自己価値観、幸福感、責任感から成る）を使用。自己効力感：特性的自己効力感尺度（23項目、シェラー、1982；成出他（1995）訳を小学生にわかりや
すいように質問の文言を修正し、道徳授業の前・後に実施。回答はいずれも全く思わない、〜強く思う、までの4段階の評定尺度法で行った。道徳的判断力を
養うために「社会的役割と責任」と「家族愛」との価値の間で起こる葛藤を取り扱い、児童がこの種の「道徳」授業をどのように感じ、自分自身をどのように発展
させていくのかを見る。モラルジレンマ授業の教材．資料名「ぼくの父さん」〔作：松本朗作）を用いた。授業後の調査では各学年とも授業が楽しい、待ち遠し
い、役に立っている、と答えている。また自尊感情も授業後に高くなり、授業の有効性が確認された。
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澤田陽一　2010　特集「子どもの心に響く道徳教育
－魅力的な教材を活用した取組み－」高等学校　文
部科学省「道統教育実践研究指定校」としての取組
みについて.　兵庫教育　9月号　No.715　18-21.

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材(ワクチンは誰の元へ（兵
庫県立神戸北高等学校道徳教育実践研
究会、武中聖子作)

授業は2時間構成になっており、意図的に1時間目と2時間目を1週間空けて実施しました。これも、荒木教授の指示で、1週間の間に色々と自分で考え、自分
の考えをまとめる期間となり、気になることは1週間空けても忘れることはないと言うことでした。このモラルジレンマ授業は、いわゆるオープンエンドで先生が
結論を言うものではありません。モラルジレンマ授業は結論を出さず、生徒たちが道徳的葛藤状態におかれたときに、どうするか自分なりに考え、判断させる
のものです。そして生徒たちが何にこだわっているのか、即ち論点を掘り下げることや。生徒自身が考えていることを他人に知らせることが重要なのです。ま
た、様々な考えがあることを認識することや、自分の中で考えを整理していくことにより、自己の内面に道徳的価値観が芽生えてくるのです。そのことにより、
より適切な道徳的判断力が身につくというものです。生徒たちは「命について本気で考えることができた」「一つの判断で人生や運命が変わることが分った」等
の感想が多く、予想以上に生徒たちの心に訴えるものがあったと考えます。また実際に授業を行った教員も、「展開は難しい面もあったが、新鮮で自分自身も
楽しめた、またやってみたい」という意見が殆どでした。昨年度は一年生で5クラス実施し、2時間目を公開授業にしました。今年度は1・2年生10クラスにおいて
新しい教材で行ない、公開授業も実施予定です。
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坂部洋平　2011　「道徳的価値の自覚を深める道徳
の時間の指導の工夫～自分の考えを深める話し合
い活動を通して～」　高崎市教育センター　班別研究
員実践報告書（平成２３年度）

道徳の指導法・道徳性の発達・道徳的葛
藤

児童一人ひとりが積極的に授業に参加し、自分の考えをもとに友達と意見交流を行う中で、自分の考えを深めながら道徳的価値に気付き、道徳性を高めて
いくことのできる授業を創る。児童が道徳性を高めるために、話し合い活動を取り入れたことは非常に有効であった。後日、学級活動でも立場をはっきりさせ
ての話し合いを取り入れた結果、集団決定を行う場面で効果的に活用することができた。今後も道徳はもちろんそれ以外の教科でも、この手立てを積極的に
取り入れていきたいと考える。そして児童が自分だけの考えに捕らわれず、他者の考えと比較したり、それに共感したりしていく中で、自分の考えを深め、練り
上げていけるような機会をたくさん設けていきたいと考える。三回の授業実践を中心に、一年間の道徳の授業を行ってくる中で、クラスの子ども達に一つの変
化が起きた。それは子ども達が道徳の授業を楽しみにするようになったということだ。素直に自分の考えを発表すること。友達の経験や体験を聞くこと。資料
の中の主人公に自分を重ね、その判断や行動を考えること。そして、自分の生き方について考えていくこと。そうしたことに、非常に楽しそうに取り組めるよう
になった。今回の研修で得られた、最大の成果だったと考える。
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藤井基貴　2011　「成長する道徳くん2011；授業の課
題5　ハインツのジレンマについて」　成長する道徳く
ん2010、課題；ハインツのジレンマについて、Weblog

モラルジレンマ授業・ハインツのジレンマ
に対する道徳判断と理由・ハインツのジレ
ンマについての感想

2011-11-29 14　盗むべき。　私がハインツの立場だったら、盗まずにはいられないと思います。盗みをすることはもちろん悪いことですが、かといって助かる
可能性がある人の命を何もできずに見殺しにすることはできません。適当でない金額だと正当に訴えても、その間に命が尽きてしまうかもしれません。ですか
ら、例えその後捕まったとしても、後悔はしません。もしかしたらハインツが出所した後、この事実を訴えて、この薬屋に罰を与えることもできるかもしれないと
思います。
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渡辺祥介　2011　「高等学校公民科「倫理」における
道徳教育の展開－規範倫理学敵視座とモラルジレ
ンマ授業－」　日本私学教育研究所紀要47号、87-
90．

高校公民科「倫理」における道徳教育・モ
ラルジレンマ授業・合意形成

規範倫理学的な視座とモラル・ジレンマ授業「道徳的葛藤」における合意形成の授業を導入することで、生徒に高校生の発達段階に応じた道徳的判断力を養
成し、道徳的実践に向かわせることを目指した。今回の授業全体を通して得られた生徒の意見から、本研究の所期の目的は概ね達成できたと判断したい。た
だ学習の前後での計量的な分析の必要性や「倫理」の授業として展開することを考慮すると「評価」をどのように行なうのかという問題が残った。

52 道徳性発達研究　第15巻　第１号



番号 著者・発表年・論文名・発表先・頁・出版社 キーワード・ジレンマ教材 要旨　 、　概要
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川元好美　2011　「FAJ白熱授業～モラルジレンマに
よる対話型授業のすすめ～」　白熱授業inファシリ
テーション　2011-10-23　テーマ：ファシリテーター

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材ｰアルメニア大地震「奇跡
の生還」（永田彰寿作）

このテーマは「モラルジレンマ」といって「みんなのため」と「自分のため」の考えに揺れている状態だったりします。ほとんどの人は「もやもや」を抱えながら判
断をしています。その「もやもや」を発表しあいました。その「もやもや」の正体を知るための課題は何か？についてチームで出し合った内容  サンデル教授の
「白熱教室」でも　最終的な答えってないんですよね～　何が大切かというと「もやもや」を考え続けることなのだそうです。想定外のできごとや危機管理 自分
の生き方について　それぞれの考えを予め共有しておくといざ！という時の覚悟になるそうです。　それにしても考え方って十人十色ですね･･･　　かなり驚き
ました
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岩田小学校　2011　「聞き合い学び合う授業作りを
視点に、コミュニケーションの育成・向上を図る」　山
口県光市大和地域小中連携教育　研究報告、10-
11.

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材ｰぜったいひみつ（畑耕二
作）

多様な意見を引き出す資料としてモラルジレンマ資料を使った。聞き合い学び合う場面の支援として、コの字に机を並べ、教師、友達の顔がよく見え、相手を
見て話す聞くの意識ができた。
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清水保徳　2011　「道徳の時間の展開後段を再
考する― 補充・深化・統合の視点から ―」
帝京大学教職大学院年報　2.　34-47.

道徳の指導法・補充・深化・統合の視点・
価値の一般化

昭和33年以来、道徳の時間の本来の役割である「補充・深化・統合」に視点を当て、都内で道徳授業の｢展開後段｣の研究に取り組んできた２つの小学校で
行なわれた研究授業を観察し、教師と子どもの具体的な姿を通して｢展開後段」について吟味をかけた。その結果、｢価値の一般化｣に求められる生活の振り
返りを行なわなくても、「補充・深化・統合」の役割を十分果たせることが分った。
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新潟市立総合教育センター　2011　「友達のことをよ
く考えて、第5学年学習指導案」　新潟市立総合教育
センター　「授業に役立つ指導案の広場」、平成23年
度道徳2

道徳の指導法・モラルジレンマ授業，合
意・モラルジレンマ教材ｰぜったいひみつ
（畑耕二作）

本授業は主人公の葛藤する心に共感しながら、友だちを信頼することや友情を深めることの大切さに気付かせ、実践への意欲を高める授業である。そのため
に、資料を場面絵によって提示し、主人公の葛藤を捉えさせる。そして解決するための各自の考えを理由とともに明らかにさせる。さらに、だれもが納得できる
解決策を話し合わせることを通して、一人ひとりも考えを深化させていく。これにより、より高い道徳的な価値に気づかせ、実践への意欲を育てていく。
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小嶋かおり　2011　「絵本にみられる対人葛藤と心
の理論による物語理解 」　新潟青陵大学短期大学
部研究報告 (41), 163-173.

絵本の物語理解・対人葛藤・心の理論 本研究の結果と考察から、子どもたちが見る絵本の世界は、認知的発達段階に応じて異なることが示唆された。一般的に保育・教育現場においては、子ども
たちの発達段階にふさわしい絵本が教材として選別されていることが多いと思われるが、子どもたち自身は目の前にあるひとつひとつの絵本や児童文学を
（それが認知的に難解であったとしても）、大人が推測するよりももっと柔軟に純粋に自分なりの枠組みで楽しんでいると解釈できよう。

300

幼、小、中の教員、15名；指導者、富山大学准教授1
名　2011　「健康な心と体・道徳的実践の心を育てる
教育研究Ⅵ 　自尊感情を育てる指導の在り方　－
幼･保･小･中の連携を通して－」　富山県教育セン
ター

自尊感情の育成・自尊感情尺度・自己肯
定感

自己肯定感を育む指導を強調し、実践を通して、以下のことが明らかになった。 幼児期の子どもに対して、教師や保育士が子どもに合った環境を整えたり、
友達から認められる場を設けたりすることで、自尊感情の高まりにつなげることができた。また、保護者、特に母親に対して、子どもの気持ちの橋渡しをした
り、親の不安な気持ちを共有・軽減したりすることで、子どもの自尊感情の高まりを見ることができた。・ 小学校において、自分や友達のよさを書いて表現した
り、それらを分類・整理する手立てを設定したりすることや、異学年活動や縦割りグループ活動を行うことは、自分のよさや可能性などの成長を意識すること
ができる。また、これらの活動は、人と力を合わせた喜びを感じたり、人と気持ちが通じ合えた実感を得たりするなど自尊感情を高めるための要素が多岐にわ
たっており効果的であった。・ 小学校の高学年から中学生にかけて、他者との比較の中で自分をとらえ、短所や欠点の方に注目してしまう傾向がある。道徳
の授業を通して自分を見つめ直していくことの積み重ねは、自尊感情を高める上でも有効である。・ 自尊感情が低く、問題行動をとる子どもには、教師は「認
め支え、寄り添っていく」ことを継続して伝えていくことで、信頼関係が生まれる。この支援は、子どもの自尊感情をはぐくむ雰囲気の基になる。その雰囲気は、
周囲の子どもたちにも伝わり、本人が周囲から認められ受け入れられる要素となり、その後の活動で自尊感情を高めることに結びついていった。・ 自分や友
達の心や行動を見つめるゲームなどを行うことで、気づかなかった自分や友達の良い所を感じることができ、自尊感情の高まりにつながった。また、学校単位
や学級単位で指導を行うことにより、周りの教職員や保護者の理解と協力が得やすく、学校内だけでなく家庭への啓発にもつなげることができる。
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石川博司　2011　「研究ノート・子ども同士で｢考え討
論する｣道徳授業の可能性-コールバーグのモラル
ジレンマを出発点」　創大教育研究２０号　173-184.

考え、議論する道徳・モラルジレンマ授
業・手品師、東京書籍

本研究では，モラルジレンマ授業の有効性を明確に示すことができなかったが，今回の実践で得たデータを基に相互作用過程分析や S-T 授業分析などに
よって数値化・視覚化をし，実証的なデータとして示していくことが今後の課題である。
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鈴木由美子、森川敦子、江玉睦美　2011　「対人理
解を促進する道徳教育の方法 : セルマンの社会的
視点取得理論に着目して」　学習開発学研究 (4),
49-55. 　広島大学大学院教育学研究科学習開発学
講座

道徳の指導法・社会視点取得能力・対人
理解

対人関係認識の拡大に応じて道徳的判断力を向上させるための方法の開発を行なってきた。この研究では、狭い人間関係とより広い社会的諸関係での責
任や義務の判断との調整を諮る第３者の視点の獲得を促す道徳教育の方法について行なってきた。その結果、1つに、相手の立場に立って考えるよりも、自
分にとってどのような友だちがよいかを考えさせる方が効果的である。2つに、思春期の対人関係において自分にとってのよさから友だち作りを考える方法が
示唆された。
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上地完治　2011　「価値多様化社会における学校の
道徳教育」　琉球大学教育学部紀要、79，175-182.

道徳の指導法・価値多様化社会・話し合
いによる正しさの共有

価値多様化社会の到来によって､現代の道徳教育は新たな課題に直面 している｡社会のなかで多様な価値を認め､その違いを尊重することは､社会的公正と
いう観点か らますます重要視されてきている｡ しかし､価値多様化社会とは､統一的な価値の存在を無批判的に想定できない社会であるため､それは社会秩
序の不安定化とも映るし､道徳教育に関していえば､正しいとされてきた道徳的価値をそのまま子どもたちに教え込むという従来の方法の克服が求められる｡
こうした時代状況と､学校における道徳教育の特質という双方の観点から､道徳教育では ｢考える｣ ことがますます重要となるのであり､そして､その考えたこと
を個人の頭の中に閉じ込めておくのではなく､クラスの仲間とともにその考えの ｢正しさ｣を吟味し､話し合うことで共有を図ることが必要となるのである｡
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原田保秀, 矢部孝太郎　2011　「会計教育における
倫理規程の意義--コールバーグ理論に基づく実験
研究」　四天王寺大学紀要　2010年度 (51)  p.93～
106

会計教育の倫理規定・コールバーグ理
論・DITレスト、山岸

会計教育において各種会計専門職の倫理規程を学習することが、学生の倫理性の向上にどのような影響を及ぼすかについて検討することが本稿の目的で
ある。本稿では、段階的発達主義の立場にたち、コールバーグの道徳性発達理論に基づいて、倫理規程の通読の有無、倫理規程の内容について自ら考慮
する個人学習の機会の有無、ディスカッションを用いての倫理規程の学習の有無が、会計を学ぶ学生の倫理性にどのような影響を及ぼすかについて考察す
る。具体的には、会計を学ぶ学生を対象として、アンケートを用いた実験を実施し、コールバーグの道徳性発達理論に基づいて措定した仮説を実証的に検証
する。　アンケートの内容は、学生に会計上の倫理的ジレンマを含んだ事例を読ませて、学生自身が事例中の登場人物ならば、どのように行動したかを自由
記述させ、その理由についてあらかじめ列挙した項目から選択させる方法をとる。学生の倫理的な発達の程度を客観的に把握する方法としては、道徳的論点
検査（The Defining Issues Test: DIT）を用いる。
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荒木紀幸　2011　「自尊感情と道徳性の発達」　日本
道徳性心理学研究　第25巻-1号　6-10.

自尊感情・道徳性の発達・フェアネスマイ
ンド（公平性）検査

自尊感情が育つということは自分の意見をしっかりもって生活している、独立心の強い存在になることである。「おかしいことはおかしいと言える人間」、「道徳
的にまちがった行為に対してきちんと『ノー』と言える人間」に育つことである。「みんながそうしているから」という理由で人に同調したり、「みんなが言っている
から正しい」という決め方は、おかしいと言える人間に育つことである。この観点からは、道徳性の発達と自尊感情の形成には強い関連が期待できる。しかし
また、他律の道徳期にある子どもではよいことを絶対的な意味で正しい、よいことと捉える。成長するにつれて子どもは、他者との合意の元でルールを変えた
り、時と場所や場合によってルール違反をしてよいといった相対的な道徳的見方を通って、道徳的自律に向かって成長する。この観点からは道徳的な立ち振
る舞いが成長と共に増えていくが、その後、横ばい、中だるみが生じ、場合によっては道徳的行動の低下が予想される。そうであれば、単純に道徳性の発達
と自尊感情に正の相関を期待できない。むしろ、自尊感情の高い子どもほど、道徳的行動を実践しやすく、自尊感情の低い子どもほど、道徳的な振る舞いは
少ないものと予想される。自尊感情が育つということは自分の意見をしっかりもって生活している、独立心の強い存在になることである。 道徳性発達得点（段
階）をもとに３水準の評定を行い、ここでは学年を込みにして、道徳性高群・中群・低群にわけ、自尊感情との関係を調べた。なお、道徳性では、フェアネスマ
インドの５段階評価に基づき、同学年の全国平均よりかなり高い、あるいは高いと評価されたものを高群、普通と評価されたものを中群、同学年の全国平均
より低い、あるいはかなり低いと評価されたものを低群とした。また、自尊感情では、全体平均(14.60)、ＳＤ(5.05)をもとに、低自尊(0～8点)、中自尊(9～18点)、
高自尊(19～29点)に分けた。自尊感情各群（低自尊・中自尊・高自尊）の道徳性高群・中群・低群の人数は表5に示したとおりである。以上の結果から、自尊
感情の育成や高揚を図る上で道徳性の育成は大きな力となることが考えられる。つまり、道徳教育を充実させることが自尊感情の育成につながることが期待
できるのである。また一方では、教室や教室外で自尊感情を育てることは、責任ある行為者を育てることであり、道徳的な行動の実践者に成長することが期
待できるのである。
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犬山市授業研究会著、杉江修治・水谷茂監修  2011
『すべての子どもの高まりを促す協同の学びの追求
―犬山市授業研究会2010年度の成果』；コールバー
グの道徳性発達段階と子どもの変容(小・中学校)
協同教育資料実践　14　一粒書房　40-77.

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材ｰ正男さんの悩み（丸山屋
敏作）どっちにしようかな（日本書籍改
作）、だれにたくさんあげようかな（デーモ
ン作）

小学校1年生から中学3年生までを対象にしたので、人間的にも精神的にも大きな幅の中で実践例が集められ、とても貴重なものとなった。道徳的価値が高
まったかをコールバーグによる道徳性発達段階を参考にした。数回の授業だけで道徳性が高まったと結論づけることはできない。また、身近な問題やマンガ
を導入すれば、より主体的に価値葛藤に取り組み、他との意見の交換により、自ら道徳的価値を高めることが多いことが分った。内面での高まりを実践する
直接体験の場の設定の必要を感じた。担当者；五味公人、大野佑樹、伊藤考二、梅谷和幸、松本哲廣、後藤眞之介、安藤晶子.
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石原一彦  2011　「情報モラル教育の変遷と情報モ
ラル教材」 　岐阜聖徳学園大学紀要 教育学部編
50,　 101-116.

情報モラル教育・モラルジレンマ教材・4
つの､教材類型-タイプ、暗転型、（問いか
け）暗転型、解説・クイズ型、活用提案型

本論は1980年代以降から現在にかけての情報モラル教育の変遷を辿ることで，現在多くの学校で使われている情報モラル教材の教育的効果を検討する試
みである。すべての教師が通常の授業として情報モラルを指導する時代を目前に控え，従来の暗転型ではないメディアをニュートラルなものとして描く新しい
情報モラルの学習モデルが必要とされる。新しい学習モデルでは，メディアの利用が状況を暗転させることを一面的に示すのではなく，メディアを用いることで
状況が良い方向にも，悪い方向にも揺れ動き，それらを方向付けるのはメディアを用いる人間の意図や思いであることを示す必要がある。同時に，主に道徳
の時間に活用される情報モラル教材においては，子どもたちの道徳的心情や道徳的判断力，道徳的実践力を引き出すことが求められる。そのためには，一
方通行的に教訓を引き出す寓話形の教材ではなく，子ども自身が判断することを迫られ，子ども自身が思考したり討論したりしながら道徳性を発達させていく
葛藤型（モラルジレンマ）の教材が求められるだろう。
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鈴木由美子・宮里智恵・山内規嗣・小早川善伸・安
松洋佳・川﨑正盛・林原慎・松尾砂織・柳生大輔
2011　「道徳的価値に気づかせるための伝記教材
の開発」　広島大学、学部附属共同研究機構研究紀
要、36号、189-194.

教材開発、モラルジレンマ教材・モラルジ
レンマ授業・教材開発・伝記（杉原千畝）

本研究では, 児童生徒がその人物の生き様に共感するとともに, 道徳的価値に気づくことをねらった伝記教材の開発を行うことを目的とした。日本の子どもに
独自な道徳的価値判断についての研究の結果, 小学校高学年ごろからの課題である第三者的視点の獲得が困難であり, その結果, 自己中心性を強く残すこ
とが明らかになった。日本の子どもにとって特徴的なこの思考スタイルを変革するためには, 日本の先人たちが経験した価値葛藤とその克服のための考え方
を学ぶのが適切だと考えられた。そこで本研究では, 先人として杉原千畝を取り上げ, 伝記教材の効果について検討することにした。対象学年は, 小学校5年
生, 6年生, 中学2年生であった。その結果, 明らかになったのは次の3点である。第1に, 小学校5年生では価値獲得への思考が促されたことである。第2に, 6年
生と中学2年生では, 価値葛藤や判断を追体験することで思考が深まったことである。第3に, 価値観獲得の過程において, 「生命尊重」が「慈しみ」や「正義感」
に分化していると考えられることである。今後は杉原千畝以外での先人の資料を開発し, 効果の妥当性を検証していきたいと考える。対象学年は, 小学校5年
生, 6年生, 中学2年生であった。
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櫻井育夫　2011　「ＤＩＴを用いた道徳性判断の発達
分析」　教育心理学研究　59 巻 2 号 p. 155-167.

道徳性発達検査・コールバーグ理論・レ
スト・ＤＩＴ発達検査

本研究は, Kohlbergの道徳性認知発達理論の立場から, Defining Issues Testを用いて日本の青少年の道徳判断の発達について分析し, 6つの結果を得た。
(1) 新たに設定した発達段階の評定基準に基づいて小学生から大学生を8段階に分類したところ, 年齢の上昇と共に判断の発達段階が高くなる事実が確認さ
れ, Kohlberg理論を支持する結果を得た。また, 発達の特徴として, (2) 小学校高学年の7割以上は「選択的道徳判断」において慣習的水準に達している。(3)
発達段階の認知構造モデルを作成することにより, 道徳判断の構造的変化および発達の道筋が示された。(4) 葛藤を解決するために複数の道徳的観点を選
択する際は, 小・中学生は低い段階の観点から高い段階の観点へ, 高校・大学生はその逆の順序で観点を選択し, 異なる選択パターンの存在が示唆された。
(5) 多くの年齢層で道徳判断の発達に性差が認められ, 男子に比べて女子の発達段階の方が有意に高い。また, 男子の方が段階3の道徳的観点への志向性
が強い。(6) 発達水準が高くなると判断の発達的なずれは小さくなり, 安定した道徳的認知構造が構成されることが明らかになった。

310

山本善博・青木英明　2011　「漫画（コミック）を使用
したモラルジレンマ授業」　道徳性発達研究　第6巻
第1号　21-26.

矯正教育の授業法改善・漫画（コミック）・
モラルジレンマ授業

非行のある少年への非行性の除去と社会への復帰のための現場教育である少年院の特徴は､在院している生徒の会員に、それぞれ何らかの非行の要因で
あろう「問題（リスクファクター）を抱えている、ということである。加えて、少年院の教育集団編成は､異年齢で発達段階、精神状況が様々な生徒の混成である
こと、教育の開始時期が学期期ではなく、「さみだれ入院」による集団である、という特徴もある。少年院におけるモラルジレンマ授業実践は、このような特徴を
背景に､生徒一人ひとりの様々な学習レベルの幅があるため、授業の展開においてジレンマストーリーを「理解し、イメージを共有すること」に非常に時間を費
やしてしまうことがある。そこで、授業の本旨であるモラルジレンマを感じさせ、自分の答えを導き出すための考え悩む時間を確保することをねらいに、物語の
読み込みを容易にしやすい漫画（コミック）を教材に使用したモラルジレンマ授業の実践例から､少年院における教育（矯正教育）について論考したい。
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荒木紀幸・森本玲子・鈴木憲　2011　「フェイスダイ
ヤグラムによるモラルジレンマ授業の分析」　道徳性
発達研究　第6巻　第1号　27-37.

道徳の授業評価・フェイスプロフィール分
析・モラルジレンマ授業

モラルジレンマ授業が道徳性を発達させる上で有効な教育方法であることは、この授業に関わった多くの実証研究、特に兵庫教育大学を中心とした道徳性発
達研究会の参加メンバーである多くの現職教育者、実践研究者によって、あるいは、この研究に関心を持たれた現職の先生方による教育実践によって明ら
かにされてきた。その多くは修士論文として、あるいは書籍、学会誌や紀要論文として公表され、広く知られるようになった。この研究では、鈴木憲が修士論文
の中で検討し、実証した道徳性の発達を目的とする一主題二時間の授業、三つの授業実践を取り上げた。新たにフェイスダイヤグラムによる授業分析を通し
て、この授業分析法の有効性を実証した。
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東京学芸大学「総合的道徳教育プログラム」推進本
部、第一プロジェクト（永田繁雄・藤澤文）　2012
「道徳教育に関する小・中学校の教育を対象とした
調査－道徳の時間への取り組みを中心として－」
結果報告書、東京学芸大学

道徳の時間の取り組みに関する調査・効
果的な教材・モラルジレンマ教材

効果的だと思われた教材名；小学校低学年、はしのうえのおおかみ（109頻度）、かぼちゃのつる（57）…　ブランコ、ぽんたとりんりん（2）；小学校中学年、お母
さんの請求書（29）、ないたあかおに（23）…；小学校高学年、手品師（62）、△銀の燭台（3）…；中学校、カーテンの向こう（33）、たった一つの宝物（23）、△6千
人の命のビザ（7）、この子のために（5）、賞状、氷河上の決断（4）,ぼくには言えない（3）、まだ幕はあがらない（2）
下線が引かれた教材はいずれもモラルジレンマ教材である。なお、△銀の燭台、6千人のビザについても、研究会でモラルジレンマ教材化（荒木､1990､1993）
している。
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鈴木成公　2012　「時事コラム　Vol.1.　「門番のマル
コ」；Torinune」https://ameblo.jp/tribune-
ns0731/entry-11211719974.html

モラルジレンマ授業・アウフヘーベン、止
揚・モラルジレンマ教材ｰ門番のマルコ
（堀田泰永作）

2012/04/03 · モラル・ジレンマ教育　 この道徳の授業は、 モラル・ジレンマ教育 といわれているもので、採用している学校も増えてきており、『 門番のマルコ
 』以外のストーリーもあります。私は、このモラル・ジレンマ教育の効用は、２つあると考えています。１つは、「相手の言い分にも一理ある」ということを理解さ
せることで、「自分の言い分も、絶対的じゃない」と悟り、自分を客観視できるようになること。これは、いつも私が述べているように、「自己の弱さを知ることが、
強さの基礎」ということにも通じます。もう１つは、「相手の言い分にも一理ある」ということを理解させることで、対立する概念をアウフヘーベンする能力が備わ
ることです。アウフヘーベンとは、相矛盾する2つの命題を、両者を否定しつつ生かして統合し、より高次元の統合命題を導くことをいいます。両者を生かして
統合することが重要なので、足して２で割る妥協とは似て非なるものです。　◇最後に・・・社会において、一方が絶対的に正しくて、他方が絶対的に間違って
いるという場面は、そんなに多い訳ではありません。いずれにも一理あることが多いのです。　そこで、自己を客観視することが重要となります　　自己を客観
視するということは、自己の弱さを認識することとニアリーイコール（限りなく近い）です。Aは、「王様は助けるべきだから、門を開ける。」という意見でした。自分
を客観視すると、「でも、王様だからルールを破って良いってのは、おかしいよなぁ。」と自分の主張の弱点を自分で認識し、友達や家族との議論を待たずに、
「ルールを破った罰金を王様に払わせる替わりに、門を開ければ良い。」というアウフヘーベンが生まれます。Bは、「ルールは守るべきだから、門は開けな
い。」という意見でした。自分を客観視すると、「でも、皆のためにならない場合は、ルールにも例外を作って良いよなぁ。」と自分の主張の弱点を自分で認識
し、「ルールにも、人命がかかわっている場合は、例外を認めるべきだから、今回は例外として、門を開ければ良い。」というアウフヘーベンが生まれます。　モ
ラル・ジレンマ教育には、そのような効用があるのです。
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法務省　2012　「小学校における法教育の実践状況
に関する調査研究、報告書」　法務省報告書、平成
24年11月

法教育調査・本調査は全国の小学校を対
象とした平成 23 年度における法教育の
実践状況等を把握するために実施・調査
票回答数  1,911 校／ 送付数  10,000 校
／ 回収率  19.11%

ア、道徳の時間  主として集団や社会とのかかわりに関すること ・約束やきまりを守り、みんなが使う物を大切にする。〔第 1・2 学年〕 ・約束や社会のきまりを
守り、公徳心をもつ。〔第 3・4 学年〕 ・公徳心をもって法やきまりを守り、自他の権利を大切にし進んで義務を果たす。 〔第 5・6 学年〕 ・だれに対しても差別を
することや偏見をもつことなく公正、公平にし、正義の実現 に努める。〔第 5・6 学年〕
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荒木紀幸監修　道徳性発達研究会（松本朗・堀田泰
永・楜澤実・松尾廣文）編　2012　「モラルジレンマ教
材でする白熱討論の道徳授業－小学生編」　明治
図書

教材開発、授業展開例・モラルジレンマ授
業・モラルジレンマ教材（24話）

本書は、はじめに・序章(荒木担当)、第1章では、各モラルジレンマ教材について、❶価値分析表　❷ 発問表 ❸ワークシート　❹授業を行う上での留意点が述
べられている。第2章　授業の進め方､堀田担当）で構成される。執筆者は、荒木紀幸、堀田泰永、松本　朗、竹田レイ子、 森川智之、鈴木憲、岡田達也、楜澤
実、有川陽子、松尾廣文、井原孝夫、上野萌子（全190頁）。

316
荒木紀幸監修 道徳性発達研究会（松尾廣文・堀田
泰永・松本朗・楜澤実）編　2012　「モラルジレンマ教
材でする白熱討論の道徳授業－中学校・高等学校
編」　明治図書

教材開発、授業展開例・モラルジレンマ授
業・モラルジレンマ教材（22話）

本書は、はじめに・序章(荒木紀幸担当)、第1章では、各モラルジレンマ教材と授業モデルが扱われ、教材には、❶価値分析表　❷ 発問表 ❸ワークシート　❹
授業を行う上での留意点が含まれる。なお授業の進め方（松尾廣文担当）で構成される。執筆者は、荒木紀幸、松尾廣文、竹田敏彦、野口裕展 、奥村光太
郎、荊木　聡、吉田雅子、武中聖子、鈴木憲(197頁)。

317
松下行則　2012　「道徳授業における｢統合的思考｣
の探求─「価値の序列化」と「価値の平等性」─」
福島大学人間発達文化学類論集 第 16 号　17-33.

道徳の指導法・価値の序列化・統合的思
考

1.、「価値の序列化」授業、　内面化「二はのことり」批判の授業　─統合的思考へのヒント─、価値の序列化としての荒木派「モラル・ジレンマ授業」の実際、
統合道徳の授業、2.問題解決型の授業
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荒木陽子　2012　「第６学年　道徳学習指導案　「お
楽しみ会」91-102　板橋区教育委員会」　Webより、
板橋区教育委員会報告、91-102.

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・授業
報告､モラルジレンマ資料（お楽しみ会-、
徳永悦郎作）

１主題2時間のモラルジレンマ授業は　5年生で３回、6年生では今回が五回目の授業である。成果として、①モラルジレンマ授業を繰り返し、話し合いを重ねる
ことによって､自分とは違った意見を聴いて反対したり、取入れたりする柔軟な思考ができるようになってきた。自分の意見に固執する児童も減ってきた。②ジ
レンマを感じる資料を扱うことによって、自分の考えを伝えたい、意見を交流したいと言う児童の姿が見られた。また、どちらの立場も間違いではないと言うこ
とから、自信を持って意見を書いたり、話したりすることもできた。③机の配置を初めて円形にしてみたが、教師に話すのではなく、友だちに話すという意識を
持って話し合いをすることができた。立場を明確にする札も効果的だった。④道徳的価値を高めていく資料として適当であった。段階2よりも段階3で意見を持
つ児童が多くなった。⑤理由づけをしっかり書くように､課題提示をした時点や考え方を書く時点で確認を続けたことによって､理由が大切であるという意識が
児童に定着した。⑥資料は違うが､授業のに流れをいつも同じにすることによって、児童が先を見通し、安心して、スムーズに授業が流れるようになった。⑦話
す方も聞く方も、一人ひとりの児童の成長により､それまで人によって左右されていた考えが，人ではなく意見そのものの内容に影響され､変容するようになっ
てきた。認め合う姿勢が高まった。
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金城和美　2012　「思いやりの心を育む道徳教育ー
思いやり育成プログラムを通してー」島尻教育研究
所、平成24年度後期（第37期）No.232、南部広域行
政組合

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材ｰありとせみ（森川智之
作）、どうするちはるさん（須田慎二作）、
さあこまった（蓮佛裕子作）

研究の成果　 (1) 道徳の時間において，葛藤教材を用いた授業展開を行い，１段階上の発問を提示することで児童の役割取得能力が高まった。木登り課題
の得点に対して，２（統制群，実験群）×２（事前，事後）の２要因分散分析を行った。役割取得能力検査分析の結果，有意差が見られた（ｐ<.005)。図６からも
明らかなように，統制群では，平均得点の変化はあまり見られず，実験群では，事前，事後において，平均得点が伸びているのが見られた。毎時間における
役割取得能力の出現率である。葛藤教材を用いた授業を行い，発問の工夫をすることで，児童の判断・理由に変化が見られた。「先生に言われたとかではな
く，責任を持って日直の仕事をすることが大事」や「ピアノのレッスンも大事だけど約束も大事」，「約束はみんなのためにあるものだから仲間も分かってくれ
る。だから手伝いを先にする」など，『自分のことだけでなく相手のことも考えて』とか『約束はみんなのために』など役割取得能力を高めるキーワードが随所に
出てきており，さらに「みんなが気持ちよくなるように考えた」との判断の理由も見られた。道徳の時間で，発問を工夫することにより，児童の役割取得能力を
高めることは，有効だったといえる。
 (2) 思いやり育成プログラムを実践することで，意図的に道徳的環境を整え思いやりの心を育むことができた。「思いやりアンケート」について 10項目を得点
化 30点満点）２(統制群，実験群)×２(事前，事後)の２要因分散分析を行った。まず，回答の「ない」を１点「時々」を２点「いつも」を３点とし，得点化した。逆転
項目である３項目「⑤大好きな友だちとだけあそぶ」「⑥自分のものをこわしたら友だちでもゆるさない「⑩わがままを言って家の人を困らせる」については得
点を逆にした。この得点をグラフ化したものが図８となり，「思いやりアンケート」の分析の結果有意差が見られた（ｐ<.005)。図８からも分かるように，統制群で
平均得点の変化はあまり見られず実験群では事前，事後において平均得点が伸びているのが見られる。
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藤井基貴　2012　「道徳教育の授業開発Ⅱ－「防災
道徳」授業の開発記録－」静岡大学教育学部藤井
基貴研究室、全162頁

防災道徳の授業開発・ジレンマ授業指導
案・プロジェクトの検証

本報告の内容構成は次のようである。１.始めに、２．｢防災道徳｣授業の基本コンセプト、3.ジレンマ授業指導案、４．｢家庭防災班｣開発記録、５．｢学校防災班｣
開発記録、６．｢地域防災班｣開発記録、７．現職教員による実践記録、８．プロジェクトの検証、９．振り返りの記録、10．新聞記事等の記録、11．教材集、12．
おわりに.
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藤井基貴　2012　「成長する道徳くん　2012　　課題
5.　モラルジレンマ授業について考えたことを自由に
論じてください（目的、資料、方法論、VTRの感想、
コールバーグ理論の検討、日本での適用可能性、自
分が授業者なら、等）」ブログ、静岡大学

モラルジレンマ授業・門番のマルコのVTR
（民放ＴＶ番組；教育プロジェクト－モラル
ジレンマ）・授業の感想

2012-11-13 14:55　　私はモラルジレンマ授業のVTRを見て、相手の立場を理解することの大切を言葉で伝えるのではなく、児童が話し合いという経験を通し
て学ぶことができる点が良いと感じました。体験を通して学んだほうが、記憶にも残りやすく効果的だと思うからです。
2012-11-13 17:36:32　私は小学校の教育実習でモラルジレンマ授業を行いました。指導教員がモラルジレンマ授業を日頃から実践していて、その進め方（授
業の流れ、ワークシート、黒板の使い方など）を教えていただき、同じように進めることを心がけました。座席はいつものまま（よくあるコの字型）で授業をしまし
たが、今日の授業でVTRを見て、椅子だけ持って円になり、A派とB派で場所を分けるのもいいなぁ、と思いました。授業内容ですが、まず教師が物語を読み
聞かせます。子どもたちに原稿は渡しません。次に読み聞かせ後にワークシートを配布します。A4の縦置き横書きで、最初に中心発問が書いてあり、その下
にA派かB派か丸をつけてもらい、さらにその下に選んだ理由を書いてもらうようにしました。ワークシートを含め、授業（子どもの前）では「A・B」を使わず、「○
○する」「○○しない」という表現にしています。「A・B」を使うのは机間指導のときです。あらかじめ「○○する＝A」「○○しない＝B」と決めておき、机間指導で
子どものワークシートを見ながら、教師用に用意しておいた座席表にAかBを記入していきます。（全員分）これは、あとで討論する際に、教師が指名したり、意
図した方向に授業を運んだりするときに役立ちます。黒板の使い方ですが、最初に中心発問（横書き）を書いてから、黒板の真ん中に縦線を長く引いて左右
二つに分けます。A派の意見を左、B派の意見を右に書けるようにしました。今日の授業でコールバーグの認知的道徳性発達理論についてもお話がありまし
たが、指導教員はこの価値段階を重要視しており、子どもの発表順にかかわらず、高い価値を黒板上部に、低い価値を黒板下部に書くようにしているとのこと
でした。（授業終了時に）段階が視覚的にわかりやすいようにするためです。私もこれを実践しようと思いましたが、子どもの意見を聞いて瞬時に価値を判断し
て板書する、というのがかなり高度でとても難しく、上から聞いた順番に書いてしまうことがほとんどでした。慣れていないと、混乱すると思います。授業の締め
はやはりオープンエンドで、この話に正解はなく、どちらの意見にもちゃんと理由があって、どちらの考えもあっていいことと、価値が高い意見を取り上げて読
み、こう考えられるとよりいいね、というようなおさえで授業を終えたような気がします。子どもの意見が活発にでる授業はおもしろいと感じました。
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長内三和子、山下国人、三次市立甲奴中学校
2012　「友だちとしての在り方」ホットライン教育ひろ
しま（学習指導案）中学2学年（平成24年度）「道徳の
時間」学習指導案、広島県教育センター

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材ｰ甲子園でプレーがしたい
（堀田泰永作）、道しるべ  2、正進社

本資料は，主人公の雄一が，親友の義男と小学校時代からバッテリーを組み，共に地元の高校に進学し，そこで甲子園をめざすことを約束していたが，雄一
にだけ，県外の甲子園常連校であるＲ高校から推薦入学の話がきたという設定である。Ｒ高校を選ぶか，友人との誓いを選び，地元の高校に進学するかで
悩む雄一に共感し，生徒たちに葛藤を引き起こさせる内容である。どちらを選択したとしても，親友としてどうあるべきか，お互いに高め合うとはどういうことな
のかを考えられる内容であり，また，義男の立場に立って考えることによって，生徒はより深く「真の友情とは」，「それを築くためには何が大切か」を考えること
が期待できる。

323

梅田恭子・江島徹郞・野崎浩成　2012　「高校生を対
象とした著作権に関するジレンマ資料を活用した情
報モラルジレンマ授業の検討」　愛知教育大学教育
創造開発機構紀要、２巻、157-163.

情報倫理教育・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材ｰ僕の詩どう？（中田光彦
作）

我々は2007年から継続して高校生を対象とした短時間での情報モラル教育の指導法について研究している。本稿は、ジレンマ資料を活用した著作権に関す
る授業実践について述べる。著作権に関するテーマは、情報モラルのカリキュラムでは、情報社会における正しい判断や望ましい態度を育てるという「心を磨
く領域」に属するものである。つまり、単に法律を理解するだけでなく、それらを尊重し、活用していく力を養う必要がある。しかし、一般的に、それらを短時間で
教えることは難しい。そこで本研究では、小中学校の道徳教育で既に実績のあるジレンマ授業を、高等学校の情報モラル教育に適応することを試みた。本稿
ではその指導法と実践の結果を検証することを目的とする。
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酒井厚　2012　「仲間関係の中で育つ子どもの社会
性，第４回　社会的ルールの発達，論文・レポート」
子どもの未来紀行～学際的な研究・レポート、山梨
大学、レポートエッセイ

仲間関係で育つ子どもの社会性・モラル
ジレンマ授業、解説・モラルジレンマ、
「ぜったいひみつ－畑耕二作」

私が好きなモラルジレンマ課題を一つ紹介したい。『少しひっこみ思案だったよしえは、２年前に転校してきたのり子のおかげで活発になり、今では学級会係
の班長をしている。よしえにとってのり子は自分を変えてくれた存在であり、いつもいっしょに遊ぶ大の仲良しだった。ところが、のり子はもうすぐお父さんの仕
事の都合でまた転校してしまう。それを知ったよしえやクラスのみんなはがっかりするが、のり子が欠席した日に、のり子のためのお別れ会を計画する。そし
て、そのことはのり子を喜ばすために「絶対に秘密にしておこう」と約束したのだった。その日から、よしえやクラスのみんなは、のり子にお別れ会が知られな
いようによそよそしくなってしまう。のり子は、一人ぼっちで過ごすことが多くなってしまった。お別れ会まであと２日となった日の学校からの帰り道、のり子は一
人で帰るよしえに走って追いつき、真剣な顔で、「ついこの前まであんなに楽しく遊んでいたのに、どうして話してくれなくなったの？よしえさんだけじゃなくてみ
んなもそう。どうしてなの？」と訴えてきた。よしえは言うべきだろうか、それとも黙っているべきだろうか（荒木，1988を一部改変）』という物語である。ちなみに
この課題を小学４年生に実施した実践報告では、物語の最後の場面でよしえが「ごめんなさい」といって走り去ることにし、一人ひとりに理由づけを尋ねてい
る。結果としては「言わない」と判断した子どもの方が多く、主な理由は「のり子があまり喜ばない」という回答であったが、「言う」と判断した子どもに多かった
理由もまた「のり子が悲しんでいる」という回答であった。いずれの判断であったとしても、大切なのは二人の主人公の立場に立って考えた末に、のり子への
やさしさを重んじていることである。こうした秘密が私にとって素敵に映るのは、隠蔽や虚偽といった言葉が数多く聞かれる昨今で、他者の気持ちを推し量る大
切さを思い出させてくれるからかもしれない。

325
稲垣知宏　庄ゆかり　長登康　隅谷孝洋　中村純
2012　「初年次情報倫理教育におけるジレンマ問
題」大学ICT推進協議会2012大会論文集、43-48.

情報倫理教育・ジレンマ問題（教材）・有
効性の検討

自作の「スピード」　世界の気象予想を行なうプログラムを先駆けして開発し，先物買いで大もうけする是非を考えさせる、が他の3つより有効；広島大学で実
施している初年次情報教育で，情報倫理についての講義で2011年度よりジレンマに関するレポートを課している。このレポートについて、コールバーグ理論に
準拠して分析、情報倫理教育の教材としての有効性を道徳教育と情報教育から議論。

326

池山拓馬　2012　「道徳の授業をより楽しく行うため
に－コールバーグの道徳性発達理論に基づくモラル
ジレンマの道徳授業実践－」　Ｗｅｂ小牧市教育セン
ター、平成２４年度教職員研究集録、（所属小牧西
中学校）

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材ｰフアロバさんの決断（伊
藤裕康・太田昌子作）

コールバーグの道徳性発達理論に基づき、モラルジレンマの授業を行なうことによって、生徒の持つ道徳性をより高められるのでないかと考え、検証実践を
おこなう。この理論の特徴には、①個人の道徳性は段階的に発達する､②「対話」「コミュニケーション」を重視している､③道徳的価値を含んだジレンマの討
議、④判断理由づけの重視、⑤役割取得能力を高めるを重視、がある。１主題2時間の指導過程が基本。しかし第１次から２次の間の道徳的段階の変容は
大きくなかった。これは第２次での教師の発問の在り方や１時間目でのモラルジレンマが十分でなかったことが考えられた。
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吉村斉　2012　「幼児期の道徳性と客観的状況理解
との関係」　高知学園短期大学紀要(42), 1-12.

道徳性の発達・動機論的判断・結果論的
判断

本研究は、幼児期の道徳性と客観的状況理解との関係、およびその関係の性差や発達差を検討したものである。道徳性は善悪の判断に関するもので、動機
論的判断と結果論的判断に分類された。加えて、客観的状況理解は自己の誤信念、他児の信念、他児の願望から構成されたものであった。調査参加者は44
名の4歳児と33名の5歳児からなる合計77名の幼稚園児であった。本研究は個別面接法で実施され、以下の結果が得られた。4歳女児において、動機論的判
断の傾向が強い子どもは、結果論的判断の傾向が強い子どもに比べると、他者の願望を不当に意地悪と捉えていた。他方、4歳男児や5歳児では道徳性に
よる願望の違いは見られなかった。さらに、誤信念や信念においても、道徳性による違いは見られなかった。以上のことから、4歳女児において道徳性の発達
が他児の願望の理解に影響を及ぼす要因であることが示唆された。

328

越中康治　2012　「教育学部生の道徳教育観と権威
主義的伝統主義との関連」　宮城教育大学紀要 47
巻  307-313.

道徳教育観・権威主義的伝統主義・注入
主義教育

本研究の目的は、教育学部生の道徳教育観と権威主義的伝統主義との関連を検討することであった。この目的のために、教育学部の初等教育教員養成課
程に所属する大学生を対象として質問紙調査を実施し、権威主義的伝統主義尺度への回答を求めるとともに、道徳指導についての様々な考え方に対する賛
否と道徳教育に対するイメージについて尋ねた。その結果、権威主義的伝統主義傾向の強い学生は、道徳指導に関する強制・注入型の考え方に賛意を示す
とともに、道徳教育に対して「強い」ものであるというイメージを有することが確認された。今後の研究では、道徳教育観について、デモグラフィック変数のみな
らずパーソナリティ要因との関連を詳細に検討していくことの重要性が改めて示唆された。

329
西村正登　2012　「価値の明確化論を基盤とした道
徳授業の研究」　教育実践総合センター研究紀要
34巻  17-27.

価値の明確化論・道徳授業・プロセス主
義

価値の明確化は1950年代から60年代にかけてアメリカ西海岸を中心に広がった「人間回復運動」から生まれた道徳教育である。わが国でも近年、「生きる
力」や「心の教育」という言葉がクローズアップされ、学習者の主体性、関心、意欲、態度など情意面の評価が重視されるようになってきた。そこで本稿では、
価値の明確化論の原理となる哲学を探り、その基本的な考え方を明らかにした上で、それを基盤とした道徳授業を構想していくことをねらいとしている。

330
櫻井英輔　2012　「よいところみつけを通した指導の
あり方」　愛知教育大学教育実践研究科修了報告論
集.　101-110.

指導法の工夫・自尊感情・自己肯定感 本実践では，児童がよいところを互いに見つけ、伝え合うことで自己肯定感を高めたいという点と、授業の中で活躍することで自身をつけさせ、意欲を持って
授業に参加させる（自己肯定感を高める授業）ことの二点を明らかにすることが目的である。

331

竹田敏彦　2012　「モラルジレンマ授業によって生徒
指導の三機能を育む－相互作用（対話）の成立をめ
ざして－」　日本教材学会第24回大会論文集  72-
73. 　福山大学

指導法の工夫・モラルジレンマ授業・生徒
指導の三機能、モラルジレンマ教材－う
るわしき伝統（松尾廣文作）

研究成果はモラルジレンマ授業が生徒指導の三機能（自己決定、共感的人間関係、自己存在感）を育むことを示したが、それには道徳的葛藤討議（倫理的
葛藤）－相互作用（対話）の成立が不可欠である。

332

倉敷市立東中学校　 2012　「道徳の時間に活用す
る情報モラル育成のための読み物教材の開発と評
価」　全日本教育工学研究協議会第37回実践研究
助成、パナソニック教育財団

情報モラルの育成・道徳性の発達・モラ
ルジレンマ教材（好美の告白、緊急メー
ル）

本研究で，読み物教材を開発し，授業実践を通して評価することは，道徳の時間に情報モラル指導を行う上で意義深いと考える。なお，教材の形態を読み物
教材としたのは，道徳の時間には読み物教材が最も多く活用され，多くの教師になじみ深いからである。本研究では，社会問題を取り入れた教材とモラルジ
レンマ教材を開発（社会問題を取入れた読み物資料－不正アクセス；モラルジレンマを取入れた読み物教材-好美の告白）し，授業実践を通して評価する。

333

佐々木弘記　2012　「道徳の時間に活用する情報モ
ラル育成のための読み物教材の開発と評価」　全日
本教育工学研究協議会第38回実践研究助成、パナ
ソニック教育財団

情報モラルのための読み物教材開発・モ
ラルジレンマ・自作資料；｢不正アクセス｣｢
好美の告白」

｢不正アクセス｣；薬科大学教授のタケシは世界の難病を煩っている家族を抱え、自身もまたこの難病の治療薬開発に携わり、今は副作用の解明段階にい
た。A製薬会社は既に副作用の解明を終え治験段階に進めているが,新薬の販売までにはこれから10年を要するという。あるとき偶然タケシはA社の新薬の
データベースに入力できるパスワードを手に入れた。タケシは研究室で新薬作りを成功させ、家族を助けたい思いで不正アクセスしようと思った。タケシはアク
セスすべきかどうか。｢好美の告白」；芸術系B高校への受験を控え、親友のルリ子に後押しされた好美は町のシンボルキャラクターをデザインし公募展に応じ
たところ、第1候補に選ばれた。喜んだルリ子に「実は、あのマーク、インターネットで見つけたすてきなマークを参考にしたの」と好美、｢それやばいんじゃｰ｣と
ルミ子。「でもたくさんのマークからあのマークを捜すのは無理だし、全く同じキャラクターじゃないんだから。｣と、自分に言い聞かせるようにいった、ルミ子は、
好美に応募を取り下げるように言うべきか、言わないでおくべきか。

334

久保寛美　2012　「中学校　道徳教育 夢や目標の実
現に向けて、努力することの大切さを実感させる道
徳の時間の研究－人の生き方から学び、自己の生
き方を探る授業づくりを通して－」　平成24年度 佐
賀県教育センター　個別実践研究

道徳の指導法と教材開発・自作伝記資
料・葛藤場面

夢や目標の実現に向けて努力することの大切さを実感させる道徳の時間を目指すため、生きる指針となる人物の生き方から、人間のもつ可能性や素晴らし
さ、弱さやそれを克服する強さを学ぶことができるように、有効な伝記資料の開発について研究する。更にその学びを自分の生き方につなげることができるよ
うに、資料の人物と自分自身を重ね合わせて考えさせる手立てを取リ入れた道徳の時間の在り方を提案する。【貼付資料】－中学校道徳教育研究委員会に
よる、目次とサイトマップ　授業実践①事前アンケートの結果と分析、②自作資料の開発と作成、ア資料開発と作成の手順、イ自作資料作成の実際、③授業
実践１、「目標に向かう強い意志」内容項目1ｰ(2)　資料名「柳川春己の挑戦」(自作資料)、【学習指導案、ワークシート、自作資料の概要、パワーポイント資料
(インタビュー映像含む)】、④授業実践２、「周囲の人々の支えを糧に」内容項目1ｰ(2)、関連項目2ｰ(6)、資料名「父との約束－消防士への道」(自作資料)、【学
習指導案、ワークシート、読み物資料、パワーポイント資料(インタビュー映像含む)】

335

重枝一郎　2012　「42回学習会　○ モラルジレンマ
授業について　○ モラルジレンマ授業の実際「まほ
うつかいのプレゼント」（演習）」　風土会　会 報
（2012 年 11 月）№42　文責 柴田悦子

道徳指導法・モラルジレンマ授業・モラル
ジレンマ教材ｰ「まほうつかいのプレゼン
ト」、コールバーグ作

参加された先生の感想（45名）の一部です。・「モラルジレンマ」について，はじめて学びました。小学校では，高学年で取り組みたいと思いました。本日は，中
学校のことも知ることができ，小学校教師として，中学校のことも視野に入れて教育活動をしていかなくてはと痛感しました。　・自分自身もジレンマに陥るよう
な課題で，悩みました。生徒の気持ちになれました。結論，正解を求めてしまいがちですが，最後は生徒各人が周りの意見を受け入れ，思いやれればいいの
かと，何だか安心しました。身の回りにもいろいろなネタがありそう・・・すぐにでも実践できそうです。　・いろいろな意見を知るという点で，モラルジレンマ授業
はおもしろいなと思いました。今の子どもたちは，特に話し方（コミュニケーションの取り方）を身に付けて育っていないので，学校の授業で仕組んで学習するこ
とが大切ですね。国語の教科指導でも活かせそうです。（同じテーマで学んでいるのに，そこから視点が広がっているのが興味深いです。小学校の先生が中
学校の視点で，教師が生徒の視点で，道徳から国語科の視点で…発想が広がります）…。

54 道徳性発達研究　第15巻　第１号



番号 著者・発表年・論文名・発表先・頁・出版社 キーワード・ジレンマ教材 要旨　 、　概要
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森山英子　2012　「モラルジレンマ授業「決勝戦」－
もし自分だったら－」　平成24年度いのちのバトンふ
れあい講座－増田公民館・増田中学校連携事業

道徳指導法・モラルジレンマ授業・モラル
ジレンマ教材ｰ決勝戦（畑耕二作）

名取市立増田中学校2年生174名、増田地区住民13名、名取市家庭教育支援チーム10名、対象に実施。ねらい、お互いの気持ちを大切にする思いやりの心
をもち、互いに励まし合い高め合う力の育成；グループワーク報告によると、話し合いを通して考えの変化が見られた。浩二が続けて出る→浩二が続けて出る
(14名)；健太に交代する→健太に交代する(99)；その他→その他(16)；浩二が続けて出る→健太に交代する(8)；浩二が続けて出る→その他（浩二以外の人が
健太と交代）(1)；健太に交代する→その他（浩二が点を取ったらと交代）(4)；健太に交代する→その他（浩二以外の人が健太と交代）(3)

337

笠井稔雄　2012　「人間の弱さへの共感を重視した
道徳の授業：価値の主体的自覚を目指す指導の困
難さを克服する一つの方略」　北海道教育大学紀
要、教育科学編、62.(2)　211-225.

道徳授業法・共感を重視した道徳の授
業・感動資料、葛藤資料

現在、多くの学校で実践されている価値の主体的自覚を目指す指導の困難さは、資料から離れる展開の後段にあるのではなく、展開の前段、つまり資料をも
とにした「価値の追求・把握」の段階の指導が十分でないからだと押さえ、授業改善の視点として、人間の弱さに着目し、人間の弱さへの共感を重視すること
で人間理解が深まり、子どもたちが「他人ごと」ではなく「自分ごと」として考えるようになる指導方法を示唆した。なお「子どもの発達段階」、ねらい資料の特質
に応じて「フレンケル理論」「コールバーグ理論」に基づく指導過程を使い分けることも重要である。どの指導過程も、ある程度続けて実践し、子どもの教師も
慣れることが大切である。その上で、これらの指導過程を固定化し、形式化しないで弾力的に扱い、それぞれの学級の実態や指導者の特性、資料の内容な
どに応じて工夫し、効果を高めることも大切である。また年間指導計画では、感動資料、葛藤資料を偏り無く、配当し、心を豊かにすることと、判断力を高める
ことの両面を大切にすることが重要である。

338
町田真里子　2012　「精神的自立を育む道徳授業に
関する研究」　山口大学大学院東アジア研究科　博
士論文（123頁）

道徳教育・リコーナ、キャラクターエデュ
ケーション・精神的自立

本論は、序章、問題の所在　第1章　自立教育と道徳教育との関連性、第2章　｢精神的自立｣を育む道徳の授業方法に関する検討、第3章　｢精神的自立」を
育む道徳授業の開発　第4章　｢精神的自立」を育む道徳授業の評価　終章　今後の課題と展望、で構成された。

339

町田万里子　2012　「Ｔ．リコーナの｢キャラクターエ
デュケーションに関する研究」　東アジア研究紀要
(10).　25-51．山口大学

アメリカの道徳教育・キャラクターエデュ
ケーション・リコーナー

現在我が国の道徳教育は、「道徳的価値」を「教える」という教師主導の立場をとるか、あるいは児童生徒が主体的に「学ぶ」ことを重視する立場をとるかとい
う点で対立しており、国内で道徳教育に対する方針が一貫していないという現状がある。一方アメリカでは、1990年代に少年犯罪が80年代と比べて急増する
中、「道徳的価値」をしっかり「教える」ことを強調する「キャラクター・エデュケーション」が奨励され、成果を収めてきているという報告がある。したがって、この
「キャラクター・エデュケーション」について分析・検討していくことで、日本の道徳教育の方向性について何らかの示唆が得られるものと考える。ここで我が国
では、これまで「キャラクター・エデュケーション」に関する研究が、アメリカの状況や実践例の報告にとどまり、理論的な内容やその発展過程に関する検討は
ほとんどなされてこなかったため、この理論が「道徳的価値」を教えることのみを重視する教育方法として捉えられる傾向にあった。しかし人格教育運動の代
表者であるトーマス・リコーナ(Thomas Lickona)の教育論を検討していくと、この理論が道徳を「教える」という授業方法と、児童生徒が主体的に「学ぶ」という
授業方法とを統合した教育方法であることがわかる。したがって、本稿では、近年アメリカで注目されるリコーナの「キャラクター・エデュケーション」を検討し、
彼の理論を明確にした上で、我が国の道徳教育においても、統合的を道徳教育が有効であるか検証することを第一の目的として行った。また、アメリカでは、
日本のように特設の「道徳の時間」が設けられていないため、彼の理論を直接我が国の道徳授業に当てはめることは難しいと思われた。そこで我が国に応用
可能な要素を彼の理論から導きだし、具体的方法として提案することを第二の目的として検討した。

340

上野萌子・内山伊知郎・藤山紗岐・上田菜保子
2012　「幼稚園年長児における身体的および対人ス
トレス状況に対する－対処方略と役割取得能力との
関連－」　道徳性発達研究　第７巻　第１号．58-64.
日本道徳性発達実践学会

社会性の発達・対人方略・役割取得能
力、セルマン（木登り課題）

幼稚園年長児を対象に利己的対処、利他的対処、互恵的利他対処といった対処方略と役割取得能力との関連について検討した。対処方略と役割取得能力
について面接法で測定した。その際葛藤状況に置ける対処方略を測定するために、対人ストレス場面と個人的なストレスである身体的ストレス場面を設定し
た。その結果、他者を想定しにくい身体的場面においても対人ストレス場面と同様に、役割取得能力の発達段階が高い年長児ほど発達段階の低い年長児と
比べて､より互恵的利他対処を選択することが明らかになった。従って、対処方略と役割取得能力の発達との間には関連があり、段階0Ａから段階1に役割取
得能力が発達するにつれ、利己的対処から互恵的利他対処へ移行していく可能性が示唆された。

341
藤井基貴　2012　「教員養成カリキュラムの「理論と
実践」の統合に関する史的研究」　科研費助成研究
成果報告書

教員養成カリキュラム・理論と実践の統合
史的研究・教員養成カリキュラム

本研究は「理論と実践の統合」の視点から、ドイツにおける教員養成制度の歴史と現代的課題の解明を目指すものである。研究の成果として、(1) 18世紀ドイ
ツの大学における教員養成の制度化において哲学(哲学部・哲学者)による基礎づけがあったことが解明されるとともに、(2)その影響作用史を分析することの
重要性が確認された。(3)また、具体的なカリキュラム開発および授業開発を通して、理論と実践を統合するための教育プログラムのモデルを提案した。

342

岩田陽子  2012　「新たな宇宙時代に向けた道徳教
育における課題」　宇宙航空研究開発機構研究開発
報告　JAXA1－006　63-95．

宇宙教育・宇宙時代の道徳教育・価値観
教育

学校教育では特に「道徳教育」を中心に人間としての心構えや守るべき規律などの価値観が醸成される.こうした価値観醸成にあたり,例えば地球以外の場所
に生命が発見されるなど,我々人間の意識変化が生ずる可能性が高い新たな宇宙時代において,現行の道徳教育で 提唱している価値観がどこまで通用し得
るであろうか.本論文では,こうした問題に対し,現行の『学習指導要領』をベースに新たな宇宙時代に向けた道徳教育における課題を検討することとした.検討
の結果,新たな宇宙時代に向けて求められる価値観形成として,現行の『学習指導要領』がめざす道徳教育に次の2点が付加される必要があることが明らかに
なった.まず1点目は,文化や人種などが「多様である」ことを認めたうえで,そうした多様さ故に生ずる矛盾や衝突を取り除く「帰一的な(色々な考えがあるものの
めざすべき結論は同じ,帰一するという)考え方」を醸成する教育が必要であるという点である.次に,こうした価値観醸成には,多様性への「適応能力」や,多国の
文化や価値観を他人事ではなく自分事として「建設的かつ批判的に検討する力」など,具体的な能力やスキルを身に付けさせる工夫が必要となるという点であ
る.こうした課題を踏まえ,教育のあり方として,単に宇宙に関する興味関心の喚起や知識提供で留めるのではなく,上記のような価値観形成につながる宇宙教
育をめざす必要がある.今後,具体的にどのように展開すべきかを検討・実践し,検証結果を学校教育へ還元する必要があると考えている.
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作田澄泰・中山芳一　2012　「コミュニケーション行為
による自己肯定感向上に関する研究 ―キャリア教
育の視点からみた道徳授業実践を通じて―」　岡山
大学教師教育開発センター紀要，第2 号，14-23.

キャリア教育の視点から見た道徳教育・
自己肯定感・よりよいコミュニケーション

長引く不況や絶え間なく変化する社会の中，子ども達にとって将来の夢に不安を隠せない現状がある。また，自分でどのように判断し，生き抜けばよいか分
からなくなったり，自信をなくしたりして，将来を生きる希望すら見失うことも少なくない。こうした不安感から自分自身の心に自信と希望を目指していくことで，
夢や目標を抱き，生きる喜びを感じられるようになる。そのためには，キャリア的視点からみた道徳性を育んでいくことが重要であると考える。本研究では，充
実したコミュニケーション行為によるキャリア的視点からみた道徳授業を実践することにより，人の心の中にどのような心情がめばえ，将来への展望をもつこと
ができるかについて検証した。また，よりよいコミュニケーション行為の確立によって，それぞれの道徳的価値がどのように変化し，自己肯定感の向上に結び
つくかについて明らかにした。
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志々田まなみ、 天野かおり　2012　「教職に関する
科目「道徳教育指導法」の指導方法の充実・改善に
関する一考察 : 体験活動を活用した道徳教育に注
目して 」　広島経済大学研究論集 (35)3、43-51.

道徳の指導法・教職科目「道徳教育指導
法」・体験活動

学校だけでなく、家庭や地域社会での教育的な体験も活用した道徳教育について検討した上で、道徳教育教材の改善・充実の主な担い手となる教員の道徳
教育指導の力量の構築をめざす教職に関する「道徳教育指導法」の教育法についても考察する。
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藤井基貴　2013　「成長する道徳くん　2013　　課題
５　モラルジレンマ授業について考えたことを自由に
論じてください。（目的、資料、方法論、VTRの感想、
コールバーグの理論の検討、日本への適応可能
性、自分が授業者ならば、○他の人の意見にも言及
してみましょう。○関連文献を読んで理解を深めま
しょう。受講生の皆さんが読んだ文献をここで紹介し
てくださるのを歓迎します）」　ブログ、成長する道徳
くん　静岡大学

モラルジレンマ授業・門番のマルコの
VTR(授業者-竹田れい子）・感想

2013-12-12 10　＜モラルジレンマ授業の考察＞　今回見た授業のVTRでは最後に教師が答えを示さないオープンエンド方式でありました。そういった授業の
場合、答えがないまま終ってしまうので、何を学んだかがあいまいになってしまいやすいです。なので、何を学ばせたいかということを授業計画としてしっかり
と方針づける必要があると思いました。私たちが受けてきた道徳の授業は一般的に読み物教材を読み、そこにはどのような道徳性があるのかを学んで行くも
のでありました。それと比べて、モラルジレンマの授業では子供たち自身が考え、話し合い、高めあうので、価値観の押しつけがありません。道徳の授業に
は、俗に正しいといわれる考えを植えつけてしまっている弊害があるのではないかと感じていましたが、それが起こらないのがこの授業の良いところではない
でしょうか。また、授業の主体は教科書ではなく子供たちが試行錯誤して導き出す道徳的意見であるので、子供たち自身の積極性も格段に違うものであると
思います。モラルジレンマを利用した道徳の授業の最大のポイントは、はぐくまれる道徳的能力の違いであると思います。私たちが受けてきたいわゆる道徳の
授業ではぐくまれるものは道徳的心情であると思います。しかし、この授業では、判断力や実践意欲を刺激するのではないかと考えます。もちろん、道徳的心
情をないがしろにすることはできませんが、今の時代に求められている力は、決めていく力や実行していく力なのではないでしょうか。また、東海地震の目下
迫るところを考えても、講義内でも防災と道徳を組み合わせた授業のVTRを観ましたが、判断力や実践意欲がより求められているのではないでしょうか。
（www.geocities.jp/hpcriticism/oc/md.html(コメント入力のためhttp//は省いてあります。)このペーシにモラルジレンマに関する参考文献を抜粋したものがあ
ります。この文献によると、「モラル・ジレンマには道徳的価値観の葛藤と共に心理的葛藤が伴う。けれども、後者に焦点を当てるような資料選択は避けなけ
ればならない。と言うのも、心理的ジレンマが道徳的ジレンマになるとは限らないからである。」とありますが、確かに忘れてはいけないポイントであると思いま
した。ハインツの薬を盗むかどうかの葛藤も、ハインツ自身に投影して考えるのではなく、あくまで道徳的価値の葛藤を考える、いわばハインツの裁判官的存
在である必要があると思いました。また、そうしたことや、議論が盛り上がるもの、などの条件を考えると、適切な教材を探すことはなかなか普通の教師には難
しいのではないかとも思いました。
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山求夢、小野塚遙香、笠岡麻衣子、大橋優太、前田
崇吉、赤根宏香、井無田直人、伊藤太智、村田大
空、砂原由和　2013　専修大学教育プロジェクト「道
徳教育」専修大学ネットワーク情報学部ローカルコ
ミュニティ、　報告書；1-68.

道徳の指導法・道徳教育に関する歴史と
緒理論・小・中学校の道徳の授業の実態
と提案

本書は、専修大学ネットワーク情報学部 3 年次必修科目である「プロジェクト」の成果物として制作したものである。人々は学校教育に「社会を構成する一人
一人に不可欠な基礎的な資質を身に付けさせること」を託してきたはずなのだが、現実は、コミュニケーションや協調性といった社会性の向上には貢献してい
ないのではないのだろうか。もし、今の子どもたちが大人になって作っていく「地域社会」が社会性に欠けていたら、私たちが願ってきたはずの、個人レベルと
社会レベル双方での良さの実現が果たせなくなってしまう。以上のことから、私たちはこの改善のために、プロジェクトのテーマを「よりよい地域社会を形成す
るために学校教育が担える役割とは何か」と設定し、義務教育の 9 年間で得られた「他者との関わり合い方」をよりよい地域社会の形成のために活かすに
は、義務教育は何をすべきかについて考えることにした。そこで着目したのが、「道徳」の授業である。義務教育における「道徳的要素」の充実によって、「他
者と関わる」際に必要なスキルを子どもたちに獲得してもらえるのではないかと考えた。そのため、学校教育における「道徳」について、その歴史や概念、現在
行われている特設としての「道徳」の時間、義務教育における「道徳」の授業についてのさまざまな意見から、その実態を見出すことにした。また、実際に道徳
の「授業」を設計することによって、「道徳」について考えることにした。
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宮本浩紀　2013　「アメリカにおける道徳教育の新た
な展開―人格教育の一手法としてのサービス・ラー
ニングに注目して―」　早稲田大学大学院教育学研
究科紀要 別冊 (20-2), 　59-68.

アメリカの道徳教育・サービスラーニング・
リコーナー、人格教育

人格教育と SL（サービス・ラーニング ）における関係の不明瞭さに鑑み，本稿では，それぞれの特質と両者の関係について明らかにすることとする。具体的
には，まず第 1 節において，国内外における人格教育及び SL の先行研究を概観し本稿の位置づけについて確認する。そして第 2 節と第 3 節において，人
格教育及び SL の特質についてそれぞれ取り上げ，続く第 4 節において，それらの特質をもとに，両者の関係について考察する。最後に，第 5 節において，
本稿の内容を考察すべく，（1）人格教育とSL を一体の取り組みとして実施する意義と課題，及び（2）我が国への示唆，（3）本稿の限界と今後の課題について
言及する。
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安藤有美、新堂研一　2013　「非行少年における視
点取得能力向上プログラムの介入効果－視点取得
能力と自己表現スタイルの選好との関連－ 」　教育
心理学研究　 61(2), 　181-192.

非行少年、矯正教育・ＶＩＦプログラム・視
点取得能力－アルメニア大地震課題（荒
木、松尾；1992）

本研究では, (1) 非行少年38名を対象に, 視点取得能力の発達段階と対人葛藤場面における自己表現スタイル（アサーティブ, 攻撃的, 非主張的, 間接的, 短
絡的）の選好との関連を検討した。さらに, (2) 12名を対象に, 絵本を題材とした非行少年用VLF（Voices of Love and Freedom）プログラムを実施した。プログラ
ムでは登場人物の感情や考え, 心的葛藤を理解し, それを表現するなどの働きかけを行い, 介入前後の視点取得能力と自己表現スタイルの選好の変化から,
プログラムの効果を検討した。<br>　その結果, (1) 視点取得能力と「アサーティブな自己表現」との関連が確認され, 視点取得能力が高いほど, 「アサーティブ
な自己表現」の高い選好が明らかとなった。また, (2) プログラムの介入により, 視点取得能力の向上と, 自己表現スタイルの選好について適応的な変化がみ
られたことから, VLFプログラムの有用性が確認された。
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浅川和幸　2013　「道徳教育論を考える」　北海道大
学院教育学研究院紀要、119, 27-50.

道徳教育論・道徳の教科化・シティズン
シップ教育

現在，道徳教育の教科化を進めるための議論が行われている。この議論の注目すべき点は，「新たな枠組み」で教科化を進めるというところにある。道徳教
育の教科化は生徒指導や進路指導も含めた広い領域で進められていることの一部にあたり，戦後教育の大幅な転換を目的としたものである。本稿は，現在
の道徳教育の教科化を進める立場の研究者とは違った問題意識を出発点に，「新たな枠組み」を構想することを目的とした。道徳教育論の書籍の分析と筆
者自身の教職課程の講義「道徳教育論」における実践の分析から「新たな枠組み」提案を越えるための試論を行った。これらの考察から，中等教育の教科の
枠組みの組み換えも視野に入れた提案が必要であると考えた。
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高橋英彦　2013　「社会神経科学と精神医学」　精神
神経学雑誌、第115巻、第10号、1027-1041.

社会神経科学・情動・意志決定、MRI,
PET

情動、意志決定、意識といった心理学、経済学、哲学などの人文科学を扱ってきた領域が、MRI,を中心とした非侵襲的脳イメージや認知・心理パラダイムの進
歩により、脳神経科学の重要なテーマになり、社会的行動の神経基盤を理解しようとする社会能研究、社会神経科学として興隆している。まず社会神経科学
の発展の歴史を概観。次に、社会的情動のMRI研究を紹介。分子イメージング（PET）を用いて心理学、経済学などの研究者と学際的に進めた研究成果を紹
介。

351

渡辺弥生　2013　「学校危機予防教育の流れと展望
: アメリカでの取り組み」 　法政大学文学部紀要
(67),　 57-70.

学校危機予防教育・リスクマネージメント・
社会性と感情の学習

子どもたちすべてが健やかに育つためには，学校は物理的に安全かつ心理的に安心できる場でなければならないであろう。しかし，実際のところ学校は予想
外に多くの危機にみまわれ，子どもたちが心身ともに望ましい方向で育っていくためには，たくさんの対策を講じる必要性が指摘されている。具体的には，い
じめ，自殺，非行などの問題が発生したときの適応の不適切さが時に社会的問題として大きく取り上げられることが少なくない。アメリカでは不審者侵入による
襲撃事件などが深刻な問題となっている。記憶に新しいところでは，竜巻が思い出されるが，地震，台風など自然災害は，学校を含む家庭や地域に甚大な被
害を及ぼしている。こうした学校にふりかかる危機事態については，その防止と介入に関する体制作りが火急の課題となっている。

352

加藤潤　2013　「道徳教育の批判的考察と新たな授
業方法論の模索 : Derek Parfitの道徳概念を援用し
た新しい道徳授業の試み(その1)道徳教育の批判的
考察と新たな授業方法論の模索」　愛知大学教職課
程研究年報 3，1-15.

道徳の指導法・道徳教育の批判的考察・
授業方法；Derek Parfit

本論では、我が国の道徳教育の制度的また方法論的不完全性について指摘し、そこから新たな道徳授業方法論を模索するために、Derek Parfit の道徳概
念を整理した。そこで明らかになったのは、Parfit のトリプル理論（triple theory）と拡大的アイデンティティ解釈は、近代的自我のパラダイム転換をもたらし、こ
の転換が現代社会の諸問題のアポリアを乗り越える一つの実験的方策になる可能性を持っていることであった。 しかしながら、本論では、現行の道徳授業
教材をどのような授業展開で行えば、Parfitの道徳理論を児童生徒が理解し概念操作できるようになるのか、その点についての具体的授業事例は提示でき
ていない。この授業事例が提示できなければ、冒頭で我が国の道徳がその発足から現在まで中途半端現在なままであると指摘したことは、対案なき理論批
判に終わってしまうだろう。そこで、次報告（その２）では、現行の読み物教材を Parfit の道徳理論に沿って児童生徒が考えるための学習指導案を作ってみた
い。
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檜垣公明　2013　「規範意識の行動志向に関する一
考察 ―ケアの倫理を中心として―」　教職支援セン
ター紀要 (4), 　25-46.　仏教大学

規範意識・ケアの倫理、ギリガン・道徳性
の発達、思いやり体験

規範意識を形成していくためには、C.ギリガンの「ケアの倫理」が提起している人間関係論を中心としながら、その前提となる心の基盤形成「思いやり体験」の
充実を図る必要がある。規範意識の行動志向の根底には、心の基盤形成「思いやり体験」が核になっている。C.ギリガンは、「ケアの倫理」として、「配慮と責
任」（段階 3）という主体的な態度への形成過程について述べている。道徳性の発達を女性の立場から認知発達の過程として捉えているが、知的発達を促す
心の基盤「思いやり体験」に目を向ける必要がある。心の基盤としての「思いやり体験」にかかわる人の存在（関係性）が、意欲（主体性）を生み出し、「ケアの
倫理」における「配慮と責任」という人間関係（関係性）として、規範意識の行動志向（態度形成）につながっていくと考えている。学校教育における多様な機会
や場で対話を重視しながら、地域コミュニティの対話を多様に構築していくことが規範意識形成につながっていく(19)。知的操作の発達に中心をおいた認知発
達理論ではなく、人間との「関係性」を重視した人格の全体性を追求する発達理論を構築していかなければ、現代におけるいじめ問題、不登校、体罰問題等
の教育課題は解決していくことは出来ないと考えている。
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山田洋平, 小泉令三, 中山和彦, 宮原紀子　2013
「小中学生用規範行動自己評定尺度の開発と規範
行動の発達的変化」　教育心理学研究　61 巻 4
号、387-397.

規範意識・尺度開発・発達的変化 本研究の目的は, 小中学生用の自己評定による規範行動尺度を開発し, その発達的変化を横断的方法によって検討することである。小学3年生から中学3年
生の児童生徒2,674名を対象に調査を実施した。まず, 小中学生用規範行動尺度を作成し, 信頼性と妥当性の検討を行った。その結果, 小中学生用規範行動
尺度は, 「個人として遵守すべき行動」, 「対人間で遵守すべき行動」, 「対人間での望ましい行動」の3つの下位尺度からなることが示された。また, 尺度の内的
整合性の検討, 確認的因子分析, 併存的妥当性の検討によって, 本尺度が一定の信頼性と妥当性を有することが示された。次に, 規範行動の発達的変化に
ついて検討した。分散分析の結果, (1) 規範行動は, 年齢とともに減少すること, (2) 男子の方が, 女子よりも低い学年段階で規範行動が減少することが示され
た。最後に, これらの発達的変化の結果について, 児童生徒の仲間関係の変化という観点から考察した。
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大西勝也　2013　「道徳の指導法についての研究
（1）道徳的価値の実践の諸相研究、（2）道徳的価値
の実践の諸相研究、　神奈川大学心理・教育研究論
集(33),51-54；(34),35-42.

道徳の指導法・道徳の指導法についての
研究・道徳的価値、モラルジレンマ教材ｰ
けい子のまよい（徳永悦郎作）

研究（1）では，人間が生きる日常の生活世界を見渡し，道徳的価値の実践の諸相を捉え，人間が道徳的諸価値を実践するとはどのようなことなのか考える。
モラルジレンマ教材、「けいこのまよい」や「尊厳死」→「安楽死」の問題を分析し、道徳的価値の実現は，単純・一律にではなく，道徳的価値の喪失や欠乏，
道徳的価値の実現をめぐる葛藤や迷い，人間の弱さが伴うことがしばしばある。道徳的価値の実現の奥行きのある実相をきめ細かく見渡すことなく，道徳的
価値の実践を単純に考え志向することは，現実からかけ離れた理想論に終始しかねないことを指摘。研究（2）では、引き続き，道徳的価値の実践の諸相を解
き明かしていく。ここでは、①道徳的価値の実践の３類型」、②道徳的価値の実践に必要なもの、③道徳授業で扱う資料について、④「読み物」や「体験」の資
料の扱い、を論じた。

55荒木：わが国におけるモラルジレンマ授業に関わる理論，実践，及び 教材についての文献総覧（1968～2020）
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本間優子・内山伊知郎　2013　「役割（視点）取得能
力に関する研究のレビュー―道徳性発達理論と多
次元共感理論からの検討―」　新潟青陵学会誌
6(1), 　97-105.

役割取得能力・視点取得能力・道徳性と
共感

本論では、道徳性発達理論に基づく役割（視点）取得能力および共感性の認知的側面としての役割（視点）取得能力に関する研究を整理し、今後の役割（視
点）取得能力に関する研究の視座を得ることを目的とした。二つの関連する研究のレビューから、測定している能力自体は同じであり、依拠する理論的背景
は異なるが、両者とも認知的側面に注目している点ことが明らかとなった。両者の大きく異なる点は、Selman課題では発達段階を重視していること、そしてそ
の測定法にあると言える。Selman課題においては、測定は面接法をベースとしている。しかしながら、日本では忙しい学校場面でクラスの児童一人ひとりにつ
き、面接法で課題を実施することは極めて困難であることから、集団法で行い、回答については設問に対し自由記述で記載してもらい、それを評定することで
発達段階を測定している。Selman課題での利点としては、ジレンマ物語の内容を研究者が独自に作成することができ、それぞれの場面に対する児童の役割
（視点）取得能力の発達段階について検討できること、回答してそれで終わりではなく、それをもとに道徳の授業を行うことができる点を挙げることができる。
特に、場面別に課題を作成できるということは、重要である。文部科学省は、道徳教育を学校の正規の教科とする時期を2018年の学習指導要領改定時から
前倒しする方向で検討している。教科化にはいじめ問題解消につなげる狙いがあり、「他者への理解や思いやり、規範意識」などをはぐくむために道徳の教
科化が必要であると提言している。

357

橋本康弘　2013　法教育と学習指導要領、指導案作
成グループワーク；小学校『何が公平？、公正？』配
分的正義、中学校；『どうやってもめ事を解決すれば
いい？」　日本弁護士会　市民のための法教育委員
会主催　教育委員セミナー

法教育・モラルジレンマ資料・物事の多面
性といろいろな見方・アルメニア大地震
（永田彰寿作）

新学習指導要領では法教育はおもに社会科と道徳、特別活動で扱われます（小学校では3・4年生と6年生の社会、中学校は社会科公民的分野、高等学校は
現代社会と政治・経済）。小学校道徳の「モラルジレンマ教材、アルメニア大地震－奇跡の生還」が法教育の教材例としていいと思うので説明します。道徳で
重視される価値は、「兄弟愛」「生命の大切さ」です。一方で、法教育で重視される価値は、「配分的正義」「生命身体権」と考えられます。このように道徳で使
われている教材を、法教育教材として利用することも可能といえると思います。道徳のモラルジレンマの教材と言われているものを、法教育の視点からも見直
していただければと思います。

358

齋藤佑 , 松永あけみ , 懸川武史 　2013　中学生の
規範意識を育てる「道徳の時間」 : 社会的領域理論
を取り入れた授業の試み　 群馬大学教育実践研究
(30), 157-168.

道徳の時間、指導法・規範意識・社会的
認知領域理論

本研究では、社会的領域理論の考え方を取り入れて、葛藤経験を通して、領域調整を促すことにより、中学生の規範意識の変容をねらった。統計的に有意な
変容みられなかったが、授業実践の中で、社会的領域理論を取り入れることの有効性を実感した。これまでの「道徳の時間」は、副読本を読み、登場人物の
気持ちなどの心情面に焦点化した授業が多いのではないだろうか。しかし、本実践で扱ったように、中学生に対して認知面に働きかける道徳の時間も一定の
成果があると考えられる。とくに、今回扱った規範意識に関わる内容項目のように、内容の特性によっては情動的な葛藤よりも認知的な葛藤を引き起こすこと
で有効に働くものもあると考えられる。一律ではなく、取り扱う内容に応じて柔軟に授業の展開を変容させていくことも必要であろう。

359

高橋征仁　2013　「〈理由なき反抗〉の理由 : 青年期
の道徳的相対主義とテストステロン (特集 道徳判断
研究の現在 : 心理学と倫理学)」　社会と倫理、28
号、101-117.

道徳判断研究・青年期の道徳的相対主
義・理由なき反抗

本稿では、E. H. エリクソンからL. コールバーグを経て、J. ハイトへという巨人たちの系譜をたどりながら、現在の青年期研究の到達点を示してきた。本稿での
考察からすれば、青年期の道徳的揺らぎの至近要因は、テストステロンの急激な上昇であることが示唆される。しかし、そうした説明を行っているのは、生物
学的還元主義のためではない。より重要なのは、テストステロンをはじめとするホルモンが社会関係や生活習慣と相互作用する局面であり、さらにいえば、そ
うした生理的メカニズムを人類が獲得してきた理由である。　ジェームズ・ディーンの名作『理由なき反抗』では、主人公のトラブルの原因が複雑な家族関係に
求められ、周囲からの理解が必要というお決まりの解説が付けられている。こうした説明自体は、たしかに間違っていないかもしれないが、その背後で一定の
生理的メカニズムが存在することを忘れてはならないだろう。そしてさらに、なぜ反抗に好発年齢や性差があるのかその発現形態に文化差や個人差があるの
はなぜかを問う必要がある。青年期に〈理由なき反抗〉が生じるようになった進化上の理由を解明しなければ、青年期の様々な問題行動に関する対処法を誤
るかもしれない。そうした進化的視座からの問いは、おそらく、性淘汰や世代交代システム、文化的ニッチなどの複雑な問題にたどり着くことになると考えられ
る。

360

小林勝文　2013　奇跡の生還、 平成26年度スー
パーバイザー事業報告書　研究テーマ「自己指導能
力を高める指導の実践  ～生徒指導の三機能とＥＳ
Ｄを生かして～」　三朝町立三朝中学校

生徒指導の三機能・モラルジレンマ授業・
モラルジレンマ教材ｰ奇跡の生還（永田彰
作)

道徳的心情が育てられることにより道徳的判断力につながり実践力となり、豊かな道徳性が育つ。豊かな道徳性は、よりよく生きることと捉えることができる。
そのために、「生徒指導の三機能」と「ESD」を融合させた視点で授業改善を図ることで培うことができると考え、スーパーバイザー西野真由美氏の指導で道徳
の時間の見直しをした。授業研究会ではモラルジレンマ資料、「奇跡の生還」を用いて、葛藤させ、折り合いを付けたり、他の意見を聞いて自分の考えを深め
たりできる授業構造を中心に研究授業を行った。西野氏から、道徳授業の目標は、子どもたちが「道徳の授業は、友だちの色々な意見が聞けて楽しい」と
言ってくれるような授業づくりです。まずそれを実現できるようにしてから、次のステップを考えましょう。理論研修や授業研究、教育体制づくりをとおし、成果と
して生徒の評価が上がったこともさることながら、道徳の時間は「幸せになる力を付けるための時間」であり、「それを阻むものについて考える」ものであること
がわかった。

361

国頭村立奥間小学校　Ｋさん　2013　国頭村立奥間
小　国頭学びの会　「ゆい」リフレクションシートNo90

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材-ぜったいひみつ（畑耕二
作）

K 先生授業公開ありがとうございました。今年度すでに 3 回目の授業公開になりますね。感謝します。このクラスから、我々教師が「学ばせてもらう」ことが
いっぱいあります。しっとり聴き合う眼。気遣う言葉、譲り合う、支え合う等。先生は謙虚に「まだまだです。」とは言いますが、その教師の謙虚な姿勢が子ども
たちに映し出されているのです。素敵なクラスです。授業内容と分析は、（荒木紀幸、2019，道徳性発達研究会が開発した｢モラルジレンマ教材」を用いた授業
はどのような成果をもたらしたか？　研究3.ネットで報告されたモラルジレンマ教材｢ぜったいひみつ｣を用いた授業について　道徳性発達研究　第13巻、第1
号、89-99.）も参照して下さい。

362

安部学　2013　「情報モラル教育としての「道徳」授
業批判 ―「資料」の解釈について― 」　授業実践開
発研究 第6巻、 35-43． 千葉大学

情報モラル教育・モラルジレンマ授業・授
業批判

本稿は、様々な取り組み方がありうる情報モラル教育の中で、「道徳」 授業における情報モラル教育について検討するものである。授業での「資料」の解釈の
させ方を確認すると、その多くは、情報モラルについて指導するには問題があることが分かる。本稿では、宇佐美寛の「資料」論をよりどころとしながら、2 つの
「資料」について、示される情報が不十分・不適切であり、その点が補われないまま解釈がなされているという問題を指摘した。また、そうした問題が生じる要
因として、（1）従来の「資料」の問題と同様の問題があること、（2）扱うべき問題の新しさ、（3）文章としての「資料」の限界、（4）一般的な「道徳」の内容との関
連についての課題を指摘した。

363

安藤正博　2013　「【連載：技術者倫理入門 (3)】倫理
的判断を求められる問題を解決する手法」　新技術
開発センター、「テクノビジョンダイジェスト」

技術者倫理教育・問題解決法・倫理的判
断

わが国の工学系高等教育機関における「技術者倫理」の学習目的の一つには、技術者として有意義な人生を過ごすための学習であると述べました。有意義
で、かつ楽しい人生を過ごすには技術者として倫理的判断を求められる問題を解決することが不可欠となります。そのなかの一つを今回の技術者倫理入門
(3)で紹介します。先人が今までに経験した結果を整理し、取りまとめて定形化した解決法で、これには多様な手法がありますが、そのなかで最も典型的な三
つの手法について解説します。１．二者択一的な問題を解決する手法（二分法）、２．線引き問題を解決する手法（決疑論）、３．相反問題の解決法

364

佐藤清文　2013　「動学倫理学と道徳教育」佐藤清
文ブログ；2013.4.26

動学倫理学・モラルジレンマ・構成的グ
ループエンカウンター

先進諸国では既に進められている動学倫理学の方法として、「モラル・ジレンマ」や「構成的グループエンカウンター」があげられる。｢モラルジレンマ」は今や
日本でもお馴染みである。マイケル・サンデルの授業スタイルがそれである。明確な1つの解答がないような道徳葛藤が伴う資料を用意し、参加者で熟議を行
なう。ジレンマの中で意思決定するため、判断力の向上が期待できる。本音と建前の使い分けが起きないため，議論は非常に盛り上がる。実は、保守的な道
徳教育の研究者はモラルジレンマが日本に向かないと批判してきたのだが、サンデルの白熱授業の人気を見る限り、独善的な意見だったことは明らかだろ
う。日本の児童生徒があの授業スタイルを受けられないのは、学習指導要領の制約である。教員のせいではない。ここで注意しなければならないのは道徳的
葛藤には心理的葛藤が伴うけれども、その逆は必ずしも成り立たないことだ。万引きをする際にも心理的動揺があるとしても，その行為は道徳的に是認され
ない。

365

西村正登　2013　「モラルジレンマと構造化方式によ
る道徳授業の比較研究」　山口大学附属教育実践
センター研究紀要、9号、59-68.

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・構造
化方式との授業比較

ヘーゲルの弁証法的な思考方法を吸収したデューイの教育哲学とピアジェの［認知発達的］あるいは「相互作用論的」な心理学を基盤にして､コールバーグは
道徳性発達理論を打ち立て、モラルジレンマ授業が生まれた。したがって、コールバーグ理論の中には、アメリカの民主主義社会を基盤にして成立した問題
解決的な道徳授業であるのに対して、金井肇の提唱した構造化方式の道徳授業は、東洋的な思想（仏教思想や老荘思想）を背景に成立した内面的、内省的
な授業であると考えることができるであろう。

366

野中友華　2013　「児童の道徳的判断力を高める指
導の工夫－「心のものさし」を軸に据えた連続型道
徳学習を通して－」　群馬県総合教育センター　平成
25年度長期研修員研修報告書

道徳教材開発・ 道徳的判断力、心のもの
さし ・道徳性の発達

道徳的判断力の育成について、アメリカの心理学者コールバーグは「道徳性発達理論」で、人間の道徳的判断基準となる行為の判断理由を６つの段階に階
層化し、道徳性の発達について論じている。これらのことから、読み物資料に描かれた主人公の行為の判断理由に着目し、発達の段階に応じて道徳的判断
力を高めることが重要であると考えた。そこで、本研究では、道徳的判断基準となる段階的な行為の判断理由に着目し、動機重視の見方や考え方、多面的・
客観的な見方や考え方のモデル（「心のものさし」）を作成し、それを活用することで、児童の実態に応じた指導をするとともに、児童の変容をとらえたい。ま
た、児童の道徳的なものの見方や考え方を高めるため、「心のものさし」を連続的に活用する連続型道徳学習を展開するとともに、児童が行為の判断を自分
のこととしてとらえることができる自作の読み物資料を取り入れることによって、児童の道徳的判断力を高めたいと考え、本主題を設定した。児童の道徳的判
断力を高める（小学校２，４，６年生､200人で実態調査、6年生対象の実践授業）ために、「心のものさし」を軸に据えた連続型道徳学習を行い、自作の読み物
資料を活用して行為の判断理由を考えることが有効であることを明らかにする。

367

中原朋生　2013　「現代アメリカ立憲主義公民学習
論研究 －憲法規範を基盤とした幼稚園から高等学
校までの子どもの市民性育成－ 」　学位論文、広島
大学

アメリカ公民教育改革論・道徳性認知発
達理論､コールバーグ理論、テュリエル社
会的領域理論・市民性育成

本研究の課題は，1980年代以降のアメリカ合衆国において開発された，憲法規範を基盤とした子どもの市民性育成プロジェクトの分析を通して，憲法規範を
公民教育の目標・内容・方法を貫く原理とし，幼稚園から高等学校までの子どもの発達過程をトータルに見通した公民学習を展開する”立憲主義公民学習”
の論理を明らかにすることである。1つ目の視点は，「教育目標」の視点であり，幼稚園の段階では「政治的社会化」を目指すものから，徐々に「政治的個性
化」へと転換していくものとして捉え、2つ目の視点は，幼稚園から高等学校までの教育活動を子どもの市民性発達の過程として捉える点である。2つの視点
は関連付いており，政治的社会化から政治的個性化の転換していく過程をコールバーグ派の道徳性の発達段階である「前慣習的水準」から「慣習的水準」そ
して，「脱慣習的水準」に至る過程へと対応させてまとめ ，整理し，著者が分析した市民性教育プロジェクトを位置づけていくのである。この学位論文は2015
年に風間書房より出版された。

368

榊原博美　2013　「学生の道徳性発達に関する予備
的診断―モラルジレンマに対する水準の調査結果
から―」　名古屋柳城短期大学研究紀要  第35号
106-110.

道徳性の発達・道徳性発達段階・モラル
ジレンマ教材-ハインツのジレンマ、コー
ルバーグ作

本稿は、筆者の担当する保育内容指導法「人間関係」の授業で幼児の道徳性の芽生えに対する援助について学ぶ前の段階における学生たちの道徳性の発
達段階に関しての予備的診断を行うことを課題とし実践した結果をまとめたものである。その方法として、道徳性の発達段階を診断することのできるコール
バーグの有名なモラルジレンマに対する課題である「ハインツのジレンマ」を用いてワークに取り組ませた。本稿ではまず、幼児の道徳性の発達に対する保育
者のあり方の重要性について確認したうえで、コールバーグ理論とモラルジレンマ教材について紹介し、授業で行った。学生の診断とその内容についての分
析から今後の指導に対する課題や留意点などについて考察した。その結果、診断前に期待された成人に一般的にみられる慣習的水準に関しては個人レベ
ルでは半数に達していないがグループ討議を経ることでその割合は多少とも上昇し、学生自身の人間関係力を高めるという課題意識からのグループでの活
動には一定程度の効果がみられることがわかった。
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三浦秀和　2013　「「門番のマルコ』というお話しをご
存じでしょうか？」ブログ、「ていちんとうりょう、てい
ちんとう」三浦秀和、門番のマルコ
/coachhide.blog73.fc2.com/blog-date-
20130915.html

道徳の指導法・モラルジレンマ、オープン
エンド・モラルジレンマ教材-門番のマル
コ（堀田泰永作）

マルコが守っている門は、王様の命令で、戦争で出撃するときしか、決して開けてはならない門でした。むかし門が開いていて、お城が敵に攻めこまれたこと
があったからです。ところがある日、狩りに出かけた王様がひどい病気に罹ってしまいました。王様を早くお城に帰したい王様の家来は、近道であるマルコの
門へ向かいました。王様の家来が、マルコに門を開けるように言いました。さて、門番のマルコは門を開けるべきでしょうか？これは、モラルジレンマの例とし
て、よく登場するお話です。こういったモラルジレンマの議論で重要なのは、答えではありません。各自が答えに行きつくまでの葛藤と、議論の経緯が重要だと
思います。そして、モラルジレンマの議論では、正解を決める必要はありません。しかし、現実のジレンマには、どちらにするか、答えを決められてしまう場合
があります。さて・・・、

370
松下行則　2013　「21世紀型道徳授業の構築に向け
て : 「統合的思考」と『学び合い』」　福島大学人間発
達文化学類論集 第 18 号、47-67.

道徳の指導法・対立する価値観・統合的
思考

２１世紀型教育と道徳教育に向けて検討した結果、二項対立的思考を越えていくためには、「公正・正義」を超える和解として『学び合い』による『第三の道徳』
（第３の案）を提案する。

371

藤井基責・生澤繁樹　2013　「防災道徳」の授業開
発に関する研究―「道徳教育」と「防災教育」をつな
ぐ授業理論と実践―　　静岡大学教育学部附属教
育実践総合センター紀要 No 21  91-101.

防災の道徳教育・モラルジレンマ・ジレン
マくだきの授業

本研究プロジェクトでは、2011年4月より、「道徳の時間」を活用した防災教育 (以下、「防災道徳」) の授業およびカリキュラム開発を進めてきた。そのねらいは
災害時における主体的な判断力および行動力の育成にある。本論文では、2011年度に静岡県内の三つの小学校で実施した「防災道徳」授業の取り組みを
中心に、これらを授業実践記録としてまとめ、その課題および今後の可能性について検討する。まず1章において授業開発と実践の構想について藤井が論
じ、つづく2章において生澤が災害時をめぐるモラルジレンマ学習に着目して「防災道徳」授業の課題と可能性について検討を加える。

372

山﨑昂志　2013　「企業の不祥事と道徳性発達段階
―パロマガス湯沸器事故をケースとして」　東北大学
大学院経済学研究科 高浦康有研究室　演習論文
集　2012年度六期生

企業の社会的責任（CSR)・コールバーグ
の道徳性発達段階・第５段階，第６段階

本論文では、過去の不祥事の事例分析を通して、今日の企業が目指すべき道徳性発達段階を明らかにしようとするものである。そのためにまず、理論編とし
て CSR とコールバーグの道徳性発達段階を説明する（第2章）。次に、ケース・スタディ編としてパロマガス湯沸器事故を取り上げ、当時のパロマ、行政、裁判
所の道徳性発達段階を分析する（第3章）。最後に、今日の企業が目指すべき道徳性発達段階が第5もしくは第6段階であることを示す（第4章）。ケース・スタ
ディ編での考察を基に今日の企業が目指すべき道徳性発達段階を明らかにしたい。行政が発達段階の第5段階にあたる現状では、企業側も最低限クリアー
すべき水準は第5段階である。しかし、今日の企業は第5段階に満足せず、第6段階に少しでも近づいていく努力をすべきである。

373
阿濱茂樹・伊徳尓　2013　「モラルジレンマ型情報モ
ラル教育のための教材開発」　山口大学附属教育
実践センター研究紀要、35号、89-94.

教材開発・法学的アプローチ・モラルジレ
ンマ型教材

高校実践；情報社会の中で適切に判断し、行動する力を身につけることを目的に、モラルジレンマ型情報モラル教材の開発を試みた。その中で、現実と制度
や法律、セキュリティに関する場面を設定し、対処方法を考案する課題を設定した。その結果、学習の成果を活用して判断する姿勢を育成することが可能で
あることが示唆された。また、二律背反の場面では、判断基準を定める要素となる知識をどの程度もっているか否かで判断結果が異なることが示唆された。

374

法務省　2013　「中学校における法教育の実践状況
に関する調査研究」　法務省報告書　調査票回答数
1,072 校／ 送付数  5,000 校／ 回収率  21.4%

法教育・全国の中学校対象の法教育実
践状況・調査

①道徳における学習指導では、「ルール・決まりを守る」や「集団生活における規範」などのテーマとした教材の他、特に情報モラルやネットトラブルなどに関
する内容を扱った教材を希望する回答が多く見られた。回答の具体的な内容でモラルジレンマという用語はなかったが、これら166件のうち、概ね2割以上の
件数で回答が見られたものである。②特別活動における学習活動では、希望するテーマの中にモラルジレンマが見られた（83件のうち概ね2割以上件数で回
答が見られた）。

375

小林勝文　2013　 「モラルジレンマ資料」の実践活
用の説明  　平成25年度 新潟県三条市道徳部研修
会（活動報告）、三条小学校(道徳部長、金子すみ
子)

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材(この子のために、コール
バーグ作）

モラルジレンマ授業の研修として、モラルジレンマ資料、「この子のために」を用いて、部員が児童になって行った模擬形式での授業である。この研修はとても
有意義であった。授業形式で説明と授業が行なわれた。

376

小林翔太　2013　「L.コールバーグのジャスト・コミュ
ニケーションにおける授業実践の研究」　科学研究
費助成事業（学術研究助成基金助成金）研究成果
報告書

ジャスト・コミュニケーション・道徳教育・
自我発達

L.コールバーグが提唱したジャスト・コミュニティにおける授業の役割を解明することを目的に、新社会科テキストとして知られるホルト社会科の第二版を分析
した。歴史学テキストでは、 歴史の中にみられる道徳的価値の現代的意味を考えさせる活動と、歴史的事象を題材とする道徳的ディレンマの討論とが計画さ
れていた。こうした活動は、生徒が実生活で道徳的にふるまえるよう、社会的認知の変容と道徳的推論の発達とを促すことができると考えられる。

377

須崎康臣、兄井彰　2013 「小学生と中学生を対象と
したRosenbergにおける自尊感情尺度の妥当性、信
頼性及び因子構造の検討」　日本生活体験学習学
会誌　第13号　93-98.

自尊感情尺度・信頼性、妥当性・因子構
造

小学生485名と中学生259名を対象として、Rosenberg（1965）の自尊感情尺度における妥当性と信頼性の検討及び、その尺度の因子構造を明らかにすること
を目的とした。また、因子構造の妥当性と信頼性を検討する際に、Rosenbergが想定した10項目の妥当性と信頼性も算出し、それぞれの値について比較を
行った。その結果、自尊感情尺度は1因子構造と2因子構造が確かめられた。そして、1因子構造はRosenbergが想定した10項目と同様の妥当性と信頼性を有
していることが示された。これは、8項目と項目数が少ないにもかかわらず、10項目と同等の自尊感情を測定するための識別力を有していることが考えられ
る。そこで、1因子構造を構成する8項目を用いて分析を行った結果、中学生において男子は女子に比べて自尊感情が高く、女子において小学生は中学生よ
り自尊感情が高いことが示された。これは小学生から中学生と学校的文脈の変化があり、それが影響を及ぼして自尊感情が低下したと考えられる。また、女
子は男子に比べて学校的文脈の変化が強く影響しているため、自尊感情が低いと考えられる。

378

デミール千代、藤井志保、小林歩　2014　「新学習指
導要領の下での授業実践-生活課題を問い直す家
庭科ジレンマ教材の開発」　広島大学　学部・附属学
校共同研究機構研究紀要　第42号　223-228.

モラルジレンマ教材開発・モラルジレンマ
授業、家庭科ジレンマ教材・教材開発

本研究の目的は,ヒト,モノ,コトとかかわりながら生きている私たちに生起する生活課題を問い直すことのできるジレンマ教材を開発し,それを用いた授業を実践
し,教材の内容構成や指導方法について検証することである。道徳教育においては、コールバーグの「道徳性認知発達段階論」に依拠したモラルジレンマ資料
が活用されているが,家庭科授業においてもジレンマ教材を用いることによって,二つ以上の生活的価値の間で生じる葛藤にゆさぶりをかけることによって解決
に導く過程を通して,子ども一人ひとりの生活的判断力を育成する意義があると考えた。

56 道徳性発達研究　第15巻　第１号
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荒木紀幸　2014　「「教科化」時代の道徳授業―未
来予測と提言/教科化は心情主義の道徳教育をどう
乗り越えるかにかかっている」　道徳教育　5月号、
No.671. 　68-70.　 明治図書

新しい枠組に立つ道徳教育論・心情主義
の克服・認知発達理論

青少年におけるモラルの低下、それがもたらす暴力、いじめ、自殺等の社会的な問題は日本の伝統的な精神や道徳的価値を蔑ろにした「戦後教育」の結果
だとして、道徳教育の強化、学校でしっかり道徳的価値を教えよという視点に立つ「枠組み」であってはならない。「民主的な合意形成」とそれに伴う「契約」を
重視し、それが常に「公正」で「正義」であるとの基準に立つ「枠組み」でありたい。従って、これからの道徳教育を考えると、筆者は懇談会のねらいに佐野安
仁(2003)が主張する『地球的規模の視点に立ち、多元的な価値を超えて、人間が「共に生きる」ということを主題（愛・福祉・平和・正義といった共通の善）にす
る』を加えたい。この実現に向けた「新たな枠組み」のもとで教科化を進めることが心情主義の克服につながる。そのためにも新たな道徳教育実践論の構築
が急がれる。例えば、教育界で実績を積んできたコールバーグの「モラルジレンマ授業」と「ジャストコミュニティー」を合体した道徳教育論の展開やリコナーの
「キャリア・エデュケーション」による道徳教育論の導入、あるいはこの二つの理論を統合した理論など。民主主義に立つ教育の実践が望まれる。

380

荒木紀幸　2014　「道徳教育、そもそも論の”ここ”に
突っ込み；生き方モデルは指針となりうるか」　授業
力＆学級統率力　８月号    No.035.  12-14.　明治図
書

「私たちの道徳」が取り上げた生き方モデ
ル・歴史上の人物、偉人、著名人・学習指
導要領

「私たちの道徳」では、先人の名言、偉人や著名人の生き方を多く取り上げ、いじめ問題への対応や我が国の伝統と文化、情報モラルに関する内容などの充
実を図ったとその積極的な活用を文科省は訴えている。そこで語られる「生き方モデル」は子どもたちにどう映るか。それは適切か。この冊子を使うことで、子
どもたちは自ら考え，実際に道徳的に行動できるようになるか。「心のノート」の効果が十分検証されていないので、答えは容易でない。そこで、対象となる生
き方モデルの特徴を調べ、モデルの利用について検討する。生き方指針で顕著に多かったのは格言76種で、コラム51種、読み物25種、短詩歌等の24種と続
いた。これらはいずれも生き方の指針になり得ると考える。しかし多くの資料をどのような学習過程で学ばせるかは不確実で、課題も多い。価値の押し付けを
避ける方法の解明こそ急務である。なお「私たちの道徳」が取り上げた人物モデルは179人（小学校78人、中学校101人）、日本人モデルは外国人の2倍（122
体54）と多彩な反面、夏目漱石3回、松下幸之助、野口英世、福沢諭吉、新渡戸稲造、ゲーテ、マザーテレサ、キュリｰ2回、男139人、女18人と登場回数や取
扱い、採択基準は曖昧である。生き方指針で顕著に多かったのは格言76種、コラム51種、読み物25種、短詩歌の24種等であった。
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藤山紗岐、内山伊知郎、上野萌子、西野成葉　2014
「幼稚園年長児における役割取得能力の認知的側
面および感情的側面が援助行動に及ぼす影響」　道
徳性発達研究　8(1),　13-18.　日本道徳性発達実践
学会

役割取得能力・援助行動・セルマンの『木
登り課題』

幼稚園年長児を対象に、セルマンの「木登り課題」を用いた役割取得能力の認知的側面、感情推測課題を用いた役割取得能力の感情的側面が援助行動に
及ぼす影響と役割取得能力の認知的側面の関連性を検討した。その結果、木登り課題では､段階0A より段階1の年長児の方が援助行動の得点が高く、段階
0A より段階0Bの年長児の方が援助行動得点が高かった。感情推測課題における感情推測得点の高低では、低群より高群の年長児の方が援助行動得点
が高かった。また、木登り課題と感情推測課題との間に関連は認められなかった。以上のように、役割取得能力の認知的側面、および感情的側面は、年長
児の援助行動に影響を及ぼすことが明らかになった。また、本行動において測定された役割取得能力の認知的側面と感情的側面は異なる働きをしていると
言える。

382

樋口繁章　2014　「高等学校における「人間としての
在り方生き方」教育に関する研究－公民科(倫理)の
授業改善を通して－」山梨大学教職大学院　第8回
教育実践フォーラム  185-192.

高校、人間としての在り方生き方教育・道
徳性の発達・ハインツのジレンマ

本研究は，高等学校における「人間としての在り方生き方」教育の充実に向け，公民科（倫理）の授業に，「先哲の思想対立の中に生徒自身を立ち会わせる」
（明治図書，2010）ことを取り入れる。先哲の思想対立や他者との意見交流や話し合い活動の中で「生きる主体としての自己を確立し，自らの人生観・世界観
ないしは価値観を形成し，主体性をもって生きたいという意欲を高める」(学習指導要領解説総則編，2009)ために，生徒の関心にそった思想対立を中心にし
た単元構成及び授業形態の改善を中心に授業実践を行い，その成果と課題について探ることを目的とする。1時間目で用いたハインツのジレンマにより、道
徳性を同定して、対象の高校生は段階5（社会的利益尊重）と判定したが、その根拠は分らない。この生徒の関心から表1のような政治哲学を中心とした単元
構成(ハインツのジレンマ→第二次→功利主義(ロッター)→社会契約①→社会契約②→自由至上主義(ロック)→ロールズ①→ロールズ②→アマルティア・セン
の「平等」と比較→振り返り(10時間)とある。
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一柳智紀　2014　「道徳授業を通した児童の道徳性
の発達過程：社会文化的アプローチに基づくワーク
シートの記述の縦断的検討」　発達心理学研究　第
25巻　387-398.

道徳性研究・社会文化的アプローチ・ヴァ
ナキュラーな道徳的言語

本研究の目的は，社会文化的アプローチに基づき，道徳授業を通した児童の道徳性の発達過程を明らかにすることである。そこで，道徳授業において扱う資
料について児童が自分の判断や気持ちを表現したワークシートの記述を道徳性を媒介する言語と捉え，その変化を小学1年生の学級において縦断的に検討
した。結果，当該学級で用いられた主人公や自分の気持ちを可視化するための「心の表情カード」を記述する際，当初児童の多くは教師が提示した見本の表
情をそのまま使用していたが，徐々に見本をアレンジしたりオリジナルの表情を使用する児童が増加していったことが示された。そして，後者の児童の多くは
主人公や自分といった1つの視点あるいは複数の人物の視点から，異なる複数の考えを記述していた。ここから，当該学級における道徳授業を通した児童の
道徳性の発達は，自分なりの表情を用いながら，様々な視点から異なる複数の考えを，その間での葛藤を伴い表現するという言語を，当該学級における
「ヴァナキュラーな道徳的言語」として専有していく過程と捉えることができた。ただし，こうした道徳性の発達は一方向的に進むのではなく，授業で扱う課題の
内容や「心の表情カード」の変化により，行き来しながら進んでいることが示された。
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西田忠男　2014　「子どもの遊びと道徳教育（１）」
教育臨床総合研究 13 ,  87-96.

子どもの遊びと道徳性・コールバーグ理
論・ピアジェ

現代の子どもを取り巻く現実を踏まえた教育上の課題として子どもの道徳性の発達と道徳教育を巡る問題がある｡本稿では幼小期における遊びを通した道徳
教育の方法を考える前段階として, まず, 現代の子ども社会の現実と道徳発達および道徳教育の考え方について整理した｡価値相対化あるいは価値多元化と
いう特質をもつ現代社会において, 子どもの遊びと道徳性の発達との相互関係を説明する際の根拠となる考え方としてコールバーグの道徳性発達理論が有
効であることを示した｡さらに, 一般的な子どもの道徳性の発達と教育方法上の考え方について遊び指導との関連に留意しながら概観した｡

385

榊原博美　2014　「学生の道徳性発達に関する予備
的診断②―プロソーシャルな道徳的判断に対する
調査結果―」　名古屋柳城短期大学研究紀要  第
36 号　85-92.

道徳性の発達・プロソーシャルな道徳判
断・プロソーシャルなジレンマ教材(ボブは
どうすべき、アイゼンバーグ作)

本稿は、昨年度に引き続き筆者の担当する保育内容指導法「人間関係」の授業で幼児の道徳性の芽生えに対する援助について学ぶ前の段階における学生
たちの道徳性の発達段階に関しての予備的診断を行うことを課題とし実践した結果をまとめたものである。今年度は道徳性の診断についてコールバーグ理
論のその後の発展から、保育者に求められる愛他性や向社会的援助の側面を診断するアイゼンバーグの提唱したプロソーシャルな側面の道徳性について
ジレンマストーリーを用いたワークに取り組ませた。それにより、前年度までのコールバーグ理論に基づく正義や公正の道徳における診断とは異なる結果が
得られた。道徳性の水準が期待されたよりも低い結果となった背景にある仮説ジレンマと現実での判断との違い、およびストーリーの妥当性などについて新
たな課題を見出す結果となった。
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佐藤優子 , 真崎敦史 , 紺野祐 , 渡辺智一 　2014
「1主題2時間連続で取り組む「道徳の時間」の指導
に関する研究」　秋田大学教育文化学部教育実践
研究紀要 36,  111-123.

道徳の指導法・１主題2時間授業・指導
案、教材

道徳の時間の指導はこれまで，1 主題 1 時間構成で実践されることが多かった．しかしながら，ひとつの主題を 2 単位時間かけて取り組む道徳の時間は，児
童生徒が思考する時間を確保し，道徳的な価値に対する児童生徒の考えや思いをいっそう深めていくことにとって有効なはずである．そこで本稿は，A中学校
において 1 主題 2 時間の構成で取り組まれた，平成25年度秋季研修会における道徳の時間の授業実践記録をもとに，1 主題 2 時間で取り組む道徳の時間
の指導において配慮すべき点について検討した．検討の結果，1 主題 2 時間の授業を構想する際に重要なのは，以下の点であることが明らかとなった．第
一に，教師の側で重点的に指導すべき主題を授業で扱うという確固とした意図であり，その授業を活かす年間指導計画である．その上で第二に，当の授業の
目標実現に寄与する，いわゆる「力のある」資料を選定することである．また第三に，児童生徒の認知上の諸機能や，ひとつの主題に集中して取り組む姿勢
等について，クラスの児童生徒の一般的な発達段階および具体的な実態を的確に捉えることである．
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初任研発表会　2014　「第11回合同カンファレンス
（第2回ビデオ研究授業）」初任研高度化モデルタイ
ムス第10号, －『学び続ける教師像』の具現化をめ
ざします!!－、　和歌山大学 教育学部　2014年1月

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材-キャットピープル(コール
バーグ作)

小学校４年生を担任する初任者から、『子どもたちが内的葛藤を引き起こす資料選択、子どもたち自身で話し合いをすることができるようにする授業力』を研
究課題にした、『キャットピープル』という資料を用いた道徳の授業の発表がありました。研究協議では、「『家族愛』を主題としたモラルジレンマの授業でした
が、道徳の授業における、終末のまとめ方の難しさを改めて感じた。さまざまな意見が子どもたちの中から出てくることが予想されるため、一つの結論を教師
が導いて、それを終末で子どもたちに提示してしまうと、展開の段階で行われた子どもたちの議論が台無しになってしまう。今回の授業では、２時間続きにし
て、その第１時となる本時の終末では、あえて結論を導かず、オープンエンドにした方が良かったのではないかと感じた。」「初任者夏季宿泊研修において道
徳の模擬授業を受けた際に、一つの資料を読み込んだ後にもう一歩踏み込んで自分の身近な人に置き換えて考えることで、より心に響くものがあることを実
感した。本協議のなかでも、資料を読んだうえで自分の家族のことに置き換えると、さらにねらいに沿った内的葛藤を引き起こすことができたかもしれない。」
「ねらいや展開の仕方など、軸として持っておくべきものと臨機応変に展開させていく必要がある部分があり、道徳の授業の難しさを改めて感じた。」など、初
任者の成長が覗える鋭い意見が多く出されました。2時間続きで第1次は結論を出さず、オープンエンドにした方がよかった。

388
角谷昌則　2014　「特別の教科 道徳」教科書に求め
られる性質 －教材としての'バランス'と'中心性'を探
る　　広島国際大学教職教室 教育論叢 (6),　 29-38.

教材開発・発達段階・モラルジレンマ的教
材

答申に表される教育観や指導観、過去に展開された道徳教材論などを参照するなら、教科書だけで完結するのではなく、道徳教育全体を見通した上での「バ
ランス」や子どもの生活ではなく、発達段階に軸足を置くことから担保される「中心性」といった性質が見えてくる。

389

秋田喜代美 , 小野田亮介 , 三輪聡子 , 一柳智紀 ,
楠見孝 , 白水始　2014　「道徳授業における談話と
学習過程へのアプローチ : 道徳における思考過程
の検討(自主企画シンポジウム)  」　日本教育心理
学会総会発表論文集 56(0), 　56-57.

道徳における思考過程・認知科学的アプ
ローチ・学習科学のアプローチ

道徳教育の指導法として，モラルジレンマ課題は有名である。ただしその教材開発や指導法という教師側の提示に関する議論だけではなく，実際の道徳授業
への認知的アプローチとして，子ども側の既有知識に即した教材や子どもたちの学級が直面している課題や発達課題と，教師談話や学習過程の分析研究が
必要とされると考えられる。しかしこのような観点から，実践は行われていても，それを研究として分析し研究している研究やその分析アプローチのあり方への
心理学的アプローチは，必ずしも多くはない。そこで，本シンポジウムでは，道徳授業プロセスの談話過程について実際に分析をし，対話を通した認知過程に
ついて検討を行なおうとしている話題提供者と認知科学的アプローチや学習科学のアプローチから，道徳学習過程を考える可能性を示唆できる指定討論者
に問題提起をしていただきながら，フロアも含め議論を深めていく予定である。

390
埼玉県春日部市立沖小　2014　「考え、話合い、学
び合う学習推進事業」、研究発表会（平成26，27，28
年度）

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材-サッカー大会（徳永悦郎
作）,どうする健（楜澤実改作）

○思考が目に見える形となり、付箋等を使って整理できるので、新たな気付きが生まれる。ペン図を使って葛藤する気持を書き出す、（言葉だけの交流は、思
考することが困難である。）○話合いが活発になり、さらに思考が深まる。自分の立場をどう相手に納得させるというディベート形式の話し合いは、より説得力
のある意見を思考する必然性を児童にもたらした（埼玉県版の「アクティブ・ラーニング」の研究とも言えるもの）
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たけちゃん先生　2014　「2014.02．18．テーマ教育、
モラルジレンマ；学習参観日、「どうする健？」資料を
使った授業展開　」　たけちゃん先生「奮笑記」ブログ

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材-どうする？　健？（楜澤
実作）

今のクラスでモラルジレンマ学習は初めてです。授業では、価値判断をプリントに項目ごとにまとめ、子どもたちが書き込んだ自分の意見を元に話し合いまし
た。予想に違わず、子どもたちはたくさんの意見を出してくれました。ムキになって反対意見を出す子どももいました。子どもが出す純粋な意見に、保護者も私
も思わず微笑んでしまう場面もありました。子どもたちの考えはよくわかります。真剣に考えてくれています。教師である私も（自分だったらどうするかなあ）っ
て価値観を見直しています。保護者も後ろで考えてくれています。子どもに対して、「右足を攻めなさい！」とか「右足を攻めてはいけません！」というような価
値観を押しつけることはできません。教師も子どもたちと一緒に、教師自らの価値判断を見直しがら、授業を展開しなければなりません。先日の授業は、子ど
もたちと保護者と一緒に価値葛藤で議論しながら、私自らの価値観を問い直せた｢価値ある授業｣だったと思っています。

392
稲垣俊介　2014　「モラルジレンマを活用した著作権
教育の実践」　第７回全国高等学校情報教育研究大
会（埼玉大会）、大会論文集、発表資料

情報モラル教育・著作権教育・モラルジレ
ンマ教材

要旨 著作権教育は情報モラル教育の一つとして実施されている。情報モラル教育は二つの側面があり，一つは情報安全教育，もう一つはモラル教育であ
る。今回発表するモラルジレンマを活用した著作権教育は後者である。情報社会の急速な変化により著作権の考え方は変化を続けており，法改正が追いつ
かないという現状がある。そのため，一人一人のモラルの向上こそ著作権教育に求められている。その教育実践と考察である。
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長谷川誠　2014　「道徳の時間における言語活動の
充実－自分の考えを深め、自らの成長を実感させる
言語活動－」　犬山市立犬山北小学校

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・もも
色の木イチゴ（依藤佐代子作）

3年生という発達段階や児童の実態から、主人公が動物で、児童にとって最も身近なお母さんにゃおばあさんが登場人物であることから、児童は資料の内容
をつかみやすく、興味関心をもちやすいと考えた。またモラルジレンマ資料を活用し、資料の一部を改作することで、お母さんとおばあさんの間でより価値葛藤
を生みだし、多様な考えを引き出しやすいと考えた。更に多様な考えに触れることで自分の考えをより深めることができると考えた。
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渡邊秀幹　2014　「マルコの思考は？『モラルジレン
マ』～強くなるために2000～」　bonnyのブログ、渡邊
秀幹ブログ

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ（門番のマルコ、堀田泰永作）

「門番のマルコ」のような問題をモラルジレンマと呼びます.　そしてこれらの問題には本当に正解がありません.　どちらも正解だとも言えます.　多くの人たちが
集まってお互いの意見や発見を述べ合えば、もっと様々な考えも出てくるはずです.　ただ　大切なのは自分の正義を主張することだけではなく、お互いの答え
そしてその根底にある考え方に耳を傾け理解しようとすることです.　相手を論破したほうが勝つディベートとは異なり、話し合い相手を理解しようとすることする
こと自体が目的となります.

395
藤田英典　2014　「１章２節　教育政策『5本の矢』が
もたらすもの」安倍『教育改革』はなぜ問題か、31-
51.　岩波書店

道徳教育・心のノート、私たちの道徳・ハ
インツのジレンマ（コールバーグ作）、銀の
燭台（永田彰寿改作）

安倍政権の教育政策『5本の矢』はいずれも、偏見、先入観や特定のイデオロギーに立脚しており、憲法や国際人権規約の理念・規定と教育の条理を無視
し、日本の教育の適切性・卓越性と将来性の基盤を歪め掘り崩す極めて危険なものである。押しつけ道徳がもたらす『逸脱』として6つの私見を述べ、その中
でコールバーグの『ハインツのジレンマ』をあげ、このようなジレンマ教材を扱うことが、少なくとも四つの点で重要性があることを指摘している。
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広島県府中町立府中小学校　2014　「ネームプレー
ト等教具の効果的な活用について」平成２５年度道
徳教育実践研究指定事業　第７回定例報告会、福
山市教育委員会

道徳の指導法・教具の効果的な活用・モ
ラルジレンマ教材-５年、時計係（加藤健
志作）、３年、当番（高木智明作）

自分の心の中の葛藤について話し合い、｢自分の役割を自覚し責任を果たそうとする｣ためにどうすればよいかという道徳的判断力を高めたい。考えを出しや
くするためにネームプレートを活用したい。これは視覚的に自分の立場をはっきりさせるとともに、同じ考えのもの同士で意見を活性化できる。グループでの話
し合いを取入れて一人一人の意見が出やすくしていきたい（５年）。モラルジレンマ資料を用いることで自分自身の友人関係と結びつけて考える。ネームプ
レートを用いることでお互いの考えを交流しやすくし、考え事にグループを分け、自分の考えを友だちの考えを聞くことによってよりはっきりとさせる。友だちと
か変わりながら学習することで、友だちのよさや必要性を感じさせたい。グループ活動ではＴ1とＴ2がそれぞれのグループに入り、交流がスムーズにできるよう
に支援していく。それによってより児童の考えを深く引き出していきたい（３年）。
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安座名有里　2014　「道徳的価値の自覚及び自己の
生き方を深める授業-話合い」沖縄県島尻教育研究
所、26年後期集　13-26.

モラルジレンマ授業・役割取得能力を高
める発問・モラルジレンマ教材；ありとせ
み（森川智之作）、どうするちはるさん（上
田仁紀作、須田慎二・楜澤実改作）、ぽん
たとリンリン（西前弘幸作）

本研究では，葛藤場面を設定した資料を活用して自分の考えを書いたり，全体で話合ったりする活動を設定し，自分とは異なる考えに接する中で自分の考え
を深めたり，よりよい考えを見出したり，また自分との関わりとして捉えることによって，道徳的価値の自覚や自己の生き方についての考えを深められるであろ
うと考え，本テーマを設定した。その結果、(1) 話合いのめあてと連動した自己評価を設定することで，友達の発表を聴き，自分の考えを発表し，自分の考えを
表現することができた。（Ⅵ－１）(2) 葛藤場面を設定した資料の活用や役割取得能力を高める発問を工夫することで，価値理解，他者理解をさせることができ
た。（Ⅵー２）(3) キーワードを入れた記述式の振り返りをさせることで，自分との関わりで道徳的価値について考え，深めることができた。（Ⅵ－２）(4) 自分の
考えを表現しやすいワークシートの工夫を行うことで，一つの視点だけでなく多様な視点で考えることができた。（Ⅵ－３）
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加藤裕樹　2014　「モラルジレンマ教材を用いた道徳
の授業づくり : 自律的に判断する子どもの育成の視
点で」　山形大学大学院教育実践研究科年報(5),
90-97.

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材；病院の待合室で（池永
智宏作）、ぜったいひみつ（畑耕二作）

自律的に判断する子どもの育成を道徳授業の在り方，モラルジレンマ授業の検討を通して明らかにする。主人公が悩む姿から，（1）読み手が納得する答えを
自分で出さなくてはならないことから，モラルジレンマ授業は，学習者が状況を分析し，自分なりの判断を促す教材になりうると考える。（2）モラルジレンマ授業
に対する批判で宇佐美寛(1994)は「ジレンマはジレンマになっていない」とモラルジレンマ資料「この子のために」、二点を批判。 ①教師が児童を狭い範囲で
のみ思考させている ②価値項目と資料の事実の何が対応している分らない。モラルジレンマ実践「病院の待合室」で反証する。①資料自体が狭い思考にさ
せるのではない。子どもは教師の発問や他者の話から想像したり資料に立ち返ったりしている。狭い範囲での思考ではなく，むしろ子どもの多角的な視点に
つながると考える。②モラルジレンマ資料を用いると，子どもは中心人物がどうすべきか，その根拠になりうる情報を集めるようになる。それは譲るべき」という
判断での「おばあさんは高齢者だから」「おばあさんがかわいそう」といった既存の道徳観から理由を考えるだけではなく、こういうことができるかも知れないし
「こういったことをすれば，よりよくなるだろう」といった想像につながる。 ③資料に記述されていないことで，話し合いになると根拠をもった話し合いにならない
ため，判断基準として有効ではない。(事例③)では「お母さんは優しいはず」という思い込みでは，話し合いの根拠がなく、話し合いでは有効ではないことがわ
かった。またこの思い込みは「お母さんも悲しい思いをするかもしれない、お母さんに役割取得できる場面でも優しいから許してくれるだろう」と根拠もなく考え
てしまい役割取得できない。それは自律的に判断するという視点でも有効ではない。（2）③を補強するために、モラルジレンマ資料を活用した教材を提案して
いるがその必要はないと考える。つまり状況を詳細に記述する上で，詳細にすべきこととそうではないことがあるのではないかが考えられた。
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山田真紀　2014　「アクティブラーニングを用いた道
徳の授業(その1)廃棄物処理ゲームの紹介」椙山女
学園大学教育学部紀要 7, 　257-275.

道徳の教科化・アクティブラーニング・廃
棄物処理ゲーム

本論文の目的は，筆者のとっておきの道徳の授業，「廃棄物処理ゲーム」を紹介することである。道徳には，教科書はなく，学習指導要領が定める内容から
大きく外れることがなければ，学級担任が学級や子ども達の実態に合わせ，教師の裁量権を最大限に発揮し，創意工夫を凝らし，自由に授業を展開すること
ができる，教科にはない魅力のある領域である。廃棄物処理ゲームを実施している教室は，とても賑やかで，学生も子ども達も楽しそうにいきいきと活動に取
り組んでいる。団体戦の作戦タイムでは頭をフル回転させて白熱した話し合いをし，最後のまとめを聞く目は真剣そのもの，そして深い納得を得られた充実感
を受講生とともに共有することができる。決して授業力が高いわけではない筆者でありながらも，廃棄物処理ゲームを行う回に，授業に失敗したことは未だか
つて 1 回もない。それは，このアクティビティがもつ優れた構造とその含意によるものであろう。

57荒木：わが国におけるモラルジレンマ授業に関わる理論，実践，及び 教材についての文献総覧（1968～2020）



番号 著者・発表年・論文名・発表先・頁・出版社 キーワード・ジレンマ教材 要旨　 、　概要
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Noriyuki,Araki（荒木紀幸）2014　 Chap18 An
Application of Kohlberg's Theory of Moral Dilemma
Discussion to the Japanese Classroom and its
Effect on Moral Delopment of Japanese Students.
Larry Nucci,Darcia Narvaez,& Tobias
Krettenauer(Eds),「Handbook of Moral and
Character Education」.」Routledge Taylor & Francis
Group. NEW YORK AND LNDON　Pp.308-325.

世界の道徳・道徳教育ハンドブック 心情主義に偏った日本の道徳教育に対する批判や問題点を克服、改善する方法としてコールバーグ理論に基づく道徳教育、モラルジレンマ授業（兵庫教育
大学式モラルジレンマ授業）の有用性を検討した。前半では、モラルジレンマ授業モデル、モラルジレンマ資料分析を行い、後半では、モラルジレンマ授業が
児童生徒の道徳性と役割取得能力の発達に有効に働いていたかという授業効果を、兵庫教育大学に提出されたモラルジレンマ授業を扱った８修士論文を取
り上げ、(1)メタ分析法、(2)処遇前後の得点比較法、(3)授業評価法、の３つの方法を用いて計量的にその効果を実証した。モラルジレンマ授業におけるブラッ
ト効果(1/3段階の道徳性の発達的上昇）が得られ、児童生徒が主体的、意欲的に授業に参加し、彼らの自尊感情の向上も認められたと言うように、一連のモ
ラルジレンマ授業の継続的な実践は従来から日本で行われていた道徳教育の持つ問題点の克服に大きく貢献していることを明らかにした。(英文)

401

石井純一 , 小川哲哉　2014　「討論活動を通した道
徳教育の可能性 : 討論型の国語教育実践の分析か
ら」 茨城大学教育実践研究 (33), 147-157.

道徳の指導法・討論活動の道徳教育・教
材「羅生門」を活用した模擬裁判実践

個々の生徒の道徳性を育成させるためには，自己の道徳心を深めるとともに，多様な側面からの道徳的判断力や実践意欲・態度を高める必要がある。その
ためには生徒たちが他者との積極的な対話や討論を行いながら，生徒同士が「コミュニケーション力」を高め，様々な文化や世界観を考えていく必要がある。
ただ，このようなコミュニケーション力の育成には，単に道徳教育における教育実践で育成されるだけではなく，言語活動の充実を図る教育実践が不可欠で
あると思われる。平成21 年の学習指導要領改訂では，各教科における言語活動の充実を図ることが求められており，とりわけ国語科をその「中核的科目」に
おいている。国語科においては「話すこと・聞くこと」，「書くこと」，「読むこと」のそれぞれに記録，要約，説明，論述，討論といった言語活動が，小・中学校から
体系的に明示されていることからも，これまで以上に重視されることになった。本論文では以上のような諸点を考慮に入れて，高校国語科における言語活動
の充実を図る指導事例を実践し，その有効性と問題点を論究し，それに基づいた討論型の道徳教育の可能性を模索した。

402

藤本裕美、中谷潤九、森居吉孝、平木亮祐、大音健
司、堀江富美子、池下浩美、西深千景子、清水信子
2014　「「楽しい学校わかる授業」を目指して；「道徳
部会」、規範意識や人権感覚を高めるための道徳教
育の工夫を研究する」愛荘町立秦荘中学校　平成
25年度研究紀要、滋賀県総合教育センター

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材-ぼくには言えない（野口
裕展作）、うるわしき伝統（松尾廣文作）、
この子のために（コールバーグ作）

（資料と授業展開）身近で考えやすいものから抽象的なものへと3つの資料を用意し、１～２ヶ月の間を開けて実施した。「ぼくには言えない｣→第１次判断の
時にはごく浅い理由しか書けなかった生徒も考えを深め、詳しく理由を書くことができた。また初めは単純な善悪だけで結論を出していたが、様々な視点から
考えることで返って決断が鈍ってしまった生徒もいた。それぞれに考えを深めることができたようである。うるわしき伝統→1年生と2年生で対立が起こっていた
ことからこの資料を選んだ。このため身近なこととして捉えることいができたようである。今回は視点を明確にせずに第1次判断を行なわせたが、礼儀と礼儀と
掃除という2つのポイントを捉え切れていないものは意外に多く、読み取る力の弱さを感じた。この子のために→判断の結果は両クラスとも賛成派が多かっ
た。賛成、反対の移動はあるクラスとないクラスが見られたが、理由もほぼ似ていた。しかし、感想の中には、｢いろんな人の意見があって面白かった。やっぱ
り意見は変わらなかったけど、反対派の人に対して納得するところもあった。」「自分の意見をしっかり言うことは大切だと思った｣「僕は賛成で、正しいと思った
けど、違う見方をすれば、一生が掛かった仕事があるその運転手の気持ちもわかった。物事を最初から決めつけてはダメだとおもった。」など、この授業の目
標を感じ取れた生徒も何人もいた。授業を終え改めて感じたことは、生徒同士で話し合わせることの有効性とゆさぶりをかける発問の重要性である。

403

高口涼、藤井基貴　2014　「道徳教育の学問的基盤
の解明に関する基礎的研究；永田繁雄の道徳教育
論を中心に」静岡大学教育総合センター紀要、22、
63-72.

道徳教育論・永田繁雄の道徳教育論・し
なやかさ

本研究の目的は道徳教育と道徳の時間についての理論を構築するための入り口を提示することである。そのために、永田繁雄の道徳教育論を検討する。道
徳の教科化をめぐる議論の分析を通じて、道徳教育研究において、理論と実践の交流が少なかった ということが明らかとなった。しかし、道徳教育に求めら
れているものは 50年以上大きく変わらないままだった。永田繁雄の道徳教育論はこうした現在の道徳教育をめぐる状況に対して、一定の寄与をなすものであ
る。この観点から、学校における教育全体 と不可分に結合する道徳教育の「特質」が「多様性」と結びつくと「弾力性」が 生じるとする永田の構想を考察する。
その結果、永田の主張する「しなやかさ」概念に着目すると、道徳教育は多能な可能性が拓かれることを論証した。

404
藤田昌士　2014　「道徳の教科化」と私たちの課題
さいたまの教育と文化70号.　11-15. 　さいたま教育
文化研究所

道徳の教科化・学習指導要領の一部改
訂・問題と課題

ここでは、一「道徳の教科化」（1）「道徳」教科化のねらい、（2）道徳教育の評価、（3）学校における指導体制、二　問題と課題　（1）国家は『道徳の教師』か、
（2）『学校の教育活動全体を通じて行なう道徳教育』とは　（3）道徳教育と社会改革、について述べた。

405

山口圭介　2014　「道徳の授業の根底にあるもにの
: 学校における道徳教育の改善・充実の手がかりを
求めて」　玉川大学教育学部紀要、論叢、87-101.

道徳の指導法・学校の指導体制・教師の
生き方支援

本稿では，道徳の授業の前提とも言うべき学校の教育活動全体を通じての道徳教育の在り方に着目し，その特性を教師の意識と無意識という2つの側面か
ら明らかにすることによって，道徳教育の改善・充実のための学校の取り組みを具体化することを目的とした。考察の結果，道徳教育の改善・充実に向けて，
（1）学校の組織体制の変革，（2）学校の指導体制の確立，（3）教師の生き方の支援，という3つの取り組みを推進することが重要であり，このような学校の取
り組みを社会全体で支援していくことが必要であることが明らかになった。

406

平川敏誠　 2014　「より確かな道徳的実践ができる
児童を育成するために，道徳の時間において，主体
的に道徳的実践力を高めさせる指導の在り方を探
る」　平成26年度長期研修生の研究成果、佐賀県教
育センター

道徳の指導法・道徳的判断力・心のマト
リックス

本研究では，どのような道徳的判断がどのような道徳的行為に結び付くのか客観的に認識させ，自分の中の道徳的判断の基準を捉え直させることで，より確
かな道徳的実践ができる児童の育成を目指した。具体的には，複数の登場人物の状況や心情を立場ごとに「心のマトリックス表」に整理し，そこで考えたこと
や出てきた疑問を友達と交流する活動を取り入れた。これらの活動を通して，道徳的価値を正負の両面から捉え，行為に移した場合の結果や相手の心情も
視野に入れた道徳的判断ができるようになり，道徳的判断力の高まりが見られた。

407

山下慶三　2014　「できます？人の気づきに耳を傾
けること」　平成25年第3回関東部会学術講演会　資
料

正義の発達段階・コールバーグ・ドラッ
カー

○人材育成は、同僚の「心」を育むこと、育→漢字の育の文字は、母親から生まれ落ちた赤ちゃんが肉付きよく成長する様子を表す。　○「心」は成長してやま
ないもの　○学校は「心」を育む方法を教えてくれない、○「心」にはばらつきがある、コールバーグの正義の判断、3水準6段階、○「心」には水準がある、第4
水準は一般社会人の考え・気持を推し量った上で｢社会や組織の規則・ルールを守ることが正義｣、第5水準は「より多くの人が幸せになるのであれば、社会の
組織の規則・ルールと言えども修正する方が正義｣と考えるレベルを言う。第6水準は「社会の組織の規則・ルールがどうであれ、良心に従って自分が心から
正しいと感じることを，自分の命をかけても実行することが正義｣と考える。○｢心」の水準が高まるのはより高い水準の心に導かれてこそ、○ドラッカーの"真
摯な人”とは第5段水準以上の心を備える人のこと、○第5水準以上の心を備えることは人材育成のリーダーの要件でもある、○第5水準以上の心を備えるこ
とはリーダーの必須条件、○第5水準の心vs第4水準以下の心の戦い、ドラマ｢半沢直樹｣は４水準以下の心でしかない大山田（とその仲間－「人格」よりも｢頭
の良さ」、「何が正しいか｣でなく｢だれが正しいか｣に関心があり、自分より有能な他者は強要しない）と５水準の心を備える半沢（とその仲間）との構想の物語
です。○第５水準以上の心を備える人は10人に１人もいない、職場で人材育成を本気で望むなら，第５水準以上の心を備える”稀”な人を人材育成のリーダー
に選んで据えなければならない。

408

橋本祐子、熊木悠人、滑田明暢、勝間理沙、小林将
太、野本玲子、戸田有一　2014　「道徳性発達研究
の最新課題と実践への見通し -Killen, M., &
Smetana, J. G. (Eds.) 2014 "Handbook of Moral
Development (2nd ed.)" をめぐって-」エデュケア、
EDUCARE、 35，45-49.　大阪教育大学 幼児教育学
研究室

道徳性発達研究・最新課題・実践への見
通し

Handbook of Moral Development の中で、本論で取り上げるのは、道徳判断、感情、道徳的動機づけにまつわる研究の理論的背景と最新の知見をレビューし
たものである。第１章と第２章は初刊からの流れを受け、社会的領域アプローチから道徳判断に関する研究を取り上げている。第11章と第21章は感情が道徳
的行為や判断にどう関連しているかと言う問題を｡攻撃性という点から、また神経科学の知見から議論している。第23章は人が道徳的であろうとする動機付け
はどこからくるか、に答えるための理論的枠組を論じたものである。

409

池田大徳　2014　「道徳教育との関連を意識した算
数科の授業づくりに関する実践的研究」　広島大学
大学院　学習開発学専攻研究報告会、発表資料

道徳と教科教育・数学的な考え方と道徳
性の涵養・教材開発、27人全員がサッ
カーを楽しく遊ぶためにどのような分け方
がよいか

数学的な考え方と道徳性の涵養との関連を、公正・公平という価値観のもと、道徳性に係わって振り返るができたが、これは新たな教材の開発といえる。（パ
ワーポイント含む）

410

荒木紀幸　2014　「教科化」時代の道徳授業－未来
予測と提言；教科化は心情主義の道徳教育をどう乗
り越えるかにかかっている.　道徳教育 5月号
No.671. 　68-70.　明治図書

道徳の教科化・民主的な合意形成・公
正、正義

ここでは、①．教科化の最近の流れ、②道徳教育の充実には教科化が必要、③心情主義に偏らない道徳の授業法、④新しい枠生みに立つ道徳教育論につ
いて述べた。

411

石川浩美　2014　「中学校道徳はどのように教えるこ
とができるか」　大手前大学論集、15，1-15.

道徳の指導法・コールバーグ理論・道徳
性の発達

本研究の目的は、今後中学校「道徳」の教科化に向けた議論の前提として、1)道徳性の発達についての理論的背景をふまえて、これまで道徳は中学校の教
育課程において、どのように位置づけられていたのかを整理し、2)「 生きる力」を育むための道徳の指導方法とはどのようなものか、という2点について考察す
ることである。そこで本稿では、まず道徳とは何か、といった教育哲学的な問いに関する先行研究を整理した。次に、コー ルバー グの道徳性の発達理論を概
説し、戦後 日本の道徳教育における道徳的価値の変遷について言及した。さらに、現在の道徳教育における指導理念と方法について、「学習指導要領解説
道徳編」を基に、これからの道徳教育のあり方についての筆者の考えを述べた。

412

藤井基貴　2014　「災害道徳の教育 : 「防災道徳」授
業の実践と哲学教育への可能性 (第三六回大会シ
ンポジウム : 災害の哲学と倫理)」　静岡大学教育実
践センター紀要、22，63-72.

防災の道徳教育・モラルジレンマ授業・哲
学的対話

災害時の判断をその根拠のレベルにおいて児童生徒に問い直させ、対話の積み重ねの中で自己あるいは他者の判断に対する責任と信頼を形成することを
目指すという点である。この点において本取り組みは近年の哲学教育の潮流と本質を同じくするものと考えることができよう。「防災道徳」の実践においては、
授業が終盤にさしかかると、「ジレンマくだき」に向けて、児童生徒のあいだに共通了解が芽生えたり、「第二の選択肢」へと議論が展開していく様子が認めら
れる。クラス内での意見の調整や合意の形成、また子どもとして社会にどのように貢献・参加できるかといったことも話題にのぼる。そこには旧来の道徳授業
のような教師が思い描く「正解」への推論ダームではなく、具体的な社会的課題について児童生徒が考え抜き、言語化する過程がある。防災をテーマとして扱
いながら、シテイズンシツプ教育としての道徳教育、ひいては新たな哲学教育への可能性もまたそこに開かれている。

413

松岡侑介　2014　「道徳教育における「実体験」によ
る「道徳的実践」の実質化 : 「読み物」資料の批判的
検討を通じて(「教科化」の時代に道徳教育を考える
-教育内容と指導方法の観点から-,課題研究1)」教
育學雑誌  50 巻　117-125.　日本大学教育学会

道徳教育・実体験、道徳的実践・読み物
資料

「読み物」を用いた授業との対比において、若干、具体的な授業例に踏み込んでみたい。代表的な「読み物」資料の一つである「手品師」において、主人公の
手品師は、自分の夢をかなえる大舞台へのオファーと、自分の手品を楽しみにしている少年との約束の間でジレンマに悩む。たとえば、柳沼（2012）の提示す
る望ましい解決策の判断例は、「手品師が少年を舞台に連れて行く」とか「少年に連絡して別の日に設定しなおす」といったものである。これは少年への「誠実
さ」と自分の「自己実現」の二つの道徳的価値のバランスに配慮した判断であるといえる。しかし、既に見てきたように、そこには生徒自身の「道徳的実践」も、
そこから生じるリアルな「結果」も存在しない。以上の「手品師」に代えて、たとえば、自分の習い事の発表会と友達との約束が偶然重なってしまったことに悩
む生徒の現実の問題を取り上げる場合にはどうであろうか。ここでも同様に両者のバランスに配慮した判断が可能である。「手品師」の「読み物」を用いた授
業と異なるのは、その判断に基づいた解決策を実際に執り行うこと、すなわち「道徳的実践」が可能なことであり、したがって現実の「結果」が触知できるかた
ちで得られることである。友達に言葉を尽くして事情を説明し、都合を調整する。そして、約束を果たして一緒にいい時間をすごことができた。そして同時に発
表会にもきちっと参加し、日頃のレッスンの成果を発表することができた。このようなリアルな諸「結果」の経験は、「誠実さ」や「自己実現」への価値への志向
性、つまり「道徳的実践力」をよりいっそう深める機能をもつものと考えられる。

414

手塚裕　2014　「学級集団の質的発達を促す道徳授
業の構想」　尚美学園大学総合政策論集、19号、
91-105．

道徳の授業法・コミュニケーション的行為
理論・道徳性発達論

本論文では、年々深刻化するいじめや学級崩壊などの子どもたちの諸課題に対応するため、単に問題の当事者となっている子どもたちへの働きかけではな
く、「教室という社会」における実態に応じた道徳授業を構想していく。その際、多くの教師が抱えている現在の教育観の問題点を述べ、新しい枠組みへの思
考の転換と教師が教育実践をしていく上での基盤となる教育観を「教室という社会」の発達の視点から考察し、その「教室という社会」の発達を促す道徳授業
のモデルを構築していくことを目的とする。

415
上地完治、藤井佳世、小林大祐、澤田稔　2014　「道
徳教育という観点から見た討論倫理学の意味と課
題」　琉球大学教育学部紀要、84集、151-164．

討論倫理学・社会的パースペクティブ・
ハーパーマス

本論の目的は、 ドイツの哲学者ユルゲン・ハーパーマスの討議倫理学を取り上げて、その意義や課題を道徳教育の観点から考察し、次にそうした討議倫理
学が日本の教育学や道徳教育の領域においてどのように受け止められているかという先行研究の整理を通して、ハーパーマスの討議倫理学が道徳教育に
与える示唆について理論的に検討することにある。

416

佐藤清文　2014　「グローバル化時代の道徳教育」
佐藤清文（Saven Satow)ブログ、4/16

道徳教育論・学習指導要領・モラルジレン
マ授業

日本の道徳授業は学習指導要領によって価値観を教え込むことと定められている。これは方法論を制約する。日本の道徳授業と言えば、感動資料を用いて
子どもたちの感性に訴えるというお決まりの形式になっているのはそのためだ。道徳教育には、理性や行動に焦点を当てる方法もあるが、日本では原則的に
はできない。理性の道徳教育の一例はモラルジレンマ授業である。ハーバード大学のマイケル・サンデル教授の公開授業が、あれがモラルジレンマ授業だ。
道徳的葛藤をもたらす資料を参加者が討論する。自分の主張や他の意見を吟味するのだから、その過程で判断力が向上、規範が内面化される。この課題は
結論が出るものでなく、道徳判断の根拠を多面的に検討する過程にその意義がある。考える道徳授業である。モラルジレンマを考案したのは、発達心理学、
ハーバード大学コールバーグ博士によるもので、道徳性の育成を科学的知見に基づいて根拠づけられている。それは日本の学習指導要領から見れば、道徳
授業に当たらない。しかし道徳判断力の検討であることは確かであり、教育的方法に含まれる。その向上や規範の内面化には日本の伝統的な授業よりも適
切であることも理解できよう。グローバル時代にふさわしい道徳教育は、他の國・地域が行なっている内容・方法を教示に取入れることだ。世界が狭くなれば、
様々な道徳と出会う機会も増える。異なった価値観の共存も現代の国際社会には求められている。と同時に、新たな方法論の導入が既存の道徳教育の課題
への対応につながるだろう。

417
平岡さつき　2014　「道徳教育の研究に関する覚え
書き」　共愛学園前橋国際大学論集（14）、145-
154．

道徳教育・学習指導要領・人間固有のよ
さ

日本で進められようとしている道徳の教科化には十分な議論がなされるべきである。 本稿では先ず道徳教育の実践研究についての視座を得るために、徳と
は何か、道徳教育とは何かについて1970年代の勝田守一の論考を押えた。次に、現行の学習指導要領にみる道徳教育の理念や目標、学習指導要領改訂
の背景等について、その特徴を確認したうえで、道徳教育が今日どのように展開されているか概観して考察を加えた。

418

加地伸行　2014　正論、「道徳心高める教育を推進
すべし」　立命館大学フェロー、産経ニュース、
2014.12.29

道徳の教科化・モラルジレンマ授業・議論
する道徳

道徳は、絶対的道徳と相対的道徳とに二大別できる。絶対的道徳とは、古今東西において共通する道徳である。人を殺すなかれ、他人の財物を盗んだり焼
亡することなかれ…といった、社会秩序の鉄則である。それは公徳であり、きちんと教えなくてはならない。これを否定するのか。≪生涯にわたって続く「修養」
≫相対的道徳とは、それを実行するには自己が判断し決定する種類のものである。これは、古くから道徳教育の大きなテーマとして存在する。今日では、ディ
スカッションの形で学ぶことが多い。一般にはモラルジレンマ（生きかたにおける苦渋の決断）と言う。例えば、海上に３人が乗っている１隻の舟があるとする。
しかし、その舟の能力では１人しか乗れない。では３人はどうするか。これが問題でさまざまな意見を出させ討論させる。正解はないが、議論して道徳の実践
における選択と自己の決断という生き方を学ぶ訓練となり、それが道徳心を高める。さらに個人においては〈修養〉という、己の生き方を鍛えるあり方がある。
しかし、小中学生が自分一人で修養を積むのはなかなか難しい。そこで例えば偉人の伝記や人々のエピソードを知ることによって啓発される可能性が高い。
こうした修養は、私徳であり、生涯にわたって続くこととなり、その人の人生を左右する。そのための種まきが道徳教育なのである。そのどこがいけないのか。
「少年よ大志を抱け」－たったこの一言が、実は重い道徳教育になっているのである。日本の教育の不幸は、政府の行うことを、左筋の者が常に悪く悪く解釈
し悪宣伝をするところにある。モラルジレンマの訓練・討論など知らないで悪口雑言だけ。彼らにこそ道徳教育が必要だ。

419

光田尚美　2014　「学校における道徳教育の可能性
と課題-方法に着目して－」　近畿大学教育論叢
（26）、2号、49-67.

道徳教育論・道徳教育の方法・道徳の教
科化

これまで展開されてきた多様な道徳教育の理論を整理するとともに、それらの問題点を克服しようとする試み、または根本的に問い直し、道徳教育を再編す
るような構想を取り上げ、その意義を論じた。しかし、一人ひとりの教師の研究と実践に導かれる挑戦的な試み、諸外国での取り組み、など、これからの道徳
教育を展望するに当たり、示唆に富む報告は多数ある。今後は道徳教育をめぐる動向を見据えながら、道徳教育に力を注いでいる教師らの実践報告などに
も注目し、その後の取り組みや課題について、本稿で取り上げた新しい構想の論点に照らしながら批判的に考察していきたい。

420

長谷川真里 　2014　「信念の多様性についての子ど
もの理解：相対主義，寛容性，心の理論からの検
討」　発達心理学研究　25巻、4号　345-355.

信念の理解・相対主義・寛容性 本研究は，信念の多様性についての子どもの理解を探るために，相対主義の理解，異論への寛容性，心の理論の3つの関連を調べた。研究1では，幼児，小
1生，小2生，小3生，合計253名が実験に参加した。実験では，まず，「道徳」，「事実」，「曖昧な事実」，「好み」の4領域の意見について本人の考えを確認し
た。その後，本人の考えと同じ子ども（A），逆の考えの子ども（B）の2種を提示し，「どちらの考えが正しいか，両方の考えが正しいか（相対主義の理解）」，
「A，Bそれぞれが実験参加児に遊ぼうと言ったらどう思うか（寛容性）」を尋ねた。幼児については誤信念課題もあわせて実施した。その結果，幼児において
も課題によっては相対主義の理解がみられた。また，どの年齢群も，領域を考慮して判断していたが，寛容性判断において年齢とともに道徳領域が分化して
いった。「好み」に対する相対主義の理解がみられなかったのは，課題として提示されたアイスクリームのおいしさが，子どもにとって絶対的なものなのかもし
れない。そこで，研究2では，子どもにとってあまり魅力的ではない食べ物（野菜）を材料にした補足実験を行った。その結果，「野菜」課題において相対主義
理解の割合が増加した。また，心の理論と相対主義の理解に関係がみられた。最後に，本研究の結果をもとに，文化差について議論した。
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島田勉　2014　「私たちが考える民主的道徳教育と
は」さいたまの教育と文化70号.　22-25.　 さいたま
教育文化研究所

民主的道徳教育・2つ目標・価値ある教材
の準備

一．民主的道徳教育の2つの目標　①子どもが「良心の自由の主体」であるにふさわしい自主的な判断力と行為の能力（道徳性）を育てる、②人権尊重を基
本とする民主的な価値、規範意識（道徳性の核心）を育てる、　２.　取り組みの５つの柱、①自他の生命と人権を尊ぶ、②学習と労働を大切にし、真理・真実を
学ぶ、③民主的な社会づくりに参加する、④自然との共生をはかる、⑤平和な世界を希求する、３．３つの取り組み、４．価値ある教材の準備、①リアリティー
があること、②気付いて欲しい認識内容がある、③科学的・現実的な価値に裏付けられた感動がある。

422

荒木紀幸　2014　「ワークショップスペース（CLAFT
学習支援室など）を活かした楽しく学ぶ『チーム学
習、特に討論重視の学習』授業方法の研究」　福山
大学大学教育センター

授業法の改善・討論学習・モラルジレンマ
教材（コウノトリのゆりかご－吉田雅子
作、ハインツのジレンマ－コールバーグ
作、この子のために－コールバーグ作）

１．「チーム学習」に関する研修　講師（望月志帆）　２．「教職実践演習」における「討論学習」 （荒木紀幸）３．「教員としての使命感・責任感・教育的愛情に関
する探究」（山口昌宏） ４．「教員としての社会性・対人関係能力に関する探究」（岡田達也）５．「教師ストレスと精神的健康について」（荒木紀幸）６．「生徒へ
の理解力と学級経営に関する探究」（京江光之）７．「発達心理学」における「討論学習」（荒木紀幸）  ジレンマ課題「こうのとりのゆりかご」を用いて　８．「教職
概論」における「討論学習」（荒木紀幸）  ８－１．エリオット先生による差別、偏見克服への授業「青い目茶色い目」を視聴して  ① 小学3年生「青い目茶色い
目」前半２０分（子どもが目の色で差別される授業） を視聴して 　 ② エリオット先生の差別体験授業「青い目茶色い目 、大学生対象」を視聴して　 ８－２．山
田洋次監督の映画 「学校」を視聴して  　９．「生涯発達心理学」における「討論学習」担当（荒木紀幸）モラルジレンマ資料「ハインツのジレンマ」を用いて　１
０．「矯正教育」における「チーム討論学習」（荒木紀幸）　モラルジレンマ資料「この子のために」を用いて　１１．「チーム学習」の実施例とその経験から教養科
目での実施を考える 　（鶴崎健一） １．「チーム学習」に関する研修　講師（望月志帆）　 （参考資料）多人数でもできるチーム学習　　２．「教職実践演習」にお
ける「討論学習」 （荒木紀幸）３．「教員としての使命感・責任感・教育的愛情に関する探究」（山口昌宏）４．「教員としての社会性・対人関係能力に関する探
究」（岡田達也）　５．「教師ストレスと精神的健康について」（荒木紀幸）６．「生徒への理解力と学級経営に関する探究」（京江光之）　７．「発達心理学」におけ
る「討論学習」（荒木紀幸）   ジレンマ課題「こうのとりのゆりかご」を用いて　８．「教職概論」における「討論学習」（荒木紀幸）  ８－１．エリオット先生による差
別、偏見克服への授業「青い目茶色い目」を視聴して　  ① 小学3年生「青い目茶色い目」前半２０分（子どもが目の色で差別される授業） を視聴して　  ② エ
リオット先生の差別体験授業「青い目茶色い目 、大学生対象」を視聴して　 ８－２．山田洋次監督の映画 「学校」を視聴して  　９．「生涯発達心理学」におけ
る「討論学習」（荒木紀幸）　モラルジレンマ資料「ハインツのジレンマ」を用いて　  モラルジレンマ資料「この子のために」を用いて　１１．「チーム学習」の実施
例とその経験から教養科目での実施を考える　（鶴崎健一）、全A4（76頁）
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小林多津子　2014　「音楽科における道徳性の育成
に関する一考察」　京都ノートルダム女子大学研究
紀要　 44号　25-36.

音楽教育・学習指導要領・道徳性 道徳教育は学校教育活動全体を通して行われるものといわれているが、音楽科教育は目標そのものが道徳性の育成につながっている。また、音楽科教育
の歌唱・器楽・音楽づくり（創作）・鑑賞の活動領域は、学習活動そのものが、道徳性の育成に大きくかかわっているといえる。しかし、音楽科教育は道徳性の
育成だけにあるものではない。学習の過程で習得されていく多くの能力が、道徳性の育成につながっているということなのである。音楽科は学校教育におい
ては1教科にすぎないが、道徳性の育成を目標とする教科であることはゆるぎない事実である。人間生活にとってなくてはならない音楽を学校教育に位置付
け、その目標を達成していくことはまぎれもなく道徳性を育成することにつながっているのである。そして音楽科教育は、教育的、道徳的価値に基づき、音楽を
媒体にして、心豊かな人間の育成を目指すものであり、道徳性の育成に関わっている教科なのである。

424

HatenaBlog　www.sachikolife.com　　2015　「小学6
年生の道徳の授業が面白かった」　道徳・人権につ
いての資料ネタ「決勝戦」
ssachiko.hatenablog.com/entry/2015/10/21/08093
4

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・決勝
戦（畑耕二作）

＜クラスディスカッション＞クラスをAとBに分けて意見を交換し合っていました。Aはこのままコージが続けて出る。Aの意見・勝つためにはコージが出たほうが
良い。・ケンタはサッカーがもともと苦手なのだからここはコージに任せたほうが良い。・目指すは「優勝」だからケンタも優勝したら嬉しいと思う。・勝つために
は我慢も必要な時もある。Bはケンタと交代する。Bはケンタと交代する。Bの意見・ボールが3回出たら交代のルールがあるから守るべき、・ケンタも頑張って
練習してきたのだから　・コージが続けてでても勝てるとは限らない　・親友の仲が壊れるかもしれない　正解のない難しい授業とても難しい授業だったと思い
ます。子供たちもみんな、「コージ」にもなったり「ケンタ」にもなり「第三者」としての意見も出したりしていました。「コージ」になった子は・おれに任せろ！　・ケ
ンタよりはチャンスがある！　　・ベンチも仲間だ！　・応援で後押ししてくれ！などの意見や、・でもケンタもめっちゃ練習してたしなぁ。　・ケンタ怒るかなぁ？
などの迷う出ていました。　「ケンタ」になった子は　・ルールで決まってるのだから守ってほしい・「みんなでがんばろう」って言ってたのになぁ　・俺を信じてほし
いと、ケンタも出たいという意見から　・確かにコージには敵わないから　・優勝のためならしょうがない　・コージに自分の分も頑張ってほしい　と、コージに託
したほうがいいのかなという意見も出ていました。☆多かった意見　第一次判断ではやっぱり「ルール」があるのだからという意見が多かった。「ルールがある
のだから」「ルールで決められていることなのだから」というまさに「他律的」な意見だった。もしこれが「3回ボールが出たら交代」のルールに「時として例外を認
める」とか「臨機応変に対応する」などの補足があればどうする？の先生の問いかけで意見は大きく変わった。　・それならコージが最後まで出たほうがいい
増えた。人権学習の目的の授業のねらいとしては、一人ひとりの道徳的思考を高めること。ルールや自分のことではなく、相手の気持ちやチームメイトの立場
になって考えられるようになること。コージ→自分のほうが勝てる可能性が高いから出たい！　ケンタ→順番だしルールなのだから自分の番だ！は　「自己本
位思考」　さらに段階を挙げて「他者への同調」を目指していくことが学習のねらいだそうだ。
・チームのためにはどうしたら良いか、・相手はどう思うだろうか、悲しむだろうか、がっかりするだろうか等、相手の立場になって考えることが学習の目標だそ
う。実際の授業は白熱したディスカッションが繰り広げられていて、なかなか段階を上げていくまでに達していなかった感じだけど、それも聞いていてとてもおも
しろかった。Aの子が意見を言うとBの子が返し、Aの子も「そんな考えもあるのかぁ」となったり、「それはちがう！」と強く返したり。みんなで意見を出し合い、み
んなで考える授業だった。正解はないからまとめるのも難しく、先生の力量が問われそうだなぁと思っていたけれど、授業は参観の日だけでは終わらずまだ続
くみたい。この後も第二次判断、第三次判断と考えが変わる子もいるだろうし、反対意見に移る子もいるだろう。お互いの思いを認め合い、相手の気持ちも考
慮した上で、自分ならどうするかを考えるとても深い授業をしていて、見ている保護者も考えさせられる内容でした。6年生でこんな授業をするのだなぁと感心し
ました。大人の世界でも一方的な自分の考えだけを押し付ける人やこちらの意見や思いを聞こうともしない人が多いので、ほんと大切なことだし深いことだと
思いました。今後、どんな授業に発展しどうまとめるのか、また息子に聞きたいと思います。

425

藤沢文、内藤俊文　2015　「４章　道徳性と道徳教
育」　児童心理学の進歩vol.54 2015年版 ,84-108頁
金子書房

道徳性と道徳教育・海外の研究動向・道
徳性研究の現状

本稿では、長谷川（2006）を引き継ぎ、2006年から2014年までの間に発表された「道徳性」及び「道徳教育」に関わる論文を概観する。この間、道徳性の研究
の拡大と研究テーマの多様化が見られた。そこで寛く道徳性研究の現状を示した上で、今後期待される研究方向を検討する。以下、多様な研究方向を示す
海外動向に触れた後に、日本における研究を道徳的判断、道徳的感情、道徳的行動。道徳的人格、道徳教育という5つのテーマの下に概観し、今後の課題
について述べる。
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荒木紀幸、堀田泰永、楜澤実、松本朗（編）　2015
「考える道徳を創る「わたしたちの道徳」教材別ワー
クシート集　小学１・２年編」　明治図書

考え、議論する道徳・私たちの道徳、文部
科学省教材・授業展開事例、ワークシート
開発

「道徳の教科化」を生かす授業づくりのバックボーンの上で、日本道徳性発達実践学会第14回立命館大会と「私たちの道徳」、中学校で取り上げられた補助
資料、ノーベル生理学・医学賞を受賞した山中伸弥さんの自由研究を心理学的に解説、道徳性の発達と教育への示唆では、道徳性の発達、道徳性の測定・
評価、道徳性と発達段階の特徴（3歳～小学1・2年生）を示した。執筆者、荒木、堀田、岡田達也、小林将太、楜澤、五十川 明美、古蔵雅子、上田仁紀
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荒木紀幸、堀田泰永、楜澤実、松本朗（編）　2015
「考える道徳を創る「わたしたちの道徳」教材別ワー
クシート集　小学3・4年編」　明治図書

考え、議論する道徳・私たちの道徳、文部
科学省教材・授業展開事例、ワークシート
開発

「道徳の教科化」を生かす授業づくりのバックボーンの上で、日本道徳性発達実践学会第14回立命館大会と「私たちの道徳」、中学校で取り上げられた補助
資料、ノーベル生理学・医学賞を受賞した山中伸弥さんの自由研究を心理学から分析解説し、道徳教材－授業展開とワークシート（20教材）を示し、道徳性の
発達と教育への示唆、道徳性の発達、道徳性の測定・評価、3節　道徳性発達段階の特徴（小学3・4年生）と教育への示唆を示した。執筆者、荒木、堀田、岡
田達也、須田慎二、小林将太、楜澤、佐々木寿洋、古蔵雅子、植田和也、上田仁紀
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荒木紀幸、堀田泰永、楜澤実、松本朗（編）　2015
「考える道徳を創る「私たちの道徳」教材別ワーク
シート集　小学5・6年編」　明治図書

考え、議論する道徳・私たちの道徳、文部
科学省教材・授業展開事例、ワークシート
開発

「道徳の教科化」を生かす授業づくりのバックボーンの上で、日本道徳性発達実践学会第14回立命館大会と「私たちの道徳」、中学校で取り上げられた補助
資料、ノーベル生理学・医学賞を受賞した山中伸弥さんの自由研究を心理学から分析解説し、道徳教材－授業展開とワークシート（23教材）を示し、道徳性の
発達、道徳性の測定・評価、3道徳性発達段階の特徴（小学5・6年生）と教育への示唆を示した。執筆者、荒木、堀田、小林将太、岡田達也、浪内洋一、梶田
勉、楜澤、佐々木寿洋、荒木寿友、古蔵雅子、上田仁紀
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荒木紀幸、松尾廣文、荊木聡、楜澤実（編）　2015
「考える道徳を創る「私たちの道徳」教材別ワーク
シート集 中学生編」 　明治図書

考え、議論する道徳・私たちの道徳、文部
科学省教材・授業展開事例、ワークシート
開発

「道徳の教科化」を生かす授業づくりのバックボーンの上で、道徳性の発達と教育（1．道徳性の発達　２．道徳性の測定と評価　３．中学生のためのフェアネス
マインド検査と社会的視点取得検査　４．道徳性発達段階の特徴－中学生－と教育）への示唆を行なった。なお、道徳教材-授業展開とワークシートは、合せ
て44教材を収録している。執筆者、荒木、荊木、野本玲子、森川智之、植田和也、小林将太、竹田敏彦、角谷昌則、梶田勉、荒木寿友、加藤真也、吉村昇、
吉田雅子、大島聖美、奥村光太郎、豊田正、伊藤裕康
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松尾彩香、佐々木弘記　2015　「動画投稿サイトへ
のアップロードを題材としたモラルジレンマ教材の開
発」　日本科学教育学会研究会研究報告　29巻、
53-56.

情報モラル教育・モラルジレンマ授業・教
材開発、自作モラルジレンマ教材（動画の
投稿）

小学校の道徳の読み物教材として，コールバーグの道徳性認知発達理論を論拠としたモラルジレンマ教材を制作した。「動画の投稿」；あやかは動画にした
ラッキーとの散歩を投稿しようと動画を見返していたとき、お母さんからスーパーで万引き騒ぎを聞かされ、それと思われる節の男の人が動画に写っているこ
とに気がつく。犯人と確信したあやかは、犯人捜しの手がかりになると思い、動画を投稿した。この動画投稿サイトへのアップロードを題材とした教材で，小学
校６年生を対象として授業実践した。授業のグループ討論では，動画をサイトにアップロードすることで注意喚起を促すという社会正義と，無断で他人の肖像
を公にさらしてはいけないというプライバシー尊重との間での葛藤を起こすことができ，結果として，道徳性段階の上昇が見られた。ただし，多くのグループで
は，主人公は，社会正義を優先させて「警察に言うべきだった」という意見でまとまっていたことから，教師が違法性を表す文言を使用しなくても，児童は社会
規範に囚われがちになることが分かった。
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村山昇　2015　働くこと｢基礎概念講座8-2～道徳的
価値の葛藤」村山 昇 ツイート 0 2015年04月19日 ；
/www.hrpro.co.jp/agora/2313

モラルジレンマの解決法・組織人格、個人
人格・自己超越的な､高台の「もう一人の
自分」

「Ａは正しい／Ｂは正しくない」と判断できるときの選択は簡単だ。悩むことなく行動できる。しかし、状況が「Ａは正しい／Ｂも正しい」といったとき、あるいは、
「Ａは正しくない／Ｂも正しくない（が、どちらかを選ばなくてはならない）」といったときの判断は悩ましげだ。 こうした２つの対立する「正しいこと（あるいは、正し
くないこと）」の間で自分はどういう判断をするか。その苦悶が「モラルジレンマ（道徳的価値の葛藤）」である。米国の哲学者ジョン・デューイは『倫理学』のな
かで、道徳的判断とは「自我を形成し、自我を現し、自我を検証する（form, reveal, and test the self）」ことであると述べている。直面する問題が、意味や価値
といった次元に深く複雑に入り込むほど、私たちは自我と対話せざるをえなくなる。「自分は何者であるのか／何者でありたいのか」ということを。その意味で、
モラルジレンマの状況は、自分が核に持っている価値がどのようなものであるかを考えさせてくれる恰好の機会となる。モラルジレンマ演習：ボックス・ティッ
シュ開発〈ケース〉Ａ社製品＝５箱パック：３５８円、Ｂ社製品＝５箱パック：２９８円、Ｂ社が投入してきた戦略品は、同じ「５箱パック」としながら、１箱に詰める
ティッシュの枚数を減らし、紙の品質をわずかに落とし、そこで低価格を実現させているのです。 ◆私たちは「マルチロール」な存在である.　「安さを追求した
商品を出すことが消費者のためである」「シェアを取る＝数量を押さえることが事業の根幹である。シェアトップの座を奪われることは、組織の士気に影響す
る」「数量の論理・利益至上主義のみで進める事業は長続きしない」「地球環境を守ることは一地球市民としての義務である」「目先の競争のためにブランドイ
メージをゆがめてはならない」など。こうした多様にある価値的判断によって、「正しいこと」はいくつも存在する。 私たちはこうした正解値のない問題に対し、
具体的な事実やデータを把握し、論理的に分析をし、客観的に対応法を考える。
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東京都武蔵村山市立第八小学校　伊藤あゆ美
2015　「「道徳」が教科化…教員からは歓迎と不安 」
blog.goo　2015-02-07 10:27:03 |　 キャリア・教育

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材-「もみじのはっぱ（依藤
佐代子作）」

道徳の授業で自分の意見を発表しようと手を挙げる児童たち（１月下旬、東京都武蔵村山市立第八小学校で）によるモラルジレンマ授業が公開。新しい学習
指導要領を踏まえた検定教科書での授業に、学校現場や専門家からは「指導を充実できる」と歓迎する声が上がっている。一方で、「評価が難しい」「いじめ
防止をどのように教えればいいか」と戸惑いもある。　「落ち葉を３枚拾って先にゴールした方が勝ち」というかけっこで、先を走る友人が２枚しか持っていなく
て、自分は４枚あったら、どうするか――。東京都武蔵村山市立第八小学校で１月下旬、２年生が道徳の授業で、「もみじのはっぱ」という物語を読み、活発に
意見を交わした。「友達だから、はっぱを１枚あげる」。「勝てるかもしれないチャンスを無駄にしたくないから、あげないで走り続ける」授業のテーマは、「信頼・
友情」と「努力の大切さ」。担任の伊藤あゆ美教諭（２４）は「どちらを選ぶべきというのではなく、どちらを選んでもしっかりと理由を表現できることが大事」と狙
いを語る。
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武蔵村山市立第八小学校での道徳の研究授業
2015　「「道徳」は評価できるか？」「道徳」は評価で
きるか？ - Togetterまとめ、2015，3.6.

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材-どうする？ちはるさん（須
田慎二、楜澤実作）

「NEWS23」 2015年3月2日（月）放送で紹介された内容に基づいています。「道徳」が教科になることについての特集。子どもが主役の新しい道徳の方法武蔵
村山市立第八小学校では道徳の授業が行われていた。「A君はあなたに、絵の具を忘れたから貸して欲しいと頼んでいます。あなたとA君が、今日中に絵を
仕上げなければなりません。しかし、あなたは既にA君に3回も絵の具を貸しています。あなたなら、A君に絵の具を貸してあげますか？」絵の具を貸してあげ
るかどうか、理由も合わせて答えるように教師は指示します。子どもたちからは、次のような答えが返ってきました。「A君が絵を仕上げらないから、絵の具を貸
してあげる。」「もう3回も貸したのだからA君に絵の具は貸さない。」「A君が絵を仕上げられないのは可哀そうだが、絵の具を忘れてきてしまったA君に反省し
てほしいから絵の具は貸さない。」「A君が絵の具を忘れたのは自分の責任だからA君は別の色で工夫して絵を仕上げれば良い。」教師はここで、子どもたち
に対し、自らの行為の意味について考えるよう促します。そこで出てきた子どもたちの答えを整理し、類型化したものを黒板で図示します。すると、A君に「絵の
具を貸さない」という行動にも、実はA君の「ためを思って」の道徳的な判断が背景にあることが示されました。つまり、１「A君に反省してほしいから、絵の具を
貸さない」＝「A君を思いやって絵の具を貸さない」２「貸さないとA君が絵を仕上げることができないから、絵の具を貸してあげる」＝「A君を思いやって絵の具
を貸す」３「A君に絵の具を貸すと自分が絵を仕上げられない、A君の自業自得だ、貸してやったら後で見返りをもらおう」＝「A君を思いやってない、利己的」と
いうことが分かったのです。今回の授業の評価基準はA・B・Cの3段階で為され、A・・・1と2のパターンをいずれも考えることができている。(多様な視点を持っ
て相手を思いやれる)　B・・・1もしくは2のパターンのいずれかを考えることができている。(相手を思いやれる)　C・・・3のパターンで物事を考えている。(相手を
思いやれていない)　　という形になります。この授業の後に、授業の参観者や他の教員たちも交えて分科会が開かれました。(白板には「モラルジレンマ」とい
う言葉が)　分科会の参加者の発言は次の通り。「子どもたちの道徳的な心情を汲み取って評価するのは本当に難しい。」「評価の基準は理解しやすいが、
もっと多様な評価基準もあると思う。一概に利己的な行為と判断することはできない。」「自分の絵が仕上げられない状況では、利己的な理由で絵の具を貸せ
ないという判断をしても仕方がない。」他にも、今回の授業を担当した教師の方が他の教師と授業に関して相談する場面も見られました。道徳の教科化、及び
道徳を評価可能にすることについて、国学院大学人間開発学部 田沼茂紀教授のコメント「今や道徳の授業においては、単に徳目を身に付けることではなく、
主体的(自分の頭で)・共同的に(話し合い・関わり合いの中で)考えることを通して、子どもたち自身が道徳的判断を導き出す力が発揮できることが求められ
る。そうした授業が要求されるとなれば、先生方の意識も高まると思う。」中央大学文学部 池田賢市教授のコメント「今の政府の教育改革の動向を踏まえる
と、価値のぶつかり合いを大前提にした上での指導が本当にできるのかは考える余地がある。」
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大高知子、和井内良樹　2015　「中学校における自
ら感じ、考える道徳の時間を求めて～資料の吟味と
授業構想を通して～」　宇都宮大学教育実践紀要、
第1号、203-207.

考える道徳・モラルジレンマ授業・モラル
ジレンマ教材-ぼくは伴走者（藤本恵美子
作）

道徳の時間で用いられる読み物資料の内容を吟味し、資料作成者や道徳副読本の出版社が示した展開例とは異なる独自の展開案を示して授業実践を行っ
たり、授業実践を通して見えてきた問題点から資料の改作を行ったりし、複数回授業実践を行った。このような資料の吟味と授業の構想を通じて、生徒自らが
感じ、考える道徳の時間を目指し、研究を行った。
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土井智文　2015　「中学校の道徳授業における評価
方法に関する総合研究 : 学習者の側面と授業者の
側面から」　教師教育研究 (11), 　247-256.　岐阜大
学教育学部

道徳の評価・モラルジレンマ授業・モラル
ジレンマ教材-健二の悩み（小川聡作、モ
ラルジレンマ資料と授業展開【中学校編】
第２集）

中学校において、子どもが成長を実感できる、実効性のある道徳授業が求められる。これらの課題を解決するためには、道徳に評価を導入することで、子ど
もが自らの成長を実感でき、また教師が自分の指導を振り返る中で指導改善を図ったり、次の手立てを計画したりする必要がある。次のモラルジレンマ授
業、第2回の授業では認知的側面として、「互いの成長のために注意や呼びかけを行う判断力を養う」ことをねらいとした。資料としては「思いやり」と「公正・公
平」とのモラルジレンマを扱い、親友のカンニングを見た健二の判断を問う発問を組み込んだ。授業後、思考・判断・表現の観点から多角的に判断の理由を表
現できるよう朱筆を行い、また帰りの会では生徒の記述を取り上げて話をした。その後複数人による見取りを行ったところ、図8下の机列表のように、授業前よ
りも、学級の中で呼びかけや注意を行う生徒が増えた。この机列表を基に、「思いやり」「公正・公平」「責任感」などの欄について、道徳的実践に関する記録
へ記述した。
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三朝中学校　2013　「自己指導力を高める指導の実
践-生徒指導の三機能とESDを生かして」　平成26年
度スーパーバイザー授業報告、鳥取県教育委員会

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材-奇跡の生還（アルメニア
大地震、永田彰寿作)

道徳的心情が「よりよい生き方を実践するために必要な意志や志向」であり、自己指導能力は「考え、判断し、行動する力」である。道徳的心情や自己指導能
力は、「善」や「正しい行動」の根幹になる意志や志向が育たないと、判断・実践に結びつかないものである。そこで道徳的心情が育てられることにより道徳的
判断力につながり実践力となり、豊かな道徳性が育つ。豊かな道徳性は、よりよく生きることと捉えることができる。そのために「生徒指導の三機能」と「ESD」
を融合させた視点で授業改善を図ることで培うことができると考えた。鳥取県教育センタースーパーバイザー、国立教育政策研究所総括調査官の西野真由
美先生の指導・助言より；◆こういう道徳がいい！でなく、選択肢を増やしていくこと！→授業の制約をとく！生徒の可能性をつぶさない！◆道徳でどんなこと
を実現したいのか。→子どもと一緒に授業をつくっていく！◆意見が割れるような資料を使って、折り合いをつけていく！◆生徒は、善悪はわかっていても「ど
うすれば善になるか」というＨＯＷを考えさせるとよい。◆道徳に正解があるのかないのか。→多様な見方が必要。「正解が決まっているのが嫌」と思っている
子どもの心境もある。◆発達段階に応じた指導◆道徳授業の目標は子どもたちが「道徳の授業は友だちの色々な意見が聞けて楽しい」と言ってくれるような
授業づくりです。

59荒木：わが国におけるモラルジレンマ授業に関わる理論，実践，及び 教材についての文献総覧（1968～2020）



番号 著者・発表年・論文名・発表先・頁・出版社 キーワード・ジレンマ教材 要旨　 、　概要
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帆刈摩耶　2015　「平成26・27年度新潟県中学校教
育研究会（道徳）「豊かな関わりを通して、自己を高
め、よりよく生きる生徒の育成 ～思いやりや考えを
伝え合う活動の工夫～3年生学習指導案（風に立つ
ライオン）」　妙高市立妙高中学校

道徳の指導法・イメージマップ・風に立つ
ライオン（柴田紘一郎さんの生き方を学
ぶ）

研究仮説 他者との豊かな関わりから道徳的価値を自覚することで自己の生き方についての考えが深まるだろう。　発問や展開の工夫、個の学習の確保、意
見交換の場面の設定、振り返りをする場面の設定　　＜自己を見つめる①＞…学び合い10 ④⑤生徒の問題意識や自由な思考を引き出す発問を工夫する。
○他者との交流や協動的な学びを工夫することで、多様な価値観に触れることで、自分自身の価値観の確認や見直しにつながる。そして、今までの自分の価
値観が変わる機会となったり、自分の価値観を深める機会となったりする。⇒・座席や配置の工夫・ホワイトボードやイメージマップの活用・ペアや少人数によ
る話し合い・ゆさぶりをかけるための問い返しや切り返しの発問の有効活用

438

丸山信昭　2015　「平成26・27年度新潟県中学校教
育研究会（道徳）「豊かな関わりを通して、自己を高
め、よりよく生きる生徒の育成 ～思いやりや考えを
伝え合う活動の工夫～2年生学習指導案（この子の
ために）」　妙高市立妙高中学校

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材-この子のために（コール
バーグ作)

研究仮説 他者との豊かな関わりから道徳的価値を自覚することで自己の生き方についての考えが深まるだろう。　発問や展開の工夫、個の学習の確保、意
見交換の場面の設定、振り返りをする場面の設定　　＜自己を見つめる①＞…学び合い10 ④⑤生徒の問題意識や自由な思考を引き出す発問を工夫する。
○他者との交流や協動的な学びを工夫することで、多様な価値観に触れることで、自分自身の価値観の確認や見直しにつながる。そして、今までの自分の価
値観が変わる機会となったり、自分の価値観を深める機会となったりする。道徳の教科化に向けて・「考える道徳」「議論する道徳」の工夫⇒ 資料の吟味、ジ
レンマ資料等の活用、意見交流の場の設定

439

山本はるか　2015　「小学校における「道徳」と「特別
活動」の統合カリキュラムの可能性ｰ 香川大学教育
学部附属高松小学校における「働く意味」を問う授業
の分析を通してｰ」教育方法の探究、18，13-30.　京
都大学

「道徳」と「特別活動」の統合カリキュラ
ム・道徳教育・働く意味を問う授業分析

本稿では、香川|大学教育学部附属高松小学校(以下、高松小)の黒田拓志先生が、 2012年度に第 4学年の子どもたちを対象に行った授業実践に着目する。
詳しくは後述するが、当時高松小では、「道徳」と「特別活動」の時間をそれぞれ単独で実践することの限界が教員問で共有され、両者を統合する独自のカリ
キュラムが設定された。本稿で取り上げる実践は、単元の中核に職場体験を位置付け、「働く意味」を考えるという学習活動を軸に取り組んだものである。黒
田先生の実践をよりよく理解するために、まずは道徳教育をめぐる議論を整理することからはじめたい。

440
池田利允　2015　「よりよい自分を目指して－4年生
としての自分を見つめて－」　糸魚川市立能生小学
校

新しい教科　道徳・モラルジレンマ授業・
ジレンマ教材（どうする　あきら、徳永悦郎
作）

一人ひとりが根拠をもち、道徳的価値判断をすることができるモラルジレンマ授業を目指しているが、話し合いによる意見交流の時間は道徳的判断力を養
い、道徳的価値の自覚を深める大切な時間であり、「考える道徳」の1つの手段としてモラルジレンマの資料活用は意義が深い。

441
足立佳菜　2015　「平野武夫｢価値葛藤論｣の道徳の
時間へ接近過程に関する考察」　東北大学院教育
研究科研究年報、63(2), 245-269.

道徳教育論・価値葛藤論・平野武夫 平野武夫の｢価値葛藤論｣形成過程において、全面主義道徳教育の理念に基づき誕生した「価値葛藤論｣が、道徳特設の動きの中でどのように変容し、「道
徳の時間」へ接近していったかを分析。

442

中村美智太郎 ,鎌塚優子,岡田加奈子,鵜澤京子,竹
内伸一　2015　「ケースメソッド教育のアプローチを
活用した道徳教育の可能性:教材の開発とそれを用
いた授業の検討」　静岡大学教育研究、11,　59-74.

道徳の指導法・教材開発・ケースメソッド
教育

本論文は,この研究において開発した教材とその実践の一部を検討することで,ケースメソッド教育のアプローチからみた道徳教育の可能性を探ることを意図
するものである。まず第1節において道徳教育の文脈から本研究を理論的に位置づけることを試み,これをもとに第2節ではケースメソッド教育を概観的に特徴
づけつつ,道徳教育の文脈の中に移し替える (中村)。第3節では,これまでのケースメソッド教育をもとにして行ってきた,本研究における教材開発とその実践に
ついて報告する (鎌塚・岡田・鵜沢・竹内)。このうち特にA中学校の結果を報告するとともに,それを分析し,考察を加える (鎌塚)。第4節では,開発した教材の位
置付けと本論文での検証を振り返ることで,本研究の課題と展望についての示唆を得る (中村・鎌塚)。

443

雨田英一　2015　『「特別の教科 道徳」導入をめぐる
現今の問題』 　東京女子大学紀要論集 66(1),
187-208.

特別の教科道徳・導入の経緯と意義・読
み物資料｢手品師｣の誠実

2015年に文部科学省は学習指導要領を改正した。これによって、「特別の教科 道徳」が新たに設置された。教師は検定教科書を使用し、生徒の学習状況を
評価すことになる。小学校では2018年4月から、中学校では翌年4月から2019年度から実施される。改訂の眼目は、子どもの日常生活で力となる道徳授業を
目指すということであった。そのために、これまでの読み物中心の授業から、子ども自身が日常生活のなかで問題を発見し、多面的多角的に捉え、解決する
道を探求する道徳授業に変える必要性を強調している。本稿の目的は、小・中学校の教育への「特別の教科 道徳」の導入を分析し、日本の学校教育におけ
る道徳教育の基本的な性格と問題点課題を明らかにすることである。焦点は以下のところに置いた。①「特別の教科 道徳」の導入の経緯と意義と課題　②
戦前期の道徳教育の基本的性格と問題点 修身教科書に載った「ウサギとカメ」③ 戦後の道徳教育の問題点、最もポピュラーな教材である「手品師」の「誠
実」4. 日本人の生き方の根本に関連した「誠実」の問題点と課題

444

阿比留久美　2015　「大学生に対する道徳教育指導
における「ふりかえり」と対話についての考察」　法政
大学教職課程年報　2014年度版　第12巻　70-77.

大学ー道徳の指導法・モラルジレンマ授
業・モラルジレンマ教材-優子のジレンマ
（野口裕展作）

学生が、道徳教育への理解を深め、道徳教育や道徳の授業のあり方について構想できるようになるためには、学生自身が抽象的な徳目としてではなく、道徳
について自分なりの理解と価値を深めていく必要がある。そのためには、学生が自身の道徳についての捉え方をふりかえり、意識化し、再構築していくことが
求められる。本論文では、コメントペーパーに書かれた学生のふりかえりをもとにしながら、学生の道徳についての理解の深まりと認識の構築のプロセスを明
らかにすることを目的とする。 モラルジレンマ授業（第 8 回）では、「優子のジレンマ」６）という資料を用いてミニ授業を実施した。本研究では、学生のコメント
シートの分析を通じて、道徳教育における学生の認識の足跡を追っていった。 道徳的価値や道徳的判断は、社会規範（外的道徳）の影響を受けつつも、自
分自身のもつ価値判断（内的道徳）によって支えられている。しかし、その道徳的判断が反省的道徳に基づかずになされる時、その判断は独善的なものにな
りかねない。授業のふりかえりを毎時間おこない、共有することにより、学生が自分自身のあるいは教室全体の道徳認識について省察することにより、自分
の価値観や考え方が相対化され、批判的認識が育っていくことがうかがえた。

445

藤枝茂雄　2015　「思考･判断の根拠の再構成を促
す学習システムの道徳教育への適用に関する考
察」　岡山大学大学院教育学研究科研究論集、
（158）　1-10．

道徳の指導法・問題解決的な学習過程・
マトリックス・メソッド

今日の道徳の時間では，読み物資料の主人公の気持ちの読み取りを中心とした心情主義的な授業の型が中心をなしている。しかし，この型においては，多
角的・批判的に考えさせたり，多様な価値観を引き出し考えを深める学習の実現については限界がある。そこで本論では，プラグマティズムに基づく道徳の問
題解決的な学習過程を，４つの学習段階の中に８つの学習活動を取り入れた「８in ４課題解決システム」として構成し，その中心に思考・判断の根拠の再構
成を促進するために開発したマトリクス・メソッドという思考ツールを組み込んだ。このシステムは，課題となる事象や資料の多面的・多角的な分析，自らの考
えの根拠のさらなる裏付けとなる情報の収集，及び当初の判断の未来の結果に対する因果の洞察を踏まえた上での討論等によって，学習者の道徳的な思
考・判断の根拠の再構成を促進するものである。この指導法の導入により，道徳教育の充実，及び今日の道徳教育における実践的な課題改善への有効なア
プローチが可能になると考えられる。

446

倶知安町立倶知安小学校　2015　「道徳授業つくり・
新学習指導要領をふまえて、第8回研修講座」　所
報「後志教育」137号、後志教育研修センター

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・ワー
クショップ

新学習指導要領解説「特別の教科 道徳」改訂のポイントを全員で確認した後に、指導方法に観点を絞って、参加者全員で今後どのような道徳の授業を実践
していかなくてはいけないかを演習などを通して、話し合い深めていく。 【成果】 今までの道徳教育の課題を明確にして、自分たちの授業を振り返るいい機会
となった。また、モラルジレンマ教材の効果的な使い方について全員で意見を出し合うことができた。最後には、道徳授業における問題解決的な学習過程に
ついて、「心と心のあく手」の指導案を作るという演習を通して、学び合うことができた。

447

鑓水浩　2015　「知識の習得に重点を置いた道徳教
育の研究－人間行動の自動性に基づく授業開発
－」　弘前大学、博士論文

道徳の指導法・道徳性に関する知識の習
得・反道徳的な行動の統制

本研究は、中学校段階の道徳教育において道徳性に関する知識の習得を図ることが、日常的な道徳的な行動の促進につながることを、社会心理学や脳神
経科学における人間行動の自動性研究、及び進化生物学における人類の生物的進化研究の知見を中心にした学際的視点によって明らかにしたものであ
る。現在の道徳教育は読み物資料を用いて人間の心情面に焦点を当てるものであるため、結果として道徳性が現実の生活から遊離してしまい、道徳的な実
践行動に結びついていかないという問題がある。本研究はこのような問題の解決に繋げようと、より直接的に道徳的な行動を促すと同時に反道徳的な行動を
統制することができるような道徳教育の新たな理論的基盤を提唱した。

448

井上哲志　2015　「３章　総合学習、第4節、揺さぶり
を意識した道徳授業・人権学習」　滋賀大学附属中
学校研究紀要、57集、134-137.

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材の開発

本校では，学びあい，高め合う授業をつくる試みとして，思考と表現をつなぐ「判断」のありように着目し，指導のあり方を探っている。ややもすると価値観の押
しつけに傾きがちな道徳と人権学習において，主体的に判断する場面を取り入れるために，今年度は道徳の学習教材にモラルジレンマ資料を用いた。モラル
ジレンマ資料は，正解のない課題に対してなぜその選択をしたのかという理由付けを明らかにしなければならず，加えて，討論の中で，その立場が他者の考
えによってゆさぶられる場面に遭遇する可能性が高いからである。資料によってゆさぶられ，仲間の発言によってゆさぶられることを通して，判断の質を高
め，主体的に課題と向き合いながら場面に応じて合理的に判断できる生徒の育成を目指したい。

449

荒木紀幸　2015　「兵庫教育大学方式によるモラル
ジレンマ授業の研究―コールバーグ理論に基づくモ
ラルジレンマ授業と道徳性の発達に及ぼす効果に
ついて―」　道徳性発達研究　第９巻　第１号　1-30.
日本道徳性発達実践学会

兵教大方式のモラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ授業の成果・分析と評価

私たちは道徳的自律をめざす道徳教育において，心情主義や価値の押し付けをめぐる問題を避ける方法として，コールバーグ理論を拠り所にし，日本の学
習指導要領を眼下に入れた１主題２時間のモラルジレンマ授業を提案し，モラルジレンマ資料の開発，道徳性の発達検査・役割取得検査の標準化，客観的・
主観的な授業分析法の適用，等を行い，実践的に検討してきた．30年近くにわたる一連の実践研究は大きな成果をもたらした．例えば，従来型の道徳授業で
は道徳的な発達的変化は見られなかったが，モラルジレンマ授業ではブラッド（Blatt）効果，1/3段階の道徳性の発達的上昇を得，更に2/5段階の役割取得
能力の発達的上昇を得た．また従来の授業と比べて児童・生徒は主体的，意欲的に授業に参加していた．このモラルジレンマ授業の特徴は特に中堅の先生
を中心に受け入れられ，全国で広く実践されるようになった．
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上野萌子・内山伊知郎・河村信子　2015　「5歳児の
危機回避能力と交通規則理解及び役割取得能力の
関連－」　道徳性発達研究　第9巻　第１号．31-37.
日本道徳性発達実践学会

危機回避能力・交通規則理解・役割取得
能力

本研究では、保育所の5歳児を対象に、交通場面における危険回避能力と交通規則理解およぶ役割取得能力の関連を検討した。まず危険回避能力と役割
取得能力の関連を検討したところ、主観的役割取得の段階である段階1では危険回避能力が高かった。また危機回避能力と交通規則理解の関連を検討した
ところ、横断歩道をを適切に設置できた5歳児は危機を回避する傾向があった。特に信号のない場面で危機を回避する比率が高かった。さらに、役割取得能
力と交通規則理解の関連を検討したが、役割取得能力段階1では横断歩道をを適切に設置する比率が高かった。このことから、安全施設の役割を理解する
だけでなく、自己中心的思考から脱し、他の使用者の視点を考慮して交通規則を理解することが危険を回避するために必要であると言える。この知見は安全
施設の役割を習得させるだけではない、さらに効果的な安全教育への示唆を与えると考えられる。
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関谷善行・寺井朋子　2015　「中学生の命の大切さ
に対する意識変容についての一考察－モンシロチョ
ウの飼育や植物栽培を通して－」　道徳性発達研究
第9巻　第１号．38-43.　日本道徳性発達実践学会

命の大切さ・飼育・栽培 いじめや不登校や自殺など、子どもに命の大切さを伝えることの重要性が益々増加しており、様々な実践報告がなされている。また、知識の習得だけでなく、
実際に体験するつことの重要性が指摘されている。本研究では中学生がモンシロチョウの飼育と植物栽培を体験し、その命の大切さに対する意識にどのよう
な影響を及ぼすかを検討した。中学3年生では統制群・モンシロチョウ群・ミニトマト栽培群の3群で行ない、中学2年生ではさらにペチュニア栽培群を加えた4
群で行なった。飼育・栽培前後に同一アンケート調査を実施し、命に対する意識の変容を探った。その結果、モンシロチョウ飼育群では命の大切さに関する得
点が減少する傾向が見られた。この理由として、モンシロチョウの卵から成虫まで育てるには植物栽培以上の労力が必要であり、命の大切さを学ぶことより
負担感の方が生徒に残ってしまったと考えられた。
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熊本悠人　2015　「協力行動が幼児によるモノ所有
者判断に与える影響」　道徳性発達研究　第9巻　第
１号．44-53.　日本道徳性発達実践学会

所有者判断・幼児・協力行動 ヒトは幼児期より多くの協力行動を行なう。幼児同士で継続して協力行動が行なわれるためには、協力した結果得られた報酬の所有者を適切に決める能力
が重要であると考えられる。本研究では、幼児が新規に獲得したモノ所有者を判断する際に、他者と協力してモノを獲得するというプロセスがどのような影響
を与えているか検証した。4-5歳児がペアで実験に参加し、独力で、あるいは協力しておもちゃを獲得する場面を設けた。おもちゃを獲得した後、一方の参加
児が第三者から獲得したおもちゃを渡すように求められ、そのときの参加児の発話や行動を観察した。参加児の発話を分析した結果、おもちゃを独力で獲得
したときの方が協力して獲得した時よりも、獲得したおもちゃを『自分のモノ』とする発話が多く見られた。また、獲得したおもちゃを渡すように求められたときの
反応を分析すると、どちらの場合でもおよそ3分の1の参加児がおもちゃを渡すことを断っていた。ただし、協力しておもちゃを獲得していたときには、このような
傾向は見られなかった。この結果から、独力あるいは協力というモノの獲得プロセスの相違は4-5歳児の所有者の判断に影響を与えており、独力で獲得した
モノは自分が所有者だと見なしていることが示された。また、4-5歳児の一部は協力して獲得したモノを協同所有物とみなしている可能性が示唆された。
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前裕美・植田和也　「小学校低学年における『生命
尊重』に関する一考察－道徳の時間と生活科の体
験活動の関連に焦点を当てて－」　道徳性発達研究
第9巻　第１号．54-66.　日本道徳性発達実践学会

道徳教育・生活科・生命尊重 本研究においては、小学校低学年における生命尊重に関する考察を道徳の時間と生活科の体験活動の関連に焦点を合ってて行なった。具体的には、「いの
ち」や「体験活動」に関する調査を実施して、その実態や傾向を把握しようとした。その結果、低学年の児童において、いのちを大切だと思わない児童が約7％
（1年生のみでは13％)、また死んでも生き返るのではないかと感じている児童も約16％見られた。更に、「生命尊重」に課する道徳と生活科の学習指導要領
や学習内容の比較を通して、低学年期の学習の特徴や単元構想を考える際のポイントについても検討を加えた。今後、道徳の時間と体験学習を重視する生
活科とを関連させた学習指導や単元構想をする際に、明瞭なねらいをもつこと、直接体験が十分でない場合に、直接体験と間接体験を補完し合うような構成
の必要性も示唆された。
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近藤成一・石川隆行　2105　「小学生のいじめ場面
における被害者援助行動と共感性の関連」　道徳性
発達研究　第9巻　第１号．67-75.　日本道徳性発達
実践学会

いじめ・被害者援助行動・共感性 本研究では、小学校4年生と6年生を対象にいじめ場面における被害者援助行動と共感性の関連を検討した。その際、藤永他（2008）の被害者援助行動尺度
と長谷川他（2009）の児童用多次元共感性尺度を用いた質問調査を実施した。また、いじめ場面として、殴る場面、悪口場面、仲間はずれ場面、メールでの悪
口場面の計4場目を設定した。研究の結果、女子において個人的苦痛と被害者援助行動との間に負の相関関係が認められた。これより、女子は被害者を思
う余りいじめをどのように対処するか迷いながらいじめ場面において被害者援助行動を行なっていることが明らかになった。男子はファンタジーと被害者援助
行動との間に正の相関関係が示され、男子のファンタジー特性が高ければ、いじめ場面で被害者援助行動を積極的に行なう可能性が示された。これらから、
小学生のいじめ場面における被害者援助行動と共感性の関連には性別により違いが見られた。
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出砂隆清　2015　「 公徳心を育む指導の工夫―総
合単元的な道徳学習を通して― 」　研究紀要　129
号　報告書　第55集　21-40.　沖縄市立教育研究所

総合単元的な道徳学習・問題解決型の
学習過程・道徳性発達段階

道徳の時間と各教科等で行われる道徳学習をより一層計画的に関連付けながら道徳性を育んでいく総合単元的な道徳学習によって，集団とのかかわりの
中で公徳心を大切に捉え，よりよい自己の生き方を考える児童が育つであろうと考え，本研究の主題を「公徳心を育む指導の工夫」，副題を「総合単元的な
道徳学習を通して」と設定した。成果として、 (1) 総合単元的な道徳学習において，道徳的価値についての思考を継続させ深める学習プログラムを展開するこ
とによって，公徳心を大切に考えた行動を心がけようとする意識の変容が見られた。 (2) 問題解決型の道徳学習において，一人一人が身近な道徳的問題を
解決していこうと主体的に学習に参加し，道徳的価値の理解や道徳的実践への意欲を高めることができた。 (3) 各教科等と道徳の関連を図ることによって，
道徳的実践力と道徳的実践を結び付けることができ，自己の生き方について考えを深める学習として効果的であった。 (4) 先行研究や諸文献を通して，道徳
教育への理解が深まった。
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大森史博　2015　「道徳性の発達と問いかけの可能
性 」　岩手大学教育学部附属教育実践総合セン
ター研究紀要 (14), 　269-279.

道徳性発達・コールバーグ理論・問いか
け

文部科学省の有識者会議「道徳教育の充実に関する懇談会」は2013年12月、現在は正式の科目ではない「道徳の時間」を「特別の教科 道徳」（仮称）として
位置付け、道徳教育の改善と充実を図ることを提言した。「道徳の時間」が教育課程上「特別の教科 道徳」（仮称）と称される理由は、検定を受けた教科書を
用いるが、数値による評価はおこなわず新たに記述式の評価をおこなうためであるという。その後、「道徳に係る教育課程の改善等について」諮問を受けた
中央教育審議会は、有識者会議の提言を踏まえつつ、2014年10月に答申を提出した。これによって道徳の授業は近年にも、小中学校において正式な科目と
して実施される方向である。新聞等の多くのメディアが、こうした「道徳の教科化」の経緯や波紋を報じてきている。以前から形骸化が問題視されている現在の
「道徳の時間」を見なおすことへの期待は大きいとしても、検定教科書を使い、評価をおこなうことになる「道徳の教科化」に対して教育関係者の懸念、不安は
根強いようである。こうした状況を鑑み、小稿は、道徳教育の根本ともいえる子どもの発達についての理論に目を向け、具体的な授業の場面を念頭において
考察をすすめたい。そこで手がかりとするのはアメリカの心理学者ローレンス・コールバーグによる道徳性の発達段階論である。また、フランス現象学の哲学
者モーリス・メルロ＝ポンティの教育思想にも目を向けたい。大人と子どもの関係性についての彼らの知見を参照することにより、「対話」や「問いかけ」を方法
とする教育実践の可能性と理論的基礎を見定めることができるはずである。以下、次のような仕方で考察をすすめる。第1節では、有識者会議の答申を参照
しつつ、現行の学習指導要領を検討し、子どもの発達にかかわる道徳教育の課題を析出する。これをふまえて、第2節では、コールバーグの理論を検討する
ことによって、発達段階のもう一つの側面を浮き彫りにする。第3節と第4節においては、メルロ＝ポンティの知見をふまえつつ、大人と子どもの関係性、および
心理的な硬さに対する両義性の観点について検討する。これらの考察を背景に、道徳教育における「対話」と「問いかけ」の意義と可能性を探りたい。
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當銘直樹　2015　「道徳的価値の自覚を深める授業
の工夫-モラルジレンマ資料を使い意見の交流がで
きる場の工夫を通して（第4学年）」　沖縄県立総合
教育センター、長期研修員研究集録、第58集、1-12.

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・げん
ぞうじいさん（池永智宏作）、韓国からの
転校生（西田智貴作）、仲良し遠足（松田
義久作）、雨が降ってきて（上野萌子作）

本研究ではいろいろな意見の出やすいモラルジレンマ資料を取り入れ、学習内容を「主として人との関わりに関すること」に焦点化し、互いの意見の交流する
場や授業の振り返りを工夫することで道徳的価値の自覚が深まるのではないかと考え、本テーマを設定した。１ 成果(1) 児童にとって身近なモラルジレンマ資
料を用い、ペア、グループで意見の伝え合いを行うことで、道徳的価値の自覚を深めることができた。(2) 道徳的価値についての意見の交流を通して、道徳的
諸価値について葛藤したことで、物事を多面的に見ることができた。(3) 道徳的価値を自分なりに発展させる児童が見られた。

60 道徳性発達研究　第15巻　第１号



番号 著者・発表年・論文名・発表先・頁・出版社 キーワード・ジレンマ教材 要旨　 、　概要
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藤田英典、栗原伸、堀尾輝久、上原公子　2015　「戦
争させない！平和な未来を！憲法と子育て・教育を
考えるシンポジウム（4）道徳用教材の扱いと道徳教
育の在り方」　憲法と子育て・教育を考えるつどい、
2015.12.13　和光小学校

私たちの道徳・モラルジレンマ授業・銀の
燭台（私たちの道徳５/６年）、（ジレンマ、
銀の燭台、永田彰寿訳）

文科省案の指導では「この話を読んで、どうしたらミリエル司教のように広い心を持つことができるか、みんなで考えようというテーマ設定になっている。この
「教材」を読んだとき、教師が特定の指示や発問をしなければ、子どもたちは真っ先に気付くことは、①「パン一切れを盗んで19年も牢獄に入れられるの？ひ
どすぎるじゃない」というものでしょう。それに加えて、②「誰が刑罰の重さを決めるの？」、③「ジャンはどうしてどの宿にもとめてもらえなかったの？」、④「ジャ
ンは一切れのパンを盗んで牢獄に入れられていたのに、どうしてまた、銀の食器を盗んだのかな？」といった疑問を持つでしょう。これらの疑問や関心を取り
上げるなら、①では、犯罪と刑罰やその重さとの関係について考えることができる、②では犯罪の重さを決める権力や社会の在り方が問題になる、③では元
囚人（みすぼらしい旅人）に対する社会的な偏見や差別が問題になります、④では，冒頭に「貧しい農家に生まれ、早くに両親を亡くしたジャンは、姉とその子
どものために、一切りのパンを盗み、牢屋に入れられてしまいました。」と書かれていますから、道徳教育の研究者として有名なコールバーグの「ハインツのジ
レンマ」と同様、モラル・ジレンマをテーマにすることが可能なはずです。世の中には　不条理なこと、理不尽なこと格差や挫折、葛藤などが色々あります。そう
いう状況でどう考え、判断し、道徳的に振る舞うかという、モラル・ジレンマの問題を、「道徳の時間」などで適切に扱えなければ、教育は成功しないと思いま
す。このように道徳の授業で、感じ考える力と道徳的な判断力・行動力を育むことが重要である。
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菱刈晃夫　2015　「道徳の指導法」の授業デザイン
―「道徳教育の理論と実践(小) 」の具体的展開につ
いて― 」　初等教育学研究論叢 (創刊号)　 15-29.
国士舘大学

道徳の指導法・特別の教科道徳・モラル
ジレンマ教材-ブランコ（松本朗作、2012）

小論では，1 節で新しい道徳科の指導要領から本質となる目標と内容項目について要点のみを確認し，2 節で本専攻での「道徳教育の理論と実践（小）」の
授業デザインを示し，3 節で具体的に授業を構成し実践するうえで必要不可欠な指導案の作成についてとくに留意すべき点を概説する。このように、「道徳の
指導法」のなかで必要条件として求められる到達目標に至るまでのプロセスをスケッチした。
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松下良平　2015　「『答えのない問い」を考える道徳
教育の旅－道徳科はいじめの解決につながるか」
第三文明7月号より転載、第三文明ＷＥＢ
2015.07/07

道徳の指導法・ハーバードサンデン教授
の白熱教室・答えのない問い

「道徳科はいじめ解決につながるのか」２０１８年度以降、小中学校で道徳が教科化される。「戦前の修身教育への回帰」との批判もあるなか、日本の道徳教
育が向かうべき道を専門家が提言する。「問いに対する答え」を教える教育ではなく、「答えのない問い」について考える。こうした思考の訓練は、従来の日本
の教育現場にはありませんでした。人と人、さらには国家と国家の価値観のぶつかり合いを乗り越えるために、道徳教育は格好の練習場になるのです。
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春日部市立上沖小学校　2015　「平成２６年度実
践、ディベートの手法を取入れた話し合い」　平成
26・27・28年度　埼玉県教育委員会委嘱「考え、話し
合い、学び合う学習」推進事業　研究紀要

道徳の指導法・ディベート・モラルジレン
マ教材-どうする健（楜澤実作）

相手の弱点を双方から考えをまとめ、互いに聞き合うことで新たな視点で主人公の気持ちを見つめることができた。ディベート形式の話し合いはより説得力の
ある意見を思考する必然性を児童に持たせることができた。最後に文章にまとめる活動を取入れたことで、児童の道徳的な見方の向上が認められた。
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星野進　2015　「私立中学校における道徳教育の実
践状況とその特徴」　日本私学教育研究所紀要　51
号、13-16.

道徳教育の実践調査・道徳実践（授業方
法）・モラルジレンマ

道徳教育の新しい技法の利用についての回答から、従来型と異なる新たな展開として、｢価値の明確化｣や「モラルジレンマ」等も広く知られている。私立中学
校では6割以上の学校で必要に応じてこれらの手法が用いられており、道徳の教科化により更に多くの学校で用いられることが予想される。新たな手法（表
8）；グループエンカウンター（42.1％）、ソーシャルスキルトレーニング（21.5）、キャリアカウンセリング（20.1）、価値の明確化（13.9）、ライフスキルトレーニング
（12.0）、アサーショントレーニング（11.5）、モラルスキルトレーニング（11.5）、モラルジレンマ（11.5）、ストレスマネジメント教育（7.2）、ピアサポート活動、（4.3）
…。
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井上哲志　2015　「第４節  ゆさぶりを意識した道徳
授業・人権学習の実践」　滋賀大学教育学部附属中
学校研究紀要,(第57集),　134-137.

道徳の指導法・人権学習・モラルジレンマ 本校では，学びあい，高め合う授業をつくる試みとして，思考と表現をつなぐ「判断」のありように着目し，指導のあり方を探っている。ややもすると価値観の押
しつけに傾きがちな道徳と人権学習において，主体的に判断する場面を取り入れるために，今年度は道徳の学習教材にモラルジレンマ資料を用いた。モラル
ジレンマ資料は，正解のない課題に対してなぜその選択をしたのかという理由付けを明らかにしなければならず，加えて，討論の中で，その立場が他者の考
えによってゆさぶられる場面に遭遇する可能性が高いからである。資料によってゆさぶられ，仲間の発言によってゆさぶられることを通して，判断の質を高
め，主体的に課題と向き合いながら場面に応じて合理的に判断できる生徒の育成を目指したい。
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黒川勲 , 鈴木篤 , 吉田康彦 , 長濱修司　2015　「『特
別の教科 道徳』の全面実施に資する道徳授業の指
導方法改善に関する研究 : 大学学部と附属学校の
連携による理論と実践の往還の試み 」　大分大学
教育福祉科学部附属教育実践総合センター紀要
(33),　 129-142.

道徳教育指導法・価値明確化・モラルジ
レンマ教材（なくしたかぎ、矢野幸彦作；卓
球は4人まで）

近年,道徳教育における学びの深化や,児童生徒相互の活発な交流の実現を求め,道徳の授業方法の改革が求められている。このことは2015年に導入された
「特別の教科 道徳」においても同様である。本研究では,道徳教育に関する学術的議論を確認した後,現在学校で広く実践されている道徳教育方法としての
「価値の内面化」の修正可能性を検討するとともに, さらに「価値の明確化」や「モラルジレンマ」といった新たな方法を導入することにより,道徳教育をどのよう
に発展させることが可能となるのか,実践を通した省察的検討を行った。
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時津啓　2015　「小学校『私たちの道徳』の分析―そ
の政治的文脈と内容との関係に注目して―」　広島
文化学園大学学芸学部紀要　第5巻、29-39.

私たちの道徳・心のノート・家庭との連携 本稿の目的は『私たちの道徳』をめぐる政治的言説とその内容との関連を解明することにある。文部科学省の説明によれば，『私たちの道徳』とは，『心のノー
ト』（小学校 1 ，2 年生用は『こころのノート』）の全面改訂である。「児童生徒が道徳的価値について自ら考え，実際に行動できるようになることをねらいとして
作成した　『私たちの道徳』が，いじめ対策の一環であることに留意する必要がある。『心のノート』が少年事件に端を発する道徳教育の一環であったことと比
べると，両者の差異は明確である。文科省は改訂版を強調するが，『私たちの道徳』は道徳教育用教材である。国会における『私たちの道徳』をめぐる議論の
分析を通して，『私たちの道徳』の導入の意図が「政局がらみの教科化」などのポリティカルな要素に加えて，家庭教育の道徳化にあることを解明した。テキス
ト『私たちの道徳』は，少子化の影響で学校教育自体が縮小し，学校への期待が困難な時代にあって，いよいよ行政側が家庭という新たな場所へシフトチェン
ジしつつあることを示しているようにも思える。むしろ，道徳教育として解明すべきはこのような歴史的な流れの中に，『私たちの道徳』というテキストを位置づ
けることにあるように思える。
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水山光春　2015　「シティズンシップの視点から見た
道徳性の教育 」 京都教育大学教育実践研究紀要
(15), 43-51.

道徳教育指導法・シティズンシップ教育・
社会的道徳的責任

シティズンシップにおける道徳性は「道徳性」単独では教えられず、それらは知識、理解や技能とセットになることで初めて効果的に教えられる。
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池田大徳　　2015　「道徳教育との関連を意識した算
数科の授業づくりに関する実践的研究－「公正・公
平」に着目したチーム分け問題を通して－」　全国数
学教育学会誌　数学教育学研究　第21巻　第2号
29-38.

道徳教育と教科教育・算数科の授業づく
り・公正公平の活用

これまで殆ど行なわれていなかった道徳教育との関連を意識した算数科の事例研究になると当時に、人間形成としての算数教育の新たな可能性を示すもの
である。
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森美香　2015　「道徳の時間における問題解決的な
学習の在り方」　千葉大学研修報告書

道徳の指導法・問題解決的学習・フロー
チャート形式のワークショップ

道徳的実践力の育成を目的とし、問題解決的な学習の指導過程を提案する。実践授業では、生徒に身近な資料を使い、問題場面まで区切って提示し、6段
階①資料への導入、②資料を途中で切って活用、③問題場面の発見と把握、④問題解決⑤解決策の吟味、⑥振り返り）の学習過程を用いた。研究のまとめ
として、問題解決に沿ったワークシートの形式を工夫し、意志決定場面を設定することで、道徳的心情、判断力、意欲と態度を育むことができ、実践力を高め
る指導として有効であることが分った。
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青山裕美　2016　「 道徳的判断力を高める道徳の
授業の展開 ― 問題解決的な学習における発問の
工夫を通して ― 」　広島県立教育センター，長期研
究員の研究　H28年度後期、13集

問題解決的学習・道徳性発達段階・コー
ルバーグ・セルマン

本研究は，問題解決的な学習における発問の工夫を通して，道徳的判断力を高める道徳の授業の展開について明らかにしようとしたものである。文献研究
から，道徳的諸価値の理解と自己の生き方についての考えの２点の要素を踏まえた発問を取り入れる問題解決的な学習を行うことが有効であることが分
かった。具体的には，「学習テーマの設定」の段階における道徳的価値の本当の意味や意義を尋ねる発問，「追求活動」の段階における問題状況の分析や
主体的な判断をさせ，解決策についての考えを深めさせる発問，「児童一人一人の解決（まとめ）」の段階における再び道徳的価値の意味や意義を尋ねる発
問の工夫を行う。その結果，人間としてどのように対処すべきか様々な場面や問題状況において，よりよい選択や判断をすることにつながり，児童の道徳的
判断力を高めることができた。このことから，本研究は，児童の道徳的判断力を高めるために有効であるといえる。
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安井勝・山岡雅博　2016　「科学的認識に基づいた
『道徳教育』に関する考察－文部科学省「私たちの
道徳」における、主として集団や社会とのかかわり関
する領域の『読み物』分析を通して－　立命館教職
教育研究　第3巻　43-53.

国民の修身の道徳的価値・私たちの道
徳・科学的探求としての人権・平和・民主
主義の道徳

本研究の目的は、第一に、教育基本法第一条を受けた第二条と、道徳教育の目標・内容との関係性を構造的に検討する。また、そこに明治憲法下の修身科
教科書の内容がどのような関連性を示しているかを分析する。第二は、道徳教科書のモデルである新教材『私たちの道徳』が社会生活の科学的認識に及ぼ
す影響について明らかにすることである。研究 1で小学校 5・6 年、及び中学校『私たちの道徳』に掲載されている単元項目を道徳的価値別に分類整理し、そ
れらが教育基本法第二条と、どのような関連性を示しているかを分析する。また、5・6 年『私たちの道徳』が示す道徳的価値（徳目）と、修身科教科書の徳目
を対比し、類似性や相関性を分析する。研究 2では学習指導要領道徳の「第 2 内容」に示された、＜主として集団や社会とのかかわりに関すること＞の領域
に関して、『私たちの道徳』小学校 5・6 年、中学校に示された「読み物」を通して、そこに示された道徳性における社会的道徳価値（社会規範を含む）について
の特質を分析してまとめる。道徳性と認識論の伸展には、相互関係があると考えられる。コールバーグの道徳性の発達プロセスを最終段階（第 6 段階）・普
遍的な道徳的価値段階まで表象し、それを論理的に解明する根拠として自他の相互作用に生起する認知構造（機能）の発達過程－分化と統合の弁証法－
を置いたところにも認識論の基軸が示されている。認識の発達過程が大局的に保障されてこそ道徳性の発達が図れるのだが、徳目主義道徳にはカントの定
言命法が敷かれる。即ち、当為命題化した規範 / 自覚と責任 / 貢献 / 日本人が、自主・自律の精神、及び公共の精神の規準となり、そのような行動規準が
現実局面に適用されると、態度優先のモラリストを育成することになる。これを社会一般に強要すれば思想信条の自由への国家的侵害であるが、学校教育
下においては定型モラリストの集団を「育成」する。それを見通した「道徳科」教育ならば、道徳教育を以って国民意識を統制する権力的ヒドゥン・カリキュラム
となる。
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村口外至　2016　「自尊感情の育成に関する実践的
研究－高等学校におけるジレンマ授業を中心に」
大阪教育大学連合教職大学院　実践課題研究報告
書 要旨集　平成25年度修了者

自尊感情の育成・モラルジレンマ授業・モ
ラルジレンマ資料（傘をもたずに-森川智
之作）

本研究の目的は、「自尊感情の育成」のための教員の手立てを抽出し、実践することでその効果や課題を検証するものである。これまでの実践の結果と東京
都教職員センターによる「子どもの自尊感情や自己肯定感に関する Q＆A」を元に、観点①「知識を持っていること」、観点②「自分を理解し、受容しているこ
と」、観点③「多様性を理解し、受容していること」、観点④「自分の意見を主張することができること」にまとめ、これら 4 観点の育成のための様々な手立てを
講じ、その効果を検証することとした。第 3 セメスター（2016 年 6 月）の実践では、上記の 4 観点を複合的に育成するための手立てとしてモラルジレンマ授業
（尊厳死、真の友情）を実践した。モラルジレンマ授業において正解のない、つまりオープンエンドな問いに対して判断を下し、根拠をもたせて議論をさせる活
動を通して、生徒の自己認知能力が向上することがわかった。ジレンマ学習を実践しながら同時に国際理解問題を考えることができる「傘をもたずに」、当時
のスーダンの悲惨な現状、報道写真家という職業観、生命の大切さ等これまでにないほど多様な要素を多面的・多角的に考察する力が求められる「ケビン・
カーター」といった 2 つのモラルジレンマ授業を含んだ一連の小単元を実践した。この実践を通して、生徒は意見を変えない場合においても、他者の考え方を
理解し、受け入れた上で自らの価値判断を信じて回答することができていた。全ての実践修了後に「授業に関するアンケート」と「自尊感情尺度」（ローゼン
バーグ 1965）の 2 種類のアンケート調査を元に、自尊感情を育成するための 4 観点を意識した授業は有効であったのかを考察した。結果から A 高校の生
徒がモラルジレンマ授業を初めとした授業を通して、一見難解だと思えることにもチャレンジすることの意義を伝えることができた他、生徒たちは自分の価値基
準に自信をもって判断ができていたということがわかった。生徒の回答を、①「幸福感」を実感した回答、②「異文化理解」における外国人とのかかわりを意識
した回答、③「異文化理解」における地理的な動機付けを意識した回答、④ジレンマ授業によるディスカッションなどを意識した回答の 4 つに分類することで、
モラルジレンマ授業という授業形態が生徒の主体的な授業参加を促し、それまで授業中に意見を表明する機会がなかった生徒まで自信をもって意思表示が
できるようになることを示した。
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初等中等教育局　2016　「いじめ防止対策推進法の
施行状況に関する議論の取りまとめ」　いじめ防止
対策協議会、文科省

いじめ防止・防止策・いじめ被害者の救済 いじめ防止基本方針については、教職員に周知されておらず、基本方針に基づく対応が徹底されていません。また、児童・学校基本方針の策定･見直しの過
程に児童生徒､生徒、保護者、地域の関係団体等にも周知されていません。学校基本方針を実効的なものにする取組を促す必要があります。いじめ対策組
織の存在及びその活動も、児童生徒及び保護者等から十分に認識されていないことから、教育委員会等が指導し、実施状況を確認する必要があります。
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渡辺弥生　2016　「特集　道徳教育と評価；道徳性の
発達」　指導と評価　2月号　Vol.62-2

道徳教育の評価・道徳性の発達・道徳的
感情、道徳的認知、道徳的行為

道徳性の発達とひとくちにいっても、罪悪感や共感といった道徳的感情、正義や公正といった認識を基にした道徳的判断、さらには、分ける、援助する、慰め
る等の道徳的行為の発達が個々に扱われてきた。肝要なことは、道徳的な感情や認識を育てれば、道徳的な行為が必ずしも増加すると言うわけでないこと
だ。気持を考え、さらには行動を包括的に捉え、全ての観点から一人の人間としての道徳性を育てていく授業の工夫が大切である。そのためには評価は、子
どもの支援のための「伸びしろ」を見つめる、理解のための観点でなければならない。
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上原秀一　2016　「特集　道徳教育と評価；フランス
の道徳教育と学習者の評価」　指導と評価　2月号
Vol.62-2

フランスの道徳教育・授業方法、話し合
い・モラルジレンマ、価値明確化、哲学的
討論

フランスの小中高校では2015年9月の新学期開始に合わせて、全学年に「道徳・公民」の授業が新設され、｢フランス共和国の諸価値」を児童生徒に共有さ
せ、共生社会の実現を目指す。｢道徳・公民｣の目標は、｢道徳的で公民的な教養｣を身につけさせることである。内容は、複数学年をまとめて、｢感受性｣｢権利
と規則｣｢判断｣「参加」の4つの視点に区分して示されている。「話し合い」や「モラルジレンマ」｢価値の明確化｣｢哲学的討論｣の授業方法が提案されている。知
識と能力を対象とした評価が行なわれる。行動や態度は評価の対象とされない。
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金子一彦　2016　「4.「特別の教科 道徳」の趣旨を踏
まえた指導と評価の在り方」　東京都教職員研修セ
ンター紀要　平成27年度　第1号　91-117．

考える、議論する道徳・道徳性、コ－ル
バーグ・考えるに足る発問

認知心理学者のローレンス・コールバーグは、「ある人のその行為をもたらした考え方を知らなくては、本当にその行為の善悪を判断することはできない」と考
え、行為に対する判断の内容（判断の内容の違い）より、判断の形式（判断の構造の違い）に着目した。さらに、個人の行為の背後に隠れている、より深い認
知的な構造に焦点を当て、表面的な内容の相違を超えて、人間には普遍的な共通の道徳的な判断の形式が存在することを見いだした。これが、個人の道徳
的な判断の発達を測定した「３水準６段階の発達段階」の設定である。コールバーグは、人間の道徳性を船に例えれば、道徳的な判断はその羅針盤や舵に
当たるとして、道徳性の発達と認知の発達との関係に着目し、「認知の発達は道徳性の発達にとって十分条件ではないが、必要条件である。」と述べている。
つまり、道徳的な判断は、道徳性について考える場合に必要不可欠な要素であると考えている。このコールバーグの「道徳性発達理論」が提唱されるまで、
道徳の指導では、道徳性を発達的に捉えるという視点が存在していなかった。しかし、コールバーグが「道徳的な判断は、低次から高次へと非可逆的に発達
していき、その発達には普遍性がある」ことを明らかにしたことにより、道徳的な判断の発達の概念は、現在の道徳教育の指導に大きな示唆を与えている。
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大本久美子, 鈴木真由子　2016　「リーガルリテラ
シーを育む消費者教育カリキュラム-消費者市民の
育成を目指す道徳教育に焦点を当てて－」　消費者
教育. 第36冊. 23-32.

消費者教育の道徳・公正の道徳性・リー
ガル・リテラシー

本稿では、コンシューマー・リーガルリテラシーに関わる道徳性や「公正」観念を明らかにし、それらを育む消費者教育の発達段階別教育重点課題と育成した
い力、学習内容を提案した。コンシューマー・リーガルリテラシーに関わる観念を①法、倫理などの規範意識、②正義・公正、③権利・義務、④社会連帯、⑤倫
理的配慮の5項目、道徳性の要素を、「責任感、配慮、思いやりによって自らの消費行動に責任を」と「道徳・倫理・社会正義の判断によって意志決定し、社会
の一員として協働し社会参画できる」とした。また、「コンシューマー・リーガルリテラシー」に関わる道徳性を育むに当たり、消費者教育で育成したい力として、
「他者への配慮や相互の合意によって調整できる力（調整力・交渉力）や選択力」をあげた。

477

加藤久佳　2016　「考え議論する道徳授業を目指す
学習展開ー問題解決的な学習と合意形成型道徳授
業の視点を取り入れた授業実践を通して」　和歌山
県教育センター学びの丘研修員報告書

道徳の指導法・考え議論する道徳をめざ
す授業ー合意形成型・モラルジレンマ教
材-お楽しみ会（徳永悦郎作）、なくしたカ
ギ（矢野幸彦作）

道徳科の目標の実現や所属校の課題解決に向けて，主に，道徳的な判断力を育てることを重視した問題解決的な学習と合意形成型道徳授業の視点を取り
入れた学習展開をそれぞれ考え，実施した。その際，意識して発問の種類を工夫することや，合意形成を目指した話し合い活動を取り入れることで，児童が
課題に対して，主体的に考え，議論し合い，道徳的価値について理解を深めることができると分かった。また，道徳オリエンテーションや各授業における振り
返りの時間を大切にしたことが，児童の学習意欲の向上につながった。
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作田澄泰・中山芳一　2016　「道徳教科化に向けた
今後の新しい教育と学校教育の在り方に関する考
察」　岡山大学教師教育開発センター紀要、6号,　1-
10．

道徳の指導法・道徳の評価・総合単元的
な道徳授業カリキュラム

文部科学省が実施する道徳教科化に向け，今日の学校教育において，道徳教育が必要とされている理由と今後の在り方について検討した。その際に，これ
までに実施されてきた総合単元的な道徳教育による「学校教育活動全体として」の視点が強化された学校教育の在り方に加え，さらなる地域，家庭等と連携
した綿密な道徳教育の在り方を必要とする。本研究では，これらを踏まえた図式化をもとに，評価方法等の道徳教科化における効果と課題について考察分
析した。その結果，道徳教科化により，道徳への意識が強調され，各個人への意識付けである道徳的価値意識が高まりやすくなることが示唆された。 また，
学校教育における自然・空間・人間環境づくりの重要性と「善く生きる」ための道徳教育に向けた教師教育の在り方について明らかにした。

61荒木：わが国におけるモラルジレンマ授業に関わる理論，実践，及び 教材についての文献総覧（1968～2020）



番号 著者・発表年・論文名・発表先・頁・出版社 キーワード・ジレンマ教材 要旨　 、　概要
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専門研究員（道徳）　2016　「児童一人一人が思いを
のびのびと表現し、学んだことを生活に結び付ける
ことができる道徳の時間の指導」　所沢市立教育セ
ンター　平成27年度専門研究員研究報告

道徳の指導法・資料の活用、話し合いの
場の工夫、発問の工夫、ワークシートの
工夫・モラルジレンマ教材-サッカー大会
（徳永悦郎作）

研究主題に迫るために、仮説と手立てを考え、授業を通して検証を進めてきた。仮説①及び②についての手立ては、児童の表現意欲を高めるためのもので
ある。仮説①の手立ての一つである資料の活用方法に関しては、共感的な活用及び、批判・弁護の活用で行った。特に、後者の活用方法（6年対象のサッ
カー大会、モラルジレンマ授業）で行った実践③④は、児童自身に自分で立場を決めさせたことにより、話し合いたいという気持ちをより一層引き出すことがで
きた（報告書実践③授業後アンケート参照）。また、資料の提示方法に関しては、範読の際の場面絵の提示方法を工夫（ペープサート等）したことにより、児童
の資料への理解が深まり、話合いが活発化したように思える。仮説②の手立てである座席配置に関しては、コの字、椅子机なしの U の字、椅子のみの U の
字で行った。どの方法も児童同士が互いの表情を見ることができる。全員が黒板の方を向いている隊形より、「話し合いやすい」と感じる児童も多かったようで
ある。教師にとっても児童と児童の発表を繋げやすかった。また、実践③のように、同じ立場同士で集まり、話合いをさせる時には、椅子のみの隊形が有効で
あると考えられる。少人数の話合いを入れる意図を踏まえて、座席配置は工夫する必要がある。さらに、手立ての一つである少人数での話合いや書く活動の
導入は、自分の考えが整理できたり、自分の考えに自信を持つことができたりと、発表意欲へと繋がった（報告書実践③授業後アンケート参照）。

480

倉本香・蓮尾浩之･村岡優人　2016　「道徳授業のた
めの批判的思考」　大阪教育大学紀要　第Ⅴ部門第
64巻第2号　57-74.

道徳の指導法・正義と友情のジレンマ 、
手品師・批判的思考

筆者たちは多面的に物事を考える力、反省的に考える力が教師にとって当り前に必要な力であるにもかかわらず、大学の教員養成の授業では以外にもこの
ような力を学生たちに身につけさせることが十分に行なわれていない。教師は道徳的価値を教え込むだけで精一杯である。このような問題意識のもとで行な
われた授業実践についての報告である。「思考力の育成」という側面に焦点をあわせてきた倫理学・道徳教育関係の授業の授業実践に基づいて筆者らが作
成した「倫理のノート」というテキストを使用した教員養成の授業（道徳教育）についての検証・報告である。

481

安部学･石川英之･上田雄一･藤川大祐　2016　「熟
議民主主義を背景とした道徳授業の教育方法につ
いての検討-熟議シミュレーション授業開発実践を通
して」　授業実践開発研究、9巻、89-98．千葉大学

道徳の指導法・熟議民主主義・熟議シミ
レーション授業

「道徳」の教科化に際して、多様で効果的な指導方法の導入が求められている。本研究では、熟議民主主義の考え方を背景とした問題解決的な道徳授業の
開発を試みた。今回は、リアルな熟議をそのまま行わせるような授業ではなく、熟議をシミュレーションするような授業の開発を目指し、熟議の要素として、「根
本的選好」を教える、少数派・消極派の意見を確認する、議論に結論を出す、といった点を意図的に取り入れることにした。また、架空のテーマであってもリア
リティをもって熟議が行えるよう、授業の構成・演出を工夫した。作成した授業プランを小学校 5 年生に実施したところ、議論を行う活動としては一定の成果が
認められたものの、熟議としての評価手法の検討などが課題として示された。

482

春日部市立上沖小学校　2016　「一人一人を確実に
伸ばす授業の創造：確かな学力を身につけ、自ら学
ぼうとする児童の育成」　平成２８年度東部地区学力
向上推進協議会研究校、学力向上実践事例集

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材-サッカー大会（徳永悦郎
作）

思考ツールの活用（イメージマップ、ウエビング）、ペアグループ、学び合いの学習、全体など話し合いの充実、言語活動を積極てきに取入れた授業、ポート
フォリオ、道徳部では、ぺン図、モラルディスカッションに注目

483

窪田一志　2016　「道徳・総合的な学習 » 子どもに
考えさせたい話－マイケル・サンデルとモラルジレン
マ」　理科教育と道徳教育を科学するふたばのブロ
グ.2016.04.04
/https://futabagumi.com/archives/421.html

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材-引越しの手伝い（デーモ
ン作）

④ 引越しの手伝い　　クマさん、パンダさん、ネズミさん、イヌさんの4人でおじさんの家の引越しの手伝いをしました。クマさんは力持ちなので大きくて重い荷
物をたくさん運びました。パンダさんは荷物をどかしたあとのホコリを掃除機できれいに吸い取りました。ネズミさんは小さな荷物を何回も何回も運びました。イ
ヌさんは、4人の中で一番年上なので、みんなの様子を見ながら、「これはクマさん」「これはネズミさん」と指示しました。一日中働いてくれたので、おじさんは
喜んでみんなにご褒美としてノートをあげようと思いました。ノートは全部で30冊あります。どのようにノートを分配するのがいいですか？　この問題はホーム
ページ「道徳の実践」←リンクから引用させていただきました。他にも授業に使える面白い教材がたくさん載っているので参考にしてみてください。いかがでし
たか？モラルジレンマは善悪を判断する力を育むことができるように思います。生徒の身近な内容で考えみても面白いかもしれませんね。①ハインツのジレン
マ、②トロッコ問題、③オメラスから歩み去る人々、③ベビーM控訴、④引越しの手伝い。おすすめの本があります。モラルジレンマ教材でする白熱討論の道
徳授業（荒木監修、明治図書、2012）、マイケルサンデルのハーバード白熱教室（これからの正義の話をしよう）

484

藤田昌士　2016　「「特別の教科 道徳」と私たちの課
題」 さいたま教育文化研究所　　報告書　1-10. 1-3.

特別の教科道徳・学習指導要領・課題 Ⅰ 「道徳の教科化」のねらい、Ⅱ 国家は｢道徳の教師」か、Ⅲ 「学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育」の変質、その｢道徳教育」化、Ⅳ 改訂小・中学校
学習指導要領と「特別の教科 道徳」、１ 「多様な見方や考え方」について、２ 「多様性」とはなにか、３ 道徳教科書、４ 道徳性の評価、５ 新自由主義と国家主
義、Ⅳ 私たちの課題、１ 学校における道徳教育への父母・国民の期待、２ 道徳教育への意図的・計画的な取り組みをー学校に即してー、補足 1 「特別の教
科 道徳」の内容を類別する 4 つの視点について、補足２ 問題解決的な学習をめぐって
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松尾直博　2016　「展望　道徳性と道徳教育に関す
る心理学的研究の展望— 新しい時代の道徳教育に
向けて —」　教育心理学年報　 55 巻 　 165-182.

道徳教育関する心理学展望・特別の教科
道徳・道徳判断

日本の道徳教育は大きな転換点を迎えようとしている。小中学校において今まで領域とされていた道徳の授業が, 「特別の教科　道徳」として教科として位置
付けられ小学校では平成30年度（2018年度), 中学校では平成31年度（2019年度）から実施されることとなった。道徳教育, 道徳科の授業の目標が明確化さ
れ, 効果的な授業についてもより開発の必要性が高まっている。近年日本で行われた道徳性や道徳教育に関わる研究を概観しつつ, その知見が道徳教育に
どのように貢献できるかについて考察をした。その結果, 道徳的判断, 子どもの道徳性の経年比較, 感情が道徳的認知に及ぼす影響, 共感, 海外の道徳教育,
道徳の授業実践に関する研究などが行われており, そのような研究の道徳教育への応用可能性について考察した。今後の展望として, 更なる基礎, 授業に関
する実践研究などの必要性が述べられた。

486

第三中学校1年クラス　2016　「自己と対話し、友（他
者）と対話し、教材と対話し、共感力を育む三中道
徳」　長野県上田市第三中学校　 道徳教育研究発
表会公開授業

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材-時計係（加藤健志作）

S君の感想；「今回の｢時計係｣や道徳の資料を読んで、やぱっり答えがないので、すごく悩ましいですが、自分と向き合えるというところと、答えがないことに
よって、皆が自分の意見を持って発表することができるところが楽しいなと感じました。」　三中が道徳で扱ってきた教材には｢答え｣がなく、悩ましい。だからこ
そ｢答え｣を自己の中に見出そうと自己と対話したり、友という他者の意見（友との対話）に耳を傾けたりしながら、様々な視座から事象を多角的・多面的に追
求する道徳の授業に学ぶ楽しさを実感できたという感想のように思える。
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渡辺麻由 , 北澤武　2016　「LINEによるいじめの一
起因に気づかせる道徳の教材開発と評価」　東京学
芸大学紀要. 自然科学系 68, 　255-267.

いじめ・教材開発・ラインを用いたジレン
マ物語

本研究では，小学生を対象に， 2 つの授業実践を通じて，LINEを介したいじめの起因となる事象について考えさせる道徳の教材開発を行った。研究 1 では，
モラルジレンマの要素を取り入れることが児童の道徳教育に有効であるという先行研究に基づき，LINEのグループ機能を介していじめが起こりうる場面を提
示したのち，友達であるいじめの加害者にいじめはいけないことだと自分だったら言えるかどうかを児童に考えさせる教材を開発し，実践を行った。しかし，加
害者でも被害者でもない第三者の立場から考えさせることが児童にとって困難であり，かつ，他者に対する共感的関心の向上があまり認められないことが分
かった。そこで，研究 2 では，道徳の資料「すれちがい」（真仁田ほか 2014）を参考に，LINEを介したすれ違いからいじめが起こりうる場面を提示した後，加害
者の立場から考えさせる教材を開発し，授業を実践した。結果，研究 1 で開発した教材を用いた授業実践よりも，研究2 で開発した教材を用いた授業実践の
方が，児童の共感的関心に関する項目は有意に高まることが示唆された。

488

小嶋佳子　2016　「道徳性の発達支援－心理学的
知見の活用－」　愛知教育大学研究報告，教育科学
編、第65号、117-125.

道徳の指導法・道徳的判断の発達理論・
役割取得理論

道徳的判断の発達に関する理論とその育成への示唆（認知発達理論、向社会的道徳判断、役割取得理論、道徳的行為に関する理論とその育成への示唆
（社会情報処理理論、対人交渉方略モデル，スキル・トレーニング）に言及、今後を展望。モラルジレンマ授業等について、小学校、中学校学習指導要領、道
徳の目標の中の、「自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考え、自己の生き方についての考えを深め」るためには、クリティカル・シンキング・メタ認知が必
要である。とりわけモラルジレンマ授業は批判的思考と相性がよいとの上地（2015）の指摘をあげている。

489

平田裕美　2016　「 道徳性の発達を踏まえた「子ど
も理解」といじめ問題に関する生徒指導 ―集団にお
けるいじめ加害者への印象評定― 」 　平成28年度
女子栄養大学 教職課程センター年報 　Vol.1　21-
27.

いじめ問題・道徳性の発達・生徒指導 本論文では，Kohlberg（1969/1987）の道徳性発達理論研究から，道徳的環境と個人の道徳性の発達についての見解を整理し、いじめ予防・抑止を目的とし
た道徳的環境整備の観点から，集団における傍観者層のいじめ加害者に対する印象を学校段階に即して分析する。その上で，道徳性の発達を踏まえた「子
ども理解」のもとに，いじめ問題に関する生徒指導を論じる。大西（2007）の見解にある，いじめに否定的な規範意識が発達段階に準じて生じていることが本
稿においても認められた。この結果を踏まえ，成長と共に備わってきている善悪に関する道徳的判断を，いじめをやめる，とめる行動につなげるには，どのよ
うな「子ども理解」と生徒指導が必要なのかを論じる。実際的判断が行動において実行されやすく，感性的評価は認知，行動の両面において安易に行われな
い「子ども理解」に準じた，いじめ予防・抑止を目的とした生徒指導に向けた取り組みが必要であることが明らかにされた。

490

藤森祥平　2016　「児童生徒の心を揺さぶるような資
料の選定、教材提示の工夫；実践例②上田市立北
小学校（6年）、2時間扱い」　平成27年度道徳学習指
導研究委員会、長野県上田市教育委員会

話し合い活動・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材-ゆきこさんの誕生日（加
藤健志原案）

本時のねらいである「他者の様々な考えを聞く」手立てとして道徳資料を扱ったが、特別活動として授業行った。資料のゆきこさんの心情を自分だったらと考
え、主体的に話し合いの活動に取り組めていた。話し合いの中で、友だちの考えを聞き、「なるほど。」「そういう考えもあったのか」という発見から自分の考え
を変えたり、自分の考えをはっきりさせたりすることができていた。

491

角谷昌則、佐藤修司 　2016　「道徳科授業への「内
容の改善」と「指導方法の工夫」の取り込み　－学習
指導要領一部改正に対応する道徳科授業をめざす
－」　秋田大学教育文化学部教育実践研究紀要　第
38号　155-164.

道徳の指導法・道徳科授業、私たちの道
徳・発達段階

本稿は，学校教育法施行規則の一部改正により「特別の教科」となった道徳授業のあり方に関し，学習指導要領で特に強調されるようになった，子どもの「発
達段階」に応じること，および「指導上の工夫」を加えることの 2 点の内実を，実践的な文脈で解き明かしてゆくものである．一部改正前の学習指導要領にお
いてもこの 2 点は言及されていたが，学習指導要領一部改正後は，生徒間の道徳性の発達段階や特性における‘差異’を教師が捉え，その違いをもって問
題解決的な言語活動を活発に展開することに，この 2 つの点の積極的な意義があると解される．ただその実現のためには，生徒の発達段階や特性の違いを
的確に捉え，かつ効果的な言語活動の土台となる学級づくりの力量が，教師に備わっていることが鍵となるのである．

492
菱刈晃夫　2016　「道徳科授業方法の工夫と特別活
動との連携」　国士舘大学初等教育論集、17号、1-
17．

特別の教科道徳・モラルジレンマ授業・モ
ラルジレンマ教材-ブランコ（松本朗作、
2012）

小論ではこれに引き続き，そうした道徳科授業方法の工夫と特別活動との連携について述べてみたい。1 節では読み物資料を用いた基本型授業に関する重
要な補足をし，2節ではその他の授業方法としてモラルジレンマ授業について，3 節ではモラルスキルトレーニングと学級活動について取り上げ，特別活動と
の具体的なリンクの在り方について明らかにしたい。
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松下良平　2016　「オーセントリックな道徳教育へ－
道徳・倫理の多様性と学校教育」　道徳性発達研究
第10巻　第１号　1-11.　日本道徳性発達実践学会

特別の教科道徳・オーセントリックな道徳
教育・ケアの倫理

道徳の教科化によって新たに設けられた「特別の教科道徳」は、『道徳とは何か』という『問い』の探究を軽視すれば危ういものに陥落して行くであろう。だが、
道徳について学問的な成果を踏まえたものであれば、従来にない積極的な可能性を切り拓くことができると思われる。ここでは、学問的な吟味を経た多様な
道徳観や倫理観を包摂し調整する立場からなされる道徳教育をオーセントリックな道徳教育と呼び、その基本原理や今日的意義について論じる。その上で、
多様な道徳観、倫理観を調停する試みの一つとして、学校教育における道徳教育の柱となってきたリベラリズムの道徳に、ケアの倫理（人間の基底的な倫理
あるいは女性の倫理）をどのように関係づければよいかについても考察する。

494

荒木紀幸　2016　「道徳の「読み物教材・資料」に関
する研究」　道徳性発達研究　第10巻　第１号　118-
129.　日本道徳性発達実践学会

読み物教材・私たちの道徳－文科省編・
モラルジレンマ授業

平成26（2014）年文部科学省は，「道徳教育の充実に関する懇談会」の報告を受け，道徳教育用教材，「私たちの道徳」を作成，翌年３月に学習指導要領の
改訂を行い，「特別な教科　道徳」，道徳科が誕生した．この改訂の前後で，文部科学省編集の読み物資料を用いた道徳授業の「ねらい（道徳的判断力，心
情，道徳的な実践意欲，態度の観点）」が，心情重視からどのように変化したかについて，資料に基づいて検討した．研究は，１）小学校（2011）と中学生
2012）の道徳「読み物資料」（文部科学省編）における，「ねらい」の傾向，２）文部科学省編「私たちの道徳」（読み物資料，2014）に見る，小学校と中学校の道
徳の授業における「ねらい」の傾向，３）荒木他編集による「私たちの道徳」教材別ワークシート集（小学校１－２年編，３－４年編，５－６年編，中学校編，
2015）に見る，小学校と中学校の「ねらい」の傾向，３点から行われた．文部科学省が示す授業モデルの「ねらい」の分析からは，道徳的「態度」重視の傾向が
強く，「考える道徳」，「議論する道徳」に向かって移行がスムーズに行われているように見えない．

495

宮田美恵子　2016　「小学生における「防犯モラルジ
レンマ」に関する研究」　日本子ども社会学会第23回
大会、琉球大会

防犯教育・モラルジレンマ授業・声かけ場
面での迷い

この研究の目的は，いわゆる連れ去りなどの犯罪における「声かけ」場面での，子どもの迷いや葛藤発生の有無を明らかにすることである。モラルジレンマの
解決における正義や公正の見方の道徳性をベースに、児童は善意と悪意の区別がつきにくい声かけ行動に遭遇したとき、道徳判断の他に防犯的判断といっ
た別の観点が求められる。しかしこの基準は曖昧であり、道徳判断とは相反する判断を導くことがあるため、両者間に矛盾や齟齬を生じやすく、判断の付きに
くい場合がある。ある1つの行為に対し異なる観点を均衡化する意味に於いて、犯罪上のモラルジレンマが生じると考えられるので、一連の調査を行なった。

496

宮田美恵子・ＮＰＯ法人「日本こどもの安全教育総合
研究所」　2016　「『防犯モラルジレンマ学習』映像教
材」　安全教育教材「日本子ども安全教育総合研究
所」

子ど防犯安全教育・防犯モラルジレンマ
学習・対応体験学習

知らない人からの声かけに、どう対応？　映像で学ぶ子ども向け防犯教材　この映像教材は、単に防犯テクニックを学ぶだけでなく、知っている人、知らない
人にかかわらず、相手に配慮した対応ができるよう子どものこころを育む、道徳的視点を取り入れた新しい防犯教育教材です。ご家庭や放課後子ども教室、
学童保育などで、大人と子どもが一緒に映像を見て、迷った時の対応を体験して学んでいただけます。声かけ時の子どもの迷いを『防犯モラルジレンマ』と名
付けました（宮田.日本子ども社会学会2016）。

497

荒木紀幸　2016　「道徳の教科化への提言－現場
教師に望むこと－教師のつとめ、それは児童生徒の
道徳性をより高い段階に発達させること」　子どもを
育てる教師のチカラ　No.24. 冬号. 22-23. 　日本標
準

考える道徳・多面的、批判的に考えさせ
る・多様な価値観について考えを深める

「道徳の教科化」がめざすもの、○心の危機（生命尊重の不十分さ、自尊感情の乏しさ等）を改善、○「心情重視」の道徳を「判断重視」の道徳に、○社会の一
員として主体的に生きるための力を備えた日本人の育成、「道徳の授業はどう変わるか」、○発達段階を考慮した授業や指導法に、○読み物中心の授業から
「考える授業」に、○「問題解決的な道徳」の導入、○「体験的な学習」を活用、○そのために魅力的な教材開発、具体的には以下のようである。 a.多面的・批
判的に考えさせる、→「およげないりすさん」は泳げないので仲間外した動物たちが反省し翌日カメの背にリスを乗せて島に渡り、一緒に仲良く遊んだ。この話
には問題点がある。泳げないのにカメに乗って往復したこと。島に行くのと行かないのとどちらがよいか話し合わせた（堀田提案）。b.多様な価値観について考
えを深める。→「人類愛の金メダル」で、東京オリンピックでキエル兄弟はオーストラリアチームを救い優勝を逸したが、「愛の金メダル」をもらった。勇気と生命
尊重の価値葛藤で討論後、二度とトラブルのない安全な大会にするために、大会本部にすべきことを考えさせた（岡田）。ｃ.体験型や問題解決の学習で学
ぶ。→｢一中生に声をかけて下さい｣東日本大震災発生後の学校新聞を教材に、「安心して生活できる環境作りのため、社会の一員としてできること」をテ－マ
に、体育館で今被災者がいると想定し、新聞作りを行なった授業実践（野本）。3．教師自身の教育的感受性、道徳的感受性、教師自身の豊かな感性を育て
る。

498

野崎真奈美，紅林伸幸　2016　「舞台の力―道徳教
育のできる教室のための基礎理論―」　常葉大学教
育学部紀要 　第36号  49－77.

道徳の授業・モラル・ディスカッション・舞
台の力

道徳の「特別の教科」化が決定し、道徳の授業のいっそうの充実が求められている。特に、《討論》( 討論、対話、議論 ) を積極的に用いた道徳の授業が求め
られ、《討論》を通じての道徳の学習、道徳性の発達がねらいとされている。しかし、討論型の道徳の授業の提唱者であるＬ・コールバーグは、現在の学校に
おいて道徳の《討論》が困難であることを指摘し、効果的な道徳の教授法は学校改革を伴わなければならないことを明らかにしている。けれども、日本では、
学校構造の改革を伴う道徳の授業を実践することが不可能である以上、討論を可能とする条件を別のところに求めなければならない。そこで、演劇に魅了さ
れた 11 人の若き演劇者へのインタビューにより、演劇の舞台の力にそのヒントを見いだす。舞台は、受容、発散、浄化の場として、人々を魅了し、参加を促し
ている。教室にもそれらが必要である。

499

伊藤雅一 　2016　「道徳における限界から考察する
道徳教育の可能性 ―「言語ゲーム」と「他者の悪魔
化」の概念を用いて― 」　教育におけるゲーミフィ
ケーションに関する実践的研究,（千葉大学大学院人
文社会科、23-57.

教育におけるゲーミフィケーション・言語
ゲーム・モラルジレンマ

歴史的に二項対立論争になりがちであった道徳教育は理論研究の蓄積が乏しいとの指摘があり、道徳の本質を問う議論が起こっている。その一方、何となく
道徳的行為をしている日常生活では道徳の本質を問う道徳観は表出してきていない。そこで、視点を変えて道徳における限界を見ていくことで、道徳の境界
を把握し、道徳教育の理論研究の一部を担うことを試みる。道徳的行為を「言語ゲーム」として見た時、道徳をあらかじめ規定する困難がある一方、道徳世界
の存在が道徳を遵守すべきだという当為論を可能にしている。また、「言語ゲーム」という境界は他者を意識させるため、他者性と関連した道徳教育の実践に
接続しうる。ただ、実際には「他者の悪魔化」という他者機能があり、実践は容易ではない。道徳の本質論・道徳教育をめぐる議論・日常生活における道徳観
の三者それぞれの「言語ゲーム」が接するオルタナティブな「言語ゲーム」の開始が求められている。

500

木野正一郎　2016　「「道徳科」における問題解決
ワークショップを用いた小単元構成の授業開発～
「核心的価値（コア・バリュー）」に基づく補充・深化・
統合の取り組みを通して～」　早稲田大学大学院教
職研究科紀要　第 8 号　67-87.

問題解決的な学習・核心的（コア・ヴァ
リュー）価値/役割取得ワークショップ・
ローザバークス事件、バスボイコット運動
（モラルジレンマ教材－バスボイコット、堀
田訳）

研究全体を通して，「道徳科」で問題解決ワークショップを用いることの有用性，他教科で学習した内容を「道徳科」に連携させ道徳的価値を深めることの有用
性，複数の時間を用いて道徳的価値の補充・深化・統合を図る小単元構成の授業を開発することの有用性が確認できた。研究目的にも記したように，生徒た
ちは教師が一定の価値観にクローズドエンドを図るような一元的な道徳の指導に否定的で消極的な態度を示している。しかし，本実践では，一定の方向に教
師が価値づけするような場面が少なかったにもかかわらず，生徒は「非暴力による問題解決」のよさを実感するに至った。これは，「非暴力」あるいは「暴力」
による問題解決方法の長短分析や，そこから見出された短所を補完するために必要な新たな行動（知恵や努力）を探究する活動，自分の身のまわりの問題
解決に関連づけた「実生活ブレイクダウン」の活動が生徒たちの認識を深め，授業がオープンエンド形式だったにも関わらず，結果的にクローズドエンドと同じ
効果をもたらすことができたと考えられる。こうした意味においても，問題解決的な学習や探究的な学習，言語活動，内省活動などを取り入れた「考える道徳」
「議論する道徳」を普及させる必要があると筆者は考える。
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真庭秀樹、千明瑞希、星野美由紀　2016　「生命の
尊さを知り、生命あるものを大切にしようとする児童
の育成～葛藤することに重点を置いた、問題解決的
な学習を取り入れて～」　群馬県沼田市教育研究所
研究紀要　平成２８年度研究報告、小学校班　小1－
34.

命の教育・連想マップ・問題解決、葛藤授
業・杉原千畝（６０００人のビザ、杉原幸
子・杉原弘樹、金の星社、NHK参考）、「太
助が行く、東京書籍、明るい心で」、「人間
愛の金メダル、キエル兄弟、４年生の道
徳、文溪堂」

本研究では、葛藤することに重点を置いた問題解決的な学習を通して、①話し合い、②発問、③資料、の工夫をし、道徳的価値（生命の尊重）に対する考えが
深められるようにする。授業前と授業後のイメージマップを比較し、質と量で向上が認められた。葛藤に重点を置いた問題解決的な学習の有効性が、主体的
な学習、命あるものを大切にしようとする心情の育成、等でみられた。実践例1は真庭担当で簿根小3年対象に6000人のビザ；実践2は千明担当で沼田北小4
年対象に太助が行く；実践3は星野担当で升形小学校4年対象に人間愛の金メダルを行なった。

62 道徳性発達研究　第15巻　第１号



番号 著者・発表年・論文名・発表先・頁・出版社 キーワード・ジレンマ教材 要旨　 、　概要
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七里広志、橋本正輝、北村拓也、林秀樹、澤田直
美、多田尚平、太田聡　2016　 ｢ 判断のゆさぶり ｣
を意識した道徳授業の実践　滋賀大学実践センター
紀要、第24巻、29-34.

道徳の指導法・判断のゆさぶり・フォーカ
スマップ

滋賀大学教育学部附属中学校では判断に着目して，校内研究を進めている。その中で，｢判断のゆさぶり｣といった具体的な学習活動における場面の設定，
思考ツールの活用などを実践している。道徳は｢判断のゆさぶり｣場面が重要な学習活動であり，日常生活においてより適切に道徳的な判断ができる生徒を
育てたい。そこで，本校が各教科でこれまで実践してきた｢判断のゆさぶり｣を活用し，その具体的方法として資料の複数提示や思考ツールを活用した道徳の
授業を構築した。

503

森本洋介　2016　「情報モラルにおける保護主義か
らの脱却 : エンパワーメントを目標とした道徳授業へ
」　弘前大学教育学部紀要(115), 　123-133.

道徳の指導法・情報モラル・保護主義 本稿では「空気を読む／読まざるを得ない」ないし「管理型」道徳教育を乗り越えることを意図し、道徳教育で権利に関する問題と意思決定や判断力、そのた
めの分析・評価能力の育成を有機的に関連させて子どもに考えさせる授業を構想する。そして主体的に価値について子どもが考え、判断する力を獲得するこ
と、すなわちエンパワーメントを行う道徳教育を目指した小学校高学年を対象とした授業実践を行い、実践を振り返ることで、子どもをエンパワーメントする道
徳教育のあり方を明らかにすることを目的とする。結果として、半数程度の児童に情報モラルに対して自分自身で問いを投げかけ、自分なりに考え、答えを出
す能力がついたこと、その意思決定や判断のための分析・評価スキルも授業での分析や話し合いを通じてある程度培われたことがわかった。一方で残りの
半数程度の児童は従来の情報モラルレベルの理解に留まってしまった。

504

藤勝宣　2016　「道徳の指導法に関する研究－「二
通の手紙」についての考察（上）」　九州国際大学教
養研究、22，3，113－137．

道徳の指導法・二通の手紙・2つの展開
例と3つの解釈

３つの指導事例は、どれも問題点を抱えたものであり、満足のいくものではない。最後に見た指導事例は、もともと『言語活動の充実に関する指導事例集（中
学校版）』に収められたものであり、元さんが懲戒解雇になる古いストーリーに基づいているため、あくまで一つの参考事例であり、除外しても構わないかもし
れないが、現行の「指導資料」には２つの事例が示されているにもかかわらず、双方とも十分な指導資料にはなっていないと考える。たしかに、「事例①」より
も「事例②」の方が「考え、議論する」道徳には適合的な方法だと考えるが、それでも内容的には不満の残るものである。そこで、次に、「指導資料」に見られる
公定の指導方針をいったん括弧に入れて、どのような読解が可能になるのかを検討し、そこから新たな指導方法を模索せざるを得なくなる。そして、その場合
の読解は、いわゆる国語の試験問題のような一つの正解探しの読解ではなく、「考え、議論する」道徳を構築するための建設的でかなり自由な読み込みと考
察になるだろう。

505

川野哲也　2016　「道徳教育の現代的制度改革に関
する考察 タイトル : 道徳教育の現代的制度改革に
関する考察 」　 山口学芸研究　 7 号、 1ー1、山口
学芸大学

道徳科・いじめ問題対応・改革の方向性 いじめ問題の対応という課題に答えるのであれば、道徳の授業においても特別活動や生徒指導と類似の指導を行なうことになる。しかしその想定は道徳科と
しての指導が曖昧になり、また道徳的価値の理解から離れてしまうことが危惧される。改革において道徳科は明瞭になったが、いじめ問題の対応という問題
意識については余り議論は進んでいない。

506
白石崇人　2016　「日本の学校における道徳教育の
展開－修身教育,教育活動全体,道徳の時間,特別の
教科－」　 広島文教女子大学紀要 51, 47-57.

学校における道徳教育・近現代日本道徳
教育史・道徳の教科化

本稿は，日本の学校における道徳教育の展開過程について明らかにすることを目的とする。とくに，明治日本における修身教育・訓練的道徳教育の開始か
ら，第二次世界大戦後の「学校の教育活動全体における（を通して行う，を通じて行う）道徳教育」の開始や「道徳の時間」の特設を経て，「特別の教科 道徳」
の新設に至るまでの過程について検討し，そこに見られる近現代日本道徳教育史の研究課題を明らかにすることを目指す。

507

幸地京子　2016　「 自己の生き方についての考えを
深める道徳科の授業の工夫 ～協働的な学びや発
問の構成の工夫を通して～」  高知県うるま市立田
場小学校

道徳の指導法・対話的な話し合い・多角
的・多面的に考えを深めるウエ－ビング

子ども自ら問題意識をもち，多面的・多角的に意見を出し合うことができるよう，協働的な学びや資料吟味を踏まえた発問の構成の工夫を学習に取り入れて
いく。そうすることで，自己の生き方についての考えを深めることができるであろうと考え，主題を「自己の生き方についての考えを深める道徳科の授業の工
夫」，副題を「協働的な学びや発問の構成の工夫を通して」とした。

508

菊池裕次 　2016　「道徳教育論における能動的・主
体的学修の試み～ 教育実習で道徳の授業ができる
学生の育成をめざして～」 　福岡大学研究部論集
B：社会科学編（8）　53-60.

教職科目の道徳教育論・能動的、主体的
活動を取入れた授業構成・模擬授業と指
導案

座学中心の講義でなく、討論や指導案作成、模擬授業とその評価などの取り組みを通じて学生の能動的、主体的な活動を撮り入れた講義を実施している。
その結果、一定程度授業の実践的指導力を身につけさせることができた。

509

荒木紀幸　2016　「道徳の「読み物教材・資料」に関
する研究」　道徳性発達研究　第10巻　第１号　118-
129.　日本道徳性発達実践学会

道徳の「読み物教材・資料」・文部省資
料・モラルジレンマ資料

平成26（2014）年文部科学省は，「道徳教育の充実に関する懇談会」の報告を受け，道徳教育用教材，「私たちの道徳」を作成，翌年３月に学習指導要領の
改訂を行い，「特別な教科　道徳」，道徳科が誕生した．この改訂の前後で，文部科学省編集の読み物資料を用いた道徳授業の「ねらい（道徳的判断力，心
情，道徳的な実践意欲，態度の観点）」が，心情重視からどのように変化したかについて，資料に基づいて検討した．研究は，１）小学校（2011）と中学生
（2012）の道徳「読み物資料」（文部科学省編）における，「ねらい」の傾向，２）文部科学省編「私たちの道徳」（読み物資料，2014）に見る，小学校と中学校の
道徳の授業における「ねらい」の傾向，３）荒木他編集による「私たちの道徳」教材別ワークシート集（小学校１－２年編，３－４年編，５－６年編，中学校編，
2015）に見る，小学校と中学校の「ねらい」の傾向，３点から行われた．文部科学省が示す授業モデルの「ねらい」の分析からは，道徳的「態度」重視の傾向が
強く，「考える道徳」，「議論する道徳」に向かって移行がスムーズに行われているように見えない．

510

荒木寿友　2016　「考え、議論する道徳」がめざすも
の－メタ認知を重視した道徳教育実践の提案　シン
ポジウム(2015年度同志社大会」　道徳性発達研究
第10巻　第１号　32-40.　日本道徳性発達実践学会

考え、議論する道徳・21世紀型能力・メタ
認知

本稿は、新学習指導要領で示された「考え、議論する道徳」がどうすればより深いものになっていくかについての考察と実践案を提示することを目的とする。こ
の考察に当たり、まず文部科学省の教育政策を概観し、アクティブ・ラーニングという教育手法によって思考力などの育成を試みていることを示す．「考え、議
論する道徳」においても主体的な学びが重視されているが、それはややもすれば、「体験主義」「活動主義」になる可能性があるために、いかにすれば、「深く
考え、議論する道徳」になりうるか、メタ認知、真正性、当事者性という観点から論じる。その結果、道徳的な問題と自分自身を関連させる契機を授業の中に
組み込んでいくことによって、メタ認知的な視点を得ることができ、それが真正性や当事者性に関連していくことを明らかにする．またこの考察に基づいた授業
案を二つ提出する。

511

林泰成・竹田敏彦・荒木寿友・野本玲子(企画)　2016
「魅力的な道徳授業等のために必要な理論と実践
力－大学の道徳授業カリキュラムを検討する－ラウ
ンドテーブル(2015年度同志社大会」　道徳性発達研
究　第10巻　第１号　41-55.　日本道徳性発達実践
学会

道徳の指導法・道徳科授業・道徳教育カ
リキュラム(大学)

道徳の教科化を機会に、教職課程における道徳教育でどのような理論を学ばせ実践の力をはむくべばよいのか、現場と研究者から話題を提供され、フロアを
交えて座談会を行なった。「道徳教育の指導法」担当者の実践や、学生の質問、学校現場の現状や教育センターからのＯＪＴ報告等、様々な視点からの深い
議論となったが、新たに高等教育での課題も明らかになり、今後も本学会として検討を続けたいという想いも確認された。

512

堀田泰永　2016　「ワークショップ『私たちの道徳』を
こう指導する；考え、議論する道徳の授業方法」　道
徳性発達研究　第10巻　第１号　41-57.　日本道徳
性発達実践学会

道徳の授業方法・考え、議論する道徳・道
徳性発達段階

小学校学習指導要領解説特別の教科道徳編では、これまでの学校教育における道徳教育の反省から、「考える道徳」「議論する道徳」への転換が求められ
ている。今後この趣旨に沿った検定教科書が使われることとなるが、それまでは文部科学省「わたし(私）たちの道徳」が主たる教材となる。そこには所謂定番
とされる読み物資料が数多く掲載されているが、これまでの登場人物の心情を問う指導方法を踏襲していては、転換を図ることができない。そこで資料につい
て児童生徒の考えとその理由を問う授業を展開することで、考え、議論する道徳に迫る。また、その際、児童生徒の考えを教師が受け止める基準として、コー
ルバーグの道徳性発達段階理論を用いる。

513

柳沼良太･竹井秀文　2016　「問題解決型の道徳授
業の理論と実践」　岐阜大学教育学部研究報告、教
育実践研究、7．245－254．

問題解決型の道徳授業・プラグマティック
アプローチ・評価法

今日，多くの子どもたちが様々な道徳的問題（いじめ，不登校，非行，校内暴力，学級崩壊など）において悩み苦しみ助けを求めているが，それに対応できる
道徳授業の方法は未だ構成されていないのが現状なのである。こうした状況をふまえて，本稿では新たな代替案として問題解決型の道徳授業の理論を構想
し，子どもが自ら道徳的問題の解決に取り組む経験を通して，道徳的判断力，道徳的心情，道徳的意欲と態度を総合的に育むと共に，それらを道徳的行為
や道徳的習慣をも形成する道徳授業のあり方を創造することにしたい。まず１節では問題解決型の道徳授業の特徴を述べ，２節では問題解決型の道徳授業
を理論的な支柱となるプラグマティック・アプローチを解説し，３節では具体的に問題解決型の道徳授業の創り方とその評価方法を詳述し，４節では具体的な
教育実践例を２つ（みみずくとつきさま、生きた礼儀）を紹介する。

514

福山文子　2016　「考え・議論する道徳」へ向けて －
ペスタロッチの道徳教育思想を手掛かりとして－
高等教育と学生支援 　第 7 号　30-37.　お茶の水女
子大学 文教育学部

考え、議論する道徳・ペスタロッチの道徳
教育思想・主体的道徳

本稿では道徳にかかわる議論の存在を念頭に置きつつ、現状の道徳授業にかかわる課題から教師の悩みの要因を探り、ペスタロッチの道徳教育思想を手
掛かりに道徳について論考した。さらに、小玉やアーレントの議論を踏まえ、答申でも言及されている主体性に着目しつつ、「考え・議論する道徳」へ向けて考
究を試みた。道徳授業にかかわる課題の検討を通して、教員を悩ませている要因が、教員以外にあることが示唆された。「考え・議論する道徳」へ向け、これ
まで道徳授業で求められてきた指導のあり方の見直しをはじめ、優れた授業技術の捉え直しなどが進められる必要があるだろう。具体的には、あらかじめ
「正答」として想定している判断や理由を子どもたちから「引き出す」のではなく、異論を排除することなく議論を活性化することや、各自が自分の頭で考え、判
断したうえで意見を表明する機会を提供していくことが必要だと考えられた。　「考え・議論する道徳」へ向け、ペスタロッチの道徳教育思想から学べるものは
決して少なくない。授業や評価のあり方を問い直すとともに、道徳状態への移行に適した環境を整えていく必要があるだろう。人間への信頼を基盤とした自立
的道徳の意義と可能性をあらためて認識し、その深化と継承につながる取り組みが求められるのではないだろうか。

515

伊藤文一 , 柴田悦子　2016　「生徒が主体的に「考
え,議論する」道徳科の実践的研究 : モラルジレンマ
授業を通して (難波征男教授・池田肇子教授退職記
念)  」　福岡女学院大学紀要. 人文学部編 (26),
37-78.

考え、議論する道徳・モラルジレンマ授
業・モラルジレンマ教材-アルメニア大地
震、奇跡の生還（永田彰寿作）

モラルジレンマ授業を通して，生徒が主体的に「考え，議論する」道徳科の実践的研究を行う。生徒が主体的に「考え，議論する」授業は，道徳的な判断力を
高めると同時に，人間としてのよりよい生き方や善を志向する感情である道徳的心情を養うことができると考える。そして，道徳的な判断力と道徳的心情が養
われることによって，道徳的価値が自覚され，その自覚によって，それを実現しようとする道徳的実践意欲と態度を生むことになる。このように，道徳性の諸様
相は，全体として密接な関連をもつように指導することが大切であり，より包括的・総合的にとらえて，指導の効果を高める工夫が求められる。そのような授業
をするために，指導（学習）教材，指導（学習）過程，指導（学習）形態，指導技術の4つの側面から教材研究を行い，指導の効果を高める授業について考察し
たい。

516

塩津英樹　2016　「「特別の教科 道徳」導入後の道
徳教育の在り方に関する一考察 ―学習指導要領の
改正を踏まえて―　　島根大学教育学部紀要（教育
科学）第50巻　 59-64.

特別の教科　道徳・学習指導要領・考え、
議論する道徳

小学校では2018（平成30）年度から、中学校では2019（平成31）年度から、「特別の教科　道徳」が正式に実施される。本稿では、「特別の教科　道徳」導入の
経緯、「学習指導要領」の一部改正（平成27年 3 月27日）を踏まえ、「特別の教科　道徳」の目標、内容、指導方法と評価について考察を行った。以上を通じ
て、「特別の教科　道徳」導入による道徳の教科化の意義について明らかにした。

517

折口量祐　2016　「コールバーグにおける教育目的
と道徳判断に関する考察」　早稲田大学大学院教育
学研究科紀要24号、49-57.

道徳教育論・コールバーグ理論・目的と
道徳判断

本稿では，コールバーグの教育の目的を論じる際に，デューイから受けた影響について述べた。また，3 節で述べた「役割取得」は，G.H. ミード（George
Herbert Mead, 1863–1931）が用いた概念である。両者はプラグマティズムの思想家であり，コールバーグもその潮流に位置づけられると考えられるが，日本
国内の先行研究ではコールバーグをプラグマティストと捉える見方は多くない。プラグマティストとしての側面を強調することは，コールバーグの実践的関心を
明らかする上で重要なものと思われる。

518

根村直美　2016　「Kohlberg理論の新たな展開―
Victor & Cullenの倫理風土研究へ―」　日本大学経
済学部研究紀要 　81号　35-44.

道徳教育論・コールバーグ理論・Victor &
Cullen

本稿では，まず３水準６段階の理論を示し，さらにハインツの葛藤場面の反応に関する議論を整理することを通じて，Kohlberg の理論が道徳性は段階的な
「順序性」をもって存在していると想定していること，そして，最高の道徳原理を「公正」と捉えていることを明らかにした．そのうえで，「公正」の原理が様々な立
場を調停し一致した判断をもたらす最高の段階と考えられている点において，Kohlberg 理論は妥当性をもたないと論じた．また，本稿では，本研究がその一
部をなしているプロジェクトにおいて直接的な先行研究となっている Victor & Cullen の試みが Kohlberg 理論をどのように展開させたのかを検討した．そし
て，Victo & Cullen の研究を，Kohlberg 理論から「順序性」を取り去り，特定の倫理学理論へと収斂し得ているとは言えないビジネル・エシックス分野にも接続
しうるような枠組みへと展開させたものと位置づけた．そして，Victor & Cullen の研究のその視座は，産業組織の中の行為と倫理学理論との関連性に関する
考察の新たな契機をビジネス・エシックスの分野にもたらすであろうことを示唆したのである．

519

青木崇人　2016　「小中接続期における自律性の発
達をふまえた道徳授業の実践」　教育実践高度化先
行成果報告書抄録集、6,79-8４.　静岡大学

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・ココ
ロの部、遅れてきた客

小中一貫学校である沼津市立Ｓ小中一貫学校と小中連携を進めている沼津市立Ｈ小学校・Ｈ中学校において学校の教員を対象とした、小学校５・６年、中学
校１年の学年の自律性の発達的な変化について道徳の授業を切り口として迫ることとした。その手法として、モラルジレンマの授業を構想する。モラルジレン
マの授業は、コールバーグが提唱している価値葛藤による問題解決型の授業法である。あわせて、このような授業を成立させるために、どのような「資料」「授
業展開」「教師の働きかけ」が効果的であるかも探っていく。授業実践Ⅰ・Ⅱともに、他者の考えに触れながら自分の行動を判断していく楽しさを感じているこ
とが、子どもの授業のふり返りからも読み取れた。モラルジレンマの授業を我が国で進めている研究者も実践者も言及していることである。本研究でおこなっ
た他者と価値観について交流する授業は道徳授業の改善に効果をもたらすことが示唆された。また、自律性の発達をふまえた道徳授業をおこなうための３つ
の仮説は、自律性の発達を促すことも道徳の授業を改善することにも有効であるということが分かった。

520

岡田康孝　2016　「道徳授業の多様な指導法を目指
して－ジレンマ資料の活用を通じて－」　平成28年
度兵庫県優秀教職員事例集　50-53.

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材（だれのをさきにしようか
な？、文啓一部改作、徳永悦郎）

コールバーグ流の道徳性の発達段階は、１段階上の考え方に触れることで促されるとされる。しかし、少人数かつ単学級というような小規模校では生活経験
の同質性が高く、発達段階に大きな差が見られないために、違う段階同士による討議が困難になると予想される。この課題を、異学年合同授業を行うことに
より克服しようと試みた。異学年であれば、概して上級生が、下級生よりも高い段階にあると予想される。それぞれの段階の児童が、一段階上の考えに触れ
る機会が増し、学習の効果が高まると考えた。また、互いのよい点を認め、互いの意見を尊重し合い、互いが公平な取り扱いを受けるように心がけて討議を
する中で、相手の考えも、自分の考えも互いに尊重する態度が養われる。さらに合同授業による異学年の交流の中で、学年を超えて仲間意識が芽生え、学
校への所属感や自尊心が高まるのではないかと考えた。異学年合同授業によるモラルジレンマ道徳学習 －第１・３年生－ （平成２２年）で、役割表現を通し
て、登場人物に適切に役割取得して考えようとしていた。効果が顕著だったのは、話し合いに臨む姿勢で、異年齢であることから互いの立場を尊重し、興味深
く耳を傾け、自分の考えを見つめようとする児童が多く、それをもとに最終判断で、より高い段階の考えに変わる児童も多かった。

521

池之谷沙織（並木小学校）・  杜多奈月（松井小学
校） 　2016　「児童一人一人が思いをのびのびと表
現し、学んだことを生活に結び付けることができる道
徳の時間の指導」　所沢市立教育センター27年度専
門員研究

道徳の指導法・イメージマップ・モラルジレ
ンマ授業（サッカー大会、徳永悦郎作）

「道徳の時間」は、人間理解や他者理解をしながら、自己の生き方についての考えを補充、深化、統合する時間である。よって、自分の考えを表現する力が欠
かせない。そこで次の仮説を立て、実践した。① 児童が本時のねらいとする価値を自分のこととして捉え、「話し合いたい」と思う教材選択や資料の活用の仕
方を工夫すれば、自分の思いを表現することができるのではないか。② シンキングツールを工夫したり、意図的に話合いの場を設けたりすれば、思いを表現
しやすくなるのではないか。③ 自己の振り返りや事前・事後指導の仕方を工夫すれば、学んだことを生活に結びつけることができる。その手立て→①・共感的
な活用…主人公の心情を追って話し合う展開、・感動的な活用…資料に対する児童の感想をもとに話し合う展開、・範例的な活用…資料の中から学んだこと
を挙げて話し合う展開、・批判・弁護の活用…立場を決めて討論や話合いをする展開など、→②話合いの場の工夫、・コの字隊形等の座席配置の工夫、・ペ
アや少人数での話合いの導入など、→③ア アンケートやイメージマップ作り等、事前学習の導入、イ 学級通信による情報発信、ウ 道徳コーーの掲示、エ
『私たちの道徳』保護者欄等を用いた家庭との連携など。研究の成果として、資料の活用方法に関しては、共感的な活用及び、批判・弁護の活用で行った。特
に、後者の活用方法で行った実践③④は、児童自身に自分で立場を決めさせたことにより、話し合いたいという気持ちをより一層引き出すことができた.仮説
②の手立てである座席配置に関しては、コの字、椅子机なしの U の字、椅子のみの U の字で行ったが、「話し合いやすい」と感じる児童も多かったようであ
る。初めに実施した自己表現に関する意識調査を、検証授業後に再度実施した。その結果、自己表現の意欲に関する項目や生活に結び付けられるという項
目で、向上する傾向が見られたのは、研究の成果であると捉えられる。
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横山隆光，吉村希至，佐々木恵理，八木彩花　2016
「道徳科の内容項目「家族愛」の授業で情報モラル
に関する題材を扱った場合の意識」　岐阜女子大学
91-99.

道徳的規範意識・情報モラル・家族愛 特別の教科道徳の内容項目「家族愛」で情報モラルに関する題材を扱った授業の意識について調べた。「家族愛」と自尊感情，開放性，社会志向性，信頼
感，公共心，共感とには強い相関はみられなかった。「家族愛」は，「家族間の助け合い」「家族間の愛情」「家族間の人間的なつながり」の3つの因子から成
り，「家族間の助け合い」は社会志向性，信頼感，公共心，共感と中程度の相関がみられた。

63荒木：わが国におけるモラルジレンマ授業に関わる理論，実践，及び 教材についての文献総覧（1968～2020）



番号 著者・発表年・論文名・発表先・頁・出版社 キーワード・ジレンマ教材 要旨　 、　概要
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平田裕美　2016　「道徳性の発達を踏まえた「子ども
理解」といじめ問題に関する生徒指導―集団におけ
るいじめ加害者への印象評定―」　女子栄養大学
教職課程センター年報 Vol.1 　21-27.

いじめ行為の予防抑止・コールバーグ理
論・いじめ印象評定

本研究では，いじめ予防・抑止を目的とした道徳的環境整備の観点から，道徳性の発達（コールバーグ）を検討するため，集団における傍観者層のいじめ加
害者に対する印象を小学校高学年と中学校の学校段階に即して分析した。結果，たくましい，意欲的な，活発な，頼もしい，強気なという肯定的な形容詞は中
学生の方が「いじめる子ども」印象として強いことが示された。しかしながら，嫌いな，空虚ななどのいじめに対しての拒否的な印象も小学生よりも中学生に強
いことが認められた。いじめ加害者といじめ行為が重複していると考えられることから，中学生時期は，小学生時期に比較して，いじめを単に傍観していたの
ではなく，虚しいものだという否定的な受けとめ方もしていると思われる。以上，本稿においても道徳性の発達段階に即した変化が確認されたことから，実際
的判断が行動において実行されやすく，感性的評価は認知，行動の両面において安易に行われない「子ども理解」に準じた，いじめ予防・抑止を目的とした
生徒指導に向けた取り組みが必要であることが明らかにされた。今後は，教師のいじめに対する態度と道徳性の発達，そして感情調整に関する学習の推進
とその効果の検証が期待される。そして，学校,家庭,地域の連携により，どのようないじめも許さない姿勢，いじめ神話を捨てる勇気を教育活動全体で育成す
ることにより構築される道徳的環境の整備の必要性を説いていきたいと考える。
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松村暢彦; 　東川祐樹　2017　「防災教育ツール「ク
ロスロード」を用いた道徳性発達効果に関する研究」
愛媛大学社会共創学部紀要. vol.1, no.1,37-42.

防災教育・モラルジレンマ・クロスロード 本研究では、防災教育ツール「クロスロード」を用いた防災学習の実践を行い、コールバーグの道徳性認知発達理論に基づいた道徳性発達段階の評価と道
徳性発達への影響要因の検討を行った。小学生104名を対象として、防災授業を実施し、道徳性発達段階の評価を行った結果、他者への同調志向にある3
段階の道徳性を持つ者が最も多く、次に社会秩序の維持を志向する4段階の道徳性を持つ者が多く見られた。また、話し合い前よりも話し合い後の方が、道
徳性の発達段階の平均値が高くなっていた。これは、道徳的価値葛藤の経験から適用する規範の変化を促し、道徳性がより高次の段階に発達したと考えら
れることから、「クロスロード」は、道徳性を発達させる効果を持つ防災教育ツールであることが示された。
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荒木紀幸・松尾廣文　2017　改訂中学・高校生版社
会視点取得検査　トーヨーフィジカル

道徳性の評価・社会的視点取得検査・ア
ルメニア大地震（奇跡の生還）

モラルジレンマ・アルメニア大地震、奇跡の生還を使って、標準化した。通常（1992年）版－記述式－では、課題に対する回答の記述内容を、評定マニュアル
と照合して役割取得能力の発達段階を測定する自由記述の方法より、より詳しく測定できる。簡易（2017年）版－選択式－では、課題に対する回答を４つの
選択肢から選び、簡易版判定方法に従って役割取得能力の発達段階を同定する。改訂検査マニュアルは全23頁。
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田中敏　2017　「認知的道徳発達理論とフロイトの精
神分析学的理論に基づく道徳的判断から道徳的実
践意欲への架橋－コンフリクト概念を用いた理論
的・実践的構想－」　信州大学教育学部論集、第11
号、　41-57.

認知的道徳発達理論・精神分析理論・道
徳性、不道徳性の葛藤

ジレンマ課題の解決がよりよい道徳的価値の追究，すなわちまさに道徳性の学びであるとすれば，コンフリクト課題の解決は善意に対抗する悪意をどうする
かの探究，つまり不道徳性の学びにかかっていると言える。道徳性の学びに加えて，不道徳なるものの学びを道徳教育の内容とすべきことが，ここでも Freud
理論からの補完的な示唆として見いだせるだろう。こうした両理論の相補性がさらに整合的に図られれば，道徳的判断から道徳的実践意欲への過程を橋渡
すことが可能になる。それだけでなく，道徳性の 4 様相を 1 つの全体プロセスとして構築することに今後の研究を前進的に方向づけてくれるだろう。本論文
は，道徳性の 4 様相から成るプロセスモデルを提示し，新しい道徳科の指導と評価を考えるための教師と研究者の共通基盤を設けることをめざしてきた。し
かしスタート地点を据えた程度にとどまるだろう。

527

足立佳菜　　2017　「現代日本道徳教育史研究にお
ける平野武夫および価値葛藤論の意義に関する考
察」東北大学大学院教育学研究科『研究年報』第66
集第1号、133-158.

道徳教育論・価値葛藤論・平野武夫 本稿は，平野武夫および価値葛藤論の現代日本道徳教育史研究における意義を先行研究レビューを通して整理・考察するものである。本稿では，船山謙次
研究，貝塚茂樹研究，押谷由夫研究，宮田丈夫研究，間瀬正次研究を主たる先行研究に位置づけ分析対象とした。その結果，第一に，価値葛藤論は「道徳
の時間」の授業理論として日本の道徳教育実践の一軸を成しており，日本の道徳教育史を論じる上での研究的価値が担保されているということ。第二に，政
治的文脈で語られてきた従来型「道徳の時間」史像を脱却し，学問的要請，時代的要請，社会的要請，実践的要請など多次元で「道徳の時間」を捉える上で
平野や関西道徳教育研究会の歩みが足掛かりになり得るということ。第三に，平野の価値葛藤論の成立と変容過程を紐解くことで，「道徳の時間」成立前・後
の動向を連続性の中で捉えることが可能になること。これらに意義を見出せることを明らかにした。
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渡邊言美　2017　「道徳の指導法」授業改善の取り
組みの成果と課題」　就実論叢、46,　207-219.　就
実大学・就実短期大学

道徳の指導法・考え、議論する道徳・ハイ
ンツのジレンマ、なくしたかぎ（矢野幸彦
作）、およげないりすさん

本稿は、2015年度における「道徳の指導法」（小学校）の授業改善の取り組みについて振り返り、その成果および学生自身が「考え、議論する」大学道徳授業
となるための今後の課題を明らかにすることを目的とする。成果として、①考える素材を多数用意したので、より主体的に道徳授業について多面的にかんが
えることができた。②４年生の模擬授業を実施したことで、受講生が小学生と教員、いずれの立場からも道徳授業の方法について考察することが出来た。課
題として、①学生同士が議論をする機会がなかなか設定できなかった、②新しい検定教科書の具体的内容も明確でないままに新指導要領の道徳授業の内
容を提示するのには非常な困難を伴った、③：他教科と決定的に異なるのは、道徳授業は「めあて」そのものについて、答えが１つにできない事柄を扱うこと
になり、はっきり提示しにくい事だと考える。筆者自身が明確に「こうすればいい」という指導方法を打ち出すことが難しい部分があることを痛感、④今後記述
式の道徳科の評価を行うことが求められるが、小学校授業を行う学生にどう実感させ、評価法について考えさせるかが大きな課題である。⑤板書や資料提示
にさらに工夫が必要である点。15回に多くの内容を盛り込み、時間が足りなくなって早口で急いで進める場面も多く、学生の評価を下げる結果となったのでは
ないか。⑥課題の新聞記事コメント、学習指導案を授業の中で活用することが出来なかった。15回、90分の中では難しかった。⑦学生は、主体的に取組み、
自分の意見を述べる事は出来ていても、期末試験で学習指導要領や法規の事項の知識が定着しきれないという課題が残った。
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野村泰朗・吉住いのり　2017　「道徳的判断手続き
のメタ認知から自己決定力を育成するゲーミング教
材開発」　埼玉大学教育学部付属教育実践総合セ
ンター紀要、３,　105-110.

道徳の指導法・ゲーミング教材の開発・道
徳的判断、メタ認知

近年学校内外で起こる様々な問題を受けて道徳教育に注目が集まっている。しかし，価値の押し付けではなく，子どもたちが自分自身の力で適切な道徳的判
断ができるための，道徳的実践力を養う指導に関する実践的検討はまだまだこれからである。本研究では，村井（1990）の「道徳の三重構造」に着目し，道徳
的判断の本質を捉え直した上で，道徳的判断過程のモデルを提案した。さらに，提案したモデルにもとづいて，自らの考えで判断できる力，すなわち自己決定
力を高めるために，いろいろな問題場面における当事者役をロールプレイすることにより，自らの考えによる判断をモデルに則してメタ認知を促すゲーミング
教材を開発した。実際に大学生を対象とした実験では，被験者6 名中4 名が，教材を体験する前後において判断の質に変容がみられ，モデルにもとづくメタ
認知の高まりが道徳的判断に影響を及ぼしていることが示唆された。
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林泰成・渡邉真魚　2017　「道徳科の評価方法として
のエピソード評価 」 　上越教育大学研究紀要　36号
379-388.

道徳科評価・エピソード評価・アクティブ
ラーニング

問題の所在を明らかに明らかにし、エピソード評価の実際を取り上げ、ポーオフォリオ評価やパフォーマンス評価など｢真性の評価｣との対比によりその特色を
示す。最後に道徳科の評価としてその意義を明らかにする。道徳科におけるエピソード評価は児童生徒の道徳性を発達させる過程において児童生徒自身の
エピソードを累積することにより行なう評価方法である。それは標準テストによる評価と違って、ポートフォリオ評価やパフォーマンス評価等の真正の評価につ
ながる評価法と位置づけることができる。この点は学力概念が変化しつつある現代社会において、全人的な評価を行なおうとする試みの一つとして意義が見
出せる。
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橋本武宗　2017　「道徳的判断力を高めるためのカ
リキュラム研究― 評価指標の段階に基づく教育活
動を組み込んだ道徳学習プログラムの編成を通して
―」　平成28 年度教員長期研修報告、カリキュラム
研究、1-8.　広島県立教育センター

道徳学習プログラム・道徳性認知発達段
階・社会的視点取得能力

本研究は，評価指標の段階に基づく教育活動を組み込んだ道徳学習プログラムの編成を通して，道徳的判断力を高めるためのカリキュラムについて研究し，
考察したものである。まず，カリキュラムマネジメント・モデルを用いて所属校の道徳教育に関わるカリキュラム上の課題を分析した。その課題を踏まえ，付け
たい力を明らかにし，逆向きにカリキュラム設計を進めることでカリキュラムの改善を図った。また，道徳的行動の生成過程に沿って道徳性発達段階に基づく
評価指標を作成し，道徳学習プログラムの土台づくりを行った。所属校で校内研修を行い，所属校の道徳教育目標に照らして，付けたい力と目指す児童の姿
を共有化した上で，評価指標の段階に基づく教育活動を組み込んだ道徳学習プログラムを各学級で編成した。これらのことから，児童の道徳的判断力を高め
るための，所属校における道徳教育に関わるカリキュラムの改善方法を明らかにした。
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宮田恵美子　2017　「子どもの防犯教育を語る」　教
育インタビュー･学びの場.com：内田洋行教育総合
研究所

子どもの防犯教育・危機管理・道徳教育 「市民性のある大人を育成する」ことが防犯教育の本来目指している所。まず、就学前は家庭で自尊心を育て、自分や親・きょうだいの命を大事にしようという
気持ちを目覚めさせます。学校に上がったら先生や級友と出会い、彼らの命や安全に配慮することを学びます。そして集団の中で「人と手を組む力」――友達
との違いや良さを認め合い、他者との相互理解を深める力を身につけます。こうして皆のために協働できる市民となっていき、見守り活動等、地域や社会の
安全活動に参画していきます。 ただ、家庭教育の中で自尊心を十分育てられなかった子もいるでしょう。その場合は学校が教科や生活の様々な側面から「人
とつながる力」を育んでほしいと思います。また、学校だけがすべて抱えても、池田小のような事件には対応できませんから、こういう時こそ地域の人達のバッ
クアップが大いに必要となります。家庭では愛情の絆、学校では学習、地域はこれらを結ぶ調整役を担い、かつ「市民」のモデルとして、地域ぐるみで子どもの
防犯活動を進めていただければと思います。
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山口匡　2017　「考え、議論する道徳」と道徳的判断
力　 愛知教育大学研究報告、教育科学編　66，77-
83.

考え、議論する道徳・道徳的判断力・シチ
ズンシップ教育

なぜ「道徳的判断力」なのか。その経緯をたどることによって、 道徳科における「道徳的判断力」の意義と問題点を考察して行きたい。1．道徳科の重要課題、
2.道徳的判断力の重視、3.道徳科と資質・能力の「三つの柱」、4.何を、どのように、何のために、「考え、議論する」のか？、5.道徳的判断力と道徳的価値の理
解、「おわりに」
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菊池圭子　2017　「特別の教科道徳｣の実践に関す
る研究：既存の教育カリキュラムを援用した授業実
践を通して(fulltext )　　研究紀要/東京学芸大学附
属竹早中学校（55）16-30.

特別の教科 道徳　、道徳の指導法・自己
肯定感、自尊感情・田中さんのジレンマ
（鈴木憲作）

中学校学習指導要領解説道徳編をはじめ「特別の教科・道徳」の動きに私たち現場はどのように準備すればよいのか。今回、本校を含む幼小中連携研究の
一貫として「道徳」の研究授業を行うことから、新しい「特別の教科・道徳」として授業実践や、新たな「道徳年間計画」との連携を考察した。特に、新しいことに
取り組むというよりも、既存の学校にある年間計画をいかに工夫しながら、「道徳」の教科化にいかすことができるのか、「いじめ」問題や「他教科との連携」
も、既存の授業から構築する可能性について考察した。多くの成果と課題を見出しながら、今後も「特別の教科・道徳」の可能性について研究を深めたい。
「田中さんのジレンマ」という教材は、生徒にとって様々な「道徳的思考」を問う場となった。その中には当初考えていた「遵法精神、公徳心、家族愛、生命の尊
重」などに沿ったものだけでなく、「公正・公平、社会正義、社会参画、公共の精神」、といった内容に触れる意見も見られた。また、「貧困」というテーマに触れ
る機会も授業の中に設けていたが、そのことを意識した意見として、3名がワークシートに「モラルジレンマ＝葛藤、に即した中立的な意見、課題意識が含まれ
ている意見、社会的な問題としての視点を含んだ貧困を意識した意見」も見られた。これまでの道徳の授業に積み上げ効果の一つと考える。
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白石崇人　2017　「第6章　発達に応じた道徳教育と
は？　－児童観に基づく指導を目指して－」「資料か
ら考える道徳教育」　62-70.；指導法（Ｑ＆Ａ）70-75.
広島文教女子大学

児童観に基づく指導・モラルジレンマ授
業・「ハインツのジレンマ、シャロンのジレ
ンマ」（コールバーグ作）

発達に応じた道徳教育について提案する。先ず指導案のどこに発達状況（児童観）を記述するかについて整理する。次に、発達とは何か、特に児童期におけ
る道徳性・社会性の発達はどのように進むかについて整理する。最後に、道徳性の発達に応じた道徳教育に関する理論を紹介する。1.児童の実態（児童観）
に基づく指導案、2.道徳性・社会性の発達段階、3．道徳性発達理論（62-72頁）､　資料１；ハインツのジレンマ、資料2；３水準６段階と判断例　資料3.；学習指
導要領､教科道徳について質疑応答、資料5；シャロンのジレンマ、資料6；モラルジレンマ授業について質疑応答（学生の質問に対しての白石による11月14日
の返答）を載せている（72-75頁）

536

櫻井育夫　2017　「認知発達理論から見た中学生の
道徳判断の時代変化」　学校心理学研究　17（1）
3-16.

道徳判断・コールバーグの道徳性発達段
階、ＤＩＴ・道徳性の時代変化

本研究は，1984–1987 年及び 2008–2011 年に，Kohlberg 理論に基づく発達調査を実施し，中学生の道徳判断の時代変化について検討した。その結果，24
年前は対人的価値を重視する中学生が多かったのに対し，近年は集団的価値を重視する中学生が多いことが示された。また，道徳的葛藤の解決に際して，
近年は段階 3 の観点選択比率が低下し，段階 4 の観点選択比率が有意に高くなっており，道徳的認知構造の時代変化が認められた。その変化要因の分
析から中学校の道徳教育の方向性が示唆された。

537

伊藤朋子　2017　「道徳理論と指導法に関する「トラ
ンズアクション」 の研究 : コールバーグの道徳性発
達段階へのJ.デ ューイの影響 」　甲南大学教職教
育センター年報・2016年度研究報告書 15-33.

道徳教育論・コールバーグ理論・J.デ
ューイ

本稿では、コールバーグの道徳性発達段階へのJ.デ ューイの影響を、デ ューイの著書、論文から探り、デ ューイの教育的経験の「トランズアクション」がコー
ルバーグの発達段階における最高レベルである「自律的・脱慣習的レベル」に一致することを明らかにした。また、J.デ ューイの教育実践である「オキュペー
ション」は、新しい学習指導要領の目指す「生きる力」や「確か学力」を実現するための指針として、「特別の教科道徳」における教育方法として新たな可能性
が期待される。つまりデューイの教育経験の第1段階「セルフアクション」は、コールバーグの道徳性発達段階における第1段階「前慣習的レベル｝に相応し、
デューイの第2段階「インターアクション」は、コールバーグの第2段階「慣習的レベル」に一致することが明らかになった。またデューイの教育実践である「オ
キュペーション」は、新しい学習指導要領の目指す「生きる力」や「確かな学力」を実現するための指針として、「特別の教科道徳」における教育方法としての新
たな可能性が期待される。
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針塚瑞樹、向井隆久　2017　「教員養成課程学生の
道徳の授業観と 「考え、議論する道徳」授業の学習
指導案作成の困難性」　別府大学紀要、第58号、
75-88.

教員養成課程における道徳教育・「議論
する道徳」授業・学習指導案作成

文部科学省は「特別の教科 道徳」の小中学校での全面実施に向けて「考え、議論する道徳」へと授業の質的転換を提唱している。本稿では、教員養成課程
学生への教育・支援法の開発に繋がる基礎的な知見を得ることを目的に、学生の道徳の指導観、授業観、「考え、議論する道徳」を推奨する講義の受講後に
作成された指導案の内容を分析した。その結果、道徳の指導観、授業観に関わらず学生にとって「考え、議論する道徳」の授業（指導案）を立案することの困
難さが示された。

539

紅林伸幸，鈴木和正，川村光，越智康詞，中村瑛仁
，冨江英俊　2017　「 小・中学校における教科化前
の道徳の授業の実施状況 － 2016 年度質問紙調
査の結果から－」　常葉大学教育学部紀要　 第38
号　133～157.

道徳調査-教科化前・教科書化前の道徳
の授業状況・モラルジレンマ教材

小学生の場合、「副読本・資料集」「とてもよく取り入れている」＋「まあ取り入れている」（66.1％）や「自作のワークシート」（32.7％）、これ以外では、「モラル・ジ
レンマ教材」（55.2％）「心の状態を表すバロメーター」（39.6％）「ペープサートや人形、紙芝居」（38.8％）がある。よく取り入れる学習形態は｢ペア学習、
39.3％」、グループ（班）学習（27.9％）､｢クラス全体で深め合う議論｣（24.8％）で、「まあまあ」を含めると、約7，8割のものがそれらの形態を取り入れている授
業の終末部は、｢ノートやワークシートに授業のまとめを書かせる、90.5％、ふりかえるシート、74％というように、書く活動が多い。｢オープンエンドで終る」こと
は前者ほどでないものの､比較的取り入れられている。

540

井陽介・鈴木翔　2017　「「道徳の時間」に対する教
師の意識－中学校教師へのインタビュー調査から
－」　秋田大学教養基礎教育研究年報、75-81.

「道徳の時間」に対する教師の意識・中学
校教師へのインタビュー調査・苦手意識

本稿では，教師の「道徳の時間」に対する意識の現状を明らかにすることを通して，教師の道徳教育に関する支援等の解決策の糸口を検討していくことを目
的として分析を行うこととする。　道徳の授業を実践している教師にインタビュー調査を実施することで，教師の本音を垣間見ることができた。今回の調査を通
して，特に課題だと思われたことは，教師は「道徳の時間」に対して苦手意識を持っているものの，その苦手意識を克服しようと必ずしも意識的に考えていな
いことである。その原因になっているのが，教師の道徳軽視意識であると推察された。教師個人が自分の「道徳の時間」に苦手意識を抱いていると認識して
いながらも，他の教師も同様に「道徳の時間」に対して十分に取り組んでいないと認識している軽視意識の連鎖が，教師個人の指導技術の向上に歯止めを
かけていることが示唆された。また本調査では推察の域を超えないのであるが，そのような環境が学校現場に構築され，それらが改善されていない背景に
は，「道徳の時間」が開始されてから今日に至るまで，教師が抱いていた苦手意識や軽視意識，忌避感情が複雑にからみあってきたためだと考えられた。

541

子浦恵　2017　「道徳科における数学科と関連した
授業実践」　城西大学数学科教職課程紀要 1(2),
2001-2005.

数学科と道徳科の連携・数学科の学習活
動と関連した道徳授業の実践・ベリーグッ
トマンの「コンパス」という曲を教材として
使用

本稿では、ベリーグッドマンの「コンパス」を教材に用いて、国際平和・国際貢献を主題とする数学科と関連した道徳授業の実践案を報告した。この授業を受
けた生徒は、コンパスを使って描かれた円を見たときに、平和の大切さを感じてくれるのではないだろうか。また、授業の導入や終末において、教師が具体的
な国際情勢や国際貢献できる活動を伝えることによって、国際社会で生きる日本人として行動していく意欲が高まることを期待したい。そして、教職課程履修
者に対しては、数学の中にある道徳性を見出す面白さが伝わることを期待したい。数学科教員となった際には、数学科と融合させた道徳授業を生徒とともに
楽しみながら行ってほしいと願う。

542

藤川大祐　2017　「道徳授業における二値的課題の
扱いに関する批判的検討-｢考え、議論する道徳｣に
資する教材開発の構想-」　授業実践開発研究　第
10巻、1-8.　千葉大学教育学部授業実践開発研究
室

考え､議論する道徳・二値的課題、モラル
ジレンマ(ハインツのジレンマ、コールバー
グ作；われた花びん、徳永悦郎作）・教材
開発

2016 年 11 月 18 日に出された文部科学大臣メッセージでは「考え、議論する道徳」への転換が訴えられているが、文部科学省が発行する道徳教材「私たち
の道徳」の指導資料ではその多くが登場人物の気持ちを問うことが中心であり、「考え、議論する道徳」に資するものとは考えられない。「モラルジレンマ」や
「ココロ部！」等、二値的課題を扱う道徳授業の展開例はあるが、これらは本来二値的問題には収まらない広い解決策を検討されるべきものであり、二値的
課題を扱う必要はない。「問題解決型の道徳授業」は「考え、議論する道徳」に資するものである可能性があるものの、広く解決策を議論するにはふさわしくな
い部分が見られる。こうした課題を克服し、「考え、議論する道徳」に資する教材として、中学生と大人とが身近な問題を通して広く道徳的問題について提起す
る教材「ボクたちの出来事」の構想を示した。

543

佐藤伸彦　2017　「コールバーグの道徳性発達理論
と法的発達-段階５と刑事司法の関係から」　立命館
大学大学院先端総合学術研究科　Core Ethics
Vol.13.　87-97.

コールバーグ理論・道徳性発達段階論・
刑事司法

要旨：近時、発達段階に応じた法教育が展開されている。また、裁判員制度の導入によって裁判員として必要な資質や能力を慎重に見極めて法的な発達変
化を促すことが求められる。本稿は、コールバーグの道徳性発達理論をもとに、訴訟手続理解にとって重要な法的発達段階を検討したものである。本稿で
は、まず、コールバーグの道徳性発達理論における「法」への見方を整理した。次に、道徳的判断と法的判断の差異について分析した。最後に、社会秩序を
重視する第 4 段階に対して、第 5 段階がより手続きを重視することを確認した。その上で、実体刑法秩序の維持とは異なる手続保障の意義は、より手続を重
視する第 5 段階に至ることで理解できると論じた。結論として、法的発達変化としての第 5 段階では必ずしも法が道徳的観点に基礎づけられている必要はな
い。そして、訴訟手続をより重要と考える第 5 段階へ発達させることが手続理解にとって肝要となる。

544

船越勝　2017　「考え、議論する道徳」の授業づくりと
その実践における展開と課題―価値の複数性の視
点からの道徳の授業を通して―　和歌山大学教職
大学院紀要　第2巻.　91-101.

特別の教科　道徳・コールバーグ理論、
価値の明確化、子ども哲学・ジレンマ教
材、消えたハーモニー（松尾廣文作）

近年の道徳教育改革の結果、「特別の教科 道徳」が設置されることとなり、「考え、議論する道徳」という道徳の授業のあり方がいま求められている。それは、
価値の複数性を前提とした道徳の授業ということである。この論文では、この価値の複数性を前提にした道徳の授業という視点から、戦後の道徳の授業づく
りの実践の展開を検討し、そこから求められる「考え、議論する道徳」の授業の課題について論じる。

545

藤井啓之　2017　「道徳教育の内容と方法に関する
考察（１）社会的認知領域理論から道徳教育の内容
と授業を考える」　日本福祉大学子ども発達学論集
第9号　21-30.

社会的認知領域理論・考え、議論する道
徳・道徳授業

本研究は, 道徳性の心理学に関する一大潮流である社会的認知領域理論について, 道徳性, 社会的慣習, パーソナルなものそれぞれの独自性と, それらの
相互関係という視点から概観した. それをもとに, 日本の学習指導要領の ｢特別の教科道徳｣ における内容項目を検討することで, 内容項目に見られる固定
性 (社会化) と内容の偏り (社会的慣習偏重) という問題を明らかにするとともに, 内容の固定性と ｢考える道徳｣ という方法論の不整合の問題を明らかにした.
そのうえで, 道徳の授業を実施する際に, 社会的認知領域理論がどのように役立ちうるのか, どのような点に注意して授業を進めることで, 社会的認知領域理
論の研究成果を活かした道徳授業にできるのかについて提案を行なった.

64 道徳性発達研究　第15巻　第１号
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林泰成　2017　「考え、議論する道徳」の可能性と課
題－「アクティブ・ラーニング」の視点から－　道徳と
教育､93号　93-100．日本道徳教育学会

考え、議論する道徳・モラルジレンマ授
業・アクティブラーニング

本論文では、「考え、議論する道徳」の指導法が、次期学習指導要領のキーワードでもある「アクティブ・ラーニング」になりうるということを主張し、そうした指
導法が効果を発揮するために求められるいくつかの課題を指摘する。そのためにまず、「考え、議論する道徳」とは何なのかを、中教審の審議のまとめや専
門家会議の報告書などから明らかにする。ついで、その指導法として三つのアプローチ、すなわち、読み物教材を用いた話合い中心の指導法、討論中心の
指導法、行為中心の指導法を、順に検討する。最後に、課題として、教科化によるしばりについての問題点を指摘する。
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川野哲也　2017　「読み物資料に基づく道徳授業の
考察(1)価値｢誠実｣に焦点を当てて」　『山口学芸研
究』第8号　1-14.　山口学芸大学

読み物資料を基礎とする授業・心情追求
型対意志決定型の比較・手品師、誠実

本研究では、読み物資料に基づく授業のあり方について考察したいと考える。その第 1 回目として本論では、資料「手品師」についての議論に着目する。古
い議論を遡ることになるが、その議論は資料の扱い方や資料の意味について多くの示唆を与えており、現在においても重要な意味を持っている。本論では、
「手品師」の議論を踏まえ、読み物資料に基づく授業のあり方を整理する。その上で、価値「誠実」についての読み物資料を取り上げ、資料と価値「誠実」の関
係について考察する。

548

星裕、福岡真理子、梅本宏之、越川茂樹　2017　「道
徳の授業に対する学生の意識－「道徳の指導法」の
実施に向けた課題の検討－」　釧路論集　49号　53-
63.　北海道教育大学釧路校

道徳の指導法・イメージマップ・道徳の授
業に対する学生の意識

道徳の授業に対する学生の意識を分析した。①道徳の授業に対する否定的な印象、②授業に対するイメージの希薄さ、③道徳の授業に関する知識の不足
による不安感・課題意識の3つの視点を見出した。この3視点を踏まえた指導が学生の学びを、主体的で深いものにしていくことにつながると考える。

549

荒木紀幸、堀田泰永、榊原博美、藤澤文、府川汐
莉、岡田達也、楜澤実、大島貴子、植田和也、上田
仁紀、寺井朋子、村上正樹、畑耕二、峯明秀、森川
智之、金野誠志、清水顕人、荒木（編）2017　「考え
る道徳を創る 「新モラルジレンマ教材と授業展開」
（小学校編）」　明治図書　全150頁

考え、議論する道徳・モラルジレンマ授
業・モラルジレンマ教材開発（22話）

何れの教材も基本的に、❶指導案 ❷価値分析表 ❸授業展開 ❹板書計画 ❺ワークシート ❻授業を行う上での留意点、を含む。モラルジレンマ教材につい
て、1.小学１～２年生； ①生きものをかおう、堀田泰永、②おたんじょうかい、だれをよぼうかな、榊原博美；③とうもろこしができた、堀田泰永、④どんぐりはだ
れのもの？ 藤澤文、⑤ばったとり、岡田達也、⑥犬とてつぼうと、榊原博美、⑦だれとペアに？、楜澤実、２.小学３～４年生；①おかあさんとすてねこ、堀田泰
永 ②ルールはルールだよ。植田和也③決まりはないけれど、堀田泰永、④図書当番の仕事、上田仁紀、⑤ガーベラの折り紙、寺井朋子、⑥「継ぎ獅子」とサ
トシの思い、村上正樹、⑦ぜったいひみつ、畑耕二、３.小学５～６年生；①氷上のＦＩ　ボブスレー、楜澤実、②メダカとカダヤシ、峯明秀、③仲直り、堀田泰永、
④どうする？　『あかつき』チーム、森川智之⑤ニホンザルを守るということ、金野誠志、⑥ソメイヨシノとむかえる春、金野誠志、⑦ぼくにまかせて、岡田達也、
⑧友香のために、清水顕人・植田和也
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荒木紀幸、野口裕展、森川智之、荊木聡、廣瀬明
浩、山本善博、吉田雅子、大島聖美、井原武人、田
中真理子、中野宏美、野本玲子、小林将太、荊木
仁、和田雅博、伊藤裕康　2017　考える道徳を創る
「新モラルジレンマ教材と授業展開」（中学校編）　明
治図書　全174頁

考え、議論する道徳・モラルジレンマ授
業・モラルジレンマ教材開発（25話）

何れの教材も基本的に、❶指導案 ❷価値分析表 ❸授業展開 ❹板書計画 ❺ワークシート ❻授業を行う上での留意点、を含む。（1）中学校（１～２年生）9教
材；①　事故の責任は誰に？▼タイプⅡ、②　千歳川放水路計画▼タイプⅡ、③　家族の絆▼タイプⅠ、④　メル友って、本当の友だち？▼タイプⅡ、⑤　母の
信念▼タイプⅡ、⑥　引きこもっちゃダメ！▼タイプⅡ、⑦　マルクス＝レーム義足のスーパ－アスリート▼タイプⅡ、⑧　おばあちゃんの黄色い花▼タイプⅡ、
⑨　楽してガッテン！▼タイプⅡ（2）中学校（２～３年生）10教材；①　文明の消滅～失われた１万年～▼タイプⅠ、②　サマナ湖のバス釣り▼タイプⅡ、③　登
録抹消？ドレスデン・エルベ渓谷▼タイプⅠ、④　残された水▼タイプⅡ、⑤　夢のリンゴ作り▼タイプⅡ、⑥　私にはできない。いやきっとできる▼タイプⅡ、⑦
正義の黄金▼タイプⅡ、⑧　団長なら団長らしくしろ！　タイプⅡ、⑨　「最後のボンベ」▼タイプⅠ、⑩　ショーン・オキーフNASA長官の決断▼タイプⅡ（3）中学
校（３年生～高校生）6教材；①　TMT～聖地マウナ・ケア　をめぐって　タイプⅡ、②　塾講師の悩み▼タイプⅡ、③　トランジット・ビザ▼タイプⅡ、④　もう一つ
の苦しみ▼タイプⅠ、⑤　オザル首相の決断▼タイプⅡ、⑥　落語「一文笛」　タイプⅡ（中学１年生～高校生）
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木内浩司　2017　「子ども達が楽しさや喜びを実感し
ながら道徳的な価値の自覚を深める指導はどうあっ
たらよいか。」～「特別の教科道徳」実施に向けて～
平成28年度 学習指導研究 　小県上田教育会、第
三中学校

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・時計
係（加藤健志作）

成果～ⅰ 導入と終末の発問を同じにしたことで，授業の中で考え，議論したことを踏まえた記述が書けるようになり，自らの学びを自覚できた。ⅱ 相手や違っ
た立場（視座）で考えようとする生徒を生んだ教師の「問い返し」の有効性。一年間，研究主題「自己と対話し，友（他者）と対話し，教材と対話し，共感力を育
む三中道徳」で研究・実践してきた。そんな中で１年生のＳ生が次のような感想を書いている。今回の「時計係」や道徳の授業の資料を読んで，やっぱり答え
がないので，すごく悩ましいですが，自分と向き合えるという所と，答えがないことによって，皆が自分の意見に自信をもって発表することができる所が楽しい
なと感じました。三中道徳で扱ってきた教材には「答え」がなく，悩ましい。だからこそ「答え」を自己の中に見出そうとし（自己と対話し）たり，友という他者の意
見（友との対話）に耳を傾けたりしながら，様々な視座から事象を多面的・多角的に追究する道徳の授業に学ぶ楽しさを実感できたという感想のように思え
る。前述のように課題は多い。しかし，本年の研究はその「出発点」であり，道徳の授業の教科化に向けて，一歩一歩前進していきたい。
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河野桃子, 田村徳至　2017　「考え、議論する道徳」
を「主体的・対話的で深い学び」につなぐ発問とは―
中学校での実践事例に基づく協働的考察を通じて
―　 教育実践研究,　創刊号（1）　31-44.　信州大学

道徳の指導法・考え、議論する道徳・「主
体的・対話的で深い学び」につなぐ発問

本稿では、「考え、議論する道徳」が、「主体的・対話的で深い学び」を実現していくために、教師にどのような視点が必要となるのかについての検討を行いた
い。具体的には、とくに「発問」に焦点化し、過去に行われたある中学校での道徳授業と、それを受けた生徒がワークシートに記入した回答に基づき、研究者
としての教育学者、実践家としても教育学者が協働してベテラン教師の授業を分析するといった方法で考察を進めていく。対象授業のワークシートでは、生徒
たちは皆「主体的」に自らの考えを書き入れており、「考え、議論する」ことは授業のなかで達成されていたと考えられる。しかし、授業者としての田村が振り
返っていたように、その際の議論は一方通行になってしまい、学びが「深まり」を見せなかった。本稿の検討から、「考え、議論する道徳」を、「主体的・対話的
で深い学び」につなぐためには、教師が、生徒の認知構造に質的な変換を起こすことができるような発問を行い、また、その変換の契機となるような意見が生
徒から出された際には、それを拾って全体に投げかけることが必要となると言うことができるだろう。
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池田慎之介・太田絵梨子・福田麻莉　 2017 　「 児童
期における多様性理解： 発達的検討と理解を促す
実践の開発」　東京大学大学院教育学研究科附属
学校教育高度化・効果検証センター

多様性理解・相対主義・ディスカッション
(モラルジレンマ教材、ハインツのジレンマ
－コールバーグ作；賞状－松尾廣文作）

本研究では，多様な意見を持つ他者を理解するために，相手の価値観を推測するスキルの育成を目指した授業実践を開発し，その効果を検証した。その結
果，学級全体では相対主義の理解が促進された。また，授業中に価値観を推測しながら話し合いができた児童らに関しては，意見の対立場面で価値観を理
解することの重要性を認識するようになった。このことから，本実践には一定の効果が認められたと言える。これまで教育現場では，複数の価値観が同一の
授業内で扱われることはほとんどなった。しかし，多様性理解の重要性が高まっている今日，今回のような実践を取り入れていくことがますます重要になってく
ると言えるだろう。
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荒木紀幸・堀田泰永・荊木聡 　2017　４．モラルジレ
ンマ授業の理論、2.モラルジレンマ授業の実践、小
学校、3.中学校「諸富祥彦（編）考え、議論する道徳
科授業の新しいアプローチ10」　明治図書  64-69頁

道徳の指導法・モラルジレンマ授業、
キャットピープル（堀田）、車内での化粧
の是非（荊木）・価値の明確化

道徳科の新しいアプローチ―理論＋実践（問題解決型道徳の理論；構成的グループエンカウンターの理論；モラルスキルトレーニングの理論；モラルジレンマ
授業の理論（荒木紀幸）、小学校実践（堀田泰永）、中学校実践（荊木聡）；総合単元的道徳学習の理論；批判的吟味を生かした統合道徳の理論；『学び合い』
道徳の理論；ソーシャルスキルトレーニングの理論；パッケージ型ユニットの理論；ウェビングを活用した道徳授業の理論）、全160頁
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阿部隆幸　2017　「異年齢による価値観の違いに関
する事例的研究ーモラルジレンマ教材を用いた『学
び合い』をもとにー」　上越教育大学教職大学院研
究紀要　第4巻　37-45頁.

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・統合
的思考、実践

「特別の教科道徳」が設置され，改めて道徳の授業で「多様な価値観を認めること」「特定の価値観を押しつけないこと」が強調された。価値観の押しつけを排
除した授業方法としてモラルジレンマ教材を使った授業があるが，「教師が児童を狭い範囲でのみ思考させている」等の批判がある。その解決の一つに，
様々な道徳的葛藤場面に直面したときに「ともに同意できる案を探してみないか」と考えてみる統合的思考を促す『学び合い』での道徳授業が考えられる。本
研究ではどの年代でも統合的思考を促す『学び合い』での道徳授業が有効に働くか検証し，その有効性を確かめた。
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本間優子、内山伊知郎　2017　「役割取得能力が学
校適応に影響を及ぼすプロセス」　心理学研究　第
88巻 第2号　184– 190.

学校適応・役割取得能力・向社会的行動 本研究には限界点はあるが，役割取得能力課題は物語を読みそれに回答するという形式であり，道徳授業で違和感なく行うことができる。文部科学省は，い
じめ問題などへの対応策をまとめた政府の教育再生実行会議の提言において道徳教科化を打ち出し（文部科学省， 2013），道徳を特別の教科に格上げし，
小学校では 2018 年度より正式な教科となる（文部科学省，2015a）。道徳教科化の流れからは，正規の教科として道徳教育を行い，子どもの道徳性を高める
ことで，いじめなど学校場面における不適応行動を減少させ，学校適応を改善することを主な目的として教科化が導入されたと考えられる。本研究では向社
会的行動を，「他の子どもを励ますことがある」，「他の子どもを助けることがある」，「他の子どもに親切である」，「他の子どもに友好的である」の 4 項目で測
定したが，対人場面の役割取得能力を高めることで教室内での向社会的行動が増加すれば，いじめという不適応行動は減少し，その結果，学校肯定感が高
まることが予想される。本研究で得られた知見はいじめ防止にも役立つと考えられ，教育的意義が大きい。また，道徳教科化という時流にもマッチしており，
社会的意義も大きい。今後は実際の教育場面への介入研究が望まれる。
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宮脇拓也　2017　「友達について考える」　　吹田市
立高野台小学校

道徳指導法・モラルジレンマ授業・モラル
ジレンマ教材（ぜったいひみつ、畑耕二
作）

新モラルジレンマ教材と授業展開、畑；本教材を通して、相手の気持を考えることの大切さに気づかさせたい。更に自分の意見を受け止めてもらうことや、友
だちの意見をしっかりと聞き受け入れることの大切さを知り、自己肯定感を高めたい。この教材は道徳的不均衡な状態を均衡化への問題解決の道しるべとし
て、友だちを多面的・多角的な意見を知ることで、議論する道徳となり、主体的・対話的で深い学びにつながるアクティブ・ラーニングとなることを期待できる教
材である。

558

山口大樹・山口藍　2017　「自分の考えをもち、考え
を伝え合い、深め合う児童の育成－ICT機器を活用
した学び合いI の工夫を通して－」　学習指導案集
渋谷区立代々木山谷小学校

道徳指導法・モラルジレンマ授業・モラル
ジレンマ教材（ぜったいひみつ、畑耕二
作；決まりはないけれど、堀田泰永作）

「思考の可視化、活動・思考の共有」をねらいにモラルジレンマ授業実践－3年1組、山口大樹学級、「ぜったいひみつ」自分が主人公だったらどう考える。主人
公の判断について、立場を明確にして話合う。友だちを大切にしていこうとする意欲を高めることができる。3年2組、山口藍学級、「きまりはないけれど」、決ま
りを大切にしていくのはなんのためか、考えを深めることができる。
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村口外至　2017　「自尊感情の育成に関する実践的
研究－高校におけるジレンマ授業を中心に－」　平
成２８年度修了者　実践課題研究報告書 要旨集、
大阪教育大学

自尊感情の育成・モラルジレンマ授業・モ
ラルジレンマ教材－尊厳死（山田弘子
作）、傘を持たずに（森川智之作）

本研究の目的は、「自尊感情の育成」のための教員の手立てを抽出し、実践することでその効果や課題を検証するものである。これまでの実践の結果と東京
都教職員センターによる「子どもの自尊感情や自己肯定感に関するQ＆A」を元に、観点①「知識を持っていること」、観点②「自分を理解し、受容しているこ
と」、観点③「多様性を理解し、受容していること」、観点④「自分の意見を主張することができること」にまとめ、これら４観点の育成のための様々な手立てを
講じ、その効果を検証することとした。この４観点を複合的に育成するための手立てとしてモラルジレンマ授業を実践した。「異文化理解」における授業実践、
ジレンマ学習を実践しながら同時に国際理解問題を考えることができる「傘をもたずに」、「ケビン・カーター」といった２つのモラルジレンマ授業を含んだ一連
の小単元を実践した。ワークシートの分析から第一判断と第二判断で判断が変わらず、生徒は他者の意見や新たな事実を思考のパターンに取り入れること
でより自らの意見の根拠を強固にしていたということが判明した。モラルジレンマ授業を中心とした授業実践を通して、生徒は意見を変えない場合において
も、他者の考え方を理解し、受け入れた上で自らの価値判断を信じて回答することができていた。生徒の現実的な思考変遷を分析することで、４観点「知識・
自己理解及び受容・多様性理解及び受容・意見主張」の育成が自尊感情の育成につながるという確かな手応えを得ることができた。
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高野剛彦　2017　「講演『地元兵庫区・神戸市の産
学民公と協働した地域課題発見・解決型キャリア教
育～課題解決型道徳教育（モラルジレンマ学習）を
軸として～』（神港橘高等学校）神戸市キャリア教育
推進協議会　神戸市総合教育センター　平成29年
11月16日（木曜）14時30分～17時　　この事業は文
科省の、「地域との協議による高等学校教育改革推
進事業（高等学校における研究開発)」の指定を受け
ている（期間－令和２年度～令和４年度）

高校キャリア教育・課題解決型道徳学
習・モラルジレンマ学習

１年生から実施している課題解決型道徳教育（モラルジレンマ学習）で討議した社会的ジレンマ課題を学校内や授業での学びに収斂させることなく、地域課題
に実際に取り組むことで、学びの有効性や意義を再確認できるとともに、学習成果を実践するフィールドにもなる。社会視点取得能力検査によると、１年生の
発達段階構成は、段階1→7.4％、段階２→12.4％、段階３→34.7％、段階４→45.5％；2年生の発達段階構成は、、段階1→3％、段階２→9.7％、段階３→
50.4％、段階４→37％、高校生の標準発達段階相対比は段階1－主観的役割取得（0％）、段階2－自己内省的役割取得（22.3％）、段階3－相互的役割取得
（68.1％）、段階4－社会的及び慣習システムの役割取得（9.6％）
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荒木寿友　 2017 　「生命について考える道徳教育
－生命の教育を金森実践から考える、特集；輝け
命！！－いじめ、自殺「なぜ」」　生活教育　01、53－
60．　日本生活教育連盟

生命の道徳・金森実践・ホリスティック 「いのち」の実践は、その歴史的な継続性を縦軸に捉え、横軸は生きていることを豊かに『実感』すること、あるいは他者との関係性によって支えられていると
捉えることで、その両者を視野に入れたホリスティックな取り組みなのである。
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山口藍　2017　「みんなのための決まりについて考
える」　渋谷区立代々木山谷小学校

道徳指導法・モラルジレンマ授業・モラル
ジレンマ教材－決まりはないけれど(堀田
泰永作)

渋谷区教育委員会研究指定；自分の考えをもち、考えを伝え合い、深め合う児童の育成－ＩＣＴ機器を活用した学び合いの工夫を通して－､学習指導案集
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小牧瞳，谷山大三郎，和田翔太，藤川大祐，藤井篤
之　2017　「集団における意思決定を学ぶ中学生対
象授業プログラムの開発 : 教材「ゆら社長のジレン
マ」を用いて 」 　千葉大学大学研究紀要　千葉大学
大学院人文社会科学研究科研究プロジェクト報告書
319巻　49－56.

道徳判断・集団としての意思決定、合意
形成・キャリア教育

本研究の目的は、集団における意思決定について実践的に学べるような授業プログラムを開発し、実際に中学校で授業を行うことを通して、こうした教材の
あり方について検討することである。生徒を対象とした授業前後のアンケート調査の結果から、ほぼすべての生徒が集団における意思決定の体験を好意的
に受け止めている点で有効である可能性が示唆された。一方で集団における意思決定のための議論の方法については難しいと感じている生徒もおり、集団
としての意思決定を実現する上での具体的な声かけや指導方法について検討していく必要がある。
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永江翔太　2017　「道徳的価値との関わりを豊かに
する力を高める道徳学習指導－モラルジレンマを取
り入れた問題解決的な学習を通してー」　久留米市
教育センター　平成29年度継続研修報告書

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・発車
オーライ・二つのエピソード（あかつき中
2）

研究構造図、学習過程、役割取得の視点からの考察；「発車オーライ」では、ルールだから守る，おじいさんのためにルールを破る、が35人中23にいたが、授
業の振り返りで、「ルールはみんなが気持ちよく過ごすためにある」との意義や自分なりに深めた記述が37人中34人に増えた。これらのことから、モラルジレ
ンマを取入れた問題解決的な学習の中で，適切な補助質問を取り入れた立場討論を行なうことで、生き方の視点をは広げながら道徳的価値についての理解
を深めることができた。
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小澤理恵子　2017　「自分事として課題を捉え、考え
を深める青年期の道徳－モラルジレンマ物語課題に
読み物資料を導入した場合の検討－」　山梨大学附
属教育実践総合センター研究紀要、２２,　 179-192.

考え、議論する道徳・モラルジレンマ授
業・モラルジレンマ教材－丸山屋敏
（1997）作「本当のやさしさとは」,新聞記事
（絵門ゆう子の「がんとゆっくり日記」）

大学生、（要約）道徳が教科化され，「考え・議論する」道徳へと転換が図られ、道徳科の指導は，読み物教材の登場人物への自我関与中心の学習，問題解
決的学習など、道徳的な課題を自分事として捉え、考えを深め、自分で判断し行動へとつなげる方法が求められている。そこで、読み物資料の導入によりモラ
ルジレンマ物語課題への自我関与を高め、課題を自分事として捉え考えを深める試みを、青年期後期の大学生に対して行った。その結果、読み物資料読後
にはモラルジレンマ物語課題を自分事として捉え、メタ認知などの自己理解が深まる可能性が示された。

65荒木：わが国におけるモラルジレンマ授業に関わる理論，実践，及び 教材についての文献総覧（1968～2020）
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野村泰朗，吉住いのり　2017　「道徳的判断手続き
のメタ認知から自己決定力を育成するゲーミング教
材の開発」　埼玉大学教育学部附属教育実践総合
センター紀要, 16, 105-110.

教材開発・道徳判断手続き・ゲーミング教
材

近年学校内外で起こる様々な問題を受けて道徳教育に注目が集まっている。しかし，価値の押し付けではなく，子どもたちが自分自身の力で適切な道徳的判
断ができるための，道徳的実践力を養う指導に関する実践的検討はまだまだこれからである。本研究では，村井（1990）の「道徳の三重構造」に着目し，道徳
的判断の本質を捉え直した上で，道徳的判断過程のモデルを提案した。さらに，提案したモデルにもとづいて，自らの考えで判断できる力，すなわち自己決定
力を高めるために，いろいろな問題場面における当事者役をロールプレイすることにより，自らの考えによる判断をモデルに則してメタ認知を促すゲーミング
教材を開発した。実際に大学生を対象とした実験では，被験者 6 名中 4 名が，教材を体験する前後において判断の質に変容がみられ，モデルにもとづくメタ
認知の高まりが道徳的判断に影響を及ぼしていることが示唆された。

567
近藤多計夫　2017　「 「二つの意見」を用いた道徳授
業の実践　ー考え，議論する道徳授業をめざしてー」
教育実践研究 第27集、175-180.　上越教育大学

考え、議論する道徳・モラルディスカッショ
ン・二つの意見

モラルディスカッション授業の問題点（中越道徳研究会の指摘）の回避として「2つの意見」を用いた授業の提案を行なった。「雨のバス停で｣を用い検証授業
（ルールを守る子、思いやりを守る子の2つの意見）を行い、討論に改善を見た（1.全員が自分自身の考えを持つ；2.ねらいとする道徳的価値からぶれないで
思考できる）。
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三輪聡子　2017　「児童による登場人物の動機の把
握が道徳の時間における 物語解釈に与える影響－
口頭での物語伝達と話し合い活動に着目して －」
読書科学 第59巻 第３号　149-160.　日本読書学会

道徳の時間での物語解釈・コールバーグ
理論・ジレンマ課題

道徳の時間における物語解釈は，道徳的価値の自覚と自己の生き方についての考えの深化をねらいとして行われる（道徳教育改善研究会，2009：p.39）。
Kohlberg（1976）は「感知された矛盾（sensed　contradiction）」の重要性を指摘している。Kohlbergは，道徳的思考に矛盾が生じ，その矛盾の解消が目指され
ることで，新しい視点や思考の獲得が生じるとしている（Kohlberg,1976）。すなわち，自身の考え方の枠組みを変容させるためには，異なる解釈と触れ合うだ
けではなく，自身の解釈と他者の解釈との差異を「感知」した上で，解消を目指すことが重要なのだと考えられる。Kohlbergに代表される，矛盾を道徳的思考を
深める一つの契機とする考え方は，ジレンマ課題という矛盾を中心に据えた課題，およびそれを用いたモラルジレンマの授業として発展している。ジレンマ課
題としては，道徳的な正しさが曖昧で矛盾を感知しやすい資料が用いられ，どの行為が道徳的により望ましいのかについて葛藤を引き起こす内容となってい
る。モラルジレンマの授業では，こうした課題を用いることで葛藤を引き起こし，児童同士で考えさせることで道徳的思考を深めていくことが志向される（荒木，
2010）。このように，矛盾を強調し，葛藤を引き起こすことで物語解釈を深める方法は，ジレンマ課題に限らず文学作品などを読み物資料として用いる場合に
も積極的に応用できるだろう。例えば，冒頭に挙げた『泣いた赤おに』など，道徳の時間に特化していない作品であっても，設問や問いかけによって道徳的矛
盾に気づくように促すことはできる。また，文学作品では文章表現に着目することが登場人物の心情理解において重要になることがあるだろう。その場合は，
叙述や描写に焦点を当てるなど，国語の授業で主流となるアプローチを用いて，登場人物の思考の揺らぎや，迷い，矛盾を気づかせることも効果的であろう。
このように，教科関連的に指導方法を考えることで，道徳に特化した資料だけでなく，その他の文学作品なども道徳の時間に用い，話し合いを通して道徳的
思考を深めていくことが可能になると考えられる。
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佐々木香織　2017　「道徳的判断力を育成する授業
－モラルジレンマ教材の活用を通して（第４学年）
－」　沖縄県立総合教育センター、第61集、1-12.

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材－僕は伴走者（藤本美恵
子作）、花鉢プレゼント（上田仁紀作、楜
澤実改作）

成果　(1) 導入の工夫をすることで、児童に興味関心を持たせ、物語の世界へ引き込ませ、主人公の葛藤の立場に立たせることができた。(2) モラルディス
カッションにおいて、話合いの手順の改善、自我関与(役割取得)をさせる話合い活動の工夫等により、自分の気持ちや意見をペアやグループ、全体で発表・
共有しやすくなり、他者の意見から自分の考えを再構築することができた。(3) 板書やワークシートを工夫改善し、自分の意見や他者の視点を「見える化」する
ことにより、葛藤を多面的・多角的にとらえることができ、より高い発達段階に移行した児童が多くなった。(4) 道徳性発達段階が全体的に上昇をしたことから、
道徳的判断力が育成されると共に、道徳的実践意欲や態度が高まってきた。
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米原市立大東中学校　2017　「将来の生き方を考
え，今をがんばる大東中生の育成～学力の向上と
自尊感情の育成をめざして～ 」　米原市教育委員会
教育研究推進校園研究成果【平成27年度】

自尊感情の育成・モラルジレンマ授業・ア
ルメニア大地震（永田彰寿作）

ジレンマ資料「奇跡の生還」を用いて道徳的価値を「生命の尊重」だけでなく，「社会秩序」や「公正・公平」とも関連させ，生命尊重と社会秩序を守ることとの葛
藤を通して主体的に意志決定をすることをねらいとして展開した。生徒は，登場人物の心情に寄り添いながら，どのようにすべきかについて考える中で，友だ
ちの意見を聞いて葛藤することにより，主人公の「最良のとるべき行為」を考えていくことができた。また，発問に対して，班の中で自分の意見を発表したり，友
だちの意見を聞いたりする工夫を行うことで，自分の考えをもとうとする意欲を高めることができた。同時に，友だちの意見を聞いて自分の意見を考え直したり
修正したりする生徒も見られ，人の意見を聞くことの大切さに改めて気付く場面もあった。さらに，ジレンマ資料を扱うことで，「自分ならどうするのか」について
活発に意見を交流することができ，自分の意見を画用紙の色で表現する工夫をしたことにより，ジレンマの視覚化・意見の見える化にもつながった。道徳の時
間の指導を通して，「仲間のことを受け入れる」，「自分自身を見つめる」て，この二つのねらいを目指したとき，「自分の考えをもつ」→「人の意見を聞いて考え
を深める」→「もう一度自分の考えをもつ」という活動のサイクルを大切にした指導が必要だと考えた。そのために，今回の研究授業では，「モラルジレンマ教
材」を使って指導することが適切であると考えた。また，道徳の時間に生徒がさまざまな意見を出すことができるよう，２学期から重点的にグループによる意見
交流を行い，本授業においてもグループでの意見交流を中心に行った。
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青山裕美　2017　「道徳的判断力を高める道徳の授
業の展開－問題解決的な学習における発問の工夫
を通して－」　平成28年度教員長期研修報告　広島
県教育センター

道徳の指導法・問題解決的な学習・コー
ルバーグの道徳性発達段階表、道徳的
判断力

本研究は，問題解決的な学習における発問の工夫を通して，道徳的判断力を高める道徳の授業の展開について明らかにしようとしたものである。文献研究
から，道徳的諸価値の理解と自己の生き方についての考えの２点の要素を踏まえた発問を取り入れる問題解決的な学習を行うことが有効であることが分
かった。具体的には，「学習テーマの設定」の段階における道徳的価値の本当の意味や意義を尋ねる発問，「追求活動」の段階における問題状況の分析や
主体的な判断をさせ，解決策についての考えを深めさせる発問，「児童一人一人の解決（まとめ）」の段階における再び道徳的価値の意味や意義を尋ねる発
問の工夫を行う。その結果，人間としてどのように対処すべきか様々な場面や問題状況において，よりよい選択や判断をすることにつながり，児童の道徳的
判断力を高めることができた。このことから，本研究は，児童の道徳的判断力を高めるために有効であるといえる。授業①父の言葉－文溪堂、「本当の思い
やりとは何だろう」、授業②すれ違い－文溪堂、｢相手と理解し合うとはどういうことだろう｣、授業③多かったおつり－大阪書籍、「誠実とは何だろう｣
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小川哲哉・高橋麻理・長島利行　2017　「高校道徳に
おける動画教材開発に関する研究」　日本教育メ
ディア学会研究会論集 第47号. 1-6.

道徳、動画教材開発・高校の道徳・モラル
ジレンマ教材、合意形成

本研究のテーマは新しいタイプの動画資料の可能性とその教育的意義の一端を明らかにすることに求められる。ITC環境整備、ICTの活用の充実に関与。ア
ンケート調査に表れているようにフォトムービー形式の動画資料を使った授業では，活字だけの資料よりも理解度が極めて高いことが分かった。討議型の道
徳授業では，討議活動に至る前段階において価値葛藤の課題発見が重要であるが，活字だけでその課題を発見するためには教材の読み込みを十分に行
わなければならない。これまでにも，事前に課題の関係性を板書による図式化によって理解させた上で話し合い活動に入る方法はよく行われてきた。ただ，こ
の方法でも教材に登場する個々の事柄の布置関係や登場人物の関係性を理解することが困難な生徒も一部に存在する。そのような生徒たちにも動画資料
の活用が有効であるといえるように思われる。さらにフォトムービーについてもその有効性が確認できたように思う。フォトムービーによる動画教材化は，学習
者のイメージの拡大には有効であるように思う。ただ，文字の提示や動画の㏿さのバランスに関しては一部の生徒たちからの指摘があったため，こうした指摘
に対する検討については，さらにインタビュー調査などを通した質的な言説分析を行う必要があるように思う。今後の課題としたい。
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渡邊昌幸　　2017　「生きて働く道徳的資質・能力を
育てる道徳教育の研究～「考え、議論する道徳授
業」と道徳的環境づくりを通して～」　沖縄県島尻教
育研究所　平成29年度後期、第282回研究

考え、議論する道徳・道徳性の発達段階
（山田さんのジレンマ－道徳性発達検
査）・問題解決的学習（モラルジレンマ教
材、決まりはないけれど－堀田泰永 作、
おかあさんとすてねこ－大島貴子 作）､そ
の他自作

「山田さんのジレンマ」を用いた事前の調査では、段階１の児童が 70％、段階２の児童が 30％であり、段階３の児童はいなかった。多くの児童に「怒られたく
ないから決まりを守る」、「自分より強い人の言うことに従う」などの傾向が見られる結果であった。しかし、事後調査では、段階３が 10％、段階２が 73％、段
階１が 17％となり、相手やみんなの視点に立った行動を取ろうとする傾向が増えたことが分かった（図３）。「その結果どうなるか」、「学級のみんなならそれで
よいか」、「みんなが幸せになれるか」の３つの視点で判断や理由の正しさを考え、学級全員で吟味していく授業展開により、物事を考える視点が拡大し、道徳
的判断力が高まったと考えられる。これらのことから、問題解決的な学習を取り入れた指導過程の工夫は道徳的判断力の高まりに効果があったと考えられ
る。検証授業後のアンケートでの問題解決のプロセスに関する児童の記述を事前調査と事後調査との比較を行った。事前と比較して状況把握の記述の回数
が 11 から 32 へと増加した。事前調査での判断基準すべてが「家族の決まり」、「親の言うこと」等であり、親という権威のある者の一つの視点が正しさの判
断基準になっていた。しかし、事後調査では、「本当にそれが正しいか」、「全員が幸せになるか」等、客観的視点に立ち全員にとって公平か否かが判断の基
準となっており、その質が高まっていた。それは、授業の中で判断理由の正しさを検討する際、意図的に「みんなが幸せか」という互恵性を考慮させた結果だ
と考える。4年1組28人対象授業。
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中野啓明　2017　「PISA 型道徳授業の構想（４）」
敬和学園大学研究紀要　 第26号,　163-168.

考える,議論する道徳・「二つの意見」を用
いた道徳授業・モラルディスカッション（モ
ラルジレンマ授業）、モラルジレンマ教材
－ハインツのジレンマ（コールバーグ作）

中野の示すモラルディスカッション過程は私たちの提唱するモラルジレンマ授業と違っている（表2も参照）。「2通の手紙」をモラルジレンマ授業とした展開例と
価値分析表には竹田敏彦（荒木・松尾・荊木・楜澤実（編）「私たちの道徳」、教材別ワークシート集、中学校編、pp.172-177．明治図書）がある。法やきまりを
破ったら,刑罰を受けるだけではなく,相手に対する償いをする責任を負うことになる。また,そのことで自分や周囲の人のそれまでの生活が失われることもあ
る。本授業では，資料提示の工夫(分割提示，教師の役割演技による朗読劇)によって臨場感をもたせながら,道徳的思考を深めさせる。その上で，元さんはど
うすべきだったのかを考えさせるために，佐々木さんの憤慨の妥当性について自己決定させ，生徒同士の相互作用に持ち込む。その際，教師のパイロット役
が重要になる。モラルジレンマ授業について誤った解釈が本文中に何カ所かみられる（例1、165頁中段、「二つの意見」を用いた道徳授業の場合、モラル・
ディスカッションのように相手方を「論破すること」が目的とはならず、異なる立場からの見方・考え方に触れながら、自分の最終判断に取り込むことが可能と
なることを意味している）。
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横山隆光，吉村希至，佐々木恵理，八木彩花　2017
「道徳科の内容項目「家族愛」の授業で情報モラル
に関する題材を扱った場合の意識」　岐阜女子大学
紀要 第46号　91-99.

情報モラルのための教材・道徳科・家族
愛

特別の教科道徳の内容項目「家族愛」で情報モラルに関する題材を扱った授業の意識について調べた。「家族愛」と自尊感情，開放性，社会志向性，信頼
感，公共心，共感とには強い相関はみられなかった。「家族愛」は，「家族間の助け合い」「家族間の愛情」「家族間の人間的なつながり」の3つの因子から成
り，「家族間の助け合い」は社会志向性，信頼感，公共心，共感と中程度の相関がみられた。
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村崎京子　2017　「善悪の判断がつかない子供た
ち。結論を出さぬ「道徳」授業の弊害　ライフ
2017.07.28 406 by 『いじめから子供を守ろう！ネット
ワーク』」　まぐまぐニュース！/2017/7.28

モラルジレンマ授業法批判・クローズエン
ド授業・ぜったい、ひ・み・つ（野口裕展
作）、「ぜったいひみつ（畑耕二作）を参考
にした.

「子どもたちに道徳を教えるということ」－モラルジレンマを超えて－　いじめ事案を扱っていると、「現代の子どもたちは、どうしてこうも善悪がわからないのだ
ろう」、と感じることがあります。いじめの加害者と被害者の境界線がはっきりしないだけではなく、「何か考え方の訓練ができていないのではないか」とスクー
ルソーシャルワーカーの私としても困惑することが多々あります。この子どもたちの意識低下の背景には、小中学校の道徳の授業、「モラルジレンマ」教育の
方法に原因がありそうです。「モラルジレンマ」教育は、もともとは、自主的な討論の力を引き出したい、というのが出発点なのだと思われますが、「結論は出さ
ない」という姿勢には疑問を感じます。未熟な小中学生に対しては、結論を示さない以上、混乱させるしかない、というのが実感です。この道徳授業では、クラ
スみんなで様々な意見でにぎわいました。でも、先生は結論を出さずに終わってしまいました。「仲間の思いは、いろいろあるんだな」、「みんな意見があって、
それぞれわかるよ」、「それぞれ、みんな正しいね」、「結論は無いです…」このままで良いとは思えません。先生であれば、示すべき道があるはずです。何点
か問題点を述べてみます。第1に、「目的」と「手段」をごっちゃにしてはいけない、という点です。第2点、それぞれの「時」や、「人」の立場、そして、その「場所」
で善悪の判断も変わることを理解していない点です。3点目、教材の文章を最後まで読むと、何も配慮をしないで典子以外で相談したため、事態は険悪な方向
に進んでいる点です。【事例】「病気のお母さんを看病している親孝行な息子がいます。お母さんは、今、死にかけています。お母さんを治すには、隣町の薬局
店にある高価な薬を飲ませるしかありません。しかし、薬を買うお金がありません。息子は、お母さんを死なせるか、それとも薬を盗むべきでしょうか？」私は、
かつて少年院の中で、このモラルジレンマ事例を使いながらも、哲学的パラドックスに陥ることなく、「善とは何か」を教えていた、私が尊敬してやまない今は亡
き老先生の授業を紹介します。君たちは、短絡的に考え行動し、人を傷つけたり、人の物を盗んだりして、ここに入りました。これからは、決して、犯罪や不法
行為をしないと誓ってください。ですから、どんな理由があろうとも、薬を盗んではいけません。どうしても、お母さんの命を救いたいのであれば、立ち止まり、
考えてください。今、あなたにお金がなかったとしても、あなたのお母さんを救いたいという気持ちが本物であれば、かならず手助けして、希望をかなえようとし
てくれる人たちが現れます。だから相談してみてください。お金の工面の仕方を知ったり、仕事も紹介してくれるかもしれません。先に入院する方法もあるかも
しれません。必ず、お母さんは助かると信じてください。もしも、助からなかったとしても、決して人を恨んではなりません。助けようと思いを寄せてくださった
人々に感謝してください。そして、お母さんを大切に思った、自分自身を誇りに思ってください。あなた方には、未来への希望と、「これか」という時間という宝物
があります。だから、けっして悪い思いで心を曇らせたりしないで、あきらめず努力し工夫することを選んでください。どうしても、運命があなたの思い通りにな
らなかったとしても、天を恨んではなりません。天はあなたにのり越えられない運命は与えません。苦難を乗り越えたとき、人間として魂の勲章を得られるので
す。私は、あなた方が立派な大人になることを信じています。どうか、先生の言葉を思い出してください。あなたが思う時、必ず先生はあなたのかたわらにいま
す。
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米原市立大東中学校　2017　将来の生き方を考え,
今をがんばる大東中生の育成「学力の向上と自尊
感情の育成をめざして」 滋賀県教育研究推進校園
研究成果　平成27年度研究成果報告書

自尊感情・多角的多面的に思考・モラル
ジレンマ教材－奇跡の生還（永田彰寿
作）

自尊感情の育成のためには，道徳教育において，生徒が他者や社会，自然・環境との豊かな関わりの中で生きるという実感や達成感を深めていく経験を積
み重ね，よりよく生きていくための意欲や資質・能力を育んでいくことが大切である。そのためには，道徳教育の要となる道徳の時間が，生徒にとって，道徳的
諸価値の理解を基に，人間としての生き方について広い視野から多面的・多角的に考え，その考えを深める学習とならなければならない。本研究授業は、ジ
レンマ資料「奇跡の生還」を用いて道徳的価値を「生命の尊重」だけでなく，「社会秩序」や「公正・公平」とも関連させながら，生命尊重と社会秩序を守ることと
の葛藤を通して主体的に意志決定をすることをねらいとして展開した。生徒は，登場人物の心情に寄り添いながら，どのようにすべきかについて考える中で，
友だちの意見を聞いて葛藤することにより，主人公の「最良のとるべき行為」を考えていくことができた。また，発問に対して，班の中で自分の意見を発表した
り，友だちの意見を聞いたりする工夫を行うことで，自分の考えをもとうとする意欲を高めることができた。同時に，友だちの意見を聞いて自分の意見を考え直
したり修正したりする生徒も見られ，人の意見を聞くことの大切さに改めて気付く場面もあった。さらに，ジレンマ資料を扱うことで，「自分ならどうするのか」に
ついて活発に意見を交流することができ，自分の意見を画用紙の色で表現する工夫をしたことにより，ジレンマの視覚化・意見の見える化にもつながった。
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金子靖樹、毛内嘉威、浅部航太、宗丸晃司、植木
洋、出田周文、佐藤繁実、小原智穂、岡田多恵子、
下條拓也、森重孝介、神田秀樹、松井由紀、小出
潤、吉原聖人、加藤真也、渡辺智仁、田中清彦、鑓
水浩、荒木紀幸、清水顯人、森川智之　2017　「特集
心を揺さぶる葛藤教材と授業展開」　道徳教育　12
月号　　明治図書　2-55.

道徳の指導法・葛藤教材（友香のために-
清水彰人作；どうする？「あかつき」チー
ム-森川智之作）・授業展開

論説／葛藤教材がもつ魅力　自己分析の契機としての葛藤･･金光　靖樹、教材のタイプと活用、分類と活用の方法･･毛内　葛藤教材を生かす授業づくり；１
葛藤場面を意識した導入の工夫･･浅部　航太 ２葛藤場面を際立たせる教材提示の工夫･･宗円　晃司　３　より深く葛藤させる発問の工夫･･植木　洋　４　役
割演技の活用･･出田　周文　５　話し合いを白熱させる工夫･･佐藤　繁実　６　葛藤場面を演出する教具の工夫･･小原　智穂　７　葛藤場面の収拾の工夫･･岡
田　多恵子　心を揺さぶる「生き方の問い」「納得解」〔小学校低学年〕教材名「はしの上のおおかみ」･･下條　拓也　自己の生き方についての考えを深める〔小
学校低学年〕教材名「黄色いベンチ」･･森重　孝介　終末の葛藤で、価値について考え続ける姿勢を養う〔小学校中学年〕教材名「レストランで」･･神田　秀樹
ハクチョウの餌づけに賛成か反対か　〔小学校中学年〕教材名「ハクチョウの湖・瓢湖」･･松井　由紀　誠実な生き方についての考えを深める　〔小学校高学
年〕教材名「手品師」･･小出　潤　人物選択を行い互いの価値観の違いを多面的に捉える授業展開　〔小学校高学年〕教材名「お客様」･･吉原　聖人「ヒー
ロー」って？　「貢献」って？〔中学校〕教材名「世界一のロッカールーム」･･加藤　真也　「何を考えさせたいか」から教材を選ぶ　〔中学校〕教材名「吾一と京」･･
渡辺　智仁　　いじめを題材にした葛藤教材と授業展開　自分事として考えさせる　教材名「わたしのせいじゃない」･･田中　清彦　情報モラルを扱った授業
教材名「コト君の悩みを解決しよう」･･鑓水　浩　モラルジレンマ教材と授業展開　モラルジレンマ教材とは･･荒木　紀幸　教材名「友香のために」･･清水　顕人
教材名「どうする？　『あかつき』チーム」･･森川　智之；道徳科授業とモラルジレンマ授業について（荒木紀幸）、中教審は「考え、議論する道徳への転換｣に
は質の高い多様な指導法が必要と、ア読みもの教材の登場人物への自我関与が中心の学習、イ問題解決的な学習、ウ道徳的行為に関する体験的な学習
の三つをあげ、「主体的･対話的で深い学び｣の視点が不可欠だとしています。私たちが提唱するモラルジレンマ授業は、ア、イ、ウを包含し、更に「主体的な
学び」は道徳判断や理由づけに、また「対話的な学び」はジレンマ教材の共通理解や集団討議での「傾聴」と「対話」と関係し、「深い学び」は一主題二時間授
業や道徳性の発達を促す各種の発問と関係しています。読者はこれらの点について先に示したモラルジレンマ授業（小学校担当清水顯人－友香のために･
中学校担当森川智之－どうする？「あかつき」チーム）で具体的に確め、今後の実践に生かして下さい。

579

村上祐子、稲垣知宏　2017　「大人数講義における
情報倫理ジレンマ教材の活用法について」　情報教
育シンポジウム論文集,　(10),65-72 (2017-08-10)

大人数講義・情報倫理ジレンマ教材・討
論授業

情報倫理ジレンマ教材は，情報倫理教育の動機付けと道徳観の向上に効果があると考えられている．この教材の原点であるモラルジレンマ資料は，討論授
業に活用することで教育的効果があるとして多くの報告がされているが，同時に 200 人以上の学生が受講するような大学初年次向けに開講される一般情報
教育科目では，討論する形式の授業を実施し学生の学習過程を確認することは容易ではない．本論では大人数講義で，情報倫理ジレンマ教材を用いたグ
ループワークを導入し，学生の学習過程を可視化する．さらに，レポート課題を分析することで，情報倫理ジレンマ教材の効果について検討する．

580

林泰成 　2017　「考え、議論する道徳」の可能性と課
題 ―「アクティブ・ラーニング」の視点から―、道徳と
教育　 61(335), 　93-100.　日本道徳教育学会

考え、議論する道徳・アクティブラーニン
グ・モラルジレンマ授業

本論文では、「考え、議論する道徳」の指導法が、次期学習指導要領のキーワードでもある「アクティブ・ラーニング」になりうるということを主張し、そうした指
導法が効果を発揮するために求められるいくつかの課題を指摘する。そのためにまず、「考え、議論する道徳」とは何なのかを、中教審の審議のまとめや専
門家会議の報告書などから明らかにする。ついで、その指導法として三つのアプローチ、すなわち、読み物教材を用いた話合い中心の指導法、討論中心の
指導法、行為中心の指導法を、順に検討する。最後に、課題として、教科化によるしばりについての問題点を指摘する。
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581

新垣元子、酒井繊恵、森津美穂、宮城将吾、上地完
治　2017　《道徳実践報告》　「自分の考えを伝え合
い、深めることができる生徒の育成－道徳における
アクティブ・ラーニングを通して－　研究紀要（29）
123-128.　琉球大学

考える，議論する道徳・アクティブラーニン
グ・モラルジレンマ資料（中学２年；健二の
迷い、小川聡作、中学３年；最終決定、野
口裕展作）

本実践の目的は、道徳におけるアクティブ・ラーニングを実践することにより、生徒が主体的に道徳の授業に参加することである。また、課題解決的な学習を
取り入れ、伝え合う活動を通して、自分の考え持ち、深めることができる生徒を育成する。各学級担任・副担任がそれぞれ分担して全学級で授業を行う、
「ローテーション授業」を実践する。ローテーション授業は、「反省をすぐ次の授業に生かすことができる」、「一つの題材を用いて、深く研究を進めることができ
る」等の利点があり、道徳の時間の授業力向上が期待できる。２年生の授業実践では、「健二の迷い」、３年生の実践では「最終決定」のモラルジレンマ教材
を用いた。「課題解決的な学習」を意識した授業の実践に取り組み、生徒のアンケート結果からも、「考えることが難しかった」「みんなの意見が聞けた」など、
の意見があり、生徒の道徳の時間に対する興味・関心が高まったと考える。全職員で協力して、「ローテーション授業」を実施することができた。多様な資料活
用等の工夫を図ったことで、生徒が自分自身のことについてしっかりと考えることができ、価値の自覚を深める道徳の授業に迫ることができた。しかし、１時間
の成果としては、「自分の考えを深め合う」生徒の姿が確認できたが、生徒が自身の生き方につなげ、道徳的実践や行動の習慣化を図る指導については継
続して研究を深めていく必要がある。また、全職員の共通理解や方向性で課題が見られた。

582

竹田敏彦　2018　「道徳科の指導と評価の在り方-
「特別の教科　道徳」の趣旨を生かして」　安田女子
大学紀要　46号 　61-70.

考える,議論する道徳（二通の手紙）・道徳
性の育成・指導と評価

人格の完成及び国民の育成の基盤となるものが道徳性であり、その道徳性を育てることが学校教育における道徳教育の使命であるにもかかわらず、今日ま
で「道徳性の育成」が道徳教育や道徳の時間の指導や評価として取り上げられることが希薄であったことを指摘した。その上で、道徳性が人間としてよりよく
生きようとする人格的特性であり、道徳的判断力、道徳的心情、道徳的実践意欲及び態度を諸様相とする内面的資質であることから、今回の学習指導要領
の改訂に伴い、道徳教育及び道徳科の目標である「道徳性の育成」が真に学校教育において機能し、達成されなければならないことを論述した。具体的に
は、今後の道徳科の指導及び評価が「道徳性の育成」を踏まえて実施されなければならないことや、その妥当性が新学習指導要領の理念や内容に託されて
いること、理論と実践の往還によって検証されなければならないことを提言した。

583

仁平孝則　2018　「友達を大切にしようとする気持ち
について考える」　千葉県白井市教育センター　指導
案書庫　４年２組道徳学習指導案

道徳の指導法・モラルジレンマ教材－
ぜったいひみつ（畑耕二作）・合意、実践・
友達関係実態調査

本資料は道徳的価値から考えて正しいと判断できる考えが多くある。このため、児童の多様な考えが出されることが期待できる。お互いがもった考えを話し
合っていく中で、自分と違う価値観に出会うことが期待できる。さらに、友達のことを思っての考えや行動であることをクラス全員で共有し、どうしたらみんなが
満足できるのかを考えることで、友達との関係について一層思いを深めていく授業としたい。主人公の心の葛藤に共感しながら解決方法を探る活動を通し
て、頭では理解している「友達を大切にしようとする気持ち」をより具体的に考えさせるようにしたい。この後似た事態でどうすればよいかより深く考えさせる機

会としたい。終末の発問→　 みんなが「それならいいね」と思える方法は、

584
四条北小学校　2018　「道徳の研究授業の報告」
大東市立四条北小学校ホームページ、2018.2.

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材－ぜったいひみつ（畑耕
二作）

今日は３年２組で「ぜったいひみつ」と言う教材を使って，「友情・信頼と規則の尊重」という価値の間で葛藤することを通して、道徳的判断力を養うことをねら
いとした授業を行いました。子どもたちは自分の意見を持ち、友だちの意見を聴くことで意見が変わったり、自分の考えを深めたりしていました。

585
渋谷区立広尾小学校　2018　「道徳授業地区公開
講座」　学校だより７月号平成３０年６月２９日

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材－ぜったいひみつ（畑耕
二作）

５年１組と２組で　「ぜったいひみつ」のモラルジレンマ（道徳的迷い）に出会ったときにどう行動するかみんなで議論しました。

586

稲葉秀哉　2018　「考える道徳」「議論する道徳」の
推進　  －批判的思考力及び自律性の育成を中心
に －　カモミールnetマガジン　バックナンバー（ダイ
ジェスト版）  1月号 、2月号，3月号.　 日本女子大学
教職教育開発センター

保育、幼稚園の指導方法改善・役割取得
能力・モラルジレンマ教材

2018年1月号；第１部　道徳の授業を取り巻く諸課題　　８ 「相互理解」の素地　(2) 「役割取得能力」（社会的視点取得能力）、2018年2月号；９　ジレンマ課題、
10　モラルジレンマ資料を活用した道徳の授業、 2018年3月号；11 これからの道徳授業で大切なこと、(1)　批判的思考（多面的・多角的に考える）の充実、(2)
適切な教材の作成・選定、(2)　適切な教材の作成・選定、○子供たちは、モラルジレンマに遭遇することで物事の多様な面に注目したり、別の角度から見直し
たりするようになります。それは、「物事を広い視野から多面的・多角的に考える」こと（批判的思考）につながります。したがって、教材は、これらの活動が適
切に行われるように吟味されたものである必要があります。本論文の10において述べたように、善悪の価値判断が絡む内容は避けるべきです。「多様な価値
観を学ぶ」という名目の元に、違法な行為も許される余地があるかのような状況設定は不適切です。モラルジレンマの手法のように二つの選択肢のいずれか
を選択させる展開でなくても、広く多面的に考え多様な意見が出されるような教材も適切です。例えば、「おれはティラノサウルスだ」（宮西達也作・絵／2004／
ポプラ社）は道徳資料としても適しています。「おれはティラノサウルスだ」は、お互いにやさしい心を持ちながら、それが交わることなく、お互いにその心を知る
ことなく、別れてしまうプテラノドンとティラノサウルスの話です。ある保育士が、３歳児に読み聞かせをしたところ、じっと物語に引き込まれるように聞いていた
とのことです。同じ保育士が、５歳児に読み聞かせをしたところ、涙を浮かべながら聞いている子がいたとのことです。
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神戸市立神港橘高等学校、高野剛彦　2018　「総合
的な学習の時間」におけるモラルジレンマ授業、11
月5日（月）6時間目　1年生全クラスで実施　神戸市
立神港橘高等学校ホームページ

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材－ワクチンは誰のもとに
（武中聖子作）

神戸市立神港橘高等学校　③2019/06/21 　1年、「国語総合」授業の様子| by:１年　 1 年生の「国語総合」での芥川龍之介『羅生門』もいよいよ最終回となり
ました。本校は「総合的な学習の時間（総学）」で、モラルジレンマの授業を展開しています。それにならい登場人物「下人」の価値判断に対してどう思うか、班
で話し合い、その意見を発表し合いました。ここでも、総学委員は大活躍でした。　　②2019/01/21 　１年モラルジレンマ授業| by:１年　本日1年生は、7時間目
の「総合的な学習の時間」では、モラルジレンマ授業を実施しました。本日の授業では、「こうのとりのゆりかご」（赤ちゃんポスト）を「設置すべき」か、それとも
「設置すべきでない」かという内容でした。「命の重さ」、「人間の尊厳」についてクラスごとに話し合い考えました。　　　　①2018/11/05 　1年生モラルジレンマ
授業| by:１年　11月5日（月）6時間目の「総合的な学習の時間」の授業の様子です。今週はモラルジレンマ授業です。「ワクチンは誰のため」と題した課題文が
あり、それに対して意見をまとめてグループで発表し合いました。モラルジレンマの授業も回を重ねる度に、総学委員がしっかりと指示を出し、授業を展開して
います。どのクラスも活発な意見交換が行われていました。　　　 2017年入学　なんだかんだでいいと思える学校　④2019年07月投稿　★★★★☆ 4.0　[校
則 1｜ いじめの少なさ 4｜ 部活 4｜ 進学 4｜ 施設 5｜ 制服 4｜ イベント 2]　総合評価　みらい商学科という名前ですが学習内容は商業科と変わりません
他の学校にはないモラルジレンマ学習があったり道徳学習に力を入れています　様々な検定を取得できます。

588

善通寺市立西中学校　2018　「自我関与の意識を高
め,「考え、議論する道徳」づくり　モラルジレンマ教材
による授業改善」　平成30年度道徳教育地域支援
委託事業実施報告書　香川県善通寺市教育委員会

道徳の指導法・考え、議論する道徳・モラ
ルジレンマ教材－決勝戦（畑耕二作）、氷
河上の決断（奥村光太郎作）

氷河上の決断の授業では、単に「命は大切」と価値を押しつけるのでなく、問題解決的な学習の手法により、自分が隊長の立場なら、救出が最善なのかと考
えさせ、またＴＴの導入により、教師がそれぞれに寄り添ったので、より意見を活発にさせた。授業のまとめでは，生命に対する自分の考えの変遷をまとめ、自
分の生命観を再認識させた。授業の振り返りでは、「命の重さ」について改めて考えさせられた。命に関わる決断はとてつもない覚悟がいるといった意見が出
された。

589

宇佐美公生，室井麗子，佐々木聡也　2018　「生徒
の主体的な参加を促す「考え、議論する」道徳教育
プログラムの開発」　岩手大学教育学部プロジェクト
推進支援事業教育実践研究論文集 5, 119-124.

考える,議論する道徳・モラルジレンマ授
業を援用し実践・モラルジレンマ教材-こ
の子のために（コールバーグ作）

道徳的な問題場面、葛藤場面はモラルジレンマ授業以外にも存在し、それらは問題の解決に向け多面的・多角的に考える授業が可能。（1）視点や立場を変
え、より深い問い返しをすることを意識した授業の実践。（2）複数の価値が介在する問題の解決に「この子のために」判断理由づけカードを利用した学習シー
トを活用。仲間との問題解決の過程を辿り振り返ることが自分が選択した道徳的価値の再構築、定着につながり、逆の立場の考えを理解した上での価値の
選択となる。課題は話し合いについて何をどう書けばよいかが分らない子どもへの対応。

590

滝川市立江陵中学校　川原正和　2018　「「児童生
徒の心に響く道徳科の授業の在り方」～自己と他者
の心を見つめて～H29年度実践例－情報モラル」
平成29年度北海道 滝川市道徳教育推進事業 実践
報告書

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材（好美の告白-倉敷市立
東中）

モラルジレンマ資料を用いた「書く活動」と「話す活動」・いろいろな観点から発言が出ていたので、それを先生がうまく整理して生徒の思考が深まっていたと思
う。・モラルジレンマ教材によって立場を明確にし、多様な価値観に触れ合う（話し合う）ことは有効である。（書くことで自分の考えを整理することも従来どおり
有効）・価値観の違いを通し葛藤させることは必要であるが、本時のねらいとすることとある程度の一致が必要と思った。本時はどちらかというと「友情」に近い
と感じた。・時間の関係もあったとは思うが、「書く活動」→「話す活動」の後の全体交流の場で、「③わからない」を選択した生徒の気持ちも聞いてみたかっ
た。そこにも「友情」と「遵法」のジレンマがあったと思う。

591

山田潤　2018　「他者の考えを理解しながら自分の
考えを吟味し、様々な視点から問題について考え、
判断する力を高める道徳の授業」　平成３０年度新
潟県小学校教育課程研究会、資料３

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材－ぜったいひみつ（畑耕
二作）

(1) 児童の考えを揺さぶる切り返しの発問で、道徳的価値を吟味する発問２のように、それぞれが別な立場で考えられるように問うた。「お別れ会のことを言う
が、クラスのために内容を話さなければよい」「言わない分、休み時間に一緒に遊んだらいい」と具体的な解決策も出された。切り返しの発問により、相手の立
場にまで視野を広げ、心情や状況等を踏まえた考えを出すことができた。 (2) 「あなたならどうするか」と問い、自分事として考えさせ、価値理解を深める発問
１と比べると、判断は変わらなくても、違う立場の意見を受け止めて自分の考えを書いた児童や、「クラスのみんなやゆう子さんなど、それぞれの気持ちをよく
考える必要があることが改めて分かった。だから、お楽しみ会のことを言うけれど、内容は言わないようにする。」と、登場人物みんながうまくいくように判断を
した児童もいた。「あなたならどうするか」と再度問うたことで、価値理解を基に、自分なりの納得解を考える姿が見られた。

592

東京都武蔵村山市立第八小学校　2018　「平成26
～29年度研究開発学校「道徳の教科化」＜徳育科
＞　最終年度研究発表」＜徳育科＞　最終年度研究
発表会

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材－どうする？ちはるさん
（須田慎二作）

授業づくり①指導方法；習得的な学習、モラルスキルトレーニング、問題解決的な学習、アサーション、追及的な学習、モラルジレンマの紹介、問題解決的学
習の1つとして、モラルジレンマ授業の紹介。

593
岡田康孝　2018　「道徳授業の多様な指導法をめざ
して－ジレンマ資料の活用を通じて－」　平成28年
度　 兵庫県優秀教職員事例集

道徳の授業法（異学年合同授業）・モラル
ジレンマ授業・モラルジレンマ教材－だれ
のをさきにしようかな（徳永悦郎改作）

異学年であれば、一段階上の考えに触れる機会が増し、学習効果が高まると考えた。役割表現を通して登場人物に適切に役割取得して考えようとしていた。
異年齢から互いに尊重し、耳を傾け合う、自分の考えを見つめようとする児童が多かった。

594

橋迫和幸　2018　「道徳の教科化をめぐる問題とそ
の克服の課題」　九州保健福祉大学研究紀要　19．
9－19.

特別の教科・道徳・道徳的リテラシー・思
考と表現の自由

道徳の教科化にどのように向き合ったらよいだろうか。それを考察するのが、本稿の目的である。教育学的に根拠のあいまいな「特別の教科 道徳」が実施さ
れれば、道徳教育の充実の名のもとに、かえって子どもたちの道徳性を損なう恐れが大きい。そうした恐れを見据え、子どもたちに責任を負える道徳教育を
実現するには、何よりも子どもたちが自らの目で問題を吟味できる自由を保障するような道徳教育のあり方が望まれる。同時に、道徳の授業は、そこで教えよ
うとしている道徳的価値を学校生活の現実のなかで実現しようとする取り組みが現になされているときに初めて効果をもちうることが、道徳教育の基本原理と
して踏まえられなければならない。

595

山下達也　2018　「研究のイート　道徳教育における
モラルジレンマ資料の活用に関する考察－授業者
による資料作成の試行に着目して－」　成城大学共
通教育論集　第5号、133－142.

大学生への道徳教育指導法・モラルジレ
ンマ資料の作成・授業者による資料作成

本稿は、授業者によるモラルジレンマ資料の作成と活用に着目することで、小・中学校における道徳教育の実践に関する知見を得ることを目的とするもので
ある。既存のモラルジレンマ資料を使うのではなく、授業者が自らそれを作成するという試みを行った結果、それは、①モラルジレンマ資料を活用した授業に
対する一部の批判や課題を克服する可能性を宿していること、また、②道徳教育実践についての授業者自身の熟考を促すという２点の意義を持つことが明ら
かとなった。

596

城陽市立北城陽中学校道徳教育部　2018　「生徒
が主体的に「考え、議論する」道徳授業モラルジレン
マ教材を用いた「あい学習」をもとに」　令和元年８月
27 日 第 4 号　第４号　京都府城陽市立北城陽中学
校

道徳の指導法・平成28年度　 兵庫県優
秀教職員事例集・モラルジレンマ教材－
ハインツのジレンマ　（コールバーグ作）

今年度より、「特別の教科道徳」が設置され、改めて道徳の授業で「多様な価値観を認めること」、「特定の価値観を押しつけないこと」が強調されました。価値
観の押しつけをさけるための授業方法としてモラルジレンマ教材を使った授業があります。ある究極の二択を迫られた時、そもそもその二つの選択肢はどちら
か一方を選んだり一方を捨てたりすることができないことがあります。どちらかを選ぶということがそもそも間違っているというシチュエーションのもとで心に起
こる葛藤を“モラルジレンマ”といいます。8 月 20 日、京都市立東向島中学校の吉岡淳史先生を講師にお迎えして教員研修を実施しました。教師が一斉授業
で教えたい事を教えたいように教えるのではなく、授業中に子ども同士がお互いに語りあい、教師の設定した課題を達成していく授業方法について学びまし
た。様々な道徳的葛藤場面に直面したときに、ＡかＢかといった二者択一の考え方ではなく、「ともに同意できる案を探してみないか」という考え方と『あい学
習』（『学び合い』）を用いた道徳授業の指導のあり方を教員みんなで検証しました。モラルジレンマの議論をしていていると、善悪の峻別がつかない、という問
題点が上がりますが、モラルジレンマを学ぶ一番の目的は、多様な価値観を学ぶことです。ハインツの行いは正しいですか？間違っていますか？世の中には
白黒つけられないことがあるということをモラルジレンマ教材は教えてくれます。教員それぞれが、自分の授業のあり方をふり返り、より良い授業を目指してさ
らに研鑽を積むことの必要性を実感する研修となりました。
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斉藤想能美・池田誠喜  2018　「主体的・対話的で深
い学びを目指した道徳科の実践」　鳴門教育大学学
校教育学部紀要、32号、　61-68.

考え・議論する道徳・主体的、対話的､深
い学びの道徳科実践・イメージマップ

本研究は，小学校道徳科において，児童の学習が主体的・対話的で深い学びとなるような授業を通して道徳性を高めることを目指した授業実践報告である。
授業の工夫として，⑴テーマ発問を取り入れた学習形態，⑵学習ツールの活用，⑶協同的なコミュニケーション，の３点を重点とした授業を構成した。小学校
中学年３３名のクラスを対象として，道徳の内容項目 B－⑵「友達と互いに理解し，信頼し，助け合うこと」を２時間連続で取り扱った。１時間目の資料は「泣い
た赤鬼」，２時間目の資料は「さとしの心」を用いた。授業の成果と課題を明らかにするために，それぞれの時間ごとの児童ノートの記述，授業の様子，振り返
りを記述したデータを検討した。結果，授業構成上の工夫と展開における一定の成果と課題が明らかになった。

598

杉原薫　2018　「『考え、議論する道徳』にむけた授
業づくりに関する一考察－ドイツにおける道徳教育
を手がかりに－」　鹿児島大学教育学部教育実践研
究紀要　第27巻、193-200.

考え・議論する道徳・ドイツの道徳教育・
授業づくり

本研究ではドイツにおける道徳教育で実際にどのような取り組みが行われているのかを整理し、「考え、議論する道徳」を実現するための視点をとる。今後の
授業づくりにとって参考になるであろう観点を以下に整理したい。第一に、ブランデンブルク州における「LER」およびベルリンの「倫理」で構想されているテー
マへの迫り方を挙げることができる。第二に、「葛藤」や「衝突」に焦点を当てた教育実践が展開されていることを指摘することができる。第三に、道徳性の涵
養の核に「活動」が据えられていること、すなわち、道徳性にかかわる価値を教員が伝達する授業方法ではなく、「活動」を通じて子どもたち自らが価値を創造
する教育を展開していることである。

599
鵜殿篤　2018　「対話的な学び」の教育原理的考察
－ソクラテスの実践を参考に考える－」　東京家政
大学研究紀要　第58集、15-23.

教育原理・対話的な学び・ソクラテス 新しい学習指導要領で，「主体的・対話的で深い学び」という方針が示された．この方針が実質的に機能するためには，「対話」という概念が教育学に内在的
な論理で理解される必要がある．ソクラテスの対話は，この問題に対して大きな示唆を与える．論理的な対話によって人格に影響を与えるためには，お互い
の自己同一性を尊重することが大切である．また，知を求めるエロス的主体であることの自覚が必要となる．

600

広島県安芸高田市吉田中学校　2018　「平成30年
度道徳年間計画、中学3年生」　広島県安芸高田市
吉田中学校HP

道徳カリキュラム・モラルジレンマ授業・モ
ラルジレンマ教材－最終決定、大地震、
ぼくには言えない、南洋のキラ、この子の
ために、赤ちゃんポスト（コウノトリのゆり
かご）

「平成30年度道徳年間計画、中学2年生」については、モラルジレンマ教材－「こまってしまった王様」が1本、利用された。なお、出典は以下の通りである。最
終決定（野口裕展）、大地震（武中聖子）、ぼくには言えない（野口裕展）、南洋のキラ（松尾廣文）、この子のために（コールバーグ作）、赤ちゃんポスト（コウノ
トリのゆりかご－吉田雅子作）、こまってしまった王様（丸山屋敏作）

601

五島敦子　2018　「考え、議論する道徳」に資する道
道徳指導法　南山大学短期大学部紀要、終刊号、
175-190.

教職課程での道徳の指導法・教育実習で
の道徳授業の実施状況・モラルジレンマ
授業

本稿では，教職課程における道徳指導法の実施体制を踏まえて，教育実習における道徳授業を通じた学びの成果を検討した。実施体制の特徴は，学生自
身が多様な価値の捉え方ができるよう，教職科目と教科科目の各担当者が協働・連携している点である。具体的には，教職科目では，アクティ図表 3―3―2
実施にあたって困ったこと・事前に準備するべきだったこと（自由記述）・生徒の実態と学級目標。学級経営について。自分がいく中学校の指導案のフォーマッ
ト。・指導教員が多忙すぎて指導案の相談があまりできなかった。・指導教員や先生方との接し方。・教育実習の一日の流れ。各学年の学習ペース。・模擬授
業をもう少しすればよかった。板書の練習。・うるさい生徒に対する注意の仕方。・道徳指導案を教育実習前に指導教員に見てもらうこと。自主的にやっておく
べきだった。図表 3―3―1　道徳授業を通じて学んだこと（自由記述）・今まで英語の授業ばかりに集中していたが，生徒指導・道徳授業のほうがより重要で
あると思うようになった。・教師がどれだけ努力して授業づくり学校づくりを行っているかがわかった。・生徒の目線，教師の目線の両方で物事を見ることがで
きるようになった。・生徒の立場でしかとらえていなかった授業の在り方，構造などについて視野を広げることができた。・多様な人と関わることで得られる考え
方や価値観に触れ，生徒から学ぶことも多かった。・自分の言動に責任をもつこと。教師の立場としての責任感の大切さ。・現状に満足せずより良いものにす
るように研究を続けていかなければいけないと思った。・時間の管理。規則正しい生活習慣。繰り返し確認することの重要性。・臨機応変に対応する力。・アド
バイスを素直に受け入れて改善することが大切と分かった。・周りをみて考えて行動できるようになった。・社会人としての立ち振る舞い方。社会に出て働くこと
の厳しさ。・人前で話す自信がついた。まとめて簡潔に話すようになった。アクティブ・ラーニングによって指導法を学び，教科科目（異文化理解領域）では，学
生自身が多様な価値について多面的・多角的に考える機会を提供している。とくに ESD の学習は，「考え，議論する道徳」が求める「多様な価値観の人々と
協働して問題を解決していこうとする方法」を学ぶ機会となている。図表3.1.1-道徳授業を行う上で参考になった学習内容（選択）から，参考になった学習内容
は，学習指導案の作成（87％），道徳性発達段階・モラルジレンマ（71％），模擬授業（65％），生徒の理解（65％），問題行動（61％）など，とくに授業の指導過
程に焦点をあてた学習内容が教育実習に生かされたことがうかがえる。これに対し，道徳教育の目的（10％），歴史（10％），評価（15％）など，原理原則に関
わる項目は効果が感じられていない。理論の指導に費やす時間が限られているため，実践との関係が理解できていないと推察される。ただし，道徳性発達段
階・モラルジレンマに関しては，講義で扱う時間が短いにもかかわらず，多くの学生が有用だと考えている。短大生対象
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川上雅子　2018　「家庭科と道徳一家庭をめぐる一
考察―」　共立女子•大学家政学部紀要 第64号、
175-186.

家庭科と道徳・松下良平の道徳をめぐる
家庭科教育・ケアの倫理

家庭科は現実の生活に依拠しており、その内容は現実の生活とのすり合わせがなければならないが、学ぶ者も教える者も生活の主体でもあり、対象を客観
化しない限りは始まらない。松下良平氏が先のシンポジウムの質疑において、道徳的価値の押しつけなど家族学習の難しさについて問われた際、「きれいご
とではない世界は取り扱うのが難しいし、取り扱いに慎重を要するが、自分の頭を振り絞って考えるとき、世界が広がり、自分のものになっていくのではない
かと思う」「子どもが現実を受け止められない状況で授業をするのは難しい。しかしやってみたいテーマでもある」と応えている）。現実を超えるカをもたらすた
めの家庭の本質への追究は、教師にかかっているといえよう。1947(昭和22)年の新学制のもとに家庭科を学んだ児童生徒は今や80歳前後になり、以後、
1993(平成5)年の中等教育における家庭科の男女必修化のもとに学んだ人々も40歳近くになっている。しかしながら、人々の家庭科への関心は他教科に比
べて特段にあるわけでもなく、70年を経てもなおほとんど変わらぬイメージである。人々の家庭科への無理解や無関心について言及することはたやすいが、
翻れば家庭科教育に携わる者へさらなる課題が示されているといえよう。もとより「家庭」科なのである。

603

芦澤優樹　 2018　「道徳の実践を通した生徒理解－
批判的思考と数学とのつながりに着目して－」　教
育実践高度化専攻成果報告書抄録集　 8巻  85-90.
静岡大学

道徳教育と教科教育・批判的思考と数学
とのつながり・ＮＨＫココロ部（誰を先に乗
せるか？）

批判的思考と道徳も非常に相性がいいと考える。従来の読み物道徳からの脱却を図る「考え，議論する道徳科」において，物事を多面的，客観的に捉え，自
身の思考を意識的に吟味する姿勢は，必要不可欠な基盤であると考えられる。また，コールバーグの道徳性発達段階における第5段階「社会契約的遵法へ
の志向」との関連性を上地(2015)は指摘する。この段階では，社会的な視点に基づく法律や常識を守ることは大事だが，納得のいく理由があり，適切な手続
きを経て合意に至ればそれらを変更してもよいという志向の段階である。これらの視点を踏まえて，批判的思考を本研究に取り入れていくことにした。

604

田中秀佳　2018　「主体的・対話的で深い学び」に向
けた教育課程の検討－道徳における教材と授業実
践の分析を通じて－　名古屋経済大学教職支援報
1.　213－217．

主体的、対話的で深い学び・道徳教材
（二通の手紙）・教育課程の検討

二通の手紙、そのモラルジレンマとしての扱い方　　モラル・ジレンマあるいはグレーゾーンの問題として扱うべき教材は、明確な解答を見出すことが難しいか
らこそ教材としての有意性をもつのであり、オープン・エンドな授業とすることによって、白黒をつけるのが難しい日常の様々な問題に子どもたちが取り組むた
めの契機を提供するものとなるといえる。それこそが、今日志向されている「深い学び」や「考え、議論する道徳」という方針に合致した教材利用、および授業と
なるはずである(田中、2018。P216－217）。

605

柴田悦子・伊藤文一・小川菜摘　2018　「道徳科にお
ける見方・考え方の理論と実践～「特別の教科・道
徳」実施に向けて～」　福岡女子大学紀要、人文学
部編、28，153－202．

「特別の教科・道徳」・考え、議論する道
徳・自作教材-わずか2分遅れて－、サッ
カー選手京谷和幸

平成30年度は小学校で，平成31年度は中学校で，「特別の教科　道徳」の新学習指導要領が実施される。道徳教育は学校教育全体を通じて行うという，その
要としての位置付けは変わらないものの，「考える道徳」「議論する道徳」への転換を図ると明言されている。そして，道徳教育と「特別の教科　道徳」のそれぞ
れの目標が，「よりよく生きるための基盤となる道徳性を養う」ことに統一された。道徳科における「見方・考え方」は，「様々な事象を，道徳的諸価値の理解を
基に自己との関わりで広い視野から多面的・多角的に捉え，人間としての生き方について考えること」である。それを，子供たちが自在に働かせて人生を送る
ために，教員に求められる専門性とは何なのか。「考え，議論する道徳」を実践するために，どのような授業改善をすればよいのか。そもそも，道徳教育や道
徳科の目標である「道徳性の育成」とは，何を意味するのか。また，道徳教育を担う教員は，どのような理論を学び，道徳科の授業を構想し実践すればよいの
か。道徳教育の転換期である今、道徳教育の特質に応じた専門性を磨くために，教員研修や大学の教育課程で用いられるテキストの必要性を強く感じ，それ
を本稿で試みることとする。

606

高野成彦　2018　「（報告）考える道徳・議論する道
徳のコンステレーション－カリキュラム・マネジメント
の視点から－」　大妻女子大学　人間生活文化研
究、28、731－751．

考える・議論する道徳・特別の教科道徳・
道徳のカリキュラム、マネジメント

平成31年全面実施の中学校における「特別の教科 道徳」の研究の現状を「カリキュラム・マネジメント」の視点から整理・分析し，課題と展望を明らかにした．
道徳は「特別の教科」化により，「学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育の要」であり，「カリキュラム・マネジメント」，とりわけ，各教科等の学びとどうつな
げるのかが問われている．「考える道徳」「議論する道徳」のコンステレーション（布置）を描き出してみると，「社会に開かれた教育課程」の視点に立った取組
は今後の課題ではあるものの，教科横断的な取組や「現代的な課題」の取組は成果を上げつつあり，「カリキュラム・マネジメント」における「レバリッジ・ポイン
ト」の可能性が展望できた．

607

追立直也・前之園礼央・山口隼人・榊隼弥　2018
「創造的な学び」を展開する道徳教育の在り方　教
育実践研究、27，503－512．鹿児島大学教育学部

創造的な学びの道徳教育・問題解決的
（モラルジレンマ）な道徳の時間・ルービッ
クによる評価

立場カードの導入、モラルジレンマ教材の活用　本校では昨年度より創造的に考える力や考えようとする態度を見取るために，各教科においてＩＣＥモデルを
用いたルーブリックを設定した。そのようにすることによって，生徒のパフォーマンスを質的な表現で段階的に区切り，その到達段階で創造的に考える力や考
えようとする態度を見取ることを可能としてきた。そこで，道徳科における創造的に考える力や考えようとする態度を段階的に見取る手立てを講じ，生徒の道
徳性をよりよく育成する指導と評価を一体化していくことで，生徒の道徳性がより着実に養われていくものと考える。今回開発した学習指導過程１は，従来の
ように主人公の心情を追いながら，場面ごとの登場人物の思いを考え，振り返り，ねらいに達するという授業展開を踏襲しながらも，主人公だけでなく，様々
な登場人物や問題となる行動に関わる人の立場に立って，多面的・多角的に考えさせることを目的としている。そのため，手立てとして立場カードの導入や価
値葛藤が起こるモラルジレンマ資料の活用が挙げられる。学習指導過程２は，展開前半で資料の読み取りを通して道徳的価値を把握させ，展開後半では，
生徒により身近で現実的な問題を取り扱って，議論を行わせる展開となる。創造的に考える力や考えようとする態度を見取るために，ＩＣＥモデルを用いた
ルーブリック（文章による評価基準）を作成し，個々の学習状況をよ具体的な姿として見取ることにした。生徒の学習の過程や成果などの記録や作品を計画
的にファイル等に集積したものを活用して生徒の学習状況を把握するポートフォリオ評価によって，生徒が学んだ軌跡を見取っていきたいと考えた。

608

荒井豊　2018　「主体的・協働的な資質・能力を支え
る視点移動能力の重要性－視点移動という知的操
作の訓練習得が道徳科の目標達成を促す－」　明
星大学教職センター年報　第１号　29-44.

理科と関連付けた道徳の指導法・視点移
動能力・ピアジェ

理科教育で意図的計画的に視点移動能力を育成すれば、問題解決能力が身に付くと同時に日常の生活における対人（友人、班員）関係の他視点取得能力
も培われる。それらに伴い主体的・協動的な資質・能力が向上し、特別の教科　道徳科の目標達成を促進させ、よりよい人生を送る資質・能力が向上できる。
理科学習での心的な視点移動という知的操作（mental rotation）は、道徳の授業で行う役割取得（roletaking）、すなわち感情領域の他視点取得（perspective-
taking）能力に即応していることが明らかになった。　視点移動という知的操作を訓練習得する理科教育は、未来の難題を自ら解決する学習を目指す道徳教
育「考え、議論する」を支援するものである。また、この心的な視点移動（他視点取得）という知的操作は、学校生活全般における諸課題に対して、児童生徒
の主体的で協働的な活動を促進すると判断できる。

609

青山美樹　2018　「道徳とは何か？ － その研究の
変遷と道徳基盤理論の誕生」　日本大学大学院総
合社会情報研究科紀要 No.19, 121-132.

道徳性・道徳基盤理論・研究の歴史的変
遷

我々は，「道徳とは何か?」という問いに対する答えを探しつづけている。善悪の判断は，人間の道徳性の一つの側面にすぎない。世界のなかで解決すべき問
題は自己であり，そして社会である（Graham et al., 2013）。我々はこの世界におけるさまざまな問題を解決するため，適応し，複雑なメカニズムを進化させ，そ
れによって社会に生きる文化的な生き物とし，我々自身を人間たらしめてきたのである（Graham et al., 2013）。人間の道徳性というものが，複数の異なる進化
的プロセスによって，多様な精神システムとして生得的に備わってきたという考え方は，既に広く受け入れられている（e.g., de Waal, 1996; Ridley, 1996;
Joyce,2006; Wright, 1994）とされている（Graham et al.,2013）。今日，道徳基盤理論をはじめとするさまざまな仮説が，より具体的かつ実体的に道徳性というも
のの姿をとらえ，その複雑で個別的な働きを，領域を超えた多角的な視座で検証していくことが求められている。そのなかで道徳基盤理論は，人間の存在を
理解するための大胆なアプローチと，壮大な議論の場を提供したといえるのではないだろうか。

610

澤田俊也　2018　「〈研究ノート〉1950年代後半の文
部省初等・特殊教育課における「道徳」案の形成過
程についての一考察」　教育学研究  85巻　3号
321-331.　東京大学

道徳特設・文部省初等、特殊教育課・道
徳案の形成過程

本稿の目的は、1950年代後半の文部省初等・特殊教育課を対象に、「道徳」特設がいかに議論されたのか、またこの議論が政策決定にいかなる影響を与え
得たのかを検討することである。課内論議の内容は、教育課程審議会の答申や最終的に成立した「道徳」と一致する点が多いため、「道徳」のあり方を決定
づける上で重要な影響を与え得たと言える。さらに、「道徳」特設の方向性には文部省内のポリティクスが直接的に影響し、その中では専門職が重要な役割
を担っていた。

611

澤田俊也　　2018　「1958 年学習指導要領の改訂
過程に関する諸研究のレビュー─特設「道徳」・社会
科・特別教育活動に焦点を当てて─」　共栄大学研
究論集　第17号　125-138.

特設道徳・改定課程・社会科 本稿の目的は，1958 年に告示された義務教育段階における学習指導要領の改訂過程について説明している諸研究を，特設「道徳」・社会科・特別教育活動
に焦点を当ててレビューすることである。検討の結果，先行研究の多くが当時の政治的・経済的影響から改訂過程を説明していること，これらの研究は改訂
過程における与党政府の影響力の大きさを指摘していること，一方で先行研究の中には改訂過程に携わった実体験や改訂当時に作成された資料に基づい
て論じられたものがあることがわかった。先行研究のもつこれらの特徴を踏まえて，本稿は，「道徳」の特設とそれに関連する教科領域を結びつけながら，学
習指導要領の改訂過程全体を実証的に検討する必要性を指摘した。

612

今枝弘三　2018　「道徳教育におけるドラマ化の意
義─道徳教育における身体知の意義を体験過程論
から考える─」　東海大学　課程資格教育センター
論集　第17号　75-82.

道徳教育における身体知，実感道徳の指
導法・ドラマ化

道徳教育における身体知，実感がダンカンやスタニスラフスキーのレベルに達するにはかなりの修練がいる。しかしながら，両者は表現や行為における自己
一致を求める点では共通しているということが出来る。4.2. で触れたように，人間の成長にとって，人との関係の中での自己一致は大変，重要な要素であっ
た。道徳教育において，様々に役割演技やモラル・スキル・トレーニングなどドラマ化が用いられるようになってきた。その意義は標語や徳目の認知に留まら
ず，身体知，実感に触れることである。しかしながら，ドラマが演じられたときの実感を無視して，振り返りにおいてねらいとなる道徳的価値を先取りするような
ことをすれば，自己一致のチャンスを逸することになる。あくまで，分節化する前の身体の実感から，問題を吟味していくことが大切である。その場合，ねらい
通りの結論に達せず，オープン・エンドでの終了になってしまう授業もあるかもしれない。しかしながら，プロセスを重視した問題の吟味は，さまざまな道徳上の
問題を身をもって考えていく技量として身について行くに違いない。
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藤岡秀樹　2018　「特別の教科「道徳」－教材論・指
導論・指導論に焦点を当てて」　心理科学　39巻2
号、22-32.　心理科学研究会

特別の教科　道徳・教材論・指導論 ２０１７年７月に小・中学校の学習指導要領が告示されたが、最大の変化は「道徳」の教科化である。本論文では、道徳科の現状と課題について論じる。より
よい「道徳教育」を目指す視点からは、民主主義的な道徳教育にはグローバルな市民を育てるという視点も必要である。道徳教育の改善点として、筆者
（2004a,b）に追加の諸点として、6点、留意点として6点を挙げた。心理学的視点から取り組まれた道徳の指導では、コールバーグのモラルジレンマ課題の授
業がある。対立する価値葛藤を示し、児童生徒にどちらがよいと思うか、理由を含めて考えさせる学習である。

614

折口量祐 　2018　「コールバーグとデューイの共通
点」　道徳性発達研究　第11巻　第１号　3-10.　日本
道徳性発達実践学会

コールバーグ・デューイ・道徳的判断 本稿では、コールバーグとデューイがともに道徳教育において判断を重視したことを示す。国内外の先行研究においては、コールバーグがデューイを正確に
引用していないことや、コールバーグと異なり、デューイは発達に段階的な図示を与えていないことが指摘され、両者の道徳教育論には違いがあると考えら
れてきた。しかし、以下の二点を検討すれば、コールバーグとデューイに間には共通点があることが分る。第一に、両者ともに特定の価値や徳目を押しつける
ような教育のあり方を批判し、価値付けに至る過程を重視していること、第二に、両者ともに道徳原理を､具体的な問題状況の解決のための道具であると捉え
ていること、これら二点により、コールバーグとデューイの間には確かな共通点があると言えるのである。

615

藤澤文　2018　「モラルジレンマ課題を用いた討議の
教育的効果に関する研究：高校生・大学生を対象と
して」　道徳性発達研究　第11巻　第１号　11-22.
日本道徳性発達実践学会

討論の教育効果・モラルジレンマ課題・合
意形成

討論の中でも筆者は、「合意形成に到達することを目標とする』討議に焦点を当て、モラルジレンマ課題の討論場面において実証的に検討してきた。研究1で
は大学生を対象に、モラルジレンマ課題を用いた討議トレーニング短縮版と一ヶ月版群の教育的有効性の差異を検討した。討議トレーニングは短縮版も一ヶ
月版もおおむね同様の効果があるが、それぞれに固有な特徴もあることを認識した上で、使用する必要性があると考えられた。研究2では、高校生、大学生を
対象として討議トレーニング短縮版の教育的効果を検討する。その結果、高校生においても討議の教育的効果が得られること、その効果には発達年齢により
相違のあることが示された。以上の結果から、討議トレーニングを使用する際には対象者の発達年齢と学習課題のターゲットに応じて使い分けることにより、
その教育的効果を大きくすることができる可能性が示唆された。

616

藤澤文　2018　「 話し合いは道徳に関する社会的能
力を変容するか？：討議とディベートの比較」　道徳
性発達研究　第11巻　第１号　23-35.　日本道徳性
発達実践学会

討論の教育効果・討議とディベート・社会
的能力

本研究の目的は種類の異なる討論（討議とディベート）は社会的能力における教育的効果が異なるか、協調方略を支持する社会的能力が話し合いの種類に
より異なるかについて明らかにすることであった。実験協力者は討議群、あるいはディベート群に分類された。討議群は討議トレーニング短縮版、ディベート群
はディベートトレーニングを実施した。その結果、取り上げた5つの変数に関して､調査時期の主効果が見られる効果があったが、交互作用はなかった。本研
究では合意形成を目標とする討議と互いの異なる立場を主張するディベートではそれぞれにおいて使用されるトランザクションの種類が異なるため、異なる教
育的効果が生じると考えられたが、その考えは支持されなかった。

617

楜澤実　2018　「モラルジレンマ教材の開発に関わ
る基礎研究－モラルジレンマ教材「氷上のＦ1　ボブ
スレー」ができるまで －」　道徳性発達研究　第11巻
第１号　46-49.

教材開発・モラルジレンマ授業・モラルジ
レンマ教材－氷上のF1 ボブスレー（楜澤
実作）

新学習指導要領(2017)において，児童生徒が自分の生き方について主体的に考え行動できるよう,｢心情重視」から「考え・議論する」道徳への転換が図られ
た．その特長を備えた授業にモラルジレンマ授業がある．それは道徳性発達研究会が35年に渡ってモラルディスカッションを前面に据えその成果を実証して
きた授業である．本稿では討論を促すモラルジレンマ教材の開発を取り上げ、実在の人物を扱った小学校高学年用モラルジレンマ「氷上のF1　ボブスレー」に
ついて、その作成過程を分析考察した．

618

堀田泰永・三友郁・荒木紀幸　2018　「道徳の教材
研究、文部科学省道徳教材「およげない　りすさん」
道徳性発達研究　第11巻　第１号　46-49.

教材研究・読み物教材・認知的不均衡 文部科学省教材「およげない りすさん」は、みんなで仲良く遊ぶという「信頼･友情」をねらいとする教材であるが、私たちは安全面で問題がある教材と考え
る。その点を補完するために補助教材を作成し、文部科学省教材と併せた新しいアプローチの授業提案、考える道徳を創る「私たちの道徳」1.2年編、堀田
「⑩およげないりすさん」(荒木他編、2015、明治図書)である。この提案に現場の授業者、三友郁から補助教材を追加することで、文部科学省資料は「節度･節
制」をねらいとする資料となり、｢信頼･友情｣の授業にならないという疑問が寄せられた。堀田と荒木は、補助資料を活用し、「どちらの方がよいか。」を問うこと
で、子どもたちは、○「島へ行く」　りすさん一人じゃかわいそうだから。すべり台やぶらんこがあって楽しいから（りすさんにもさせてあげたいから）。○「島へ行
かない」　りすさんは泳げないので危ないから。行かなくてもみんなで遊べば楽しいから。このように、りすさんのことを考えて、「親切，思いやり」「節度、節制」
という周辺価値を通して「信頼・友情」について多面的・多角的に考えることができる。○友だちとして、本当にりすさんのことを考えているのはどっちかな。そ
れはなぜ？　堀田の「およげないりすさん」指導案による三友郁の授業実践（2年生対象）と子ども達の反応の概要が示された。堀田による終末部の新たな授
業提案；今回、三友実践を受け、堀田は判断内容（島へ行かない方が良い）について更に考えさせることが必要だと、次の３つの方法を提案した。それは、子
どもたちは、往々にして友だちとの遊び・楽しみから、危険を冒してしまうことがあると考えられるからである。①結果を類推させる、②りすさんへの役割取得を
促す、③教師の考えを提示する、特に低学年の場合は、教師・大人の判断を示し、それについて考えさせることも重要だと思います。 ○「島へ行く」「島へいか
ない」どちらもりすさんのことを考えていると思います。でも、先生は、「島へ行ってほしくない」と思います。なぜだと思いますか？　・危ないから。  ・りすさんが
かめさんの背中から落ちたらおぼれる    から。　Etc.  ○島へ行かなくても、りすさんも楽しめる方法はないかな？・みんなで鬼ごっごをして遊ぶ。　Etc.
  ○りすさんもこれで喜ぶね。
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荒木紀幸　2018　「研究ノート　道徳教育のための評
価法―連想法を使った教育評価の方法，連想マップ
について―」　道徳性発達研究　第11巻　第１号
50-101.

道徳教育のための評価法・KJ法、連想構
造マップ・授業評価

連想は､行動の最小単位の刺激と反応の連合（S-R連合）や学習の事実を表すだけでなく、想像や回想といった主体的で創造的な精神作用や思考様式、言
語構造や態度、性格、情緒など我々の精神内容などを幅広く捉えることができる（荒木、1995）。本研究報告は、この連想行動のもつ特性を道徳の授業評価
に応用しようとする試みについてである。研究では、児童から得られた自由連想語を連合強度に基づいて連想内容の構造化を行い、連想マップを作図する、
②連想内容のカテゴリー化のもとで分類整理する、を分析し、それらの結果からクラスとして学習した意味構造を明らかにし、授業効果の判断とする。なおこ
の①の方法については、KJ法（川喜田二郎: 発想法(1967)、続 発想法(1970)、 中公新書）を取り入れ､信頼性の高い、精緻化された、説得力のある、構造化
が可能となった。多様な活用例として、研究１～研究９（研１－自由連想による中学２年の“道徳教育”連想マップ（2007）；研２－「公害」防止の学習単元前後
で収集の連想マップ（1998）；研３－ゴミ問題のモラルジレンマ授業前後の連想マップ（1999）；研４－異文化理解のモラルジレンマ授業での連想マップ
（2000）；研５－「健康」に関わる連続モラルジレンマ授業前後の連想マップ（2003）；研６－モラルジレンマ授業（老人福祉）前後の「高齢者」の連想マップ
（2003）；研７－役割取得導入の「公害」授業の連想マップ（1989）；研８－前，中，後理科授業の概念構造連想（2002）；研９－「考え、議論する道徳」の先行実
践校に見る（モラルジレンマ授業２年目３学期）「道徳」の連想マップと研１との比較、2018）を紹介した。

620

澤田浩一　2018　「充実した道徳教育の実施に向け
て　～道徳科の多様なあり方を考える～」　道徳性
発達研究　第12巻　第１号　1-5.

道徳教育の充実・道徳科・新しい道徳方
法

1. 道徳性とは－二重過程モデルと言語能力の役割、道徳性について､心理学・脳科学に基づき新たな知見が蓄積されている.　2. 発達の段階に応じた道徳の
教材とは－副読本から教科書へ　道徳教育の更なる充実に向けては､発達心理学と脳科学の新たな知見に基づく道徳性の心理学の発展が欠かせないと考
える.　3.　道徳科とは－道徳的価値理解と新しい道徳方法の導入、『自分で課題を見つける』『問う力』をこれまで以上に大切にしようと言うことである.　道徳科
においては､擬似的にならざるを得ないのであるが、道徳上の失敗について学んでいく．特別な教科道徳になることがきっかけとなって、児童生徒が考える楽
しさを経験できる授業が広がることを期待したい。

621

本間優子・石川隆行・内山有美・荒木紀幸　2018
「これまでの役割取得能力（社会的視点取得能力）
研究と、これからに向けて」　道徳性発達研究　第12
巻　第１号　49-53.

役割取得能力・社会的視点取得能力・今
後の発展

日本教育心理学会第59回総会自主シンポジウム「役割取得能力（社会的視点取得能力）と適応の関係を考える（2017年10月9日実施）において発表した内
容を加筆し､再構成したものである。児童期から青年期にかけての役割取得能力（社会的視点取得能力）と適応の関係に焦点を当て、話題提供者（本間・石
川・内山）がこれまで行なってきた研究を整理し、今後の研究に向けて方向性を示した。更に荒木によるコメントを収録し､今後の本分野の発展に役立つことを
願い、編集したものである。

622

栗本賢一、石丸憲一　2018　「道徳授業の質的転換
へのアプローチ～｢あなたならどうするか｣の発問を
工夫して」　創価大学教育学論集　第 70 号　25-42.

道徳の指導法・考え、議論する道徳・発問
｢あなたならどうするか」、手品師

本稿では、教科化の背景や理由を明らかにして道徳の授業の課題と目指す方向を押さえる。次に、道徳の教科化を現場の教師はどう受け止め、何を感じ何
を求めているのかをアンケートを基に探る。さらにこれらを受けて「考え、議論する」道徳へ、授業の質的転換へのアプローチを試る。その方法として発問の工
夫を図り、「読み物の登場人物の心情理解のみに偏った形式的な指導」になりがちだった道徳授業から脱却して、質の高い多様な指導方法の一つである「読
み物教材の登場人物への自我関与が中心の学習」の具現化を考える。特にこれまで「その発問はタブーである」あるいは「愚問である」などの批判を浴びるこ
ともあった「あなたならどうするか」の発問を生かして、この発問と「心のものさし」を用いた授業が「考え、議論する」道徳に及ぼす可能性を考察する。

68 道徳性発達研究　第15巻　第１号



番号 著者・発表年・論文名・発表先・頁・出版社 キーワード・ジレンマ教材 要旨　 、　概要
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川﨑徳子，小杉考司，小野史典，大石英史，遠藤野
ゆり，大塚類 　2018　「日本人の社会性の発達を支
える学校教育の可能性について」　 山口大学教育
学部研究論叢 67, 39-43.

学校教育の可能性・価値判断・道徳授業
のイメージ

社会性の基盤となる価値・判断などの教育の可能性を考えるために、これまでの学校教育でどのような道徳心が形成されているかについて，現在在学中の
大学生について検討する。この結果を踏まえて，道徳の授業は本当に道徳の涵養に役立っているかという実質的な成果の検討も含みながら道徳教育の現
状を眺め、文部科学省が定める道徳教育の方針との対応について考察していく。

624

荒木寿友　2018　「道徳の教科書における読み物教
材とどう向き合うか」　教育zine、世界一わかりやす
い道徳の授業づくり講座（9）、1-5.　明治図書ホーム
ページ

特別の教科　道徳・読み物教材・モラルジ
レンマ

①道徳教科書の役割とは、②価値伝達型の読み物教材、③読み物教材は道徳性を育む1つの手段に過ぎない、④新しい教材の形（1例、モラルジレンマ教
材）を目指して

625

福山文子　2018　「考え・議論する道徳科の指導法
－「正答」を「引き出す」授業から意見表明権に基づ
く「委ねる」授業へ－」　専修大学人文科学研究所月
報　第296号、1-15.

いじめ問題への対処・考え、議論する道
徳、「お母さんのせいきゅう書」の実践・委
ねる授業

本稿では、「考え・議論する道徳」へ向けた指導法として、意見表明権に基づく「委ねる」授業について論考していくこととする。以下、先ず番組で取り上げられ
た実践の概要と共に、現在道徳科の授業において教員に教えることが求められている、道徳の内容項目8 を提示する。次に、戦後道徳教育をめぐる批判を
改めて整理する。この作業を通し、政治権力が道徳的であれと要求することの危険性を改めて確認すると同時に、「考え・議論する道徳」への転換とセットで
教科化がなされた意図を理解する。さらに、意見表明権の意義を山本（2001）、世取山（1992）、金子（2015）を中心に整理することで確認し、山岸（1996）、藤
井（2018）により、道徳教育における子どもの意見表明権の行使状況について明らかにする。最後に、一連の論考を踏まえつつ、「考え・議論する道徳」へ向
けた指導法の一つのあり方として、意見表明権に基づく「委ねる」授業について論じていく。

626

塩根暁　2018　「自他との対話を通し，主体的に道徳
性を養う児童の育成－ 多面的・多角的に考える「特
別の教科 道徳」の指導方法の工夫を通して －」　熊
本県教育情報システム－長期研究報告報告、 水俣
市立袋小学校

多角的、多面的に考える・自他との対話・
ウェビング図

「特別の教科 道徳」では，児童が主体的に道徳性を養うための学習活動の工夫が求められている。多様な価値観が存在する集団の中で，自己の生き方に
ついての考えを深める学習を進めるためには，他者との関わりが重要である。そこで，今回，様々な対話活動を取り入れ，考えの異同に向き合わせることで
自己の考えを深めさせたいと考えた。

627

大路直輝、花坂歩　2018　「道徳科」における言葉の
学習－問題意識のくすぐりと言語化の試み－　国語
論集、第15巻、152-161.　北海道教育大学

道徳科・道徳性発達段階理論・3年生対
象にうそについて授業

コールバーグ理論を拠り所に、嘘について3年対象に道徳授業を実践。嘘を、「他の人が困る」「他の人が困らない」「みんなの決まりを破ることになる」の三つ
に分類させる（個人）。みんなでそう分類した理由を話合う。「うそはだめだけど、こういう場面ならそれもしかたないな」という場面を考えましょう。どのような場
合仕方ないか。この場合、誰も困らないかについて話合う。「なんだろう　なんだろう」の読み聞かせを聞く。「うそをつくのいはだめなことです」に続くように、あ
なたの考えを書きます。児童の多くは「嘘をつくのいけない」という基礎理解に留まらず、「他の人が困るからいけない」といった論拠のある思考、「いい嘘もあ
る」と言った例外を含めた思考をしていたが、これは「物事を多面的・多角的に考え」た結果である。ここでの論拠、根拠の不十分さも見られ、これは国語学習
の問題でもある、国語科の授業づくりを見直す上で貴重な示唆が得られた。
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佐々木弘記  2018　「タブレット型PCに組み込む情
報モラル教育用コンテンツとしてのモラルジレンマ資
料の検討」　中村学園紀要　17.　141-147.

道徳の指導法・モラルジレンマ資料・タブ
レット型PC

情報モラル教育の推進には，保護者との連携は欠かせない。タブレット型ＰＣを用いた家庭での事前・事後学習と教室での対面授業とのブレンド型授業によ
る道徳授業の展開方法を開発しようと考えた。本稿では，タブレット型ＰＣにコンテンツとして導入する道徳の読み物資料として，モラルジレンマ資料は適切か
どうか検討した。情報モラルに関するモラルジレンマ授業の実践事例を６編収集して分析したところ，１）資料の主人公が法やきまりを遵守するべきだという立
場と，他の価値に関する心情の間で葛藤するという筋書きになっていること，２）「３種の知識」モデルへの適用では，状況の知識として，法やきまりの遵守の
知識があるので，「適切な情報モラルの判断」は定まっていること，３）授業終了の段階で，他の価値を優先し，法やきまりを守らなくてもよしとする立場の児童
生徒が存在していること，４）道徳性の向上が必ずしも「適切な情報モラルの判断」につながってはいないこと，を特徴として指摘した。そして，「適切な情報モ
ラルの判断」が定まっているにもかかわらず，その他の価値との間で葛藤を起こさせる必要性が薄いこと，法やきまりへの抵触を容認してしまう可能性がある
ことから，法やきまりの遵守を一方の価値として位置付けたモラルジレンマ資料をタブレット型ＰＣに組み込むことは控えることにした。
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山田明子  2018　「共感的な学びを生み出す道徳授
業の研究－小・中学生の道徳性の発達段階の違い
に着目して－」　佐賀大学大学院学校教育学研究科
紀要　 第2巻　337-338.

共感的な学び・道徳性の発達段階・心理
曲線図

本研究では，共感を「事象を自分ごととして理解すること」と捉え，テーマを「共感的な学びを生み出す道徳授業の研究」として探究実習を進めることとした。1
年次の異校種実習（以後，実習とする）では，小・中学校の授業の学びの繋がりの視点から授業参観をしたり，生徒の「道徳に関する意識」や「共感性」との関
わりを調査したりしながら，生徒の実態を把握することとした。また，共感的な学びを生み出す教師の視点を明確にするため，理論研究では共感性に関する
発達段階や様相について明らかにし，事象や課題に「共感」できる方法について検証することとした。（１）小・中学校の道徳の学びの違い：発達段階の異なる
中学生の授業を参観して，ともすれば形式に囚われていたこれまでの授業展開から，中学校で行われていた授業そのものの「問い」とは何かを考え，柔軟に
授業を展開する教師の力について気付かされた。（２）「道徳に関する意識」と「共感性」の関係性：意識調査から共感性の高さによって，学んだことを活かそう
とする意識が高くなること，または，道徳を学ぶことで，共感性が高まるという傾向を掴むことができた。（３）「認知的共感性」に着目し，他者の気持ちを自分に
引き寄せる手段として，「心理曲線図」を用いた。その結果，生徒は，自分の心理状態について自然に語り始める姿が見られた。生徒自身は自己開示をしな
がら，他者に耳を傾け合う場となっていた。
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栗原充司、佐藤史人　2018　「考え、議論する道徳」
の在り方に関する一考察－「コミュニケーション的行
為理論」及び「ディスクルス倫理学」に基づく「話し合
い活動」の視点から－　　和歌山大学教育学部紀要
第68集 第１巻 教育科学　231-238.

考え、議論する道徳・コミュニケーション的
行為理論・ディスクルス倫理学

「考え、議論する道徳」においては、立場や状況によって見方が異なったり、複数の道徳的価値が対立し、単一の道徳的価値だけでは判断が困難な状況に
遭遇した際に、自分ならどのように行動するかを多面的・多角的に考えたり、多様な他者と議論・討論したりしながら内省・熟慮し、自らの考えを深めることが
重要であることや「考え、議論する道徳」を実現することが道徳教育における「主体的・対話的で深い学び」を実現することにつながることを指摘した。さらに、
ハーバーマスの「コミュニケーション的行為理論」及び「ディスクルス倫理学」に依拠しながら、「考え、議論する道徳」への質的転換を図るための「話し合いの
七つのルール」を提案した。なお、「モラルジレンマ授業」については、「『考え、議論する道徳』に適している」と指摘したのみで、今回の研究では詳しく触れる
ことができなかった。今後は、「話し合いの七つのルール」や「相互行為の発達段階」を踏まえた「モラルジレンマ授業」の在り方について研究を深めたい。

631

得居千照 , 河野哲也 　2018　「 子どもの哲学におけ
る対話型教育の評価法 : 道徳教育と総合的な学習
への導入を視野にいれて」　 立教大学教育学科研
究年報　61，3-26.

考え、議論する道徳・哲学対話型教育・の
評価法

本稿の前半では、哲学対話と「特別の教科　道徳・総合的な学習」との関係を教育改革の議論とともに整理する。その上で、子どもの哲学の国際的な研究動
向として、3つの評価法を取り上げ、それぞれ目的とともに具体的に提示する。以上を踏まえて後半部では、江戸川区子ども未来館2017年度「子ども哲学」に
おいて児童が記した「てつがくノート」の分析を通して、哲学対話の評価の視点を明らかにする。
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眼鏡文化研究所　鵜殿篤　2018　【紹介と感想】荒木
紀幸編著「新モラルジレンマ教材と授業展開　考え
る道徳を創る（中学校）」
meganeculture.boo.jp/2018/11/12/

考え、議論する道徳・モラルジレンマ授
業・道徳的判断力

【紹介】新学習指導要領は「考え、議論する道徳」というキーワードを打ち出していますが、道徳の教科書は相変わらず特定の徳目を一方的に上から注入する
ような旧態依然のクローズエンド型教材に終始していて、これでは子供の道徳的判断力が育つわけがありません。本当に「考える道徳」を創るためには、教
師や教科書が一方的にあらかじめ決まった答えを教えるのではなく、オープンエンド型の教材を使用し、子供たちが主体的に道徳的判断力を鍛えるような授
業を行なうべきです。本書は実際に中学校の道徳の授業で使用できるオープンエンド型の教材を多数用意し、授業の狙いや展開、板書の仕方、教材の特徴
や注意点等を添え、「考える道徳」を創るためのヒントを提供しています。【感想】これまで時間をかけて着実に積み重ねてきた実践経験を土台にしている上
に、コールバーグの道徳性発達理論を背景にして議論を組み立てているため、論理的にも実践的にも説得力が高い。昨今の「道徳の教科化」によって、こう
いった説得力のある道徳的判断力養成のモラルジレンマ実践が増えるのか、それとも旧態依然の徳目注入主義が跋扈するのか、あるいは面倒臭い道徳教
育を忌避する傾向が続くのか、実態を注目していかなくてはならない。
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藤原和政　2018　「道徳教育の変遷と看護の展望」
長崎外大論叢　第22号　 1-8.

道徳教育・学習指導要領・小、中、高等学
校

本論文では，学校における道徳教育の変遷をまとめた上で，道徳性に関連する研究動向を概観した。中央教育審議会（2014）指摘を考慮すると，道徳教育を
進めるにあたり，目標や指導計画，評価のあり方，教員の指導力の向上などについて，今後，さらなる検討や研究知見の蓄積が望まれる。
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神戸市立神港橘高等学校、高野剛彦　2019
「2019/01/21　7時間目の「総合的な学習の時間」に
おけるモラルジレンマ授業、「こうのとりのゆりかご」
（赤ちゃんポスト）」　神戸市立神港橘高等学校ホー
ムページ

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・「こう
のとりのゆりかご（吉田雅子作）」（赤ちゃ
んポスト）

本日1年生は、7時間目の「総合的な学習の時間」では、モラルジレンマ授業を実施しました。本日の授業では、「こうのとりのゆりかご」（赤ちゃんポスト）を「設
置すべき」か、それとも「設置すべきでない」かという内容でした。「命の重さ」、「人間の尊厳」についてクラスごとに話し合い考えました。
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神戸市立神港橘高等学校、高野剛彦　2019
「2019/06/21   1 年生の「国語総合」での芥川龍之
介『羅生門』を用いたモラルジレンマ授業」　神戸市
立神港橘高等学校ホームページ

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・映画
『羅生門』の原作、芥川龍之介の小説「藪
の中」

 1 年生の「国語総合」での芥川龍之介『羅生門』もいよいよ最終回となりました。本校は「総合的な学習の時間（総学）」で、モラルジレンマの授業を展開してい
ます。それにならい登場人物「下人」の価値判断に対してどう思うか、班で話し合い、その意見を発表し合いました。ここでも、総学委員は大活躍でした。
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神戸市立神港橘高等学校、高野剛彦　2019
「2019/11/20   全学年、「道徳の日（防災教育）」モ
ラルジレンマ「大震災」の授業」　神戸市立神港橘高
等学校ホームページ

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材－大地震、武中聖子作）

神港橘高等学校では、生徒が「道徳的課題について自ら考え、解決する力」を身に付けることを目的として、毎年「道徳の日」を設定し、集中的に学習を行っ
ています。今年度は「防災」をテーマとし（H29「福祉」、H30「国際理解」）、阪神淡路大震災を経験した神戸市立高等学校として、震災の記憶を語り継ぐととも
に、災害に備える意識を涵養し、災害発生時に主体的に判断・行動できる生徒の育成を目指します。３限：基調講演（テーマ「防災について（仮題）」４限：モラ
ルジレンマ「大震災」５・６限：（生徒は下記プログラムより一つを選択し受講する）　プログラム① 「クロスロード（災害対応カードゲーム）」協力：NPO法人 神戸
クロスロード研究会　プログラム② 「言葉がわからない 体験ゲーム」（※１）教材提供：滋賀県国際協会 協力：葺合高等学校生徒数名　プログラム③ 「ハイス
クールレスキュー」協力：神戸学院大学 社会貢献ユニット　プログラム④ 「防災キャンドルづくり」
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佐村敏治・森芳周　2019　「指針の空白を埋める情
報道徳教育」　明石工業高等専門学校研究紀要、第
61号、47-52.

情報道徳教育・「モラルジレンマ」方式・哲
学対話（哲学プラクティス）方式

情報技術の速い進歩のため、道徳性の指針の空白が生まれ､その空白をどのように埋めるかについての教育方法の提案を行なった。具体的な教育方法とし
て、モラルジレンマ方式と哲学対話方式の有効性について議論した。また、情報技術者（または情報系教員）だけが情報道徳教育に携わるのでなく、哲学・倫
理の専門家として、今後の学校では哲学カウンセラーが必要であることを議論した。指針の空白を欠いた情報道徳教育において、情報教育に携わる彼らが
保育室員、学級担任、保護者などが協力して一緒に取り組むことで、高次の道徳性を身につけた生徒や学生は勇気と自信を持って問題に取り組むことがで
きるようになるだろう。
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阿部知行、池田誠喜　2019　「高校生の道徳判断の
発達を目指した道徳授業」　鳴門教育大学学校教育
研究紀要、33，51-58.

モラルジレンマの映画（ジョンQ－最後の
決断 ）を用いた研究・モラルジレンマ授
業・映画｢ジョンQ」

本稿は，コールバーグの道徳性発達理論を基に，高等学校でモラルジレンマ（道徳的葛藤）授業を行い，生徒が内面の自分と向き合い，他者の考えや価値
観を知ることで道徳的判断力を高めることを目指した授業実践報告である。高校３年生３６名のクラスを対象として，道徳的価値項目「公徳心と生命の尊さ」を
取り上げた。ホームルーム活動の時間を活用し，第１次授業では映画「ジョンQ」を視聴し，第２次授業でモラルディスカッション（集団討議）を取り入れ授業を
実施した。生徒の記述データ，授業の様子を検討した結果，授業構成上の工夫と展開における一定の成果と課題が明らかになった。
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小林万里子　2019　「道徳の時間」の授業論にみる
教師の指導性　 岡山大学大学院教育学研究科研
究集録　171号. 　13-22.

道徳授業論・教師の主体性・児童の主体
性

道徳の時間」成立後に提唱された授業論において，教師と子ども（たち）の関係がどのように語られてきたかを整理し，次第に教師の指導性が前景化する様
相を描き出した。1958 年ならびに1969・70 年の学習指導要領および指導書では「道徳の時間」特設前から重視された「子どもに寄り添う」教師像に加えて
「子どもとともに学ぶ」「子どもたちの関係をつくる」教師像が提示された。これらの教師像を前提としつつ，道徳授業論においては「子どもたちの学習の道筋を
つくる」という教師の役割が強調されたことが明らかになった。
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小川哲哉　2019　「高等学校の討型道徳授業の理
論と実践に関する研究－動画教材の教育的意義に
ついて－」　茨城大学教育実践研究　38.　135-144.

討論型道徳授業・動画教材の開発・合意
を目指す討論型授業

茨城県の高等学校（以下，高校）第2学年のホームルーム活動で実施されている「道徳プラス」は、今年で3年目になる。道徳プラスでは、課題について互いが
納得できる合意形成を目指す「討議型」の学習と、モラルスキルトレーニング活用した「協働型」の学習を行い、将来自立した社会人に成長する人材を育成し
ている。授業テキストとしては『高校2年生の道徳プラス』を使用している。このテキストでは活字教材を使用しているが、討議型の学習では活字による教材理
解がスムーズに行えない生徒も少なからず存在する。そこで本研究では，活字教材を動画教材に作り替え、その教育的効果を探る論究を行った。そのため
にオリジナル教材「みんなの桜の木」の動画教材を作成した。その特徴は、単なる動画ではなく、デジタル紙芝居的な「フォトムービー」形式の動画である。こ
の動画教材を茨城県A 高校での授業実践ではフォトムービー教材に対する生徒の印象をインタビュー調査で明らかにし、さらにB県の教員向けの質問用紙
調査も行った。その結果様々な面で動画教材の有効性が確認できた。
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亀岡市立東輝中学校　2019　「道徳通信、No.2、； 3
年道徳通信　No.29」　京都府亀岡市中学校公開
ホームページ

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・ハイ
ンツのジレンマ（コールバーグ作）、南洋
のキラ（村長の決断、松尾廣文作）

「ハインツのジレンマ」；・どんな人だろうと死んだらどうにもならないし、別に捕まったとしてもいつかは会える。そう思ったけど班の人とかの意見を聞いて、すご
く悩みました。でも、やっぱり私は大切な人を救えるなら盗むくらいやったらできると思いました。（O さん）・確かに、見殺しにするのはイヤだけど、つかまって
妻が悲しむ方が嫌だと思った。（Y さん）・やっぱり店に押し入り、薬を盗むと思う。だって、自分の大切な人が死にかかっているのに、そのまま妻を死なせるの
はイヤだから。（K くん）・大事な人が死んでしまう位なら盗んででも助けたい。でも盗んだ薬で助かったって妻が知ったら悲しむし迷う。お金儲けのために薬を
作って人を助けようとしていない医者に腹が立った。（S さん）・盗む側の反論を聞いて薬を盗んでしまうのもありかなって思った。どの意見もあっていてこの意
見の数だけハインツは悩んだと思う。そして、ハインツは盗んでしまったけど、それがハインツの答えで妻への思いなんだと思いました。・いつもと違うやり方で
やって面白かったです。薬を盗むのは、お金より命の方が大切だと思うのでそっちにしました。意見を言い合ったりして自分が思っていなかったこと言ってくれ
たり、自分が思っていたことがより深くなったりしてすごく良かった。・薬を盗むほど妻が大切なんじゃないかなと思いました。盗むのは悪いけど、人の命の方が
大事だと気付いた。でも、盗んだ薬を妻が飲めるのか…私だったら飲めないです。もし、妻が生きていてもハインツは家に帰れるのか、そこがわからないで
す。（N さん）・裁判のはじめは、有罪派にいたけど、無罪派の意見を考えるうちに、だんだん自分の主張がまとまってきて全く違う思いを発表できた。いつもは
物事を考えるときは、先に思い当たった方だけをほり進めるけど、一度意見が固まった、その上から別の意見を考えるといつもとは違う考えが出てきたので良
かった。（T さん）・今日は少し難しい選択だったけど、どんな理由があっても盗むのは有罪だから、だめだと私は思います。私だったらあんな医者に頼らず、ほ
かの人を助けるための薬を作った人のところに行きます（Y さん）・ハインツは大切な人を守ろうとして薬を盗んだけど、その薬を盗んで、大切な人が治っても、
喜べないし、逆に自分が嫌な目にあうし、こういうことはしてはいけないなと思った。（F さん）・意見を交流するディベートはめっちゃ楽しかったです。本当に妻
が幸せなのは、どっちなのか考えるのは難しいけど、人の運命を受け入れて見守ってあげる方が大切だと思いました。いろんな意見が聞けて良かった。（Ⅰさ
ん）・ぼくは、今日の授業で、盗むのは悪いと思った。そこはやっぱり医者が悪いと思っても、ものを盗んで妻を助けても結局、罪が自分にきて妻は喜ばないと
思った。（U くん）・薬を盗みたい気持ちはわかる。妻の命を必死に守ってあげたいていう気持ちが強いのがこの方法。でも、盗むっていう行動はマイナス行
動。もし大きな犯罪となって逮捕されたとき、もうその時点で妻とは会えなくなるしもっとマイナスだと思う。（M さん）・大切な人を助けるためにはしょうがないこ
とだったのかなと思いました。正しく生きることも大切だけど、人のために罪を犯すっていうのが結局、自分（ハインツ）の道だったのかなと思いました。どちらの
意見も説得力があったと思います。本当に「究極の選択」でした。（J さん）、先生のまとめ；どちらも、大切なことだとわかっているからこその選択。
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山本詩織　2019　「市民性教育からみた道徳教育に
関する一考察―小学校学習指導要領を手がかりに
―」　現代社会文化研究 No.68、1-13. 　新潟大学大
学院現代社会文化研究科

市民性教育・主権者としての自覚・道徳
性

本稿では、道徳教育と市民性教育の構造的関係性について、育成する人間像からより深く考察する。その上で今回は、公教育の基盤となる小学校教育を取
り上げることとし、2017年に改訂された『小学校学習指導要領』をもとに、道徳教育の現状について批判的検討し、今後の道徳教育のあり方について展望を
論じる。①市民性教育が道徳教育を包括した教育概念であり、両者ともに学習者は主権者としての自覚を持つことを前提とすることで成立する構造的関係性
を持つ、②改訂の学習指導要領の分析から、学習者の生命を学習者自身のものだと明確に位置づけられておらず、むしろ誰かに与えられコントロールされて
いるものとも取られかねない表現で記載され、位置づけられていることが明らかになった。主権者教育に関する記載においても、道徳教育における生命の学
習はその成立条件から主権者教育と密接な関係にあり、相互的に関連付けて取り扱われる必要がある。現状では、主権者教育は主に他者や社会との関係
性の中でのみ論じられ、主権者意識を持った学習者を育成するという主権者教育が成立しない危険性がある。
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矢島正　2019　「自己内対話能力」と「判断力」との
関係　群馬大学教育学部紀要　人文・社会科学編
第 68 巻　179－189.

特別の教科道徳・対話の重視・内省の重
視

本稿は，道徳科における〈対話〉や〈内省〉について，教師たちが考えるための糸口を見出そうとするものである。ニーチェにせよデュルケムにせよ，その基本
的判断形式は両義性に基づいている。それぞれの〈自己内対話〉による葛藤と判断力が生み出した形式や視座といってもよいか。　カントが示した道徳的な
〈判断力〉も，単なる善悪判断の形式などではない。どう生き，どう行動するかに関する批判的分析能力である。それは，多様な価値観に触れ感受性と思索力
を拡げる中で身についていく。そのためにも相反することを怖れない〈自己内対話〉の試みは重要である。それによって，〈内省〉が生まれる素地ができる。絶
対的規範に依存することなく多様な〈他者〉との関係を生み出すことにより〈内省〉は深まり，思索はより厳しいものになるであろう。

69荒木：わが国におけるモラルジレンマ授業に関わる理論，実践，及び 教材についての文献総覧（1968～2020）
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楜澤実　　2019　「モラルジレンマ教材「氷上のＦ１
ボブスレー」を用いた授業研究　―主体的・対話的で
深い学びの側面からの考察―」　道徳性発達研究
第13巻　第１号　1-11.　日本道徳性発達実践学会

考え、議論する道徳・主体的、対話的、深
い学び・モラルジレンマ授業、モラルジレ
ンマ教材－氷上のF1 ボブスレー（楜澤実
改作）

新学習指導要領(2017)において，児童生徒が自分の生き方について主体的に考え行動できるよう，｢心情重視」から「主体的・対話的で深い学び」を重視した
「考え・議論する」道徳への転換が図られた．その特長を備えた授業にモラルジレンマ授業がある．本稿では，小学校高学年用モラルジレンマ教材「氷上のF1
ボブスレー」を活用した１主題２時間扱いの授業が，児童にどのような「主体的・対話的で深い学び」を可能としたのかについて，荒木の仮説（2017）に基づい
てその有効性を分析考察した．その結果，仮説が支持され，児童が主体的に様々な視点から思考することで判断理由づけを増やすとともに，役割取得を促す
等の多様な考えを引き出す発問の活用により深い学びを可能とし，道徳性発達の段階上昇が見られた．また，自己の生き方を見つめ直す効果があった．

645

伊藤裕康　2019　「道徳授業の質的展開と社会科教
育」　道徳性発達研究　第13巻　第１号　12-21.　日
本道徳性発達実践学会

教科としての道徳・教材開発（モラルジレ
ンマ教材－村長の決断、オザル首相の決
断、伊藤裕康作）・社会科

本研究は、道徳の質的変換を図り、教科としての道徳を構築する際、道徳とも関係が深く、民主主義社会の形成者育成を図るため戦後に新設されてから、教
科確立の格闘を長年してきた社会科を補助線に、教科化された道徳を実のあるものにする手立てを考察したものである。その結果、「特別の教科　道徳」に
活用すべき社会科の四つの視座（①現代社会に生きる子どもたちの文脈を踏まえた教材開発、②諸学問の成果に照らして、内容と方法を批判的に吟味する
構え、③「既にあるもの」から「つくりだすものでもある」という捉えへの拡張、④答えが１つ出ない現代社会の諸問題について当事者性をもって考え抜くこと）を
抽出した。それらの視座を踏まえ教材開発例として、既存の教材を改善するタイプと新たに教材を開発するタイプを例示した。
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植田和也・荒木紀幸　2019　「道徳教育のための評
価法（２） ―連想法を用いた教育評価について―」
道徳性発達研究　第13巻　第１号　35-41.　日本道
徳性発達実践学会

道徳教育のための評価法・モラルジレン
マ授業・オープンエンド，合意

本報告は連想のもつ特性を道徳教育の評価に応用した試みである。ここでは言語自由連想法を用いるが、それは、テーマや探究内容、知識（学習内容）を表
すことばを刺激語として与え、児童生徒に自由連想（ときには制限連想）をさせ、その内容（名詞、動詞、性状語、感情語、概念、象徴、表象、イメージなど）か
ら、子どもたちのもつ知識や感情の構造を明らかにしようとする方法である。研究テーマは、これまでの道徳の時間の授業とモラルジレンマ授業の比較－「道
徳」に対する自由連想語を用いて(植田和也の修士論文を手がかりに)である。連想を用いて道徳性の発達そのものを表したり、十分に評価したりできないけ
れども、これ以外のモラルジレンマ授業の側面について表現でき、評価も可能であると言える。この連想調査は時間や手間をかけず、子どもの負担も少なく、
本来の目的をあからさまにしない形で、問題点や本質を抽象できるだけでなく、継続して利用できるので、判断理由づけカードなどと共に、ポートフォリオとし
てその幅広い活用が期待できる。つまり、連想法から得られる様々な情報は、道徳科における評価として文部科学省が示す示す２つの評価、⑴「児童生徒の
学習状況や道徳性に係わる成長の様子を継続的に把握し指導に生かす評価」、⑵「授業における指導のねらいとの関わりにおいて学習指導過程や指導方
法を評価し授業改善のために生かす評価」に関して、有益な示唆となって働くと結論できる。つまり、連想は、子どもたちにとっては、新しく学んだこと、感じた
こと、自分にとって何が大切かなどを振り返って確認する機会となる。また先生にとっては、子どもたちの道徳的感性を捉えたり、道徳性を評価したり、授業改
善、授業評価などを行う上で有力な手段や手がかりとなる。
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長谷川真里　2019　「児童における道徳感情帰属の
発達と道徳的行動との関連」　道徳性発達研究　第
13巻　第１号　48-55.　日本道徳性発達実践学会

道徳感情帰属の発達・道徳的誇り・罪悪
感

小学生の道徳感情帰属の発達及び道徳感情帰属関連について調べた。道徳感情帰属とは道徳的な問題に関わる行動によってその行為者がどのような感
情を持つかを推測することである。小3～6年生388名は､不道徳な行動を我慢するまたは向社会的な行動をするという道徳的な誇りに関する5つの話しと、不
道徳な行動をするまたは向社会的な行動を回避するという罪悪感に関する5つの話しが提示され、どのような気持になるかを回答し（道徳感情帰属課題）、同
時に道徳的行動の頻度を問われた（道徳的行動の自己評定）。この結果、高学年の子どもは中学年の子どもよりも、道徳的誇りに関する話しにおいて正の感
情を帰属した。さらに仲間はずれ場面において､仲間はずれをするときに正の感情を帰属した。また罪悪感と誇りを帰属した子どもは道徳的に行動する傾向
が高いという弱い証拠が得られた。

648

荊木聡　2019　「道徳的思考を深める板書の特徴―
価値認識・自己認識・自己展望と板書の関連―」
道徳性発達研究　第13巻　第１号　56-66.  日本道
徳性発達実践学会

道徳の指導法・板書計画・道徳的思考 生徒が高く評価した18個の道徳授業を基に、道徳的思考を深める板書を発問と絡めながら考察し、『価値認識』・『自己認識』・『自己展望』それぞれの授業場
面における板書の特徴の異同を抽出した。その結果、表面的な共通点としては、『写真・対比』等が認められた。その趣旨や意図は各授業場面で異なってい
た。また、相違点としては、『価値認識』場面の『天秤図・イメージ図・吹き出し」等で道徳的価値の輪郭を明確にし、『自己認識』場面の『線分図・クロス表・ネー
ムプレート』等で道徳的価値への自我関与を円滑にいていることが分った。
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畑耕二・荒木紀幸　2019　「道徳性発達研究会が開
発した「モラルジレンマ教材」を 用いた授業はどのよ
うな成果をもたらしたか？ 研究１．畑耕二原案， モ
ラルジレンマ教材「ぜったいひみつ」を用いた授業に
ついて」  道徳性発達研究 第13巻 第１号  67-77.
日本道徳性発達実践学会

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材－ぜったいひみつ（畑耕
二作）

「ぜったいひみつ」、畑耕二（1986）原案の教材を用いた研究1は、兵庫教育大学附属小道徳部会と研究会の共同授業研究として計画され、担任の畑氏によ
る1986年2月14日、4年3組を対象にした公開授業で学校教育センターで行われた。授業は１時間の指導過程授業で工夫・改善されたのは①席を移動するこ
と、②教師が論点を提示すること、③資料の立ち止まり読みであった。2つの学年から得られた結果から、道徳性は４年生から６年生へ学年の進行と共に段階
２から段階３に発達し、それに伴って判断は「言わない」から「言う」に移行していることが明らかにされた。
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鈴木憲・荒木紀幸　　2019　「道徳性発達研究会が
開発した「モラルジレンマ教材」を用いた授業はどの
ような成果をもたらしたか？研究２．鈴木憲による
「ぜったいひみつ」の授業について」　道徳性発達研
究 　第13巻 第１号 78-88.  日本道徳性発達実践学
会

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材－ぜったいひみつ（畑耕
二作）
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荒木紀幸　2019　「道徳性発達研究会が開発した
「モラルジレンマ教材」を用いた授業はどのような成
果をもたらしたか？研究３．ネット上で報告されたモ
ラルジレンマ教材「ぜったいひみつ」を用いた授業に
ついて」　道徳性発達研究 第13巻 第１号 89-99.
日本道徳性発達実践学会

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・オー
プンエンド、合意、モラルジレンマ教材-
ぜったいひみつ（畑耕二作）
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荒木寿友･藤澤文（編著）；(巻頭言)荒木紀幸、（著
者）荒木寿友、藤澤文、西野真由美、藤原孝章、山
岡雅博、山辺恵理子、武藤世良、小田亮、川本哲
也、林創、岡田有司、藤井基貴、上田仁紀、久保田
笑理、堀田泰永、竹内和雄、木原一彰、幸田隆、藤
原由香里、星美由紀、鈴木憲、鈴木賢一、松尾廣
文、髙野阿草、六車加代　2019　「道徳教育はこうす
れば＜もっと＞おもしろい－未来を拓く教育学と心
理学のコラボレーション」　北大路書房

モラルジレンマ授業・1/3段階の道徳性発
達の上昇・2/5段階の役割取得能力の段
階上昇

教科化を踏まえ,教育学・哲学の立場から理論枠組みを,心理学の立場から実証的証拠および理論枠組みを詳説。これらの知見をベースに教育実践学の立
場から,教室場面では何が実践できるかについて,具体例として計15本の学習指導案を掲載。「理論-研究-実践のトライアングル」で示し,道徳教育のさらなる
発展を目指す。目次；巻頭言、序文、●第1部 道徳を学校教育の観点から捉える、第1章 学習指導要領における道徳教育の捉え方、第2章 コンピテンシー
(資質・能力)としての道徳性、第3章 道徳教育内容・教材論、第4章 道徳教育方法論、第5章 道徳科の評価、第6章 多文化共生、第7章 生活指導,教育相談と
道徳教育、第8章 法教育と道徳教育、●第2部 道徳教育を心理学の観点から考える、第9章 道徳的認知、第10章 道徳的情動、第11章 利他行動、第12章
反社会的行動、第13章 モラルパーソナリティ、第14章 子どもの道徳性の発達、第15章 子どもの多様性と道徳、●第3部 学習指導案を創る、第16章 小学校
低学年の指導案、第17章 小学校中学年の指導案、第18章 小学校高学年の指導案、第19章 中学校の指導案、第20章 特別支援学校・高等学校の指導案.
各モラルジレンマ資料には、❶指導案　❷価値分析表　❸授業展開  ❹板書計画　❺ワークシート､が付いている。
「巻頭言」では、これまで実践してきたモラルジレンマ（道徳的な問題解決場面）授業に係わる研究成果をまとめ、総括し、荒木は次のように述べた。「個人の
権利や人間性を軽視した教師による価値の押しつけを排し、民主主義に立脚したモラルディスカッション（話し合いや討論）を通して、児童生徒自らが主体的
に道徳性の発達に関与させることこそ、これからの日本の道徳教育には必要である。そんな思いに駆られて、私たちは、理論編、実践編、教材編で構成した
全く新しいタイプのモラルジレンマ授業を北大路書房から『道徳教育はこうすればおもしろい－コールバーグ理論とその実践』として1988年に出版した。1985
年のコールバーグ博士の初来日も手伝って、「道徳教育はこうすればおもしろい」は、多くの研究者、現場の先生方の注目を引き、2015年には教育専門書と
しては異例の４版５刷と長期のベストセラー図書となっていた。これまで40年近くのモラルジレンマ授業研究での主要な成果は次のようである。「研究会が開
発したモラルジレンマ資料（2010）」では、182編を紹介し、「兵庫教育大学方式によるモラルジレンマ授業(2015)」では、①従来型の道徳授業では道徳的な発
達は認められなったが，モラルジレンマ授業ではブラッド効果，1/3段階の道徳性発達の上昇以外に，2/5段階の役割取得能力の段階上昇を認めた。授業の
ねらいを道徳性の発達としたことが立証された事実は重い。②従来の授業と比べて参加した児童・生徒は内発的に動機づけられ、主体的で意欲的であった。
ひるがえって、文科省は、｢単なる話し合いや読み物の登場人物の心情の読み取りに偏ることなく、道徳教育の質的変換を図るために、道徳教育に係わる評
価等の在り方に関する専門家会議報告、2016｣を受けて、2017年3月学習指導要領の全面改訂を行った。道徳の時間は「特別の教科　道徳」と位置づけら
れ、「読む道徳、聞く道徳」から「考え、議論する道徳」へと質的変換が図られ、道徳科での「主体的，対話的で深い学び」の授業が打ち出された。すでにこの
改革は、小学校は2018年度から，中学校は2019年度から始まっている。小（中）学校学習指導要領（平成29年度告示）解説「特別の教科　道徳編」で、新しい
道徳は「発達の段階に応じ、答えが一つでない道徳的な課題を一人ひとりの児童生徒が自分自身の問題と捉え、向き合う『考える道徳』『議論する道徳』への
変換を図るものである」とされた。この新しい道徳を表す、「発達の段階」、「答えが一つでない道徳的な課題」、「考え、議論する道徳」、という特徴は、モラル
ジレンマ授業においても見られる。私たちはコールバーグに従って｢発達の段階｣表を表したが、文科省ではあいまいにしている。答えが一つでない課題、問
題場面、認知的不均衡はモラルジレンマタイプ以外に多数存在する。討論のために用意した発問が認知的不均衡を及ぼし討論を促す。このように二つは同じ
ようであって同じでない。私たちが提唱するモラルジレンマ授業はどのような成果をもたらしたか？－｢ぜったいひみつ｣を用いた授業についての一連の分析
（2019）から分った点は、道徳性の発達という授業のねらい、(である)ではなく普遍性や指令性を求める当為（べき）で考える授業法、道徳性発達段階(価値分
析)表に基づく評価等は、現場では全く浸透していないが(学習指導要領では段階について具体的な記述がない)、「オープンエンド」の考え方、民主主義に
立った話し合いは広く受け止められていた。」
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中田百香　2019　「道徳科における問題解決的な学
習に関する実践研究」平成29年度末修了者　高知
大学大学院派遣教員研究報告書　　高知県庁ホー
ムページ

議論する道徳・問題解決的な学習・問題
解決の教材；モラルジレンマ教材-生きも
のをかおう、堀田泰永作；ロレンゾの友
達、文部省、心情理解型教材、ハムス
ター－文渓堂、友の肖像画－文渓堂；危
険なポケモン（高知新聞朝刊記事）

小学校においては平成 30 年度から、道徳の時間が「特別の教科 道徳」（以下「道徳科」という。）となり、答えが一つではない道徳的な課題を一人一人の児
童が自分自身の問題と捉え、向き合う「考える道徳」、「議論する道徳」へと転換していくことが求められている。その転換にあたって、多様な指導方法の一つ
として「問題解決的な学習」というものが示された。本研究においては、この新たに示された問題解決的な学習の授業実践を行い、効果を検証して、指導の具
体的な在り方を見いだす。研究の目的(1) 道徳科において、四段階（①問題に気づく②自分の考えをもつ③改善策・解決策を考える④問題の本質に迫る）を
取り入れた問題解決的な学習を実践・考察し、指導のポイントを見いだす。【実践１】(2) 目的(1)で見いだした指導のポイントを踏まえ、発達段階（小学2年生と
5年生）に応じた問題解決的な学習を構想・実践・考察し、発達段階別に指導の工夫を明らかにする。 【実践２】　以上の2実践を総括すると、本実践において
は、２年生は５年生に比べると、自分との関わりで考え、問題の本質に迫るところまでは至らなかった。しかし、低学年においては、児童の実態に応じて［表６］
に示した指導の工夫を行っていくことで問題解決的な学習を行うことができると考える。
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吉川俊輔　2019　「異なる意見を尊重する態度を育
成する道徳授業の実際 －モラルジレンマ資料を用
いての指導計画の工夫－」　教育実践研究，第29
集、169ー174．上越教育大学

考える,議論する道徳・モラルジレンマ授
業・複数の資料、命の尊さ、真理の探究；
虫が大好き、シロクマピイース，生き物を
飼おう（ジレンマ資料）

単元を構成し，「生命尊重」「真理の探究」の内容項目について複数の資料を用いて学習した。そのことにより飼育することを多様な視点からとらえられるよう
になった。「飼育する」「飼育しない」の両方の行為にメリット，デメリットとがあり，一方的にどちらかが正しく，どちらかが間違っているわけではないということを
子どもたちは学んだ。その認識をもてたことで，単なる動植物の好き嫌いで飼育をとらえるのではなく，共に地球上に生存している生命として互いに尊重する
気持ちが飼育につながっていると気付くことができた。モラルジレンマ資料を用いての話合いを通して，自分と異なる意見にも道徳的価値があることに気付く
ことができた。対立する考えや行為にも，尊重すべき道徳的価値はある。生きていく上で，二者択一的に自分の行動を選択しなければいけない場面に迫られ
ることもあるであろう。その場合でも，決してもう一方の考えを切り捨てるのではなく，尊重しながら自分の行動に生かしていこうとする気持ちが大切になってく
る。そのような態度を「特別の教科 道徳」で学ぶことが重要である。本研究を通して，様々な道徳的価値に折り合いをつけ，異なる考えだからといって排除す
るのではなく，互いの考えの良さを尊重し，認める態度を養うことができた。
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南魚沼市立中之島小学校　2019　「意見の交流を通
して考えを深める指導の工夫」　平成30年度新潟県
小学校教育課程研究会、学習指導要領の趣旨を生
かした構想・取組例＜道徳2＞　96-97.

考える,議論する道徳・モラルジレンマ授
業（2時間）・モラルジレンマ教材－仲直り
（堀田泰永作）

第２時で互いの意見を交流し、美紀さんの願いに立ち返ることで、「どうすれば誰も嫌な思いをせずに過ごせるか」ということに、話し合いの方向性が定まって
いった。｢どちらも行かない｣｢３人で映画に行けるように働きかける」といった意見が次第に増え、「仲直りする」｢関係を修復する」といった積極的に解決を図ろ
うとする考え方へと変化していった。｢まとめ｣で｢主人公はどうすべきか｣を考えさせることで、道徳的価値を見つめ、一人ひとりが納得解をもち、自己の生き方
について考えを深めることができた。
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阿賀野市立水原小学校（山田潤）　2019　「他者の
考えを理解しながら自分の考えを吟味し、様々な視
点から問題について考え、判断する力を高める道徳
の授業」　平成30年度新潟県小学校教育課程研究
会資料、学指導要領の趣旨を活かした構想・取組例
＜道徳3＞　98-99.

考える,議論する道徳・モラルジレンマ授
業（1時間）・モラルジレンマ教材－ぜった
いひみつ（畑　耕二作）

発問１（「よしえさん」は「ゆう子さん」に本当のことを言うべきだと思いますか。言うべきではないと思いますか。理由も書きましょう。）において、Ａ児は「言うべ
きではない。みんなと約束したし、最後はゆう子さんに理由を話せば分かってくれるから。」と書いた。クラスで意見や理由を確認した後、発問２（お別れ会のこ
とを話した場合、クラスのみんなはどう思うでしょうか。また、言わなかった場合、傷ついているゆう子さんは、心からお別れ会を楽しむことができるでしょう
か。）のように切り返して児童に問うた。Ａ児は発言しなかったが、「ゆう子さん第一優先」という他の児童の発言を受け、ゆう子さんの気持ちを考えることの大
切さを感じていたことを、後の振り返りに記述していた。最終的には、「ゆう子さんを悲しい気持ちのままで転校させたくない。みんなには謝って分かってもら
う。」と書き、みんなとの約束も大切だが、転校するゆう子さんの気持ちを考えて行動するべきだという、判断に変わった。また、Ｂ児は「言うべきである。」とい
う判断で変わらなかったが、「言わないと、お別れ会で１時間楽しいかもしれないけど、２日間は悲しい思いをする。」という考えを聞き、「ゆう子さんにとってどう
なのかは、お別れ会だけじゃないから、その前のことも考えて行動したらいいと分かった。」と振り返っていた。どちらの児童も友達の意見を聞きながら、考えを
広げたり、深めたりしていた。
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上田市立塩田中学校　2019　「子どもたちが楽しさ
や喜びを実感しながら、道徳的な価値の自覚を深め
る指導はどうあったらよいか～「特別の教科　道徳」
の指導とその評価のあり方」（1）「考え議論する道
徳」の工夫と指導のあり方」　長野県小県上田教育
委員会、平成30年度道徳学習指導研究委員会報告
書

考える,議論する道徳・モラルジレンマ授
業・モラルジレンマ教材－Ｙ医師の悩み
（森永進作）、イメージマップ

中学１年生対象のモラルジレンマ授業。「考える道徳」になった成果　本時は，資料のＹ医師と同様に悩み考える生徒の姿があった。それは大きく３点の要素
があると思われる。１点目は，モラルジレンマの題材として成立していることである。非常に短い資料でありながら，「責任」という道徳的価値に対して葛藤が生
まれる資料であった。２点目は，道徳イメージマップを使って生徒の葛藤を可視化したことである。生徒は直線的に物事を考えていくものではなく，違う視点に
行ったり元の考えに戻ったりして思考を深めていく。そんな生徒の心情を可視化させるのに有効なツールであった。３点目は，いきなりマップに入るのではな
く，第一次選択（図１）→どの立場で判断したか分類（図２）→資料（Y 医師が悩む場面）→マップ（図３）へと展開させたことである。物事を広い視野から多面
的・多角的に考えることができる場として有効な展開であった。
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上田市立第二中学校　2019　「子どもたちが楽しさ
や喜びを実感しながら、道徳的な価値の自覚を深め
る指導はどうあったらよいか～「特別の教科　道徳」
の指導とその評価のあり方」（2）児童生徒の心を揺
さぶるような資料の選定・資料提示の工夫と評価の
あり方」①実践例　「二通の手紙」　長野県小県上田
教育委員会、平成30年度道徳学習指導研究委員会
報告書

考える,議論する道徳・私たちの道徳・モラ
ルジレンマ教材－二通の手紙（２時間扱
い）

中学２年生対象授業　資料「2 通の手紙」を読み、学習問題「もし自分が動物園を管理運営する上司だったら、動物園の運営の規則をやぶった元さんに罰を
与えますか」に対して自分の考えをもった生徒が、立場や理由をはっきりさせながら友と語り合ったり、自分たちは何と何に葛藤を感じているのかを考え合っ
たりすることを通して、罰するかどうかに関する自分の判断基準が何であるのかに気づき、自分の判断基準（大切にしている道徳的価値）を自覚しながら、元
さんに罰を与えるかどうかを判断することができる。≪１時間目を終えた時の N 生（罰は与えない）の感想≫元さんは子どものことを想って入れたのだから規
則をやぶったとしても処分を与えるのは違うと思う。≪２時間目（本時）を終えた時の N 生（罰は与えない）の感想≫みんなの意見を聞いて罰を与えたほうが
良いと思ったけど、でも何か違うと思う。元さんだけが悪いわけでもないと思うし、規則は破ってはいけないものだけど、元さんだからこそできることだと思う。
注意して懲戒処分をすることはやめたほうが良いと思う。１時間目の終わりでは、子どものために行った元さんの行動について、規則を破った元さんを責める
のはおかしいと感じていた N 生だったが、２時間目（本時）にもう一度その判断基準を友との関わりの中で問いなおしている姿が見られた。子どもの気持ちを
汲んだ元さんの優しさに目を向けるだけでなく、元さんという人間をもう一度見つめなおす中で、同僚からの信頼が厚い元さんの人柄にも目を向け、元さんの
行動は「元さんだからこそ」の行動であると自分の考えを再構築した姿であった。このように、モラルジレンマ資料によって自分自身の価値判断を揺さぶること
で、友との関わりの中から自分の考えがどのような判断基準に重きをおいたものなのかを自分自身で再認識でき、また新たな視点を得た姿が見られた。≪N
さんの評価文例≫『二通の手紙』を読み、友と意見交換をしていくことを通して、登場人物の想いに着目し判断するだけでなく、その人柄にも目を向けて判断
し、自分の考えを広げました。
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上田市立第六中学校　2019　「子どもたちが楽しさ
や喜びを実感しながら、道徳的な価値の自覚を深め
る指導はどうあったらよいか～「特別の教科　道徳」
の指導とその評価のあり方」「集団での自己の役割
と責任を自覚し、協力して集団の向上に努めようと
する意欲を高める」② 実践例 （２年）「 賞状 」　長野
県小県上田教育委員会、平成30年度道徳学習指導
研究委員会報告書

考える,議論する道徳・モラルジレンマ授
業・モラルジレンマ教材－賞状（松尾廣文
作、道しるべ2）、イメージマップ

社会見学のときの裕一の判断をどう思うかを考える場面で、裕一の判断について、自分が共感できる具合を表した“心の相関図”を用いて、自分の共感具合
を表すことを通して、決まりを守ることと友だちの意見を大切にしたい思いとで葛藤し、自分はどんな行動をしていくかを見いだしていくことができる。Ｓ生は、は
じめから「時間がないし、疲れているから」という強い思いをもっており、それ伝えると決めていた。同じ班のＭ生は、「時間がなくて集合時間には遅れてしまう
かもしれないけど、計画は最後まできちんとやろうと思うし、班員に行こうと強く言われると行かないと言いにくい。」という思いを持ち、迷いながらも伸代の気持
ちに共感している様子があった。話し合いの活動の場を設けたことで、Ｍ生は、「できるだけ集合時刻に遅れないようにするために班員に急ぐように言い、協
力して早く行動できるようにする。」とＳ生を含めた班の友に伝えることができた。結局、授業の振り返りでは、「一人のわがままに付き合っていられない」と自
分の考えを変える姿はなかったものの、Ｍ生は、「班の人は時間に遅れるから行かないと言っていたが、私はやはり行った方が良いと思いました。」と一度友
の考えを受け入れて、自分の考えをもう一度考えてみるといった姿が見られた。相関図でも、Ｍ生の気持ちの変化が②から③へ下に少し移動した理由は、Ｓ
生の「共感できない」考えに触れたことで、行動にためらいを感じたことからではないかと考えた。しかし本時で「ためらうこと」になってしまったことは、見方を
変えれば、自分とは異なる考え方に触れた瞬間ではないかとも考えることができるのではないだろうか。
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斉藤想能美・池田誠喜　2019　「いじめ防止をめざし
た道徳科の授業実践研究－いじめの4層構造にある
児童の心情を通して」　鳴門教育大学授業実践研究
－授業改善をめざしてー、18号、177-184.

道徳の指導法・いじめ防止の道徳授業・
イメージマップ

授業構成の工夫として，いじめ防止のための内容項目，いじめ資料，４つの学習活動の設定，いじめの四層構造の心情を扱い，２時間連続の授業設定，黒
板シアター形式の板書の４点と，授業展開上の工夫として４つの学習活動それぞれにテーマ発問，イメージマップ，発問，学習ツールの活用，話し合い活動，
ノートを用いた振り返りなどの工夫を行なった。それぞれ一つ一つの工夫については明確な効果を検証できていないが，意欲的に児童が取り組んでいた様子
から，主体的な授業が展開されたものと考えることができる。
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荒木寿友　2019　「夢か、友情か、葛藤を通し「考え
る道徳」議論し自分なりの正解を探る」　中日新聞朝
刊　2019.6.16.

道徳の教科化・モラルジレンマ・困ったプ
レゼント（NHK）、手品師（文部省）

「結論よりも、なぜそのように考えるかという部分が重要。葛藤の中で、道徳的価値の理解を深めて、筋の通った理由づけを考えていくことが、道徳性の発達
に大きく関わっていく」と、立命館大学教職大学院の荒木寿友教授（道徳教育）とその効果を解説する。愛知県あま市七宝小（5年生35人、鈴木賢一教諭-
困ったプレゼント、「飾らないのは友として恥じ、」に対し、「親友の思いは飾ることより、店が繁盛すること。想いをくんで努力することが大切」と自分の考えを述
べる子どもがいた。）、名古屋市笠小（6年生、辻昌希教諭－手品師、授業のテーマである「誠実」であることは　どういうくことかを考えさせた。正解は1つでな
い。違う意見に触れながら、自分の考えを再構築できるような学習の場にしたい。）
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金綱祐香, 濱口佳和　2019　「攻撃行動に対する中
学生の善悪判断と判断に影響を与える要因の検討」
教育心理学研究　67 巻  2 号　87-102.

善悪判断・攻撃行動・社会的領域理論 中学生のいじめ問題は深刻であり，学校現場における道徳的判断力の育成が求められている。本研究では，中学生に攻撃動機や形態の異なる四つの攻撃
場面を提示し，場面の違いによって，加害者の悪さの程度の判断及びその判断理由がどのように異なるかをTurielの社会的領域理論に基づいて検討した。
また，そうした善悪判断に影響を与えると考えられる個人要因・環境要因を取り上げ，善悪判断への影響を調査した。はじめに，中学生410名への予備調査を
もとに判断理由尺度を作成し，その後，中学生1,022名を対象に，作成した判断理由尺度を用いて本調査を実施した。その結果，仕返しを動機とした攻撃は，
慣習領域や個人領域の理由から加害行為が許容されやすいこと，言語的攻撃よりも関係性攻撃の方が道徳領域の理由が多く用いられ，より悪いと判断され
ることが明らかとなった。また，個人要因では，特に女子における罪悪感特性の高さが，環境要因では，教師の自信のある客観的な態度が，望ましい善悪判
断を促進することが明らかとなった。以上の結果から，いじめ抑止に向けた指導や学級運営について議論された。
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荒木寿友　2019　「特集　「対話型道徳授業」への授
業改善アプローチ　論説／「対話型道徳授業」へどう
授業改善すればよいか、子どもたちが変化をもたら
す主体者となるための道徳授業へ」　道徳教育
2019年12月号　明治図書

道徳の指導法・対話型道徳授業 「議論する道徳」が提唱され、その意味するところが、他者と積極的に関わる『協同学習としての道徳』の協調となって、2013年のアクティブラーニングの道徳
版が出現となった。しかし、多文化社会や自身の価値観を絶対的なものとするのでなく、常に変わっていくものと捉えることが求められる中では、本稿では他
者性を重視した『議論する道徳』に加えて、より積極的な意味を持った『対話型道徳授業』について考える。対話とは二者の間で、言葉や言語のやりとりによっ
て、より合理的で安定した状態にもっていくことを意味し、対話という行為そのものは、対話がなされる関係性の中で、新たな認識を見出そうと試みることをい
う。この関係性を、佐藤学（1995）の3つの対話的実践領域の考えに従って捉えることで、子どもたちが対象と向き合いながら自分や他者と向き合うことを保証
するものでなければならないし、教師自身も道徳的価値観を形成する主体となる可能性を持つもので、『対話型道徳授業』は『協同学習としての道徳』と異な
るのである。また、『対話型道徳授業』に必要なことには、①安心安全な場の設定、②対話をする際のるルールの共有、③対話に必要とされるポイント－１．積
極的傾聴、2.判断の保留、3.探求活動としての対話、4.思考停止を避けるために問いや疑問を奨励する、④ファシリテーターとしての教師－その役割は対話を
促すことと対話の交通整理であり、教師の『待つ』姿勢が大切、⑤たくさんの「答え」を見つけ出していく。道徳の授業のその基板には人間尊重の精神と生命
に対する畏敬の念」がなけれなならない。なお対話（発話と傾聴、探求活動）によってもたらされるものには、1.よりよい生き方在り方の共有、合意、存在の相
互承認、自己肯定感がある。
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夢叶教師　2019　モラルジレンマで深い思考を　　Ｈ
ａｔｅｎａBlog     https://j-empower-
english.hatenablog.com/entry/2019/01/30/モラル
ジレンマで深い思考を

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材-大地震（武中聖子作）

議論する道徳授業。  今までの価値観を揺さぶる道徳授業。 モラルジレンマ教材で深い思考を、をテーマにこの1年半ほど道徳の授業と向き合ってきました。
こんなにしっかり道徳に取り組み続けたのは初めて！  しかし続けるなかで見えてくるものもありますね。 そんな中、多く取り入れている授業方法がモラルジ
レンマ方式です。
○モラルジレンマ教材でする白熱討論の道徳授業=中学校・高等学校編　作者: 荒木紀幸,道徳性発達研究会  　出版社/メーカー: 明治図書出版　発売日:
2013/04/23
○考える道徳を創る 中学校 新モラルジレンマ教材と授業展開　作者: 荒木紀幸　出版社/メーカー: 明治図書出版    発売日: 2017/02/02
この２冊から色々な題材を使わせてもらっています！   今日は「大地震」という、読み物でした。大きな災害に巻き込まれた非番の救急隊員。　①消防署に向
かう　②家族のもとへ向かう   この二つに分かれて、色々な意見を出し合いました。 　仕事の責任か？家族への愛情か？   生徒達は意見をぶつけ合う中で、
大切なものを守るということ 命を守るということを、じっくりと考えられました。    モラルジレンマ、ぜひお試しあれ！
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梶尾悠史、板橋孝幸、板崎頼子、五島篤、鈴木啓
史、今井勇人　2020　「新学習指導要領に対応した
道徳教育の内容と指導法に関する研究」　奈良教育
大学次世代教員養成センター研究紀要、6、251-
256.

新学習指導要領の指導法・モラルジレン
マ授業・子どもの哲学

本稿は、「新学習指導要領に対応した道徳教育の内容と指導法に関する研究プロジェクト」（学長裁量経費）の研究報告である。当プロジェクトは、新学習指
導要領に対応した道徳教育の内容と指導法を探求する目的から、次の三つの企画に携わった。(1)附属小学校教育研究会における課題別分科会（「道徳」分
科会）、(2)道徳の授業づくりに関する現職教員のための公開講座、(3)「子どもの哲学（P4C）を通して道徳教育を考える」ワークショップ。これらの取り組みを通
して、子どもが主体となって進められる道徳教育の可能性が、さまざまな角度から検討された。受講者からは、本公開講座に満足した、勉強になったとの回答
が約 90％あった。公開講座の実施前後で受講生が記述した振り返りシートを見ると、価値の押しつけは良くないがどのように授業をしたらいいかという悩みを
抱えていた状況から、中断読みやモラルジレンマを活用することで「考え、議論する道徳」について具体的な授業イメージを持つことができたと考えられる。教
材に合わせた指導法のあり方へと受講者の関心が向かっていたこと、中断読みやモラルジレンマの理解を深めて教材解釈のポイントを獲得できたことが、振
り返りシートから見えてきた成果といえる。P4C の体験ワークショップに参加することにより、主に子どもの視点から、自分の考えを話すことの喜びが体験さ
れ、この活動の前提となるインテレクチュアル・セーフティの重要性が共有された。以上を総括すれば、道徳科は〈自由で公正な議論が保障された環境の中、
教師による適切な援助の下、子どもが主体となって探求する、愉しい学問〉となるべきである。これからの道徳科を導く指針として、以上のことが確認されたと
考える。
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富田幸子・赤井悟　2020　「モラルジレンマ教材をも
とにした「考え・議論する」道徳への試み」　甲南女子
大学研究紀要　第56号　169-175.

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・モラ
ルジレンマ教材－家族の絆（荊木聡作）

公立中学3年生6学級の生徒177人、教育6名対象、（要約）本研究では，モラルジレンマという葛藤場面を描く教材を使って議論型道徳授業を実施したところ，
従来の読み物教材を扱った授業ではみられない活気ある授業が展開され，他者の立場に置きかえて考え，自らの道徳的判断に基づく意見を発表する生徒
の姿がみられた。そうした授業での生徒の様相やワークシートから，教員自身にはモラルジレンマ教材を活用した道徳授業を肯定的に受け止め，議論型授業
の効果を感じている様子が窺われた。今回の取組は，多様な価値観をめぐって「考え，議論する」道徳の進め方を検討していく上での示唆となった。
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本間優子・石井僚　2020　「青年が日常生活で感じ
るモラルジレンマ － 大学生を対象とした道徳授業
の開発に向けて － 」　次世代教員養成センター研
究紀要 6巻　277-281. 　奈良教育大学

教材開発・モラルジレンマ・日常生活のジ
レンマ

要旨： 青少年の道徳性を欠いた行動の増加は近年、社会的に問題になっている。本稿では青年が日常生活で感じる道徳的価値葛藤（モラルジレンマ）につ
いて自由記述を収集、分析することにより、大学生を主として対象とした道徳教育プログラム開発へ向けた基礎的資料を提供することを目的とした。自由記述
の分析の結果、大学生を主とした一般青年がモラルジレンマを感じやすい場面（状況）は、アルバイト場面の出現率が最も高いことが明らかとなった。また、
「モラルジレンマ」という概念自体を正確には理解できていない、もしくは文章能力の不足により充分に自由記述では自己の体験を表現できない青年も一定
数含まれていることが明らかとなり、実践における授業形態の工夫の必要性が示唆された。
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渡邉信隆・赤坂真二　2020　「 国語科との違いを意
識した「特別の教科 道徳」 の指導法についての一
考察 －児童の教科に対する認識に着目して－」　上
越教育大学教職大学院研究紀要　第７巻　40-57.

道徳の指導法・登場人物への自我関与・
道徳科と国語科との相違性

「特別の教科　道徳」は，従来の登場人物の心情の読み取りのみに偏る指導から，質の高い多様な指導方法とされる読み物教材の登場人物への自我関与
を中心とした指導への転換が求められている。しかし，道徳科と国語科のどちらも読み物教材において登場人物の心情の読み取りを行うために，教師は道徳
科と国語科の違いを明確にできず，その指導において，迷いや混乱を生じさせている。そこで，本研究では，道徳科と国語科の指導を分ける視点として問い
に着目し，まず，この問いを中心として国語科の登場人物の心情の読み取りとの違いを明確にした「特別の教科　道徳」の学習デザインを作成した。次に，登
場人物の心情の読み取りのみに偏る学習と質の高い多様な指導方法の一つである，読み物教材の登場人物への自我関与が中心の学習を比較することを
目的として，学習者という立場である児童の認識を調査した。２つの教科における学習，それぞれにおいて，児童の認識にはどのような違いがあるのか，ま
た，どの程度，道徳科と国語科の類似性・相違性を認識できるのかを検討した。その結果，児童は登場人物の心情の読み取りのみに偏る指導よりも読み物
教材の登場人物への自我関与を中心とした指導において，道徳科と国語科との相違性を認識しながら，楽しさを感じ，深く考える学習を行うことができたこと
が示唆された。
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西田範行　2020　「モラルジレンマ授業の導入～真
に「考え、議論する道徳」にするために～」　「山東小
学校だより」・『さんとう大好き！』第５号，熊本市立
山東小学校

道徳の指導法・考え、議論する道徳・モラ
ルジレンマ授業

山東小では、今年度から道徳科の授業の一部に「モラルジレンマ授業」を導入し、生涯にわたって「よりよい生き方を求め続ける児童の育成」をテーマとした実
践研究の柱の一つとしています。既にスタートしている学年もありますが、多くの学年が今月からスタートする予定です。このモラルジレンマ授業の優れた点
は、本気で議論したくなる教材を用いてある点、及び討論を通して子供たちが双方の価値の大切さに主体的に気づいていけるという点です。先ほどの例の場
合、子供たちの判断は大きく「落とし物を探している人を助けるべき」と「集合の時間に遅れないようにすべき」の立場に分かれます。大切なことは「なぜ、自分
はその立場を取るのか」という「理由づけ」であり、最終的にどちらの立場を取るのかは問題ではありません。討論を通して両者の立場で多面的・多角的に考
え、双方の価値を認めた上で、より高まった「理由づけ」に基づいて最終判断ができることが重要です。ただ、判断とは言っても学級としての結論は出さず（＝
オープンエンド）、自分なりの「納得解」を得ることが目標になります。私は長く中学校に勤めた経験から、時に深刻ないじめも目の当たりにしてきました。です
ので「山東小の子供たちが、中学校に行ってもいじめを止める力を身に付けているか」という視点をとても大切に考えています。また、従来の道徳授業が「いじ
め問題に実効性ある役割を果たしてこなかった」という指摘についても、必ずやり遂げなければならない課題であると考えています。そういう意味で、「本気の
議論を通して、分かりやすく自分の考えを相手に伝え、異なる意見にも互いのよさを認め合いながら「納得解」を導いていく」というモラルジレンマ授業のプロセ
スは、授業での学びをより実践（行動）に結びつけ易くし、この問題にも風穴を開けられるのではないかと期待しています。令和２年度山東小学校自主公開授
業発表会（2021.2.16）ズーム研究会-15時5分～16時30分.高学年部会（助言：野口裕展）5年-竹本啓人（授業者）ジレンマ教材-引っ越し-新垣千鶴子作）
https://youtu.be/3O13Cc1IRUA　，６年-三浦　真（授業者）ジレンマ教材-メダカとカダヤシ-、峰　明秀作）https://youtu.be/IvMQiAZSgNs、荒木紀幸はこの
ズーム発表会に参加した。
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河野辺貴則　2020　「人権教育と道徳教育の関連性
に関する分析的研究―人権課題に関わる道徳教科
書教材に着目して―」　教育実践学研究　第22巻
第1号　1-16.　日本教育実践学会

人権教育・道徳教育・道徳教科書 本研究の目的は, 道徳教科書における人権課題に関わる教材の掲載傾向を検討することを通して,人権教育と道徳教育の関連性を考察していくことにある.
調査対象とする資料は, 小学校と中学校の道徳教科書(72 冊)としている. 調査結果として, 道徳教科書には人権課題に関連している教材が数多く掲載されて
いることを確認した. 人権教育と道徳教育は, それぞれが別の世界に位置づいているかのような認識を乗り越えて, 児童生徒に人権課題について向き合う機
会を提供し, 人権課題の解消を前に進めていることに寄与している. 本稿による分析結果から, 道徳教科書には人権課題に対する理解や問題の解消に向け
た取組として寄与しており, 人権教育と道徳教育は統合的な関係へ向かっている傾向にあることが考察できる. 一方で, 相補的な関連性といえる部分もあるこ
とから, 人権教育と道徳教育の関連性を意識しながら, 計画的に教育活動を推進していくことが肝要であり, 両者の関連性は益々密になっていくことだろう.

71荒木：わが国におけるモラルジレンマ授業に関わる理論，実践，及び 教材についての文献総覧（1968～2020）
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日本学術会議哲学委員会・倫理・宗教教育分科会；
河野哲也（委員長）、河野哲也、森田美芽、木村敏
明、藤原聖子、一ノ瀬正樹、和泉ちえ、上原麻有子、
香川知晶、氣多雅子、下田正弘、土井健司、中島秀
人、中村征樹、納富信留、野家啓一、八木久美子
2020　「道徳科において「考え、議論する」教育を 推
進するために」　審議結果報告、日本学術会議

「考え、議論する道徳」教育・現在の道徳
教育の4つの問題点・よりよい道徳教育の
ための4つの展望

平成27年（2015年）の学習指導要領の一部改正により、「道徳の時間」に代わって「特別の教科　道徳」が設置され、小学校で平成30年（2018年）、中学校で
平成31年（2019年）より完全実施された。これにより従来教科外の活動として行われてきた道徳教育に対し、児童生徒への評価が導入されることとなった。そ
の教科化を巡っては教育界のみならず、一般社会にも大きな反響があり、様々な意見が寄せられた。これまで日本学術会議第一部哲学委員会哲学・倫理・
宗教教育分科会では、これらの意見を踏まえた上で、日本の教育の現状に照らし、今次の「道徳教育」改訂の問題点を指摘しつつも、むしろその積極的な面
を評価し、それをさらに良い方向へともたらす展望を検討した。本報告はこの審議の結果をまとめたものである。モラルジレンマ授業に関連した記述は次のよ
うである。道徳教育の権威であるローレンス・コールバーグによれば、道徳教育には以下の二つが極めて重要であるという[51]。第一に、教室のカリキュラム
のなかに、道徳的問題についてのディスカッションと道徳性の成長を刺激させられる関心を取り入れることである。対話により道徳についての思考力と判断力
を育成する。第二に、学校の管理プロセスに、生徒が民主的に参加できる機会をより増やすように学校環境を再構成することである。これは、民主的組織・社
会を運営することが、道徳の実践力の育成につながることを意味しているが、同時にシティズンシップや自ら主体的に民主的社会の形成に関わる主権者教育
につながることは明らかである。また、子どもの権利条約の12条にあるように、「自分の関係するすべての事柄に対して意見を自由に表明する権利を確保す
る」とされている。学校の運営に子どもを関わらせることは、シティズンシップ教育となるだけではなく、実践的な人権の行使の経験となるだろう。ヨーロッパで
は、人権教育をシティズンシップ教育の中に組み込む教育プログラムが実施されている[52]。こうした実践を通して、子どもたちは自他の権利の尊重を実際に
経験し、その重要性を理解できる。その意味での人権教育にもつながっている。
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藤澤文　2020　「園児は　ペアの種類により協働問
題解決が異なるか」　道徳性発達研究　第14巻　第
１号　1-6.　日本道徳性発達実践学会

協同問題解決・ペア・性差 入学前の園児の協同作業における協力について、ブロック積みの協同問題場面を設定し、ペアの種類別に、完了時間、発話回数、正解ブロック数、完成度、
順番などから検討した。本研究の結果から、ペアの性差(男女、女児ペア)を活用する(女児を加える)ことで協同問題解決のパフォーマンスを高める可能性を
示唆できた。しかし、ある程度時間が経過した後ではペアの種別はパフォーマンスに影響しないう可能性も見られた。また発話回数の多さが課題の正確さや
早さに可能性が低いことが示唆される。かくして、小学一年入学直後で協同での解決や作業を伴うタイプの道徳課題を行なう場合、ペアで課題解決のための
会話を行ないながら協力して解決していく可能性が示唆された。なお男児のペアは他のペア種よりも約束や順番を守ることが困難であったので、男児の場合
には、約束や順番を実践する機会にはペアの性別を異にするのがよい。

673

大野明子、植田和也、金綱知征・斉藤嘉則　2020
「道徳科の小学校教科書にみられるいじめ問題の記
載に関する基礎的分析」　道徳性発達研究　第14巻
第１号　14-21.　日本道徳性発達実践学会

小学校教科書、道徳・いじめ問題・内容項
目

本研究では、道徳の教科化に当たり、各教科書会社においていじめに関する教材がどのように扱われているかを明らかにするべく、小学校用の教科書を出
版している全8社の教科書に掲載されたいじめに関すいる教材を読み、取り扱う学年、内容項目、被害者の立場、加害者の立場など12項目の観点から分析し
た。その結果、教材のタイトルにいじめという文言が使われている副題を含めて4教材のみであった。また8社全てに掲載の教材は1つ見られたが、いじめ問題
としての扱いはうち4社であった。さらにいじめの内容としては学校や学級における「仲間はずれ」に起因してのいじめ問題が最も多く見られた。さらに同じ教材
でも内容項目や扱う学年の違いも認められた。

674

荒木紀幸　2020　「なぜ本のタイトルは、「道徳教育
はこうすればおもしろい」なのか」　道徳性発達研究
第14巻　第１号　22-32.　日本道徳性発達実践学会

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・コー
ルバーグ理論

「道徳教育はこうすればおもしろい」は1988年の発売以来32年を経過し、現在４版５刷と好評を博している。そこで、なぜ私たちが，モラルジレンマ授業をわが
国の道徳授業の中に取り入れることに40年近くにわたって心血を注ぐことになったかについて，今回改めて研究の原点を振り返ることとした．1.　はじめに、
２．戦後の道徳教育はどう実践され，どのような課題や問題を抱えていたか？、３．研究を始めた1970年代～80年代と道徳研究会、４．コールバーグ博士の
来日と道徳教育国際会議、５．なぜタイトルを「道徳教育はこうすればおもしろい」としたか？

675

荒木紀幸　2020　「道徳性発達研究会が開発したモ
ラルジレンマ教材の研究（2） 2010年以降に開発さ
れたモラルジレンマ教材について」　道徳性発達研
究　第14巻　第１号　　33-40.　日本道徳性発達実践
学会

教材開発・モラルジレンマ教材・タイプⅠ
型とⅡ型

日本道徳性発達実践学会が発足して10年目の2010年に，それまでに開発されたモラルジレンマ資料182編を，文部科学省の示す４つの視点に基づく内容項
目（いわゆる徳目，道徳的価値）でもつて，対象学年毎に分類整理し，合わせて原作者，掲載書籍等を示した分類表をつくり，利用者や研究者の便を図った
（道徳性発達研究会・荒木，2010）．今回はその続報で，2010年以降に公刊されたモラルジレンマ教材は99編である．この内新しく開発された改訂分を含む教
材は72編である．この72編の中には，小学生向きに開発した教材であったが，中学生にも適用する価値があると見なされ，実践された教材には畑耕二原案
の「決勝戦」，楜澤実作の「氷上のボブスレー」，コールバーグ作の「ヘルガの葛藤」の３作品がある．また，より高次の判断である判断の統合（止揚）が予想さ
れた教材には前回では，コールバーグ作の「まほう使いのプレゼント」と「まほう使いのメガネ」の２作品に見られたが，今回の藤澤文作の「どんぐりはだれの
もの」は，より高次の判断（止揚）が可能な教材である．また，堀田泰永作の「仲直り」は仲直りをする第３の方法を探れる新たな展開を見込める授業であり，
新たな活用が期待できる．

676

荒木紀幸　2020　「道徳性発達研究会が開発したモ
ラルジレンマ教材の研究（3）－小学校と中学校にお
けるモラルジレンマの型と扱われた道徳的価値（内
容項目）－」　道徳性発達研究　第14巻　第1号　51-
63.　日本道徳性発達実践学会

教材開発・モラルジレンマ教材・タイプⅠ
型とⅡ型

この研究では，道徳性発達研究会がこれまでに開発したモラルジレンマ教材（MJ），小学校と中学校（高校含む）合わせて245本（小学校141本，中学校104
本）を研究対象とし，Ⅰ型（１つの価値についての当為を巡る葛藤）とⅡ型（２つ以上の価値の間で生じる当為を巡る葛藤）に分類し，その発達的な特徴を明ら
かにする．Ⅰ型とⅡ型のMJ 開発数の比較ではⅡ型，187本がⅠ型，58本を大きく上回った．学年を軸に両者を比較すると小学校から中学校にかけⅠ型では
Ｖ字直線（最大が中学校）を示し，Ⅱ型では学年の進行と共に一貫して開発数が増大し，両者の差異が増大するという交互作用を得た（図３）．この結果は荒
木の予想を一部是認するものである．Ⅰ型MJ の特徴は学年によって若干異なった．低学年では視点Ｃ，特に「分配や所有権」への特化があり，中学年は「公
正公平」が多い．高学年は視点Ｂ「思いやり」とＡ「向上心」が多い．中学校は視点Ｃの多用と視点Ｄ「生命の尊重」の重視である．Ⅱ型MJ ではⅠ型同様に視
点Ｃが重視され，特に小学高学年（視点Ｂを最も重視）を除く全ての学年で見られた．中でも中学校が最も顕著であった．この視点Ｃの重視はⅠ型，Ⅱ型に共
通した特徴であった．MJ 物語と対応学年に関した特徴を総括すると，小学校低学年では子どもの好きな動物が登場する話が多く，小３～小６では学校生活
や日常生活で起こる葛藤が大半で，中学校以降では社会問題や歴史上の事件，取材や体験に基づく人の生き方等が多い．この後の不確実な社会を自律し
て生きる基礎を提供しようと様々なジャンルのMJ が創作されていた．

677

鈴木憲・荒木紀幸　2020　中学校２年生における実
践「この子のために」　道徳性発達研究　第14巻　第
1号　41-50.　日本道徳性発達実践学会

道徳の指導法・モラルジレンマ授業・この
子のために（コールバーグ作）

１　授業実践；第２学年Ｂ組　学習指導案、伊勢市立城田中学校、指導者　鈴木　憲、Ⅰ主題名　　「人間尊重の精神」や「生命尊重」等について考える、Ⅱ
資料名　　「この子のために」Ⅲ　指導にあたって、２　生徒について、１　主題について、３　指導について、Ⅳ　学習計画（２時間扱い）、Ⅴ　本時の展開（第２
次）、２　道徳授業「この子のために」の授業分析と考察；１　判断の変容、２　理由づけの変容、（１）役割取得に基づく理由づけの変容　（２）道徳的価値別の
理由づけの変容

678

戸田有一・金綱知征・西野雅代　2020「いじめ対策
のユネスコ主義化と研究の多角化・精緻化－Ｗ
ABF(いじめ対策フォーラム)2019参加報告－」　道徳
性発達研究　第14巻　第1号　64-70.　日本道徳性
発達実践学会

いじめ問題・世界いじめ対策フォーラム・
いじめ対策

本稿で金綱は主に「ネットいじめと online safety 」部分と「日本に関する研究・日本からの発信」に一部を担当し、西野は主に、「教師の資質・温度差」の部分
と「日本に関する研究・日本からの発信」の一部を担当し、それ以外の部分を戸田が担当した。

679

伊藤理絵　2020　「表情に着目し、感情について考
え、議論する道徳教育－「二わのことり」を教材にし
て－」　岡崎女子大学・岡崎女子短期大学　研究紀
要　53号  1-8.

道徳の指導法・考え、議論する道徳教育・
「二わのことり」

表情と感情の理解の発達において、笑うという行動は喜びを表し、泣くという行動は悲しみを表すという基本感情的な意味づけを幼児期の子どもも説明するこ
とができる。しかし、人は、嬉し泣きのように、喜びを表す泣きもあれば、顔で笑って心で泣くこともあり、基本感情が“典型”“標準”とする表情と常に一致すると
は限らない。そのため、自分が面白いと思って笑うことが、相手にとって不愉快な笑いとなったりすることもある。本論では、そのような日常生活での経験を踏
まえた道徳教育として、「うれし泣き」のような、“典型”的な表情と感情の不一致場面に着目し、その表情が意味する感情について考え、議論する道徳教育を
提案した。その教材として「うれし涙」が表現されている『二わのことり』を取り上げ、表情と感情から、幼児教育を踏まえて、主体的・対話的で深い学びを行う
道徳教育について検討した。

680

白井理沙子・小川洋和　2020　「直観的な道徳判断
における知覚・認知処理の役割」　関西学院大学心
理科学研究 Vol. 46　15-22.

道徳判断・直感・情動、認知 従来の道徳研究では，道徳判断には理性的な推論が重要であると考えられてきた。しかし近年ではこれまで考えられていたよりも，無意識的かつ自動的に
道徳判断が決定されていることがわかってきた。そのような直観的な道徳判断の基盤として，ある出来事を見たときに自動的に生起する情動が重要な役割を
担っている可能性が指摘されているが，他方で情動の生起は道徳判断に影響を及ぼさないとする知見も報告されるなど，議論が続いている。本稿では，これ
までの道徳研究の流れを紹介し，道徳判断に影響を及ぼす知覚・認知処理について概説する。直観的な道徳判断を可能にする心的過程についての研究知
見は未だ断片的であり，道徳判断において初期の知覚処理や注意処理がどのような役割を果たしているのかに着目して，実証的な検討を行うことが求めら
れている。

681

松岡敬興　2020　「道徳の時間における「深い学び」
についての一考察 : ロールプレイを用いた「アクティ
ブラーニング型授業」に着目して」　山口大学教育学
部　　教育実践総合センター研究紀要　49巻　111-
118.

深い学び・アクティブラーニング型授業・
ロールプレイ

深い学びに注目し、アクティブラーニング型授業の展開を構想し、そのお授業実践で用いたワークシートへの記述内容、授業後に実施したアンケートに基づ
き、授業をの分析検討した。自尊感情の心理的効果については、東京都版自尊感情尺度を用いた。この結果、アクティブラーニング型授業の展開により、子
どもたちが主体的に考え、対話を行ない、自己内対話を重ねつつ、自らの考えを再考しようとする傾向を見い出せた。道徳の時間では、子どもたち一人一人
の考えが尊重され、同時に仲間の意見に接することで、なぜ考えが異なるのか、その一方で逆に同意なのか、多面的・多角的に思考の流れを確認しながら
自己決定へと向かうことで、自らの思考が高度化へと繋がることが分かった。

682
市川正人　2020　「令和２年度学校経営計画（改定
第３番）」　千葉県松戸市松飛台第二小学校

学校経営・相互尊重力・モラルジレンマ教
材

相互尊重力の育成として、重点施策には、ニコニコプラン－仲間作りとして、①多様な価値観の存在を認める相互尊重力の育成、②「納得解」を見出し続ける
非認知能力の育成、…⑨モラルジレンマ（道徳的価値の葛藤）教材で考え、議論する道徳教育の推進、⑩自己肯定感・自己有用感・集団所属観を高める自
治的・自主的活動の工夫、などをあげる。

683

谷村千絵　2020　「防災道徳の課題と可能性― 現
実世界の複雑さと当事者性に着目して ―」　鳴門教
育大学研究紀要　第35巻　189-197.

防災教育・道徳教育-モラルジレンマ・ジ
レンマほぐし

考える道徳の基礎的な実践として，コールバーグの道徳性発達モデルに基づいたモラルジレンマによる道徳教育が一定の成果を上げてきている（永野,1985;
コールバーグ,1987;  荒木紀幸,2017など）。また近年の新しい道徳教育の動向として応用倫理学を学校教育に導入するもの（小笠原・朝倉2017等），子ども哲
学(Philosophy for Children: P4C)の方法を取り入れる可能性を検討するもの（桝形2018等）など，考える道徳教育の幅を広げ，質を高めるための実践が始
まっている。複雑な現実世界に対応し，主体的に考える力を伴った道徳性が求められている。このように，防災教育と道徳教育はどちらも現実世界の複雑さ
に対応する能力の育成を目指しており，そして，知識や技術と道徳性，倫理，価値判断とを結びつけて考え，行動する能力の育成を目指している。ここに両者
の共通点がある。防災道徳の先行研究（藤井・生澤2013，藤井2018等）から，防災道徳の理論的課題として防災知と道徳知の原理的な違いが指摘され，ま
た，実践課題としても道徳の授業と防災の授業の内容の不連続性が指摘されている。本稿では，藤井らの防災道徳の実践事例報告に指摘されてきた理論
的課題と実践的課題の双方を乗り越える可能性について考察してきた。防災知と道徳知に架橋し，防災道徳を一つの授業として実践するためには，現実世
界の複雑さを授業に組み込むことによって当事者性を喚起することに可能性があることが見えて来た。筆者は，現在，藤井による防災道徳の授業実践を参考
にして，以下のような授業を考案し，徳島県の中学校での実践を試みている。それは，二段階方式の前段にクロスロード，後段に子ども哲学の手法を用いた
ものである。前段は，クロスロードの方法を踏襲して，災害時の人権や道徳の問題を設定してジレンマ・ゲームを行い，グループでの話し合いにおいてジレン
マをもたらしている背景の複雑さや，一つの選択をしたときにどのような困りごとがおこるのかなどを整理する。後段は，対話的思考を促す実践，協働的な探
究活動として近年注目されている子ども哲学の方法に則って，前段で洗い出した「困りごと」について，どのような工夫をすればそれを乗り越えられるか，ある
いはあらかじめ避けられるか，ということを自由に話しあう，というものである。この話し合いは，方法こそ子ども哲学のものを参考にしているが，実際に哲学
の探究をしているわけではない。この実践は，「複雑な現実に向き合う」ということを起点にして，学習者の当事者性において防災の課題と道徳の課題を結び
つけて考えさせることに主眼があり，とくに後段は，知によってジレンマを砕くというよりは，当事者として話し合いをするなかで，「ジレンマをほぐす」方法に気
がつく協働的な思考活動となっているのではないかと考えている。
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